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古典の 研究に あって、 われわれ は ー體何 をより どころ にしたら い  >- ので あらう か。 いろいろな 

「方法」 が 案出され 試みられて ゐる けれども、 果して 古典 はわれ われの ものと して 蘇って ゐ るの 

であらう か。 

さまざまな 「方法」 によって 足蹴に され 埃 まみれに されて しまった 古典 を、 どうして われわれ 

は、 血の通った 現代の ものと する ことが 出来よう か。 

古典 を 過大に 評價 せす、 過小に 評價 せす、 その あるが ま \ の 質量 を もって 適確に 把へ ると いふ 

事 は、 まことに 至難な 業で ある。 古典に 暖ぃ 愛情 を 傾ける こと は 必要な ことで ありながら、 われ 

われ は その 暖かさに 溺れて はならぬ。 古典の 眞實の 姿 を 追及す るた めに は、 わが 身に 對 する 激し 

い 鞭打ちの やうな 鋭い批判がなければ ならぬ からで ある。 

古典 研究の われわれに 課する ところ は、 結局 眞實の 探求で あり 創造であった。 さう い へ ば それ 

は單に 古典 研究の 場合 だけに かぎらす- あらゆる 生活の 場合に も 課せられる 鐵 則であった 箦 だ。 


それ 故、 われわれの よりどころ とすると ころ は、 きりはなされた r 學問」 の 中に あるので はな 

かった。 もっと 廣 いもつ と 畳 かな 人間 生活の た f 中に、 それ は 芽生え もし 成^も する もので あつ 

た。 

眞實の 探求と いふ 言葉 は 易しい ので ある けれども、 それ をな すため に は、 生活の まった V 中に、 

微かに 息 づ いて ゐる、 あの 鮮やかな 綠 色の 芽生え を 身 を もって 守らねば ならない 事 も あるで あら 

う。 

健康な 精神と 知性との みが、 それ をも敢 てな しうる に 相違ない。 古典が 現代人の 血潮の 中に 脈 

うつため に は、 この やうに 健康な 精神の はたらきかけ を 受ける 事が 第一 の條 件であった。 

「暖ぃ 愛情」 とい ふの も、 「銳 利な 批判」 とい ふの も、 歸 すると ころ は 激しく 動いて やむ ことの 

ない われわれの 現代に 對 する 暖ぃ 愛情で あり、 鋭利な 批判で あつたの だ。  - 

かう して、 古典 を 眞實の 姿に おいて 把へ ると いふ こと は、 つまり 現代の 真賁を 直視し 歌 ひ 上げ 

ると い ふこと に ほかなら ぬ。 

だから 古典の 研究と いふ こと は、 現代 研究の 贵 重な 一翼で あり、 古典の 眞赏の 姿 を 再生 ナ ると 

いふ こと は、 現代の 眞實 探求に 始まらねば ならす、 叉 そこに 歸 する もので もあった ので ある。 


われわれの 拙い 試論 も、 今讀み 返して みると、 「平家物語」 の 眞實の 姿に どれ だけ 近づく ことが 

出來 たで あらう か。 最早 こ、 かしこに 改訂 を 要求す ると ころが 自分に も 見える やうで ある。 それ 

にも 拘 はらす、 私 はこの 試論 を 公に しょうと 思 ふ。 この 誤謬 多い 試論 も、 正しく 古典 を讀 まう と 

する 人々 のために、 何 かの 暗示 を與 へ、 もっと 正確に 把握す る 人の ための、 何ら かの 手がかり 位 

に はなる かもしれ ない。 さう いふ 優れた 研究の 出る まで、 私は敢 へて この 書 を 公に してお かう と 

思 ふ。 それ 故、 私 はこ の 拙い 試論が 一 日 も 早く、 喜んで 撤囘出 來る日 を- 心から 期待して ゐ るの 

である。 

尙、 こ の 本の 「本文 • 評 釋篇」 は覺 一 別 本 「平家物語」 から 四十 二 段 を 抄出した が、 省略した 

部分 は 梗概 を もって その 前後 を 連絡し、 全體の 構想 を 思 ひう かべ るに 十分で ある やうに 心がけた。 

唯、 紙數の 制限 もあって、 全體 にわた つて 「評」 を 試みる ことが 出來 す、 相當の 部分 を殘 念な が 

ら 割愛せ ざる をえなかった。 「研究 篇」 の 評論と 相補って いた ぐければ 幸で ある。 

最後に、 この 書の 成る ために は、 直接 間接 多くの 方々 の 恩惠を かう むって ゐる。 抄出した テキ 


ストが 山 S 雄 博士の 詩に 成る II 本に 據ら してい， いたの を 始め、 頭註の 作製に あた 

つて は 、「研究 手引」 に 紹介した 殆ん どす ベての 先學の 研究に 據る ところが 少 くな I  II 

，は、 橋本眷 先生の 御 好意で、 語り 本の 善 木 を 掲げる こと も 出来た。 こ、 に これらの 方 々に 

厚き 蠢を 捧げる ものである。 終りに この 稿 を 起して 間もなくお 仆れ、 旣 にこの 化 f ー應 放 

？ ようと さへ した 筆者の ために、 If して 翁と して、 か はらざる 御 S と i と を與へ 

られた 近藤 囊氏 や、 本文 篇の作 管 困？ 校き 助力 I しまれな なた 桐 I 幾の あった 

こと を、 こ、 に 深く 感謝し なければ ならぬ。 

今、 全く 健康 を 恢復して、 ， の 書 喜に おくり 出さう とする 時、 筆者 はこの やう I 情 i ひ 

浮べながら、 再び 步み 出さう とする ものである。 

昭和 十五 年 早春  . 

東京 世 田符の 寓居に て 
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(1) 紀： 兀^ 五 世紀 頃 ♦ 中 卬度 舍衞 に 

あって 釋迦 が說敎 した 大寺 補註 1 參^ 

(2) 印度に 多い 沙羅 不。 この 撙 林 下で 

釋迦は 人狨 したが、 沙羅捃 は佛の R 方 

に 各 一 雙す ベ て 八 株 あ つたので、 雙？ s 

とい ふ 

(3) 「盛 ナル者 ハ必ズ 衰へ實 ナル者 ハ必ズ 

虚 シ。」 仁王 經護國 品 中の 旬に より" 世 

の 無常 をい ふ。 铕註 2 參照 

(キ) (5) はかなく 短い ものの^。 「1 

生 〈是レ 風前 之 燭。 莨 事ハ皆 春/夜 之 

夢.」 (牲 生講 式) 

(6) 外國。 支 郄 の 先例 を つねる と 


(9) 「朱 SU の 誤。 梁武 帝の 臣 

貴&で 有名な 唐玄宗 皇帝 $_»臣 

安綠山 . 

(5Z) 先王と いふ 語 を對 句と して 用 


(は〕 人民の 困窮 

(i2) 「遠く 異朝 を」 に對 する 語 

(M) 空 也 上人 創建、 後に 六 K 羅密 寺と 

改稱 した 寺の 所在地に よる 地名。 京都 

鳥邊 野の 西方で 平氏 重代の 邸宅 ある 所 

(J2 ) 想 «以 上 で 言葉に つくしが たい 位 

盛んであった 


(U) 九 代 目の 子孫 

媳子、 正妻の 生んだ 長男 

(W) 皇族 • 王 <« 


精 含 


？メ しゃう JC や かね こも しょぎ やうむ じ やう ひ f き  (2) しゃら き-つじ ゆ はな いろ (3〕 じ や-  , 

^園 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常の 響 あり。 娑羅 雙樹の 花の 色， 盛者 必衰の ことわり を 

(4)  めめ 

あら はす。 おごれる 人 も 久しから す、 唯 春の 夜の 夢の ごとし。 たけき 者 も 遂に は ほろ 

ひとへ (5) まへ . ちり  (6) い てう  しん (7) て 5 かう かん (8) わ-つま 5  9 や 5(00 しう 

びぬ、 偏に 風の 前の 塵に 同じ。 遠く 異朝 を とぶらへば、 秦の趙 高、 漢の 王莽、 梁の 周 


い  fe ラ (S) ろくさん これら  (U) キ 

伊、 唐の 祿山、 是等は 皆舊主 先皇の 政 にもした が はす、 たのしみ をき はめ、 諫 をお 

みんかん 5れ ふ 

も ひいれす、 天下の、 みだれむ 事 を さとらす して、 民間の 愁る所 を しら ざり しかば、 


ばう  (^) ちか ほんてう  しようへ い まさか ど 

久 からすして 亡 じし 者 ども 也 C 近く 本朝 をう かが ふに 承 平の 將門、 天 慶の純 友、 康和 

ぎ しん へいじ つぶより これら 

の義 親、 平 治の 信頼、 此等は おごれる 心 もた けき 事 も 皆 とりどりに こそ ありし かど も、 


まぢかく は 六 波羅の 入道、 前 太 政 大臣 平 朝臣 淸盛 公と 申し 人の ありさま、 傳へ 


(ほ) ことば 

けた ま はる こそ 心 も詞も 及ばれね 


.: ,ゎ うだい rj  わう じ (S) ほんしきぶ き やう かづら はら c しんわう (_!:) くだい 二-  I 

其 先祖 を尋 ぬれば、 桓武 天皇 第五の 皇子、 一品 式部 卿 葛 原 親王 九 代の 後胤 讃岐守 正 


盛が 孫、 刑 部 卿 忠盛 朝臣の 嫡 男な り。 彼 親王の 御子、 髙視王 無官 無位に して、 うせ 


わう  はじ  た ひら しゃ 5 たまう  か-つ さ C すけ  ^まひ  たちまち (S) わう 

給 ひぬ。 其 御子 高 望の 王の 時 始めて 平の 姓 を 給て、 上總 介に なり 給し より、 忽 に 王 


本 


文 


篱 


(1) 地方に 赴任して IS 際の 吏務 も纨 る 

K 司 

(2) 「仙」 は 禁中の 尊^。  ritjTJ は^の 

JT- 禁中 殿上の間に 昇る を 許された 者 

は、 其 名 を 1?R に 書き記される 


，  I  > 1 /  t3c  *t しか、 5  t  、んょ 1 レ もち 「ち  く 一- JI 

氏 を 出て 人. 臣 につら なる。 其 子 鎭守府 將軍義 茂 後に は國 香と あらたむ。 阔 香よ 

しょこ/、 (1) じゅ f やう  てん b や 50*04* ん そき 

に 至る 迄、 六 代 は 諸國の 受領たり しか ども、 殿上の 仙籍 をば いまだ ゆるされす 


正 盛 


1 衹阛 精舍の 中に 病^ を 置く 「無常 堂」 の 四隅に あった 鑌は、 ^僧 臨終の 時、 自 然とぬ り、 

. ハ  ニシテ レ /ナリ  シ テ  +, ルヲ ス ト  • 

「諸行無常 是生 滅法 生滅 滅 -IK 叔滅 爲レ 樂。」 とひぐ き、 病 僭 は是を 聞き、 苦悌を 去って 淨 

十； に 性 生した とい ふ r 祇 園 圜說」 「性 生耍 集」 等の 傳說 によって ゐる。 

2 释迦 入滅の 時、 その 死に 感應 して、 周 園の 沙羅樹 は 悉く 枯れ • て 白色に 變じ、 その 枝^よ 

牀 にたれ て 佛を蓋 ひ、 白い 鶴の やうで あつたと いふ r?k^ 經」 序 品^の 傳^ によ リ、 共に 

^物流 轉 して 滅びざる ものな しの 意 を 述べた もの。 


(誶) 一 般 にどの 作品で も、 書き出しの 文章 は、 特に 多くの 問題 を 提出す るば かりで なく、 

その 作品の 本質 や 作者の 意圖 すると ころ， を、 屢々 明瞭に 露呈して、 問題解決の 鍵を與 へる 事が 

少 くない。 「平家物語」 の 第一章 も 亦、 吾々 の觀 察と 吟味に、 さまざまな 應答 をな すば かりで な 

く、 それらの 材料から、 焖 眼な 讀者 は、 この 物語の 語らう とする ものが、 どの やうな もので あ 

つた かと 云 ふ 事ば かりで なく、 どの 程度にまで それが f! せられた であらう かとい ふこと さへ、 

1 應の 見通し を 得る であらう。 

以下、 與 へられた 僅かな 頁で、 夫々 の 章 段の 持つ 意味の いくつか を、 「平家」 の 本質に 關聯さ 

せながら 明かに して 行きたい と 思 ふ。 


特異な 文章 法が、 何より 先に 讀 者に 强ぃ 印象 を與 へずに はおかない であらう。 

最初 「祇園 精舍 の」 「鐘の 聲」 「諸行無常の」 「響 あり」 と 七五調で きり 出された この 卷 頭の 一 

章 は、 それ を靜 かに 吟味して みると、 おそろしく 多くの 對 句から 成って ゐる。 「鐘の 聲」 に は 

「花の 色」 を、 「おごれる 人」 に は 「たけき 者」 を、 「遠く 異朝 を」 に は 「近く 本朝 を」 を ：：： 

等々。 

又、 最初の 四つの 七五調 は、 やがて 「ことわり を あら はす」 の あたりから 崩れ 始め、 複雜な 

破調と 整調と が 交互に 文章 を 運んで ゆき、 破調 は 行文の 單調を 救 ひながら、 淀みな く 流れ ゆく 

全 S の 調子 を豐 かにして ゐ るので ある。 

「平家物語」 のかう いった 文章 法 は、 後に 述べる やうに、 この 物語の 本質的な こ \ ろの 一面 

を 語って ゐる ものであって、 「平家」 を 論じる ものに とって、 重要な 見遁 しがたい 材料と いはな 

ければ ならない。 

ー體、 「平家物語」 の 生れた 鎌倉時代に は (卷 頭の 揷縛 を參 照され たい。)、 それ は讀 まれた 物 

語と いふべき でな く、 寧ろ 音 樂* 琵琶に 調子 を 整 へられながら、 盲 法師の 口から 靜 かに 或は 激 

しく 語られた ものであった。 「平家物語」 は、 いはば その 譜本 として、 最も 偉大な 役割 を果 した 

ので ある。 この 事實 こそ、 「平家」 に 比類な き 普及 カを與 へ、 その 第一 の 強みで あり、 平安朝 時 

代の 物語な どと、 全く 性格 を 異にさせた 重大な 契機で ある 等に ついては、 「硏 究篇」 に 吟味した 

ところで あるが、 上述のお びた V しい 對 句の 連用に しろ、 その 破調の あら はれに しろ、 全く こ 
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の事實 に關聯 する ものであった。 

「平家」 の昔樂 的な 性質 をぬ きにして、 この 物語の 本質 を 云々 する 者 は、 その 論評に 大きな 

錯誤の 生れる こと を覺 悟すべき である。 上述の 文章 法が、 物語の 昔樂的 性格に 根ざした もので 

あると いふ 重要な 面 を、 吾々 は 先づ强 調して おきたい。 さう して 又、 今一 つの 重要な 面、. 卽ち 

この 文章の 骨格が、 和漢^ 淆 文と いふ 當 時の 新しい 文氇 から 成って ゐて、 そのこと が 又 この 物 

詣に とって、 ぬきさしの ならない、 而も 頗る 重大な こと を 語って ゐ ると いふ 點を も、 讀者 とと 

もに 最初に 第一 に 反省して おきたい もの だ。 かう いふ 事實 によると、 文章 は 形式で あるな どと 

いふ 考へ は、 最早 何もの も 語らない。 文學 にと つて、 文章 こそ は 形式で あると I！ 時に 內容 であ 

り、 それ は 文學の 生命の 集中され た 尖兵な ので ある。 かう いふ 文章 法の 本質 は、 「硏 究篇」 で述 

ベる 事に して、 吾々 は 今 一 度 最初から この 一 章を讀 みかへ してみ よう。 

「祇園 精舍」 「諸行無常」 「娑羅 雙樹」 「盛者 必衰」 かう いふ 音調と 文字、 さう して 對句 を以っ 

て、 作者 は 何 を 語り 出さう とする ので あろ か。 

いふまで もな く、 作者 は その 宗敎 (佛 敎〕 的な 見解 を、 隱す ところな く 端的に 述べて ゐ るの 

だ。 人の 命が 如何に はかなく 脆い ものである かとい ふ 事、 人間の 生活が 如何に 變轉 極まりない 

ものである かとい ふ 事、 而も その 變轉の 過程 は、 ^局 華やかな ものから 望ましくない 悲しむ ベ 

き 姿へ 移り ゆく 宿命に あって、 それ は 小さい 人間の 力で はどうす る 事 も 出来ない。 外つ 國 でも 

我が 國 でも、 昔 も 今 も それば かり はか はりがない とい ふので ある。 かの 將門も 純 友 も信賴 も、 

他の 面 はぬ きにして、 さう いふ ものの 一例と しての み 把 へられて ゐる。 「まぢかく は 六 波羅人 


圖には 如何に 豫定 されねば ならな かつ たかを、 讀者 は旣に 想像す る ことが 出来る であらう。 

卽ち こ、 では、 何よりも 第一 に、 現實 世界 を 否定しょう とする 宗敎 (佛敎 ) 的な ものの 考へ 

方が、 實例を あげ^しながら、 強烈な 主張と して、 而も 一種の 哀調 をお びた 情緒の もとに 端的 

に 述べられて ゐ るので ある。 

卷 頭に、 而も 何の 疑 ひもな く 押し出されて ゐる この 思想 こそば、 後に 述べる やうに この 物語 

の 全篇 を 貫く 一 本の 太い 絲 であって、 さう いふ 見解が、 單に 思想と いふ だけにと V まらず、 こ 

の 物語の 全 構想 を 左右し、 「平家」 の ほかならぬ 藝術性 そのものに 强ぃ燒 印 をお して ゐる事 は、 

後に 見る ことと して、 讀 者は尙 今一 つ 作者の 意圖 について、 直に 頷く 事が あるに 相違ない。 

卽ち 異朝の 先例、 「秦 の趙 高」 を 始め 「唐の 祿山」 にいた る 四 人の 櫂臣 たちが、 「久しから： す 

して」 亡びた の は、 一 つに は、 世界の、 從 つて 人間の 宿命と しての 「諸行無常」 「盛者 必裴」 な 

る 法則に よるので ある けれども、 同時に 「是等 は 皆舊主 先皇の 政に もした が はず、 たのしみ を 

き はめ、 諫を おも ひいれず、 天下の、 みだれむ 事 を さとらず して、 民間の 愁る所 を しら ざり 

し」 ためであった。 ， ， 

卽 ち佛敎 的な 因果 思想. 末法思想が 物語の 主調 をな すと 同時に、 儒敎 的な ものの 考へ 方が 物 

語の 緯 として、 少く とも 構想な り 作 中 人物な りの 創造に、 重要な 指 阖を與 へたで あらう ことが 

豫 想され るので ある。 

併し、 これ だけ 述べる と、 吾々 は 何 か 「平家物語」 が、 さう いふ 出来 上った 或は 意， i された 
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世界 觀の 命ずる ま i に、 全く アイデア リス テイクな 方法 を 以て 莨 かれて ゐる ものの やうに 考へ 

てゐ るかの やうに 見える。 ー蹬、 作品 をつ かまへ て、 直に アイデア リズムの 文學 だと か リア リ 

ズム の文學 だと か 札 を はりつける 事 は、 容易で は あるが 何の 說明 にもなら ない 事 を、 この 物語 

はやが て 事實を 以て 敎 へて くれる であらう。 卽ち 吾々 が 今 簡單に 摘出した 「平家」 作者の 見解 

が、 作品 そのものの 中に 如何に 浸潤し、 又 如何に 破れて ゐ るかが、 もっと 大事な 今後の 任務な 

の， である。 この 「祇園 精舍」 の 段 だけで も、 それに 一 つの 見通し を與 へて くれる 箦 だ。 そこで 

吾々 は 今 一 つの 問題 を 摘出して おかう。  - 

「其の 先祖 を尋 ぬれば」 以下の 短い 一章 は、 淸 盛の 素性 を說 明す るた め、 極く 簡犛 に、 S 

El に 記されて ゐる。 この 事 は 後に もっと 典型的な 條々 で 述べたい が、 「平家物語」 が、 事件 や 入 

物の 轺 介に 甚だ 實錄 的で あり、 事實 そのものへの 興味が 極めて 强く、 それら は 作者 獨自の もの 

の考へ 方から 整理され 着色され ながら も、 尙、 偉大な 激しい 事 S に ひきつけられて 行く とい ふ、 

謂 は V 歷史 文學 として 興味深い 問題に 一 つの 晴示 を與 へる とい ふ亊 である。 

この 實錄 性と いふ 事が、 一方で は卷 頭に 述べられた 作者の 世界 觀に添 ふと 同時に、 その 考へ 

方 を 固定 させず、 その 旣 成の 思想 • 方法 をつ きぬけ させ、 「平家」 をして 偉大な 歷 史文舉 にまで 

高めた 作者の 一 つの 態度に 照應 する ので あるが、 この 一事 を 以てしても、 先に 述べた 文 學に封 

する 單 純で 機械的な 分類の 危險が 示唆され るで あらう。 

「祗園 精舍」 の 段 は、 この 物語の 中で も 最も 短い もの だが、 問題 は 無 數に與 へられる。 吾々 

は そのうちの 重要な 問題 を 二三 提出した だけで 次に 進まなければ ならぬ。 これら は 全 籍 の 問題 


で、 全 物語の 各處に 分散 待機し つ、、 自ら 吾々 の 解決 を 迫る であらう „ 

吾々 は 镯斷を さけて、 先づ 全篇 を熟讀 しなければ ならぬ。 


殿上 闇 討 


(1) 第 七 H 代 鳥^ 天皇 


(< 

(3) 國守缺 員の 國 

(4〕 この 時 但馬守 は 源 有 賢で 閼國 でな 

い。 中 右 記に 宣 旨が あるが、 何 國と明 

巧 してな 、， 

(5) 延薆 本. 長 門 本に は 三十 七と ある 

(R0 新甞 祭の 翌； n 十  一 nr 辰； n に 天皇 年 

の 新穀 を閱. し 召し、 群臣に も 賜 はる 髮 

宴。 五節 は その 時の 舞 

(7) 秭筆。 ここで は 文官  . 

(8) 典據 となった 章句 J 但し ここの 本 

文 は 未詳 

(9)  ^のない 短刀で， 刀の 下緒 を下铕 

に卷. い て帶 する 

(2) 文武 百官が 公事 節會に 着る 正服 


(；： ) 木工 寮の 次官 

(W) 長 門 本に 進三郎 大夫季 房と ある 


しかる を^ 盛 慵前守 たりし 時、 鳥^ 院の御 願， 得 mglM を 造 進して 三十三^の 御^ をた 


けんじ； -5  (3〕 けつ- 7、 

て、 一千一 體 の御佛 をす ゑ 奉る。 供養 は 天 承 元年 三月 十三 日な り。 勸赏に は 闕國を 給 

ちほせ くだ  をり ふし (4) たじ まの くに  しゃう くわ 5 ぎぶ かん 

ふべき 由 仰 下されけ る。 境 節 伹馬國 の あきたり ける を 給に けり。 上皇 御感の あまり 

5 ち しょうでん  も V も 9(5)  くも 5 へびと  そね 

に內の 昇殿 を ゆるさる。 忠盛 三十 六に て始て 昇殿す。 雲の上 人 是を嫉 み、 同き 年の 十 

(fiofj せつと よの あかり やち ゑ  やみうち  ぎ  つた 

一 月廿 三日、 五節 畳 明の 節會の 夜、 忠盛を 闇 討に せむ とぞ擬 せられけ る。 忠盛 是を傳 

きい  (70 いう ひつ  ぶ よう  ふ りよ はぢ 

へ 聞て、 「われ 右筆の 身に あらす、 武勇の 家に 生れて、 今 不慮の 恥に あはむ 事、 家の 爲、 

み まつ た5  つ. A ふ  (《0 ほんもん 

身の 爲、 こ \ ろうかるべし。 せむ すると ころ、 身 を 全して 君に 仕と レふ 本文 あり。」 とへ 

ようい  きんだい  お ほざ (0,0 さやまき  (^) そくたい 

て、 兼て 用意 をいた す。 參內の はじめより 犬なる 鞘卷を 用意して 束帶 のした にし どけ 

かた  か たな  いだ  びん 

なげに さし、 火の ほの くらき 方に むかひて、 や はら、 吒刀 をぬ き 出し、 髿に ひきあて 


-9  らうとう 

られ ける が、 冰 などの 樣にぞ 見えけ る。 諸人 目 をす ましけ り。 其上忠 盛の 郞等 もとは 


-ち もん  (u) もく の すけた ひらの さ だみ つ ま 2( じ) さぶ らうた いふい へ ふさ こ 

一 門たり し 木工 助 平 貞 光が 孫 しんの 三郞 太夫 家 房が 子、 左兵衞 尉家貞 とい ふ 者 あ • 
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九 


本 文 

<1)もと狩 場の 衣。 當 S- の 常 * 

(2,fss» 威し の 略。 威 は 鎧キ sg 卷ん 

小 札 を s» つた もので、 e もお どす 意 か 

ら 生れた 語 

(3)35 人^の 異 お 

(4) 中 を 虚空に して 屋上の 雨水 を^に 

04 清 l«s の 校 上 間の 外に ある 

(5)！^ 上から 校 書お に JK した 網で 鈴 を 

つけて S 人 V- 小 舍人を 呼ぶ 护 使つ た 

(6) 六 位 US 人 

(7) 代々 仕へ てきお 主君 

(g)s 合が わるい 


(3) 伊 Rl&ff は/甕な りけ h- にかけ た 

A 盛の 一 族 は； に 住み、 忠盛が ゆで 

あつ た ので、 S 笑した。 ^：、 菘子は 伊 

勢の 特產 である 

(W) 第五 0 代桓武 天皇 

(U 「只 不レ 昇- lg 上 I 言 也」 (薷還 

(^^ま-一； な 一力 さ"：： -i: 々！で として 

永く 住んで ゐた， . 


内 裡の正 K 

(M) 鏖 子の 背後 

(ie ) お 上 の 雜用 をす る 主お 寮 の 女官 


篇  一 〇 

5 すち を O-O-AB- ぎ. d した ク0 ちえぎ 3 ノーし ：ら 1-4 き  つる くろ  た ち わ *7 

けり。 薄 青の 狩 衣の 下に 萠黄 威の 腹卷 をき、 弦 袋つ けたる 太刀 脇 はさんで、 殿上の 小 

つ  ^fo  くわん fc ゆいげ  (J.)  sr.e つ *,< 

庭に 長 てぞ 侯け る C 貫首 以下 あやしみ をな し、 「うつぼ 柱より うち、 鈴の 網の へんに 


布 衣の 者の 睽ふ はなに も のぞ。 狼藉な り。 罷 出よ。」 と、 六 位 を もてい はせ ければ、 家 


^申け る は _p 相傳の 主、 備前守 殿 今夜^ 討に せられ 給べき 由 承 候 あ ひだ、 其なら む 

や 5  きふら ふ  まか ■ 'いづ  >  レニ まつ さ ぶら ひ  (S) 

樣を 見む とて、 かくて 候 C えこ そ罷出 まじ けれ。」 とて 長て 侯 ければ、 是等 をよ しな 

やみうち 

しと やお も はれ けん、 其 夜の 闇 討な かりけ り。  • 

た f も 9 ぜん  ひや 5 し  (To い せ へいじ 

忠盛 御前の めしに ま はれければ、 人々 拍子 を かへ て r 伊勢 平氏 はすが めな りけ り。」 と 

(S).A し はばら C てん わ 5 おんす A 

ぞ はやされ ける。 此人々 はかけ まく も かたじけなく 柏 原 天 皇の御 末と は 申ながら、 

たか 2 ろ  すミひ  (；； 0 ちげ  ふ. 0-W ひ (じ) ひ そつ.，. 、に ぢ，？ I  く 

中 比 は 都の 住居 も、 うと/ \ しく、 地下に のみ 振舞な つて 伊勢 國に 住國 ふか かりし か 

うつよ も G  二と  〈いじ 

ば、 其國の 器に 事よ せて、 伊勢 平氏と ぞ申 ける。 其う へ忠盛 目の すが まれたり ければ、 

やう  ぎぶ う  U そか 

.P 様 こ はやされ ナり。 いかにすべき 樣も なくして、 御遊 もい まだ を はらざる に 竊に罷 


かた な 03) し しんでん (3)3  a 

出ら ると て、 よこた へさされたり ける 刀をぱ 紫宸殿の 御 後に して、 かたへの 殿上人の 


みられけ る 所に て、 主 殿 司 をめ して あ づけ 置て ぞ 出られけ る。 家貞 待う けたて まって 

ざ ふら ひ  ，  X  •  ^'？ 

「さていか^ 睽 つる。」 と 申ければ、 かくと もい はま ほしう はれ けれども いひつ る 

てんじで つ  .ー ベち  , 

ものなら ば、 殿上まで もやが てきり のぼらん する 者に て ある 間、 一^の 事 もな し 」 と 

ぞ 答ら れ ける。 


(1) 五節の^ 殿上人の 謠ふ郐 曲で 諸國 

の 風俗 •  土 逢の 名 稱を謠 ふ。 白 薄 糅以 

下が その物 產の名 

(2) 小野宮 實賴六 世の 孫。 帥に 代って 

太 莘府政 も 統監す る官 


(3) 藏 人頭 を 單に頌 (トウ) とのみ 呼 

ぶので 頭に かけた 

(4) 忠雅の 祖父^ 忠が， 初めて 花 山院と 

號 した。 忠雅 は忠宗 の 二 男 

(5) 痰 原 氏のう ちの 中 御門 家。 家 成 は 


(R0 延 喜式內 n« 諸 年 料 供^^ 米 二 

百斛と ある 中に 播磨國 ra 十 石と ある。 

播磨は 昔から 玄 米 も特產 した 

(7) 木賊 草、 椋葉は いづれ も 物 を 磨く 

に 用う 

(0O) 美しく 宥 飾らせる 

(9) 事件 は 起らなかった 

(川) 今 は H 諍の 絕ぇ ない 人心 險惡の 時 

代 だから. だで はすまない だら う 

(") ど * つなる こと やら 

(U) 果して 

(S3) 「殿上 待臣 不レ帶 -|» 笏？」 (北山 羽 

林耍抄 ) 

(M) 法令の しき^り による 

(15) 特別の 勅命に よって 定 つた 現定 

(W) 世に も 奇怪 至極 

(U) 殿上人の 姓名 を 記した 木の 札から 

名 をけ づ -5 とる 

解官 r ケ クワン」 の 音便に 闕をぁ 

てた 「解官 者 解-春 1. 謂 - 停止 一 者 停, 1 

外 任 I 事 欺。」 (階梯) 

(2) すこしも 知りません 


S せつ  (10 しろ ラす やう 

五節に は 「白 薄樣、 こぜ むじの 


まきあげ ふで ともゑ  ふで ぢく 

卷 上の 筆、 鈉繪 ゑが いたる 筆の 軸」 なんど さま ざ 


事 をのみ こそうた ひま はるる に、 中 比太宰 權帥季 仲 卿 とい ふ 人 ありけ 

いろ  こく  It つ  くらんどのと 5 

り。 あまりに 色の くろ かりければ、 見る 人黑 帥と ぞ申 ける。 其 人い まだ 藏 人頭な りし 

3 せつ  ひやう し  (3) とう 

時、 五節に ま はれければ、 それ も 拍子 を かへ て 「あなく ろ/ \。  くろき 頭 かな。 いか 

(40 くわ ざん のゐん のさき の だいじゃ ラだ いじんた f まさこ 5 

なる 人の うるしぬりけ む。」 とぞ はやされ ける。 又 花 山 院 前 太 政 大臣 忠雅 公、 いま 

ざい  ち乂 ちうた rj んた J むねの き やう  みなし w  1^,(5) なかの P 

だ 十歲と 申し 時、 父中納 言忠宗 卿に おくれた てまって 孤に てお はしける を、 故 中 锎 

かどとう ち 5 な さんかせ いのき やう  はり まの かみ  むこ とつ  はなやか  , •  z 

鬥藤 中納言 家 成 卿い まだ 播麿 守たり し 時、 犁に 執て、 聲花 にもて なされければ、 それ 


n せつ (6) はり ま よね (7〕  は  (S)  ， 

五節に 「播磨 米 はとく さか、 むくの 葉 か、 人の きら をみ がくは。」 とぞ はやされ 


(9.) 


る。 上古に は加樣 にあり しか ども 事いで こす。 末代い か y あらん すらむ， おぼつかな 

あん  2 せつ  てんじ 5、 ラ びと どう  (S3:; それい 5 けん 

- 五節 はてに しかば、 殿上人 一 同に 申されけ る は T 夫 雄劍 


CSV 


しと ぞ人 申け る C 案の ご 

おい  くえん れつ ひや うぢ やう たま はつ  きうち う しゅつ に ふ  B^^^  ^  . 1 ゝ 

を帶 して 公 宴に 列し、 兵仗 を 給 て、 宮中 を 出入す る はみ な 格式の 禮を まもる 綸 命よ 

せんぎ  の  あるひ ざう でん らう じう ぺ. う  ほうい、 つ は f の  ,  >  ゝ ,-ョ - 

しある 先規 なり。 しかる を忠盛 朝臣 或は 相 傳の郞 從と號 して 布 衣の 兵 を 殿上の パ 庭に 

一-し か たな よこた •  せち ゑ ざ  り やうで. X  '  -  >  » 

めしお き、 或は 蝶の 刀 を 横へ さいて 節會の 座に つらなる 兩條 希代； > またき 力ざる 


こと. ちょ 5 で ふ  ざいく わ もっと  はや、 h〕 み ふだ  ， 0C) けつべ わん f. やうに" - 

狼藉な り。 事旣 に重疊 せり。 罪科 尤もの がれが たし。 早く 御札 をけ つて 闕官 停 任せ 


ら るべき 由お の/ \訴 へ 申されければ、 上皇 犬に 驚きお ぼしめ し、 忠盛 をめ して 徇尋 

ちん  らう じう 二 によ し こう  (sn かく、 j  -  3  , ： カ义 じつ 

あり。 陳じ 申け る は 、「ま づ郞從 小 庭に 祗 候の 由、 全く 覺悟 つかまつらす 但し 近日 
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むねし さい  か あ ひお： 1) ねんらい けにん  > 

人々 あ ひたく まる \ 旨 子細 ある 歟の 間、 年來の 家人、 事 をった へ きく 力に よて^ 恥 を 

だめ  た f もり  さん 二う でラ ちから  しだい  >^ 

たすけむ が爲 に、 忠 盛に しられす して 竊に參 候の 條カ 及ざる 次第な り 若し^ 其咎ぁ 

7^  との ものつ かさ ぁづぉ 今， 

るべ くば、 彼 身 をめ し 進すべき 歟。 次に 刀の 事、 主 殿 司に K け 置 を はぬ 是を めし 出 

され 刀の 實否 について 咎の 左右 あるべき 歟。」 と 申。 しかるべ しとて、 其 刀 をめ し 出し 

f らん  うへ さやまき  なか きかたな ぎ ス^ y  -  D 

て瓤覽 あれば、 上 は鞘卷 のく ろくぬ りたり ける が、 中 は 木刀に 銀 薄をぞ あしたり ける 

もう ざ ちちよ く  ため かたな たい よし  ，  2?/ にち I  ,  ^r^H  \ 

「當 座の 恥辱 をのが れん 爲に 刀を帶 する 由 あら はすと い へ ども. 後日の 訴訟 を存 矢し 

きかたな  しんべ う  きう せん たづ さは ，  »  .  U 力た ひ 

て、 木刀， を帶 しける 用意の ほどこ そ 神妙 なれ。 弓箭に 携らむ 者の はかりこと はズ 力う 

かね  らう じう  し -ーラ ，(3) かつ ぶ し ら；， つと.. う  力 

こそ あらま ほし けれ。 兼て は 又 郞從小 庭に 祇 候の^ 且は 武士の 郞等 のなら ひなり 忠 

もり と 《-  かへ つ (40 えいかん  あへ (5) ざいく わ さた  ， 

盛が 咎 にあら す。」 とて 却て 釵感 にあ づ かしう へ は敢て 罪科の 沙汰 もなかり けり 

(評) この 段で 最も 注目 に價す るの は、 新興 社會厘 の 代表者と し て の忠盛 及び 彼の 郎等の 取 

扱 ひ 方で ある。 一介の 受領に すぎぬ 忠 盛が、 殿上人た ちから 如何に 輕 蔑され、 その 急速な 勢力 

の增 長が 如何に 憎まれ たかは、 御前の 舞で その 眇を 侮辱され た 挿話に 十分 語られて ゐ るが、 こ 

の やうに 侮 厚され 憎 惡 された 彼の 行動、 闇 討に そな へて 木刀 を 用意し、 「束 IW の 下にし どけ なげ 

にさし、 火の ほの くらき 方に むかひて、 や はら 此刀 をぬ き 出し、 髮に ひきあてられけ るが 氷な 

どの やうに 見え」 たとい ふ 殿上の 世界に は 前代未聞の 行爲 が、 その 勇武と 智力と 共に 「却て 敏 

感 にあ づか」 つたと いふ 事、 更に か-る 彼の 郎等に すぎない 家い はが、 許され もしない 殿上の 小 


庭に 畏 つて、 その 狼藉 を 攻撃され、 「罷 W よ」 と 叱責され ながら、 「えこ そ 罷出づ まじ けれ。」 と 

抗し 終った 一徹 强剛な 行動が、 終に 勝利 を 占め、 その 夜の 闇 討 を 停止せ しめたと いふ 事 は、 何 

を 意味す るので あらう か。 傳統 的な 慣習と その 固定 化の 上に、 辛うじて その 「祌 聖」 を 守りえ 

た舊ぃ 中央の 貴族た ちに とって、 凡そ ありうべ からざる これら 奇怪 事が、 この 物語に あって は、 

最早 やむ をえざる 力と して 是認され てゐる ばかりでなく、 寧ろ 積極的に 「却て ® 感 にあ づか」 

つたので ある。 のみならず、 その 反對 者と しての 殿上人た ち は、 このみ づみづ しい 新 勢力に 對 

して は、 單に r 是 を嫉」 んで、 闇 討 を計畫 したり、 更に その 失敗の 腹い せに 多數 をた のんで 嘲 

笑す るに とやまり、 彼らの 計畫 のす ベて は、 卑怯な 敗北と して 把 へられて ゐる。 

かう いふ 構成 は、 最早、 單に 物語の 筋書きで あるに と V まらない。 この やうな 新しい 世界. 

新しい 行動に 對 して 興味 を 持つ ばかりでなく、 それに 同情し 同感す ると ころな くして は、 肯定 

し、 描く 事の 出来ない 耩圖 である。 その やうな 行動が あつたと 報告した ので はなく、 積極的に 

それ を 正當な ものと 認めざる をえなかった この 物語 は、 旣 に 中世 の 文學の 中で も 特異な もの を 

持った 箬 である。 卽ち 素材 そのものの 取捨の 仕方が、 在来の 中世 文 學と異 ると いふ 事、 從 つて 

又 その 素材の 取扱 ひ 方 • 敍述の 仕方、 終に は 文章の 端々 までが、 從來の 物語と 著しく 異る、 謂 

はに この 物語の 本質が 如何に 新しい ものであった かが、 旣に喑 示されて ゐる箬 だ。 「平家物語」 

の 題材の 優位性と いった 問題に ついて、 私 はかって 述べた 事が あるが、 文學の 上で、 素材の 採 

り 上げ 方 は、 單に それだけの ことにと どまらないで、 その 文學の ほかならぬ 竊 j 術 的價値 その も 

の を 左右す る ほど 重要な ものと なる わけが、 この 物語の 次々 の 章 を讀む ものに は、 次第に 明か 
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になる に 相 S ない。 

かの 忠 盛の 郎等 家貞 が、 跷 しき 下郎で あるに も拘 はらず、 その 家系 をまで 細敍 し、 その 服装 

にいた るまで 殘す ところな く 描かれて ゐ るの を 今 一 度 顧みられたい。 これ こそ、 か、 る 人物 • 

行動 を讀 者の 前に 大きく 鮮やかに 描き W さう とする 藝術 家と しての 何よりの 同感と 支持との 證 

明で あるから だ。 

「平家」 の 作者が、 當然 中世 人ら しく 懷 いて ゐ た宗敎 的な 反現實 的な ものの 考へ 方、 それ は 

卷頭 にあれ 程强く 且つ 端的に 主張され てゐ るので あり、 その 因果 應 報の 思想 は、 亡び 行く もの 

に對 して は、 當然假 借な き 取扱 ひ 方 を 許容す る箬 であった が、 鮮やかに 生き生きと 盛り 上って 

來る 新興 is に對 する この やうな 同感の 表白 は、 轉換 期の 激しい 歴史的 事^の^ 力と、 その 事 S 

のまが ふ 方な き 承認が、 作者の 新しい 立場 を かためて、 最早、 作者の 最初の 意阖を 突き破る ほ 

どに 荒々 しい ものと なった 證據 であり、 か、 る 作者の 強烈な 現實的 態度と、 あの 中世 人と して 

脫出 する ことの 出来なかった 宿命的な 世界 觀 とが、 如何に 矛质し 衝突して 行った かが、 「平家」 

論の 中心 課題の 一 つで なければ ならない 事 を 示して ゐる もの だ。 以下 それ を 見よう。 

0 「平家物語に 關 する 某 礎 的覺ぇ 書」 (「文 學」 昭和 十 一 年 九月 號所收 拙^) 

〔梗概〕 忠 盛に 封す る 上皇の 御 信任 はいよ いよ 厚く、 刑 都 卿と なって 卒した。 その子， 淸盛は 

保 元. 平 治の 亂に功 をた て 累進して 太 政 大臣と なった が、 これら はみ な 熊 野^ 現の 御 利 生に よ 

ると ころで あると いふ。 (嫿) 


(1) 二  CT 十 一 曰の 誤 

(2) 剃髮 受戒の 功德 によって 病苦 を 去 

ると 信じられ 九 時代で、 この場合 も そ 

の 例で ある 

？〕  5S= 菩提心 t 接， lal 父母 f  i 入 

道。」 (心地 ISK) 

(4) 保 元 • 平 治. 玉 葉に 靜海 


(5) 平氏 一 門の 邸宅 はュ ハ波羅 にあった 

卒家 

(6) 公達と も 書く。 貴族の 子女 

(7) 淸華 ともい ふ。 攝 家に 次ぐ 名門 を 

いふ。 英雄 も 同義語 

(8) 清 盛の 妻 時 子の 兄。 小舅 

(9) 人に して 人に 非す の 意 


(W) 衣裳の 模樣 のか、 

(n) 烏帽子の 折り 方 


(は) 玟 計ら ひ。 政治 

(S3) 世に 捨てられて 不平 を もって ゐる 

やくざ もの 

(M) 出家の 人の 意。 请 盛が 入道した の 

でい ふ 

(は) ゆる かせ。 氣を許 レて惡 罵す る 

(se) 髮も 短く 切りて 結ばす して 亂 しお 

くも 禿と 云 ふ 也 (貞 丈雜 記) 

(：：：) この 時代 は 人民の 常 服であった 


角て 淸盛 公、 仁 安三 年 十 一 月 十 一 日歲 五十 一 にて 病に を かされ、 存命の 爲に 忽 に屮 I 

け にふだう  ほふみ やう (.4,  .0 ゃラ かい  そ C!  しゅくび ゃラ 

家 入道す。 法名 は淨 海と こそな のられ けれ。 其 しるしに や、 宿 病 たちどころに いえて、 

てんめい まった う  こと ふ， 、かぜ くさき 

天命 を 全す。 人の したが ひつく 事 吹 風の 草木 をな びかす がごと し。 世の あまねく 仰げ 

あめ こくど 

る 事 ふる 雨の 國土 をうる ほす に 同じ。 

ろく は ら どの n  け (6) きんだち  (7, くわしよ く えいゆう おもて 

六 波 羅 殿の 御 一 家の 君達と いひて しかば、 • 花 族 も 英雄 も 面 をむ かへ 肩 をなら ぶる 人 

にふだう しゃう こく  (8)  へいお いな fj んと きた-き やう 

なし。 されば 入道 相國 のこしう と、 平 大納言 時忠 卿の のた まひけ る は 「此 一門に あら 

(O0 みな にんぴ にん  .f ひか ま 

ざら む 人 は 皆 人非人な るべ し。」 とぞ のた まひけ る。 か、 りし かばい かなる 人 も 相 構へ 

L  (s〕 え もん  Z し  わ ラ 

て 其 ゆかりに むす ぼ ほれん とぞ しける。 衣 文 のかき やうき 帽 子の ため 様より はじめて 


何事 も 六 波羅樣 とい ひて ければ、 一 天 四海の 人 皆是を まなぶ。 


叉い かなる 賢王聖 主の 御 政 も摒政 關 白の 御成 敗 も 世に あまされ たるい たづら 者な 

.  かたぶ  ぜんもんよ 

どの、 人の きかぬ 處に てた にと なう そしり 傾け 申 事 は 常の 習 なれ ども、 此禪門 世 ざ か 

いさ V か (g)  わら， >  ベ 

りの 程は聊 いるが せに も 申 者な し。 其 故 は 入道 相 園の はかりごとに 十四 五六の 童 部 を 

三百 人 そろへ て、 髮を かぶろ にきり ま はし、 あかき 直垂 をき せて、 めしつか はれけ る 


平家物語 卷第 


五 


本文 篇 


(1) 萬が 1 に * 


(2)！4逞€徒を迗«1すること- 

は PS 


-) 適 はて 


こで 


(5) 珐方 官吏の 長。 京 S の 役人と いふ 

ほどの S 

(6) 見て 見ね ふ h> をす る。 「恩 則 

又 過， 之、 出- 1 人蔡門 ー不レ 問. 京師 長 吏 

爲倒レ 目。」 (白 氏 文集 *長《-1^傳) によ 

つて ゐる 


1 六 

(-0 お C づ. *  こと 

て、 往 反しけ り。 自ら 平家の 事 あしざまに 申 者 あれば、 一人き 


が" 京 中に みち ■ 

ig さぬ ほどこ そ あり けれ。 餘黨に SIS! して、 其 家に 亂 入. し 資財 雜具を 追捸 し、 其^ を 

.A ら！ C  ろくば ら  ことば 

搦 とて、 六 波 羅へゐ てま ゐる。 されば 目に 見、 心に 知る といへ ども、 詞 にあら はれて 

か ぶろ  みち  む 丈，、 もま (3)  (-«0%c ん 

申 者な し。 六波羅 殿の 禿と 云 ひて しかば、 道 をす ぐる 馬車 もよ ぎて ぞ、 通りけ る。 禁 

も A しゅつ に ふ  しゃ 5 みやう た- つね  / けいし へ Co ちゃ ちめ へ 6)30  そば 

門 を 出入す とい へ ども 姓名 を 尋らる X に 及ばす。 京師の 長 吏 これが 爲に目 を 側む とみ 

えたり。 


C 評) 赤い 直垂を 着て、 髮 を禿髮 にきり ま はした 童兒 の巡警 が、 京の 街々 にみ ちくた 偉觀 

は、 如何にも 派手な 淸 盛の 黄金時代 を 象徵 して ゐる。 「殿上 開 討」 で、 淸 盛の 成り 上る 地盤が 旣 

に 築き 上られた 事 を 語り、 「鱸」 で 彼の 稀 有な 成功 振りが、 まことに 簡潔に 述べられ、 次の 「吾 

身 癸 華」 でも、 一門の 繁榮 の、 「恐らく は 帝闕 も 仙 洞 も是に はすぎ じ」 といった 有樣が 述べられ 

るが、 それ は 逐次 實錄 風に 列擧 される だけで、 彼 及び 彼の 一族の^ 華に 達する までの 苦心 ゃ努 

力に ついては、 最早、 殆んど 語る 所がない。 「吾 身^ 華」 の ー證徵 としての r 祇王」 以下の 諸說 

話 も、 旣 成の 權カ 者の 惡業 としての み、 少く とも それ を 中心に 語られて ゐる。 この 車 焚 は、 「平 

家 物語」 の 構成が、 平家の 華やかな 「たけき 者 • ぶ ごれ る 人」 としての 典型的な 狀 態から、 「春 

の 夜の 夢の 如」 く、 「風の 前の 塵」 の 如く、 「久しから ず. ほろび」 行く 姿 を 中心として 描く 紐 

織から なる 事 を、 後の 諸 段と ともに 物語る ので ある。 卷 頭に 述べた 作者の 見解が、 こ 、に 作品 


の 構想と して 姿を顯 はすので ある。 卽ち 作者の 世界観 は、 作品に とって 極めて 重要な 構想 その 

ものと、 この やうに 密接 不可分で ある 事 を われわれ は學 ぶわけで ある。 

「平家物語」 に 採り， 上げられた 平氏 一族 は、 現實に はもつ とさまん \ な 行動 者で あり、 多く 

の 面 を 持って ゐ たわけ だが、 作者の 「世界 觀」 は、 特に この 「平家」 の 前述の 如き 面を强 調し、 

さう いふ ものと し て 把へ ると い ふ 結果 を 生じた の であった。 少く とも 作者の 意； 識 的な 意 阖 はか 

うい ふ 所に あった ものと 考へ てい &。 

〔梗概〕 平氏の 一 門の 男女 悉く 顯穢 *榮 位に のぼり、 日本の 約半分 を 知行して、 癸 華の 絕頂 

を 極めた (我 身榮 花)。 

祇 王 

入道 相國、 一 夭 四海 をた なご、 ろの うちにに ぎりた まひし 間、 世の そしり を も はばか 

あざけ  ふ し ぎ  こと  そ^ころ みやこ 

らす、 人の 嘲り を も かへ り 見， す、 不思議の 事 をのみ し 給へ り。 たと へば 其 比 都に 聞え 

.  (10 しらび やうし じ やう チ ぎ わう ぎ によ  おと、 ひ  しらび やうし むすめ 

T) もと 歌舞の 拍： ナの 名。 じて 舞の たる 白拍子の 上手、 祇王祇 女と て 兄弟 あり、 とぢ と. いふ 白拍子が 娘な り。 姊の祇 王 を 

名。 後に 遊女が 萆ら この 拍子の 欧舞を  さ. あ，  ： 

演じた ので、 遊女の こと をい ふ  入道 相國 最愛せられ ければ、 是 によって 妹の 祇女を も 世の 人 もてなす 事な のめたら す。 

や  まいぐ わつ -  一く  (2)  くわん  け t いふつ き 

？ご貫 は？ 千 文  母と ぢ にもよ き屋 つくって とらせ、 毎月 百 石 百 貰 をお くられければ、 象內 富貴して た 
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本 文 


(1) す •„ しの 平 琮 を 水 張り にして 作る 

(90 烏 子の 本 體。 折 烏 is 子に 對 して 


(3) 銀の 金具で 飾った 鞘卷 


(40 二人 稱 * 三人 稱に對 する 敬語。 女 

子の 名の 下につ けて 敬秸 ともす る 


(5) 名に つけて ゐ るか 


(6) 前世の 宿跺 によって 生れつ いおこ 


(7) 能 卖郡中 海 村 大字 原と いふが、 未 

0 


(《0 招かれな いのに 袞 上す- 


篇  ，  一 八 

のしい 事な のめなら す。 

そ もく わがて う  と ば れゐん ぎぶ 5 しま  ざ いわ か  まへ 

抑 我 朝に 白拍子の はじまり ける 事 は、 昔 鳥 羽院の 御宇に 島の 千歲 和歌の 前と てこれ 

(1) す^かん. 2, たて A  S し (3) しら さや まき  i 

ら 二人が まひいだ したりけ るな り。 始めは 朮 干に 立 烏帽子、 白 鞘卷を さいて、 舞 ひけ 

を こ こま^  . なか 3 ろ  A  K し  かたな  すゐ かん 

れば、 男 舞と ぞ申 ける。 然る を 中 比より 烏帽子、 刀 をの けられ、 水 干ば かり を もち ゐ 

しらび やうし  な V け  ざい は ひ めでた 

たり。 さて こそ 白拍子と は 名付けれ。 京 中の 白拍子 ども 祇 王が 幸の 目出度き やう をき 

う ぎ わう (Jor 一  ザん 

いて うらやむ 者 も あり、 そね む 者 も ありけ り。 羨む 者 共 は 「あな めでたの 祇王 御前 

が 幸 や。 おなじ あそび 女と ならば、 誰もみ な あの 様で こそ ありた けれ。 いかさま 是は 

ぎ  もじ  (5)  われら  - 

祇と いふ 文字 を 名に ついて かくは めでたき やらん。 いざ 我等 もつ いて 見む。」 とて 或は 

ぎい ちつ  s_w につ  ぎ ふくぎ とく  . 

祇 一 と 付き、 祇 二と 付き、 或は 祇 福祇德 などい ふ 者 も 有け り。 そね む 者 ども は 一 なん 

で-う  さい. •：！ ひ  rfio ぜんせ 5 ま  I 

條名 により、 文字に はよ るべき。 幸 はたぐ 前世の 生れつき にて こそ あんなれ。」 とてつ 

かぬ 者 もお ほかりけ り。  - 

み とせ  じ 15*-  (7〕加 fc:  くに 

かくて 三年と 申に 叉 都に きこえた る 白拍子の 上手 一 人出 來 たり。 加 贺國の ものな り。 

名 をば 佛とぞ 申け る。 年 十六と ぞ きこ えし 。「昔より お ほくの 白拍子 ありし かと も、 か 

まひ  き や ラぢぅ 

かる 舞 は、 いまだ 見す。」 とて 京 中の 上下 もてなす 事な のめなら す。 佛 御前 申け る は 

>J うじ 

「我 天下に 聞え たれ ども、 當時 さし もめで たう さかえさせ 給 ふ 平家 太 政の 入道 殿へ め 

されぬ 事 こそ 本意な けれ。 あそび ものの なら ひ、 なに かはくる しかるべき。 推參 して 


•) 淸 盛の 別邸 

-) 下の 「左右な ぅ推袞 する」 にか 


(1 ノにし はちで う 

見む。 一とて、 ある 時 西 八條へ ぞまゐ りたる。 人まゐ つて 「當時 都に きこえ 候佛 御前 こ 


語 


0 心苦しい 

-) 祇王 ももと 白 拍-ナ であった から 


-) 我^ 前の 略 女子 を 親愛して よぶ 

-) 對 面の 敬語。 轉 じて^ 見 も 許す の 


〔7) 籠 


0 今 樣欽の 略。 現今 流行の 歌 塞の 意 

- 和讃 から 出て、 七五調 四 句から 成 


そま ゐ つて 候へ。」 と 申しければ、 入道 「なんでう さやう のあそび もの は 人の 召に て 

まゐ  さ う  やう  かみ  ほ V け 

こそ 參れ。 左右な ぅ推參 する 樣ゃ ある。 祇 王が あらん 處へは 神と もい へ 、佛 ともい へ 、 

まかりいで  ほ-. -け 2 ぜん 

かな ふま じき ぞ。 とう/ \罷 出よ。」 と ぞの給 ひける。 佛 御前 はすげ なう いはれ たてま 

すで 

つて、 已に いでんと しける を、 祇王、 入道 殿に 申け る は 「あそび 者の 推參は 常の 習で 

さ ぶら  とし  . 

こそ 候へ。 其 上 年 もい まだ を さなう 候 ふなる が、 たま/ \ 思 たって まゐ りて 候 を すげ 

なう 仰ら れて かへ させ 給 はん 事 こそ 不便 なれ。 いかばかり はづ かしう かたはらいたく 

うへ  まひ n らん  うた ひ 

も 候 ふらむ。 わがた てし 道 なれば、 人の 上と も おぼえす。 たと ひ 舞 を御覽 じ、 歌 をき 

たいめん  なさけ 

こしめ さすと も御對 面ば かりさぶ らふて か へ させ 給 ひたらば、 ありがたき 御 情で こ そ 

候 はんすれ。 た^ 理を まげて、 めし かへ して 御對 面さ ぶら へ。」 と 申ければ、 入道 T い 

でいで 

れ ける。 佛 御前 はすげ なう いはれ たてまつって 車に 柬て旣 にい でんと してけ るが めさ 

かへ，  たいめん  け ふ けんざん  ぎ ゎラ なに 

れ て歸參 りたり。 入道 出 ぁひ對 面して 「今日の 見參は ある まじ かりつ るを祇 王が 何と 

あま  げんざん  げんざん ■ ほど  (7〕 こ ゑ 

思 ふやらん、 餘 りに 申しす  >- むる 間、 か樣に 見參 しつ。 見參 する 程に てはい かで 聲を 


； * わ ご ぜ  (6) けんざん 

我 御前が あまりに いふ 事 なれば 見參 して かへ さむ。」 とてつ かひ を 立て ぞめ 


もき かで あるべ きぞ。 今樣 一 つうた へ かし。」 とのた ま へ ば^ 御前 「承り さぶ らふ」 と 

いまやう ひと  うた 

て 今様 一 っぞ 歌うた る。 


平 家 物 0 卷 第 


一 九 


本 

-) 落葉 &.。 栲り 身 もさす 


文 


〔2)* 山と もい ひ. »? 莢 山の 異稱 で. 

る？ 池の 中 & を さす 


:3) この 調子たら ば 


(4). 


(5) 二人とも 召 抱 へられる ので も 

(6) 心 憂く の 音便 


U  二 〇 

ち よ  へ  (1 ソ ひめこ まつ 

君 を はじめて 見る をり は、 千代 も歷 ぬべ し 姫小松、 

お まへ  OM.:./"- め を A  つる  む. CS 

御前の 池なる 龜 岡に、 鶴 こそ 群れ 居て 遊ぶ めれ。 

> へ  さん べんうた ひ  けんちん  b ばく 

とおし 返し/ \ 三返欹 すました りければ、 見聞の 人々 みな 耳目 を おどろかす。 入 泣 も 

わ 、J ぜ  t でう ャ  (3) この ぢゃ 5  S 

おもしろげ に 思 ひ 給 ひて 「我 御前 は 今樣は 上手で ありけ るよ。 此定 では^も 定めて よ 

ばん  つ r みうち  まう 

かるらん。 一 眷 見ば や。 i 打め せ。」 とてめ されけ り。 うたせ て 一 番 舞たり けり。 

ほ V- け 2 ぜん  >  みすが た  か たち  -ーゑ  ふし 

佛 御前 は 髮 姿より はじめて みめ 形う つくしく 聲 よく 節 も 上手で ありければ、 なじ か は 

まひ  キひ  ほ こけ 

舞 も そんすべき。 心 も 及ばす 舞す ましたり ければ、 入道 相國 舞に めで 給 ひて 佛に心 を 

ほとけ ごぜん  す. q さん 

うつされ けり。 佛 御前 「こ はされば 何事 さぶ らふ ぞゃ。 もとより わら はは、 拖參の 者 

(4) まう しじ やう  めし か へ 

にて いだされ ま ゐらせ さ ぶら ひし を、 祇王 御前の 申 狀 によって こそ 召 返されても 候 

に、 加樣 にめ しお かれな ば、 祇王 御前の 思 ひ 給 はん 心のう ちはづ かしう さぶ らふ。 は 

いとま  いだ  そ CJS  fc*- し 

や はや 暇 をた うで 出させお はし ませ。」 と 申ければ、 入道 、「すべて 其 偽 ある まじ。 但祇 

のた ま  ほ け o ザん 

王が ある を は e かる か。 其 儀なら ば 祇王を こそいだ さめ。」 と宣 ひける。 佛 御前 「それ 

(5) もろとも  (6)  >!..• ふら ふ 

叉い かで かさる 御 事 候べき。 諸共に めしお かれんだ に 心う う 候べき に、 まして 祇王御 

前 を 出させ 給 ひて、 わら は 一 人め しお かれな ば祇王 御前の 心のう ちはづ かしう 候 ふべ 

力ち  まゐ  いとま た 2 は 

し。 おの づ から 後まで わすれぬ 御 事なら ば、 めされて 又は 參る とも、 今日 は^を 給ら 

つ * ひ 

む。」 とぞ 申け る。 入道 「なんでう 其義 あるべき。 紙 王とう/ \罷 出で よ。」 と 御 使 かさ 


(1〕 つ ひに ゆく 道と はかね て閱 きし か 

ど 昨日 今日と は 思 は ざ h- しも (伊勢 物 

語) 

(2) 住んで ゐ ^部屋 を 掃除した 


(3) つ ひちょ 


た 知合 ひで- 


う r* れかざ L 


(5 讓緣者 


(6) ほどよ. 

(7〕 人情の. 


ねて 三度まで こそ 立てられ けれ。 祇王 もとより おも ひ 設けた る 道 なれ ども、 さすがに 

(l,*vf ふけ ふ  .* も ひ  よしし キ9  (Co  ちり  み 

昨日 今日と は 思 よらす。 いそぎ 出べき 由頻 にの たま ふ 間、 はき 拭 ひ、 麈 ひろ はせ、 見 

ぐる  い  (P0 いちじゅ かげ やど 

苦しき 物 共と りした ためて 出づ べきに こそ 定まり けれ。 一樹の 陰に 宿り 合 ひ、 同じ 流 

わかれ  なら ひ  とせ 

をむ すぶ だに 別 はかなし き習ぞ かし。 まして 此 三年が 間 住 なれし 處 なれば、 名 殘もを 

しう 悲しくて、 かひな き淚ぞ こぼれけ る。 さても あるべき 事なら ねば、 祇王 すでに、 

おと 


平家 


今 はかう とて、 出け るが、 なからん 跡の 忘れ形見 にもと や 思 ひけむ。 障子に な • 

1 首の 欹をぞ かきつけ ける。 

萠 出る も 枯る、 も 同じ 野邊の 草、 何れ か 秋に あはで はつべき。 

のつ しゅぐ しょ  しゃ ラ じ 

さて 車に 乘て 宿所に 歸り 障子の 內に 倒れ 臥し 唯 泣く より 外の 事ぞ なき。 母 ゃ妹是 をみ 

て 「如何に やい かに。」 とと ひけれ ども、 とかくの 返事に も 及ばす。 具した る 女に 尋ね 

II  く  くわん 

てぞ さる 事 ありと もしり てけ る。 さる 程に 毎月に 送られ つ る 百 石 百 貰 を も 今 はと t め 

(5)  ほじた のし A-か  - 

られ て、 佛 御前が ゆかりの 者 共ぞ、 始めて、 樂み榮 えけ る。 京 中の 上下、 「祇王 こそ 入 

早 こま  ： げん ざ ん 

道 殿より いとま 給 はって 出で たん なれ。 いざ 見參 して、 遊ばむ。」 とて、 或は 文 をつ か 

いまさら  たいめん 

はす 人 も あり、 或は 使 を 立つ る 者 も あり。 祇 王され ばと て 今更 人に 對 面して あそびた 

とりい  つ. A ひハ 6)  まで 

はぶる ベ きに も あらねば 文 を 取 入る \ 事 もな く、 まして 使に あ ひしら ふ 迄 もなかり け 

り。 是 につけても 悲しくて いと^ 淚 にの みぞ しづみ にけ る。 

物語 卷 第一  ニー 


(.》)ef- 由に よって は 考へ が ある 


(2)すケ 


本文 篇  ニニ 

かくて 今年 も 暮れぬ。 あくる 春の 比、 入道 相國、 祇 王が 許へ 使者 を 立てて、 「いかに 其 

後 何事 か ある。 佛 御前が あまりに つれ/  \ げに兑 ゆるに、 まゐ つて 今樣 をもう た ひ、 

舞な ど を も 舞て 佛 たぐ さめよ。」 とぞ宣 ひ. t る。 祇王 とかう の 御 返事に も 及ばす、 入道 

ま-Q  そつ わう  .C やう. A い 、- 0 

「たど 祇王は 返事 はせ ぬぞ。 參る まじい か。 參る まじく ば、 其樣に 申せ。 淨海も はか 

むね  C たま 

らふ 旨 あり。」 とぞ宣 ひける。 母と ぢ是を 聞く にかたし くて、 いかなるべ しと もお ぼえ 

けラく  s> 

す、 なく/ ヽ敎訓 しける は 、「いかに 祇王 御前 ともかくも 御 返事 を 申せ かし。 さやう に 

しかられ 參 らせんより は。」 とい へ ば、 祇王 r 參 らんと おも ふ 道なら ば こそ やがて 參る 

とも 申さめ。 參ら ざらん もの 故に 何と 御 返事 を 申すべし ともお ぼえ す。 此 度め さんに 

むね  ほか  い C ち！ 0 

參ら すば はから ふ 旨 ありと 仰せら る、 は、 都の 外へ 出さる、 か、 さらす ば 命 を 召さる 

たと ひ  ぶげ 

るか、 是 二つに よも 過ぎ じ。 縱都を 出さる、 とも、 歎くべき にあら す。 たと ひ 命 を 召 

をし  ど ラ  ど おもて 

さる、 とも 惜 かるべき 又 わが 身 か は。 一度 憂き ものに 思 はれ 參ら せて、 二度 面 をむ か 

ふべき にも あらす。」 とて、 なほ 御 返事 を も 申さ^り ける を、 母と ぢ 重お て敎， しける 

あめ した  (V0 なんぶ-よ えん 

は 「夭が 下に 住ん 程 はと も かう も 入道 殿の 仰 をば 北け くま じき 事に て ある ぞ。 男女の 緣 

しゃくせ、， i  やが はな  あから さ 1« 

^世 今に はじめぬ 事ぞ かし。 千年 萬 年と 契れ ども、 纏て 離る、 中 も あり。 白地と は 思 

よ つ  さだめ  をと こ  なら ひ  わ 2 ぞ 

へど も、 ながら へ^る 事 も あり。 世に 定 なきもの は 男女の^な り。 それに 我 御前 は此 

(40  なセけ 

ぃ寵 g された の はたぐ ひまれ な こと 三年まで S はれま いらせ たれば、 ありがたき 御 情で こそ あれ。 めさん に參ら ねばと て 


(3) 男女の 問 柄 • 因 緣の はかたい 事 

何も 今にお まった！ * ではない 


(1) どの やら 

(2) あらかじめ 考 へる だけで も 


(3) 以前 一 


つて 


(5) 今まで 召された ことのない 家なら 

とにかく 


(R0 召されて 来たから に は 


命 をう しな はる、 まで はよ も あら じ。 唯 都の 外へ ぞ 出されん すらん。 縱ひ都 を 出さる 

わ 2 ぜ  「1 ソぃ  >  いはき  すュ  こと やす  とレ 

とも 我 御前た ち は 年若ければ 如何な らん 岩 木の はざま にても 過さん 事 安 かるべ し。 年 

お おとろ  みやこ ほか  すま ひ  (2)  おも 

老い 衰 へたる 母 都の 外へ ぞ 出されん すらん。 習 はぬ 旅の 住居 こそ かねて 思 ふ も 悲しけ 


れ。 唯 我 を 都の. 內 にて 住 果 させよ。 其ぞ 今生 後生の 孝養と 思 はむ する。」 といへば 祇王 

おも ひ  めい そむ  む ざん 

うしと 思し 道 なれ ども 親の 命 を 背か じと、 なく/ ヽ又 出立け る 心の中 こそ 無慚 なれ。 

ひと 9  あ ひぐ  しらび やうし  そう 

1 人參ら むは あまりに ものうし とて 妹の 祇女を も 相 具し けり。 其 外 白拍子 一 一人、 惣じ 

ひとつ くるま とりの つ  でう  (3  め  ， 

て 四ん 一 車に 取乘 て、 西八條 へぞ參 たる。 さき/ \ 召されけ る 處へは いれられ すして 

ぼる か さが  ところ ざ し *v(4)  お  •：  、  ゆに、』^、  >  -  U  - 

^に 下りた る處に 座敷し つらうて 置かれたり。 祇王 「こ は、 されば、 何事 ぞゃ 我 身 

あやま  ざしき.  さ  . 

に^! つ 事 は 無 けれども、 すてられ たてまつる だに あるに、 座敷 を さ へ 下げら る、 事の 

おさ  そで 

心う さよ。 いかにせ む。」 と 思 ふに、 知らせ じと 押 ふる 袖の ひまよりも 餘 りて 淚ぞ こぼ 

れ ける。 佛 御前 是を兌 て、 あまりに あはれ に 思ければ 「あれ はいかに、 日頃 召されぬ 

ところ  さ ふら  いとま た  げんざん 

所 にても 候 はば こそ。 是へ 召され 候へ かし。 さらす ば わら はに 暇 を 給べ。 出で て兑參 

せん。」 と 申ければ、 入道 「すべて 其 儀 ある まじ。」 と宣ふ 間、 力 及ばで 出で ざり けり。 

そ^の ちな に w と  ， 

其 後 入 逭は祇 王が 心の 內をも 知た ま はす 「いかに 其 後 何事 か ある。 さて は佛銜 前が あ 

いまやう  (6) 

まりに つれ/ \げ に 見 ゆるに。 今様 一 つ 歌へ かし。」 とのた まへば、 祇王參 る 程で は、 

いまやう 

とも かう も 入道 殿の §； をば 背く まじと 思 ひければ、 落る 淚を おさ へ て、 今樣 一 っぞ欹 


平 家 物語 卷 第 


二 


本 


(1)«fs:*.?J に r« も 昔 は 人な. 9 き 

我等 もつ ひに は 裤 なり 三 身佛性 具せ 

る 身 を 知ら ざり ける こそ あはれ なれ」 

と ある。 凡夫 は 一 おの 人 をい ひ *  s^iil 

は佛 にな.？ つる 性質 C  8 &を佛 御前に か 

け、 わけ 隔てられた 根み を こめて ゐる 

(2) 富 a;2 妙で ある ぞ 


ハ 3) 行きに くいと ころ 


命で 自然に 死ねべき 

(6) 害 父 • 害 母 • 出佛身 血 

和合 僧 の 五つの 


文 篇  二 四 

うたる。 

(10 ほ-け  ぼんぷ  つ ひ  ほこ け 

佛も昔 は 凡夫たり、 我等 も 遂に は佛 なり、 

いづれ ぶっしゃ 5 ぐ  • , ,  > 

何も 佛性 具せ る 身 を- 隔 つるの みこ そ 悲し けれ。 

と 泣く/ ヽニ 返歌うた りければ、 其 座に いくら も 並居た まへ る 平家 一門の 公卿、 殿上 

びと しょ だ ，.ぷ さ ふら ひ  (*じ とき 

人、 諸大夫 侍 に 至る まで 皆感 淚をぞ 流されけ る。 入道 も 面白げ にお も ひ 給て 「時に 

しんべ う  け ふ まぎ 

とって は 神妙に 申したり。 さて は 舞 も 見た けれども、 今日は 紛る 、事いで きたり。 此 

後 は 召さす とも， 常に 參 つて 今 樣をも 歌 ひ、 舞な ど を も 舞て 怫 なぐさめよ。」 とぞ宜 ひ 

ける。 祇王 とかくの 返事に も 及ばす、 淚を 押へ て 出で にけ り。 

ぉキ め .. そむ  (3)  たび 

「親の 命 を 背か じと つらき 道に おもむいて、 二度、 うき 目 を 見つ る 事の 心う さよ。 か 

くて 叱 世に あるならば、 又 憂き目 を も 見む すらん。 今 は 只 身 を投ん とお も ふなり。」 と 

いへば 妹の 祇女も 「姉 身 を 投げば、 われ もと もに 身を投 ん。」 とい ふ。 母と ぢ、 是 をき 

わ 2 ぜ  5 ら 

くに 悲しくて いかなる べしと も おぼえす。 泣々 叉敎訓 しける は 「誠に 我 御前の 恨む る 

もこと わりな り。 さやう の 事 あるべ しと も 知らす して 敎訓 して 參ら せつる 事の 心う さ 

よ。 el し 我 御前 身 を 投げば、 妹 もと もに 身 を 投げん とい ふ。 二人の 娘 共に 後れたん 後、 


年 老衰へ たる 钍命 いきても なに 、か はせ む なれば、 我 もと もに 身 を 投げむ とお も ふた 


)*» や- 


い  まだ 死期 も 來らぬ 親に 身 を 投げさせん 事 五 逆 罪 にゃあらん すらむ。  此世 は假の 


(1) 死後の 地獄の 苦しみ 

(2) 畜生道 .锊 鬼 道 • 地獄 道な ども さす 


(3) 京都の 西北^。 葛 野 郡。 盛袞 記に 

r 拄生院 と 云 所」 と ある 


(4) ひたすら 念^の 正 行 も 終め た。 淨- 

土 敎は特 に^ 名 念 IS を 重んじ， 南^ K 

_« 陀佛を 口誦 すれば； 生 • 見裤 を 

得る と 

(5) 七 H? 七 B の 夜の 空。 この 夜 « 牛 • 

緩 女の 二 星が 合 ふので、 かう いふ 

(6) 天の河の 戶 

(7) 天の河 も 渡る 船の 梶 にかけ た。 梶 

は楮と 同じ SS で^に 製す る。 七タの 夜、 

この 葉に 顧 ひ 事 を 書いて 玆女， S に 手 向 

ける と必 すかな ふとい はれて ゐる T 天 

の 河と わたる 船の 楮の 葉に 思- 

も かきつくる かな。」 (後 拾遺 集) 

婆の 西方の S 樂淨土 


宿な り。 慚ても 慚ても 何なら す。 唯 長き 世の 闇 こそ 心う けれ。 今生で こそ あらめ。 後 

しゃ 5  (2) あくだう おもむ  <  どき 

生で だに 惡 道へ 趣かん する 事の 悲し さよ。」 とさ めざめと かき ロ說 ければ、 祇王 なみだ 

をお さへ て r げ にも さやう にさ ぶら はぐ 五 逆 罪 疑な し。 さらば 自害 は 思 ひ 止まり 候 ひ 

ぬ。 かくて 都に あるならば、 叉う き 目 を も 見む すらん。 今 は 都の 外へ 出 でん。」 とて^ 

(3) さ 


王 二十 一 にて 尼に なり、 嵯峨 野の 奥なる 山里に 柴の庵 を ひきむ すび 念怫 して こそ 居た 

ちぎ 

り けれ。 妹の 祇女も 「姉 身 を 投げば、 我 も 共に 身 を 投げん とこ そ 契りし か、 まして 世 

いと は  おと  あね  しょ こもりね 3 せ ねが 

を 厭 はむ に 誰か は 劣るべき。」 とて 十九に て 樣をか へ、 姉と 一 所に 籠居て 後世 を 願ふぞ 

これ  か ふ よ C なか  ： しらぶ-. 

あはれ なる。 母と ぢ是 をみ て 若き 娘 ども だに 樣を替 る 世 中に 年老い 衰 へたる 母白髮 を 

なに  そ  もろとも (4) かう せんじ ゆ ねんぶつ 

つけても 何に か はせ むと て 四十 五に て髮を 剃り、 二人の 娘 諸共に 二 向專修 に念佛 して、 

ひと へ に 後世 をぞ願 ひける。 

(5) るし あ ひ そら  (6) あま  わた (7) か S 

天のと^ る梶の 


.y るナ . たったけ  (5) ほし あ ひ そら 

かくて 春 過ぎ 夏 闌ぬ、 秋の 初 風 吹き ぬれば、 星 合の 筌を ながめつ 


は  ころ  め ふ ひ  .a 

葉に 思 ふ 事 かく 比 なれ や。 夕日の 影の 西の 山の端に 隱る \ を 見ても、 日の 入 給 ふ 所 は 


西方 淨土 にて あんなり。 いっか 我等 も 彼處に 生れて 物 を 思 はです ぐさん すらん と、 か 


かるに つけても 過ぎに し 方の 憂き 事 ども 思ひ績 けて、 たぐ 盡 せぬ 物は误 なり。 黄昏 時 

あみど と ふさ ともしび  お タ ねんぶつ fc 

も 過ぎ ぬれば、 竹の 編戶 を閉ぢ 塞ぎ、 燈 かすかに かきたてて、 親子 三人 念佛 して 居た 

あみど  あま きも 

る處 に、 竹の 編戶 を、 ほと/^ と 打ちた >- く 者 出で きたり。 その 時 尼 ども 膽を けし、 


平 家 钩 0 卷 笫 一 


二 五 


本 文 


(•》) 修道 もな す もの 


(2) 却って こちらで 迎 へ 入れよう 

i^. 0 念 « する もの を ^突 に 

往生させ よう とい ふ の S1 

70 南無 m 面 陀傪の こと 

(5)g 終のと き 菩薩が 念佛の S も 尋ね 

て迎 へに 来る とい ふ 

や^ 登 .菩« 等^ 念栲 行者 もこ 

の 世から 淨 土へ 迎へ i る こと 

(7) 引 S とも。 淨 土へ 迎へ 人れ る 


； 00) わざとら し 

:9) 入 情の わか ■ 


(W) 意氣 地な さ 

(J:).H: 分の 思 ふと ほりに 


0  二 六 

「あはれ 是は、 いひ かひた き 我等が 念佛 して ゐ たる を 妨げん とて、 魔お のきた るに て 

^  しば いほ ふ， 

ぞ あるらん。 ffi だに も 人 も 問 ひ 来ぬ 山里の 柴の 庵の 內 なれば、 夜 深て 誰か は尋 ぬべき。 

わ. OA  お ぶら  (2) 

僅の 竹の 編戶 なれば、 あけす とも 推 破ん こと 安 かるべし。 なか/ \たビ あけて いれん 

%  >  -  5 しな  とし W ろ  (ro み だ 

と^ふたり。 それに 情 を かけすして、 命 を 失 ふ ものなら ば、 年 比 頼 たてまつる 彌陀の 


本願 を强く 信じて、 ひまた く 名 號を唱 へ 奉るべし。 聲を^ ねて 迎へ給 ふなる 聖 衆の 來 

か5  (70 いん ぜぅ  かま 

迎に てまし ませば、 たど か 引接な かるべき、 相 構へ て念佛 怠り 給 ふな。」 と、 互に 心 を 

いましめて、 竹の 編戶を あけ たれば、 糜緣 にて はたかり けり、 佛 御， 前ぞ 出で きたる。 

祇王 、「あれ はいかに。 佛 御前と 見 奉る は 夢 かや、 うつ、 か。」 とい ひければ、 佛 御前-お 

をお さ へ て 、「か 樣の事 申せば、 事 あたらしう 候へ ども、 申さす ば、 叉 思 ひ 知らぬ 身と 

す fC さん 

もな りぬ ベければ、 始 よりして 申すな り。 もとより わら は 推參の 者に て、 出され 參ら 

せ 候 ひし を、 祇王 御前の 申狀 によって こそ、 召し 返されても 候 ふに、 女. の I) ひなき こ 

と、 我 身 を 心に 任せす して、 おしと V めら れ まゐら せし 事 心う、 さ ぶら ひしが、 いつ 

ぞゃ 又め され まゐら せて いまやう うた ひ 給 ひしに も 思 しられて こそ さ ふら へ。 いっか 

我 身の上な らんと 思へば、 嬉しと は 更にお も はす。 陣 子に また、 『いづれ か 秋に. あはで 

はつべき。』 と 書 置 給 ひし 筆の 跡、 げ にもと 思 ひさ ぶら ひし ぞゃ。 その後 は 在所 を いづ 

くと も 知り ま ゐらせ ざり つるに、 かやう にさ ま を^て、 1 處 にと 承 はって 後 は 、あま 


(1) 梵語。 苦^の 處。 現世 

(2) 人界に 生を享 ける こと も * 佛敎 を 

信す る 楱 省 を 得る こと もむ つかしい 

(3) 梵語。 地獄の 意 

(4) どれほど 永い 時 を 過し て も 

(5) 地獄から J«: び 上る 

(6) 老若に 閼係 なく 命數 の定ら ない 境 

界 * 卽ち 人間 世界 

(7) 無常お 速 で 人 はいつ 死ね かわから 

ね義 

(•0) 搭光 

(9) 頭上から 被って ゐ^^ 

(S3〕 今まで を かしてき た 罪 


りに 羨し くて 常 は 暇 を 申し かど も、 入道 殿 さらに 御用 ゐ まし まさす。 つく- i\ 物 を 案 

(1) しゃ  えいぐ わ  なに  (2〕 にんじん  ぶっけ- フ 

する に、 娑婆の 榮花は 夢の 夢、 樂み榮 えて 何 かせん。 人身 は 受け 難く、 佛敎に は 遇 ひ 

このた ぴハ 3) ない り  (40 たしゃう/、 わ ラさふ  {.5〕 うか あ" 

難し。 此度 泥 梨に 沈みて は、 多生 曠劫 をば 隔っ とも、 浮み 上らん こと 難し。 年の 若 


(6) らうせ 5 ふ K\ やう  (7 ノ  (S  ノ 

きを 憑むべき にあら す。 老少不定の さかい、 出 づる息 の 入る を も 待つ ベから す、 か. げ 

いなづま  たのしみ ほ 二  3 しゃ 5 

ろふ稻 妻よりも 猞 はかなし。 一 日； の樂に 誇りて、 後生 を 知ら ざらん ことの 悲し さに、 

けさ  (Co  きぬ 

今朝 まぎれ 出で て、 かくな りて こそ 參 りたれ。」 とて、 かっきた る 衣 を 打ちの けたる を 


5 ひ 


見れば、 尼に なって ぞ 出で きたる。 「かやう に 樣をか へ て參 りたれば 比の 称 を^ 許 


し 給へ、 許さん と 仰せられば、 諸共に 念佛 して、 一蓮の 身と ならん。 それに 獍 心行か 

すば、 是 より いづち へ も 迷 ひ 行き、 如何な らん 苔の 席、 松が 极 にも. 倒れ 臥し、 命 あら 

わう じ やう そ くわい 

ん かぎり 念佛 して、 往生の 素懷を 遂げん とお も ふなり。」 とさ めざめと かきくどき けれ 

なみだ  5 

ば、 祇王淚 をお さ へ て 、「誠に わ ごぜの 是 ほどに 思 ひ 給け ると は、 夢に だに 知らす、 憂 

き 世の中の さが なれば、 身の 憂と こそお も ふべき に、 とも すれば、 わ ごぜの 事の みう 

ら めしくて、 往生の 素懐 を 遂ん事 かな ふべ しと も おぼえす、 今生 も 後生 も、 なまじ ひ 

に 仕損じた る こ、 ちに て ありつる に、 かやう にさ ま を かへ てお はし たれば • 日 比の 咎 

つ： a ちり 

は 露 塵 ほど も殘ら す、 今 は 往生 疑 ひなし。 此度 素懐 を 遂げん こそ、 何よりも 义 嬉しけ 

れ。 我等が 尼に なりし を こそ、 世に ためしな きことの やうに、 人 もい ひ 我 身に も义思 

二 七 


本 文 


篇 


二八 


(1) 大 いなる 求道 心 

(2) 傍 道に 導き いれる 緣 となる 人 4 た 

は 事。 ここ は拂 御前ち-さす 


(3) 法 華 長 sfs« 陀三^ 堂の 略、 後 白 

河院 の六條 内裏に あった。 火災に か > - 

b. 今 は 京都 五條 寺町菓 例に ある 

(4) 寺で 植 徒の 法名 • 俗名 を 記入す る 

帳簿 

(5〕 亡 S のほ弒 


ひしが、 それ は 世 を 恨み 身 を 恨みて 成し かば、 樣を替 るも理 なり。 今 わ ごぜの 出家に 

くらぶれば 事の 數 にも あら ざり けり。 わ ごぜ は 恨 もな し 歎 もな し。 今年 は^に 十七に 

I  ゑ どい と  じ やう ど 

こそなる 人の、 かやう に 穢土 を 厭 ひ、 淨土を 願 はんと、 深く 思 ひいれ 給 ふこ そ、 まこ 

-  (2) ぜんち しき 

との 大道 心と はお ぼえ たれ。 嬉し かりけ る 善知識 かな。 いざ 諸共に 願 はん。」 とて、 四 

あ * ゆ ふぶ つ ザん はな A う  よ ねん  ち そく 

人 一所に 籠り 居て、 朝夕 佛 前に 花香 を 供へ、 餘念 なく 願 ひければ、 遲速 こそ あり けれ、 

わう じ やう ，ごく わい ふげ  ft しら- う f:- ^ち. P うかう ど 5、4ン く. a 

四 人の 尼 共 皆 往生の 素 懍を遂 ける とぞ 聞え し。 されば、 後白河の 法皇の、 長講 堂の 過 

こちゃう  (5) そんり やう 

去 帳に も、 祇王、 祇女、 佛、 とぢ 等が 尊 靈と四 人 一 所に 入れられ けり。 あはれ なりし 

事 どもな り。 


(詳) 祇王祇 女の 說話 は、 「平家物語」 の 中で も 名高い もの だし、 誰でも 思 ひ 出す 物語で ある 

が、 元來 この 章 は 原典に なかった ものら しい。 卽ち 古い 形の、 恐らく 承久 以前の 「平家物語」 

に は、 「祇 王」 ばかりでなく、 「小 宰相 身投」 とか 著名な 「小 督」 の說 話まで、 女性 を 中心とし 

た 話 は殆ん どなかった とい ふので ある。 例へば 琵琶 法師 覺ー の 一 派に よって 傳 へられた 系統の 

諸傳 本に は、 一般に 「妓 王」 「小 宰相 身投」 の 段 を 載せて ゐ ない。 その上、 覺 一本の 別 本と 稱せ 

られ る、 大村 伯爵 家 舊藏本 (高 野 辰 之 博士 蔵) に は、 特に 「小 宰相 身投」 の 章に は 「他 本を以 

て 書 入」 と 記されて ゐる やうで あるから、 山 田 孝 雄 博士の 說 かれる やうに、 「元々 平家物語に は 

女性的の 話がなかった のに、 興味本位に 後から 書 入れた とい ふこと が はっきり わかる」 ので あ 


る o 

今、 暫く この 一 段 だけ を獨 立に 考 へて みると、 祇王 及び 佛と いふ 二人の 女性の はげしい 轉赘 

の 生活に、 人間 熒 華の ほろび ゆく 速さと、 因果 應 報の 理を 鮮やかに 語って ゐ るので あり、 祇王 

.  を 始めと して 總 ての 女性が、 「朝夕 佛 前に 花香 を 供へ、 餘念 なく」 佛を 願った 爲 「皆 性 生の 素^ 

を遂」 げた 事に よっても、 この 段が 性 生 思想 を 中心に 持つ 事 は 明瞭で ある。 主人公た る 女性 達 

は、 全て さう いふ 宗敎 的な もの を擔 つて ゐて、 平安時代の 女性が、 主情的な 精神 を 主調と して 

. .  ゐ るのと 著しい 對照 をな して ゐ る。 

又、 祇 王の 母と ぢの 子に 對 する 氣持 も、 佛敎 的な ものが 中心 を 占めて ゐ るから、 最初から こ 

の 一段 はあって もさし つかへ ないかの やうで あるが、 一方、 祇 王に 對 する 母親の 敎訓の 言葉に 

見える 儒敎 的な、 而も 同じ 鎌倉時代の 敎 訓文學 「十 訓抄」 などに 見える 消極的な 思想の 表白が 

こ. 》 に 注目され ねばならぬ。 あの 退嬰的な 處世觀 が、 祇王 姉妹の 行動 を 決定させる 程强く 押し 

出されて ゐる 點、 その 妥協 的な 考へ 方の 強調な ど、 承久 以後の 文學に 共通な 否定的 精神 を喑示 

し、 正確に いへば、 この 一 段の 內容は 必ずしも 平家 的で ない とさへ 考 へられる。 

更に 「祇 王」 にしろ 「小 督」 にしろ、 淸 盛の 惡 業の 一 つと して、 その 熒 華の 一 挿話と して 語 

られ たものと すると、 あまりに 獨立 性に 富んで はゐ ないだら うか。 若し かう いふ 說 話が！ 揷 

入され る 時 は、 平家の 盛衰 を 中心とする 緊密な 構成が 中斷 され、 作者の 第一 に 語りたい 强烈な 

意圖 が、 散漫な 印象 をし か與 へえない 結果に たちいたな であらう。 例へば、 「源平 盛衰 記」 の 如 

き、 「平家」 の 一 異本で ありながら、 その 多 數の揷 入 說_\|5 のために、 本質的に は、 最早、 初期 平 
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曲の 世界から 逸 脫し、 個々 の說話 そのものの 興味へ うつらう とさへ して ゐる。 承久 以前の 「平 

家.」 に、 この種 類の 揷入說 話の 少なかった であらう 事 は、 この 物語が、 統一的な 構造の もとに、 

矛 ほ • 封 立 を 孕む 緊迫した 氣持を ー氣に 吐露しょう とした 證據 であり、 初期 平 曲の 本質が、 强 

く 緊張した 文化 の 產 物た る點 にある 事 を 物語 る もの である。 

「平家」 の 生れた 時代と、 それが 增 補され た 時代との 性格の 相違 を、 吾々 は •  十分 顧慮すべき 

である Q 

尙、 「平家」 の 場合、 特に 「女性的な 說 話を缺 く」 とい ふ 事 は、 平安時代と 封^的な き 期 鎌な 

文化の 一 性格が、 「平家」 の 構想にまで 滲透して ゐる事 を 示す もの だ。 例へば、 「木 曾 最後」 (卷 

九) に 見える 「巴」 の 如き 姿、 「ありがたき 强弓、 精兵、 馬の 上、 步立、 打 物 持て は 鬼に も 神に 

も 逢う と 云 ふ 一 人當 千の 兵 也。 究竟の 荒馬 乘り、 惡所 落し、 軍と いへ ば …… 先づ 一 方の 大將に 

向けられ」 たとい ふ 最早、 所謂 「女性的」 な 性質 を乘り 越えて 了った 「女性」 を さへ 創り 上げ 

たこの 物語の ダイナミックな 精神 は、 平安時代の 文 學に懕 倒 的な 勢力と して 登場した、 あの 镍 

細な、 主情的な、 私の 愛情の 對象 としての み 立 現 はれる 「女性」 たち を當然 拒否す る もので あ 

り、 かの 宗敎 的な 思想と _、 平家の 哀憐すべき 末路との 象徵 として 描かれた 「si 門院」 以外に、 

女性 を 中心とした 說 話を殆 んど缺 くと いふ 事 は、 まことに 「平家」 の讀 者に とって 示 咬 的な も 

のと 云 はなければ ならない。 

註 12 山 S 孝 雄 博士の 「平家物語 槪說」 による 。「『小 杼 はちち こちして、 本に よって あつ 

たリ なかったり、 あっても 場所が 違って ゐて、 女性に 關 する 話で 動かな いのは 『^^門， お』 


の詁 だけで ある。」 と 記されて ゐる。 吾々 の テキスト も 山 田 博士の 校訂になる 「覺 一本」 の 

一類 中、 前記 大村 家膂 蔵本で あるから、 女性に 關 する 說話は 追記され てゐ る。 私 は 「平家」 

の 本質 を考 へる 上に 一 つ の 鍵と もなる ので、 女性的な 說 話の 代表者と して、 r 祇 不：」 の 段 を 

特に 抄錄 してお いた。 

〔梗概〕 さて、 烏 羽院 崩御の 後 は 世の中が 靜 かで なく、 院と內 との 御爭 ひに 世 は 薄氷 を 踏む 

思 ひであった ときに、 二 條院は 故 近 衞院の 后 を 御迎へ 遊ばされ たが、 まもなく 崩御 遊ばされ、 

二 歲の袁 帝が 御卽位 遊ばされた (二 代 后)。 


(1) 七 BT  二十 八日 新院 (ニ條 天皇) 崩。 

寶算廿 三 (百 鍊抄) 

(2) 第 七 八 代 二 條：. K 皇 

(3  ) せ：： 中 を擧げ て 

(4) 東北 

(5) 山城 お 郡大. ^村 紫 野の 西より 

の 小 丘 

(6) 比釵 山上に あり、 傳敎 大師の 創建 

(7) 奈良 にあ. 5、 蒔 原 氏の 氏寺 

(8) 額 を 揭 げる 位置に つ いての 爭ひ 

(9) 南都 卽ち奈 良で は 興 福 寺 東大寺の 

大衆。 北京 卽ち 平安京で は延曆 寺の 大 

(^) 御陵 墓の 四方の 門に E 寺の 額 を か 

け る . 

(iz) 東大寺 は 聖武； 大皇の 御 願 寺で ある 

から 

(W) 興： g 寺 は 薛原不 比 等の 建立の 寺で 


打 論 


r? ーソ  まう ぎよ 

さる 程に、 同 七月 廿 七日、 上皇 竟に 崩御な りぬ。 御歲 二十 三。 蕾め る 花の 散れる が 如 

す *. これ -- しき ちゃう  かう りう じ (n-) うし とら 

し。 玉の 簾、 錦の^ のうち、 呰御淚 に 咽ば せ 給 ふ。 やがて、 その 衣、 香隆 寺の 及、 


えんだいの  (5, ふな を かや ま  n  v.- うそう  0O) えんり やくじ ハ 7.J 二う ぷ，、 じ . ， 」 /s/^,-> つま 

薤臺 野の 奥、， 船 岡 山に を さめ 奉る。 御 葬送の 時、 延曆 寺、 舆福 寺の 大衆 額 打 論 


と 


ふ 事し いだして、 互に 狼 f に 及ぶ- 

はふ (； r-) なんぼく にき やう だいし S  ぐぶ  2 む-しょ わぐ り 

法 は、 南北 二 京の 大衆 悉く 供奉して、 御 墓所の 廻 


天の 君 崩御な て 後、 御 墓所へ わたし 奉る 時の 作 


(S) 


わが 寺々 の 額 をう つ こと あ. 


(50 たんかい- 


先 づ聖武 天皇の 御 願、 爭 ふべき 寺なければ、 東大寺の 額 をう つ。 次に 淡 海 公の 御 0 と 
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本文 篇 

(1) 姓氏 未誶。 B 城 寺に 住お こと 百餘 

歲 とい はれる 

(2) 延暦寺 第五 世の 天台 座主。 $50 珍 

(3) 三 井寺と もい ふ。 もと 延脣 寺の 別 

院で、 後 S 立 を 謀. 5* 白 河 天皇 以来、 

鎵敏が K えない 

(4)IB 城 寺 も 寺 門と いふに 封し、 延暦 

寺 もい ふ 

(5) こ ゝ は 興 福 寺の 大衆 

(6) 興 福 寺に は 東 W 中の 三 金堂が あつ 

た。 金堂 は佛投 の 名。 盛衰 記に は 東門 

おと ある 

(7) 勇 US で 名高い 僧 

(8) 柄の 中 s« より 匁の 方へ よつ おとこ 

ろ も iS つ。 莖 ながの 對 

(9) 當 時の 佾が 大會に 舞った 延年 舞の 

歌詞の 1 節。 梁 塵お 抄に 「锭は 多 かれ 

ど嬝 しゃ とぞ35 ふ^ 铌の水 * 日 は 照る 

とも たへ てと ふたへ、 やれ ことつ と， つ」 

(^) 山城 國 ーぉ野 郡 宇多川の 上！ s^ss の 

こ と 

本と ろたり。 篛九 h- の 意と いふ 


三 二 

て、 m 、おの 額 をう つ。 北^に は、 興 福 寺に 向へ て延曆 寺の 額 をう つ。 次に 夭 武夭皇 

rl) けう だいく わしゃ 5〔2ン ちしぶ うだいし さラく  (3) をん t やう  >  - t、  ？  r  )  C  > ヽ 

の 御 願、 敎待 和尙、 智證 大師の 草創と て、 園 城 寺の 額 をう つ。 然る を 山門の 大衆 い 

かがお も ひけん、 先例 を 背て、 東大寺の 次ぎ、 與福 寺のう へに、 延曆 寺の 額 を 打つ 間、 

献 都の ガ^、 とやせ まし、 かう やせ ましと 兹議 すると ころに、 興 福 寺の 西 金堂の 衆、 

く bo おら- y5  ,  ^ まう  (7 ノ 2  、 あ/、 そ 5  くろい とお どし はらまき  しらえ 

^ー| 曰 ST  ^，至， 房と て 聞え たる 大惡僧 二人 ありけ り。 觀音房 は黑絲 威の 腹卷 に、 白 柄の 


お^ a きみじかに 取り、 勢 至 房 は、 萠黃 威の 腹卷 に、 黑 漆の 大 太刀 もて、 二人つ と 走 

出で、 延曆 寺の 額 をき て 落し、 散々 に 打 わり 、「うれし や 水、 なる は 瀧の 水、 日 は 照る 

(ほン  しゅと なか  3 

とも、 絡え すとう たへ。」 と はやしつ 、、 南都の 衆徒の 中へ ぞ 入りに ける 

(評) 鎌^時代に は 公家 對 武家の 激しい 封 立が あつたば かりで なく、 平安時代 以来の 都 を 中 

心と する 舊責 族の 間に も 公家 對 寺院の 對 立が 激化した 時代で ある。 而も その 寺^が 又 他の 貴族 

諸 勢力と 給 托しながら 內部 的な 抗爭に 日 も 足らぬ 有樣 であった。 額 打 論 は その やうな 事 赏を物 

語る 一 揷 話に は 相違ない が、 われわれ は 特に、 か、 る 事實が 如何に 描かれて ゐ るか を 間 題と し 

なければ ならぬ。 

云 ふまで もな く 額 打の 作法 は、 嚴 かな 宗敎的 行事であって、 か、 る 先例 は 現代人の 想像 以上 

の、 絕對 的な 攛威を 持って ゐた。 山門の 大衆 はわれ を 破った ので ある。 而も それへ の 復讎と し 

て 興 福 寺の 惡僧 二人 は、 多數の 相手 を 尻目に、 山門の 額 をた、 きわって 了った。 ^早こ^-に は 


舊 ぃ傳統 とか 形式と かが、 實 力の 前に は その 權威を 保ちえない 事が 端的に 語られる。 のみなら 

ず 作者 は、 その 傳統 をた ちゃぶ つた 選手と しての 觀音房 • 勢 至 房 二人 を その 場の 誰よりも 大き 

く はっきりと 描き 出し、 その 實カ 者の 勝利 を 高らかに 歌 ひ 上げて ゐ るので はない か。 「うれし や 

水、 なる は髓の 水、 曰 は 照る とも、 絕 えずとう たへ。」 と はやしながら、 勝 誇る ニ惡 僧の 姿が、 

讀 者の 前に 生き生きと 大きく うつれば それだけ、 作者の か.^ る 行動への 同感、 卽ち舊 い 形式と 

傳統 とに 對抗 し、 新しい 秩序への 積極的な 支持と 同感と が 成功 的に 描かれた ことになるの であ 

る。 さう して この 短い 一章 は、 それに 十分 成功して ゐる。 

かう いふ 新しい 人物 は、 この 物語の 中の あちらこちらに 幾つ も 創ら れてゐ る。 これ は 一見 * 

卷 頭に 述べ た 作者の 構圖、 極め て宗敎 的な アイデア リス テ イクな 意圖と 矛盾す る やうで ある.。 

けれども そ， の 際に も ひそかに 注意して おいた やうに、 作者が、 明瞭に 意識して ゐ たか どうかに 

關 はらず、 彼の 意 を 語る ために、 この 時代に さかえた 性 生 說話等 を 素材と せず、 この 時代の 最 

も 典型的な 事實、 生ま 生まし ぃ合戰 譚を經 とした 平家 興亡 史を 把へ たとい ふその 事の 中に、 作 

家の 世界に 對 する 現 實 的な 態度 は、 おの づ から 語られて ゐる。 かう いふ 現實 的な 態度から 生れ 

た リア リス テイクな 手法が、 「平家物語」 に 眞實を 語らせ、 從 つて 新しい 形象 を も 生ませた とい 

ふ 事 を、 最早、 われわれ は 語っても い.^ であらう か。 短 章 「額 打 論」 を 特に 採り上げた 所以で 

ある。 

〔梗概〕 與福寺 側の 狼藉に 沈默 して ゐた 延曆 寺の 大衆 は 翌日 大擧 下山して、 興 福 寺の 末寺た 
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本文 篇  三 四 

る 淸水寺 を燒拂 つた。 淸盛 はこれ を 後白河 院の 命に よる 平氏 追討の 軍と 誤聞した (涛水 寺 k 

上)。 か.^ る 間に 高 倉 天皇が 御卽位 遊ばされ、 平氏 は 外戚と していよ く^えた (東宮 立 T 


殿下 乘合 


(ト) 六 g 十七 ai の 誤 

(2) 院と內 裏と K 別が つかない。 院方 

の^ 勢力の S いの f いふ 

(3)  r 院 中二 伺候 ゾ待 也。 北面 ハ詰所 

ノ名 也。 上 北面 ハ 多分 ハ 四 位 二進 ム、 

下 北面 ハ 五位 六 位 也。」 (故實 拾 要) 


(40 氣の 八；： つお 仲 問 同士で は 

(5) 平氏の 榮華 もさす 

(6)^ 門 記に よれば 秀^ は從 四 位下、 

Is® は 正 五位 上に 叙せられ た 

(7) 陸奧話 記に よれば 賴義は ffiraiH 下 

伊 搀 守、 義^ は從 五位 下 出 守に 叙せ 

られた 

(00) 奥州 後三年 記に 見える。 このと き 

動 賞はなかった 

司。 ； i 園 秸 舍の 段參照 

(W) 末法の 世 

(r) 馋會 

(は) 特別に 

(J2) 住に しの 昔 便。 去る 

(M) 七 一一  B の 誤。 補 Kl^^ 

(は) 平 S 盛。 その か 小 松 谷に あっ^ 


*  .? う  1-1,-  A  -  B 人 さ  SVB-r;i 

さる 程に、 嘉應 元年 七月 十^日、 1 院御 出家 あり。 御 出家の 後 も、 萬 機の 政 をき こ 

あ ひだ、 2 ノ&ん うち  くぎ や. r てんじゃ 5 びと (3) じ や. r げ 

しめされし 間、 院內 わく 方な し。 院 中に ちかくめ しっか はる、 公卿 殿上人、 上下の 

ほくめん  くわん， CSJ うろく 

北面に 至る まで、 官位 俸祿、 皆 身に 餘 るば かりなり。 され ども 人の 心の^ なれば、 猞 

飽きたら で、 「あはれ その 人の 亡びたら ば、 その 國は あきなむ、 その 人 失せたら ば、 そ 

の官に はなり なん。」 など、 疎からぬ どち は、 寄り合 ひ 寄り合 ひさ、 やき あへ り。 法皇 

も 內 々仰な りけ る は T 昔より 代々 の 朝敵 を 平ぐ る もの 多し とい へ ども、 いまだ 加^" 

？ VK%9 ひで" _vi  * さ かど  <-7,, よ ，よし さ だた ふ むね fc ふ  (8) よしいへ たけ ひら いへ ひら 

事な し。 貞盛、 秀鄕 が、 將門を 討ち、 頼 義が貞 任、 宗任を 亡し、 義 家が 武平、 家 平 を 

けんじゃう  (C:, じ 5 りゃう 

攻めたり しも、 勸赏行 はれし こと、 受領に は 過ぎ ざり き。 淸盛 がかく 心の ま、 に ふる 

(W)  わ-つば ふ 

まふ こそ 然るべ からね。 これ も 世 末にな りて、 王法の 盡 きぬる 故な り。」 と 仰な り けれ 

(U) つい  (は)  て 5 か  ； 

ども、 次で なければ 御い ましめ もな し。 平家 も乂 別して、 朝家 を 恨み 奉る ことな かり 


こん ばん (ね) いん >  f  S 

しほ どに、 世の 亂れ そめけ る 根本 は、 去 じ 嘉應ニ 年 十月 十六 日に、 小 松 殿の 次男 新 三 


(1) 職^ 補任に よれば 十歲 

(esoi だらに。 まばらに 


(3) 一  饺 大路の 北大 宫通 より S 

(4 にと まらせ て 狩 もす る 


永 萬 二 fe. 七 HS 廿七 日攝逢 SS 政の 

異名) となった 基& 

(6) 大坎 御門と も い ふ 一 倏 大路から 

南へ 八烧目 

(7)攝政に55する^ぉ 

(po)53g ひがしら に 


？)， 作法 

(W)  丁 M に。 まるで 

(") 少々 は t ぉづ いたが、 わざと 知らな 


さんざんな： 


. あはせ た 


(W) 太 政 大臣 入道 淸盛。 この 時 淸盛は 

覉 原 庄にゐ て 京都に はゐ なかっ^。 な 

ほ 補註 2 參照 


(J2) 遠 盧會釋 もな しに 

(55) 馬鹿にされる 

(t::) 復養 する 


位 中將資 盛 卿、 その 時 はい まだ 越 前の 守と て 十三に なられけ るが、 雪 はは だれに 降た 

かれの  け しき  き  ぐ 

りけ り。 枯 野の 景色 まことに 面白 かりければ、 わかき 侍 ども 三十 騎 ばかりめ し 具して、 

れんだいの  むらさきの (To うこん わば V-  たか  (4)  . うづら ひば 5 

莲臺野 や、 紫 野、 右近 馬場に 打 出で て、 鷹 ども あまたす ゑ させ、 鹑、 雲雀 をお ひたて 

ひね もす-  はく  K  せ ふろく 

おひた て、 終日に かり 暮し、 薄暮に 及んで 六 波羅へ こそ 歸られ けれ。 その 時の 御攝籙 は、 

(5〕 まつ ど G  なかの みかど ひがしのと うねん 2 しょ  S さんだい  (6) いうよ つちん  卜^ 

松 殿に てまし/ ヽけ るが、 中 御門 東 洞院の 御所より 御參內 ありけ り。 邠芳 門より 入 

fi  ひがし C" と うんん  お ほひ つみ かど  ぎよし ゆつ  つ  つ  ゐ の 

御 あるべき にて、 東 洞 院を 南へ、 大炊 御門 を 西へ 御 出なる。 資盛 朝臣、 大炊 御門 猪 

くま  、7 ^てんが ぎよし ゆつ (8, はな づき  らう ぜき  ぎよし ゆつ 

熊に て、， 殿下の 御 出に 鼻突に 參りぁ ふ。 御供の 人々 「何者 ぞ、 狼藉な り。 御 出なる に、 

の 9 もの  い ひ 

乘 物より 下り 候へ/ \。」 と、 云て けれども、 餘に 誇り 勇み、 世 を 世と もせ ざり ける 上、 

ぐ  さ^ら ひ  れいぎ (Co こつ ff ふわき ま  II 

めし 具した る^: ども、 皆 二十よ り^の 若 物 共な り、 禮義 骨法 辨 へたる 者 一 人 もな し。 

てんが ぎよし S. つ  (S) いっそ つげ a  か やぶ  く- ら 

殿下の 御 出と もい はす、 一 切 下馬の 禮義 にも 及ばす、 驅け 破て 通らむ とする 間、 暗 さ 

まご  (no  し  そら 

はくら し、 つや/ \ 入道の 孫と も 知らす。 又少々 は 知り たれ ども、 {仝 しらすして、 資 

盛 朝臣 を始 として、 -I: 共 皆 馬より 取て 引落し、 頗る 耻 辱に 及びけ り。 资 盛 朝臣、 はふ 

iC ほぢ (は， J ザん もん  うた  いか 

はふ 六波羅 へお はして、 祖父の 相國禪 門に、 此由訴 へ 申されければ、 入道 大きに 怒て、 

ちじょく 

耻辱を 

與 へられけ る こそ 遺恨の 次第 なれ。 か \ る 事より して、 人に は あざむかる 、ぞ。 此事 

S  てんが 5 らみ  ， . 』 ':0 

思 ひ 知らせ 奉らで は、 えこ そ ある まじ けれ。 殿下 を 恨 奉らば や。」 とのた まへば、 重 盛 

1  三 五 


を さなき も c(ts〕 さ う 

,縱 ひ 殿下な りと も、 淨 海が あたり をば 憚り 給 ふべき に、 少 者に 左右な 


本 文 

(1)*!^ ない 

(2、-顼 光の 玄孫 

(3) である 者が 

(4  ) も と ヲコの 當字 して ビ P ゥ 

無 SB の 意 

(5) 問 違って 攝政 殴へ 無^した こと を 

お^び 致したい 位に 分 は 思 ふの だ 


(R0 談合 もしないで 

(7) 麵 せで 

〔8) 難 波 次 郎經 遠。 新 大納言 成 親の 預 

りの 武士と なった 

尾. K 郎 兼康。 活躍し おところ が 

多い 

(W) 十巧廿 一 日 

(JZ) 馬上で 行列 も 先 する 者 

(K) 天子 御 元服のと き は. K 政 大臣が 冠 

も 御！^ せ す る 

御 祝に 臣下の 官位 をお 進めになる 

(M ) せ：： 中に ある S§ 政 S1.Q の 休息所 

、K?)^ 龍 こ 飾り i  / て 

(SB) 大臣で も 特別の 宣旨 がなければ， 

出 人で きない 門 

明 • 郁 芳ニ 門の 中に あるので 

(SS) 猪 熊. 坶 川ニ路 と 交叉す る 中 問の 

場所 

(2)  一  m 揃って 甲お つも^って . . 


(S) 棱 锞。 ひどく 苦しめる 

(S) 右近 衞府 生。 記^も 掌る 

(K) 長 門 本に 武 光と ある 

(S) 五位の IS 人。 長 門 本に 高範と ある 


篇 


三 六 


(1)  よ f*< さ (2) み つもと 

卿 申されけ る は T 是は 少しも 苦しう 候 まじ。 頼 政、 光基な ど 申 源氏 共に あざむかれて 

^じ- 4  く  (3)  」 . 

候 はんに は、 誠に 一 門の 耻辱 でも 候 ふべ し。 重 盛が 子どもと て 候 はんする もの の 

¥i」 \ ゆ シ  ^9  (40 ぴ ろう  こと 

下の 御^に 參りぁ ひて、 乘 物より 下 候 はぬ こそ、 尾籠に 候へ。」 とて、 その 時事に あう 

じ 二し- 、J  (5) あやま  ぶ れい 

たる 侍 共め しょせ、 「自今 以後 も、 汝等 よく/ \ 心得べ し、 誤て、 殿下へ 無 禮の由 を 申 

さば やと こそ 思 へ OJ とて 歸られ けり。 

(《0  か た. C なか  <.7ノ 

その後、 入道 相 國小松 殿に は 仰ら れも あはせ す、 片田舎の 侍 どもの こ はら かにて、 入 

(V0 なん ぼ (9  ノ せの を 

道 殿の 仰より 外 は、 又 恐し き 事な しと 思 ふ 者 ども、 難 波 妹 尾を始 として、 都合 六十 餘 

ro)  n ナん ぶく  *t だ  ぎよし ゆつ  、 

人 召し寄せ、 「來 二十 一 日、 主上 御 元服の 御 定めの 爲に 殿下 御 出 あるべ かんなり。 いづ 


(1 ノ ぜんく ぞ 

にても 待 かけ 奉り、， 前 驅御隨 身共が 眷 きて、 資 盛が 耻 雪げ。」 とぞ のた まひけ る。 殿 


下、 是 をば 夢にもし ろしめ さす、 主上、 明年 御 元服、 御 加冠、， 拜官 の御定 のために、 

(4〕fJ ちょくろ  n ざ  ぎよし ゆつ (ほ) つくろ  、  - -CW). ^いけん もん  じゅ 

御、 直盧に 暫く 御座 あるべき にて、 常の 御 出より 引き 繕 はせ 給 ひ、 今度 は 待 賢 門より 入 


；: は) は いく わ. 


ぎ よ  (？ ：：) なか C みかど  ぎよし ゆつ (2〕.9 のく？ ほけ か は c  [LS  ,  . 

御 あるべき にて、 中 御門 を 西へ 御 出なる。 猪 熊 堀：：^ の邊 に、 六 波 羅の兵 ども 

ぜんご  ど  とき 

百餘騎 待ち受け 奉り、 殿下 を 中に 取り こめ 參ら せて、 前後より 一度に、 閧を どと ぞっ 

くりけ る。 前 驅御隨 身共が、 今日 を喑 としゃう ぞいた る を、 あそこに 追つ かけ、 こ、 

(») りょうりやく  もと ど うち 

に 追つつ め、 馬より とて 引落し、 散々 に 陵 礫して、 一 々 に 春 をき る。 隨身十 人が 中、 


(P0 ふしゃ， <<? 一) たけ もと 

右の 府生武 基が髫 も きられに け. 


(？？ 


その 中に、 藤藏人 大夫隆 敎が髻 をき ると て、 一 是は 


Tm。 弓の 兩？ i 

(2) 尻より 背に かける 組 緒 

(3) 鞅。 胸の あ 九り にかけ る 組 緒 


o) 御 車の 左右に 附添 ふ舍 人。 攝政闢 

白に は 六 人 

(5) 先 使。 新任 國 司の 先に 任國へ ゆく 

人 

(6) 身分の 卑しい 者 

(7) 大化 三年 制定 七色 十三 階の 最高 冠 

位。 ここ は驟 S もさす 
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(W) 恐縮し、 驚かれた 

(；： ) 罪科 を 勘へ て 粒 重の 刑律に 當 てる 

(K) 不法な こと 

(J2) 命す る- 

(M) なぜ 夢と してで も 重 盛に. 知らせな 

かった のか。 前もって 少しも 知らせな 

かった のか 

(巧〕 栴檀之 一 葉 開、 EI 十 由 旬 伊 Is 

(觀佛 111 珠海經 ) 


汝が髻 と 思 ふべ からす、 主の 髫 と 思 ふべ し。」 と、 言 ひ 含めて きて けり。 其 後に 御 車の 

(1)  すだれ  (00 し 9 かひ (3) むな かひ 

內へ も、 弓の笞 つき 入れな どして、 簾 かなぐり 落し、 御 牛の. 鞦、 宵懸 切り はなち 散 

しんべ. 5 

散に し 散して、. 悅 のとき をつ くり、 六波羅 へこ そ參り けれ。 入道 「神妙な り。」 とぞの 

(.to くる tH ぞひ  いなば  ごひ)  くに ひさ まる  (6  ノげ らふ 

たま ひける。 御 車 副に は、 因幡の さい 使、 鳥 羽の 國久 丸と いふ をの こ、 下 藤 なれ ども、 

なかの みかど  くわん ぎよ  そくたい 

なさけ ある 者に て、 泣々 御 車つ かまって、 中 御門の 御所へ、 還 御な し 奉る。 ル帶の 御 

くわん ぎよ  .  f7>» い 

袖に て、 御淚 をお さ へつ、、 還 御の 儀式 あさまし さ、 申す もなか/ \ おろかな り。 大 

しょくく わん もんかい こラ  (S) ちうじん こ 5(00 や 5 せんこう  このかた せっしゃう くわん 

織 冠、 淡 海 公の 御 事 は、 擧げて 申す に 及ばす。 忠仁 公、 昭宣 公より 以降、 攝政關 

ぼく  おんめ 

白の、 か、 る 御 目にあ はせ 給 ふ 事、 未だ 承り 及ばす。 是 こそ 平家の 惡 行の 始 なれ。 

(S ソ さわ  (53) かんだ 5  ふ 

小 松 殿 こそ 大に噪 がれ けれ。 行 向 ひたる 侍 共、 皆勘當 せらる 。「たと ひ 入道 如何なる 不 

しぎ (お げち  (3)  »»  およそ  せく わい  せんだん 

思議 を 下知し 給と も、 など 重 盛に 夢 をば 見せ ざり ける ぞ。 凡 は資盛 奇怪な り、 旃檀は 

ふたば  ぞんち 

二葉よりか うばし とこ そ 見え たれ。 巳に 十二 三歲 になら むする 者が、 今 は 禮義を 存知 

ふるま  び ろ 5 げん  あくみ やう  ふ かう 

して こそ 振舞 ふべき に、 かやう に 尾籠 を 現じて、 入道の 惡名を 立つ、 不孝の いたり、 

汝 一 人に ありけ り。」 とて、 暫く 伊勢の 國に追 ひ 下さる。 されば この 大將 をば、 君も臣 

ぎょかん 

も御感 ありけ ると ぞ聞 えし。 
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1 玉 葉の 嘉庖ニ 年 七月 三日の 倏に、 「 攝政 被レ參 n 法 勝 寺 一之 間、 於 n 途中 1 越 中 守 资 盛 

三 七 


S 盛獼 


本 


文篇  一 二八 

乘 n 女 車 I 相 逢而、 攝政舍 人 居 飼 等 打 二 ^忮ー 早-事 及- 1 恥辱 二 K々。 攝玫ぉ レ家之 後、 以ニ 右少辨 

^光一 爲レ 使、 相 二 具 舍人居 飼 等 T 造 二重 盛 鄉之許 T 任レ法 可レ被 一： S 富 一 云々。 ^相 返上 云々。」 

と あるの を みれば、 本文の 記述と 大差 あるの が 分る。 

2 源平 盛衰 記の ー說 として 「秘本 云、 入道 相 國は福 原に て 逆修 行 はれけ る 間 也。 平 大納言 

重 盛の 所 爲なリ と 聞へ きと、 普通に 大 にか はれ リ。」 と ある。 玉 葉の 九月 サ 日の 條の 記述に 

よ リても 推察され るが、 更に、 愚^ 抄に は、 「この 小 松內^ はいみ じく 心うる はしく して、 

父 入道が 謀反 心 あると みて、 とく 死なば やな ど 云と 閗 へしに、 いかにした リ ける にか、 父 

入道の 敎には あらで 不可思議の こと 一 つしたり しなり。 子に て资 盛と て 在し をば、 某 家中 

納 言む こにして あ リし。 さて 持 明院の 三位の 中 將とぞ 申し、 それが むげに^ かリ しとき、 

松 殿の 攝籙臣 にて 御 出 ありけ るに、 忍びた るぁリ きをして あしく 行 あ ひて、 うたれ て 車の 

簇 きられな どした る ことの 有し を、 ふかくね たく 思て、 關 C 嘉應ニ 年 十月 サ  一 H> 高 倉お 

御 元服の 定めに 參內 する 道に て、 武士 等 を 設けて、 前^の^ を 切リし 也。 是 によ リて御 元 

服定 のびに き。 さる 不思議 ありし かど、 世に 沙汰 もな し。 次の 日よ リ乂、 松 殿 も 出 化-つも 

して あられけ り。 この 不思議 この 後々 のこと どもの 始 にて ぁリけ るに こそ。」 t> ぁリ、 これ 

に關 して虽 野恆 博士 は、 「蓋 作者 ノ 意中、 先 ツ^ 盛 ハ^^、 重 盛ハ仁 孝、 源氏 ハ^ 姥、 平 

氏 ハ^ 弱 ト申ス 如ク、 夫々 品評 ヲ假 定シ、 然 後-一筆 ヲ 下セシ 故、 事 實 ノ^ 見-一 合フ 者ハ、 

力 ヲ械メ テ之ヲ 敷衍 シ、 意見- 1 合 ハサ ル者 ハ、 之ヲ 删^ シ、 或ハ 反對ノ 事實ヲ 投造 ス」 と 

い つ てゐる a 


,H 涛 盛が 倩^ く 宽容な 人物であった 事 を 述べた 「十 訓抄」 の 例 を あげる と、 卷第 七に、 

「福 原 大相國 禪！： いみ じか リ ける 人な リ。 をリ あしく にが/ \ しき 事 なれ ども、 その 主の 

戲と思 ひて しつる をば、 彼が とぶら ひに、 を かしから ぬ 事 を も わら ひ、 いかなる あやま リ 

をし、 物 を 打ちち らし、 あさましき わざ をし たれ ども、 いひが ひなし とて、 あらき？ t を も 

たてず。 冬 案 一き ころ は、 小 侍 ども、 我が 衣の すその 下に ふせて、 つとめて は、 かれらが 朝い 

したれば、 や をらぬ け 出で て、 思 ふば かりね させけ リ。 召使に もお よばぬ 末の もの なれ ど 

も、 それが かた ざまの ものの 見る 所に て は、 ひとかずなる. S を もてなし 給 ひければ、 いみ 

じき 而目 にて、 心に しみて うれしと 思 ひけ リ。 かやう の 情に て、 ありと あるた. ぐ ひ 思 ひ 付 

きけ リ。 人の 心 を 感ぜし むと はこれ な リ。」 とあって、 浩 盛が 決して、 「平家」 に 述べられた 

やうな 惡 玉でなかった らし い 事が わかり、 事實と 脚色と に 甚だ 相違の あった 事 をお はせ る。 

(評) 補註の 例の やうに、 この 物語に は 「反對 の 事實を 捏造」 した 所が 少 くない。 勿論 事實 

を 何の 誇張 もな く列擧 した だけで は、 少しも 眞實を 語る 事 は 出来ない。 さう して 文學の 偉力 は、 

か、 る些 末な 事 S の 群 を 越え 淸 める ところに 發 揮され るので も あるが、 「平家」 が 本来、 歷史文 

學 として、 時代の 典型的な 姿 を 把へ、 偉大な 動き ゆく 事實に ひきずられ、 その 事に よって、 卷 

頭に 掲げられ たやうな、 何よりも 中世 的な 考へ 方から 逃れ、 中世 的な 固定から その 鮮やかな 藝 

術 性 を 奪還した 事 を 忘れる わけに は ゆかない。 併し 同時に、 「平家」 に豫定 された 構想に よれば、 

平氏の 亡び は、 因果 應 報の 現 はれで なければ ならず、 そのために は 淸盛は 是が非でも 惡 業の 親 
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玉で なければ ならない の だ。 又 賴朝を 助ける に 力の あった 重 盛 は 善人で なければ ならず、 彼が 

純粹 善人： であれば ある だけ、 淸 盛の 惡 玉 はき はだって 效果 的で ある。 卽ち この場合の 虚構 

は、 淸盛. 重 盛の 人格 等々 の事實 その もめより は、 物語の 進行 を 決定して 了った 作者の 世界 觀 

の 現 はれと しての アイデア リス ティ クな 手法が もつ と 主要な 根本的な 原因な ので ある。 

優れた 文學が 事實の 上に あぐらをかいて ゐる もので ない 事 はいふまで もない。 けれども 固定 

した 世界 觀の 暴力 的な 指 圔に從 つて、 眞實 性の 泉 源と もい ふべき 事實の 全て を 裏が へして しま 

ふ 時に、 その 作品 は どんな 罰 を 受ける か を 「平家」 は 又 語って ゐる。 淸盛 • 重 盛の 人物 形お が 

その 極漱な 誇張と 裏が へされた 事實 とのた めに、 一種の 傀懺の やうな 印象 を與 へ、 ^局 物語 全 

體の眞 寶性を 稀薄に し、 ほかならぬ 文學性 そのもの を话 めて ゐる事 を 銘記すべき である。 淸盛 

への 誇張 は 別の 意味での 長所 を 持つ こと を、 後に 述べる 積り であるが、 理想化 された 重 盛の 姿 

の 如き、 そのために 最早 肉 體を拔 き とられた 感の ある 事 は、 卷 第二 「敎 訓狀」 等に おいて 更に 

批評して みたい と 思 ふ。 

實際、 星野 博士の 說の 如く、 「平家物語」 の 虚構 は 定評の あると ころ だ。 頭註 及び 補註に 折々 

^したやう に、 登場人物の 相違、 年齡. 期日. 事件の 誤り は無數 にあり、 物語 中の 歌が 多く 借， 

り 物であって、 登場 入物の 關知 しない ものである など、 いくらでも その 史實 との 相違 を 指摘お 

來る。 併し、 「平家」 が單 なる 史書で なく 「歷史 文學」 である 以上、 この 程度の 些少な 相違 ゃ錯 

誤 は、 別にと りたて V 云 ふ 程の 結果 を 及ぼす もので はない。 

虚構と いふ こと も、 誇張と いふ こと も. 文 學には 寧ろ 必耍 なのであって、 むしろ その 事が あ 


つて 始めて、 文學は 寫眞の やうな 平面 的な 些末 主義から、 豐穰 な文學 的眞實 へ、 自ら を 高める 

事が 33 來る。 

併しながら、 事實に は、 顧慮す る ことなく オミット しうる ものと、 さう でない ものと が あつ 

て、 維 多な 現 實の諸 現象 を 作家の 眼光が 洗ひ淸 め、 事 實の群 を 文學へ 高める とき、 洗 ひ 流す こ 

との 出来ない 根源 的な 事實の ある 事 を 忘れる わけに は ゆかない。 作家が、 若し かう いふ 典型的 

な 事實を 無視した 場合、 その 作品 は、 何よりも 大事な 眞實性 を ゆがめ、 從 つて il 術と しての 高 

さ • 深さ を 失って 了 ふで あらう。 

「平家物語」 の 構想の 中には、 さう いふ 危險 を數々 散見 出来る ので あるが、 人物 構成に あって 

も、 か k る 手法に 煩 ひされた 場合 は少 くな く、 重 盛の 形象の 如き その 典型的な 例と 見うる であ 

らう。 

吾々 は、 この 物語が、 源平の 爭 ひとい ふ根洵 的な 事實の 線に 沿 ひ、 その 結果、 時代の 典型的 

な 姿 を 把へ、 當 代に 比類ない 文學を 創り 上げた とい ふ 事、 及び カ强ぃ 素朴な 誇張と 空想に、 健 

康な 一種の ロマ ン ティ シズム を 誇りうる とい ふ 事の 反面に、 同じ 物語の 中で、 眞實の 歪曲が 根 

强く行 はれて ゐた こと を 提示 すれば い，. - の である。 

「平家物語」 は、 かう いった 點 でも、 それ 自身の 中に、 偉大な 對 立と 矛盾と を 孕んだ 文學 であ 

る 事 を 注目すべき であろ。 

尙、 この 段の 說 話が、 如是の 虚構 を 通して、 資力 者の^ 位、 力なき 傳統 と枯渴 した 形式との 

沒落 を、 力強く 語って ゐる點 を、 十分 注意され ねばならない 事 は、 申す まで も あるまい。 長い 
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本文 篇  四 二 

間、 灌勢を 極めた 大藤 原氏衰 返の 過程が、 r 片田舍 の 侍 ども」 の 生き生きした 描. おのう ちに、 お 

のづ から、 併し 如何なる 說 明よりも 明瞭に 端的に 浮彫され てゐ るか を、 讚 者 は见遞 さないで あ 

ら、 つ。 


谷 


(1) 後白河 院 C 御所 法 住 寺^の 殿上の 

(2) その i  .* 引 額つ て 日 を 過され る 

(3) 前以て 大臣に 仟 する を 通 ぜられ る 

宣！ II ほ 

(4  ) 鉸 任の 御 稷中 しもす る こと 

(5) 不快な お 採に 見えた 

(6) 一一 百の 誤 

(7) 正 H- 天皇の 上皇 . 皇太后 を拜し 給 

ふため その 御所へ 行幸 せられる こと 

(8〕 愛らしく 

(3) 德子。 後の 建^ 門院 

(B) 中 穴に 次ト 高位の 女官 

. 親友 又は 他人の 子 をヒが 子 

にした もの 

(w〕 模^ 師長。 頼： 迪の 次男 

($2)：止„?廿四日大將辭任 

原 赏 能の 孫。 公 能の 子 

(ほ) その 役に 適した 人物 


是 によて 主上 御 元服の 御 定め、 その 日は延 させ 給ぬ。 同廿 五日、 院の 殿上に てぞ、 御 

げ ，> ぶく  せっしゃう r,?0  0.0 けんせん 

元服の 定め はありけ る。 攝政殿 さても 渡らせ 給 ふべき ならねば、 同 十二月 九 H、  ^{ぶ 

じ  だノ じ：^ う  .  rj) よろ-一び S を 

旨 を かう ぶり、 十四 日 太 政 大臣に あがらせ 給 ふ。 やがて 同 十七 日 慶 中し ありし かど 

も、 世の中 はに が/ \ しう ぞ 見えし。 

か f  (6ン  (7Z て- フ きん ざ やう 

さる 程に 今 歲も暮 ぬ。 明れば 嘉應 三年 正月 五日、 主上 御 元服 あり。 同 十一 二日 朝 鋭の 行 

かう  はふ わう によう ねん  5 ひかう ぶり  よそ ほひ  (S) 

幸 ありけ り。 法皇、 女院、 待ち受け 參らせ させ 給て、 初 冠 の御粧 いかばかり らうた 

(i  (sy にょう、 i  A) 

く 思しめ され けん。 入道 相 國の御 娘、 女御に 參らせ 給 ひけり。 御 年 十五 歲。 法皇の^: 

獍 子の 儀な り。  - 

其 比 妙 音 院の太 政のお ほいとの、 其 時 は 未- 2： 大臣の 左大將 にて まし ましけ るが、 大將 

を辭し 申させ 給 ふこと ありけ り。 時に 德大 寺の 大納ま 赏定 卿、 その 仁に 常り 給 ふ 出聞 


(1- ) 藤 原 忠雅の 子 

(2)新は新任のぉな 

(3) ひたすらに。 切に 

(4) 成 親 は 後白河 院の 御お に 入りで あ 

つ たから 

(5) 石淸水 八幡宮。 官幣大 ry— 

(6) 信讀 とも。 轉讀 の^； 詰で、 劣^な 

どせ や 全^ 忠赏 に讀講 する こと 

(7) 大般ぉ 彼羅密 多轻。 この 轻 を讀誦 


(8) 高^が 正しい。 石 清水 八楛宮 の 末 

瓧 

(9) ヘ犧山 • 石 清水 出 . S  •  ^爐山 

などの 名が ある 

(W) 使者。 つか はしめ 

(U) 寺^ 内の 事務 を 監督す る 職。 如 白 

本の 薆淸が 正しい 

(？ i) 鴨 山の 麓の 賀茂別 雷； ®!M 

(53)御；1:殿 


(J2) 花 は^ 親、 川風 は 神 をい ふ。 その 

時節で たいから * 分の 望 は 叶 へられね 

が 神を怨 むな よ。 盛衰 記に 「散る」 を 

「吾 も」 と ある 

(化) 佾侶。 盛衰 記に 仁 和 寺の 俊堯 法師 


(U) 吒幾爾 * 荼枳ほ ともかく。 外道の 

邪法で 管^の たぐ ひ 


一. 1 メか ね： 、さ   

ゆ。 又 花 山， 院の 中納 一一 一一に 兼 雅卿も 所望 あり。 その外、 故 中 御門の 藤 中 納言家 成 卿の 三男 

(0 ゥ  えり ちか  (3)  さ きしょ 二  さま^- \ 

新 大納言 成 親 卿 も ひらに 申されけ り。 院 の御氣 色よ かりければ、 樣樣の 祈をぞ 始めら 

ヽ 5  ノゃ t た  一一め (6〕 しんどく (7, だい はんにゃ  さいちう (8) かふ 

れ ける。 先づ. 八幡に 百 人の 僧 を 籠て、 眞 讀の大 般若 を 七日 讀 ませられ ける 最中に、 甲 


(S) 正 法に は づれた 法。 邪法 


良の 大明 神の 御前なる 橘の 木に、 男 山の 方より 山鳩 三つ 飛来て、 食 ひ 合 ひて ぞ 死にけ 

はちまん だい K ざつ  (S) し しゃ  みや てら  (U:: け.^, げ，. つ、 キ へや，"；^ い 

る。 鳩 は 八幡 大 菩薩の 第一 の 仕 者な り。 宮寺 にか \ る 不思議な しとて、 時の 撿抆 匿淸 

i** いん  しらぎくわん  み うら  oil 

Si 印 奏聞す。 神祇官に して 御 占 あり。 天下の 噪 ぎと 占 申。 「但し 君の 愼み にあら す、 臣 

ひる  しげ 

下の つ、 しみ」 とぞ 申け る。 新 大納言 是に 恐れ を も 致されす、 晝は 人目の 滋 ければ、 

夜な/ ヽ步 行に て、 中 御門 烏 丸の 宿所より、 賀 茂の 上の 社へ 七夜 鑌 けて 參られ けり G 

レ £ くしょ J かう  まどろみ  か も 

七夜に 滿 する 夜、 宿所に 下向して、 苦し さに、 うち ふし、 ちと 目陲 給へ る萝 に、 賀茂 

まう でん み と おし  (H)  二 ゑ 

の 上の 社へ 參 りたる と 思しくて、 御寶 殿の 御戶推 開き、 ゆ、 しくけ だかげ なる 御聲に 

て、 

03) さくち « な. A も  ，-、  ■  .  -  o 

櫻花賀 茂の 川 かぜ うらむな よ、 散る をば えこ そと V めざり けれ 

(S) ひじ 9 こめ  2 ほうでん おんう 丄ろ ， 

新 大納言 猶 恐れ を も 致されす、 賀 茂の 上の 社に、 ある 聖を镜 て、 御寶 殿の 御 後なる 杉 

まら  おし  (J だきに 

の 洞に 壇 を 立てて、 ， 拏吉 尼の 法 を 百日 行 はせられ ける ほどに、 彼の 大 杉に 雷 落ち か & 

ら- くわ  あ^  (？， 0  みやう ど 

り、 雷火 おびただしく 然ぇ 上て、 宮中 已に危 く 見えけ る を、 宮人 ども 多く 走り 集て、 

rs) げ +M  ひじ 9  しゅつ  さんろ，^ あ^ 

これ を 打消つ。 かの 外法 行 ひける 聖を、 追 出せん としければ、 「我當 社に 百日 參 籠の 犬 
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本 文 

(1) ど. ゥ しても。 決して 

(2)， ゥ ごかない 

(3) 钍 内の 法 現 ど ほりに 

(4)襟«?|に^をぁてて打っ* 

(5)_« は 自分勝手の 願 をき かれない 


篇  四 四 

ぐわん  け ふ  r) いづ  f  しゃけ  だい 

願 あり、 今日は 七十 五日になる。 全く 出 まじ。」 とて はたらかす。 此の 由 を 社家より 5： 

9  S  ついし； a つ  せんじ  b ん にん しらつ. * 

裏へ 奏聞し ければ、 「唯 法に 任せて 追 出せよ。」 と 宣旨を 下さる。 その 時 神人 白： &を以 

て、 彼聖 がうな じ を しらけ、 一條の 大路より 南へ 追 ひ 出して けり。 祌は非 鱧 をう け 給 

だいな 2 ん ひぶん 

、 非 分の 大將を 祈り 申されければ にや、 か k る 不思議 も 出 


はすと 申す に、 この 大納言 

で 来に けり。 

じょね ぢ もく  おん 

其 比の 叙位 除 目と 申 は、 院內の 御 はから ひに も あらす、 攝政 鵑 白の 御成 敗に も 及ば 

，  いっかう  の  ち く 

す、 唯 一 向平 家の ま \ にて ありし かば、 德大 寺、 花山院 もな り 給 はす、 入道 相 國の婊 

？ 安元 ミ年正 „« 廿 ほ曰重 盛 左 大将と 男 小 松 殿、 右大將 にて おはしけ るが、 左に 移りて、 次男 宗盛、 中納 一一 一一 " にお はせ しが、 

なる  、 1 

(7) 數 人の 上官 をと び こして 

(8) 安元 三年 正 月 廿 宗盛 右大 st- 


(<a) あい *i  口が ふさがらない 

(川) 首席の 大納言。 但し， この 時 は 源 

定 房が 一 の 大納言 


ど ラレよう もない 


數 輩の 上 藤 を 超越して、 右に 加 はら けれる こそ、 申す ばかり もなかり しか。 中に も德 

(W)  くわしよ く えい ゆ 5 さい. A  くいう ちゃう けち やく 

大寺殿 は、 一 の 大納言に て、 華族、 英雄、 才學雄 長、 家嫡 にて ましく ける が、 越え 

られ 給け る こそ 遣 恨 なれ。 定めて 御 出家な どや あらむ すらむ と、 人々 5： 々は 申 あへ り 

ゃラ  b  ろ 5 キ、 よ 

しか ども、 暫く 世の ならむ 樣を 見ん とて、 大納苜 を辭し 申て、 籠居と ぞ 聞 えし。 

Q  とくだい じ くわさん のゐん  (；=) 

新大納 Is 成 親卿宣 ひける は T 德大 寺、 花 山院に 越えられたら むは、 いか^せん。 平家 

よろ 

の 次男に、 越えら る、 こそ 安から ね。 是も 萬づ思 ふさ まなる がいた す 所 也。 いかにも 

ほん まう  JC そろ 

して 平家 を 亡し、 本望 を 遂げむ。」 とのた まひけ る こそ 怖し けれ。 父の 卿 は屮納 一-：: まで 

こそ 至られし か。 その 末子に て、 位 正 二位、 官 大納言に あがり、 大 國 あまた 給 はて、 


T)w 臣 

(2) 越後 守 兼 右 中将であった 

(3) 源義 朝と 謀った が淸 盛に 攻められ 

平 治 元年 (一 一 五 九) 斬られた。 年 二 

十七 

(4) 平 治 物語に 「旣に 死罪に 定 たりし 

を 重 盛 今度の 動 功の 赏に由 替て預 b 給 

ける 也」 と ある 

(5) 外部の 人の 来ない ところ 

(6) 說 いて 仲 問に ひき 入れ 

(7) 舉 兵の 計 劃 

(8) 要害 堅固な 城廓 

(9) 源雅 俊の 孫。 僭 寬雅の 子。 僧正の 

次位で 四 位 殿上人 に^ぜられる 

(^) 愚 管 抄には 靜賢法 印の 山莊と ある 

(") 後白河 院 

(は) 藤 原お 憲。 平 治の 亂に 信頼 等に 殺 

された 一 代の 學者 

(52) 靜賢  >  靜憲 とも。 法皇 もこの 人 も 

信じて 相談 相手と しても られ^。 淸盛 

も 殊に W ひて ゐた 

(M) ぎよ つと し 

(巧〕 急に。 さつ 


子息 所從 朝恩に 誇れり。 何の^ 足 IT か、 る、 七づ 力れ けん」 是儡レ ヌ. 腾 

へ いぢ  (2) ゑち、)  rqo のぶより  ちう 

えし。 平 治に も、 越後 中將 とて、 

殿 やう/ \ に 申て、 首 をつ ぎ 給へ 


(W) 心からお 笑 ひに なり 興ぜられ ^こ 

(U) 盛袞 記に 「を かしき 事 をい ひつ 

け 人 を 笑 はかし 待る ぞ かし。. - と ある。 

(？ 9〕 中原 賴季の 子。 檢 * 這 便 尉 を 判官 

とい ふ 

(W) 輕ぃ 接頭語 

(S) 藤原師 光の 法名。 加 賀守師 高の 父 

「淸水 寺 炎上」 に院 中の き b 者と ある 

(S3) 加 據の人 A 


旁と そ h 

弒 卿に 同心の 間、 旣に誅 せらる ベ かりし を、 小 松 

(5) うとき ひと  ひやう ぐ 

。 然るに その 恩 を 忘れて、 外人 もな き 所に 兵 具 を 

の へ 、 軍兵 を 語ら ひお き、 其營 みの 外 は 他事な し。  • 

£ ふもとし し  5 しろ  (《0  じゃラ くわく  C.CO しゅん 

東 山の 麓 鹿の 谷と いふ 所 は、 後 は 三 井寺に 綾いて、 ゆ、 しき 城郭に てぞ ありけ る。 佼 

くわん そう-つ；^:: ざん ざ う  めぐら 

寬 僧都の 山庄 あり。 かれに 常 は 寄り あ ひく、 平家 減 さむす る 謀 をぞ囘 しける。 或 時 

(u)  a かう  (S3)  しんせい  (は， じ やう けん.！ ：• ふいん  *  しゅえん 

法皇 も 御幸なる。 故 少納言 入道 信 西が 子息、 淨 憲法 印 御供 仕る。 その 夜の 酒宴に、 此 

由を淨 憲法 印に 仰 あはせられ ければ T あな あさまし や、 人 あまた 承 候ぬ。 唯今； i きこ 

えて、 夭 下の 大事に 及び 候 ひなんす。」 と 大に噪 ぎ 申ければ、 新 大納言 氣色か はりて、 

(は)  へいじ かりぎぬ 

さと 立 たれけ るが、 御前に 候け る 瓶 子 を、 狩 衣の 袖に かけて 引きた ふされたり ける 

を、 法皇 「あれ はいかに。」 と 仰せければ、 大納言 立 かへ りて 、「平氏た ふれ 候 ひぬ。」 と 

へ 5S) 

ぞ 申されけ る。 法皇 ゑつ ぼに 入らせお はしまして 

c^) へ い t うくわん やすより 

ければ、 平 判官 康頼參 りて、 「あ、 餘に へいじの 多う 候に、 もて 醉て 候。」 と 申す。 俊寬 

OR)  ノ、 び 

僧都 「さて それ をば いか^ 仕らむ する。」 と 申されければ、 西 光 法師、 「頸 を 取る に はし 

かじ。」 とて、 瓶 子の 首 を 取て ぞ 入に ける。 淨 憲法 印餘 りの あさまし さに、 つやく 物 

へお〕 よ り^ ともがら たれく 

も 申されす。 返す くも 恐し かりし ことども なり。 與 力の 輩 誰々 ぞ。 近 江の 中將入 
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c:) さるが う 

. 物 ども 參て 猿樂 つかまつれ。」 と 仰 


本文 篇  四 六 

れん. う  な o-i さ (1 ソ  し ©Iwili リ  も とおね  C ク oi さつな へい は 5  くわん 

れお 大 夫き ほと あるの： 道燕淨 俗名 成 正、 法 勝 寺の 執行 俊寬 僧都、 山城 守 基 兼、 式部 大輔稚 網、 平 判官 i 敏、 

E  -  r  そうはう，、 わん 「ぶふ さ しんへ いは シ くわん すけゆき つ c  くに-げんじ (3) た *-c くらんど ゆきつな  よ 9 き 

p^s 七 代の 孫。 I の 子 。環 宗 判官 信 房、 新 平 判官 資行、 攝津 國 源氏 多 田 藏人行 網を始 として 北： ぬの 聚 多く 與カ 

S 多 £ 莊に^ 住 

したりけ り。 

(評) 淸盛を 中心とした 平氏の 熒華 と增 長と、 數々 の 惡行を 述べ 来って、 作者 は その 反 力 

, ，  力の 反抗に 筆 を 及ぼし 始める。 その 最初の 明瞭な 表現が この 「鹿 谷」 の 段で ある。 

作者の 思想 はいつ も、 「盛者 必衰」 の觀 念から 離れない ので あり、 佛敎 的な 因果 觀 がその 根幹 

をな しつ V けて ゐる。 卽ち 平氏 は、 榮 華の 頂上へ I 迪 りついた が 故に、 又 その 數々 の 悪業の 故に 

亡びなければ ならぬ ので ある。 作者の 考へ では、 歴史の 進行 は、 何時もか^-る 宗敎的 • 道 ^的 

な 世界観に よつ て解釋 される。 從 つて 物語の 精 造 も その やうに 發展 させなければ ならな かつ 

二  o 

テ 

それ 故、 鹿ケ谷 反亂の 主謀者た ちの 先驅 的な 失敗 も、 作者に よって は、 まだ 上昇 期に ある 平 

氏の 陋倒 的な 力と、 反 平氏 諸贵 族の 未だ 脆弱な 力との 關係は 持ち出されず、 主謀者 成親鄉 の、 

最初から 忘恩の 陰謀 者と しての 面が、 特に 強調され てゐ る" 卽ち平 治の 亂に、 信顿に 同心し、 

重 盛の， 助命で 辛うじて 首の つながつ たとい ふ 「その 恩 を 忘れて」 反 a を 企てた 彼 は、 當然 失敗 

しなければ ならない とい ふ 構成で ある。 山鳩が 喰 ひ 合って 死ぬ 話 も、 祌舐官 の 御 占 も、 賀 茂の 

社の 御 神託 も大雷 も、 凡て 彼の 分 を 忘れた 非禮の 詳細な 說明 であり、 か-ろ 業因に 後の 失敗と 


なって その 業果 をうる ので ある。 この 物語の 作者の 持つ 強い 因果 思想の 觀念： 

隅にまで 行き わたって ゐる事 は、 铰に尙 いくつもの 例に 遭遇す るで あらう。 


の や、 フ に 隅 


(1) 上 首と して^ %%瑷 括す る 役僧 

(2) 喜 寺と も かく。 仁 和 寺の 院家 

(3) 名家と いふ ほどの 武 門 ではな かつ 

(4) 怒りつ ぼい 人 


.- ほ つし よ, nbclol: ゆぎ やう  $ ろ I.}  く げん  がしゅん  ヽ 2) き でら .H ふ-しくわん， ，\ 

此法勝 寺の 執行と 申す は、 京 極の 源 大納言 雅 俊の 卿の 孫、 ， 木 寺の：^ 印 寬雅. には子な 


(5) つ *4 らな い 

(6)一 方面の 指揮官 

(7) 莊園 

(8) 新任 大臣が 大臣 以下の 投 上人 を 招 

いて 張る^ 宴 

(9) 大臣 大 ® の 主賓 

(W) 玉 葉に この 時の. 尊者 は 三條大 15 日 

實 房と ある 

(； =) 一 の 上^。 左大臣 もい ふ。 左大臣 

が 先途 (家： S によ. 5 きまった 官位 昇進 

の瘙 E) であった が、 父の 賴 長が 左大 

臣で保 元 a の 首謀者の ため 身を弒 した 

ので 左大臣 を さけた 

(K) 妙 音 院の父 頼 長 


けり。 祖父 大納言させる 弓箭 を 取る 家に は あらね ども、 あまりに 腹 あしき 人に て、 三 

でう K うもんき やう Z.J く  ま へ  よ 

條坊門 京 極の 宿所の 前 をば、 人 を もやす く 通さす。 つね は 中 門に た\ すみ、 齒を くひ 

いか 

しばり ^てぞ おはしけ る。 かかる 人の 孫 なれば にや、 この 俊 寬も僧 たれ ども、 心 も 

^  ,  (5〕  む ほん  くみ  た * 

猛く あごれ る 人に て、 よしたき 謀反に も與 しける にこ そ。 新 大納： 一一 一； 1 成 親 卿 は、 多 田の 

ゆきつな よ 5  、J へん  (6 ン  たの 

藏人行 綱 を 呼で T 御邊 をば、 一方の 大將に 憑むな り。 此事 しお ほせつ る ものなら ば、 

-7) しゃう  めぶく ろ  しろな 乃 

國をも 庄をも 所望に よるべし。 先づ弓 袋の 料に。」 とて、 白 布 五十 端 送られたり。 

：  -め うおん ゐん  てん  M>- ふさの 

安元 三年 三月 五日、 妙音院 殿、 太 政 大臣に 轉じ 給へ るか はりに、 大納言 定房卿 を 越え 

(S ン £ いき. P う  「co そん t や 

て、 小 松 殿、 內 大臣に なり 給 ふ。 大臣の 大將 めでた かりき。 やがて 大饗行 はる。， 尊者 

A ほひつみ か どの fs) つねむ ね  (To  せんと  (ほ， う S あくさ 

に は、 大炊 御門 左大臣 經宗 公と ぞ聞 えし。 一 のかみ こそ 先途 なれ ども、 父 宇治の 惡左 

府の御 例 憚 あり。 
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本 文 

(1)as 府の 者が 多く 北面に なって 伺候 

した 

(2) 今 犬 丸の こと。 中 右 記に け 千 手 丸 


篇 


四 八 


(3) 千 手 丸の こと。 石 見守と た つ た 

(4) 比類な き、 萬 事ち-きり «! す敏 

(5)_R 次いで 上聞に^ する 役 


(6) 在鼸： B 人の 略。 の留 ザの 時國 

衙にゐ て 亊務を 代行す る 目 代 W 下の 官 

人の ga? 

(7) 宿根。 素姓の こと 

(8) 兵 部 省に Is し， 兵 庫 *國 府を 守護 

する 兵士 をい ふ 

(3) 親王 大臣 A 下の 諸家に 仕へ 扈從雜 

役 をな す 下級の 待 をい ふ 

(w)^ 門 尉の 異稱 

(《:) 平 治の a 


お〕 一 年中の 疫氣も 挑 ふ 儀式 

(53) どし どしゃる 

(W) 莊 aw 地 を橫頜 する 

(は) たと ひ 召 公 ほどの 善政で はなく と 

も。 召 公 は周武 王の 時 地方に 善政 を拖 


K, 、めん  こつ. ffc(l)<~  >  あ.？ 

北面 は 上古に はな かりけ り。 白 河 院の御 時、 始め 置かれて より 以洚、 衞府 ども 數 多 候 


けり。 爲俊、 盛 重、 童より 千 手 丸、 今 犬 丸と て、 是等は 左右な き 切者に てぞ ありけ る • 

と ば  すゑ す *5 よ，  (Co てんそ 5 

鳥 羽 院の御 時 も、 季敎、 季賴 父子、 共に 朝家に 召 仕 はれ 傳 奏する 折 も ありな ど 聞え し 


かど も、 皆 身の程 をば ふるまうて こそ ありし に、 此 時の 北面の 輩 は、 以外に 過分に て， 

くぎ やう てんしゃう びと  せつ  げ ほくめん  しゃ. r ほくめん 

公卿 殿上人 を も 物と もせす、 禮儀禮 節 もな し。 下 北面より 上 北面に あがり、 上 北面よ 

てん じャ う まじ は ，  • 

り 殿上の 交 を 許さる、 者 も あり。 かくの み 行 はる、 間、 おごれる 心 ども も 出き て、 

む 5 ん  くみ  しんせい もと  もろみつ，， かげ 

よしなき 謀反に も與 しける にこ そ。 中に も 故 少納言 入道 信 西が 許に 召使け る師 光成 景 

あ は  (6) ざいち やう  (7,t£  くこん  げ らふ  (S ゾ 一んで い 

とい ふ もの あり。 師光は 阿波の 國の 在廳、 成景は 京の 者、 熟根賤 しき 下菔 なり。 健兒 

わら は  (9, かく  3ん しゃ  さ. A-o'  r 

童、 もしくは 恪勤 者な どに て 被 二 召 仕 一け るが、 賢々 しかりし によりて、 師光は 左衞門 

(W) ゆきへ c じ よう  (U ン 

尉、 成景は 右衛門 尉と て、 二人 一度に 靱負 尉に なりぬ。 信 西が 事に あ ひし 時、 二人と 

さいく わ 5  さいき やう  ft  くら 

もに 出家して、 左衞門 入道 西 光、 右衛門 入道 西 敬と て、 此等は 出家の 後 も、 院の 御倉 

ぁづか 9  もろた. A  今り も 0  けんび わ し 

預 にて ぞ在 ける。 かの 西 光が 子に、 師 高と いふ 者 あり。 是も 切者に て、 檢非遠 使 五 

のじよう へあがつ  (^) っゐな  ぢ もく  の  こくむ 

位 尉に 歷 上て、 安元 元年 十二月 廿 九日、 追儺の 除 目に、 加 寸にぞ なされけ る。 阈務 

ひ はふ ひ れい (ST ちゃ 5 ぎ やう  t んじ やぶつ じ  けんもん せいけ -.3) しゃう りゃう もった う  さんく 

を 行 ふ 間、 非 法 非 禮を張 行 し、 祌社佛 寺、 權門 勢家の 庄 領 を沒 倒し、 散. -の 事共 

た., j ひ (Ja)  を んびん まつ， 2 と 

にて ぞ ありけ る。 假令 せう 公が 跡を隔 つと いふと も、 穏便の 政 を 行 ふべ かりし に， 

こくし  もろつ. «f 

かく 心の ま、 に ふるま ひし 程に、 同 二 年 夏の 比、 國司師 高が 弟、 近 藤 判官 師經、 加賀 


(1) 國司 の 任務 も 代行す る 役 

(90 京 か. ら 地方に 到着す る 

(3) 國衙の 所在地。 加賀 國能卖 郡 古河 

村 大字 古府 

(4) 國司 方の 役人 

(5) 國司 がその 支配 地に 入る 


(6) 搾 會に乘 じて 


, の 目 代に 補 せらる。 目 代？.. 着の はじめ V:. 酵庥 の^に 鵜 川と いふ 山寺 あり。 寺 僧 どもが 

ざ ふにん 


(7) 盛 褻 記に 白山 中宮と ある 

(8) 眞言 密 法傳授 をす る 僧 

(9) 別宮、 佐羅， 中宮の 三 社 

(W) 北の 四 寺に 隆明、 诵泉、 長寬、 善 

興、 南の 四 寺に 昌隆， 護國、 松 谷， 運 

華で、 八院 

(？：) 寄せす にた めら ひと ゾ まった 


境 節 湯 を わかいて 浴びけ る を、 亂 入して おひ あげ、 我 身 あび、 雜人 共お ろし、 馬 洗 は 

(4)  くにが. fc  (5) に-ふぶ  4-- ん 1- 

せな どし けり。 寺 僧 怒 をな して T 昔より 此 處は國 方の 者 入部す る ことなし。 速に 先例 

： - に ふぶ あ ふば う  さき 》*\  ふ かく 

に 任せて、 入部の 押妨 をと^ めよ。」 とぞ 申け る。 「先先の 目 代 は、 不覺で こそい やしま 

れ たれ。 當目代 は その 儀 ある まじ。 た^ 法に 任せよ。」 とい ふ 程 こそ あり けれ、 寺 曾 ど 

くにおた  ついしゅつ  くに. A た  (flo ついで  らんに ふ  ^9 

も は、 國 方の 者 を 追 出せむ とす。 國 方の 者 共 は 次 を 以て、 亂入 せんとす。 うちあ ひ 張 

^  ,  ざう  のち  きう せん ひやう 

合 ひしけ る 程に、 目 代師經 が秘藏 しける 馬の足 をぞ打 折りけ る。 その後 は 互に 弓箭 兵 

g や 5  す 

仗 をたい して、 射 合 ひ 截合ひ 數刻戰 ふ。 目 代 かな はじと や 思 ひけむ、 夜に 入て 引退く。 

ざいち やう もよ ほ  う 

其 後 當國. の在廳 ども 催し 集め、 其 勢 一 千 餘騎鹈 川に 押 寄せて、 坊舍 一宇 も殘 さす 燒拂 

(7) はくさん  ちしゃく かくみ やう 

ふ。 鵜ガ とい ふ は、 白山の 末寺な り。 この 事訴 へんと て 進む 老僧 誰々 ぞ。 智釋、 學明、 

さの (80 あ 


(J3) 由 E の 鉢に う つた 鈸 

(M) あけむつ。 午前 六 時 

(le) 本山の 比^山 延唇 寺。 久安！ 一 一年 四 

月、 白山 は * 寺と なる 


寶臺 房、 正智、 學音、 土 佐 阿 閣梨ぞ 進みけ る。 白山 三 社、 八院の 大衆、 悉く 起り あ 

ひ、 都合 その 勢 ニ千餘 人、 同 七月 九日の 暮 方に、 目 代 師經が 館 近う こそ 押 寄せ たれ。 

け ふ  あす  (U)  つゆ 

今日は 日暮れぬ。 明日の 軍と 定めて、 その 日 はよ せで ゆらへ たり。 露 ふき 結ぶ 秋風 は、 

(^づ いむけ  ひる^へ  くも ゐ  いな-つま へ かぶと  か-やか 

射 向 の 袖を飜 し、 雲井 を 照す 稻妻 は、 胄の 星を燧 す。 目 代 かな はじと や 思 ひけん- 

, , ゴ  へ 3)  とき  じ やう 

夜 逃に して 京へ のぼる。 明くる 卯 刻に 押 寄て、 閧を どと つくる。 城の 中には 音 もせす。 

(ほ) 

スを 入れて 見せければ、 皆 落て 候と 申す。 大衆 力 及ばで 引退く。 然 らば 山門へ 訴 へん 
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、本 爻篇  五 o 

ちう ぐラ じんよ  ひ えい  (10 

T) かつぎあげる  とて、 白山 中宮の 神輿 を かざり 奉り、 比歆 山へ ふりあげ 奉る。 同 八 月 十二 日の 午刻 計、 

はくさん じんよ  ひ えい ざん (2. ひがし 、かもと  ちい 

w』s は S で 湖 。近 江 I 白山の 神輿、 旣に 比歡山 東 坂 本に つかせ 給 ふと 云 程 こそ あり けれ、 北！： の 方より 雷 

贺都 坊本衬 

、  -  はくせつ  (00? ん t や *r(J-) らくちう 

^0  おびただしく 鳴て、 都 を さして 鳴りの ぼる。 白雪 くだりて 地を视 み、 山上 洛中お し 

. にき は  しろた へ 

たべて、 常 葉の 山の 梢まで 皆 白妙に なりに けり。 

.  OS この 揷 話の やうに、 國司 や：： n 代た ちが その 地位 を亂 用して I 社寺 を 始め^ 贵 族の 莊園 

を 侵略 檳領 する 事 は、 當 時の 一般的な ありふれた 現象であった の だが、 作者 は、 これ を も 亦 

「おごれる 心」 にた かぶった 謀反 人た ちの、 惡 業因と して 點 出す るので ある。 

併しながら、 この 叛軍 一味の 暴力 的な 一 挿話 は、 その 描寫に 於いて、 特に 注目に 價 ひする。 

目 代の 押妨に 始ま る 後半、 少しも 俘滯 しない 事件 や 人物の 動き、 謂 はぐ 對 象の 動的な 把 へ 方 は、 

自然 描寫 へまでお し 及ぼされて ゐる 。「雷お びた V しく 鳴て、 都 を さして 鳴りの. ぼる」 以下の 一 

章の 如き、 勿論 中世の 文章に 共通な 類型的な 把へ 方 はまぬ かれない にしろ、 平安時代の、 ^敏 

で錢 細で はあった けれども、 あの あくまでも 靜 的な 描寫に 見る ことの 出来ない 新しい 性格に 褢 

付けられた ものである。 

：：： 前に する 目まぐるしい 現 實の轉 化 を、 最早 否定しょう とせず、 避けようと もせず、 寧 

ろ それに 興味 を 持ち、 それ を 是認し うる 立場に ある ものば かりが、 この やうな 描寫の 方法 を、 

我が ものと する 事が 出来た i: だ。 作者の、 とにかく 現赏 的な 態度が、 「平家物語」 に 特に 著しい、 


動的 描寫と い ふ 新し ぃ特徵 的な 武器 をつ くりあげ たの である。 

表現の 問題 は、 單に 作者の 才能の 相違な どに よる もので なく、 まして や、 作者の その 時々 の 

思 ひっき や、 技巧の もて あそびの あれこれ などで はなく、 もっと 根本的な 作者の 現 實に對 する 

態度 如何に、 その 基本的な 問題と 泉 源 を 持って ゐる こと を、 吾々 はこ、 でも 敎 へられる ので あ 

る o 

而も これらの 描寫 は、 平 曲 特有の 昔 調に よって、 一層 その 效果を 上げた 事が 想像され る。 「進 

む 老僧 誰々 ぞ。 智釋、 學明、 寶臺 房、 正智、 學音、 土 佐の 阿 闍梨ぞ 進みけ る。」 等々 に 見える、 

まるで いかめしい 動作 を そのまん 示す やうな 荒削りの 漢文 口調と、 流動的な 諧調と は、 優れた 

描寫の 上に 更に カ强ぃ 伴奏 を與 へて ゐる事 を 注目すべき である。 「平家物語」 が、 琵琶の 伴奏 を 

もって、 關東 なまりの 荒々 しい 音調で， 語られた ものであった 事 を、 吾々 はこ、 にお も ひお こさ 

ねばならぬ。 、(「研究 篇」 參照) 

平 曲の 聽衆 たちが、 心 躍りながら、 めまぐるしい 現實の 進行 を敎 へられ、 おの づ から 積極的 

に 同感せ ざる をえ なくなった であらう 事 も、 かう いった 獨特 な、 而も 優秀な 表現の 問題 を拔き 

にして は考 へ られな い 箬 である。 

かう して、 「平家」 の 表現. 文章 は、 作者の 現實 的な 態度に 根ざし、 聽 者. 讀 ほの 胸 を 鳴り ひ 

びかせ ながら、 彼等の ものの 考へ 方まで を、 作者と 同じ 系列へまで 引き付ける 事に 成功した 著 

しい 例と いふ 事が 出來 るので ある。 
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本 


文 篇  五 二 

【梗概〕 山門 は師 高の 流罪、 師經の 禁獄 を 奏聞した が 裁許が 遷延した ので、 山 僧 は 後 ニ條の 

關白 を呪咀 した。 で、 關 白の 母 政所 は 願 立 をして 平癒 を 祈った (願 立)。 重 盛と 賴政は 一族 を 率 

ゐて、 强訴 する 山門の 大衆 を 防ぎ、 大衆 は 平氏に 多數を 射殺され、 恨 を 呑んで 本山に か へ り 

(御輿 Ifey 再び 下洛 する の を 時 忠は押 止めた。 その 時 大火が 起って 京の 大半 は燒 失した が、 こ 

れは山 王の 咎めで あると いふ (內裏 炎上)。 


ひ、 rrl- は 「 官人」 と ある。 或 

!B 使 は I 人 I 所^^ 

(-40B 吉 * 瓧の jjw 

(5) 一  生 懸命に な つ て 

(6) 比^山 更塔^ 本 中堂の 南 十で 

お su。  i 次ぎ 

342 に はぜられ るぬ ".fe 

(《0 山 王 七 瓧 の 一 

(9) 座主が 配所に 行く や 5 なと とこよ 

つ たら。 さあらん に&て ± 

!f レ) J:^ てこの 麓に 鐳座 して ゐて も 
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一 行 阿 闍梨之 沙汰 

■g^K 向て ば ひとぶ 奉るべし。 

ほ 故な う 執 得 奉らん 看 難」^ 御 力の 外 は P ぉ領 2"^" は 

しめ 給へ。」 i 露』 ほ^: 

零き なる i? 五 

^ 狂 f つ 出たり 「我 十 禪師乘 居させ 給へ り。 末代と いふ： H、、 

山の 霣首 を、 i 、也 i / 1 おに ,  (ノ  J^y 等 カ^ 

し 5? きへ 鐘 さるへ き 。生，？ に I し。 おらむ 

跡 をと^ めても、 可 こ、. C  -.-  ノ  O  -  さ 5  ま ム濩に 

？ 〔 に 力 はせん。」 とて、 左右の 袖 を 顔に 押 あて、、 ？ はらく と 流 


本 文 

(1) おつげ。 神託 

(2) 託宣の s« を 知る «s 據 

(3) 裤の名 號 を唱へ ると き數 もかぞ へ 

る珐の 義。 念珠 

社の 床 

(5) あらた か。 いちじるしい 

(6〕 有 si さに 感じて 

(7) 神意が かうならば 


(9〕i«s 里の 東 十五 町の 湖 St 

(W) 同 栗 太 郡 山 ffl 村 

矢^。 向 郡 老上村 


(si) 聖武 天皇 天平 十三 年に sea に 令し 

S 毎に 建立せ し 寺。 こ、 は 近 江の 國分 

寺で； «賀 郡 石山 村字國 分が 遺^で ある 

(S3) 勅令で 勘當 されお 者 

(M) 禁秘抄 にいって ゐる。 恐れ入り 謹 

惧 する 意 

(S5) 當時 院宣 は宣 旨よりも 重んぜられ 

たので 上に 記した 

(se)H< の 一一 一 台皇に 象り 三 公 を 指す の異 

铕 である。 太 政 大臣 左右 大臣 

(U) 周 代に 外 朝に 三本の 槐も植 ゑ 三 公 

これに 對 座した 故事から 三 公 もさす 

お 山に 人り 條 行し おこと。 el^ は 

比 4£m の 一 峯 

鬮鲺宗 の IT 天台宗 

(M) 顯敎 密教 何れの 宗旨 もも 

(S) 兩 所- n 一聖の 訛。 山 王 七 社の 中、 二 

宮大宮 *- ー兩 所と いひ 是に聖 眞子も 加 へ 

て三聖 又は 兩所 一 一 一聖と いふ 

(K〕 荼轵 色。 僧衣 中 最高の 色 


篇  五 四 

V- ん t  3 ん げん 1.1) おくせん  われら しもし 

す。 大衆 これ を あやしみて T 誠に 十 禪師權 現の 御 託宣に てあらば、 我等 驗を 參らせ 

もと ぬし かへ  てんで も (To しめ *■ 

ん。 少しもた がへ す 元の 主に 返し 給へ。」 とて、 老僧 共 四 五 百 人、 手 手に 持た る數珠 ど 

ぞんじ (*r)K ほ iSA うへ  あげ  も C ぐる ひ はし  ひろ あつ  41 が < 

も を、 十禪 師の大 床の 上へ ぞ投. ^たる。 此物 狂、 走り ま はて、 拾 ひ 集め 少も 違す、 一 

もと ぬし  くばり  しんめい れいげん .5〕 あらた  fc*.c  た ろ  (6:>&き 

一 に 皆 元の 主に ぞ陚 ける。 「大衆 神明の 靈驗 新なる 事の 尊 さに、 皆 { 羊 を 合て、 隨喜 


の感 淚をぞ 催け る。 「其 儀なら ば 行 向て 奪留 奉れ。」 とい ふ 程 こそ あり けれ、 雲鍰の 如く 

.H つかう  (《0 し が (Co からさき は i ぢ  (S やまだ- U ノゃ  --t やう 

にお 向す。 「或は 志賀 唐 崎の 濱路に 歩みつ どける 大衆 も 有り。 或は 山 田 矢ば せの 湖上 


に 舟 押出す 衆徒 も 有り。 是を 見て、 さし も緊 しげな りつる 追 立の^ 使領送 使、 四方へ 

皆 逃 去りぬ。 

f ほ〕 こくぶんじ まみ，  せんざ す .《 ほき  (； T ちょくかん  (：：) 

大衆 國分 寺へ 參向 ふ。 前座 主 犬に 驚いて、 「勅勘の 者 は、 月日の 光に だに も當ら すと こ 

(：： ^わん ぜんせん じ 

そ 申せ。 如何に 況ゃ、 急ぎ 都のう ちを逐 出さる べしと、 院宣宜 旨の なりたる に、 しば 

と  • の K  はしち. A 

しも やすら ふべ からす。 衆徒とう/ \歸 り 上り 給へ。」 とて、 端近う ゐ 出て 宜 ける は、 

<.25 ノ *1 い (f;) くわい もん  (S5 し めいいう けい まど  こ <?かた  S, &ん じう け 5 はふ かく 

「三， ムロ 槐鬥の 象 をいで て、 四 明 幽溪の 窓に 入し より 以降、 廣く圓 宗の敎 法を學 して、 

fi^) けんみ つり や 5 しラ まなび  わが  こうりう  いの 9 

0 密兩 宗を學 き。 只 吾山の 與隆 をのみ 思へ り。 叉 國家を 祈 奉る 事 おろそか ならす。 

i ぐく  せう らん  あやま  む じつ 

衆徒 を， 育む 志 も 深 かりき。 兩所山 王定て 照覧し 給 ふらん。 我 身に 誤つ 事な し。 無實 の. 

つみ よ  をん る  ちラ くわ か うぶ 

罪に 依て、 遠 流の 重科 を 蒙れば、 世 を も 人 を も 神 を も 佛をも 恨み 奉る 事な し。 是 まで 

ほ. 5 し  (？ ぞ： «  ころも し a り あへ 

訪ひ來 給 ふ 衆徒の 芳志 こそ、 報じ 盡 しがた けれ。」 とて 香染の 御衣の 袖 絞も敢 させ 給 は 


(1) 佛擧を 修め 修行す ろ 者 

(2) わらぐつ。 わらお 


(3) 止 住する 僧侶 

(4) 盛衰 記に もと 園 城 寺の 僧。 山門に 

移； したと ある 

(5) 勇武に すぐれ^ 僧 

お ほる. ら i  - 

(6) 大^ 問。 問 も 荒く あけて 黑の 太い 

革で とぢ^ 鎧 

(7) 革 も ffi ね 問に 鐵の R 金 も 入れた 厚 

い 札 

(0O) ^の^の 下 前後左右に 垂れた のが 

草摺。 それ も 長く 下へ 垂れる やうに 着 

て 

(9) そんな 躬ぃ御 心 だから 


ねば、 大衆 も 皆 淚をぞ 流しけ る。 御輿 さしよ せて、 一とう/ \ めさる ベう 候。」 と 申 けれ 

し si  くわん じゅ  る にん  な  い かん 

ば、 「昔 こそ 三千の 衆徒の 贯 首たり しが、 今 はか k る 流人の 身と 成て、 如何が や ごとな 

(1 ノ しゅがく しゃ ち ゑ  かき さ、 げ  の K  たと ひ  ON) わらん づ 

き修學 者、 智慧 深き 大衆 達に は 界捧ら れては 上るべき。 縦の ぼるべき なり 共、 鞋 など 

おなじ ャ 5 ちゆみつ f 

いふ 物 をし ばり はき、 同 樣に步 綾いて こそ 上らめ。」 とての り 給 はす。 

こ、  だ ふ. 3〕ぢ うりよ、 To かいじ やうば う あ じゃり いうけ い  (5) あぐそう  たけ  ば. AO- あり  くろ か はお どし 

爱に西 塔の 住 侶、 戒淨坊 の阿閣 梨祐慶 とい ふ惡僧 あり。 長 七 尺 計 有け るが、 黑革絨 の 

(6) お ほ あらめ (7. かね  (S, く ざ卞，  き なし かぶと  ぬ はふし ばら もた  しら 

鎧の、 大荒 目に 金 まぜた る を、 草摺な がに 着 成て、 胄 をば 脫ぎ 法師 原に 持せ つ、、 白 

おしわけ  せんざ す 

て、 大衆の 中 を 押 分々 々先 座主のお はしける 


柄の 大 長刀 杖に つき T あけられ 候 へ 。 

だい まなこ みいから か 

所へ つと 參 りた 


大の眼 を見瞋 し、 暫 にらまへ 奉り、 「その 御 心で こそ、 か、 る铕目 

おそろし 

急ぎの 


にも 逢 せ^へ。 とう/ \ 召る ベう 候。」 と 申ければ、 怖 さ 

はふ 


• 給 ふ。 大衆 取得 奉 


る嬉 さに、 賤き 法師 原に は あらで、 止 事な き 修學者 ども、 舁捧 奉り 喚き 叫んで 上け る 


(S3) 他の 人が 舁き 疲れて 代っても 

0=) 輿の 前方の 夔 

(？ J) 碎け よとば かり 握つ て 

(55) 東-お 本から 東 塔へ の迈路 

(M) 大 U 如来 を 本尊と す 

(Je) 大衆 僉議。 一山に 開す る こと を 全 

僧徒が 評 fif.:i おする 

<-se)s^l;^ の 法 を 修道す ると こ ろ 

(U) 牛の 角 の 如く 相 並 ん で 優劣 長短 の 

ない こと 

(は) 意見 

(ss)fi 門 本 「餘 m に 越え」 


に、 人 はか はれ 共； はか はらす" 前奧舁 て、 長刀の 抦も 輿の 轅も、 碎け よと 取 ま、 

v が (3  ノ ひがし さかへ いち S  く  だいかう だう  こし か 今す ゑ (1:0 せんぎ  1] 

に、 さし も嶮 しき 東 坂 平地 を 行が 如く 也。 大 講堂の 庭に 輿舁 居て、 愈議 しける は T 抑 

あよ • つ  ， 、わん じゅ うば ひ  ちょくかん かう ぶ  るざい 

我等 粟津に 行 向て、 貫首 をば 奪と ぐめ 奉りぬ。 すでに 勅勘 を 蒙りて、 流罪せられ 給 ふ 

もち.,. -  い か,'  かいじ やうば うの あじ； -り 

人 をと りと^め 奉て、 貫首に 用 申さん 事、 如何 有べ からん。」 と资議 す。 戒淨 坊阿闍 梨、 

さき  ぶ * う れいち (：2： ちん 2 こく. A だ 5 ちゃう さん 

又 先の 如くに 進み出て 僉議 しける は T 夫 當山は 日本 無 雙の靈 地、 鎭護國 家の 道場、 山 

わう  ゐ くわ- リさ かん  ぶつ.， に ふわう はふ (low かく  (S.: い しせ  ， (s).；-^ び 

王の 御 威光 盛に して、 佛法 王法 牛角 也。 されば 衆徒の 意趣に 至る まで 雙 なく 賤 
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本 文 


(1) 比 a  一  5 の S 戎の ssi ち 天台 主 

(2  )顯： せ 兼皋の 座主 を 失って 

(3)$ 簡を 修める 歡 多の 儈 $ 

(4i 

(5) 生前の-名 ま 

(Co) 死後の S ひ 出 0 たね 

(7) いかめしく 怖し い 意 


(9) 袞生 を！ ふため かりに 人の 形と な 

つ S" 高 僭に いふ 

(P 金 s 智三 |» について 畢び善 無 長と 

ともに 大 B 經を譯 した 眞言 宗 の佾。 大 

PIKiw とおす 

(M) 唐 六 代 H の 帝 

(？！！)玉き*:%に^禱する僧 

(；3)>&名を たてられた 

(W) 西域の 吐ダ羅 31 の H か 

(は) お 帝 行幸の 道 

(se) 大罪 を 犯しお 罪人 

(W) 歩いて ゆく 5 ちに 道に 迷 ひ。 以下 

一 和漢 朗詠^」 の 句に よる 

(は) 钧木が g 蒼と 茂り あ ひ 

(W) 谷川 

(ffl) 天の It 

(S) 羅^, 計 都の 二 BS に 日 g 火水 木金 

土の 七& "星 を 加へ た S 

(お)， 九 曜 星の E ち^ した 形 


篇  五六 

かろ  いはん ち &  > ラオ  ，、わん tit 

き 法師 原まで も、 世 以て 輕 しめす。 沉ゃ 智慧 高貴に して、 三千の 貰 首たり。 今 は德冇 

こうぶ 二  <! 


おもうして 一 山の 和尙 たり。 罪な くして 罪 を 蒙る。 是 山上 洛中の 愤 

あてけ，  (2) けん^つ あるじ 5 しな  _*3 ン  か， 、，二、. T.. けい 1.- つ つとめ： こた  -1/ ろ ， こ， 3 

嘲 に 非す や。 此時顯 密の主 を 失て、 數 輩の 學 侶， 螢雪の 勤怠ら む 事、 七う かるべし 

せん  い. つけいち やう ほん しょう  きん 2,、 る ざい  ベ はね  -..f)  ^h^< 

詮 する 所、 祐慶張 本に 稱 せられ、 禁獄 流罪 もせられ、 首 を 刎ら れん 事、 今生の 面目 

『6 ノ 30 いど  さう がん  o 

冥 途の思 出なる べし。」 とて、 雙 眼より. 淚を はら/ \ と 流す。 大衆 尤々 とぞ 同じけ る 

其より して こそ、 祐慶 をば いかめ 房と はい はれ けれ。 其 弟子に 慧慶 律師 をば、 時の 人 

小い かめ 房と ぞ申 ける。 

だいし ゆ せんざ す  .--5 ゼふ みたみ だに めう，、 わう ばう いれ  (《0 わう さい んげ  』  ' VI  -  S 

大衆 先 座主 をば、 東 塔の 南 谷、 妙 光 坊に入 奉る。 時の 橫災 は、 權 化の 人 ものが れ^ は 

V- に-う (s〕 ぎ やう あじゃ. 9  (U) げんそ，？、 わうて い： y:5  S そ 5  おはし  1J: ん そう A^^ 

ざる やらん。 昔大 唐の 一 行 阿闍梨 は、 玄宗 皇帝の 御 持 僧に て 坐け るが、 玄宗の 后^: お 

ひ (3;,  あ i> た 

妃に名 をた ち 給へ り。 昔 も 今 も、 大國 も小國 も、 人の 口の さがな さは、 跡形な き 事な 

ラ tsA ひ よ  (3)/、 わら  くだん  み  9 ん す.' 

りし かど も、 その 疑に 依て、 、果 羅國へ 流され させ 給 ふ。 件の 國へは 三つ 道 有り。 輪 池 

e う  0^ かう みち いうち * う  ざ ふにん .A よ みち あんけ っ^う  5 うく， わ  0->^  -.  .  3 

道と て、 御幸 道、 幽 地道と て、 雜 人の 通 ふ 道、 晴穴 道と て、 重科の 者 を 遣寸逍 なり 


ぎ S う あじゃ 9  SS) たいまん  ま 尺け つまう  --  - ！;  ]fc 

されば 彼 一行 阿閣 梨は大 犯の 人 なれば とて、 暗 穴 道へ ぞ遣 しける 七日 七夜 力 間 月 


日の 光 をみ すして 行 道な り。 冥々 として 人 もな く、 行步に 前途 迷 ひ、 森森と して 山 深 

ヒ ノ  J- ん 二く  二け  ns-a  むじつ つみ よ  をん る ちみく. ゆ 

し。 唯澗 谷に 鳥の 一 聲計 にて、 苔の ぬれ 衣 ほし あへ す。 無實の 罪に 依て、 遠 流の 重科 

かう  (一?ノ てし^う あよれ  (r つえ 5(" 一) かたち げん 

を 蒙む る 事 を、， 天道 憐み 給うて、 九 曜の形 を 現じつ \、 一行 阿 閒梨を 守り 給 ふ。 に 


かみ 令-つ  5：； だり たもと  えう かたち 5 つ  わ うてう しん 3 ん  5 ん さし  ( ン 

^^^P_M^^.^ 一  行 右の 指を隨 切て、 左の 抉に 九曜の 形を寫 されけ り。 和漢 雨 朝に 眞言の 本尊た る 丸) 

*^aa  えう まんだ ら 

S,  曜の 曼陀羅 是也。 

(評) この 段で 最も 特徵 的な の は、 惡僧祐 慶阿闍 梨の 姿と 行動と である。 丈 七 尺の 彼 は、「黑 

革滅の 鎧の、 大荒 目に 金 まぜた る を、 草摺な がに 着 成て …… 白 柄の 大 長刀 杖に つき、」 大衆の 中 

. を 押し分けて、 一山 授戒の 師-大 先達 明 雲 を さへ 「犬の 眼 を見瞋 らし、 暫 しにら まへ 奉り、」 そ 

の肉體 的な 偉力と 氣魄 とに よつ て 、 明 雲 奪還の 目的 に 忽ち 成功し たのであった。 

卷ー 「額 打 論」 に 立 現 はれた 惡 僭の 形象 以上に、 このい かめ 房と 呼ばれた 祐慶は 大きな 力と 

して 描かれて ゐる。 こ V に は 最早、 天下の 僧侶に 號 令し、 絕對の 尊崇 を 一身に 集めた 天台 座主 

の 德行も 智力 も、 一 人の 惡 僭の 行動の 前に は 如何に みじめに 服從 しなければ ならなかった かが、 

又宗敎 的な もの も、 儒敎 的な もの も、 何よりも 當時を 支配した 傳統 的な もの さへ も、 ー惡 僧の 

行動に 忽ち 打破され て 了 ひ、 事件 は 欲する と 否と に拘 はらず、 か.^ る實 カ行 動の 方向へ 發展せ 

. . ざる をえない 事が、 無意識の うちに 倂し强 力に 主張され てゐ る。 

鎌倉時代と いふ 貴族 社 會の轉 換期を 身 を 以て 經驗 し、 當 時の 現實の 動き をい ち 早く 感じ取り、 

同じ 時代の 舊ぃ 中央の 責族 たちが、 その 存在 を 認める 事 さへ 不快に 思った 盛り 上って 来る 新 時 

代の 勢力 を事實 として 認め、 終に は現實 的な ものの 考へ 方、 感じ 方、 見方 を、 單 なる 思想と し 

てではなくて、 知らず知らず 肉體 化させて 了った 作者 を 吾々 はこ、 に考 へなければ ならぬ。 

か V る 全く 新し い 人物の 鮮やかな 創造 は、 同じ 時代の 他の 文學 形態で は 現 はれる ことの 出来 
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本丈篇 


五八 


なかった 特異 且つ 偉大な ものであるが、 この 特異性 こそ 「平家物語」 の もつ リアリズムの^ 力 

であり、 その 價値を 當代隨 一 の ものにした 第一 の 要因な ので ある。 

尙、 說 話の 最後に、 突然 關 係の 薄い 唐土の 物語、 「一行 阿 開 梨」 の 件を附 加して ゐる點 は 、「や 

家」 の 各所に 行 はれて ゐる 手段で あり、 それらの 本^に ついては、 r 炸火之 沙汰」 (卷 第二) の 

段で 總括 的に 言及した から 參照 されたい。 


〔梗概〕 この 騒擾での びくにな つて ゐる 間に、 多 田 行 綱は淸 盛に 謀：^ を 密^: し、 成靱 以ド 

は 全部 六 波 羅に捕 へられ、 西 光が まづ 斬られ (西 光 被 斬)、 成 親も^ めら れ たが、 m# のとり な 

しで 死罪 だけ は 免れ (小 教訓)、 その子 成 經は淸 盛の 弟 宰相 敎 盛の 懇請に よって 敎 盛に 预 けられ 

た (少將 乞 請)。 


) 氣が すまな い 

2) 地の 赤い 錦の 鎧 直垂。 大將 の宥用 

J る も の 

3) 鈸の 飾り 金具 

4.) 胴の 最上 部で 化粧 板の 上， 一 の 板 

t いふ 

5) 刀の M に 蛭の 卷 いた 樣に鈸 の 輪 を 

多く 入れた もの 

) いつも 枕許に 立て かけて ゐられ た 


敎 


0 


太 政 入道 は、 か 様に 人々 數多 縛め 置ても、 猶 心行す や 思 はれ けん。 ^に 赤地の 錦の 

ひた、 れ  くろい-こお ゴし はらまき rci しろ かな も c ラ 、4〕 むないた  とき しんば い ついで 

直垂 に、 黑絲緘 の腹卷 の、 白金 物 打た る 胸板せ めて、 先 ギ^^ 守たり し 時、 神拜の 次 


oil  こ なぎなた ：《0 つね 

に、 靈夢を 蒙て、 ^島の 大明祌 より 現に 賜 はられたり けち 銀の 蛭^した る 小 長刀、 常 


の 枕 を 放す 立ら れ たりし を 脇 挾み、 屮 門の 廊へぞ 出られけ る。 其氣色 大方 ゆ、 しう ぞ 


(1) 家貞の 子。 一門 都 落の 時 東 國へ宇 

都宮 4 たよって 落ちた 

(2) 赤黃 色に す こ し黑 味が かった 色 

(3〕 忠正。 忠 盛の 弟 

(4) 崇德 上皇 

(5) 崇德院 の 第 一 皇子 重 仁 親王 

(6) 忠盛 

(7) 鳥豕院 

(8) 後白河 院 とニ條 天皇 

(3) ともに 藤 原 氏。 始め 信頼に 與し天 

皇を 大內に 幽し 奉った が 後、 信 親に S 

いて 六 波羅に 行幸な し袞ら せた。 後と 

もに 配流され た 

(^) 役に もた た： sa!sg 暴 者 

(IT) 身分の 卑しい 無法者 

(？ i) 御 同意 あられて 

(は) 御 企て 

(M) 院の宣 旨 

OS) 世の中 も靜 かにす るまで 

鳥^の 城 南 離宮 內の  一 S 

(SI::! この 西 八條へ • でも。 是へも あれ 


* だよ し (2) むくちん ぢ  ひたたれ ひおどし .r- ろ ひき  n ぜん 

見えし。 貞能を 召す。 筑後 守貞能 は、 木 蘭 地の 直 垂に緋 緘の鎧 著て、 御前に 長て 候。 

にふだう C たま ひ  き だよ し この ことい か f  (3) へい  はじめ  なかば 

や- - あて 入道 宣 ける は T 貞能、 此事 如何 思 ふ。 保 元に 平 右馬助 を始 として、 一 門 半 

すぎ (4〕 しん ゐん み かた まゐり (5) いち 0 みや  (6) 二 ぎ やうぶ ビ Q やう，、 ん  まし ま  かた， A> 

過て、 新 院の御 方へ 參 にき。 一 宮の御 事 は、 故 刑 部 卿 殿の 養 君に て 坐い しかば、 旁々 

み は な  、7ゾ 一 .Q ん  ゅゐ かい まかせ み かた  さき かけ  ほう 

見放ち 參らせ 難 かし かど も、 故 院の御 遺誡に 任て、 御 方に て 先を懸 たりき。 是ー の 奉 

こう  へ いぢ  つぶより よし と も (8〕 ゐん うち と 9  だ ひ/人  こも てんか くらやみ 

公也。 次に 平 治 元年 十二月、 信頼 義 朝が 院： s: を 取 奉り 大內 にたて 籠り 天下 黑 闇と 成し 

すて  きょうと おひお と (O0 つねむ ねこれ かた めしい ましめ  いたる  キ-み  いの * 

に、 入道 身 を 捨て、 凶徒 を 追 落し、 經宗惟 方 を 召 縛 しに 至まで、 旣に 君の 御 爲に命 

う レなは  たびく  なん  いか 

を 失ん とする 事 度度に 及ぶ。 たと ひ 人 何と 申す 共、 七 代まで は此 一門 をば 爭 でか 捨さ 


(SS) 法皇へ の§ 

(W) 着 背 長。 鍔 の 異名。 大將の 着 料に 


せ 給べき。 其に 成 親と 云 ふ 無用の 徒 者， 西 光と 云 下賤の 不當 人め が 申す 事に 附 かせ 

(は〕 n けっかう  ゐ こん  このの ち ざんそ 5 

給て、 此 一門 を滅 すべき 由、 法皇の 御 結構 こそ 遺恨の 次第 なれ。 此 後も讒 奏する 者 あ 

た うけ っゐ たう ハ 3)fo ん ぜん  てうて き  く  えき 

らば、 當家 追討の 院宣 下されつ と覺 るぞ。 朝敵と なて 後 は、 いかに 悔ゅ とも 益 ある ま 

(-; To し-つ  はふ わう 03- と ば きた どの うつし  (5:0  n かう 

じ。 世を靜 めん 程、 法皇 を 鳥 羽の 北 殿へ 移 奉る か、 然らす は、 是 へまれ、 御幸 をな し > 

い か  そ^ぎ  ほくめん  や  い 

參 らせんと 思 ふ は 如何に。 其 儀なら ば、 北面の 輩、 箭をも 一 つ 射ん すらん。 侍 共に そ 

馬に 鞍お かせよ。 きせな がと 


(S) 主馬 署の 首で 檢非違 使 尉 を 兼ね 

芊正 度の 孫 季衡の 子 

聞き も を はらずに 


の 用意せ よと 觸 べし。 大方 は 入道 院 方の 奉公 思 切た. 

り 出せ。」 とぞ宣 ける。  • 

(？ 0 しゅめ^ はんぐ わん も りくに  二 まつ  はせ  おと fr,n) き、 あへ 

主馬 判官 盛國、 急ぎ 小 松 殿へ 馳參 て、 「世 は旣 にかう 候。」 と 申ければ、 大臣 聞も敢 

はやなりち か  かう ベ はね  のた ま  にふだう  き せ なが 

す 。「あは 早 成 親 卿が 首 を 刎ら れ たるな。」 と宣 へば T さは 候 はね ども、 入道 殿御 着 背 長 

平家物語 卷 第二  五 九 


本文 篇  六 〇 

み f た (1^ ほふ ぢラじ  よせ  +* ふわう  とば ど c  し-; 6 

(ー) 後白河お の 御所  召され 候。 侍， 共 も 皆 打 立て 法 住 寺 殿へ 寄ん と 出た ち 候。 法皇 をば^ 羽 殿へ 押 節 參らせ 

うち/ \  (2  ノ ちん ぞい  ぎ マら れ  おと- 

OnO 九州の 別 うと 候が、 內々 は鎭 西の方へ 流し 參ら せう と 被, 擬 候。」 と 申せば、 大臣、 爭 かさる 事 

ある  け さ  きしょく  (3) ものく る は  くるま t ば 

(3) その やうた もる  在べき と 思へ 共、 今朝の 禪 門の 氣色 * さる 物 狂しき 事 も あ TO らむ とて、 車 を 飛して、 

西 八 條へぞ おはした る。 

もんぜん  二る ま  さしい 9  ハ4-> はら i き  けいしゃ 55 し 

？) まだ ま； xsii つけて ゐた かった 門前に て 車より おり、 門の 內へ指 入て 見 給へば、 入道 腹 卷を著 給 ふ 上 は 一 門の 卿相 雲 

かくす  いろ/、 ひたたれ  よろ ひき  らう  t> 

客數十 人、 备色々 の直垂 に、 思々 の 鎧 著て、 中 門の 廊にニ 行に 着座せられ たり。 其 外 


(5) そばに ひきよせる こと 

(《o)3?g しょ. つ i し てゐる 

(7) 立 烏 S! 子に 平服の 直 衣 

(8) 大枘の 文も逯 出した 

(9 ) 褐 におな ざしね き！ M とした 袴で S 

衣の 下に はく もの 

(W) 股 立 をと る。 いそぐ さ i 

(：：：) さや さやと 衣 すれの 普 をた てて 歩 

み 入る 

(K) 場 はづれ の や 5 す 

盛衰 記に 表する と ある。 r 考證」 は 

表示 か 評議の 意と考 へ、 八 S 御 抄には 

, あざ むくの 意の 語と あるが、 不明 

(W) 佛書 を內 典と いふ その 意 

(は) 不 殺生 • 不倫 ^ノ不 邪 娃ノ不 妄語 ノ不 

の 五戒 

な 外典と いふ その 意 

(丌)仁*義人^^智.信の道 


なみね  は fc さ を ど 、ハ5〕 ひ ォ 

諸 國の受 領衞府 諸 司な ど は、 緣に居 溢れ、 庭に も ひしと 竝 居たり。 旃竿共 引 そばめ 


引 そばめ、 馬の 腹帶を 固め、 甲の 緖を 縮め、 唯 今 皆 打 立ん する 氣色 共なる に、 小 松 殿， q 

K ，し た ほし (R0 おい もん： no さし. 2 き (S) と  (；： )  (2) 

帽子 直 衣に、 大 文の 指貫の そば 取て、 さやめ き 入 給へば、 事の 外に ぞ兒 えられけ る。 

な  れい だいふ  やう ふる まふ  いきめ 

入道 ふし 目に 成て、 あはれ 例の 內府 が、 世 をへ うする 様に 振舞。 大に諫 ば やと こそ 思 

(： ^うち  かい たも b ひ  さき  (S) ほか  (io じ やう みだ 

はれけ めど も、 さすが 子ながら も、 內には 五戒 を 保て 慈悲 を 先と し、 外に は 五常 を亂 

•  ：  fcf  ,  '  k  ナ がた ^らまき き むか  おも 

らす、 禮儀を 正しう し 給 ふ 人 なれば、 あの 姿に 愎卷を 著て 向 はむ 事、 而は ゆうに 寸 しう 


そ けん ころも はらまき うへ  あわて ぎ  き 

や 思 はれ けん、 障子 を 少し 引立て、 素絹の 衣 を 腹卷の 上に、 周窣 著に 著 給たり ける が 


^板の 金物の 少し は づれて 見えけ るを藏 さう と、 頻に 衣の 胸 を 引ち が へ 引ち がへ ぞし 

おと f  むねち り 0  ざ じ やう  の たま  おと ま を 

給 ひける。 大臣 は 舍弟宗 盛 卿の 座 上に つき 給 ふ。 入道 も宣ひ 出さす、 大臣 も 申しいだ 

さる 、事 もな し。 


(1) ものの 数で もない 

(2) ま つ たく 


(3) 法體に 甲冑 も 着た やうす 


(40 へん？ J な 小國。 

かう 呼ん^ 


(6) 過去 世 • 現 在世 • 未來世 

(7) 同相が 正しい。 煩惱も 解き 三界の 

苦 も 股した 印に 着る 衣 

(0O) 受戒 後、 戒を 破って しかも それ を 

悔いない 

(9) 思って ゐる事 を 殘らチ いはない の 


(^) 心地 觀 S 報恩 品に 一 父母 恩 •  二 衆 

生 恩 • 三 國王恩 • ra 三纾 恩と ある 

(") 天の 璦ふ 限り 地の^く 限り は 王の 

筘域 でない 所 はない。 毛 詩の 北山 章 か 


(U) 堯 代の 高士 許 由の 故事 

(52) 伯 夷 • 叔齊の 事 

(W) 運府は 大臣。 槐門は 三 公の 家門 を 


(は) 公田 • 荘園 

c 傲) 勝 まに 與 奪で. 


良 有て 入道の. たま ひける は 、「成 親 卿が 謀反 は、 事の 數 にも あらす。 一向 法皇の 御 結構 

よ  とぼ  きた ど C ラ つした てまつ 

にて 在け るぞ や。 世 を しづ めん 程、 法皇 を 鳥 羽の 北 殿へ 遷 奉 るか、 然ら すば、 是へ 

3 かう なし  おも  いか  のた ま  おとで  あへ 

まれ、 御幸 を 成まゐ らせんと 思 ふ は 如何に。」 と宣 へば、 大臣 聞も敢 す、 はら/ ヽとぞ 

いか  おと f  おさへ 

泣れ ける。 入道、 「如何に/ \。」 と あきれ 給 ふ。 大臣 淚を 抑て 申されけ る は T 此仰承 候 

n  - うん はやす ゑ ^り  うんめい かたぶか  かなら す  おも ひたち  (3〕 ありさま 

に、 御 運 は 早 末に 成ぬ と覺 候。 人の 運命の 傾ん とて は、 必惡事 を 思 立 候 也。 又 御 有様、 

さらにう つ X  わがて ぅハ 40 へんち ぞくさん さか ひ 

更 現 共覺候 はす。 さすが 我 朝 は 邊地粟 散の 境と 申ながら、 天 照 大祌の 御子 孫、 國の 

あるじ  あまの こやね C みこ， V ベ 5) すゑ てう まつ 95 と つかさ  このかた  いた 

主として、 夭 兒凰根 命の 末、 朝の 政 を 司 どり 給 ひしょり 以降、 太 政 大臣の 官に 至る 

> つちう .  れいぎ そむく  なかんづく  それ 0=) せ しょ 

人の、 甲胄 をよ ろ ふ 事 禮儀を 背に あらす や。 就レ 中に 御 出家の 御身な り。 夫 三世の 諸 


, 解 ^幢 相の 法， おを^ 捨て、： 忽に 甲胄 を 鎧 ひ、 弓箭 を帶 しまし まさむ 事、 rSI には旣 

(00 は かいむ ざん  じんぎ れいち しん  そむ  かたぐ 

に 破戒 無 慙の罪 を 招く のみなら す。 外に は 又 仁義 禮智 信の 法に も 背き 候なん す。 旁々 


たちまち かつ 卞， 


恐 ある 申 事に て 候へ ども、 心の底に 旨 趣 を 遣すべき に 非す。 先 世に 四 恩 あり。 夭 地の 

ノ おん 


恩、 國 王の 恩、 父母の 恩、 衆生の 恩是 也。 其 中に 最 重き は 朝恩 也。 普 天の下 王 地に 非 

(y) えいせん  み、 あら (に) しゅ やう ざん わらび をり けんじん  ちょくめ いそむ 

すと 云 ふ 事な し。 されば かの 穎 川の 水に 耳 を 洗 ひ、 首 陽 山に 蕨 を 折し 賢人 も、 勅命 背 

れいぎ  いか いはん や せんぞ  いまだき か  き は 

き 難き 禮赣 をば 存知す とこ そ 承 はれ。 何に 況、 先祖に も 未聞 ざし 太 政 大臣 を 極めさせ 


いもん  しか t 

給 ふ。 所謂 重 盛が 無才 愚 閱の身 を もて、 蓮府槐 門の 位に 至る。 加 之 國郡半 過て 


の 所領と 成、 田園 悉， 

平家物語 卷笫 二 


家の 進 止たり。 是 希代の 朝恩に 非す や。 今是 等の 莫大の 御 恩 

六 一 


本 

T) 正 は 分社に 對 し本宮 をい 

は 八幡宮 を， 積めて いった 


文 


六 二 


(2) 第 十條に 「忿 を絕ち « も 素て、 人 

の 違 ふ も 怒る 勿れ。 人 皆 心 あり、 心备 

纹 あり、 彼是なら ば 則ち 我 非、 我是な 

らば 則ち 彼 *。 我必 すし も聖に * す、 

彼必 すし も 愚に * す、 共に これ 凡夫の 

み。 是非の^ 誰か 能く 定むべ けん。 相 

共に g  く  ffi なり。 疡 の 如く 端な きか。 

是も 以て かの 人 は 5K ると 雖も、 迓 りて 

我が 失 を 恐れよ。 我 ® り 得たり と^も 

袞に從 つて 行へ - 


(3)Bi 召レ 

(4) 誠意に 感動して その 


(5) 盛衰 記に 君と S とも 並べ て 親 を 

分つ ことなく、 君に 附き 奉る は 忠臣の 

桧 也と ある。 親 W の 別を考 へ るべ きも 

ので はない 


(人、 


をお 召 忘れて、 猥 しく 法皇 を 傾け 參らせ 給 はん 事、 天照大神、 正 八幡お の 神慮に も 

背き 候 ひなんす。 日本 は是 神國 也。 神 は 非禮を 受給 はす。 然れば 君の 思お 立と ころ、 

さ う o-,MA**L< き  なお  てうて き  ザキ J らう しづむ  ぷ »-5 

^理半 無に 非す。 中に も此 一門 は、 代々 の 朝敵 を 平げ て、 四海の 逆浪 を 靜る蕻 は無雙 

そつしゃう  ばう じで くぶ じレ  しゃ 5 とくたいし  1ー けんば ふ (Co ひと 

の忠 なれ 共、 其 賞に 誇る 事 は 傍若無人 共 申つべし。 聖德 太子 十七 箇條の 御^ 法に、 『人 

Iss^ り、 心 各*" あり、 ^ を^し^ ^4 し、 我 をぎ し 彼 を 非す。 是非 6 理 誰か 能く 定 

け v> ぐ  たまき  はレ  二  i  たと O 

ベ き。 相 共に、 賢愚な り。 環の 如くして 端な し。 爱を 以て 縱人 怒る と 云と も、 力 へ て 

btAt ス /  3 む ほんす で あら はれ そ， ハ 

街貌 を懼れ よ。』 とこ そ兑 えて 候へ。 然れ共 御運盡 きざる に 依て、 御 謀反 已に 露ぬ 其 

ゼ仰 合せら る、 成， 親 卿 を 召 置れ ぬる 上 は、 縱君 如何なる 不思議 を 思 召し 立せ 給 ふと も、 

蛇 の 1が 候べき。 所當の 罪科 行 れん 上 は、 退いて 事の 由 を陳じ 申させ 給て、 君の 御 

爲には 彌%. 公の 忠勤 を盡 し、 民の 爲には 益 撫ぉ H の 哀憐 を 致させ 給 はば、 神明の 加護 

ぶっだ (3〕 みやう りよ そむく  ぶっだ (J0 かんおう  ，一み、  --ト  /- に、 

に 預り佛 陀の冥 慮に 背べ からす。 神明 佛陀 感應 あらば、 君も^ 召な ほす 事な と 力 候 

くらぶ (5, しんそ J 

はざる べき。 君と 臣とを 比る に 親お 一 

つか 

附 ざるべ き。 


方な し。 道理と 僻事 を竝 べんに、 爭か 道理に 


(評) 「敎 訓狀」 は 「大 敎訓」 (灌頂 本 • 康豐 本) とも 呼ばれ、 卷 第-二の 「小 敎訓」 (新 大納言 

成 親 © が淸 盛に 捕 へられた 時、 助命 をす るた め 重 盛の 述べた 敎訓狀 の 段) と共に 考 へられる と 


ころで あり、 又 次の 「烽火 之 沙汰」 前半 は、 例へば 八 坂 本の やうに、 r 敎 訓狀」 の 部の 方に 入つ 

てゐる 位であって、 次の 段の 前半と 同時に 讀 まねば ならぬ。 

「大 敎訓」 の 異名が 示す やうに、 この 段 は、 「平家物語」 の 中で も 最も 道義 的な 論述の 露出し 

てゐ ると ころで ある。 

一種の 國民 的說 話と して、 重 盛の 忠節 を定說 化した この 一章 は、 物語と して 見る 時 どうい ふ 

役目 を果 したで あらう か。 

重 盛が、 最早 完全 無缺な 存在で あり、 さし も 偉力 を ほしい ま k にした 父淸盛 さへ も、 頭の 上 

がらない 偉丈夫で あり、 重 盛の 侍 は 申す に 及ばず、 院宮 方の 臣下 も、 一介の 田舍 侍に いたる ま 

で、 その 德 風に は 心服した 事 を 「平家」 は 語って ゐ るので あるが、 「殿下 乘合」 (卷第 一) の 補註 

が 語る やうに、 事寶 から 云へば、 それ は 著しい 理想化であった。 作者の 考 へに 從 へば、 淸盛は 

徹底的に 惡 業の 主人公で なければ ならぬ。 事實、 德望も あり、 惜しまれながら 夭折した 重 盛の 

行が 誇張され、 ば それだけ、 淸 盛の 惡玉 振り も 亦き はだって 大きく 明瞭に 印象付けられる 事 

を、 作者 は 心得て ゐ たのであった。 かう して 重 盛の 極端な 理想化が 生れた ので ある。 さう して、 

かう いふ 理想化 や 英雄的 人物の 登場 は、 歷 史文學 にと つて、 特に 平 曲の やうに 大衆 的な 聽衆を 

豫想 する ものに とって、 寧ろ 不可 缺な條 件で あり、 偉大な 時代に 出現した 英雄的 人物 を 把へ 描 

くと いふ その 事 は、 歷史 文學に 許された 望ましい 特權 であり、 それ こそ 歷史 文學の 勝利 を 意味 

する もので さへ あるが、 あまりに も 極端な 誇大 は、 しばく その 反對 物へ 轉 化する 事 を、 吾々 

は 知らなければ ならぬ。 
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本文 篇  六 0 

r 敎 訓狀」 の 重 盛 は、 その 行動に 於ても 把 へられて はゐ るが、 それよりも 彼の 淸 盛に 對 する 

長い 敎訓の 言葉 こそ 中心と 考 へられる。 その 言葉 は、 「聖谘 太子 十七 筒條御 憲法」 を 始め、 顕註 

(次 段 をも參 照) に 示した やうに、 「毛 詩 北山 章」 •「 心地 觀經 報恩 品」 • 伯 夷 叔齊ゃ 許 由の 故事 

其 他、 所謂 內典. 外典のお びた V しい 引用に よって、 淸 盛に 肉迫す るので あって、 こ" では 最 

早、 重 盛 その 人よりも、 作者の 儒敎 的な 思想が 宗敎 的な 人生 觀に伴 はれながら、 一 肝强く 押し 

出さ 1 てゐ る。 それ 故、 この場合の 重 盛 は、 生きた 人物と しての 面よりも、 作者の 儒敎的 或は 

宗敎 的な 思想 を、 露 はに 傳 へる 手段と して、 より 强く用 ゐられ てゐる やうに 見える。 

かう、， ふ 方法の 連用 は、 人物の、 從 つて 作品 そのものの 硬化と なって 現 はれ、 傳へ ようとす 

る 作者の 思想 そのもの を、 結局 傳 へえない とい ふ 反對の 效果を さへ 呈す るので ある。 

文學 が、 思想 更に は 政治的な ものへ、 どの やうな 形で 關係 しなければ ならない か、 とい ふ 重 

要な 課題に、 この 段 は 多くの 暗示 を與へ て くれる 箬 である。 


(1) なほ 重 盛の 言葉で ある 

(2) 君に 對し臣 として 盡 すべき 道理で 

ある 

(3) 久 安七 年 正月 一 日^ 盛 十二？ HS で 五 

位に^ せられお 

(4) 诒承 元年 三月 五日 内大臣 兼 右大將 


(6)4 るい もの も數 へる 語。 千 粒 萬お 

の 

(7) 染料に 浸す 度敦 にい ふ 語。 6*7 

ともに 和漢 朗^ 集の 句に よる 


烽火 之 沙汰 

r  , - ベ ノ  一 .ub ゆ  or) しょは **v5t ど w  1-S こ '  ： 、、 

Blyf ずの 御 I にて 候へば、 叶 は ざら むまで も、 院 御所 法 住 寺 殿 を 守護し 參らせ 候 〈 

しげ， po<3〕 じょし りく  (J0  いたる *< で (-<0 しかしな が  1 、 ， ； My  、 に \ 

し。 其 故 は 重 盛 ，叙爵より 今 大臣の 大將に 至 迄、 併ら 君の 御^なら すと 云ュ事 力し 

其 &の 重き 事 を 思へば、 千 頼 萬 頼の 玉に も 越え、 其 恩の 深き 色 を 案 すれば 


j 


の 紅に も 過た らん。 然 れば院 中に 參り 籠り 候べ し。 其 儀に て 候 はば、 重 盛が 身に 代り、 

いのち  ちぎ  (00  これら  めしぐ  しゅ 3 

命に 代らん と 契りた る 侍 共、 少々 候らん。 是等を 召 具して、 院の 御所 法 住 寺 殿 を 守護 


(00 もって ほか 

しま ゐらせ 候 はば、 さすが 以の 外の 御大 事で こそ 候 はんすら め。 悲 哉、 君の 御爲に 


盛が 院に 身方す ると なれば 

(2) 謙遜の 語。 少し 位はゐ ませ 5 

(3) 意外な 大事 態 

(4) 蘇 迷^の. 5?。 須彌 山と もい ひ、 高 

さ 八 萬 由 旬と いはれ る 

(5〕 詩 殺 大雅桑 卖篇 から 出た 

(R0 お 顧 ひする 結局の 所 は 

<^) 漢の為 祖の臣 

(8〕 傍輩 

(9  ) 長 安の 帝の 苑に 尺 も 入れたい と 願 

つた 事が 帝の 怒り もかった 

(^) 賈 人から 賄骆 をう けたと し廷 尉の 

位に 下 lb て數 日械繫 しお 

§ーぽ な 職に ある こと  花と 云 ひ、 朝恩と 云 ひ" 重職と 云 ひ、 ： 旁 極 させ 給 ぬれば、 御 運の 盡ん事 難 かるべき 

？ る〕？ SST^mMU お に 非す 二 田 貴の 家に は、 祿位重  1¥ り。 再び 實 なる 木 は、 其根必 傷む と 見えて 候。 心 

の や 5 な もので (後 if: 書 iln? 皇 1R 紀ー」 t ぼ そ  いつまで い e ちいき  A だ  しやう 5  k 

5  細う こそ 覺 候へ。 何 迄 か 命 生て、 亂 れん 世 を も 見 候べき。 唯 末代に 生 を 受けて、 か^- 

ラきめ あ ひ しげ もり (W) くわ はう  つたな  つ so うち 

S) 運命  る 憂 HI に 逢 候 重 盛が 果報の 程 こそ、 拙う 候へ。 只今 侍 一人に 仰附 て、 御 坪の 內に 引出 

しげ もり か ラベ *i お  二れ  き、 たま 

されて、 重 盛が 首の 刎ら れん 事 は、 易い 程の 事で こそ 候へ。 是 おのく 聞 給へ。」 とて 

なほし  そで しま ばかり  く ど  (K) 

(t2) 道理の わかる もの も わからね 者 も 直 衣の 袖 も 絞る 許に 淚を 流し かき ロ說 かれければ、 一門の 人々、 、七 ある も、 もな きも 皆 

そで  ぬらさ 

袖 を ぞ濕れ ける。 
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(40 めいろ  いた f き  なほた か  たちまち わす  いか 

奉公の 忠を 致ん とすれば、 迷廬八 萬の 頂より 猶 高き 父の 恩忽に 忘れん とす。 痛 哉、 

ふ かう  のが  今-み  すで  ぎゃくしん f  ？ o しんだい 二れ き はま 

不孝の 罪を遁 れんと すれば、 君の 御 爲に已 に 不忠の 逆臣と 成ぬべし。 進退 惟 谷れ り。 

わき ま  (6) うく しょせん  た * しげ もり くび  しゅ/. J 

是非 いかにも 辨へ 難し。 申請る 所詮 は、 唯 重 盛が 頸 を 召され 候へ。 院中を も 守護し 參 

ゐん ざん  (7) せう が たいこう (S)  こえ 

ら すべ からす。 院參の 御供 を も 仕る ベ からす。 かの 蕭何は 大功 かたへ に 越た るに 依て、 

けん たい くつ はき  てんじゃう のぽ  えいりょ (Co そむ 

官大 相國に 至り、 劎を帶 し 杏 を 履ながら 殿上に 昇る 事 を 許されし か 共、 數 慮に 背く 事 

ぉラそ おも いましめ (s〕 ふか  かう (U) せんじょ 5  ふ つき 

あれば、 髙祖 重う 警て、 深う 罪せられ にき。 か 樣の先 蹤を思 ふに も、 富贵と 云 ひ、 榮 


本 


文 


(1)候はすの^ 


(2) つと 立ち上って 

(3) あの 時 は あ 4.9 に大 S5 ざで！ SJ£ し 

て& たから 一 瞎 つたので あった 


(4) 供の 者よ 来い 

(5) 長 門 本に 六^ 羅の 東、 大道み-^ て 

辰已 角と ある 

(ROE 盛 も 大切に 思 ふ 者 

(7) 甲胄 もっけ 武具 を 帶 して 

(8) ひろく 吿知 せよ 

(9) なみなみの ことで は 

(S3) 特別の 事情 

山城 圉久世 郡 淀 町 附近 

(は) 同 乙訓郡 S? 束 S 村 

同 久世郡 宇治 町 附近 

(M) 同 宇治 郡 宇治 村木糟 五莊 

(は) 同 郡 村 字 日 野 

(5sj 同 郡 山 科 町 字 B 修寺 

(U) 同 郡 囊 翻 村 字 saf» 

(se) 同村 字 小栗桮 

(W) 同 茛野郡 梅津村 大字 梅津 

(ra) 同 郡«忖 

(^) 同 愛宕 郡 大原村 大字 大原 

郡 靜市野 村 大字 靜原 

(？ 3〕 同 郡 草 生 井出の 里の^ 

(S) 笫勢を 催す こと 

(K) 八お 本 はこ こから 「烽火」 


0  六 六 

のみき  だ いふ  f  cfct  よ 攀(1) 

太 政 入道 も、 賴切 たる 內府 はか 樣に宣 ふ。 力 も なげにて、 「いや/ \是 迄 は 思 も 寄 さう 

4? 、おうど も  ひが  いで 

す。 悪黨 共が 申す 事に つかせ 給 ひて、 僻事な どや 出 こむ すらん と 思 ふ 計で こそ 候へ。」 

とのた まへば、 大臣 、「縦 如何なる 僻事 出来 候と も、 君 をば 何とかし 參らせ 給 ふべ き。」 

とて、 つい 立て 中 門に 出で、 侍 共に 仰ら れ ける は 、「唯今 重 盛が 申しつ る 事 をば、 汝等 

5 け fci はら  け さ  . しづめ  さん  (3) あま f 

承 す や。 今朝より 是に 候うて、 か樣の 事共 申靜 むと 存じ つれ 共、 餘に ひた ゆに 兑 

あ ひだ  .C ん ざん  くび 

えつる 間、 歸 りたり つる 也。 院參の 御供に 於て は、 S 盛が 頸の 召されむ を 見て 化れ。 

さらば 人參 れ。」 とて、 小 松 殿へ ぞ歸 られ ける。 

しゅめ C  もりく に めし  しげ もり  今. i いだ  (G) 

主馬 判官 盛國を 召て、 「重 盛 こそ 天下の 大事 を 別して 聞 出し たれ。 我 を 我と 思 はん 者 共 

(7) ものの ぐ  ま .0  (S) ひ ろう  のた ま  ひ ろう (Cos ぼろ 

は、 皆 物 具して 馳參れ と 披露せ よ。」 と宣 へば、 此由 披露す。 r 朧げ にて は哚 がせ 給 はぬ 


人の、 か k る 披露の 有 は 別の 仔細の あるに こそ。」 とて、 皆 物 具して 我 もくと 馳參 る。 

(；； ：〕 よど (y) 丄 つ. A し (は， う S  の や (は) ひ の くわん じ sto^- だい/. J  (so を ぐるす へ Si む： C づ (S>A つら (so ズ はち？】) しづ はら 

淀、 羽 束師、 宇治、 岡屋、 日 野、 勸修 寺、 醍醐、 小 栗栖、 梅津、 柞、 大 原、， 靜原、 


ズニ. - り^ 

芹 生の 里に 溢 居た る 兵 共、 或は 鎧 著て、 未 甲 を 著ぬ も あり、 或は 矢 负て未 弓 を 持たぬ 

おた あぶみ ふむ  あわて きわ  はせ まゐ  こ まつ (？； ) さわ 

も あり。 片銃 蹈ゃ蹈 ますに て、 周窣噪 いで 馳參 る。 小 松 殿に 噪ぐ事 ありと 聞え しかば、 

す せんぎ  ，  ま をし  つれ 

西 八條に 數千騎 ありけ る 兵 共、 入道に かう とも 申 も 入す、 さ ざめ き 連て、 皆 小 松 殿へ 

^せ  As  きう せん たづき は  のこら  *1 だよ し 

ぞ馳 たりけ る。 少しも 弓箭に 携る 程の 者 は、 一 人も殘 す。 其 時 入道 犬に 驚き、 g 能 を 

だいふ  よび  二 束  5 つて 

召て 、一— 內府は 何と 思 ひて、 是等 をば 呼と る やらん。 是で 言つ る 様に、 入道が 許へ 討 手 


(2) 接 裁 だけの 


(3X ポほ 記に 「身方の^ 勢 はせ て 集 i 

b 来る に從 ひて 其 名字 を かき 記す 日記 

な りピ と ある 


-aai 王の 子 


こ 兵士 を 召集す る 方法 


(7) 白樂 天の 長 «默 に 「HJSn 笑百姗 

生、 六宮粉 黛. s.fei 色？」 と 


<8) かたき。 歒兵 


れけ  C たま  * だよ し  な が  (I)  よら 

など や 向ん すらん。」 と 宣 へば、 貞能淚 を はら/ \ と 流いて 、「人 も 人に こそ 依せ 給 ひ 候 

へ。， 爭 かさる 御 事 候べき。 これにて 申させ 給 ひつる 事共 も、 皆 御 後悔 ぞ候 らん。」 と 申 

ければ、 入道、 內府に 中 違うて は、 惡 かりなん とや 思 はれ けん。 法皇 迎參 らせん 事 も 

はらまきぬ ぎ  そけん  けさ  いと、 00  おこ  ねんじゅ ， 

はや 思と f まり、 腹卷脫 おき、 素絹の 衣に 袈裟 打掛 て、 最心 にも 起らぬ 念誦して こそ 

およ 

坐し けれ。 


二 まつ  もりく に (3〕 ちゃ，、 たうつ け 

小 松 殿に は、 盛國 承て 著到附 けり。 馳參 たる 勢 共、 一 萬餘 騎とぞ 註いた る。 著 到 披見 

おと v  のた まひ  ひ さ ろ けいやく あが  ま ゐ0-  しんべ う 

の 後、 大臣 中 門に 出て 侍 共に 宣 ける は T 日 比の 契約 を 違へ すして 參 たる こそ 神妙 なれ。 


異國 にさる ためし 有り。 周の 幽王、 衮姒と 云 最愛の 后 を もち 給へ り。 天下 第一 の 美人 

"うわ 5  はう じ ゑみ  すべ  わら 

なり。 され 共幽 王の 御 心に かな は ざ りげ る 事 は、 褒姒笑 を ふくます とて、 惣て此 后 笑 

い こく なら ひ  あ  たいこ  う 

ふ 事 をし 給 はす。 異國の 習に は、 天下に 兵 革 起る 時、 所々 に 火 を 擧げ、 大鼓 を擊 て、 

あげ 


兵 を 召す 謀 有り。 是を 烽火と 名 付たり。 或 時、 天下に 兵亂 起て、 铮 火を揚 たり 

きさき  はじめ わら ひ 

ければ、 后 是を見 給 ひて、 『あな 不思議、 火 も あれ 程 多 かりけ るな。』 と て、 其 時 始て笑 

(7 リ たび ゑめ も  >- こび  ぃラゎ 55 れし - ,  ：ト  I  , ほ、 うく ゆ 

給へ り。 此 1  口 一度 笑ば 百の 媚 有りけ り。 幽王嬉 き 事に して、 其 事と なう、 常に 纾火を 


擧給 ふ。 諸侯 來に寇 なし。 寇 なければ 則ち 去ぬ。 加 様に する 事 度々 に 及べば， 參る者 

，ん 3  く きょ 5 ぞくお こ  みやこ せめ  ほうく^  "い き 八き 

も 無り けり。 或 時 隣 國. より 凶賊 起て、 幽 王の 都を攻 ける に、 烽火 を あぐれ 共、 伊の 后 

たれ  みや 二 かたむい  ほ/ろび  4 さき (9>， や. ^ん .- ご- 

の  火に  慣て、  兵 も參ら す。 其 時 都 像 て、 幽王 終に 亡に き。 さて この 后 は 野 干と 成て 
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六 七 


はし ズ  おそろし  JJ こんい 3  &さ 

走 失け るぞ 怖き。 か 様の 事 在 なれば、 自今 以後 も、 是 より 召ん に は、 みな かくの 如く 

に 参るべし。 重 盛 不思議の 事 を 聞 出して 召つ るな り。 され 共此敦 聞 あしつ。 i 事に て 

ありけ り。 疾 う/ \歸 れ。」 とて、 皆歸 されけ り。 實に はさせる 事 を も 聞 出され ざり け 

ち- *  やさ  ことば  つく  つか  \  、， 、さ 

れ共、 父 を 諫め 被 申つ る 詞に順 ひ、 我 身に 勢の 着か、 着ぬ かの 程 を も 知り、 又 父！ f 軍 

かラ  む はん  や はら  と メザ^ きみたら 

を せんとに は あらね ども- 角して 入道 相國の 謀反の 志 も 和げ 給 ふとの.^ 也 C 一お ^ 

すと いふ 一-もしん もってしん たら 卞ば あるべ. A ら卞 ち. * ち、 たらす とい ふこ もこ はもって こたら 卞ば あるべ から，  ちう 

レ不レ 君、 不レ可 二 臣以不 r 臣、 父 雖レ不 レ父不 レ可, 一子 以不 子。 君の 爲に は忠 有て、 父の 

、i  かう  (4〕 ぶんせん わう のた まひ  たが は卡  今 J こしめ し  ？ 0 

爲には 孝 あれ。」 と、 文宣 王の 宣 ける に不, 違。 君 も 此由聞 召て、 「今に 始ぬ事 なれ 共、 

だい 、  はづも  S  おん  、わ t~5 

內府 か、 もの 中 こそ 愧 しけれ。 あた をば 恩 を 以て 報ぜられたり。」 とぞ 仰け る。 「果報 こ 

(8) ようぎ たいはい  すぐ  さいち J__l い A く  よ  こん 

そ 目 出た うて、 大臣の 大將 にこ そ 至らめ。 容儀 帶佩 人に 勝れ、 才智 才學 さへ 世に 超た 

るべ しゃ は。」 とぞ、 時の 人々 感じ 合れ ける。 「國に 諫る臣 あれば、 其國必 安く、 家に 

1st  しゃ 5 こ  まつだい  あ 9 

諫る子 あれば、 其家必 た^し。」 と 云へ り。 上古に も 末代に も 有が たかりし 大 E なり。 

(評) この 段の 前半 は、 旣に 述べた やうに、 r 敎 訓狀」 に 直接 連續 する ので あるが、 段 名の 

「烽火 之 沙汰」 の 中心と なる 褒姒 に關 する 說話 は、 流布本 • 嗟峨本 • 下 村 本 • 片 假名 活字本 等 

に は 「付 烽火」 と ある 位で、 この 物語の 進行に とって は、 ー應、 なく もがな の 派生的な 附加說 

話に 見える。 


併し、 かう いふ 揷話も その 置かれた 位置に より、 作者の 取扱 ひ 方に より、 いろ/ \ な 效果を 

生んだり、 逆 效果を 結んだり する もの だ。 

,「 殿上 闇 討」 の 段で 注意すべき であった が、 忠 盛が 殿上で、 「伊勢 平氏 は眇 なりけ り。」 と はや 

された 說 話の 次に、 色の 黑ぃ季 仲 卿が、 「あなく ろく。 黑き頭 かな …… 」 と はやされ、 家 成 卿 

は、 「播磨 米 はとく さか、 むくの 葉 か …… 」 と 笑 はれた とい ふ 中古の 一 揷話を 例に とっても、 そ 

れは ー應、 「平家」 の 本筋に か乂 はりの ない もので ありながら、 決して 餘 分な 不要な ものと は考 

へられない。 緊迫した 殿上 闇 討 未遂の 事件の 中に あって、 平 曲を聽 くものに も亦讀 者に も、 輕 

い ゆとり を與 へ、 息拔 きをさせる とい ふ 技巧 は、 それが、 この 物語の やうに、 眼に 文字 を 解し 

ない ものにまで、 うつたへ て 行った まことに 大衆 的な 文學 である 場合、 場面に 急激な 變 化を與 

へて、 對 者に 返 屈の 餘地 を殘 さない とい ふ 技巧と ともに、 十分 買 はれねば ならぬ 所で ある。 

この 事 は 又 同時に、 單に 作者の 個人的な 工夫の 優秀 性 を 物語る だけで はない ので、 「平家 物 

語」 が 「語り物」 (この 事に ついては 「研究 篇」 で 詳述す るから 參 照され たい) であった 結果、 

數段、 時には 一段の みで 镯 立して 語られねば ならなかった ため、 比喩的に 云へば、 今日 新聞紙 

上に 見える 長 篇小說 の やうな 用意 を 或る 程度 又 持たねば ならず、 卽ち 場合によって は數段 又は 

一段 だけで、 聽 衆に 訴へ V 聽 衆の 興味 を も ひきつけて 行く 必耍 があった とい ふ、 「語り物」 の特 

性が、 作者の 才能 に 働き かけた 點をも 忘れる こと は 出来ない の で あ る 。 

とにかく、 さう いった 揷話 は、 それだけで 樣々 な 問題 を 提供す るが、 こ、 では 特に 支那の 說 

話で ある 事が 注目され なければ ならない。 「鋒 火」 の說話 は、 單に重 盛の 話の 中に 利用され た 程 
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度で あるが、 「平家」 の 中には、 各所に もっと 獨 立した 支那 說 話が 散在す る。 この 卷の 最後に あ 

る 「蘇 武」 卷 第五 「成 陽宮」 等の 如き、 その 代表的な ものであるが、 その外、 「 一 行阿閣 梨」 の 

設話揷 入の 如く 量的に 小さい ものまで 數へ ると、 おびた V しい 數に 上る であらう。 

かう いふ 風な 夫々 の 挿話 を考へ てみ る 時、 同じ 時代に 盛 行した 特殊な 文學 形態と しての 說話 

集に ついて、 思 ひ 及ばざる をえない。 K 際、 當 時の 贵族 達が、 今迄 見向き もしなかった 世界の 

事件 を 珍しい ものと して、 積極的に 拾收 しょうと した 傾向 は、 當時 著しい もので あり、 それ は 

國 內の說 話ば かりで なく、 外國 にまで 及び、 遂に は、 「唐物 語」 - 「蒙 求 和歌」 の 如く、 支那 說話 

專 門の 文學 さへ 現 はれる に 到った が、 「平家物語」 における 引用 は、 單に 珍しい 生活に 封す る 好 

奇心. 憧憬の みに あつたの ではなく、 それより もっと 重要な 意味 を 持つ ものであった。 いきな 

り 吾々 が考 へる と、 かう いふ 說話 は、 時に 「平家」 の 構成 をみ だし、 「源平 盛衰 記」 の陷 つた や 

うに、 主題 を 散漫に して 了 ふに すぎない し、 實際、 「蘇 武」 にしろ、 「威 陽宮」 にしろ、 一見 揷 

話と その 前後との 關係は 極めて 稀薄で、 殆 んど揷 入の 必然性が ないかの やうで あるが、 常時の 

公卿 貴族 達の 持って ゐ た現狀 維持 • 懍古 的な 心 構へから 来る 故實 • 先例の 尊 道 は、 吾々 の 想像 

以上で あり、 同時に 文化的な 先進 國 としての 支那に 對 する 崇拜も 亦 絶大な ものであった。 彼ら 

は 日本の 現實を 直視す る 事が 出来ず、 いにしへの もの • 彼らの 黄金時代 たる 過ぎ去った 時代と 

その 文化と が、 現在 を評價 する 尺度で あり、 さう いふ 文化 開花に 何よりの 模範 を 與へ、 ^り 所 

ともなった 支那の 國の 文化な り 先例な り は、 彼らに とって 「偉大」 であった 過去の 文化. 故^ • 

典 例と 同様に、 「镎 餒」 であり 「偉大」 であり、 犯すべからざる もので さへ あつた^: である。 文 


化 的に は、 全く 別の もの を 創り 出さう として 創り 出しえなかった 當 時の 武家 貴族た ち も、 當然 

彼らに 追從 せざる をえなかった ので、 「平家物語」 も 亦 かう いった 氣分を 反映せ ざる を 得な かつ 

たわけで ある。 吾々 が 突然 E んで、 如上の 說話揷 入の 必然性 を 認めえない にも拘らず、 當 時の 

作者に とって は、 これらの 揷入 は、 彼らの 說に萬 均の 重み を與 へ、 讀 者に とって は 又、 その 存 

在が 十二分の 信頼 を 感ぜ しめたで あらう 事 は、 こ i に 明言し てい & と 思 ふ。 

旣に 述べた 「祇園 糈舍」 の 段に、 日本の 先例 を 上げる と共に、 支那の 典據を あげたの は、 單 

に 博識 を 誇ったり、 讀 者の 興味に 訴 へた (「鋒 火 之 沙汰」 の 場合 も 亦) ばかりで はなく、 當 時の 

文化の 脊 負って 歩か ねばならなかった 中世と い ふ 時代の 頑固な までに 重苦し い 荷物の せいで あ 

つたの だ。 

それ は、 「平家物語」 の やうな、 當代隨 一 の文學 でも 免れる 事の W 来ない ものであった。 寧ろ 

吾々 は、 この 重荷に も誕し 潰される 事の なかった この 物語の 健康な 精神が、 何に 由来す るかに 

思 ひ 到らねば ならない ので ある。 

註 ー 當 時の 說話 文學の 持つ 樣々 な 傾向と 本質に ついては、 拙槁 「說話 物語 集の 研究」 (改造 

瓧版 • 日本 文學 講座 所收) に 素樸ながら 論じて ゐ るの を 參 照され たい。 

〔梗概〕 成 親は備 前の 兒 島に 琉 され (新 大納言 被 流)、 蓮 淨は佐 渡、 基 兼 は 伯耆、 正 綱は播 

磨、 信 房 は 阿波、 資行は 美 作に 流罪と なった。 成 經は福 原へ 呼び出され、 備 中の 瀬 尾に 流され 

たが、 この 地 は 父 成 親が 移された 備前 • 備 中の 境の 有 木と は 五十 町 ほどの 隔 りであった が、 面 

平家物語 卷 第二  七 一 


會が 許されなかった ので、 昔の 赏方 中將の 阿古 屋の 松の 故事 を 想って 淚 した (阿 古屋 松) が、 

まもなく 佼 寛と 康賴 と共に 鬼界が 島に 流された。 大納言 は 配所に ゐて 北方の 文に 泣き、 返窖に 

髮を 入れ、 安元 三年 八月 十九 日 吉備の 中 山で 殺され、 北の方 は 出家した (大納言 死去)。 さて、 

德大 寺實定 はしば らく 籠居の のち 嚴島大 明 神へ 參詣 した ことが 淸 盛の 意に かな ひ 左大將 になつ 

た (德大 ま 殿 之 沙汰)。 寺院に おいて は延唇 寺と 三 井寺が 爭ひ、 また 山門で は 堂 衆と 學 生が <& 

に 及び、 院宣 をう けた 官軍 は 堂 衆と 死闘し (堂 衆 合 戰)、 ために 山門 は 殆ど 荒^に 歸 した (山門 

滅亡) ところ、 信 濃の 善 光寺 も 炎上の 報 あり、 「王法 盡 きんと ては佛 法まづ 亡ず。」 と 悲しまれ 

た (善 光寺 炎上)。 鬼界が 島の 流人た ち は 島 內に熊 野 櫂 現を勸 請して 歸洛を 祈り、 康賴 は^ 言 を 

さ \ け (康賴 祝言)、 また 夢に 千 手 觀音を 見、 千 本の 卒都婆に 梵字 • 年號 月日 • 假名 • 實 名を醫 

いて 流した ところ、 康賴の 知人の 法師が 駿島大 明 神の 渚の 前で 一本 を 拾 ひい 京に きて 康賴の 家 

族に 見せ、 遂に は 法皇 も御覽 ぜられ (卒都婆 流)、 淸盛も 見て 憐ん だ。 これ は、 胡 國に虜 となつ 

て 十九 年、 一枚の 臈 札が 漢 帝に 渡って 歸國 した 蘇武の 故事と 同じで ある (蘇 武)。 . 
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赦 


文 


(1) 不安に 

(2) うはべ では 

(3) 內心 では 


(4) は  > -き星 、 は 5 き 星 

(5) 蚩尤 旗の 訛。 霪星の 類 

(6) 蚩尤 旗の 別名。 「玉菜」 治 承 二 年 正 

H? 十八 日の 條に、 「去 七日 彗星 見- 彗星 

者 第 一 之變 也、 甄代之 至、 以レ之  一？ レ 察。」 

i 見え、 是 等の 現象が 亂 世の 徵 篛と考 

へられた 

(7) 神^官から 諸钍 へ 幣帛 も 奉じて ゆ 

(8) 陰 as たち は 占 S その他 諸種の 洧 

あつく して 

(9) 密敎に 普通法 • 大法 • 秘法の 三種 

が ある 

(WJ 普通の 御病氣 ではなく 


洽承ニ 年 正月 一日、 院 御所に は 拜禮行 はれて、 四日の 日朝 覲の 行幸 在け り。 何事も^ 

たけ  こ ぞ  たつ  い げ . き X？ じ ふ  う ご, 二 

にか はりた る 事 は 無れ 共、 去年の 夏 新 大納言 成 親の 卿 以下、. 近習の 人々 多く 失^し 事、 

いき， -ほ りい まだ やま  まつり rj と も c う  • 

法皇 御 憤 未 止す、 世の 政 も 懶く思 召されて、 御 心よ からぬ 事に てぞ 在け る。 太 政 

- • -  た だの？，， ゆきつな つげ  おん (1) うしろ  (A.05 へ 

入道 も、 多 田 藏人行 綱が 吿知. せて 後 は、 君 を も 御 後め たき 事に 思 ひ 奉て、 上に は 事 

なき 樣 なれ 共、 下に は 用心して、 苦笑ての みぞ 在け る。 


齒 正月 七日 彗星 東方に 出づ。 蚩尤氣 とも 申す。， 叉！ ： 氣共 申す。 十八 日！^ を^す- 


去 程に 入道 相 國の御 女建禮 門院、 其 比 は 未 中宮と 聞え させ 給し が、 御惱 とて、 ぎの：^、 

, た J ^き  しょじ みどくき やう  (7〕 くわん ぺ.. -レ  い け  つ，、 

天 か 下の 歎に てぞ 在け る。 諸 寺に 御 讀經始 り、 諸 社へ 官幣使 を 立 ら る 。 醫^ 藥 を盡 し， 

(V0 おん やう じゅつ き は (Q0 だい はふ ひ はふ  ^こ  し 力  ご なう Co) 

陰 陽 術 を 窮め、 大法 秘法 一 つと して 殘る 所な ぅ修 せられけ り。 され 共御惱 か^にも 

.5  ^ぷ 14 ま  S  く  .m に.^  ち 5 ぐ 5  なら  しかえ 、ま £ 

渡せ 給 はす、 御懷 姙とぞ 聞え し。 主上 今年 十八、 中宮 は 二十 二に 成せ 給 ふ。 然共、 # 

わう じ  ひめみや いでき  たま  もし わう じ  、 か 

皇子 も 姬宮も 出來， させ 給 はす。 若 皇子に てわたら せ 給 はば、 如何に 目出度 からん と、 

へ-いけ、 』  た f い ミ  、J ちんじ やう ある や 5 いさみ よろこ  だけ  、、し 2 

平家の 人々 は 唯今 皇子 御 誕生の 有様に、 勇悅び あはれ けり。 他家の 人々 も、 r^F 氏の 御 


卷 第 三 


七三 


本 文 

の 効 alv- 著し いので 有名な 有 

s の佾ゃ 官位の 高い 僭 

(2) 星。 S は 夫.^ 止宿す る W あるた め 

尾 宿と 呼ぶ。 密敎ゃ 陰^道の 钐 法で 星 

も 祭って 災を はら ふ 

(3) 山城 a» 葛 野 郡 花園 打 字 御室。 土 

相承け^ とい ふ 

(4) 後白河 院第四 皇子。 高 A3- 大^ fts 

(5) 息災 又は 祈 雨の ための 法 

(6) 祈禱 

(7) 鳥 羽院第 七 皇子 

<8) 観音の 佛カ によ. 9 胎內の 女子 を變 

じて 男子と する 祈 16 

(9) 漢の武 帝の 夫人 

(W) 白樂 天の 長 根 歌に ある ，「玉 容寂 寬 

涙 閑 干、 梨花 一 枝 春帶レ 雨。」 

(n) 執拗な 死 ® 生 S 

(w)fi 子と 書く。 鞞の踅 のかり に C り 

うつる 蓳 男女 をい ふ  . 

(S2) 不動明王の 咒 力で 惡 S の. n 在 も 奪 

つ て 

や はらに K さむ こと 


02) 酶原惟 方の 子 


(？ B) 二十 W 三昧の 略。 一一 一味 は 葬 場， 荼 

昆所 


篇  七 四 

繁—：： 折 を 得たり、 皇子 御 誕生 疑な し。」 とぞ申 あはれ ける。 御 懐 姙定ら せ 給し かば、 有 

ガん ^うそうき そう  しゅ ("-) しゃう しゅくぶ つ a  AT つ  き. - 

驗の 高僧 貴僧に 仰せて、 大法 秘法 を修 し、 星 宿 佛 菩薩に つけて、 皇子 御 誕生と 祈齊 

,  i  - -  ちう ぐ 5^. ちゃ，、 にい あ， f3) にん わ (4: お むろし： SA, 、ほっしん わ 5  a さんだい あ f=0 く bc> く 

せらる。 1 ハ月ー 日、 中 1吕 御著帶 有け り。 仁 和 寺の 御 窒守覺 法 親王、 御參 -2： 有て、 孔雀 

(..o おんか S  てんだい ざす くく わい  た S ひ fao へんじゃう S んレ 

經の法 を もて、 御 加持 あり。 天ム 口の 座主 覺快法 親王、 同う 參せ 給て、 變成 男子の 法 を修 

ぐう  かさな  しなが  くるし  だび t め 

せられけ り。 か 、りし 程に、 中宮 は 月の 重る に隨 て、 御身 を 苦 うせさせ 給 ふ。 一 度 笑ば 

i>  ： び^ 3  *.00ゃ乂  9 ふ じん ：！.- うや ラ でん やま ひ はか  ひ (3. り くわ し t_&- 

百の 媚有 けん 漢の李 夫人、 昭陽 殿の 病の あ も かく やと 覺ぇ、 唐の 裼 贲妃、 梨花 一枝 * 

J<-  ふ よう かぜ  をみ なへ し  おも  いた i  ま 

の 雨を帶 び、 芙蓉の 風に し をれ、 女郎花の 露 重げ なる よりも^ 痛し き御钹 なり。 か、 

H, ほ や 9 ふし •  (u)  も Id- け  A.-9 い 9  (y)  or A や 5 わ 5 ばく  あら 》*■ 

る 御惱の 折節に 合せて、 こ はき 御物 怪共、 取 入 奉る。 より まし 明 王の 縛に 掛て、 靈 0 

3 りゃう 5 ぢ /、さ ふ  おくねん し，？  たりち A しり ゃラ *  くわ， ゥほ ふし 

れ たり。 殊に は 讃岐院 の 御霊、 宇治 惡左府 の 憶念、 新 大納言 成 親の 死^、 丙^^ 師が 

ち，、 リ やう き. A いがし 云 る にん ノー  も い^りやう  一  * 含 ，や 5 しり や 5  、4ノ で だめ 

惡靈、 鬼界 島の 流人 共の 生靈 など ぞ申 ける。 是 によて 太 政 入道 生靈も 死-璽 も"^ らる 

n っゐ がラぁ  しゅとく てん わう が 5  ぞ 5 く. cv?;v う 

べしと て、 其 比 やがて 讃岐院 御追號 有て、 祟德 天皇と 號す。 宇治 惡左 府、 贈官 贈位 行 

おく  せうな いき (5 ノ 二れ もと  む しに 

はれて、 太 政 大臣 正 一 位 を 贈らる。 勅使 は少 rg: 記 惟 基と ぞ閜 えし。 件の 墓 听は、 大和 


そふ？；. A み 

國添 上の 郡、 河 上の 村 • 


^ん にや C  (化： さんまい  ほ-つげん ^今-ほり ヌニ  ナて  し おひみ も 

般若 野の 五 三昧 也。 保 元の 秋 掘 起して 拾ら れし後 は 死骸 道の 


字 で m い た 純 腹 s 文艇 の 邊の 土と なて、 年々 只 春の 草の み 茂^- 


(r) せんみ や 5 よ *  ぼう 二ん 

今 勅使^ 來て、 {且 命を讀 ける に、 亡魂い か 


(ss)KriK 天皇の 皇弟 

(2) 光仁 天皇 皇后 

(g) 村 上 天皇 第二 皇子 


嬉と おぼし けん。 怨靈 はかく 怖ろ しき 事 也。 されば， 早 良の 廢 太子 をば^ 道 天皇と 號 


(S) 


し、 井上 內 親王 をば、 皇后の 職^に 役す。 ^皆^^ を 狩め られ しせ： 也。 ああ 院の御 


(1) 冷泉 天皇 第 一 皇チ 

(2) 菘原菅 根の 子、 元方。 「大 鏡」 に詳 

說が ある 

(90 冷泉 天皇 第二 皇子 

(4) 內 供奉の 略。 禁中 內道投 の佾。 寬 

算は 賀静 のこと か。 不明 

(5) 朝廷の 吉事 凶事に 罪人 を 無罪と す 

る こと。 常赦は 死罪 以下、 大敏は 常赦 

れ上、 ^常 赦は冇 罪 者 もこと ごとく 敵 


(7) 却って 罪業が 傑から 5 

(8) 法皇に 御 ロ^へ して 

(9) 一  人前に 出世 もした 

(川) 俊寬 自身の 山莊 

(r) 許す 氣に はとても なれ. d 


物 狂 う 坐し、 花 山の 法皇 十 善 萬乘の 帝位 を すべらせ 給し は、 基 方 民 部 卿が 靈と かや" 

f3〕  3 らん  (J0-, 、わんさん ぐぶ れい 

三 條院の 御 目 も御覽 ぜられ ざり し は、 寬算 供奉 が靈 也。 

かど わき C さ、. しゃう  つたへ き  二 まつ  ちう ぐう  いの， 

門 脇 宰相 か 様の 事共 傳 聞いて、 小 松 殿に 申されけ る は、 「中宮 御 産の 御 祈樣々 に 候 也。 • 

JtJ  {5  ノ ひじ しゃ すぎ  きかいが しま 

何と 申 候と も 非常の 赦に 過た る 事 有る ベ し 共 覺ぇ候 はす。 中に も鬼界 島の 流人 共 召還 

(6,  く ど/、 ぜんこん いかで  ぜんもん  まへ おは レ 

された らん 程の 功德 善根、 爭か 候べき。」 と 申されければ、 小 松 殿 父の 禪 門の 御前に 坐 

いしゃう あなが ^げき  ふ びん  リ I こた ： ， ] 

て 、「あの 丹 波 少將が 事 を 宰相の 強ちに 歎 申 候が 不便に 候。 中宮 御 惱の御 事 承 及ぶ 如 

なりち か Q  しり やう  しり やう なだめ おぼしめ さ 

くんば、 殊更 成 親 卿が 死靈 などと 聞え 候。 大納言が 死 靈を宥 んと思 召ん につけても、 

、き  おもやめ 

生て 候 少將を こそ 召還され 候 はめ。 人の 念 ひ を 休 させ 給 はば、 思 召す 事 も 叶 ひ、 人の 

•  W ぐわん すな まち  あ  か もス *Kt  くわ 

願 を 叶へ させ 給 はば、 御 願も凯 成就して、 中宮 やがて、 皇子 御 誕生 有て、 家門の 榮花 

ひよく さかん  •  ひ 2 ろ. やわら  .ー - しゅ-：^ 

彌 盛に 候べ し。」 など 被 申ければ、 入道 相國、 日來 にも 似す 事の 外に 和いで、 一 さて 俊 

くわん やすよ，  それ おなじ めし  も. し • 、 みリ め ， 、 

寬と康 頼 法師が 事 は、 如何に。」 「其 も 同う 召 こそ 還され 候 はめ。 若 一人 も 留られ も 

は、 中中 罪業た るべ う 候。」 と 申された りければ、 「康賴 法師が 事 はさる 事 なれ 共、 俊寬 

す. 0 ぶん  (S) こうじゅ もつ (O0 ひと な  それ  ^ほ ハ W) わぶ ベん ざ- JY^.U^ に 

は隨分 入道が 口 入 を 以て、 人と 成た る者ぞ かし。 其に 所し もこ そ 多 けれ、 我 山 莊鹿ハ 介 

きく わい  (U) 

に 城廓 を 構へ て、 事に ふれて、 奇怪の 振舞 共が 有 けん なれば、 俊寬 をば 思 も よらす 」 

とぞ宣 ける。 小 松 殿歸て 叔父の 宰相 殿 呼 奉り、 r 少將 は旣に 赦免 候 はんする ぞ。 御 心安 

あはせ  くだり  ま をし つけ 

う 思 召され 候へ。」 とのた まへば、 宰相 手 を 合て ぞ悅 ばれけ る。 「下し 時 もな どか 申請 

三  七 五 


(1) 成經は si つたら し. 

(2〕 愛しい 


(3) 九月の 異^ 


本文 篇  七 六 

(1)  げ  つき も，  た び 2 と  * びん 

ざらん と 思 ひたり 氣 にて、 敎盛を 見 候 度 毎に は淚を 流し 候し が、 不便に 候。」 と 申され 

4^4  (C.OA なし  よくく  $ をし 

ければ、 小 松 殿、 「誠に さ こそ は 思 召され 候ら め。 子 は 誰 とても 悲 ければ、 能々 申 候 は 

ん。」 とて 入 給ぬ。  • 

き かい しま  めし かへ さ  ゆるし ** 

去 程に 鬼界が 島の 流人 共 召還るべく 定められて、 入道 相阈許 文 下されけ り。 御 使旣に 

あ. =9  5*5 し  わたくし  よる ひる 

都 をた つ。 宰相 餘の嬉 さに、 御 使に 私の 使 を そへ てぞ 下されけ る。 夜 を^に して^ぎ 

まかせ いろ  なみ A ぜ しの  ゆく ほど  げじゅん いで 

下れと ありし か 共、 心に 任ぬ 海路 なれば、 浪風を 凌いで 行程に、 都 をば 七月 下句に 出 

(3)t がっき  き かい しま  つき 

たれ 共、 長月 廿日 比に ぞ、 鬼 界が島 に は 著に ける。 


(詳) 「七日 彗星 東方に 出づ …… 」 以下 は、 頭註に 示した やうに、 「玉 葉」 その他 常時の 贵族 

たちの 日記に 必ず 見える ところ。 加持 祈 躊* 陰陽 術と 共に、 「平家」 も 亦 等しく 中世の 暗い 世界 

の產 物で ある 事 を、 はっきりと 示して ゐる。 さう いふ ものの 取扱 ひ 方 は、 中世の 他の 作品と 少 

しも 隔たる ところがな い。 

さう いへば、 中宮の 御 姿 を 描いて、 二度 笑めば 百の 媚有 りけん …… 唐の 楊 贵妃、 梨花 一枝 春 

の 雨 をお び、 芙蓉の 風に し をれ …… 」 と說 明す る だけで、 中宮の 御 容姿の 特別な 美し さは 少し 

も 描かれる 事な く、 「長 恨 歌」 の詞 など を その ま、 借用して、 全く 類型的な 物言 ひに 墮 して ゐる 

ところ も、 中世の 他の物 語類から 一 步も 出て ゐな いので ある。 

勿論、 これ は 女性 描寫に 限らず、 まだ 個人と か 個性と かいふ 事が 全く 地下に 埋もれて ゐた當 


時に あって、 當然の 事で あるが、 これら. の 事から、 如何に 偉大な 作品 も、 時代の 限界から 獨り 

跳び出したり、 超越した りする もので ない 事 を はっきりと 知るべき である。 


や 1) あ i り 歸 り. *i いと 思 ふからの 夢 だ 

らう か 

(2) 天魔の 別名 


(3)fsg 人 所 又攝闕 大臣 家な どに 仕へ 一 

勞役 をつ とめる もの 

(4- ) 重大な 葬 科 は 遠 流に なった こと 一 

宥 してやる 

(5) はやく 歸 京せ よの 意 

(6) 文書の 上に 別に 卷き 重ねる 白羝 

究名は 上卷 にかく 


足 


摺 


御 使 は ^ 左 衞門尉 基 康と云 者な り。 船より 上て、 「是に 都より 流され 給し 丹 波少將 殿^ 

判官 入道 殿 やお はする。」 と、 聲々 にぞ尋 ける。 二人の 人々 は、 狐の 熊野詣 して 無り け 

り。 俊實 僧^ 一  人殘 りけ るが、 是を閜 き、 「 餘に 思へば 夢 やらん、 叉 天魔 波 旬の 我心 を 

たぶらか  いふ  うつ、 とも  あわて  はしる  ヒふ 

誑 さんと て 言 やらん、 現 共 覺ぬ物 かな。」 とて、 周章 ふためき 走 ともなく、 倒る とも 

たく、 急ぎ 御 使の 前に 走り 向 ひ、 「何 ごと ぞ、 是 こそ 京より 流された る俊寬 よ。」 と名乘 


給へば. 雜 色が 頸に 懸 させた る 文 袋より、 入道 相 國の許 文 取き いて 奉る。 披 いて 見れ 


- 。に ぢ/ V:I?I.^ 一， ん る- i5、v5)a> くきら.：^ おも.^ を ほす べし ちう ぐう 3 さんの おんいの 9 によて ひじ やうの しゃお こ. cii る し. a る あ ひだ  の 

は 一 重利 免 二 遠 流， 早 可, 成 ニ歸洛 思？ 依， i 中宮 御 產御祈 i 被， 行， i 非常 赦？ 然 間 鬼界島 

流人 少將 成經、 康賴 法師 赦免。」 と 計 書かれて、 俊 寬と云 文字 はなし。 禮 紙に ぞ 有らん 

とて、 禮紙を 見る にも 見えす。 奥より 端へ 讀み、 端より 奥へ 讀 けれ 共、 二人と 計謦か 

れて、 三人と はか、 れす。 

はう ぐわん  き  と  よみ 

さる 程に バノ將 や 判官 入 泣 も 出来たり。 少將の 取て よむ にも、 康輯 入道が 讀 ける にも、 

卷 第三  七 七 


(1) たくさん 

(2囊 

(3) 住んで ゐな くな つ たか 


(4) 書記 


本文 篇  七 八 

一 一人と 計 かかれて、 三人と はか 、れ ざり けり。 夢に こそ か、 る 事 は 有れ、 夢 かと 思 ひ 

たさんと すれ-は 現 也、 現 かと 思へば 又 夢の 如し。 其 上 二人の 人々 の 許へ は、 都より 言 

， ふみ： (1) いく  ち-り  しわん くわん そ-つづ  二と-あ- *  o  二 

づけ 文 共、 幾ら も 有 けれ 共、 俊寬 僧都の 許へ は、 事 問 文 一 つもな し。 されば わが ゆか 

ソの物 ども は 都のう ちに あと をと ぐめ す 成りに けりと おも ひやる にもし のびが たし 0 

われら  つみ i. いしょ  、，  >  しゃ 6 し 

「抑 我等 三人 は 罪 もお なじ 罪、 配所 も 一 つ 所 也。 如何 なれば 赦免の 時、 二人 は 召還 さ 

(10 しふ ひつ 


(5) 九州 

(8) 勿論 5 れ 

(7) 婦 つて ゆ- 


- 氣 もしない 


(BO) 今までく らして きた やうに B5 つ て 


れて、 一人 爱に 殘 るべき。 平家の 思 忘 かや、 執筆の 誤 か。 こ は 如何-に しつる 事共 ぞ 

てん あ ふち  ふ  なき かなし 

や。」 と、 天に 仰ぎ 地に 臥して、 泣 悲め共 かひ ぞ なき。 

少 將の袂 にす がて、 「俊寬 がかく 成と いふ も、 御邊の 父、 故 大納苜 殿、 由な き 謀反 故 也。 

、 よ そ  ゆるさ たけ  みやこ *、 で  こ r ふ A 

されば 餘 所の 事と お ぼす ベから す。 赦れ 無れば、 都 迄 こそ 叶 はすと も、 此 船に のせて、 

(-.o  ち  た  一- れ お ごし  つば くらめ  た C も ^9  .K: とづる £-5 

九國の 地へ 著け て 給べ。 各の 是に 坐つ る 程 こそ、 春 は 燕、 秋 は 田 面の 雁の 音^る 钹 

お C- つ. A 一-き やう  つたへ きい  なに  も だ こ 

に、 自ら 故 鄕の事 を も傳聞 つれ。 今より 後、 何として か は 聞べき。」 とて 悶え 焦れ 給 ひ 

め し^へ さ 5 气し  る こ. m 

けり。 少將、 「誠に さ こそ は 思 召され 候ら め。 我等が 召還る k 嬉 さは、 去 事 なれ 共、 御 

(7)  うち C せ 

有様 を 見 置 奉る に 行べ き 筌も覺 えす。. 打乘 奉ても 上た う 候が、 都の 御 使 も 叶 ふま じき 

ま を  める さ  たい  きこ  ちし  V" つ は？ づ 

由 申す 上、 赦れも 無に、 三人ながら 島 を 出たり など 聞えば、 中中 惡 う^なん。 成^ 先 

まかりつ K  ま をし あは  今-しょく  5. &がぅ むか ひ  二ろ 

罷 上て、 人々 にも 申合せ、 入道 相 國の氣 色 を も 窺て、 迎に人 を 奉らん。 其 間は此 ni 比 

お 二  おも ひなし まち  い つち たいやつ  も 1  ちま 

坐し つる 様に 思 成て 待 給へ。 何としても 命 は 大切の 事 なれば、 今度 こそ； 1 させ 給 ふ共ン 


(1) さわぎ あ ふ 

(2) あらあらし いこと 

(3〕 夜具 . 

(4; 妙法 運 華^の 略 

(5〕 船 をつな ざと めて おく 


(6) 是稃 薄情と は 

(7) こんな 不人情の こと を するならば 

芊 素の 友情 も 今 はなん の 用 もた さない 

情に よ つ て 


(9) 地 だんだ も ふむ こと 

(W) 拾遺 集の 沙娣^ 誓の 歌に 『世の中 

も 何に たと へん 朝 ぼらけ 潛ぎ ゆく 船の 

跻 の 白浪」 

(；=) 一一 一 韓に游 遣され た 夫 大伴佐 提比古 

の 去 り ゆく 船に 名殘を 惜んだ 少女。 山 

上 憶 良 其 他 萬 葉 集に その 傳說 歌が 見え 

る 

(は) きたない 寢所 


こ のとき に 


：) 曰 十お； 速弒 car  母に 捨てられて 


終に はな どか 故 免な うて 候べ き。」 と、 慰め 給 へ ども、 人目 も 知らす 泣 悶えけ り。 旣に舟 

出すべし とて、 ひしめき あへば、 僧都 乘ては 下つ、 下て は乘 つ、 あらまし 事 を ぞし給 

- かたみ  (SX る ふす， U  •  ぶ (4: ほ けき やう  と * め 

ひける。 少將の 形見に は 夜の 衾、 康頼 入道が 形見に は、 一 部の 法華經 をぞ留 ける。 

(5〕 とも-つな とい おしいだ  つな とりつ  - 一し  わき  たけ  > 

纜 解て 押出せば、 僧都 綱に 取附 き、 腰に 成り、 脇に 成り、 長の 立つ まで は 引かれ 

たけ  とりつ  いか  つ ひ すて はて . 

て 出で、 長 も 及ばす 成ければ、 船に 取附 き、 「さて 如何に 各、 俊寬 をば 終に 捨果給 ふか。 

(6  ノ  f7) ひ 2 ろ な-け  (so  *- げ  せめ 

是 程と こそ 思 は ざり つれ。 日 來の情 も 今 は 何なら す。 只 理を枉 て乘せ 給へ。 賫て は、 

くど  いか  と 9 つき-たま  て 

九 國の地 迄。」 とロ說 かれ けれ 共、 都の 御 使 如何にも 叶 ひ 候 まじと て、 取附 給へ る 手 を 

ひき  こぎいだ  なぎさ あが た ふれ ふ  を-な  めのと： ： 

引の けて、 船 は 終に 漕 出す。 僧都 せん 方な さに、 渚に 上り 倒伏し、 少き 者の 乳母 や 母 

しち やう (QO あしす り  これの せ  ぐ  をめ き *_t け  (3?) こぎ ゆく ふね なら ひ 

たど を 慕 ふ 様に、 足摺 をして、 r 是乘て 行け、 具して 行け。」 と、 喚 叫べ 共、 漕 行 船の 習 

しらなみ  いまだ  ， , ^.5 

にて、 ^は 白^ば かりなり。 未 遠から ぬ 舟 なれ ども、 淚 にくれ て 見え ざり けれ は 儈 


都 高き 所に 走 あがり、 澳の 方をぞ 招け る。 彼 松 浦 小衣姬 が、 唐 舟 を 慕つ &、 領巾 ふり 

ふね -ー ぎ. A  く  ひ /、る  (E) あやし ふしど 

けん も、 是 には^ じと ぞ昆 えし。 ^も 漕隱 れ、 日 も 暮れ 共、 怪の 臥處へ も歸ら す、 浪 


に 足 打 洗せ、 露に 萎て、 其 後 は 其に てぞ 明され ける。 さり 共 少將は 情深き 人 なれば、 

よ やう  fee: み  OS) そのせ  &げ  -  k 

能き 樣に 申す 事 も 在ん すらん と 憑 を かけ、 其 瀨に身 をも投 ざり ける、 もの 程 こそ はかな 

(20 さう 9 そ，、 9  かいがん ざん ^な  かなしみ 

けれ。 昔壯 虽., & 里が、 海巖 山へ 放 たれけ ん悲 も、 今 こそ 思 ひ 知られ けれ。 


平家物語 卷第 三 


七 九 


(評) 「鵜 川 軍」 で 注意した、 所謂 動的 敍述 が、 この 段で は 典型的な 形で 發 揮され てゐ る。 

足摺 をして、 r 是乘 せて 行け、 具して 行け。」 とおめき 叫ぶ 所で、 それ は 最高 調に 達する ので 

あるが、 その 效杲を あげる ために 作者 は、 俊寬が 突然 赦免の 使に 會 つた 驚きと 喜びに、 心た か 

ぶる 時から、 全 章に わたって、 夥しい 對 句の 重 たる 連 綾 を 用 ゐてゐ る。 多くの 七五調と 對句 

が、 高調した 感情 表白の ために、 緊迫した 事件の 動き を 表現す るた めに、 好都合であった 事 は、 

「祇園 糈舍」 の 段で も ふれた 事で あるが、 勿論、 七五調 • 封 句 そのものの 持つ 缺陷 はや はりこ 

の 場合に も、 敍述を 類型的な 表出に 傾かせざる をえなかった。 

併し、 さう いふ 限界の 中に あって、 盲 法師の 關東 なまりの. 聲 によって、 急迫した 調子で 語 

られ たで あらう この 段の 如き、 事件 そのものの 劇的 要素と 相俟って、 「天に 仰ぎ 地に 臥して 泣 

悲」 しんだ 佼寛 法師の 激動した 感情と 荒々 しい 息づ かひ、 さて は 必死になって 助からう とする 

懸命の 動作が、 讀む者 *聽 く 者の 胸に、 はげしく 又 高い 調子と なって 肉迫した であらう 事 は、 

「平家物語」 全 章の 中に あっても 特筆すべき ほどであった と考 へられる。 

かう いふ、 「平家」 の もつ 音樂 的な 要素、 又 文章 法の 流動性 は、 物語の 激しい 性格に. m 來 する 

事 は 忘れられな いが、 敍事 詩的な 歴史 文學 として、 訴 へる もの を はちきれる 程 内 に 持って ゐた 

この 物語に とって、 この 高い 調子 や 表現 方法 は、 何にもまして 贵 重な 齊 であった。  . 

この 表現の 偉力に ついて 思 ひ を 及ぼさないで、 「平家物語」 を 語る 事 は、 文學 としての 面 を 切 

り 捨て、 了 ふに 等しい が、 又 この 偉力が 何に 由来す るか を 追及し ない 平家 論 は 又 この 表現に つ 

いて 何もの も 語らない に^し ぃ喾 である。 


〔梗概〕 赦免され た 成 經* 康賴は 無事 肥 前につ いた。 さて 中宮の 御產 平安の ため 種々 の 祈り 

が 行 はれ、 めでたく 皇子が 御 誕生に なった (御 產) ので、 公卿 一同 六 波 羅に參 り (公卿 揃)、 こ 

ん どの 御 修法の 結願に 種々 勸賞 があった。 この 御懷姙 は淸盛 夫妻が 安 3 の 嚴島明 神に 月詣 をし 

たためで ある。 大體、 平氏が 嚴島を 信じ 始めた の は、 淸 盛が まだ 安藝 守であった ころ、 高 野の 

大 塔の 修理 を 仰せつかり、 修理 を はって 後、 淸 盛に 一 老僧が 命じた ので、 嚴島を 修理した とこ 

ろ、 夢に r 汝此斂 を 以て 一 天 四海. を しづめ、 朝家の 御 まもり たるべし。」 と あり、 資 際に 銀の 小 

長刀 を 賜った とい ふに ある (大塔 建立)。 昔、 白 河院の 頃、 三 井寺の 賴 豪が 御懷姙 の祈禱 をし、 

皇子 御 誕生あって、 勸 賞に 戒壇 建立 を 奏した が、 山門の 憤り を 御 考慮あって 御 許しなかった の 

で賴豪 は食 を絕 つて 死に、 皇子 も 間もなく 御 かくれに なった。 そこで 今度 は 山門に 御 仰せ あり、 

めでたく 皇子が 御 誕生に なった が、 怨靈と はかく も 恐し いもので ある。 しかるに、 このたび 俊 

I:- 一人に のみ 赦免の なかった の はなさけ ない こと だ (賴 豪)。 成 經と康 頼 は 翌治承 三年、 肥 前 を 

發ち、 成 經は鳥 羽の 山莊 にかへ り、 院に 仕へ てもとの やうに 宰相 中將 になった。 康頼は 雙林寺 

の山庄 にかへ り、 寶物 集と いふ 書 を 著した (少锊 都 歸)。 


有 王 
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T) つらい a の 番人 

(2) か は s がって 


(3) この 饯 この 折 

(4) 「和 |g 三才 BS 會」 に堺^ は 古来 渡 

65 の si と ある。 支那 行の 商船 

(5) 畫使は 三 E 月の S 波 の Ills 

から 乗船， 内海 を 西に 筑紫博 多に 行き 

六 七 H: に 出 W する を 例と し^ 

(6) 「詞花 集」 卯月 一 日に よめる 「け 

t- よ. C はわつ Jajf 衣う すくと も あ つし と 

のみや 田？ ひ 渡らむ」 (增基 法師) 夏に な 

るの を 待 遠し く S つ たで あらう の 意 

(7) 「江 家 次第」 に於レ 淀乘レ 船と いふ 

から 有 王 も 淀から W 船で 難 波に 下り、 

堺 或は 兵 庫で 便船 を 志し だもので あら 

う 

(8) 「太宰府、 ^路卅 日、 ^ 摩 a  (去 

レ府) 行程 上 十二 01、 下 六日. K 延葛 式) 

と あ， 9、 官垅 によっても 诲陸 併せて 三 

十六 日 かかった 

？) 港 

(^) 盛！； 記に もこの 例が ある 

保 元 物語の 「S3 胡鬼 界ガ 島 ニ渡ル 

事」 の條と 敍景が 似て ゐる 

(は.) それ どころ かもつと 大變 である 

(S2) もとより 人が ゐ るに は ゐる けれど 

(W) 言葉が 通じない 


^  八 二 

さる ほど きかいが しま  る にん  のば  (  — 

去 程に 鬼界 島へ 三人 流された りし 流ス 二人 は 召還され 都へ 上りぬ。 俊寬 僧都 一 人、 憂 

しま し まもり なり  そ うづ  を さ 4  (2, ふ びん 

かりし 島の 島守と 成に ける こそうた て けれ。 僧都の、 少 うより 不便に して 召 仕 はれけ 

わら は  あ B- わう  きかいが しま  け ふ  いる 

る 童 あり。 名 をば 有 王と ぞ申 ける。 鬼界 島の 流人、 今日 旣に 京都へ 入と 聞え しかば、 

と ば  ゆき  わがし ゆ  い. A  それ つみ 

為 羽まで 行 向うて 見 けれ 共、 我 主 は 見え 給 はす。 「如何に」 と 問 へ ば、 「其 は^ 罪深し と 

しま  きい  こ- 4 ろうし  おろか  丈ら へん  き- - 

て、 島に 殘 され 給ぬ。」 と 聞て、 心 憂な ども 愚 也。 常 は 六 波羅邊 にた、 すみ ありいて 聞 

しゃめん  、いだ さ  おんむ すめ し お^し  (3) この  も 1 

けれども、 赦免 有る ベ し 共 聞 出す。 僧都の 御 娘の 忍びて 坐け る 所へ 參て、 「 此せ にも^ 

, .  .S んの a  い か  か のし i わた  ゆく へ たづ. a 

させ 給て、 御上り も 候 はす。 如何にもして 彼 島へ 渡て、 御行 末 を 尋參 らせんと こそ 思 

おん ふみ V- ま  fe-v  いとま 一-ふ  ^6 

立て 候へ、 御文 賜 はらん。」 と 申ければ、 泣々 書て 賜 だり けり。 暇 を 請 共、 よも 赦 さじ 

广 4〕 もろ 二し とも づな (-fo う づ きさ つき  とく  (6〕 なつ W ろ もた つ おそ おも^ 

とて、 父に も 母に も 知せ す。 唐 船の 纜は、 卯月 五月に も 解 なれば、 夏衣 立を遲 くや 思 

(7〕 や よ ひ ナゑ  (S)  なみ ぢ しの ぎ  きつ i がた  くだ 

けん。 三月の 末に 都 を 出て、 多くの 波路 を 凌つ \、 薩摩 潟へ ぞ 下りけ る。 ，1 麼 より 彼 

(Q0 ふな-つ  あやし  き  *i ぎと こうく わい . ひ、、) ぜ 

島へ 渡る 船津 にて、 人怪 み、 著た る 物を剝 取な どし けれ 共、 少しも 後悔せ す、 姬 御前 


ばかり  ひ なか. A  く  . ，. 

の 御文 計ぞ 人に 見せ じと て、 髻 結の 中に 隱 したり。 さて 商人 船に 乘て件 の^へ 渡て 兑 

に、 都に て 幽に傳 聞し は、 事の 數 にも あらす。 田 もな し。 畑 もな し。 村 もな し。 虽も 

へ S) お C- つか  あれ  (S) こ. こば  し  ，：.& めくへ 

なし。 自 ら 人は冇 共、 言 ふ詞も 聞知ら す。 若し か 様の 者 共の 中に 我が 主の 行末 知た 

-  も C-* を  いへ  な：.！ 3 と  4 つし t うじのし ゆ 

る 者 や 在ん と、 「物. 甲 さう 」 と 言ば、 「何事」 と 答 ふ。 r 是に 都より 流され 袷し 法 ^ 寺 執 


行 御 房と 申す 人の 御行 末 や 知た る。」 と 問に、 法 勝 寺と も 執行と も、 知たら ば こそ 返 


To さあ それ はよ a 


れ ばよ 


(2) 山の 方に もられる かも 知れない と 

S はれた ので 

(3) 和漢 l£i 集に 紀齊名 「山 遠く S は 

行 客の^ な埋 み、 松 寒く 風 は 旅人の 夢 

も 破る 1 

(4〕  ^れた 日の 山氣 

(5) 和^ 朗 W 集に 後江 相 ヘム 「沙頌 に 印 

も 刻んで Si? の^ぶ _ぉ， 水. Mtf に 撙す榴 

度る の 時」 

(6) よろめきながら 步く 

(7) 上の 方。 髮が のびても まだ 結ぶ ほ 

どで ない 有樣 

(9) たるんで ゐる 

(W) 絹 やら 布 やら 見分けが つかない 

(JZ) 乾して 食用に する 


かしら ふ  しら  ある  1.1) 

事 もせめ。 唯 頭を掉 て、 「知す。」 と 言 ふ。 其 中に 或 者が 心得て 、「いさとよ 、左様の 人 は 

二れ あり  ここ まど 

三人 是に 有しが、 二人 は 召還され て 都へ. 上りぬ。 今 一 人は殘 されて、 あそこ 此に惑 ひ 

あり  ゆく へ  かた (2〕.KIH つか  わけい  みね よち 

歩け ども、 行方 も 知らす。」 とぞ言 ひける。 山の 方の 覺束 なさに、 遙に分 入り、 嶺 に攀、 


たに  (S) はくうん あこ う-つ  ゆ 1 き  (4 ゾ せいらん ゆめ やぶ.  .， . 

谷に 下れ 共、 白雲 跡 を埋ん で、 往来の 道 もさ だかなら す、 晴嵐 夢 を 破て 其 面影 も 見 ざ 

たづね あ  ほとり つい fc- つぬ  (5〕 さ とう いん きざ かもめ おき しら 

りけ り。 山に て は 終に 尋も逢 はす、 海の 邊に 著て 尋 るに、 沙 頭に 印 を 刻む 鹋、 澳の白 

す  すだ  あと X 

洲に 集く 濱千 鳥の 外 は、 跡 問 ふ 者 も 無り けり。  • 


たいそ  かげろ ふ 

或 朝 磯の 方より、 蜻蛉な どの 様に 瘦衰 たる 者 一人よ ろぼ ひ出來 り。 本 は 法師に て 有け 

レ っ^え  かみ (7〕 そらさ ま おひ  よろ づ も く-つ つい  おどろいた f い  (8) つぎめ あら は  (00 

M 見て、 髪 は虚 様へ 生 あがり、 萬の 藻屑 取附 て、 荊 を 戴た るが 如し。 節 見れ て 皮 ゆ 


(WJ)SIS 親に 「乞 -4? 孤 I」 と ある • 

み ほ 求め 願 ふ 意。 乞食 

(は) 法 華 S の 法師 功 品に ある ほ 文。 

故 在 は 居 在の 誤。 次の 文 は その^ 釋で 

ある 

(M) 修羅 は 修羅道のお。 锊獄 ，钱 鬼， 

畜生 を 三惡道 とい ひ、 修菘お 畜生道に 

包攝 される が、 蜀 立に 立てる 時 は、 合 

せて EI 惡 S とい L 

の惡 道に おちる 

(は) 111 悪道の 1 

(se) 自分 こそ 


た ひ、 身に 著た る 物 は 絹、 布の 分 も 見えす。 片手に は 荒海 布 を 拾 ひ 持ち、 片手に は 網 

5 ど  もらう  ちゆ やう  き 

人に 魚 を 貰て 持ち、 步む樣 に はしけれ 共、 はか も 行かす、 よろ/ \ として 出来たり。 

(^3) こつがい にん  (はノ しょ あ しゅら とうこ ざいだ いかい へん 

「都に て 多くの 乞丐 人 見し か 共、 か \ る 者 を ば 未見す、 『諸 阿修羅 等 故 在 大海 邊』 とて 、 

(M) しゅら  あく しゅ  ほと o- あり  ときおき たま  われ OS) が き だう 

修 羅の三 惡四趣 は 深山 大海の 邊に 有と、 佛の說 置 給 ひたれば、 知らす、 我 餓鬼道に 

かれ これ  あ »- みち. A  もし や 5  わ が しゅ  ゆく へし 

尋來 るか。」 と 思 ほどに、 彼 も此も 次第に 步 近づく。 「若 か 様の 者 も、 我 主の 御行 末 知た 

5 を  いへ  ほっしよ. rt 

る 事 や 在ん。」 と、 「物申さう。」 と 言ば、 「何事」 と 答 ふ。 「是に 都より 流され 給し 法 勝 寺 

しゅぎ やう  へ  しり  とふ  わら は みわすれ  いか  わする • 

の 執行 御 房と 申す 人の 御行 末 や 知た る。」 と 問に、 童 は 見 忘 たれ 共、 僧都 は 何で か 忘べ 

、； 2)  それ  あへ  もて  たげ すて  い- fJ  や-ふれ ふ 

き なれば、 r 是 こそ 其よ。」 と 云も敢 す、 手に 持る 物を投 捨て、 沙の 上に 倒伏す。 さて こ 
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(1〕 失， t する 


(90 盛！！ 記に は 三人 ゐ た 時には 成锊の 

勇敎 盛が 年 二度 舟 もよ こし 衣食の 料 も 

分け あつおが、 成^の お つた あ i それ 

も來 なくな つ たと ある 


<3) 褸袞 記に 「岩の 苔 をむ しりて 潮に 

洗 ひ 食物 とし」 i ある 


篇  八 四 

わがし 》- ゆく へ しり  a が(10 今え い 9  ひざ  かきれ *  まね 

そ 我 主の 行末 も 知て けれ。 纏て 消 入 給 ふ を、 膝の 上に 搔乘 奉り、 「有 王が 參て 候。 多く 

なみ ぢ しのぎ  二れ たづね  やが 5 き め 

の 浪路を 凌て、 是 迄尋參 りたる 甲斐 もな く、 いかに 纏て 憂目 をば 見せさせ 給 ふ ぞ。」 

t  w こち いで 含 たすけおこ 

と、 泣々 申ければ、 良 在て、 少し 人心地 出來、 抉 起されて、 「誠に 汝が是 まで 尋來 たる 

しんべ う  あけ  くれ  一-ひし  おもかげ 

志の 程 こそ 神妙 なれ。 明ても 暮て も、 都の 事の み 思 ひ 居 たれば、 戀き者 共が 而影 は、 

ゆめ み  や In-  ま K ろし た  みいた つかれよ わ  5 つ- - おも ひわ 

夢に 見る 折 も 有り、 幻に 立つ 時 も 有り。 身 痛く 疲 弱て 後 は、 夢 も 現 も 思 分かす。 され 

なんち ォた  ゆめ  お ぼ ゆ  もし  き b  . -ぃか f  , 

ば 汝が來 れるも 唯 夢との みこ そ 覺れ。 若 この 事 夢なら ば、 覺 ての 後 は 如何せん」^ 王 

ラっ X  おんいの ち のび  ふしぎ  おぼえ 

「現にて 候 也。 此有樣 にて、 今まで 御 命の 延 させ 給て 候 こそ、 不思議に は覺 候へ。」 と 

こ ぞ  たよりな  ぉレ は. A 

中せば 、「されば こそ。 去年 少將ゃ 判官 入道に 槳られ て 後の 便 無 さ、 心の中 をば 只 推量 


るべ し。 その 瀨に身 を も 投げん とせし を、 由な き少將 の、 『今 一 度 都の 音信 を も 


(2) 


し。』 など、 慰 置し を、 愚に 若 やと 賴っ 、、 存 へんと はせ しか ども、 此 島に は 人の 食 

ものた え な  の K いわう いもの  か は 

物 絶て 無き 所 なれば、 身に 力の 有し 程 は、 山に 上て 硫黄と 云 ふ 物 をと り、 九國 より 通 


ふ 商人に あ ひ、 物に 換 などせ しか ども、 日に 副て 弱行ば、 今 は 其 態 もせす。 か 様に 日 

のどか  いそ いで あみう どつ りラど  す  ひざ か fto  しほ 乙  カ^ 

の 長閑なる 時 は、 磯に 出て 網 人 釣 人に 手を摺 り、 膝 を 屈て、 魚 を 貰 ひ、 汐干 の^は 貝 

ひろ  あらめ  (3) いそ 二け  かけ  ながらへ 3  , ：ほ 

を 拾 ひ、 荒海 布 を 取り、 磯の 苔に 露の命 を懸 てこ そ、 今日まで も存 たれ さらて は^ 

世 を 渡よ すが をば、 ^何に しつらん とか 思らん。』 

二れ  なにごと  いは  おもへ  わか や  の たま  おん あ リ さ i  >  As 

僧都、 「是 にて 何事 を も 言ば やと は 思 共、 いざ 我家へ。」 と 直へば、 此御 有様 にても 家 


(1) 海岸に 流れよ つ ^竹 

(2) ぎつ し りと 

(3) 取 かけお 程の もの だから 虱 雨に は 

とても^? へられ さう にな い 

,(4) 一  山の 寺務 を耪轄 する 職。 東 寺 文 

書に は 長者と いふ 


(6〕 棟 門 は、 樓 門に 封して 普通の 屋根 

ある 門。 平 門 は、 屋楝を 平らに しお 門 

(7)fK 下の 人 

(00〕 身 . 口  • 意の 所作に より 作 出す 善 

悪の 行 《r 善惡 如何の 因に より 苦樂の 

果を 生す るので 業因と いひ、 その 過去 

にあった の を 宿業と いふ 

(9)li 現受 案. は 今生に 業 も 作り 今生に 

菜もう ける。 頤生は 今生の 業 を 次 世に 


§ 一  生涯 

(；？ ：) 信者の 布施 をう けながら それち^ 

しかも これ. *-、 むに はぢ 


(W) 業の 杲を 感じる。 報 か-受ける 


を 持ち 給へ る 不思議 さよ。」 と 思て 行程に、 松の 一村 ある 中に、 より 竹 を 柱と し、 蘆 を 

II て、 M 梁に 渡し、 上に も 下に も 松の 葉 を ひしと 取懸 たれば， 風雨た まるべ う も 無し。 

？ 0 じ むしょく  よ か しょ (5) しゃ ラむ つ A さど 、  (6)カ ゆ. ひ-ら^. 一  }- ： 

昔 は 法 勝 寺の 寺務 職に て、 八十 餘 箇所の 庄務を 司りし かば、 楝門平 門の 內に 四 五 百 


人の 听從 (- 眷屬 に圍繞 せられて こそ 坐せ しか。 目の あたり か、 る 憂目 を 見 給け る こそ 


不思議 どれ。 業に さまぐ あり。 順 現、 順 生、 順 後 業と 云 へ 

V れい 


僧都 一 期の 間、 身 

に^る 所、 皆 犬ぎ II の ife^^ にあら すと ふ 事な し。 ¥£iii 無慚の 罪に 依て、 

今生に はや 感ぜられ けりと ぞ 見えたり ける。 

(評) 佼寛 だけが 唯一 人と り殘 された の は、 寺 物 を 私用に 供した 信 施 無慚の 罪に よるとい ふ 

因果の 法が、 こ.，, にも 仕組まれ、 次の 「僧都 死去」 の 段に は、 哀れな 死 を 遂げた 佼寛 とその 娘 

又は 有 王の 悲嘆 を 述べて、 「か樣 に 人の 思 ひ 歎きの 積り ぬる 平家の末 こそ 怖し けれ。」 と、 同じ 

く 因果 應 報の 鏡 を 向けて、 平家の 末路の 當然 悲慘 である こと を 照らし 出して ゐる。 作者の 因果 

思想 は、 あくまでも あらゆる 構成にまで 浸透しょう とする ので ある。 

尙、 鬼界 島の 描寫 が、 頭註に 示す やうに、 「和漢 朗詠 集」 など を 借用して、 全く 類型的で 描寫 

の 態度 を 持って ゐな いのは、 何も この 島 を 見た 事がない からで はなく、 女性の 描 寫に李 夫人 や 

楊 貴妃を かける のと 一般で、 かう いふ 點 では 「保 元 物語」 の 鬼界島 も、 「平家」 の それ も、 當然 

同じ ものに ならざる をえない ので あり、 「平家」 も 亦 さまぐな その 優秀 性に も拘 はらず、 ほか 
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八 五 


本 


文篇  八 六 

ならぬ 中世 文學の 世界から 超越す る こと は 出来なかった ので ある。 

一 梗槪〕 佼宽は 食を絕 つて 死に、 有 王 は 遺骨 を 高野山に 納めた (僭 都 死去)。 同年、 京都に 大 

a: が 荒れた (騎)。 重 盛 は 生命 を 賭けて 熊 野に 參詣 し、 病 を 得た。 淸盛は 宋の名 S の 診 斷を勸 め 

たが 重 盛 は國の 恥と して 斥け、 まもなく 歿した (醫 »問 答)。 重 盛 は 生前に 死 を^ 知して ゐて、 

引出物の 太刀 を 大臣 葬の 太刀と 間違へ たの も 咎めなかった (無 文) り、 ま.；」 多數の ^龍と 美し 

い 女房た ちに 圍 まれて 来世の 果報 を 祈り (燈籠 之 沙汰)、 後世の ために 宋の育 王 山に 莫大の 黄金 

を獻 じたり した (金 渡)。 さて、 淸盛は 急に 一 S! 原から 軍勢 を 率ゐて 上洛し、 朝家 を 恨み 奉る と 風 

聞あった ので、 法皇 は靜 憲法 印 を 派して 宥められ たが、 その かひ もなかった (法 印 問答)。 かく 

て關白 以下 多數の 殿上人が 琉罪 にされ たが、 その反面に 平氏 派の 基 通 は 異例の 敍 位に 浴し (大 

臣 流罪)、 無名の 行隆の 昇進な ども さう である (行隆 之 沙汰)。 法皇 は 遂に 鳥 羽 殿へ 御遷り 遊ば 

され (法皇 被 流)、 淸盛は 福 原に 歸り、 宗 盛が 莴事を 行 ふこと となった。 主上の 御 歎き は 一通り 

. であらせられず、 法皇 も 亦 城 南 離宮に 御 淚の日 を 過され た (域 南 離宮)。 


平家 物 語 卷 第 四 


〔梗概〕 歳更 つて 治 承 四 年 二月、 安德 天皇 御 踐祥。 高 倉 上皇 は 鳥 羽 殿に 法皇 を 御 訪ね 遊ばさ 

れた 上、 嚴 島へ 御幸な り (嚴島 御幸)、 やがて 還 御遊ば され、 安德 天皇 は 四月 御卽 位の 大禮を 行 

はれた (還 御)。 


氏 _ 揃 


(1) 安德 天皇の 御卽位 

(2) 今の 鳥 子轼の 類。 薄樣 にたいして 

いふ 


(<^) 後白河 法皇 

(4 ビー 一條 北. 高 倉 西 


(5) 近衞： 大皇の 皇后で 太 皇太后に 御座 

平家物語 卷第四 


藏人 左衞門 權依定 長、 今度の 御卽 位に 違亂 なく 目 出た き樣を 1i 紙 十 枚 ほ^に こま. 

し-?  . , -  きたのかた はちで う に ゐ どの  ゑみ 

と 記いて、 入道 相國の 北方、 八條の 二位 殿へ 參ら せたり ければ 笑 を 含んで ぞ悅 ばれけ 

る。 か 様に 花やかに お出た きこと 共 在し か 共、 世間 は猶靜 かなら す。 

广" り)  わう じ  もちひと お ほきみ ま をし  の  すゑ to-  む. V め  (40  .:. &くら 

其 比 一 院 第二の 皇子、 以仁の 王と 申し は、 御 母加賀 大納言 季成 卿の 御 1 也。 三 條高倉 

たかくら の  いん えいまん  レの P 

に まし ませば、 高 倉 宫とぞ 申け る。 去 じ 永 萬 元年 十二月 十六 日、 御 年 十五 こて、 忍つ 

ぶく. - 


ゥ *  cue 1,?"5 ズ や p  r  I げんぶく あり  n し si. 」 きうつく さ-かくすぐ. R 

つ 近衞 河原の 大宮御所 にて、 御 元服 有け り。 御手 跡 美しう 遊し、 御才學 勝て まし ま 


八 七 


本 文 


T 


(2) 雜は 正しの 意 

(3) 公？？ 菊 ft に， お 承 二 年 十二 巧廿 H 日 

» 從 三位- 三年 十  一 《? 廿 八日 出玆 とみ 

え， is 和 _« 氏で 兵庫預 仲 政の 子 

(4) 吾妻 鏡に よれば ：田 承 年 四月 九日 

の 夜で ある 

(5) 招 運 錄 によれば 神代 Hi 代、 人皇 E 

二世で、 W 仁王 は 第 四 八 世に あたられ 

る。 世 は 父子の 鼷 でか ぞ へ る 

(R0 代 は 系^に 拘らす 位次 をかぞ へる 

(7)一 © 王族の 稱。 装 王 宣下 もない の 

で、 か 5 いつお 

(0O) 皇太子 三 后の 命 を 記した ヘム 文書。 

のちに は 皇族から 出る 文書に 通用して 

^ふ 

親 光 SI 代の 孫、 出^ 守 光國み 子。 

前 司 は 前 出^ 守。 出^ は 今の • 

後 

(W) 出^ « 人 光重の 子 

(J=) 伊賀 守 光基の 弟 

(W) 光長の 弟。 冠者 は 元^し たに かり 

の 若者 

(JS) 源義 家の 子。 檢^ 這 使 左稳門 尉。 

家が 六條猙 川に あった 

(W) 熊 野の 新宮に 住み 新 宮十郎 と稱し 

た。 のち 行 家と 改名 

(Je) 不都合な 人 閭 

(se) 朝實の 弟 

(^)ss 光 0 弟 賴我八 代の 孫、 10 


篇  八 八 

つ A  そね. *  おしこ  たま ひ 

しければ、 位に も 卽せ給 ふべき に 故 建 春 門院の 御猜 にて、 押 箱め られ させ 給つ &、 花 

もと  あそ ブ  「1) し V- う ふ 0 てづ  n さく  えん  ぎょくて き ふい 

の 下の 春の 遊に は、 紫毫を 揮て 手から 御作 を 書き、 月の 前の 秋の 宴に は、 玉 笛 を 吹て 

みづか (2  ノが いん あやつ _»  くら  ちしょう  ^ら 

自ら 雅音を 操 給 ふ。 かくして 明し 暮し給 ふ 程に、 治 承 四 年に は， 御歲 三十に ぞ成 せま 

しまし ける。 

この ころ こん ゑ ^  ら V ぶ ひ  f3 ソ  よ 9 ミ 5  (4〕 よ ひそか 二  CA- や  •  i.0 

其 比近衞 河原に 候け る 源 三位 入道 賴政、 或 夜竊に 此宮の 御所に 參て、 申されけ る 事 こ 

おそろし  キ み  (5)  じんむ  (6)  あたら 

そ 怖 けれ 。「君 は 天照大神 四十 八 世の 御 末、 神武 天皇より 七十 八 代に 當せ給 ふ。 太子に 

つ. A  まで (70 みや  わたら  こ-ろ 5 

も 立ち、 位に も 卽せ給 ふべき に、 三十 迄 宮 にて 渡せ 給 ふ 御 事 をば、 心 憂し と は 思 召 

さす や。 當 世の 體， を 見 候に、 上に は從 ひたる 樣 なれ ども、 5： 々は 平家 を猜 まぬ^: や 候。 

む まんち-一  たま  、ほろ ば  と ば  J*,. しこ め  わ、 一ら 

御 謀^ 起させ 給 ひて、 平家 を 亡し、 法皇の いっとな く 鳥 羽 殿に 押 篼られ て^せ 給 ふ 御 

やす まわら  つか  かう. A う いた 9  •  もし 

心 を も 休め 參せ、 君 も 位に 卽せ給 ふべ し。 是御 孝行の 至に てこ そ 候 はんすれ。 お^^: 

^ま  rocon- やう じ  よろこび  よ" -I まゐ  • 

し 立せ 給 ひて、 令旨 を 下させ 給 ふ 物なら ば、 傥を なして 馳參ら むする 源氏 共 こそ 多う 

つ f  まづ  (oo  n じ みつめぶ  0 みつも こ (s)  C はう みつなが (U) 

候へ。」 とて 申 綾く。 「先 京都に は 出 羽 前 司 光信が 子 共、 伊^守 光基、 出 羽 判官 光長、 出 


(ss)w 義 os の 六男義 時の 三 子 

の 廳 の 役名 


、みつよし く  fsa) つ. つぐわん ためよし ばっし 广：： ) よし り  かくれ 

羽藏人 光重、 出 羽 冠者 光能、 熊 野に は、 故六條 判官 爲義が 末子、 十郎義 盛と て^て 候。 

つ c  くに  お f の  ゆきつな  しん  たりち か c:  むほん  * へ 

攝津國 に は 多 田 藏人行 綱 こそ 候へ ども、 新 大納- 百 成 親 卿の 謀反の 時、 同心しながら 返 

ちう  (^ソ ふ たう にん  ま をす  そのお と- c  とも ザ」 ね： 《0 てし まの くわん じ やた か 

り忠 したる 不當 人で 候へば 申に 及ばす。 さりながら、 其 弟 多 田 次郞 朝^、 手 島 冠 者髙 

よ， (tr ノ. k ほ， こ 0  よ 9 ち 二  (8) め、 J ん よしもと  (W) の^ 5 ぐわん だいよ し 「ぬ  の 

镇、， 太 田 太郎賴 基、 河 ^國に は、 武藏權 守 入 道義 基、 子息 石 河 判官 代^ 兼、 大和 國 に 


(1) 源賴親 五代の 孫， 親弘の 子 

(2) 源義 光の 孫 義定の 子。 山 本 冠者 義 

(3) 冠者^^ の子義 兼 


(4) 帶刀 先生の.^。 これ は 東宮 附 武官 

帶刀舍 人の 長官 

(5〕 源義 光の 子。 逸見に 住す 

(ROK 光 曾孫 淸 光の 子 

(7) 淸 光の 子 

(8) 遠 光の 子 

(00 信義の 子。 一 條庄に 住す 

(W) 忠 頼の 弟。 ^垣鄉 に 住す 

(J:) 兼 信の 弟 

(は) 有 義の弟 

(55) 遠 光の 弟 

(M) 源義 光の 曾孫、 大内 ra 郎義 信の 子 

(巧) 源義 光の 曾孫， 佐 竹 冠者 昌義の 子 

(ie)lg 義 光の 子 

(U) 源爲義 次男。 義 賢が 正し 

(se) 信 濃 木 曾 山中の 宮越 (西 筑摩郡 HI 

義村) に 成長した 

(S3) 源 爲義の 子。 吾娑 鏡に は 志 太三郞 

義廣 

(M) 源義 光の 孫、 S 業の 子。 長 門 本 は 

昌義 につく る 

(S3) 菘經基 

(K) もと 入道と 同じ。 のちに 今道心の 

意に な つ た 

(§3) 頟 家に 代って 莊 園の 事務 も 掌り 年 

貢 所 役な ど を預る もの 

(S) 公家の 用ば かり かいろい ろな 雜用 


(お) たびつ るの 音便 


fl05 の  ちか はる  あり はる  よはる  な B..y る  よしはる  0 

は、 宇 野 七郞親 治が 子ども、 太郞有 治、 次郞淸 治、 三郞成 治、 四郞義 治、 近 江國に は、 


(Co やまもと (3〕 か レニぎ にしご り  乃 

山 本、 柏木、 錦 古里、 美 濃、 尾 張に は 山 田次郞 重廣、 河 邊太郞 重 直、 泉 太郞重 光、 


浦 野 四郞重 遠、 安食 次郞 重賴、 其 子太郎 重资、 木 太 三郞重 長、 開 田 判官 代 重國、 矢 島 


f,to ぜんじ やうし げた か  しげ ゆき  の  (5) へんみの くわん じ やよ しきょ  きよみつ (6) たけ だ^ 

先生 重 高、 其 子の 太郞重 行、 甲斐 國に は、 逸見 冠者 義淸、 其 子の 太郞淸 光、 武田太 


^の  A.- ほみ つ ,s)  ながき よ (oo の  た f 

郞 信義、 加々 美 次郞遠 光、 同小 次郞 長淸、 一條 次郞 忠賴、 板 垣 三郞兼 信、 逸兑 兵衞有 


よし (3:3) たけ だ c  のぶみ つ (は) やすだ c  よし さお  の  <• 

義、 武田 五郎 信 光、 安田 三 郞義定 、信 濃國に は、 犬 內太郞 維義、 岡 田 冠者 親義、 平賀 


冠者 盛義、 其 子の 四郞義 信、 故帶刀 先 生義 方が 次男、 木 曾 冠者 義仲、 伊豆 國には 流 


の よりと も  の  (S ；〕 し おの  せんじゃ うよし C り さたけ の  まさよし その の  た よし 

人前 右兵衞 佐賴 朝、 常 陸國に は、 信 太三郞 先生 義敎、 佐 竹 冠者 正義、 其 子太郎 忠義、 


〜：  ，  C  こ  のかみ よしとも ばっし 

同三郞 義宗、 四郞 高義、 五郎 義季、 陸 奥 國には 故 左 馬頭 義 朝が 末子、 九郞 冠者 義經、 


是皆六 孫 王の 苗裔、 多 田 新 發意滿 仲が 後胤 也。 朝敵 を も 平げ、 宿望 を 遂げし 事 は、 源 

しゃう れつ  うんでい まじ はり へだ  しう じう れい  おと 

平 何れ 勝 劣 無り しか ども、 今 は 雲泥 交 を 隔てて、 主 從の禮 にも 猶 劣れり。 國 には國 

(0〕 りゃうし よ  (3!) く じ ざ ふじ かりたて 

司に 從ひ、 庄 には領 所に 召使 はれ、 公事 雜 事に 驅 立ら れて、 安い 思 ひも 候 はす。 如何 

きみ もし  りゃう じ (お りたう  よ  つい はせ の K 

計 か 心 憂く 候らん。 君 若 思 召 立せ 給て、 令旨 を 賜づる 者なら ば、 夜 を 日に 繽で馳 上り、 

なろ ぽ  じ じつ めぐら  よ  o きぐ  ま ゐ** 

平家 を滅 さん 事、 時日 を囘 すべから す。 入道 も 年 こそ 寄て 候へ ども、 子供 引 具して 參 

侯べ し。 一と ぞ申 たる。 


この ことい. しばし しょ 5 いん な. a  ，(s ソぁ こ ま^ ぷ i ,  一 

宮は此 事 如何 有 るべ からん とて、 暫は御 承引 も 無り ける が、 阿古 丸 大納言 宗通卿 の 孫 
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八 九 


本 文 

(10 伊 長の 訛， 本名 は宗 綱 

(2) 人相見 

(3) 政權赏 握の 大望 もお すてなさい i 


(4) 容敛 なく *少 しも は V か る筝 なく 

(5 ぶ PS を傳ま する 钧使。 吾妻 鏡の 治 

承 四 年 EH: 五日の 條 

(6  〕  H に ほ 一！ ほ して ゆく 中に 


(7)ss ケ沛 中の 一 島 

(8) 中 仙 道 


(OS) 別 富 權大 佾都湛 海の 子。 義钥信 S5 

の 謀 を いちはやく 淸 盛に 知らせ、 手 

兵 を 援兵に 差 出した (平 治 物語)。 平 

氏が 3 落す ると、 今度 は 頼 朝に 忠 

ほげん だ (吾妻 鎮) 

(^) 身方 

(IT) 天の やうに 山の やうに 廣く 大きな 

恩 を. つけ たから 

(K) ひと 戰 して 

(55) 熊 野^-口の 海港。 中世から^ 野 萬 

水 軍の 杞據 地であった ■ 

(M) 矢 も 射 あてた ときに 射手の あげる 

(は) 衰 へ f- につ ゾ くこと 


篇  九 0 

のせん じす ゑみち  (-0 一一れ なが  すぐれ 02)？5に ん  ，う 

倚 後 前司季 通が 子、 少納言 維 長と 申し は、 勝た る 相 人な りければ、 時の 人相 少納 1  一一！： と 

たま ふ  ラ i し i  へ c? メ  *:w し b し 

ぞ申 ける。 其 人が 此宫を 見參ら せて T 位に 卽せ 給べき 相 坐す。 天下の 事 思 召 放た せ 給 

ふべ からす。」 と 申け る 上、 源 三位 入道 も か樣に 申されければ、 さて は 然るべ し。 天 照 

つげ  (4)  お M し！ » レ  よし も B-  » し 

大 神の 御告 やらん とて、 ひしひしと 思 召 立せ 給 ひけり。 熊 野に 侯 十 郞義盛 を 召て、 藏 

ゆきい へ かいみ や 5  oa> 'や-?' じ おんつ > ひ  一 

人に なさる。 行 家と 改名して、 令旨の 御 使に 東 國へぞ 下されけ る。 

た あ ふみ  はじ  みの を は _»  (K0  ふれ S く. 

同 四月 二十 八日 都 を 立て 近 江 園より 始めて 美 濃、 尾 張の 源氏 共に 次第に 解て 行程に 五 

ほうで う  さき 0  の  9 やう じたて まつ  ゝ だ  よし 

月 十日、 伊豆の 北條に 下りつ き 流人 前 兵衞佐 殿に 令旨 奉 る。 信 太三郞 先生 義敎 は、 

あに  とら  し だ (7〕 うきしま くお  きそ 0 くわん じ やよ しな. A 

兄 なれば 取 せんとて、 常 睦國信 太の 浮 島へ 下る。 木會 冠者 義： は、 甥 なれば たばん と 

(8) せんだ う 

て、 山道へ ぞ おもむき ける。 

(Q0  くま q  たん ぞ ラ  なに  き  しん 

其 比の 熊 野 別 當湛增 は、 平家に 志し 深 かりけ るが、 何とかして 漏れ聞きた りけん、 新 

ぐう  よし も o-  0  9 やう じ  ナで む- V ケ お-一す 

i 吕の十 郞義盛 こそ、 高 倉宫の 令旨 賜 はて 美 濃 尾 張の 源氏 共觸れ 催し、 旣に 謀反 を 起な 


3 だめ  (S かた うど  たんぞう  おん (u) あ 

れ。 那智新 宫の者 共 は、 定て 源氏の 方 人をぞ せんすらん。 ^^"は 平家の 御 恩 を、 天 山 

かう む  い. A そむき  <0J) 

と 蒙り たれば、 爭で背 奉べき。 那 智新宫 の 者 共に 矢 一 っ射懸 て、 平家へ 仔細 を 申さん 

ひた かぶと  (はり しんぐう みなと はつ  とり ゐの  たかば ラの  さ^ち ひ  . 5 

とて、 直 甲 一 千 人、 新宫の 湊へ發 向す。 新 宫には 鳥 井 法眼、 高坊 法眼、 侍 に は、 宇 

ゐ  す V き  み-つや かめ 5 う な ち 一  し S ぎ やう  つ がふ  と々  や あはせ 

井、 鈴 木、 水屋、 龜甲、 那智 には^ 行 法眼 以下、 都合 其 勢 二 千餘人 也。 鬨 作り 矢 合し 

い  い  たが ひ U やた！； y  、ほ， もい てん 

て、 源氏の 方に はと こそ 射れ、 平家の 方に はかう こそ 射れ と、 互に 矢 叫の 聲の 返轉も 


^目 「^ら^^ 547 音 作 ある：」 なく > 銃の 鳴 止む 隙 もな く、 三日が 程 こき かう たれ。 i;IMr& ぞゃ 家の 子 郎等 多く 

(五 武器 談) 矮矢  ：- 、 , お . I  (2 ぶ. ら いっち いき  ほんぐ 5  っぽ 

<90 危ぃ命 を 助かって  うたせ 涉身手 負 ひ 辛き 命 を 生つ X、 本宮 へ-こそ 逃 上り けれ。 

(誶) 安德 天皇 御卽 位の 御樣子 を、 淸盛 夫妻が 「笑 を 含んで 悅」 んでゐ ると いふ 平氏と して 

喜びの 絕項 にあった 時 は、 同時に その 反對 勢力 搽 頭の 時で もあった。 「法皇 被 流」 「城 南 離宮」 

(卷 第三) あたり 迄で 淸 盛の！^ 業 は 述べつ くされ、 癸 華 も 亦 極まって ゐる。 作者の 思想に よれ 

ば、 當然 彼ら は沒 落しなければ ならぬ。 かくて 、「源氏 摘」 を 機と して 物語 は、 次第に やぶれ ゆ 

く 平氏の 狀 態へ 筆 を 進めて ゆかざる をえない。 

賴 政の 言葉の 中に 源氏の 總勢を 簡潔に 說明 させて ゐ るが、 これらの 源氏 勢の 名 を列擧 した 個 

所 は 一 躂退 屈な やうに 見える けれども、 窒際 はさう でな く、 當 時の 人々 にと つてよ、 親しい 名 

前ば かりで あり、 その 名 を 聞く だけで、 夫々 の 風格な り 事業な り を 目前に ありく と 思 ひ 浮べ、 

重疊と 述べられる 武人 名に、 戥 ひの 雰圜氣 を さへ 感じた であらう 事 を 思 ふべき である。 又 この 

やうな 簡潔な 矢つ ぎ 早の 列擧 は、 丁度つ ぎくに 急 を 聞いて 立ち上り、 馳せ參 じた 源氏の 武將 

の 迅速な 行動、 きびく した 擧 兵の 態度に 美事に 照應 する ものであって、 現在の 吾々 が これら 

を單 なる 源氏の 名簿の 如く 感じる かどう か は、 この 章の 文學 としての 評 價に拘 はりの な. いこと 

なので ある。 この 段と 同じ やうな 樣式を 持った ものに、 「公卿 揃」 (卷 第三) 「大衆 揃」 (卷第 四) 

「朝敵 掏」 (卷 第五) などが あり、 夫々 文學 として 十分 機能 を發 揮して ゐて、 單 なる 姓名の 羅列 

と考 へられて ならない ところで ある。 
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〔梗概〕 法皇 は 鳥 羽 殿から 美 福 門院へ 還 幸され た。 熊 野の 湛增 から 高， おか：： 御 謀反の： ば 進が あ 

つたので、 平氏 は 軍を宮 の 御所へ 向けた が、 事 は賴政 等の 起した ものと は 知らなかった (S 一沙 

汸 )- 


0 


(1) 一 H2S 

(2) どんな ことが 起 つたと も 


(3) 長お 3 左 兵 ® 尉の^ 

(4) 女 &2 外出の 服裝， 壷 装束で ある。 

衣も頌 上から 被り、 垂髮を 中に こめ、 

中 結 をし、 兩の棲 をつ ぼ 折って 前に は 

さみ、 市 女 笠 を 被る をい ふ 

(5) 中高の 塗 笠。 市に 商 ふ 女が 被って 

ゐた からい ふ 

(6) 官位の し い 侍 


<-1) さっき  くもま  ながめ  たま 00 なん ゆく へ .21 しめし 

宮は 五月 十^ 1 夜の 雲間の 月 を 詠 させ 給 ひ、 何の 行方 も 思 召 よら ざり ける に、 源 三位 入 

ふみもち いそが は  いでき た  おんめ の と さ  でう  むね^ぶ 

道の 使者と て、 文 持て 忙しげに 出來 り。 宫の 御^ 母子、 六條 のす けの 大夫宗 信、 是を 

と  ひら  みる  5 む ほん  あら は  と さ  はた  まわら 

^て、 御前へ 參り 開いて 見に 、「君の 御 謀反 已に 顯れ させ 給 ひて、 土 佐の 畑へ 流し 參す 

くわん にん  むか  いそ  いで  み .«  おはし i 

べしと て、 官人 共御迎 へに 參り 候。 急ぎ 御所 を 出させ 給て、 三 井寺へ いらせ 坐せ。 入 

道 もやが て參り 候べ し。」 とぞ 申け る。 「こ は 如何せん。」 と噪 がせお はします 處に、 育の 

さ ぶら ひ (3) ちゃう ひやう ゑ C じょう 0 ぶつら  た *•  やう  (4) しゃう そく 

^ 長 兵 衞尉信 連と 云 ふ 者 有り。 「唯 別の 様 候 まじ。 女房 装^に て 出させ 給へ。」 と 

おんぐ し みお かさ  ぎょい  (5) いちめ かさ 

申ければ、 然るべ しとて、 御 髮を亂 し 重ねた る 御衣に、 市 女 笠をぞ 召れ ける。 六條の 

むね c ぶ からかさ も おんともつ かまつ  つる まる い わら は ふくろ ものいれ いだ *•  たと • 

すけの 大夫宗 信、 唐 笠 持て 御供 仕 る。 鶴 丸と 云 ふ 童、 袋に 物 入て 戴いたり。 ，へば 

c«0* いし S よ む A  ゆく やう いでた- たま  たかくら  おち  お ほ みぞ f 

靑 侍の 女を迎 へて 行樣に 出立せ 給 ひて、 高 倉 を 北へ 落させ 給 ふに、 犬なる 溝の 有け る 

も C がる こえ  ^ちゆき たちと *-  みぞ こえ やう 

を、 いと 物 輕ぅ趑 させ 給へば、 路 行人 立 留まて、 「はしたなの 女房の 溝の 越 様 や。」 と 


(1) あちこち. 


れ させ 


(2. "とり か たづ け る 

(3) あれほど i でも 

(4) 盛衰 記に 「小枝と 聞え し漢 竹の 御 

笛」 と ある。 長 門 本に サ エダと いひ、 

拾 K ハ^に もサ エダと よませる 

(5) 御 tt もとに 

<-6) こ のま i 


(7) 染色で 諸^ ある V 大體薄 靑の裏 

表 又は 裏の み 白の 染色 


草摺の 上の 方 は 色 こく、 其 次の S は 中 

色に して 又 其 次の 段 は 5 す 色に して 又 

其の 次 段 を 白く おどす 也」 (鎧 色談) 


て、 怪げに 見 參 せければ、 いと V 足早に 過 させ 給 ふ。 

ちゃう ひやう ゑ のぶ つら  る す  おか  にようば うたち  お ュ し  かしこ こ- 

長 兵 衞尉信 連 は 御所の 留守に ぞ 置れ たる。 女房 達の 少々 坐け る を 彼此へ 立 忍せ て、 見 

ぐるし  あら (2) と， した、  みる  (3〕  ひ V う  (4) こ えだ  おん ふえ 

苦き 物 有ば、 取 認めむ とて 見 程に、 宮 のさし も 御秘藏 有け る 小枝と 聞え し 御 笛 を、 只 

(ro  . と， わす  あち かへ  とら  のぷ 

今し も 常の 御所の 御 枕に 取 忘れさせ 給 ひたりけ るぞ、 立 歸ても 取 まほし う 思 召す。 信 

つら  ぁ5  み  •  -  5 ちお - ，い 

連是を 見附て 、「あな 淺 まし。 君の さし も 御秘藏 有る 御 笛 を。」 と 申て、 五町が ^ に 追 著 

まゐら かん あ  われし- 1  2 く 4； ん ぶ  >  ， "ぼせ >  ^  », 

て參 たり。 宫斜 ならす 御感 有て、 「我 死ば、 此笛 をば 御棺に 入よ。」 とぞ 仰け る。 「やか 

おらと も  のぶ つら  ，  • 

て 御供に 候 へ 。」 と 仰ければ、 信 連 申け る は、 「只今 御所 へ 、 官人 共が 御迎 へ に參り 候な 

> と  む ザ  しゃう 

るに 御前に 人 一人 も 候 は ざらん か、 無下にう たてしう 候。 信 連が 此 御所に 候と は、 上 

下 皆 知られた る 事に て 候に、 今夜 候 は ざらん は、 其 も 其 夜に^ たりけ りな ど 言 れん 事、 

みや  か9  をし  しばらく 

^箭 取る 身 は、 假 にも 名 こそ 惜ぅ 候へ。 官人 共暫ぁ ひしら ひ 候て 打破て やがて 參り候 

はし 

はん。 一とて、 走り 歸る。 


H  <,  -  r-: お  し P う ぞく  O んぅす も を かりぎぬ  (00 もえぎお どし はら き き (=,. りゑ ふ 

長 兵 衞が其 日の 装束に は、 篛靑の 狩 衣の 下に、 萠黄 威の 腹卷を 著て、 衞府の 太刀 を 


ぞ帶 た. 


(S) でう おもて そうも^  たかくら  こ もん  つら  ま-ち *  -  '  C 

ける。 三條 面の 惣鬥を も、 高 倉 面の 小 門 を も、 共に 開いて 待 かけたり 源大 


太刀。 儀 の 爲 に 用ゐる 

(W) 三條 大路に 面し *i 大 E 

(P) 午！ IS 十二時 

(？ ：！) 何か老 へが あると 見えて 


,  つ K- ふ  •  ょ广； 3; お  二く 

夫の 判官 兼 綱、 出 羽 判官 光長、 都合 其 勢 三百 餘騎、 十五 日の 夜の 子の刻に 宫の 御所へ 

おしよ  (ほ) ぞん  むね あり お K え  はるか もんぐ わい  I 

ぞ押 寄せた る。 源大夫 判官 は、 存. する 旨 有と 覺て、 遙の 門外に ひかへ たり 出 羽！. 官 

^つえが  09  5 ち  だいぶん じ やう も -げ  1] kl; . , 

光長 は、 馬に 乘 ながら 門の 內に打 入れ、 庭に ひかへ て 大昔 聲を撝 て 申け る は 「御 謀反 
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本 文 

(1) 鼸宣 とも" 違 使 別 富の 出す 文 

#. 勅宣に 准ぜ られた 

(2) たゾ いま 裤所 にもい i さね 

へ. a) 神 52B へペ瞿 


九 四 


ま 違^ 麈の下 S の 者。 

H 人拷 S* 流人 押送な どに 使 はれる 

(5) 同贛。 なかまの 者 

(6) 蒂は. 0 も 切れで 作った； « 一  寸五 分 

ほどの もの、 紐 は 襟のと ころ を 結ぶ S 


(7) 儀刀 だが 刀身 も 特に 钧 利な ものに 

用意して おいた の 4  , 


(i 馬 道 (お) の 訛。 土間の E 下 もい 

(9M 


(W) つよい 者 ども 


の 聞え 候に 依て、 官人共 別 當宣を 承 はり、 御 巡に 參て 侯。 急ぎ， 候へ。」 と 申 けれ 

ば、 長 兵 衞尉大 床 に 立て、 r 是は當 時 は 御所で も 候 はす。 御物 詣 で 候ぞ 。 何事 ぞ 、事の 仔 

.,-<ん で 5  a しょ  わ .--,リ 

細 を 申されよ。」 と 言ければ、 「何 條此 御所なら では、 いづく へ か 渡せ 給 ふべ かんなる。 

しもべ  まゐ  さ ぶ  ちゃう ひ A 'う ft  きい 

さない はせ そ。 下部 共參 て、 搜 しま ゐら せよ。」 とぞ 云け る。 長 兵 衛尉是 を 聞て 、「物 も 

おぼえ  やう. A な  Q，  I うち ま. <5  きく わい  さおし 

覺ぬ官 人 共が 申樣 哉。 馬に 乘 ながら 門の 內へ參 る だに も 奇怪なる に、 下部 共 參て搜 ま 

いか  の はせ ベ CCJ ぶつら  よ あやまち 

ゐら せよ と は、 爭. で 申ぞ。 左 兵 衛尉長 谷 部 信 連が 候ぞ。 近う 寄て 過すな。」 とぞ 申け 

f4: ちゃう •  たか  かねた け い だ いぢ. A ら がう  うへ び 

る。 廳の 下部の 中に、 金 武と云 ふ 大力の 剛の者、 長 兵 衛に目 を かけて、 大 床の 上へ 飛 

のぶ 3  ：  Z  ,(5)  -  w  ,  ぉ，ぎ ぬ； 6)JC ぴ ひも ひきき すつ 

上る。 是れを 見て どうれ いど も 十四 五 人ぞ鑌 たる。 長 兵 衞は狩 衣の 帶紐引 切て 捨るま 

, ff ふ r 々i ち  ： .  一  r ろえ つくら  fc き あはせ  さんざん  ォ 

まに 衞府の 太刀 なれ 共、 身 をば 心得て 作せ たる を拔 合て、 散散に こそ 切たり けれ。 

かたき  ふる £  ゑ ふ  たち  令-， たて  ちる やう 

敵は大 太刀 大 長刀で 振舞へ ども、 信 連が 衛府の 太刀に 切 立ら れて、 嵐に 木の葉の 散 様 

に、 庭へ 飆とぞ 下りたり ける。  - 


さ 月 十五夜の 雲間の 月の 顯れ 出て 明りけ るに、 敵 は 無案內 なり、 信 連 は 案 5： 者 也、 あ 

(8) めんら ラ おかけ  こ、 (Q0 つま リ お つめ  せんじ 

そこの 面 道に 追懸て は、 はたと 切り、 此 所の 詰に 追 詰て はちゃう と 切る。 「如何に 宣旨 

お んっ. A ひ  いひ  なん  * こ ち ゆがめ  c; 

の铕使 をば， かう はする ぞ。」 と 云ければ、 r 宣 旨と は 何 ぞ。」 とて、 太刀 曲ば を どり^ | 

おしな ほ ふみ^ ほ  (め) よき  にん  ふせ  t ち  うち を 

き、 押 直し 蹈 直し、 立ち 處に好 者 共 十四 五 人 こそ 切 伏 たれ。 太刀の さき 三寸 許 打 折て 

はら  二し ぐ  さやまき おち なか，  ほて ひろげ  たかく fcs もて 

腹 を 切ん と 腰 を 探れば- 鞘卷 落て 無け り。 力 及ばす、 大手 を廣 て、 高 倉 面の 小 門より 


(1)<B の大 長刀 4i び こえよう として 

(ク )|8 つた やうに 


(3) お ま 


(1 ン 力ら  とん 

走り出ん とする 所に、 大 長刀 持た る 男 一人 寄 合 ひたり、 信 連 長刀に 乘ん と、 飛で 懸る 

C りそん  も- へ 2 ソ さま つらぬ  たけ おも  とりこめ 

が、 乘 損じて、 股 をぬ い 様に 貫かれて、 心 は猛く 思へ ども、 大勢の 中に 取 籠られて、 

ハ けど り 

生 捕に こそせられ けれ。 

その C ち  さが  わた  のぶ つら ぼかり からめ  はら  ゐ  にふだう しゃう こく 

其 後 御所 を 捜せ ども、 宫 渡らせ 給 はす。 信 連 許 搦 て、 六 波羅へ 率て 參る。 入道 相國 

れんち う  きき 0  むねち o-の おほ^か たつ ，  お ほに は ひきす ゑ  (3) をと こ 

は 簾 中に 居 給へ り。 前 右 大將宗 盛 卿、 大 床に 立て、 信 連を大 庭に 引 居させ、 「誠に わ 男 

なん  き  その 5 へ ちゃう しもべ  にんじゃう せつがい  せん 

は、 『宣 旨と は 何 ぞ。』 とて 切たり ける か。 其 上、 廳の 下部 を、 匁 傷 殺害し たん 也。 ^す 

きう もん 

る所轧 問して、 よく 


よね 


？) 近頃 

(5) 大した こと も あるまい 


(6) 甲胄 武具 

(7) これでよ いと 思 ふだけ 十分に 宥し 

て 

(8〕»8 へ のよ いする どい 太刀 

(9) 武土 としてみ づ から 任じて ゐるほ 

どの ものが。 待 品 は 待の 品格と いふ ほ 

どの 義 

(W) 覺 悟し てゐる こと を 拷問され たか 

ら といつ て 

(；； ：) あ 惜しむべき 立派な 男 も 


、事の 仔細 を 尋問 ひ、 其 後河原に 引出て、 首 を 刎 候へ。」 とぞ宣 

わら  、4)  よな く  5 か f  V- ふら ふ 

ひける。 信 連 少しも 噪 がす、 あざ笑て 申け る は、 「この 程 夜々 あの 御所 を、 物が 窺 ひ 候 

s  j  うちいり 

時に、 何事の 有るべき と 存じて、 用心 も 仕 候 はぬ ところに、 鎧き たる 者 共が 打 入て 候 

せんじ  さんち； か い ぞ/、 がうた う  やつばら 

を、 『何者 ぞ。』 と 問 候へば、 『宣 旨の 御 使』 と 名乘り 候。 山賊、 海賊、 强盜 など 申す 奴 原 

.  きんた ち いら  せんじ  な ^  .A ね A\5 けた ま は * 

は、 或は 『公達の 入せ 給 ふぞ』 或は 『宣 旨の 御 使』 など 名乘り 候と 兼々 承て 候へば、 

せんじ  なん  き  およそ (6:- も C" ぐ (7) おも さま  (S) か.^ よ. A  -ち  、.！ 

, 『宣 旨と は 何 ぞ。』 とて 切た る 候。 凡 物の Rj ハをも 思 ふ 様に 仕り、 缘 善き 太刀 を も 持て 

くわ^ にん  にん あん をん  かへ  fl ざいしょ  个づ  >  f た： fc 

候 はば、 官人 共、 よも 一人 も 安穏で は 歸し候 はじ。 叉宫の 御在所 は、 何く にか^せ 給 

しり ま. 0 ら  た，： ひし o"  (00 さ ぶら ひ  (S) おもむき タ 

ふらん。 知 參せ候 はす。 縱知參 せて 候と も、 ^ ほんの 者の、 申さ じと 思 切 てん 事、 

きう もん 

札 問に 及で 申べ しゃ。」 とて、 其 後 は 物 も 申さす。 

いく  たみ ゐ .  へいけ さ ふら ひ あはれ がう  (！； 0  をと こ - -I 

幾ら も：^ 居たり ける 平家の 侍 共、 「哀 剛の者 哉、 あたら 男 を 切られん すらん 無慚 さよ」 
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(1)3 人 所 

(2)諸國 から 三年 交 上京して 禁 M 

も i もる 武士た ち。 「京都の 上番 は禁 H 

守^の 爲 なれば、 ことに 大事の 番役な 

る 意に て， 私に は大番 役と いひけ むが、 

お ほやけ にも 大番袞 とよば る  > ことと 

な h- しなる ベ し」 (武^ 名目 抄) 

(3) 伯耆 H 日 野 都 H 野 «r 今の 黑ぉ衬 

-4) 景季の 親。 た ほ卷第 九の 宇治川 先 

^  ： き. 

(5) 平氏に si^ された 顚末 

(R0 長 門 本に、 能 SB 大屋 庄 を^った 


篇  九 六 

な. A  へ 1〕 ところ  (Co お， ばん  七 

と 申 あへ り。 其 中に 或 人の 申け る は、 「あれ は 先年 所に 有し 時 も、 大番 衆が 留 兼たり し 

ff  た f  おか-  々..D- ふ  、. けど 譬  &さ 

强盜六 人に、 唯一 人 追 懸て四 人 切 伏せ、 二人 生 捕に して、 其 時 成れけ る 左 兵 衛尉ぞ か 

つ はも c  をし みあ 

し。 是を こそ 一 人當 千の 兵と も 云べ けれ 0」 とて 口 々 に 惜^ I へりければ、 人道 相國 いか 

(3) はう き ひ の  げん t  と 5、J  く  くだ 、4〕$5 はら 

が 思 はれ けん、 伯 耆の日 野へ ぞ 流されけ る。 源氏の 世に 成て、 東國へ 下り、 梶^ 平 111 

k^5b とき  (5) 一一ん げん  かま くら しん，/ う  かん 

ま乐 時に ついて、 事の 根元 一 一 次第に 申ければ、 鎌 倉 殿 神妙な りと 感じお ぼしめ して、 

へ 6)0 との  おんか 5 む  *M 一 

能 登 國に御 恩 蒙りけ ると ぞ聞 えし。  - 


(評) 兵衞 尉に すぎない 一介の 武士が、 大きく 浮彫され る。 この 段の 全幅が その 活躍の 場面 

として 提供され たばかりで なく、 合戰の 際にお ける 彼の 實 カ行 爲は、 最早 讚嘆の 心 を 以て 迎へ 

ら れてゐ る。 「薄 靑の狩 衣の 下に、 萠黃緘 の 腹帶を 著て、 衞府の 太刀 を」 佩いた 彼の 姿 だけが、 

こまかに 述べられ、 大きく 寫し 出される。 彼の 刀 は 誰の 刀よりも 激しく 大きく お 鳴りする。 彼 

は 誰でもが 怖れた 淸盛. 宗 盛の 前に 引出されても、 「少しも 噪 がず、 あざ笑て」 抗辯 する 意志 强 

固な 侍で ある。 

かう して、 自分に 反抗す る もの は、 如何なる 上つ方に しても 鬼の 如く 假借 しない 淸盛 さへ、 

この 一介の 武士の 行動に は、 特別な 取扱 ひを敢 へて する。 卽ち 「入 s~ 相國 いか^ 思 はれ けん、 

伯誉の 曰 野 へ ぞ 流されけ る。」 とあって、 信 連 は 斬首 を 免れて ゐる。 

この やうな 對象を 特に 採り上げ、 而も この やうに 全幅の 支持 を 以て 描いた ところに、 この 物 


語の 特殊な 偉力が ある。 彼の やうな 典型的な 武人の 姿 を、 全くの 同情と 同感 を 以て、 同じ 呼吸 

をす るかの 如く 描く とい ふ 事 は、 身分と か傳統 • 形式と かいった ものよりも、 舊 秩序 をめ ざま 

しく も 打破し、 新しい 世界 を 創り 始めた ものへ、 從 つて 現 實の步 みと 力 關係を 認める ばかりで 

なく、 もっと 積極的に 同感す る もので なければ、 爲 しえない 事で ある。 


(1) 長 等 山 i いふ， 比教 山の I 支 蜂 

出 北 もめぐ つて 三 井寺の 北院へ 出る： R 

が あると い ふ 

(2) 第 EO 代天武 天皇 

〈3) 日本書紀 卷廿 八に、 天武 天皇 東宮 

0 御 時、 法 ig を 召され 一ぶ n 野宮に 入ら 

れた 事が 見える。 少女の 姿と ある は附 

會か 

だ^^^ のない ことで 

(5) 所せ くの 音便。 年る せな く 御 S ひ 

に なられ.^ こと 

(6) 生きる 甲斐 もな い 命で あ, 

が 惜し さに 

(7) 三 井寺の 南院 中の 寺 

平生 召 上る in: じ やろ に 
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宫は高 倉 を 北へ、 近衞を 東へ、 賀茂河 を 渡せ 給て、 如意 山へ いらせ 御座す。 昔淸 見^ 

^そ  よしの やま  たま 

の 天皇の 未だ 東宮の 御 時、 賊徒に 襲 はれさせ 給 ひて、 吉野 山へ 入せ 給 ひける にこ そ、 

(3〕  すポ. fc  から  このみや  あ 9 さま  それ  たが は  しら 

をと めの 姿 をば 假せ給 ひける なれ。 今 此宮の 御有樣 も、 其に は 少しも 違せ 給 はす。 知 

やま ぢ よもすがら  たま  (4) いつなら  いづ ち  いさ 3 そ； 0 

ぬ 山路 を 終夜 分 入せ 給 ふに、 何 習 はしの 御 事 なれば、 御 足より 出る 血 は、 沙を染 て 

くれな ゐ  なつくさ しげみ なか  (5) ところ お K しめさ  あかつきが 

紅 の 如し。 夏草の 茂が 中の 露け さも、 さ こそ は 所せ う 思 召れ けめ。 かくして 瞻 方 

いら お-ばし ま  (6)  いのち をレ  しゅと  たの  じゅぎ よ - 

それ * に 三 井寺へ 入せ 御座す。 「かひな き 命の 惜 さに、 衆徒 を 憑んで、 入御 あり。」 と 仰ければ 


よろこ 、7)-SJ ふ 9 んゐん  しつら それ  fe てまつ (8)  く  n 

大衆 長 り悅ん で、 法 輪院に 御所 を 飾 ひ、 其に 入れ 奉て かたの ごとくの 供御した て 》 

參ら せけ り。 

あく  .&か くらの  む ほんお 二  *| ま  うせ  ほど  f 

明れば 十六 日、 高 倉 宫の御 謀反 起させ 給 ひて、 失させ 給ぬ と 申 程 こそ 有 けれ。 京 中の 

M- ラど うらつ め  と ば どの おんいで ある よろこび  なげき  かん 

騷動斜 ならす。 法皇 是を聞 食して、 「鳥 羽 殿 を 御 出 在 は御悅 也。 並に 御 歎。 と泰 親が 勘 

四  九 七 


本 


文 


(1) この 年 HI- の 間 格别の こ ともなく  g 

してきお のに 今年に R つて ど 5 した 心 

で 謀^も 起した か 


(2)s に榮 えて ゐる といつ て 

(3) みだ h- に 


(4) 伊 10! 守 

(5) 宮中 

(Co) 馬の 毛 &。 違 毛 は 色， 1^^ 

下黑 色の KT! をい ふ 

(7) 群を拔 いてす ぐれた もの 

(20 乘り具 八 C 走. o 具合、 » 資 

(3) 盛衰 記に 「あたに も 引出す 茧 なけ 

れは木 下と 云 名 を w」 

(n)^ 養 させたい と 思って 

(は〕 それで はしかた がない 


(52) 調 1«C01S! をのり i はす 

(M) 「惜 むに こそ ある なれ」 の钧 

(巧) 侍に 馬に のって 使に やらせる • せ 

- 借りに や る 意 


篇  大 八 

t ゃラ  (1) とし 2 ろ ひ W ろ あれ 

狀を參 せた る は 是れを 申け り。」 とぞ 仰せけ る。 抑 源 三位 入道 年 比日 來も 有ば こそ 有け 

I- とし. •  A  むほん  へいけ じなん *; きつ. r だいしゃ うむね も， C 

め。 今年 如何なる 心に て、 謀反 をば 起しけ るぞ とい ふに、 平家の 次. 男前 右 大將宗 盛 卿 

fee*  * れ  (2) おれ  こと  (ro す f ろ 

すま じき 事 をし 給 ひける に 依て なり。 去ば 人の 世に 有ば とて、 すま じき 事 を もし、 坐 

に  ま じさ  よくく し りよ 

. に 言 ふ 間 敷 事 を も 言 ふ は 能々 思慮 有る ベ き 者な り。 

もと  ちゃくし つな もと (3) こつ-へ 今 三  めいば  (6>* げ  ならび 

譬 へば、 源 三位 入道の 摘 子、 仲 網の 許に、 九重に 聞え たる 名馬 有り。 鹿 毛なる 馬の雙 

(7y. ち もつ、 ，はし  な <.00-- し *!  いは  の 

なき 逸物、 乘走. り 心む き、 又 有るべし 共覺 えす。 名 をば 木の 下と ぞ 云れ ける。 前 右大 

つた/き  (.2) きこ  めいば 

將 是を傳 聞き 仲 綱の 許へ 使者 を 立て、 「聞え 候 名馬 を 見 候 はば や。」 と宣ひ 遣され けれ 

-., づの  も  あ *i- つり  しばらく 

ば、 伊豆守の 返事に は、 「さる 馬 は 持て 侯 つれ 共、 此程 餘に乘 損じて 候つ る 間、 暫 

(；！ 0 い t は. &  つ > は  • (は)  そ さ fc た. A 

勞 せ 候 はむ とて 田舍へ 遣して 候。」 「さらん に は 力なし。」 とて、 其 後 沙汰 も 無り し 

お 1« たみね  へいけ  あはれ  をと 、ひ  きの ふ  け 

を、 多く 竝 居たり ける 平家の 侍 共、 「哀其 馬、 一昨日 迄 は 候し 者 を、 昨日 も 候 ひし、 今 

さ (は) に はつ 5  (M) をし  にく こ  (一 £>i ぶら ひ 

朝 も 庭， 乘し 候つ る。」 など 申ければ、 「さて は惜 むごさん なれ。 惡し、 乞へ。」 とて 伶 し 

i  ふみ  うち  お h  たび  き 

て馳 させ、 文な どして、 一日が 中に 五六 度 七 八 度な ど 乞 はれければ、 三位 人道 是を聞 

やう 


き、 伊豆守 喚 寄せ、 「縱金 を 丸た る 馬な りと も、 其 程に 人の 乞う もの を惜べ き桡ゃ ある。 

すみやか  よ ら つか は  ejfei ひ  いづの  4き  ，. . ： 

速 に 其 馬 六 波羅へ 遣せ。」 とぞ宣 ける。 伊豆守 力 及ばで 一首の 歌 を 書 そへ て、 六波羅 

へ 遣す。 

-ー ひし  は * 

戀 くば 來ても 見よ かし 身に そへ る、 かげ をば いかぐ 放ち やるべき。 


(1〕 金も燒 いて やき 印 も 押す 


(2) 拳で 打て 

(3) 命から 二番目と も 大事に 思 つて. Q 


(4〕 無 霜な こと 

(5) 平氏 を 打倒す る 椟會も ねら つて ゐ 

よう 

(B0 自分 だけ のこと とせす に 

(7) 追慕す る  一 


(8) 六 位^ 人はゐ るか 

(9) 衞門府 の 役人で 藏人 も^ねた もの 

もい ふ 

(2.) 校 書 殿の 東。 1K 皇の射 を 御お にな 


宗盛 卿、 歌の 返事 をば し 給 はで、 r 哀馬 や、 馬 は 誠に 好い 馬で 有け り。 去 ども 餘に 主が 

をし み  にく  な のり (1) かな やき  なかつな  かな やき  むま^ たて 

惜 つるが 憎き に、 やがて 主が 名乘 を印燒 にせよ。」， とて、 仲 綱と 云 ふ印燒 をして、 厩に 立 


i らう ど  きこ  めいば  Z  • 

られ たり。 客人 來て、 「聞え 候 名馬 を見& はば や。」 と 申ければ、 「其 仲 綱め に 鞍 置いて 

ひきだ  の  う のた ま  いづの  つたへ  (3) 

引出せ。 仲 綱め 乘れ。 仲 綱め 打て はれ。」 な， ど宣 ひければ、 伊豆守 是を傳 聞き 、「身に か 

けん ゐ  とら  ある  わら は 

へて 思 ふ 馬 なれ ども、 權威 について 取る ゝだ にも 有に、 馬 故 仲 綱が 天下の 笑れ 草と 成 

,  やす  おはき い きど ほ  むか  4 に 

ん する 事 こそ 安から ね。」 と、 大に 憤られければ、 三位 入道 是を閜 き 伊豆守に 向て 、「何 

さと ある  おも ひあな づ  へいけ  やう (40  ある 

事の 有べき と 思 侮て、 平家の 人 どもが、 さ樣 のしれ 事 をい ふに こそ 有 なれ。 其 儀なら 

いのちい き  (5) びんぎ うか *  あら  {.6〕 わたくし  おも ひ た .  す- 

ば、 命 生ても 何 かせん、 便宜 を 窺 ふで こそ 有め。」 とて、 私 に は 思 も 立た す、 宫を勸 

め 申け ると ぞ 後に は 聞え し。 

こ まつお と *  (7)  さんだい ついで 

是に附 て も、 天下の 人、 小 松 大臣の 御 事をぞ しのび 申け る。 或 時 小 松 殿 參內の 次に、 

ちう ぐう  まゐら  ばかり  くちな は  おとで  さしぬき  りん は ひま は 

中宮の 御 方へ 參せ給 ひたりけ るに、 八 尺 許 有け る 蛇が、 大臣の 指貫の 左の 輪 を 這 廻り 


ける を、 重 盛 騒がば、 女房 達 も 騒ぎ、 中宮 も 驚せ 給 ひなんす と 思 召し、 左の 手で 蛇の 

を  おさ  かしら  なほし  うち ひきい  ち  た 

尾 を 押へ、 右の 手で 首 を 取り、 直 衣の 袖の 中に 引 入れ、 些とも さわがす、 つい 立て、 

(S0.C  いづ 0  いまだ (Co ゑ ふ くらんど 

「六 位 や 候、 六 位 や 候。」 と 召されければ、 伊豆守、 其 時 は 未 衞府藏 人で おはしけ る 


(！ ：；) 藏人 所の 小舍 人。 お 上人の 雜役に 

^使せられ る もの 

(に 〕 これ を 受取れ 

<J2〕 非^に 恐怖した ありさま 


力 


この， 


綱と 名乘 て參れ たりけ るに、 此 蛇 をた ぶ。 給て 弓 場 殿を經 て、 殿上の 小 庭に 

(u:> み くら こ どね B-  (5T- これた i は  いは  お ほき かしら * にげさ 9 

いでつ \、 御倉の 小舍人 をめ して、 「是 給れ。」 と 言れ ければ、 犬に 頭 を 掉て逃 去ぬ。 力 
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本 文 

<1) 宮中 を »sp する 武士 

(2) その 翌朝 

(3) 大變 殊勝であった 

(4) 乗心地の 一 番 よい 馬 

(5.) 渖は衞 府の官 人の 詰 所。 詰 所の 外 

から ig を 退いて 

<6) 美人. 

(7) 樂 中には を 得て 舞 ひ、 後に それ も 

袖に 人れ る ことがある。 舞樂の 1 種 

<8)g れ^ 立お た 方で いらした のに 

<9) その 樣で なく、 劣った 方で あるの 

. お ら 5 

(5=?:- なさ： t ない 事 だ 

(^=). ん 記 • 玉^  • 百铰抄 ともに 廿ニ 

n 夜， ギと ある 

(W) 八 條の誤 。 ^義^の 子。 S 仲の 兄 


一 00 


< は) ill 男の 意で 源 111 とい ふ 

(M〕 おくれて 額玟の 一 行に 加 はる こと 

がで きたかった 

<te) どうい ふわけ で 

<se) 萬 一 の i! 事 


〈ひ) お前 は .0 分に も かねて^ 袞 しおこ 

とが ある 者 だ 

(は) これから 將來の 出世 


(W) どうして 

(M; 賴 政が お前に してやった 恩 弒には 


及ばす 我郞等 1 競 W 瀧 口 を 召て、 是を 給ぶ。 給て 捨てけ り。 其 朝 小 松 殿 善い 馬に 鞍 置 


もと つ At  き C-  **  ふるま ひ  (3〕 い 5  -4  (.91* ち 

て、 伊豆守の 許へ 遣ず とて、 「さても 昨日の 振舞 こそ、 優に 候し か。 是は乘 一 の 馬で 候。 

や いん  (SOS んぐ わい (6) けいせい もと か よは  ： -,  -  5  ,1  ^  -0  、 ぶ" 

夜陰に 及で 陣 外より、 傾城の 許へ 通れむ 時 もち わらるべし」 とて 逍 さる 伊^守 ブ 

じん  かし- -i  ふる まひ (7) げんじ やうら く  に、 •  •： 

臣の御 返事 なれば、 「御馬 長て 賜り 候ぬ。 さても 昨日の 御 振舞 は、 還城樂 にこ そ 似て 候 

, お  おと f  やう (S)  むね も， つ 

しか。」 とぞ 申されけ る。 ^何 なれば 小 松 大臣 は、 か 様に ゆゆしう おはせ しに、 宗盛卿 

はむ こそ 無ら め、 剩へ 人の 惜む馬 乞 取て、 夭 下の 大事に 及ぬ る こそうた て けれ。 

S  ザん  より まさ ちゃくし  C たかつな  げん  かねつな (yj でう J 

i:± ハ 日の 夜に 入て、 源 三位 入道 頼 政、 嫡子 伊豆守 仲 綱、 次男 源大夫 判官^ 綱、 六條 


t か、 へ そ c  なかみつ い げ  たち  やき あけ 

藏人仲 IT 其子藏 人太郞 仲光已 下、 都合 其 勢 三百 餘騎、 館に 火 かけ 燒 上て、 三 井寺へ 


>人 ノ  わたな ぺ G (は) たきぐち^ ほふ  •  / 

こそ 參られ けれ。 三位 入道の 侍 に、 渡 邊源三 瀧 口 競と 云 者 有り。 馳 後て 留 たりけ る 

X きの ラ だいしゃう 今-ほふ めし  (ほノ  なんち  と *- ま  ) 0^^^ 

を、 前 右大將 競 を 召て、 「如何に 汝は 三位 入道の 供 をば せで、 留 たる ぞ。」 と 宣ば鉸 

.4 しこま  ソし ぜん  ま きき  いのち  • 」 f、  > 

長 て 申け る は 、「自然の 事 候 はば、 眞先 かけて、 命 を 奉らう とこ そ 日 比 は 存て候 つれ 

ども、 何と 思 はれ 候け る やらん * かう とも 仰せられ 候 はす。」 「抑 朝敵 賴 政に 同心せ む 

C7)  けんざん  (^) せ ら ど こうえ ノ ぞん  だう け  ほうこう  、 *, 

とや 思 ふ。 又是 にも 兼參 の者ぞ かし。 先途 後^ を 存じて、 當 家に 奉公 致さん とや^ ュ 

.tco- ま X  の たま  キミ ふ  なが  よしみ  . 」 に/ 

有の 儘に 申せ。」 とこ そ宣 ひけれ。 銃淚を はら/ \ と 流いて、 「相 傅の 妤 はさる 事て 候へ 

(2i)  てうて き  どうしん  でんちう 

共、 いかが 朝敵と なれる 人に 同心 をば し 候べき。 殿中に 奉公 仕う する 候。」 と 申 けれ 

よ り まさ  (so  おん  ちと おとる  いり、  o 

ば、 「さらば 奉公せ よ， 頼 政 法師がん けん 恩に は、 些も劣 まじき ぞ。」 とて、 入 給 ひぬ 


> 今 まふ  *• ぶら ふ  -  i ぶら ふ  あした  ゆうべ  レ こう  やうく 

2篛 は あるか。」 「候。」 「競 は あるか。」 「候。」 とて 朝より 夕に 及まで 祇 候す。 渐日 


、1) 相手と して 恐れる ほどの こと もな 

(2) よ い 敵 もえらん で 討玟る 

(3) 物の 役に立つ はすの 


の 特に 白い 馬。 葦毛 は 白に 黑 

のさし 毛の ある をい ふ 

(5)！^^ ともかく。 質の よい ^ の 意。 

a の 色と 毛色の 相似 

(6)_^ 衰^に 「貝^」 と ある 

(7) 別. の 色 を 三色 いろど つ^もの 

(g) ふさを 平らに し a く 菊花の 狀 にし 

おもの、 直垂 などの に 飾と する 

(9) 甲の 星 を鈸で 包んだ もの 

(W) 甲の 鉢の 下方、 稷と 名付けた 所の 

左右 對 にある 小 孔に染 革 をと ほし 顎の 

下で ^ぶ 紐 

az) 太刀の 祷へ をい かめし き 状に した 

もの. T 鹿の 皮の 1W: 锊 かけて 足 は 兵庫鎮 

に 七 足 也、 柄の 甲 金 も 常より は 甲高き 

也」 (刀 »SI 答) 

(K) 矢^  C 文樣 で、 上下 白く 中央の 黑 


も暮 ければ、 大將 出られたり。 競 長て 申け る は、 「誠 や 三位 入道 殿 三 井寺に と 聞え 候。 

定めて 討 手 向けられ 候 はんすらん。 心に くう も 候 はす。 三 井寺 法師、 さて は渡邊 のし 

やつばら  (2) え 9 うち  の  (3〕  し^ん 

たしい 奴 原 こそ 候ら め。 擇 討な どもし 候べき に、 乘て 事に あ ふべき 馬の 倏 つる を 親 

i ^つ  くだ  もと も 

ぃ扠 めに 盗まれて 候。 御馬 一 匹 下し 預 るべ うや 候らん。」 と 申ければ、 大將尤 さるべし 


篛ロ  C 作法 は 龍に 征矢の 外に 的 矢 

一 手 を， V へ る。 骨法 はかた、^ 儀 作法 

(M) 的 矢 二 本 をい ふ 

C2) 下地 を黑 塗に しその 上に 璲 もしげ 

くま い た 弓 

(5$) 置 棹に 對し 武士が 各. に： つ 棹。 

持 M 

(け)^ 斷し て 

へ 09,- 「は」 

(W) 矢 を 射 つぐことの 早い 老摔な 武士 


ひ 5- う  (6〕 よ  くらおい  た 5 

て、 白肇 毛なる 馬の. 煖廷 とて 秘藏 せられた りけ るに、 好い 鞍 置て ぞ給 だり ける。 競 

J, へ  i.p  くれ  ょ*1 まね  ま さき 

屋 形に 歸て、 「早 日の 暮 よかし、 此 馬に 打 乘て、 三 井寺へ 馳參 り、 三位 入道 殿の 眞先か 

ラち じに  おうく くれ  , さい，^  かしこ こ- しのば 

けて、 打 死 せん。」 とぞ 申け る。 日 も 渐 暮 ければ、 妻子 共 をば 彼此へ 立 沼せ て， 三 井 

寺へ と 出立け る 心の中 こそ 無慚 なれ。 • 

(7) ひやう もん かりぎぬ ハ 《0 きくと VMt- ほき  ぢう だい き せ なが タ おどし よは ゆ (=0 ほし じろ かぶと 

平 紋の狩 衣の 菊 綴 大らかに したる に、 重代の 著 背 長の 緋 威の 鎧に、 星 白の 甲の 緒 を 

(u  ipc つく，  £  さい (53)411 ほな かぐろ や お (は) たきぐち 二つ ほ-ふ. p す 

しめ、 いか 物 作の 大 太刀 帶き、 二十 四 差た る 大中黑 の 矢 負 ひ、 瀧 口の f 法 忘れ じと や 

も か X  ±、，  まと.？  (4 ノ  さし そへ  (ほ) しげ-つう  も  たん り や 5  5 ちの  のりお ゝ 

鷹の 羽に て矧 だり ける 的 矢 一 手ぞ差 副た る。 滋籐の 弓 持て、 煖廷 に打乘 り、 乘替 一 騎 

5 ちぐ  とね-'  (s〕  ば さま  やきあげ  - •  ,  M  -  '  3  i 

打 具し、 舍人 男に もた て わき 挾せ、 屋 形に 火 かけ 燒 上て、 三 井寺へ こそ 馳 たり けれ 六 

ほふ  ひ 、でき  むね も いそ いで  今 ほふ 

波羅に は、 篛 が 宿所より 火 出来たり とて、 ひしめき けり。 宗盛卿 急ぎ 出て、 「競 は ある 

(にノ て 「ベ  § 

が。」 と尋給 ふに、 「候 はす。」 と 申す。 「す はき やつめ. を手延 にして、 たばかられ ぬる は。 

お  > け 5 て  のた ま  キ ほふ  すぐれ つよ； B み 4 に. び 力う や 

あれ 追懸て 討。」 と宣 へど も、 競 は 本より 勝た る强弓 精兵 矢糙 早の 手き 

平家物語 卷第四  一 〇 一 


だ;. ちから が 5 

大力の 剛の 
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本 文 

&て 相手になる なと， 


<2) 競 を にして ゐぉ 


(3〕 馬の ep 髮 もき つ たから 人道と 鼓れ 

て 言った 


(4) 武家の： J4 刑。 平 治 物語 卷ー 11 に、 

の 語が ある 


篇  一〇 二 

S し  まづ  いころさ  と  <y* 

者 二十 四 差た る 矢で 先 二十 四 人 は 射殺れ なんす。 音な せ そとて、 向 ふ 者 こそ 無り けれ • 

, .  を， ふし キぼふ (00 さ だ  わた. m ベた う 

三 井寺に は、 折節 競が 沙汰 ありけ り。 渡邊黨 「競 をば 召 具す ベう 候つ る 者 を、 六 波羅に 

殘り 留まて、 いかなる うき 冃 にか 逢 ひ 候らん。」 と 申ければ、 三位 入道 心 を 知て、 「よも 

むだい レーら からめ  ふか  ，  ま &ら 

其 者、 無 體に囚 へ 搦られ はせ じ。 入道に 志 深い^ 也。 今 見よ。 唯今 參 うする ぞ。」 と 

のた まひ *ほ< て  々はふ  き  ，• のた まひ 

宣 も果 ねば、 競つ と出來 たり。 「されば こそ。」 とぞ宣 ける。 競 かしこまて 申け る は、 

1.； づ っ^ 5- つい iq  こ し& か は 9  たんり わう  と ま. o  ま. q ら 

「伊豆守 殿の、 木の 下が 代に、 六 波羅の 煖廷を こそ 取て 參て 候へ。 象せ 候 はん。」 とて 

ト *  -  * だてけ つ  な 0 め  を かみ き  加な やき 

存豆 守に 奉る。 伊豆守 斜 ならす 悅て、 やがて 尾髮を 切り、 印燒 して、 次の 衣 六 波羅へ 

つ, か-は， »  -  -  ：  ►  -  5 ち. お iJj いれ  5i  くひ あ ひ  *&， ぉビ ろき 

遣し 夜半ば かり 門の 內へぞ 追 入た る。 馬 やに 入て、 馬 共に 嚙 合ければ、 舍人驚 あ 

ひ、 「煖廷 が參て 候。」 と 申す。 大將 急ぎ 出て 見 給 ふに 、「昔 は 煖廷、 今 は 平 宗盛 入道」 

さな y き  今 ほふて 1 ベ 

と 云 ふ 印 燒をぞ したりけ る。 大將 「安から ぬ。 競め を手延 にして たばかられ ぬる 事 こ 

,9 に- ズ  よせ  ぃク  キミ ふ 、けビ り  (JO の-一ぎ， 

そ 遣 恨 なれ。 今度 三 井寺へ 寄た らんに、 如何にもして 先 づ铳め を 生 捕に せよ。 鍩 で 

くび 令. 一ら  をゴ ，あが 9 くい A  なんり やう を かみ おひ  j  :f 一  ラサ 

頸^ん。」 とて、 躍 上々々 怒られ けれども、 煖廷が 尾髮も 生す、 印 燒も又 失 ざり けり。 


I 渡违^ 三 競の 瀧 口 は^ 卑 分脈に よれば 嵯峨 源氏で ある。 渡迻黨 とい ふの は、 ^津 の渡邊 

に 化む^ 氏の ー黨 をい ふ。 « 平 盛衰 記に 「渡邊 黨 一一 筇田^ 氏綱ガ 末葉 弁ノ瀧 n 子息- 1 競ノ 

^ロト 云 者 ァリ、 弓矢 ト ッ テ ハ並ブ 敵 モナ タ、 心モ剛 -I 謀 モイ ミジ カリ ケ ルガ、 而モ 王城 


1 ノ 美男 也」 と ある。  ， 

(評) こ、 でも 重 盛の 優に やさしい 振舞 ひが、 宗 盛に 對 比して 述べられる。 淸 盛の 後 を繼ぎ 

平氏の 運命 を 一身に 負 ふ 主人公 宗盛 は、 當然惡 業 を 積まざる をえない わけで ある。 かくて 、「小 

松 大臣 はか 樣に ゆゆしう おはせ しに、 宗盛卿 はさ こそ 無から め、 剩へ 人の 惜む馬 乞 取て、 天下 

の 大事に 及びぬ る こそうた て けれ。」 と 作者の ために、 はっきり とその 性格まで 運命 づ けられた 

の である。 

のみならず、 宗 盛の 惡業 は、 後に 天下の 大事と なって 果を 結ぶ ばかりでなく、 瀧 口 競と いふ 

1 武士に 謀られ、 馬 を 奪った 宗盛 は、 馬 を 奪 はれ、 辱 か しめられ、 「躍 上り々々 怒」 つたと され、 

因果の 報 を 覿面 に 感じ る の であ る。 

この 宗 盛の 愚か さ を 際立って 鮮やかに する ため、 重 盛の 優雅な 行動が こ 、にも 利用され てゐ 

る こと を 知るべき である。 重 盛の 形象が、 一般に、 造り 物の 感じ を與へ 生彩 を缺 くの も、 かう 

いふ 構成で は 如何と もしが たいので ある。 卽ち 一 人物の 形象が、 美事に 描かれ、 眞實性 を 以て 

讚 者に 迫る かどう かとい ふ 事 も、 結局 は、 單 なる 作者の 手腕の 如何に あるば かりで なく、 その 

手腕 を 技術 を 十分に 働かせる かどう かの 原動力で あると ころの 作者の 現實 • 世界に 對 する 態度 

が、 最も 基本的な ものと して、 考 へられ 測られねば ならぬ わけで ある。  • 

〔梗概〕 三 井寺 は 大衆 僉 翳の 上、 寺皖 聯合して 平氏 を 討た うとし、 ま づ延曆 寺に 牒狀 を迗っ 
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本文 篇  一 〇 四 

たが (山門^お)、 辭 を無禮 として 廷^ 寺 は應 じなかった。 ついで 奈 良の 興 福 寺へ も 煤狀が 飛ん 

だ。 南都から は參 加す るとの 返牒 がきた (南都 牒狀 )。 三 井寺で は嘵襲 を計蠻 したが、 平氏 派の 

僧の ために 僉議が 長び いて (永 僉議) 、むりに も出發 はした が、 中途で 夜が 明けた ので 引返した。 

以仁 王 は 南都へ 志され、 賴政 以下 御供して 三 井寺 を 去った (大衆 揃)。 

橋合戰  . 


(丄 に 「行程 ゎづ かに 一一 一 SI 許 也」 { 呂， は 宇治と 寺との 間にて、 六 度 迄 御 落馬 有け り。 これ は 去ぬ る 夜、 御 寢の成 ざり し 故 

と ある  ， 

(2) う ぢ はし チ んひ  (3) び や 5 とうねん いれ  しばらく  ％5 そく  は ら 

也と て、 宇治^ 三 間引き はづ し、 平等 院に入 奉， て、 暫御 休息 有け り。 六 波羅に は、 「す 

みや  1ん と  おち  お かけ うち  ぷ いしゃう ぐん  C かみ (4) とも 

はや、 宫 こそ 南都へ 落させ 給 ふなれ。 追 懸て討 奉れ。」 とて、 大將 軍に は 左 兵衞督 知 

も 9 とう 0  しげ ひら さ ま C かみめ キも 9  の た f の 9(5) さぷら ひ  (6.5  C" た きょ  つ 

盛、 頭中將 一里 衡、 左 馬頭 行 盛、 薩 摩守忠 度、 伶 大將に は、 上總守 忠淸、 其 子 上總太 


(2) 大化ニ 年儈道 S の 創設 

(3) 卞城 B 久世 St 宇治 町に ある。 もと 

笾^ 賴 ほの^ 業、 この 時 は旣 に^ 寺 

(4) 玉^に は 重衡*  ^盛 


(5) 「其 身^  二 シテ 一軍 ノ锊ト ナリ， 

眾士ヲ 指揮 ス ル モ ノ也」 (武家 名目 抄) 

(6) 上^ 介が 正しい 


郞 判官 忠綱、 飛 騄守景 家、 其 子 飛^ 太郞 判官 景高、 髙撟 判官 長 綱、 河內 判官^ 國、 武 


(7) 忠淸の 子、 忠^の 弟 

(8) 忠淸の 子、 忠光の 弟 

(9) 宇治 郡 宇治 村 字 木 « の 山 

の^もと、 き は 


藏三郎 左 衞門尉 有國、 越 中次 郞兵衞 尉 盛繼、 上 總五郞 兵衞忠 光、 惡七兵 衞景淸 を 先と 

そのせ い  (Co こ i た うちこえ  う ぢ ほし： S) つめ  おしよせ  かたき 

して、 都合 其 勢 二 萬 八 千 餘騎、 木幡 山打趑 て、 宇治橋の 詰に ぞ押 寄た る。 敵 平等 院に 

み  とき  か ど  おん. A た  と き -ーゑ  * ん ちん 

と 見 てんげ れば、 閧を 作る 事三箇 度、 宫の御 方に も、 同う 関の 聲をぞ 合せた る。 先陣 

-+* し  あやまち  二ぶ き、  われ V き 

が、 「橋 を 引いた ぞ、 過すな。」 とどよ みけれ ども、 後陣に 是を 聞つ けす、 我先にと 

す-む  おしお と  .KM  りゃう はう つめ うた (U) や あはせ 

卩皆铰 の 意味で M に M 矢 を * 出した 進 程に、 先陣 二百 餘騎押 落され、 水に 溺れて 流け り。 撟の兩 方の 詰に 打 立て 矢 合す。 


はぶく  . 

、i  f 


(丄鎧 もとめえ す、 梶も 支へ きれやに S の锹 方に は、 大矢 俊. 畏、 五智 院伹 馬， 渡： 邊— 省、 授、. 綾 源 太が 射け る 矢 ぞ鏜も か 


(2) 狩 衣直垂 などに ffl ゐる 絹の  一 a 

(3) 鎧の 下に 着る 直垂。 袴 短く、 袖 4 

くくる 

(4) 「齒朶 革 也、 藍 革に 齒朶の 葉 二つ 

兩 方より たはめ 形 を 丸く したる 紋を白 

く染 出し^る 革の 名 也」 (平義 器談) 齒 

^革 絨 

(5) 甲の 眞庇が 邪魔になる おめ 


(6) 差 は 矢 を 弓に 番 ふこと。 

引く。 矢も番 つて は 引き 番っ 


〔7) 矢 を切拂 ふの が 上手な 


(00) 寺に 結 番し薛 務を扱 ふ 僧 

(9) かち 色。 藍 もこく 染めて み 

つ た钳色 


：) 邇の Ss$ の 下部に ある 長く 黑 い^で 


(^) 璲を卷 きつめ て菝 もね り 上下と 矢 

すりの み 塗らない 弓 


(53) 我 こ そと 自信の ある 者 

(M) 出て 来い、 お 目に かラ 


(ie) 投げす てた 音。 からり 

(J5) 貫。 笾 着用の 時 はく 毛沓 

(U) 縱 のお。 盛 E 記に 「七 八 寸の廣 さ」 


けす 櫞も たまらす 通け る。 源 三位 入道 は、 長 絹の 〕鎧 直垂 に、 品 皮 威の 鏜也。 其 日を最 

n  わざ ^ぶと き たま  ちゃくし の なかつな  あか  にしき ひたたれ  くろい と 

後と や 思 はれ けん。 態と 甲 は 著 給 はす。 嫡子 伊豆守 仲 綱 は、 赤地の 錦の 直垂 に、 黑絲 

おどしよ ろ ひ  (5) つよ  かぶと き  こ- *  の  さや はづ 

威の 鎧 也。 弓 を强ぅ 引ん とて 是も甲 は 著 ざり けり。 爱に 五智 院伹 馬、 大 長刀の 鞘 を 外 

いて、 唯一 人撟の 上に ぞ 進んだ る。 平家の 方に は是を 見て、 「あれ 射 取 や 者 共」 とて 究 


竟の 弓の 上手 共が 矢先 を汰 へて 差 詰 引 詰 散々 に 射る。 伹馬 少しも 噪 がす、 揚る矢 をば 

く  さが や  を ど こ  むか くる  き お と  かたき み かた  それ 

つい 潛り、 下る 矢 をば 跳り 越え、 向て 來 をば 長刀で 切て 落す。 敵 も 御 方 も 見物す。 其 

(70 や ぎり 

よりして こそ、 矢 切の 馬と は 云 はれ けれ。 


平家 


&か つ、 ゐ  » いしう (n.) かち ひたたれ  くろ か はお ど 

堂， 衆の 中に、 筒井の 淨 妙明秀 は、 褐 の直垂 に、 黑革 威の 鎧 著て、 五 枚 甲の 緖を しめ、 

こくしつ  は  さい  (U)  や お (S3) ぬり 2 めと 5  この しらえ 

黑 漆の 太刀 を帶 き、 二十 四 差た る黑 ほろ の 矢 負 ひ、 塗 籠籐の 弓に、 好む 白 柄の 犬 長刀 

とり そへ  ，H し うへ  す- 4  だいおん じ やう あげ  ひ さ ろ おと  き 

取 副て、 撟の 上に ぞ 進んだ る。 大音聲 を揚て 名のりけ る は、 I 日來は 音に も 聞き つらむ、 

み たま  だう じゅ なか つ- -ゐの  めいしう 

今 は 目に も 見 給へ。 三 井寺に は 其隱れ 無し。 堂 衆の 中に 筒井 淨妙 明秀 とて、 一人 當千 

つ はもの (は) われ  (3) よりあへ  げ ざん  きい  i- しつめ ひきつめ さん 

の兵ぞ や。 我と 思 はむ 人々 は 寄 合 や、 見參 せむ。」 とて、 二十 四 差た る 矢 を 差 詰 引 詰 散 

ざん い  やに は  い ころ  て おは  えびら  P- 一  ゆみ 

散に 射る。 矢庭に 十二 人 射殺して、 十 一 人に 手 負せ たれば、 笳に 一 っぞ殘 たる。 弓 を 

(は) たげ す  えびら といす て  CS)  ぬい はだし  はし (to ゆきげ た 

ばから と投 捨て、 菔も 解て 捨てけ り。 つらぬき^で 跣に 成り、 橋の 行 桁 を さら/ \ と 

よし り  おそ  こ-ち  でう でう ぉほぢ  ふるまう 

走 渡る。 人 は 恐れて. 渡らね ども、 淨妙 房が 心地に は、 一 條ニ條 の 大路と こそ 振舞 たれ。 

語 卷第四  1〇 五 


本 文 


(1)一ハ人！《:の 


(2) 以下、 太刀 をュ てき h- まくる «5々 

な樣 子で ある， &蚨 の 手の キ 5 に 太刀 

ち n 方 八方に ふりま はす 

(3) かくの あわの 舞 訛。 油で 揚げた S 

のね ぢれ た， や-つな K 子の 名で、 その 彩 

のキ 5 に挨 s す 

(4) 水車の やうに a 杉に 

(5) 甲の 頂お 3 を 覆 ふ 3 分 

一 Co) 刀の 柄 も 刀身に B 著す るお に 貫い 

た al 釕の 頸の 部分 

一 7) く つ と 

(00 精せ。 常に 8S から 玫さ ね 刀 

<3) も を： 通る 事 V- できない 

(w〕 失^し ます 


(P) 矢の 當 つた «!• 矢 e 

(は) ^の 荽ま で适 っ^ 矢 

(53)急所の逢：ぉ 

(JS ) 出血 もとめる 應 S 手 當のタ 、をして 

(J2)fK 髮 をた ば ね 

(5e) 日和 下 K。 高下 K に 封す 


(n) 火花の 出る ほど はげし. 

(S3) 手 ご はくみえ る 

(2) 淀 町の 東南の 渡 で、 


篇  】〇 六 

こ  む^  き  たぎ  C1) 45& かたき あ 5  -MA  «Mf を ナて 

長刀で 向 ふ 敵 五人薙 ふせ、 六 人に 當る 敵に 逢て、 長刀 中より 打 折て 捨てけ り。 其 後 太 

^い た； *,A  チ き.  (2) く も で <3>* く t*i  b  ，二ん- w う 《- へ  rto  ナ A 

刀 を 拔て戰 ふに、 敵 は 大勢な り、 踟蛛 手、 角錁、 十文字、 靖艇 おり、 水車- 八方 透 さ 

-*  tt  -  3 お： Y は  ^  -  »  '  ^fc  .A たき かぶと (5) ^ち  *Ji， つよ Ti あ 一、 (6,30  A« 

す 切たり けり。 矢庭に 八 人 切 ふせ、 九 人に^る 敵が 甲の 鉢に、 餘に强 ぅ打當 て、 冃貫 

もと  を  (--) ぬけ  か は  い，  4~c  f«0  二し 5*4~*  し 

の 元よりち やうと 折れ、 くと 拔て、 河へ ざぶ と 入に けり。 憑む 所 は 腰刀、 偏へ に 死な 

くるひ 

んとぞ 狂け る。 

-- X じよう^んつ あ じ； 9 け：" しう めしつ. A ひ  らい  だいちから ^，わざ  つ うしろ も- ト 

爱に 乘圓房 阿闍梨 慶秀が 召使け る 一 來 法師と 云 ふ 大力の 早 態 在け り.。 辏て 後に 戰 ふが、 

^ォ げた ュ e  (9 ノそ w とほ o  > ぶと  お (o) ぁレ 

^ 桁は狹 し、 側 通べき 樣 はなし。 淨妙 房が 甲の 手 さきに 手 を 置て、 「惡ぅ 候淨妙 房」 と 

かお  >  一 こえ  た- A  らい  うちじに  ふく. * へ 

て、 肩 を つん ど 跳り 越て ぞ戰 ひける。 一 來 法師 打 死し てんげ り。 淨妙房 は fs~ 々歸 て、 

■  ：  ► » もん v《  しば  も ぐ ぬぎ す  よろ ひ  (；" ノゃ .»  .flv 

平等 院の鬥 の 前なる 芝の 上に 物具脫 捨て、 鎧に 立た る 矢 目を數 へたり ければ 六十 三、 


裏 接く 矢 五所、 され 共 大事の 手なら ねば、 ^々^、お^して、 首から げ淨衣 著て、 お 

うちき  つ ゑ つ  (； ひら  あみだぶつ  &ら  ま. A き  . 

打 切り 杖に 突き、 平 あした； き、 阿 彌陀佛 申て、 奈 良の 方へ ぞ罷 ける。 

-、  ホぷ  て ほん  わたな ぺ や-う^し. V つ f きく  やや-ザ A* 

淨妙 房が 渡る を 手本に して、 三 井寺の 大衆、 渡 邊黨走 綾々々、 我 も/ \ と 行 桁 を こそ 

ま 一， 9  J  ^ん ノ-，  かへ  いもで おう  ュ ら. A きき  びい 

渡 けれ。 或は 分 取して 歸る者 も 有り、 或は 痛手 負て、 腹搔 切り 川へ 飛 入る 者 も あり。 

1、 し 5《 ぃ乂 do.:;) ひ  ほビ  へいけ  さ ぶら ひ  C た よ 

橋の 上の 戰、 火 いづる 程ぞ戰 ひける。 是を 見て 平家の 方の 大將 上總守 忠淸、 大將軍 

TJ づへ ま： C 1  r- らん  よし うへ た、. * ひ (2) てい. た  わた  f 

の 御前に 參て、 一 あれ 御覽 候へ。 橋の 上の 戰、 手痛う 候。 今 は 川 を 渡すべき で^が、 折 

ュし さ、 だれ * みづ  わ a;  ぅォ  .- つ- (2) いも あら ひ 

節 五月雨の 比で、 水 まさて 候。 渡さば 馬 人 多く 亡 候なん す。 淀 芋洗へ や 向ひ唉 べき、 


(1) 藤 原 秀鄉 の裔。 俊 編の 子 

(2) 天竺 は 印度、 震旦 は 支那 

(3) 目前に ある 敵 

(4) 以仁 王 も 

(5) 十津 川。 熊 野と 天 川の 間 

(6〕 秩 父の 小山 氏 

(7) 源義 家の 子 義國の 子義重 

(0O) 後世まで 武士の けがれ 象 名の 不名 

お a と してつ-た へられる 

(9) 渡しけ むの 意. を强め たもの。 f 

も 渡つ ^ではない か 

(^) 足 柄 山 以東の 地。 東國 武士 

(n) 水の 深い 淺 いもい つて a る 暇が あ 

ら 5 か 

(U) 足 利 重 俊 大胡氏 を名乘 る。 大胡は 


(M) 同 郡 粕川村 大字 深津 

(は) 赤 城 山 東南 麓の 地名。 俊 稱の弟 高 

網 は 山上 氏 を 名乘 つた 

上野 國佐波 郡の W 名 

(U) 同 國 邑樂郡 佐 莨 村に 住む 

(S2) 下野 國都賀 郡 小 野 寺 村 

流れの 上方 

(M) 脚が S に 屆く間 は 

(S3) 届かな くな つ て 馬が はね 上 つ 九ら 

手 網 を ひきしめて 

(K) 流れに 押 流される 者 

(S3) 弓の 上下の 緇 

(S) 鞍の 前輪 後輪の 問の 部分 

(お) 手 網で 馬の 頭 を あげよ 

(^) 水が 浸ったら 

(？ 3) 馬の 1： 部。 尾の SW 根から すこし 上 


河內路 へや 參り 候べき。」 と 申處に 下野 國の 住人、 足 利 叉太郞 忠飒、 進^て 申け る は 

(") 


「淀 芋洗 河^ 路 をば、 天竺 震旦の 武士 を 召て 向けられ 候 はんする か。 其 も 我ら こそ 向 

(3) め  かけ  かたき うた  (4)  "れ  よし c  よせ あ 0 ま 

ひ 候 はんすれ。 目に 懸 たる 敵 を 討す して 南都 へ 入參せ 候な ば吉 野と つ 川 の 勢 共馳集 

- - »l^.^J  -  <  r  む さし かう づけ さか ひ  と ね  r.h) ち- 1 ぶ 

て 彌御 大事で こそ 候 はんすら め。 武藏と 上野の 境に、 利根 川と 申 候 大河 候。 秩父， 

あしか なかた がう  つね  し  お ほて  ながね の わた o- からめに こ； A すぎ f わた り  よ 

足 利、 中 違て、 常 は 合 戰を爲 候し に、 大手 は 長 井 渡、 搦手 は 古 我 杉 渡より 寄せ 候 ひし 

一、 一-" *  ， の  , (7) にった の  あしか かたら  ナぎ  よせ  まう ナ 

に ^に 上野 國の 住人、 新田 入道、 足 利に 語 はれて、 杉の 渡より 寄ん とて 儲た る 舟 共 

ち，" ぶ  *  わら  た f いま  (《0 な K  き， 

を秩 父が 方より 皆 破れて、 申 候し は、 唯今 爱を 渡さす ば、 長き 弓箭の 疵 なるべし。 水 

おば  し  し  わた  うまい か だ つく (Co わ. た  (o) ま，？ とう 

に 溺れて 死なば 死ね、 いざ 渡さん とて、 馬 筏 を 作て 渡せば こそ 渡しけ め。 坂 東 武者の 

^00  ,  * か. た. き  >  1 は へだ  >  いく， さ (U) ふちせ きら f  ■ この か は ふか  はや 

習と して、 敵 を 目に かけ、 パを隔 つる 軍に、 淵瀨嫌 ふ樣ゃ 有る。 此 河の 深さ、 早 さ、 

ね：. い... ベ ほ V おとまさ  つ V-  レー citt ら  ま さき  5 ちいれ  つ f 

あ 根 河に 幾程の 劣り 勝り はよ も あら じ。 繽けゃ 殿原。 一とて、 眞 先に こそ 打 入 たれ。 綾 


. ： (ビ) ^ほ、) os.^ ほむろ (31 ふ； -す (_.;:) やまがみ <-化) な th 

人 共、 大胡、 大窒、 深須、 山. 4、 那波太 郞、、 佐 貫 糜飒、 四郞大 夫つ 小 野 寺 前 fR 太 郞- 


邊屋子 四郞、 郎等に は 宇 夫 方 次郞、 切 生 六郞、 田中宗 太を始 として、 三百 餘騎ぞ 綾け 

あしか-  あげ  つよ  (so う ± て  したで  うよ (S) 

る。 足 利大音 聲を揚 て、 r 强き馬 をば 上手に 立て、、 弱き 馬 をば 下手に なせ。 馬の足の 

お J ざ 3=  [  t も 一 ぽ ： あ？ ま- >  2)，  く およが ョ) さがら  と- 

及 はう 程 は 手綱 を くれて 步 せよ。 はづ まば かい 繰て 泳せ よ。 下う 者 をば 弓の 弭に取 

^u-  -  .  o  - は く-  かた な. ら， ベ  (さくらつ a よ お  あぶみ つよ ふ 

附 せよ。 手 を 取組み、 肩 を竝て 渡すべし。 鞍壺に 能く 乘 定めて、 镫を强 う 踏め。 馬の 

J^A? ルづ (お) ひきあお  いた ひい ひつ かづ (ぉ)*づ しと  (W) さん づ うへ の？ 5 ま  よわ 

頭 沈ま は 引掾 よ。 痛う 引て 引 被くな C 水 溜まば、 三 頭の 上に 乘懸 れ。 馬に は 弱う、 

四.  一 〇 七 


篇  一 〇 八 

,  っュ あたる ，  A はなお  ゆみ ひく  かたきい る (10 び ま  (2) レ -I ろ かた ぶけ いた かた むけ (3) て 

水に は强ぅ 中べ し。 河 中に て 弓 引な。 釵射共 相 引すな。 常に 鉸を 傾よ。 痛う 傾 て K 

c^^l  (4)  わたい .S しおと  (5) みづ  わた  (.ho おきて 

邊 射さすな。 かねに 渡て 推 落さるな。 水に しなうて 渡せ や 渡せ。」 と拉 て、 三 "rH^^r 

むかひ キ-し さ 

1 騎も 流さす、 向の 岸 へ^と 渡す。 

(評) 五智 院但 馬、 淨妙房 明秀、 ー來 法師 等數 人の 超人的な 戰 士の磡 きを 通して、 こ：：^ 全 

幅 は K 戰の 敍述に 費され る。 

ー體 この 物語 は、 戰記 文學 とか、 軍記 物と か 呼ばれて ゐる やうに、 多くの 場面が A§ の描寫 

に 割かれて ゐる。 

「戰爭 文學」 が 間 題に なって ゐる 今日、 吾々 の 筆 も當然 この 事に 觸れ ざる をえない。 戰爭が 

文 學の素 材 となる 事 は、 最早 事 實が證 明して ゐる。 併， し戰 場の 如何なる 敍述 も、 その 取扱 ひ 方、 

描き 方 如何に 文學 としての 成否が か 、つて ゐる事 も 自明で ある。 その 文學の 中に 戰場. のま 接 行 

動の み を具證 化する 方法に よっても、 一種の 戰場 文學は 成立す る。 併し 合 戰*戰 場の 行動が 世 

界に とって どの やうな 役目 を果 すかに 盲目な 戰 場文學 は、 最早 人間の 動物 的な 殺戮 行爲を 素材 

とした 文學 にすぎない もの とな つ て 了 ふ。 而も さう いふ 盲目的な 合戰の 誇張 はどうい ふ 文學と 

なる か は 自明で あらう。 偉大な 作品で あるた めに は、 作者 は 常 然戰 爭の當 時代に おける^^ に 

^してす ぐれた 見解 や 感情 を 持つ もので なければ ならぬ。 

1 般に 戰爭の 意義 は、 戰 場に のみ 見出される もので はない。 本來 的に 言って、 それ は當 代の 


他の 廣汎な 世界に 及ぼす 影響な り 結果な りに 寧ろ 銳く現 はれさへ する ものである。 戰爭 その も 

のが 當 時代の 政治 • 経 濟狀 態の 一種の 表情で ある 以上、 その 表情の みで、 その 意義の 判定 は 出 

來 ないから である。 

かう して、 偉大な 作品 は、 どうしても その 眼を戰 場に のみと V める わけに ゆかなくなる 箬で 

ある。 作者の 戰爭と 時代に 對 する 見解が 大きく 高ければ それだけ、 彼の 採 上げる 素材 は、 狭い 

戰 場から 擴大 され、 その 視野 は當然 時代の、 歷史 の廣ぃ 場面へ と 及ばざる をえない。 「平家 物 

語」 も 亦、 果して その やうな 構造 を 持って ゐた。 卽ち 「橋 合戰」 その他の 戥 場敘述 は、 決して 

それ 自身 镯 立して 了 ふ もので はなく、 一  つの 時代、 源平の 交替なる 現象のう ちに 浮彫され た院 

政 時代から 鎌倉時代へ かけての 偉大な 轉換期 を象徵 する 絝卷の 一 齣と して 登場す るので ある。 

卽ち、 「平家物語」 の合戰 敍述は 夥しい 數に 上る けれども、 物語 は 決して 狭い、 吾々 の 所謂 

「戰場 文學」 にと V まること なく、 それ は 同時に 時代の 本質へ、 その 時代の 表情と しての 戰爭 

の 本質へまで 肉迫した r 歷史 文學」 であった の だ。 

今日の 所謂 戰爭 文學 も、 單に r 戰爭 文學」 の 低 さから この 高さにまで 自ら を擴充 しなければ 

ならぬ。  . 

「戰爭 文學」 は、 同時に 優秀な 「歷史 文學」 となりえ て 始めて 偉大な 文 學と云 ふ 事が 出来る 

ので ある。 「平家物語」 が、 その 持つ 幾多の 缺陷ゃ 限界に も拘 はらず、 かう いふ 困難 をのり こえ 

ろ 事の 出來た 珍しい 古典で ある 理由 を、 讀者 と共に 自覺 する 事 は、 この 物語 を讀む 上に 缺 くべ 

か ら ざ る耍件 と 田 心 ふ 。 

平家物語 卷^ 四  一 〇 九 


本文 篇  二  Q 

今、 この 欄の 分析 をぬ きにして、 「平家」 における 合戰 記述の 問題 を 特に 總括 的に 考 へた 所以 

である。 


宮御 最後 


に 赤み も 加へ た 色。 黃 がら 荼。 


(2)m. 漾 ち- 綠り 出した 絹 

(3) 茜 草め 枳を 煎じて 染めた 革で おど 

した 鎧 

(4) 兜の 弒形 のか はりに 鹿の角 をつ け 


(5)«ls? の^の 黑 白の 斑の 切れ わかれ 鮮 

かなもの 

(6M ので？ 色。 鹜毛に H ぃ桀 形の 灰白 

色の 斑 文 ある 馬 

(7) 柏の 木に. K 莬の 止って ゐる 文糅を 

金銀で うちつけた 

(8) 鞍の 前^ 後輪 も 金で 緣を とつお も 

の 


(W) 臣 として^お で It に畏し 

(； =) 佛神も 弓矢 ，8 の 加護 も 


(K) 隙^から 外れて？ S る 水 * 

(r3) 何も 支へ きれやに 

(M) 馬の 下^にす ぐく つ つき 


あしか *  (《0 くち _M  (ei あや ひ おなれ (3) あかが はお どし よろ ひき (4> &. A づの  .f ぶと &  こがね づ く， 

足 利 は、 朽葉の 綾の 直垂 に、 赤 革 威の 鎧 著て、 高角 打た る 甲の 緒 を じめ、 金 作の 太刀 


i  (-ro 今り ふ  お  しげとう ゆみ も  (6〕 れん ぜん あしげ  (r) かし はぎ  う  广 《"乙き ん 

を帶 き、 切 班の 矢 食 ひ、 重 籐の弓 持て、 連錢蘆 毛なる 馬に、 柏木に み k づく 打た る 金 

ぶく  B-o  くら S, い  の  あぶみ ふんば たちあが  あげ  ， 

覆輪の 鞍 置て ぞ乘 たりけ る。 鼠蹈 張り 立上り、 大昔 聲を揚 て、 名乘 ける は 、「遠く は 音 


にも 聞き、 近く は 目に も 見 給へ。 昔 朝敵 將門を 亡し、 勸 赏 蒙し 俵 藤太秀 里に 十代、 

あし の としつな  た f つな  さい  やう むくわん  •  みやむ. A  k 

足 利 太郎俊 綱が 子、 又 太郞忠 綱、 生年 十七 歲、 か 様に 無官 無位なる 者の、 宮に 向ひ參 

ひ や I* な  (W) おそれす くな  (=:)  みやう が  へ， いけ . - .^ぅ〈 

せて、 弓 を 引き 矢 を 放つ 事 天の 恐少 からす 候へ 共、 弓 も 矢 も 冥加の 程 も、 平家の 御上 

おんかた  われ  よ 9 あへ げ ざん  ぴゃ 、お う 

にこ そ 候ら め。 三位 入道 殿の 御 方に、 我と 思 はん 人々 は、 寄 合 ゃ見參 せん。」 とて 平等 

ゐん  うち せめい 9  /、た-かひ 

院の 門の 內へ實 入々 々戰 けり。 

これ みたま ひ  のかみ とも も _5 わた  げち  、 • ， -. 

是を見 給て、 大將軍 左 兵 衞督知 盛 、「渡せ や 渡せ。」 と 下知せられ ければ 三 萬 八 千餘騎 

みなう ちいれ  うま  そか  *i や う ぢ  みづ かみ  た、 

皆 打 入て 渡しけ り。 馬 や 人に 塞れ て、 さばかり 早き 宇治川の、 水 は 上に ぞ湛 へたる。 

つ は) おの づ 4- はづ  0Z) なに たまらす  ざ ふにん  (3) したて A.-9 つき ( - . 

自 ら 外る 、水に は、 何も 不堪 流れけ り。 雜人共 は、 馬の 下手に 取附々 々渡り けれ 


ば、 膝より 上 をば 儒さぬ 者 も 多 かりけ り。 如何した りけん 伊賀 伊勢 兩國 の官 兵、 馬 筏 


(1 ヒー 一室 山、 一 一一 諸 山， 古来 紅葉の 名所 

として 名高い 

(2 ヒニ室 山の 東南 もめぐ る T 嵐 吹く み 

むろの 山の もみ ぢ葉 はたつ 田の 川の 錦 

なりけ り」 (能 因) 

(3) 堰。 水 もせき とめた 處 

(4)^5 に 竹 や 木 も 編み 列ね その はてに 

賓を あて 魚 を 捕へ る もの。 宇治川で は 

氷 魚 を 捕る ので 有名 

(5〕 全く 排 色の 絲で おどした 笾。 ひお 

どし に 氷 魚. (ヒヲ ) も 

(6) 場敦を ふんだ 老镍な 兵 


〔70 こ の siSe 中に 


(00) 甲の 正面の 内^ 

<3〕 射られての 武者 詞 


よろ ひ うき し-つみ 

押 破られ 水に 溺れて 六 百 餘騎ぞ 流れけ る。 萠黃、 緋威、 赤 威、 色々 の 鎧の 浮ぬ 沈ぬ ゆ 

(-0 かんな び  もみち ば  みね あらし 3 そ は  (2〕 たつた  くれ ("0 ね せき か- 

られ ける は、 祌南備 山の 紅葉 葉の、 嶺の 嵐に 誘れ て、 寵田 河の 秋の 暮， 井 塞に 懸て、 

^がれ  こと  その  ひおどし よろ ひき  (4) あ t ろ  か-* ゆられ 

流 もやらぬ に 異ならす。 其 中に 緋 威の 鎧 著た る 武者が 三人、 網 代に 流れ 懸て淘 ける を、 

伊豆守 見 給 ひて、 

いせむ しゃ (5)  よろ J5  うぢ  あじろ 

伊勢 武者 はみ な ひおどしの 鎧き て、 宇治の 網 代に か& りぬ るかた。 


是等は 三人ながら 伊勢 國の 住人 也。 黑田 後平 四郞、 日 野 十郞、 乙部彌 七と 云 ふ 者な り。 

なか ひ の  (x)  ^9  は 尹 いは はざま  たて  シき あが 

其 中に 日 野十郞 は、 ふる 者に て 有ければ、 弓の 弭を 岩の 狹 間にね ぢ立 て、 搔 上り、 二 

ひきあげ  たすけ  お ほぜい  5 ち 

人の 者 ども を も 引 上て、 助たり ける とぞ 聞え し。 大勢み な 渡して、 平等 院の 門の 內へ、 


(7〕 


の紛 に、 宮 をば 南都へ 先立て 參せ、 源 三位 入道の 一 類、 殘て防 


入替 /\戰 ひけ. 

矢 射 給 ふ。 

i いくさ  ゆんで ひざく ち い  いたで  し-つ  じ がい 

三位 入道 七十に 餘て 軍して、 弓手の 膝 口 を 射させ、 痛手 なれば、 心靜 かに 自害 せんと 

ひきし 9 ぞ  かたき  か ねつな こんち 

て、 平等 院の 門の 內へ 引退いて、 敵お そ ひか k りければ、 次男 源大夫 判官 兼 綱、 紺地 

に-しき ひ.^ たれ  から あやお どし よろ ひき  しら あしげ  p  のば  かへ しあ は •  ふ 一ぎ 

の 錦の 直垂 に、 唐 綾 威の 鎧 著て、 白 葦毛なる 馬に 乘り、 父を延 さんと、 返 合せ/ \ 防 

ち、 か  い  (so うちかぶ こ (Q0  ひる  わら は  i 

戰ふ。 上 總太郞 判官が， 射け る 矢に 兼 綱 內甲を 射させて 疼む 處に、 上總 守が 童、 次郞丸 

おしなら ベ ひ くん 

と 云 ふした、 か 者 柙竝て 引 組で どうと 落つ。 源大夫 判官 は、 內甲も 痛手 なれ ども、 聞 

四  一二 


本 文 


(1) 寢^ 造の 西の K の^で 池に 臨んだ 


(90IR を- 

(3) 一  筠に 討死す るとの 約耒 

(4) 惡を なして はぢ ざる 事よ. cjp じて 

いお はしき 事 一 

(5) 生き. V ゐる 人の 首 も 討つ 

.(6) 御 首が 討て さう にな い 

(7) 南無 阿 * 陀佛も 十度唱 へる こと 

(00) 土中で 化石の やうに たった 木。 身 

iilK も かけて ゐる 


ハ 3  〕 和欧が 舞 性に すきで 


抽 にしたい 先方の 心 をよ く 知つ 

て&て 


篇  ニニ 

だいちから  と おさへ く rs ク  fc ち あが 

る .k 力なり ければ、 童 を 取て 押て 頸を搔 き、 立 上らん とする 處に、 平家の 兵 共、 十四 

おち か さな  か ねつ, M  5 ち  なかつな  いたで  お  (1 ノ つ， 

五騎 ひし/ ヽと落 重て、 兼 網 を 討てけ り。 伊豆守 仲 網 も、 痛手 あまた 負 ひ 平等 院の釣 

ピ つ  t がい  そっくび  しも かう ぺ^と 5  今-よち か  i つ ほ ゆか した  た ザい ii  %A 

殿に て 自害す。 其 頸 をば 下 河 邊藤三 郞淸親 取て、 大 床の 下へ ぞ 投入け る。 六 條藏人 仲 

いへ  なかみつ  さん. *\ ぁ- か  あま  •  こめな かいへ 

家、 其 子 葳人太 郞仲光 も、 散々 に戰 ひ、 分捕 餘 たして、 遂に 討死して けり。 此仲 家と 

こたて ュ きせん t やうよ し. A た ちゃくし  みなし/. J  TL  (CI ゾふ ぴん， 

申 は、 故帶刀 先生 義 方が 嫡子 也。 孤に て 有し を、 三位 入道 養子に して、 不便に し 給し 

. ひ rj ろ (V: ノ  しに  (J0 む ざん 

が、 日 來の契 を 變ぜす 、 一所に て 死にけ る こそ 無慚 なれ。 - 

わた， ベ C!  とな ふ  わがくび  のた ま  (-.0 いけく びうた  かな 

三位 入道 は 渡邊長 七唱を 召て、 「我 頸うて。」 と宣 へば、 主の 生 頸 討ん 事の 悲し さに、 ：ぉ 


を はら/ \ と 流いて、 「仕る とも 覺ぇ候 はす。 御 自害 候て、 其 後 こそ 給り 候 はめ。」 と 申 

にし  、 か ラ しゃ 5  (7) とな  きい 3 こ 七 M 

ければ、 「誠に も。」 とて 西に 向 ひ、 髙聲に 十念唱 へ、 最後の 詞ぞ あはれ なる。 

(R0 うもれぎ  i て 

埋 木の 花 さく 事 もなかり しに、 みのなる 果ぞ かなし かりけ る。 


是を 最後の 詞 にて、 太刀の さき を 腹に 突立て、 俯 様に 貰て ぞ 失ら れ ける。 其 時に 歌讀 


わす 


ベう は 無り しか 共、 若より 强 に 好た る 道 なれば、 最後の 時 も 忘れ 給 はす。 其 頸 をば 

ぢ &は 


唱 取て 泣/ \ 石に 括 合せ 敵の 中 を 紛れ 出て、 宇治川の 深き 所に 沈て け 

々ほふた きぐち  い ^  いけど， 

競 瀧 口 をば 平家の 侍 共、 如何にもして、 生 捕に せんとう かゾ ひけれ 共、^^ 先に 心え 

さんな..、 た. -か  お  はち かきき  ゑん チん C たいふ げん. 4 く  はる A 

て、 散々 に戰 ひ、 大事の 手 負 ひ、 腹搔 切て ぞ 死にけ る。 圓滿 院大！ li.cg 覺、 今は宮 も遙 


(H) 敵陣み-突 K して 


^させ 給 ひぬ らんと や 思 ひけん。 大 太刀 大 長刀 左右に 持て、 敵の 中 をう ち 破り、 宇 


{1) こ こ. a で 攻めて くるの は 大儀 かの 

ち。 ようは 潮 意の 語 


(2) 山城 國相樂 郡^ 田の 東、 眞言 寺 

<3) 山塊 記に は木糌 河原で 討 たれ 給 M 


{4  ) 宮 御最朋 の 上 はいつ もた のみに 命 

も 惜しむ 必要が あらう 

(5) 長 門 本に 二 井の 池， 愚管抄 にに え 

の 池と ある 


治 川へ 飛で 入り、 物 具 一 つも 捨す、 水 の^を 潛 て、.^ の に 渡り 着き、 高き 所に^， 

あげ  い. A  きんだち (《o  かへ 9 

大昔 聲を揚 て、 「如何に 平家の 君達、 是ま では 御大 事 かよう。」 とて、 三 井寺へ こそ 歸け 

れ。 


飛 彈守景 家 は、 古兵に て 有ければ、 此紛 に、 宫は 南都へ やさきた、 せ 給 ふらんと て 軍 

むち あぶみ 


をば せす、 其 勢 五 百 餘騎、 鞭鑀を 合せて 追懸 奉 る。 案の 如く、 宫は 三十 騎 許で 落さ 

0M) くわう みやう ぜん とり ゐ  お つき  あめ ふ  ゃラ  いづれ 

せ 給け る を、 光 明 山の 鳥居の 前にて、 追附 奉り、 雨の 降る 様に 射參 せければ、 何が 

や  そば ばら  たち  うま  ハ3〕 くび とら 

矢と は覺ね ども、 宫の 左の 御 側 腹に 矢 一 筋 立ければ、 御馬より 落させ 給て、 御 頸 取れ 


たま  とも  おにさ ど  あらと さ  あらだい ふ 

させ 給 ひける。 是を 見て 御 伴に 候け る 鬼 佐 渡、 荒土 佐、 荒大 夫、 理智城 房の 伊賀 公、 

今-や ラ ぶしゅん しう こんく わう ゐん  てんぐ へ. J0 いつ 

刑 部 俊秀、 金 光 院の六 天狗、 何の 爲に命 をば 惜 むべき とて、 をめ き 叫んで 討死す- 


其 中に 宫の御 乳母 子、 六 條助大 夫宗信 敵は績 く、 馬 は 弱し、 にゐ 野の 池へ 飛で いり、 

うきくさ V ほ とりお ほ  ふる かたき  うちすぎ  しま  • 

浮 草 額に 取掩 ひ、 慄居 たれば、 敵 は 前 を 打 過ぬ。 暫し 有て 兵 者 共の 四 五 百騎、 さ f め 


(6) 荮の 上に 乖 せて 舁 いで It つたの 意 

か。 長 門 本に 「た ごしに のせて かきて 

透り ける も」 


いて 打ち 歸 ける 中に、 淨衣 著た る 死人の、 頸 も 無い を、 都の 下に かいていで きたりけ 

われし な  くわん いれ 

る を 誰 やらん とみ 奉れば、 宮 にて ぞ まし ましけ る。 我 死ば 此笛 をば 御棺に 入よ と 仰け 

Z えだ  いまだ i- し ，さ  はし 9  とり つき 

る 小枝と 聞え し 御 笛 も、 未 御 腰に 差れ たり。 走 出て 取も附 まゐら せば やと 思へ ども、 

卞 そろ  それ  みな かへ のち  あが  し き  なくく 

怖し ければ 其 も 叶 はす。 かたき 皆歸て 後、 池より 上り、 ぬれた る 物 共 絞 著て、 泣々 京 

の にく 

へ 上 たれば、 憎まぬ 者 こそ 無り けれ。 

平家物語 卷笫四  一二 一一 


本文 篇 

-ニ最 の 

(2) ためら つ た。 ひかへ た 

(3) 钧逃 げ のびに なれないで 


(1) 相 集 » 木 津 奈良. 

1^  一  0 


1 一 四 

と だいし ゆ  む. A へ  * ん V- ん (1 ゴー づ す-.  いまだ-一. 5 

去 程に 南都の 大衆 ひた 甲 七千餘 人、 宫の御 迎に參 る。 先陣 は 粉津に 進み、 後陣 は未與 


福 寺の 南 大門に ゆらへ たり。 宫は早 光 明 山の 鳥居の 前にて 討れ させ 給ぬ と 聞え しか 

なみだ おさ  と mi  いま  ばか 9(3) まちつ け 

ば、 大衆み な 力 及ばす 淚を 押へ て留 りぬ。 今 五十 町 許 待附 させ 給 はで、 討れ させ 給 


けん 宮の御 運の 程 こそうた て けれ- 


(誶) 「馬 や 人に 塞れ て、 さばかり 早き 宇治川の、 水 は 上に ぞ湛 へたる。」 恐ろしく 誇張した 

文章 だが、 かう いった 誇張 は 各所に 見え、 例へば 淸 盛の 性 生 振り を 述べた 「入 造 死去」 (卷第 六) 

など、 その 最も 著しい 場合と いへ る。 

この 物語の 人物の 敍述 が、 强ぃ アクセント をつ けられ、 いは > 大寫 しに 寫し 33 される 場合の 

少 くない 事 は、 旣に 述べた が、 それ は 人物ば かりで なく、 この やうに 一 つの 事件の、 場合によ 

つて は 風景の 把へ 方に も 用 ゐられ る 手法であった。 (「鵜 川 軍」 を 見よ) この 手法の 背後に は、 

英雄的な 人物、 或は 嘆賞すべき 驚くべき 事件に 對 する 作者の 押へ がたい 共感が あり、 更に 人物 

なり 事件な り を 現 實の低 さや 狹少 さから 淸め、 もっと 偉大な もっと 英雄的な もの を 望んで ゐた 

時代の 又 作者の 口 マン テイクな 心情が 大きく 息づ いて ゐ たので ある。 しばく 見た 合戥に 於け 

る 勇士た ちの 誇張が これであって、 荒々 しい 粗大な とい はれて 來た 「平家」 の 文章が、 この 時 

最大の 役目 を杲 したの だ。 たど この やうな 口 マン テイクな 手法が、 例へば 重 盛の 形象 を 創った 

ときの 如く 、あまりに も 現實を 無視した、 作者の 思想の 傀儡 かと 考 へられる 方法と^ 付く 杩合、 


その 誇張が 强 ければ 强ぃ 程、 描かれた 人物 は 破綻 を 来たし、 何より 大事な 藝術性 を 失って 了 ふ 

と い ふ 事 も 閑却し がたい 事實 であ つ た。 

尙、 この 段の 終に は、 宮の御 乳母 子、 六條助 大夫宗 信が、 命 を 惜んで 池の 中に 飛込み 浮 草 を 

顏に掩 つてぶ るく 慄へ てゐ たばかりで なく、 宮の 大事 を 目前に 見捨て 奉った 事 を銳く 描いて、 

「憎まぬ 者 こそ 無り けれ。」 と 結んで ゐる 事が 注目され る。 卽ち i 建の 世に 生れ、 窒戰 をと ほし 

て 成長し つ、 あった モラル、 而も 未だ それ は 自然で 若々 しく、 一種の 建設的な 意味 を さへ 持つ 

てゐた 武士 杜會層 特有の モ ラ ルの 立場から、 彼 は 手痛く 攻撃され、 指彈 されて ゐる わけで ある。 

かくて、 宿運の 未だ 失 はれなかった 淸 盛に 對 立した 賴政 はいふまで もな く、 當然、 宮の御 事 

も 敗北に 歸せざ る をえ な かった ので ある。 

〔梗 槪」 高 倉宮の 御子 は 失 はるべき ところ 宗 盛の 請に よって 御 出家に なられ (若宮 出家)、 奈 

良に 御出での 御子 は 御 出家の 上、 北國へ 落ちさせられた。 京都で は 勝 軍に 勸賞 • 除 目が 行 はれ 

た (通 乘 沙汰)。 


(1) 六 孫 王^ 基 孫、 满 仲 子 

(2) 賴光 Is 國 〜賴 I— 仲 政 la 政 

(3) 保 元 物語に 「兵 庫 頭^ 賴政 二相 從 

フ兵 誰々 ゾ先渡 fs«  二 云々」 と ある 

(40 平 治 物語 「親政 心替ノ 事」 の條、 


0 

よ 9S さ  (I.) つ の みよ 9*- つ (2)  の.  - . - ； - 

抑 源 三位 入道 頼 政と 申 は、 攝 津守賴 光に 五代、 參 河守賴 綱が 孫、 兵 庫 頭 仲 正が 子 也 ~ 

ほうげん かっせん  (3)  さき  し. やう ^づ か D  (4) へ， い^;;  >^Jr  U 

保 元の 合戰の 時、 御 方に て 先 を かけたり しか 共、 させる 賞に も預ら す。 又 平 治の 逆亂 

四  二 五 


本 文 


(1)35 下の 身分で 表に 出られないで 木 

の 蔭からの み HJ もみる。 千 S- 集雜 おに 

見える 


(2) 推 も ra 位に かけて ゐる 

(3)H4 葉の 治 承 二 年 十二 s 廿 四日に 

「今夜 镇政 玆，， 三位 f 第一 之 珍事 也。 是 

入浯 相國 (谙 盛) 奏請 云々」 と 

(4) 冶 承 四 年に は 七十 七歲 

(5) 想 政 一 代の 名譽な 

(6) 長 門 本 鳥^ 天皇 、盛衰 記 ニ條： 大皇、 

十 訓抄高 倉 天皇 の 御 時と あり、 いづれ 

か 分らない 

(7) 夢に おそ はれて 驚く こと 

(0O) 効驗の あらた かな 

(9) 午前 二^ 頃 

(2) 東 三倏 第の 薤守 神， 角投 隼兩； M の 

ある 森 もい ふ 

(； 1) 古事 K  • 宇 冶. 抬 ^物語に 白 河 R 御 


(は) その やうに 

(S3) 桀 宸^の 別稱 

(M) 弦 打。 弓の 弦 をなら して 


篇  一二 \ 

しんる ね すて  おんしゃ， r- 一れ おろそか  « いだいし ゆ 3  -  -ひ * ^し . ' , r 

にも、 親類 を 捨て 參 じたり しか 共、 恩賞 是 疎な りき。 大內 守護に て 年久ぅ 有し かど 

しょ ラ でん  &る  よ^ひ かたぶ  のち じ 5 つく わい わ か  よ：  , J に *  . , 一 

も、 昇殿， をば 許されす。 年た け 齢 傾いて 後、 述懐の 和歌 一首 詠んで こそ 昇殿 を は 許さ 

オ.！ 》 ォ 

ひと  お ほうち P ま やま も， (1) 二お くれ . 

人 しれす 大內 山の 山守 は、 、木隱 ての み 月 を 見る かな。 

よ  ゆる  じ や ラげの  しばらく  ' 

此 歌に 依て 昇殿 許され、 正 下 四 位に て暫 有しが、 三位 を、 もに かけつ、 

たより  み  こ  もと  (2)  r  3 

のぼるべ き 便 無き 身 は 木の下に、 しゐを ひろ ひて 世 を わたる かな 

さて こが) 三位 はしたり けれ。 鑣て 出家して、 源 三位 入道と て、 今年 は 七十 五に ぞ 成れ 

，一 0^ と (o、J  かう みやう お^え  (6) こん ゑの  にんへ い  ， *7ぷ/、 (，レ \』 

ける。 此尸 一期の 高名と 覺し事 は、 近 衞院御 在位の 時、 仁 平の 頃 ほひ 主上 夜々 あび 

(S) う げん かう そうき ぞう ぉほズ  だい ひ  しゅ •  9 

えた まぎらせ 給 ふ 事 有け り。 有驗の 高僧 貴僧に 仰て、 大法 祕法 を修 せられ けれども 

なし。 ぎ^ (sf 刻 £ で 在け るに、 東 三條の 森の 方より、 黑雲 一村 立來 て、 御殿 

Jci  - 一れ よ くぎ や 5 せんぎ あ  きんぬ ノ、 わ，， is  .>  二： 、 、 

の 上に 掩 へば、 必す おびえさせ 給 ひけり。 是に 依て 公卿 僉議 有り 去る 寬 治の 比 ほひ 

g 河 天皇 御 在位の 時、 しかの 如く、 主上 夜な/ \ おびえさせ 給 ふ 事 在け り。 其 時の 將 

軍義家 朝臣に 南 殿の 大 床に 候 はれけ るが、 御惱の 刻限に 及で、 嗚絃 する 事 三度の 後、 

SKli  nilfe 守、 源義 家」 と名乘 たりければ、 人人 皆 身の 毛竪 て、 御惱 怠 せ 給 ひ 

-ん 


けり。 船れば W お^にお て、 武士に I： て irn 固有べ しとて、 源平 兩 家の 兵の 中 を 選せ 

らん ナる こ、 だっ, 政 を 選出れ たりけ ると ぞ聞 えし。 此時 は， 未兵庳 頭と ぞ申 ける。 敉政 


(1) 妖怪 を 退治せ よと 

(2) 心からた のみに して ゐる 

(3) 母 衣の 風 切。 鳥の 翼の 下の 保吕羽 

の 中の 風 切と いふ 羽で 矧ぃだ 矢。 鳥 は 


(5) 先が 尖 b 筏の はつ てゐる 玆 もっけ 


:6) 人 も 憎み 賤 しめて その 頸 をい- 

しゃつ 頸 


(7) その 4  、生き 長ら へ る氣 がしない 


(0O) してやつ おり。 しめた 


(9) 盛衰 記に 「鳥 ^院 より^ 傳ぁ h- け 

る 師 子 王と. & 御^に 御衣 一 千お ぬぎ そ へ 


(！ 3) 賴長。 十訓抄 では實 定 

主上の 賜る も 取次いで 


申け る は、 「昔より 朝家に 武士 を鼂 る、 事 は、， 逆 ！if の 者 を， ，^r け 、^軌 み， を 亡さん が爲 

(1) へんげ つかまつ  い まだ  * よく 

なり。 目に も 見えぬ 變 化の 物 仕れと 仰せ 下さる、 事、 未 承り 及ばす。」 と 申ながら、 勅 

ぢ やう  めし JC ラ  よ ，まさ (oofec みき  とほ の  ちの. H£- た  (3) 

定 なれば 召に 應 じて 參內 す。 賴政は 憑 切た る郞 等、 遠 江國の 住人、 井早 太に、 ほろ の 

,  や： おは-  ぐ  o) ふたへ .f りぎ ぬ  を 

かざ きりはい だる 矢 負せ て、 唯 一 人ぞ 具したり ける。 我 身 は 1 一重の 狩 衣に、 山鳥の 尾 

はい 0.0 とが J や すち しげと 5  と 9 そへ  なんでん お ほ ゆ. A し 1-5  たば さみ 

を 以て 作 だる 鋒 矢 ニ^、 滋籐の 弓 を 取 添て、 南 殿の 大 床に 伺候す。 頼 政 矢 を 二つ 手 挟 

まさよ や そ Q とき いまだ させう べん  お. 1 し  へんげ  t ん 

ける 事 は、 雅頼卿 其 時 は 未 左少辨 にて 坐け るが、 變 化の 者 仕らん する 仁 は、 頼 政ぞ候 

えら  いち や  へんげ -  い そん  や  まさよ 9 べん 

と 選び 申された る 間、 一 の 矢に 變 化の 物 を 射 損する 者なら ば、 二の矢に は、 雅 賴の辨 

(《0  くび ほね い  2 ろ ひと ま をす あが  n  f  二く げん およん 

の、 しゃ 頸の 骨 を 射ん となり。 日來 人の 申に 違 はす、 御惱の 刻限に 及で、 東 三 條の森 

かた  くろくも むらた ち  き み あげ  くも なか 

の 方より、 黑雲 一 村立 來て、 御殿の 上に たなびいたり。 頼 政 吃と 見 上 たれば、 雲の 中 

あやし  すま  い そん  (7) よ 

に 惟き 物の 姿 あり。 是を射 損する 者なら ば、 世に 有るべし と は 思 は ざり けり。 さりな 

やとつ が  うちきね んょ ひい  いて 

がら も 矢 取て 番ひ、 南無 八幡 大 菩薩と、 心の中に 祈念し、 能 引て、 ひやう と 射る。 手 

さたへ  あた - (S) え  やさけび  わの はやた 

答して、 はたと 中る。 「得たり や をう。」 と、 矢 叫 を こそしたり けれ。 井早 太つ と 寄り、 

おさ  つ f けさ ま こ、 C かたな ざい  てんで  と も 

落る 處を とて 押へ て、 績樣に 九刀ぞ 刺たり ける。 其 時 上下 手々 に 火 を 燃いて、 是を御 

らん  かしら * る むくろ たぬ さ を くちな は て あし とら  な  ぬえ  一 

覽じ見 給 ふに、 頭 は 猿、 軀は 狸、 尾 は 蛇、 手足 は 虎の 姿 也。 鳴く 聲^ にぞ 似たり ける。 

おそろ  おろか  ぎょかん あまり (ro し し わう  ぎよ けん  (力 )5 ぢ G 

怖し など も 愚な り。 主上 御感の 飴に、 獅子 王と いふ 御劎を 下されけ り。 宇治 左大臣 殿 

• (=) たま は つい  たば  なから tf か 9 おり 

是を 賜り 次で、 頼 政に 賜ん とて、 御前の きざ はし を 半 許 下させ 給へ る處 に、 比 は 卯月 

平家^語 卷第四  一一 七 


本 文 


(1) 空の S と 宮中と も かけ， 郭公の 名 

の-りと 賴 政の 芳名 を 揚げ +i ことと も か 


(2) まぐれ 當 りに 射當 てた 意。 陰^ 上 

旬の 月 は 上弦の H- で 弓の 形で ある。 射 

ると 月の 入る と を かけて ゐる 


(3) 木 も 刳つ て 中もう つろ にした 丸木 

舟 

(4) この 說話は 十訓抄 にある 

(5) 變 化の 鳥 


(ROE 指して みても 分らね SS 

(7) 矢の ねら ひどころ 

(8) 菊の 大小で いふ。 大锊矢 

(3) ひ  > -と啼 いた 

卽 ち射當 


篇  二八 

ぁミ，  くも ゐ  こ ゑお とづれ 

十日 餘の事 なれば、 雲井に 郭公、 二 聲三聲 音信て ぞ 通りけ る。 其 時 左大臣 殿、 

ほこ-ぎす (1〕 くも ゐ 

時鳥 名 を も 雲井に あぐる かな。 

ほ  ひざ  そで  そば め 

と 仰せられた りければ、 賴政 右の 膝 をつ き、 左の 袖 を 廣げ、 月 を 少し 傍目に かけつ 、、 

弓 はり 月の い るに まかせて。 

15 よけん .& ま は まか り  と  か だう すぐれ 

と 仕り、 御劎を 賜て 罷出 づ。 「弓矢 を 取て ならびなきの みならす、 歌道 も 勝たり けり。」 


(^) ^と 矢 

てお とい ふ 意 

(：=) 十訓抄 では 後德大 寺實定 

(は) 養. E 基。 楚人。 百 *^ れて梆 葉 を 

百 發百中 しおとい ふ お 術 の 名人 


とて 君も臣 も御感 在け る。 さて 彼變 化の 物 をば、 空 船に 入て 流されけ ると ぞ聞 えし。 


W うほう  R  ぬえ  (5〕 け て 5  ない  し « くしん きん a や i 

去る 應 保の 比 ほひ、 二 條院御 在位の 御 時、 ^と 云 ふ 化 鳥、 禁中に 鳴て、 屢 宸 襟を惱 

せんれい も  さっさ  あま 9  よ U 

す 事 有き。 先例 を 以て、 賴政を 召されけ り。 比 は 五月 二十日 餘の まだ 宵の 事なる に、 

ぬえ 


筠 唯一 聲 音信て、 ニ聲 とも 鳴 ざり けり。 目指と も 知ぬ 闍 では 有り、 姿 形 も 見え ざれば、 

(7) や  いづく  は. &， 3 と まづ (00 かぶら と つが  ぬえ  だい， ラ《 

矢 つぼ を 何とも 定めが たし。 賴政 策 に 先 大鏑を 取て 番ひ、 鵁の聲 しつる- 2： 裏の 上 

い あげ  ぬえ かぶら おと ぉビ ろい こ く  5 しばし (")  こかぶら と  つが- 

へぞ射 上た る。 鵁 銃の 音に 驚て 虛筌 暫ひ、 めいたり。 二の矢に 小鏑 取て 番ひ、 ひい 

♦I き (2〕 ぬえ  叉ら  なのめ 

ふっと 射 切て、 鑌と 銃と 竝 ベて 前に ぞ 落した る。 禁中 さ ざめ き あ ひ、 御感斜 ならす、. 

ぎょい かづけ  (U) お ほひつ  の  きんよしこう  た i は  , 

御衣 を 被 させ 給け るに、 其 時 は、 大炊 御門 右大臣 公 能 公是を 賜りつ いで、 頼 政に かつ 

(y) ゃラ いう くも  かり い  あ 》 なか ぬ は i  ： 

けさせ 仏 i ふとて、 「昔の 養 由 は、 雲の 外の 斶を 射き。 今の 賴政 は、 雨の 中の 续を 射た 

かん 

り。」 とぞ 感ぜられ け る。 


五月闇 名 を あら はせ る 今宵 哉- 


と 仰せられ かけたり ければ、 頼 政、 

どき  "ニ灣 ノ  、 

たそがれ 時 もす ぎぬ とお も ふに。 

C10 伊 S 守に なった こと  と 仕り、 御衣 を 肩に 懸て 退出す。 其 後 伊豆 國賜 はり、 子息 仲 綱 T) お i!i なし、 我 身 三 

(2)  か C "しやう わかさ  みやお は  (3) およす  ヒレ  ひ 

、の fu^gpM^ ^せおのに 位して、 丹 波の 五箇 庄、 若狹 のとう 宫河を 知行して、 さても ベ かりし 人の、 由な き, 

ほんお こい  5 した ひ わがみ し そん ほろび 

反 起て、 宮をも 失 參せ我 身 も 子孫 も 亡ぬ る こそうた て けれ。 

(誶) 變 化の もの を 討 取った 賴政、 鵄に 封す る 彼の 用意の ほど、 それら は 高 倉宮を 擁して、 

大敵 平家に あたった 武將 としての 姿と 共通の ものであるが、 御斂 を拜受 する 折、 「時鳥 名 を も 雲 

井に あぐる かな。」 と 呼び かけられた 彼が、 「右の 膝 をつ き、 左の 袖 を 廣げ、 月 を 少し 傍目に か 

けつ X、 弓 はり 月の いるに まかせて。」 と 直に 應 じえ、 再び 鶏 を 射た 時に も、 「たそがれ 時 もす ぎ 

ぬと おも ふに。」 と 受け、 「御衣 を 肩に かけて 返 出」 した 姿 は、 最早 一介の 武將 としてで はなく、 

當 時の 京都の 責族 たちが 望ましい ものと して 描いて ゐた、 彼らに 身近い r 敎蹇」 ある 人の 姿で 

あった。 卽ち、 「弓矢 を 取て ならびなきの みならず、 歌道 も 勝れたり けりと て、 君 も臣も 御感ぁ 

りけ る。」 と 述べられて ゐる やうに、 武人と しての 秀れた 振舞が、 歌道に も 通じて ゐ ると いふ、 

いは ビ旣 成の 文化的 敎萎を 身に つけて ゐ ると いふ 事の ために、 大きく 描かれて ゐ るので ある。 

かう いふ 事 は 後に 描かれる 平家の 武將 たちに も强 調され てゐ るので あり、 特に、 俊 成 卿との 應 

待で 著名な 忠 度の 姿の 如き、 その 典型的な 表現 を 得て ゐ るの だが、 この やうに、 新 文化の 擔當 
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者と もい ふべき 新興 武士 曆の 人々 を も、 舊 ぃ傳統 的な 文化に 引きつけ なければ 安心 出来な かつ 

たと ころに、 この 物語の 一つの 性格が 示されて ゐる わけで ある。 而も かう いふ 面 を 通じて、 こ 

の 物語 は舊 貴族た ちに も聽 かれ 愛 H された に 相違ない。 併しながら、 「平家物語」 にあって は、 

尙、 かう いふ 側面 も、 それ 自身 镯 立して、 排他的な 概念と して 自ら を 主張す る もので ない 事が 

法 目され なければ ならない。 賴 政の 賞 讃も、 この場合 武將 として 恥ぢ ない 行動が 根柢に あって 

はじめて おこりえ たので あり、 一矢に して 怪鳥を 射 落す 力量な くして は、 「君 も臣 も御感 ある」 

害がない ので ある。 だから、 かう いふ 傳統 的な 文化に 結びつけ ると いふ 事 も、 彼 及び 彼の 屬す 

, る 新興 武士 層の 現實 的な 力に 對 する 賞 讚の 一 つの 飾りつ けで あり、 いは ゾ附屬 物な ので ある。 

卽 ちかう いふ 傳統 的な 文化な り 風格な り は、 この 物語に あって は、 最早、 撵 立に は 立ち 步く 

事が 出来なかった。 それに も拘 はもず、 それら を 全く 價値 なきもの、 顧みる に價 ひせぬ ものと 

して 破り 捨てる ほど、 作者の 立場 は 徹底した もので もなかった。 「殿上 闇 討」 (卷 第一) の忠 盛 

の 典型的な 武人と しての 姿 は、 「鱸」 (卷 第一) の 段で、 歌人 忠 盛の 側面が 附 加され、 忠 度を始 

めつ ぎくに ほろび 行く 平氏の 公達た ちへの 同情 も、 彼らの 持つ 傳統 的な 文化の ほろびに 封す 

る 愛惜の 念に 裏付けられて ゐる 場合が 少 くないの である。 

こ 、にこ そ 「平家」 の 持つ 偉大な 矛盾と 限界と が讀 みとられねば ならない ので あるが、 それ 

に は、 後に 說く やうに、 鎌倉時代の 武家の 成長と 發展 とが 如何なる 方向に 向って ゐ たかを 十分 

に 究める 事が 必要で ある。 


〔梗 槪〕 三 井寺 は 以仁 王 を 奉じて 平氏に 弓 引いた とい ふので 討伐され、 歷史ぁ 

が燒拂 はれた (一二 井寺 炎上)。 
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篇 


平家 物 語 卷 第五 


(1) 治 承 巧 年 

(2) 福 原。 今， 禪 戶 市の WSJ 

(3) 新造 內 裏の 上棟式 

(40 百 鍊抄に は 十 一 日 

(5) 今までの 帝都 平安京 

(6) 葸 がしい ことの 多かった。 四 五 

に 以仁 王の 變。 六月に 遷都な ど K しか 

つ たから 

(7) 歌 や 物語で 有名な 場所 

(8) 源氏物語の 主人公 光源氏 

(g) 源氏^語 須磨明 石の ニ卷に 光原 氏 

の沱 住居が 描れ てゐる 


(H) 淡路 名 郡 &尾 s の 南 

(？ i) 紀 伊！！ 西牟婁 郡^ 戶 村から 湯 崎 村 

に 至る 白砂の 海岸 

(S3) 和歌 山 市の 55 から 海草 郡 雜賀衬 

るの 古名。 月の 名所 

(M ) 攝津國 東 成 郡 住き t:^ 岸 

(i2) 播蒹國 加 古 郡.： H 砂 ^ 

(55) 同 加 古 郡 尾 上 村 

(ひ) 山城 國紀伊 郡 伏 見 町 

(se) 同 茛野郡 嗟 接 村 東の 池 

(S3) 後に 左大臣。  <ム 能の 子 


〔梗概.〕 治 承 四 年 六月、 平淸盛 は安德 天皇、 後白河 法皇 を 奉じて 帝都 を； 禍 原に 遷 した。 京都 

は 日に 荒駸 していつ たが、 新 都 はま だ 十分と とのって はゐ ない (都遷 )o  • 


月 


見 


(.ー) - ず〕， に. 二—  じ やうと. う  (J.)  せんおう  (-o ふる * や- - 

六月 九日、 新 都の 事始、 八月 十日 上楝、 十一月 十三 日 遷幸と 定めら る。 舊き都 は 荒行 

.--i んじ やう (fto あざ  すで  . 

は， 今の 都 は 繁昌す。 淺ま しかりけ る 夏 も 過ぎ、 秋に も旣に 成に けり。 やう/ \ 秋 も 

*.<か ば な n-ゅ け  ふく はら しんと  (一，)  (8)  (3) 

半に 成 行ば、 福 原の 新 都に まします 人々、 名所の 月 を 見ん とて、 或は 源氏の 大將の 昔 


(S) 


-,  .» しわた 03) &  br 

の笾を 忍つ \、 須 磨より 明 石の 浦傳 ひ、 淡路 のせと を 押 渡り、 繪 島が 磯の 月 を 見る。 

しらら (is) ふきあげ わ か  うら (：！：〕 すみよし At によ た. A ざ W (！ 5) を^へ  あけ lac  ながめ 

或は 白 良、 吹 上、 和歌の 浦、 住吉、 難 波、 髙砂、 尾 上の 月の 曙 を、 詠て 歸る人 も 有 

きラと つ こ  (に) ふしみ (S) ひろ ざ は 

り。 舊 都に 殘る 人々 は、 伏 見 廣澤の 月 を 見る。 

, 4か  0  (2〕 じってい q  ふる  二 ひ  ら  の K 

其 中に も 德大寺 左大將 實定卿 は、 舊き 都の 月を戀 て、 八月 十日 飴に、 福 ぼより ぞムり 


(1) 「和^ 朗^^」 による 

(2) 蓬が 茂って： S-:IG- や 5 だ T なけ や 

なけ 蓬が 杣の «p:at  ：.」 曾 根好忠 T 故 

里 はま ぢが 原と 荒れ はて 、： ：」 道 命 

法師。 (共に 後^退 集に 出づ) 

(3) 京に 殘 つて ゐ る身內 

(4) 太 皇太后 多 子。 實 定^の 妹 

(5) 貴人 を 護^す る 近衛 府の舍 人。 大 

将には 八 人の 現定 

(6) 外 構へ の 正門 


(7) 正面の こと。 袞殿造 は 南 向に 建て 

る を 原則 とす るから 

(8) 預氏杓 語の 宇治 十お の 初の 卷卽ち 

橋 卷を いふ 

(s)3ffl 壺帝第 八 子。 光漯 氏の！ S 弟で 宇 

治 八の 宮。 優 婆 塞は戎 をう け^ 門に 入 

hv ながら 俗 生活 をす る 男子 

(W) 宇治 八 0 宫の 長女 大 君 

(U) 昔の 物語の 主人公の 氣持も 


(は) 石 清水 八 糌の檢 校 光淸女 

(S3) わ ジ^ ふ 人 を 杼っ 宵と * その sa る 

の も 送る 翌朝と 

(M) 新 古今 集 戀欧 三に ある 


(は) 今樣 歌。 七 五！ as< 句。 和讚から 起 

つ た^ S の 一 體 


給 ふ。 何事 も 皆 變り杲 て、 稀に 錢る家 は、 鬥前 草深して 


J いしゃう I げ (2) よも HI* そま あさ U- 

庭 上露滋 し。 蓬が 杣淺 茅が 

原、 鳥の ふしどと 荒果て、 蟲の聲 々恨つ 、、 黄菊 紫蘭の 野 邊とぞ 成に ける。 故, の 名 

3  9  こん *t  (T) 、  そつ  ま .«  ま vl(5)*-& じん 

錢 とて は、 近衞 河原の 大宫 ばかり ぞ まし/ \ ける。 大將其 御所に 參て、 先 隨 身に、 

(./Jo そうもん た、 か  うち  た  よもぎ ふ つめ うちはら 

散 門 を 叩 せらる る に、 內 より 女の 聲 して、 「誰 そや 蓬生の 露 打 拂ふ人 もな き處 に。」 と 

とがむ  ふく ォ ら  そうもん t やう  さぶ らふ  - 

咎れ ば、 「福 原より 大將 殿の 御參り 候。」 と 申す。 r 惣 門は鈸 のさ、 れて 候ぞ。 東面の 小 

いら  ほみ や おん 

門より 入せ 給へ。」 と 申ければ、 大將 「さらば」 とて、 東の 門より 参られけ り。 大宮は 御 

た ま  〈了)  み か うし あけ  び ^ あそば 

つれん \ に、 昔 を や 思 召 出で させ 給 ひけん、 ^面の 御 格子 開 させて 御 琵琶 遊され ける 

まゐ  いか  5 つ- •  お ほ  (8) げん. G 

處に、 大將 參られ たりければ 、「如何に 夢 かや 現 か、 是 へ/ \。」 とぞ 仰せけ る。 源氏の 

う ぢ  まき  (00 う ぼ そく Q みや (3) むすめ  な f をし  び X しら  すま 

宇治の 卷に は、 優 婆 塞 宮の御 娘、 秋の 名 錢を惜 み、 琵琶 を 調べて、 夜もすがら 心 を 澄 

あ 9 あけ  おへ  おも  ぼち  まね  3 

し 給し に、 有 明の 月の出け る を、 堪すゃ 思 ほし けん、 1 撥に て 招き 給 ひけん も、 今 こ 

そ 思 ひ 知られけ^。 

まつよ ひ (JL3) 二  b じう  まつよ ひ  ある 

待 宵の 小侍從 とい ふ 女房 も、 此 御所に てぞ 候け る。 此 女房 を、 待 宵と 申け る 事 は、 或 

3 まつよ ひ  あした いづ  まさ 

時 御所に て、 「待 宵、 歸る 朝、 何れ か あはれ は 勝る。」 と御尋 ありければ、 

(：！：) まつよ ひ  かね 

待 宵の ふけ ゆく 鐘の 聲 聞けば、 歸る あしたの 鳥 はもの か は。 

よ  め  よびいだ  むかしい ま 

と讀 たりけ るに 依て こそ、 待 宵と は 召され けれ。 大將 彼女 房 呼出し、 昔 今の 物語して、 

ざ よ  ふけ ゆ  (は) いまや 5 

小夜 もやう/ \更 行けば、 ふるき 都の あれ ゆく を今樣 にこそう たはれ けれ。 


本 文 


(1) 皎々 と 冴え わたって 


:2) 转 sal 尹。 懐 終の 子 


(40 今朝に かぎつ 


(5) 待って ゐれば こそ 更け ゆく 鐘の音 

がつ らいが、 普通に は名殘 惜しい 朝の 

別れの 方が 悲しい にき まって ゐる 

(6) その やうに 風 Jg な挨梭 をす るから 


篇  、ニー  四 

ふる  あさ ぢ  はら  あれ 

舊き都 を來て 見れば 淺 茅が 原と ぞ 荒に ける。 

(1)  あきかぜ 

月の 光 はくまなくて 秋風の みぞ 身に はしむ。 • 

べんうた  たち  ねら 

と 三 反歌 ひす まされければ、 大宮を 始め 參 せて、 御所 中の 女房 達、 皆 袖 をぞ？ i され は 

る o 

あけ  いとま  ふく はら  か へ  おんとも  (90  めし *  \ 

去 程に 夜 も 明ければ、 大將暇 申て、 福 原へ こそ 歸られ けれ。 御 伴に 候 藏人を 召て 一 侍 

fc う  な 29 をし  なん ぢ かへ なに  いひ  ►  -t  、^丄 

從が餘 に 名 殘惜げ に 思 ひたる に、 汝歸て 何とも 云て こよ。」 と 仰せ けれ-は、 蘇 人 走り^ 

(3) かしこまり  さぶ らふ 

て、 「『長 申せ』， と 候^ とて、 

いひ  ね (4〕 け さ  か なし  3 

物 か はと 君が 云 けん 鳥の 音の、 今朝し もな どか 悲 かるらん 

女房 淚を 押へ て、 

ふけ ゆかね  J4 

またば こそ 深 行く 鐘 も 物なら め、 あかぬ わかれの 鳥の 昔 ぞうき。 

キ 3  こ 3  (、h)  なんお つか はし  かん 

ま人歸 り參- て、 此由を 申たり ければ、 「されば こそ 汝 をば 遣 つれ。」 とて、 大將大 に 感ぜ 

そ.^ 

られ けり。 其より して こそ 物 か はの 藏人 とはい はれ けれ。 


1 「^氏 物語」 橋 姬の卷 に、 「一 人 は 柱に 少し 居 かくれて 琵琶 を 前に 鬣て 撥 を 手 まさぐ りに し 

つ \ 居た るに 雲 隱れた りつる 月の 俄にい と あかく さし 出で たれば^ ならで もこれ にしても 月 

は 招きつ ベ かりけ りと てさし のぞきた る顏  (下略)」 と あるに よった ものである。 


(評) 「 一 天の 君 莴乘の 主 だに も 移し 得 給 はぬ 都 を、 入道 相國、 人臣の 身と して、 移されけ 

るぞ きい 幻。 i き， i^^^Ii^,F」^ い 6 る都ぞ かい。 …… 」 (前段 「都 遷. 0。 淸 盛の 惡 業の 著し 

いものの 一 つと して、 遷都が 語られ、 舊都を 愛惜す る 心が、 前段で も强 調され てゐ る。 さう し 

て その 最も 具體 的な 訴へ として 「月見」 の 段 は 展開され る。 從 つて、 最初、 造 行文の 體を かり 

て、 月見に よる 舊 都の 愛すべき 情趣が 最も 音樂 的に うた ひ 上げられ、 德大 寺實定 卿の 荒れ はて 

た舊都 訪問が 述べられる ところ ま で は 、 直接 前段 に 引き 續 い て 、 「舊都 は あは れ目 出た かりつ る 

都ぞ かし。」 の 心^が、 類型的な 併し 律動 的な 文章 を 通じて、 詠嘆 的に 强 調され てゐ るので ある 

が、 併し その 舊 都の inii" なる もの は 當然、 平安時代 以来の 長い さま A\ な 傳統と 文化 を 愛 

惜 する 念が 中心で ある 事 はいふまで もな く、 須磨 • 明 石の 月 も 伏 見 • 廣澤の 月 も、 かう いふ 旣 

• 成 の 貴族 的 な 情趣 として 描き出 されて ゐる わけで ある。 

又、 この 段に 物語られる 待 宵の 小 侍 從* 物 か はの 蔵人の 說話 は、 同時代の 說話集 「今 物語」 

や 「十 訓抄」 にも 抄錄 されて ゐる 有名な 說話 であり、 その 敍述 も大體 彼らと 同樣 であって、 こ 

の あたり は、 「平家」 の 中で も 最も 前 時代 的な 性格 を 持つ もので あり、 德大 寺實定 卿の 近衞 河原 

訪問の 條の 如き 「源氏物語」 の 情景 さへ 援用され てゐ るの だが、 それに も拘 はらず、 この 月見 

の 段 はや はり 「平家」 獨特の もの を 語って ゐる 事が 注目され ねばならない。 

卽ち 「源氏」 の 情景 を 援用した この 段の 敍述 も、 最早、 「源氏物語」 や 「枕 草子」 が、 現實の 

一 側面に しろ、 それ を靜 かに 觀 察し、 夫々 の 美し さ を 喜び を 以て 語った のと 同一 である 箬 はな 
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く、 又 略 》• 同時代の 說話 物語 集が、 か >- る 古典的. 傳統 的な 情景 を、 單 なる 懷 古と 追慕の 情で 

物語って ゐ るのと 同一 でもない。 

勿論 それ を 大まかに 云へば、 同時代の 說話集 等の 懷 古性に 近い もので はあった が、 尙、 それ 

らの懷 古の 氣持 は、 設話 集の 如く 追慕へ 統一 される 事が なく、 曾て は、 その 權 威と 指導力と を 

誰 疑 ふ もの もな く、 その 永績 を保證 されて ゐ たかに 見えた 京都 を 中心とする 貴族た ちの 生活 • 

文化が、 今や 見る かげ もな く衰へ 行き、 ほろびの 前に 首うな だれて ゐ る事實 を、 同情し、 哀憐 

しつ、 も 確認す る ものの 筆な ので ある。  - 

物 か はの 藏 人の 說話 も、 今 一 度考 へて みると、 說話 集の 取扱 ひ 方の、 單に失 はれ 亡びた 美し 

き傳說 を懷古 し 追慕す る ものと 異り、 實定の 歌った とい ふ、 

舊き 都を來 て 見れば 淺 茅が 原と ぞ 荒れ にけ る。 

月の 光 はくまなくて 秋風の みぞ 身に はしむ。 

の 今様に 象徵 される やうに、 美しき ものの、 現實に 見る 如何 ともなし がたい ほろびの 姿 を、 嘆 

きつ k も 確 認 するとい ふ、 著しい 相違 點 に氣づ かざる を え ない ので ある。 

作者の 意圖 如何に 拘 はらず、 その 「現實 的な」 態度が、 こ .X にも 强く 作用して、 最も 傳統的 

な 性格 を 持つ この 「月見」 の 段 を も、 同時代の 他の ジャンルの 陷 つた 果てしの ない 無益な 懷古 

主義から 救って ゐる事 を、 吾々 は E 者と ともに 十分 反省す る ことが 必耍 であると 思 ふ。 


以下、 紙 敷の ため、 「評」 を 省略す る 事に なった が、 大镗、 「平家」 の 持つ 諸 性格に は 夫々 S8 

れて來 たつ もりで あり、 尙、 その 缺は 「研究 篇」 で 補足す るの を參 照して いた V きたい。 

〔梗概〕 福 原で は 不吉な 前兆が 頻發 して 人心 は询々 として ゐた (物怪 之 沙汰) ところへ、 治 

承 四 年 九月、 相 摸の 大庭景 親から、 賴 朝が 北 條時政 以下 を 率ゐて 謀反 を 起した とい ふ 早馬が 來 

たので、 淸盛は 怒った (早馬)。 一 蹬、 わが 國 では 朝敵で 素懷を 遂げた もの はない (朝敵 揃)。 支 

都の 例 を 見ても 朝敵 は榮 えない もの だ (咸 陽宮 )。 


(1) 長 門 本に 「年 ごろ B ごろ さて こそ 

すぎつ るに」 と ある。 「競」 (卷第 S) 

め 

けめ」 の 頭註 參照 

(2) 高 尾 山砷護 寺 


(4) 院の 武者 所に 仕へ る 武士 

(5) 鳥^ 院の 皇女 统子。 | 一條 天皇の 准 

母と して 院號も 象らる 

(6) 所の 衆の isp。 六 位の 待から えらば 

れ^ 上の 雜役 をつ とめる 

( 7  )  ^道に 人り 菩提 を 求める 心の 意。 

盛衰 記に 「生年 十八 歲 にて、 いと ほし 

き 女に 後れて 髮を きり^ 世し き」 と あ 

る 

(00) そよ との 風 もな いこと 

(Q0 虻 やら K やら 


文覺 荒行 

よ 9 とも  へいち  C よしとも む ほん よ  ま をし 

抑彼賴 朝と 申 は、 去る 平 治 元年 十二月、 父 左 馬頭 義 朝が 謀反に 依て、 年 十四 歲と 申し 

えい 9 やく  ひるが しま なが  おく  (1) とし fj ろ あれ 

永曆 元年 三月 廿日、 伊豆 國蛭 島へ 流されて、 二十 餘 年の 春秋 を 送り 迎ふ。 年來も 有ば 

ことしい. A  むほん  (C0&.A や もんが く 

こそ 有け め、 今年 如何なる 心に て、 謀反 をば 起されけ る ぞと云 ふに、 高 雄の 文覺 上人 

もと わたな ベ ゑん ゴ 5(3)  P げんちち， V ほ  ゑ乂 

の申勸 めら れ たりけ ると かや。 彼 文 覺と申 は、 本 は 渡 邊のぁ 藤 左 近 將監茂 遠が 子、 ま逸 

どう (4) む しゃも 9 七 ほ  (5)  (•")  (to  こ  しゅぎ やう 

藤 武者 盛 遠と て、 上 西 門院の 衆 也。 十九の 年 道心 發し 出家して、 修行に いでんと し 

ため  みなつき  (8) める 

ける が、 「修行と いふ は、 いか 程の 大事 やらん、 試いて 見ん。」 とて、 六月の 曰の 草も颭 

て  かた  やぶ なか ほ  あ ふ  ふ  (00 あぶ  か  ち あ，  どく 

がす 光た るに、 片 山の 藪の 中に 這いり、 仰のけに 伏し、 虻ぞ、 蚊ぞ、 蜂蟥 など 云 ふ 毒 

一 二 七 


本 文 


(1) からだ I 


(？) 大變 苦しい とい ふが、 この 程度の 

ものな のか 

(3) それならた キ すいこと だ。 安平に 

こそ ある なれ 


智 神社に 參 ^する こと 

(5) 倏 行の 手 はじめに 

(6) 有名な つよ 

(7) 氷柱が 凍 h- ついて ゐて 

(00)山©が 凍る ほど 冷く 吠 き 

(QS) っ^ら 

(S2  ) なにもかも もつ しろで 

どこが 木 やら わからない 

(？！ ) 不^明王の 咒 三種のう ちの 中咒。 

眞言 不動明王 は大 慈悲心で 一 切 衆生 を 

あはれ みこれ も 救 ふとい ふので、 この 


(53) この 咒も ニー M 遍^へ る數 もみた す 

こと 

(M) 二三 日 は その ii 無事に すんだ け 

れ ども 

(J2)K くし。 端％ な 

(55) 見て ゐた 人々 は 

(Co 壽命 がっきた わけで ない 

(SS) 蘇生し 允 

(W) 二十 一 日 問 

(加〕 慈 救の 咒も 三十 WE  (三 億) 唱 

へる こと。 洛 X は 梵語、 十 萬 又は 俊の 

數 

(？； 5) とって 来たる ぞ。 つれだして きお 

のか 

(？ ") おそろ L さに ぞっとして 


篇  ニー  八 

ちう  (1)  つい さし くひ  み  は あら 

蟲 共が 身に ひしと 取 附て螫 食な どし けれども、 ちと も 身 を も 動かさす、 七日 迄 は 起 上 

おきあが  い  (2) 二れ  4  それ 

らす、 八日と 云 ふに 起 上て、 「修行と 云 ふ は、 是 程の 大事 か。」 と、 人に 問へば 、「其 程な 

らんに は、 ， か 命 も 生べ き。」 と 言 ふ 間、 「さて は 安平 ごさん なれ。」 とて、 纏て 修行に ぞ 

il にけ る。 

(*to な ち W も り  (-c) ぎ わう - 一-ろ  (6)  だき しばら 

熊 野へ 參り、 那智籠 せんとし ける が、 行の 試みに、 聞 ゆる 瀑に 暫くう たれて 見ん とて、 

たき もと  まゐ  ころ  あ まり  ふ _9 つも  (7)  を ヌは 

瀑 下へ ぞ參り ける。 比 は 十二月 十日 餘の事 なれば、 雪 降 積り、 つら、 いて、 谷の 小川 

おと  (80 みね あらし ふきこ ほ  ちき  いと (Co たる ひ  (川) みなしろ たへ お しな  (；： ：) ぶ も こや ゑ 

も 音 もせす、 峯の嵐 吹 凍り、 瀑 の白絲 垂 氷と 成り、 皆 白妙に 押竝 ベて、 四方の 梢 も 

もんが/、 たきつぼ お 9 ひぶ  くびき はつ. A  (に) じ /、  b ゆ 0?) みて  (zr) 

見え 分かす。 然るに 文 覺瀑壺 に 下 浸り、 頸際漬 て、 慈 救の 咒を 燕け るが、 二三 日 こそ 

二ら  す  みなぎ おつ たき 

有 けれ、 四 五日に も 成ければ、 堪へ すして 文覺浮 あがりに けり。 數千丈 漲り 落る 瀑な 

は  きびし いは かど なか 

れば、 なじ か はた まるべき。 さとお とされて、 刀の 匁の 如くに、 さし も嚴き 岩角の 中 

5 き しづ A!-  0  どうじ 

を、 浮ぬ 沈ぬ、 五六 町 こそ 流れ たれ。 時に うつく しげなる 童子 一 人來 て、 文覺が 左右 

と  あ ザ  (5S) き どく おも ひ な  4 一  (に) ぢ やう さ ふ 

の 手 を 取て 引 上 給 ふ。 人 奇特の 思 を 成し、 火 を燒き あぶれな どし ければ、 定業なら ぬ 

いき  だい まな-一 みい. A ら 

命で は 有り、 ほどなく 息いで にけ り。 文覺 少し 人心地い できて、 大の眼 を 見 怒 かし、 

われ このた き (s)  CS) じ く  らく，. 1 や みて  ゎづか  . 

「我 此瀑に 三七日 打れ て、 慈 救の 三洛 叉を滿 うと 思 ふ 大願^り。 今日は 耩に 五日に な 

すぎ  (r-) き  いひ  け 

る。 七日 だに も 過ざる に、 何者が 爰へ はとて 來 たる ぞ。」 と 言ければ、 兌る 人身の 毛よ 

fc*v つ M  た 

だて 物い はす。 叉 瀑壺に 歸 り 立て 打れ けり。 


, 王の 使者 八 大童 子の 二 童子 


〔2) 死體 で 


(3) 佛 の尊號 

(4) 八 大童 子の 第 七 位。 明 王の 6| 土で 

左 にたち 智德を 司る 

(5) 八 大童 子の 第 八 位。 明 王の 脇士で 

右側に たち 一一 JI 德も 司る 


(6) 都史多 天。 欲界六 天の 第 四 位 


(7) 大和 S  士  c 野 山中 金 烽 山の 南に 連る 

Ef^l 岳！ S 山 をい ふ 

(80 同 葛 城 郡 葛 城 村。 金剛 山と も いひ、 

役 行者の S 場 

(9〕词 吉野郡 吉野村 

(W) 越 中 國中新 F 郡 立山 

(； =) 伊豆 國賀茂 郡 伊豆山 權現 

(K  ilF.  s  n 郡^ 黑山棬 a で^ 黑 


(52) 咬 行し つ っ超國 する 

(M) 匁の やうに するどく 効お も-あら は 


(1)  4J  。きあけ  *-»?1*.、  つ Ai" あ  ち56 

第二 日. と 云に、 八 人の 童子 来て、 引 上ん とし 給へ ども、 散々 に 抓 合うて 上らす。 第三 

r  9  - . -. - つ/?  たきつ- けが  びん づらゅ  どう 

日と 云に 文覺 終に はかなく なりに けり。 瀑 壺を穢 さじと や、 鬓 結うた る 天童 二人、 

たせ う 《  4- り,、 だ  ちゃう  つま  たな うら  あた、. A かう a し 

瀑の 上より 下降り、 文覺が 頂上より 手足の 爪 さき 手 表に 至る 迄、 よに 煖に 香き 御 

手 を 以て、 撫下給 ふと 覺 えければ 夢の 心地して^ 出ぬ。 「抑： ^何なる 人に てまし ませ 

t  »  > あ.^ .£ぷ ,  とひた て^つ  われ これ (35 しゃ 5  (4) 二ん が ら (5) せいた か 

ば かう は憐給 ふらん。」 と 問 奉 る。 「我 は是 大聖 不動明王の 御 使に、 金 迦羅、 逝參伽 

ぐわん おこ  ゆうみ や 5 ぎ やう く はだ  ゆい 

と 云 ふ 二 童子 也。 文覺 無上の 願を發 して 勇猛の 行 を 企つ、 行て 力 を 合すべし と、 明 王 

の 勅に 依て、 來れる 也。」 と i 合へ 給 ふ。 文 覺聲を 怒ら かして 、「さて 明 王 は 何く に まし ま 

す ぞ。. 


と 答へ て、 雲井 遙に 上り 給 ひぬ。 掌 を 合せて 是を拜 したて まつ 

しゃう  しろし； e さ  J^p 

る。 一 されば、 我 行 をば、 大聖 不動明王まで も 知 召れ たるに こそ。」 と、 頼もしう 覺ぇ 

かへ 9 た  め で  チゐ さう  ふきく  しミ 

て、 猶瀑 壺に歸 立て 打れ けり。 誠に 目 出た き瑞相 ども 在ければ、 吹 來る風 も 身に 入す、 

•  ,  く』  ゆ  ぐわん  と  なち  こも (7) ちほみ ね 

落 來る水 も 湯の 如し。 かくて 三七日の 大願 終に 遂げに ければ、 那智に 千日 籠り、 大峯 

(8)A つらぎ  ぉラゃ  I 一  か は (00 令- んぶ ぜん はくさん たてやま ふ じ  だけ (1) い づ  ± こね 

三度、 葛 城 二度、 高 野、 粉 川、 金峯 山、 白山、 立山、 富士 の嶽、 伊豆、 箱 根、 信 濃の 

とがくし ^ ぐろ そう  のこ  (は) おこな ひまよ  ふるさと --ひ 

戶隱、 出 羽の 羽黑、 惣 じて 日本 國殘る 所な く 行 廻て、 さすが 猶故 鄕ゃ戀 しかり けん、 


都へ 歸 上たり ければ、 凡そ 飛鳥 も 祈 落す 程の、 やいばの 験 者と ぞ聞 えし 


〔梗 槪〕 其 後 文 覺は高 雄 山に 籠って ゐ たが、 神 護 寺 修造の 勸 進に、 後白河 院の 御所 法 住 寺 殿 
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一 二 九 


本 


文 


篇 


一 三 0 


へ推參 し、 大： si に ©進帳 をよ みあげた (勸進 帳)。 


文 覺被流 


(1) ちゃ. T ど その 時、 後白河^ 前 

に は 

(2) 接 Is 師長。 賴 長の 次男 

(3) 詩歌の 秀句に 節 もっけて 歌 ふ 一 種 

の謠^  . 

？ ¥  • 和 琴 • 歌 •  ^の 名人。 後白河 

院の郢 ^の師 であった 

(5) お 拍子 も 打って 

(Bog 俗欧。 Jsa の民謠 

(7) 風俗 歌の 一 種。 もと 民間の 俗謠 を 

农 つ、 て 唐 樂の樂 塞に 合せて 蹯も 定め 貴 

族の 宴 等に 演じた 歌謠 

(80 あづま 琴。 筝 に似て S い 六^の ST 


-. い  お  (40 あぜち c 

折節 御前に は、 太 政 大臣 妙 音院、 琵琶 搔 鳴し 朗詠 目出度 うせさせ 給。 按察 大納言 癸 方 


(W) 音樂 につけて 欲 ふ 歌 

( M ) そこち 文覺 が大音 はりあげて © 進 

檨を よみ あにた ので 

(は) 素首 を 突出せ 

(は) 血氣に は やる 男た ち 

(!£)なんとぃ，1こともぃ.1か 

(t2) 高 萆。 和 氣清窘 の 建立した もの • 

のち 空 海が 勅願寺と して 住持と なった 

寺 

(W) 莊園  一 W も 寄^す る 

(5:;) す こ しも 動かな い 

(S3) 腰刀。 手の. W ら ねため 柄を卷 いた 

as〕s 外の^ 经 事件 


ひやう しと (《o ふ IV く (7) さ". ば ら  つ すけと き  ct じ5,*«>-- さ だ (00 わ 2 ん  いま 

鄕 拍子 取て 風俗、 催 馬樂歌 はれけ り。 右 馬頭 資時、 四 位侍從 盛定、 和 琴搔嗚 し、 今 

樣 とりぐ に 歌 ひ、 玉の 簾、 錦の 帳の 中 さ f めき 合 ひ、 誠に 面白 かりければ、 法皇 も 


附 歌せ させ 坐し ます。 其に 文覺が 大音聲 出来て、 調子 も 違 ひ、 拍子 も皆亂 にけ 

(53) くびつ  .S ほ ザ-  f  (は)  われ  す. * み 

「何者 ぞ。 そ 頸 突け。」 と 仰 下さる k 程 こそ 有 けれ。 はやり をの 若者 共、 我も我もと 邋 

t= か  すけゆき  (2) なんでう  いで  (12)たか を 

ける 中に、 資行 判官と 云 ふ 者、 走 出で \、 「何 條事 申ぞ。 罷 出よ。」 と 云ければ、 r 髙 雄の 

(！£) しゃう  よせ  まら  (一  たら  よ  /、び つ A 

神 護 寺に 庄 一 所 寄られ ざらん 程 は 全く 文覺 いづま じ。」 とて 動かす。 寄て そ 頸 を 突う と 

くわん じんち やう と 9 た ほ  すけ： S ふ. -  ゑ ぼし  う 5 ち  こぶし にぎ 

しければ、 勸 進 帳 を 取 直し、 贅行 判官が 烏帽子 を、 はたと 打て 打 落し、 拳 を 握て、 

むュ つい  C け つきた ふ  もと **， はな  お ほ ゆ A うへ にげ 

しゃ 胸 を 突て、 仰に 撞 倒す。 費 行 判官 は、 眷 放て、 おめ/ \ と大 床の 上へ^ 上る。 

ふところ  CS)  つか まい  こほり  ぬきい «  よ ，こ  つか . 

其 後 文覺懷 より、 馬の 尾で 柄卷 たる 刀の、 氷の 樣 なる を拔 出いて、 寄 来ん 者 を 突う と 

まち  ぬい  まよ  (2) ま 5 け に はか 

こそ 待懸 たれ。 左の 手に は勸進 帳、 右の 手に は 刀 を拔て 走り 廻る 間、 思 設ぬ俄 事で は 


有り、 左右の 手に 刀 を 持た る 樣にぞ 見えたり ける。 公卿 殿上人 も、 こ は 如何にく と 


見む。 一とて、 ある 時 西 八條へ ぞまゐ りたる。 人まゐ つて r 當時 都に 


：候怫 御^ 


(2〕 下の 「左右た う！"； 參 する」 にか 


-) 心苦しい 

-)- 被 王 ももと 白拍子であった から 


-) 我钧 前の 略 女子 を 親 UK してよ ぶ 

-)as 面の 效諼。 sr して 謁見 も 許す の 


-1 


-) 今樣 欲の 略。 現今 流行の 歌 謠の意 

- 和讃 から 出て、 七 五 IS0 句から 成 


にふだ 5  (2)  » し したがう 

そま ゐ つて 候へ。」 と 申しければ、 入道 「なんでう さやう のあそび もの は 人の 召 に^て 

まゐ  さ 5  やう  かみ  ほと H 

こそ 參れ。 左右な ぅ推參 する 樣ゃ ある。 祇 王が あらん 處 へは祌 ともい へ 、佛 ともい へ 、 

ま. AO- いで  ほ 一-け 2 ぜん 

かな ふま じき ぞ。 とう/ \罷 出よ。」 と ぞの給 ひける。 佛 御前 はすげ なう いはれ たてま 

つて、 已に いでんと しける を、 祇王、 入道 殿に 申け る は 「あそび 者の 推參は 常の 習で 

ら  とし 

こそ^へ。 其 上 年 もい まだ を さなう 候 ふなる が、 たま/、 思た つて まゐ りて 候 を すげ 

たう 仰ら れてか へ させ 給 はん 事 こそ 不便 なれ。 いかばかり はづ かしう かたはらいたく 

(1 ノ  うへ  . まひ rj らん  5 た ひ 

も 候 ふらむ。 わがた てし 道 なれば、 人の 上と も おぼえす。 たと ひ 舞 を御覽 じ、 歌 をき 

た いめん  •  なさけ 

こしめ さすと も御對 面ば かりさぶ らうて か へ させ 給 ひたらば、 ありがたき^: 情で こそ 

候 はんすれ。 たぐ 理 I げて、 めし かへ して 御對 面さ ぶら へ。」 と 申ければ、 入道、 「い 

(5〕 わ fj  f  (6) けんざん 

でいで、 我 御前が あまりにい ふ 事 なれば 見参して かへ さむ。」 とてつ かひ を 立て ぞ めさ 

CO  ,  ■ "に んふ 

れ ける。 佛 御前 はすげ なう いはれ たてまつって 車に 乘て旣 にい でんと してけ るが めさ 

か へ，  たいめん  け ふ けんざん  ズ， わ J:  * に 

れ て歸參 りたり。 入道 出 ぁひ對 面して 「今日の 見 參は ある まじ かりつ る を 祇王か 何と 

あま  げんざん  げんざん  ほど  (7)ニゑ 

思 ふやらん、 餘 りに 申しす、 むる 間、 か 様に 見參 しつ。 見參 する 程に てはい かで 聲を 

(S) いまや ラ ひこ 

もき かで あるべき ぞ。 今樣ー つうた へ かし。」 とのた まへば^ 御前 「承り さぶ らふ」 と 

いまやう ひと  うた 

て 今様 一 っぞ 歌うた る。 
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1 九 


本 文 

(1〕 一 浴 葉 &。  « 自身 もさす 

(2)1* 山と もい ひ. 蓬 莢 山の 異ー f であ 

る。 池の 中 sfe もさす 


(3〕 この 調子なら ば 


篇  二 〇 


〔40 とりなし 


(5)  二人とも 召 抱 へられる ので も 

(6) 心 憂く の 音便 


00 ひ ゃ 


君 を はじめて 見る をり は、 千代 も歷 ぬべ し姬小 松、 

お まへ  かめ を A  つる  .p  -rt 

御前の 池なる 龜 岡に、 鶴 こそ 群れ 居て 遊ぶ めれ 


とおし 返し/、 三 返歌す ましたり ければ、 見聞の 人々 みな 耳目 を おどろかす。 入道 も 

わ rj ぜ  b やう チ  (3 ビーの ちゃう ま55> 

おもしろげ に 思 ひ 給 ひて 「我 御前 は 今様 は 上手で ありけ るよ。 此定 では 舞 も 定めて よ 

ばん  つ r みうち  まう 

かるらん。 一 番 見ば や。 乾 打め せ。」 とてめ されけ り。 うたせ て 一 番 舞たり けり。 

ほこけ 2ぞ ん ん. みすが た  かたち  こ ゑ ふし じ やう チ 

佛 御前 は 髮 姿より はじめて みめ 形う つくしく 聲 よく 節 も 上手で あり. ければ、 なじ か は 

まひ  ち ひ  ほっけ 

舞 も そんすべき。 心 も 及ばす 舞す ましたり ければ、 入道 相國 舞に めで 給 ひて 佛に心 を 

ぼと け 2 ぜん  ナカさん 

うつされ けり。 佛 御前 「こ はされば 何事 さぶ らふ ぞゃ。 もとより わら はは、 推参の 者 

(J0 ま 5 しじ や 5  めし か へ 

にて いだされ ま ゐらせ さ ぶら ひし を、 祇王 御前の 申 狀 によって こそ 召 返されても 候 

に、 加樣 にめ しお かれな ば、 祇王 御前の 思 ひ 給 はん 心のう ちはづ かしう さぶ らふ。 は 

いとま  いだ  そ C ぎ  た し 

や はや 暇 をた うで 出させお はし ませ。」 と 申ければ、 入道 、「すべて 其 儀 ある まじ。 但祇 

C たま  ほ け、 J ぜん 

王が ある を はく かる か。 其義 ならば 祇王を こそいだ さめ。」 と宣 ひける。 佛 御前 T それ 


S ざ ふら ふ 

叉い かで かさる 御 事 候べき。 諸共に めしお かれんだ に 心う う 候べき に、 まして 祇王御 

前 を 出させ 給 ひて、 わら は 一 人め しお かれな ば祇王 御前の 心のう ちはづ かしう 候 ふべ 

のち  まゐ  いとま た i は 

し。 おの づ から 後まで わすれぬ 御 事なら ば、 めされて 又は 參る とも、 今日は 暇 を 給ら 

つ. * ひ 

む。」 とぞ 申け る。 入道 「なんでう 其 儀 あるべき。 祇 王とう/. \罷 出で よ。」 と 御 使 かさ 


(1〕 つ ひに ゆく 道と はかね て 閲 きし か 

ど 昨日 今日と は 思 は ざり しも (£ 勢 物 

語) 

(2) 住ん で ゐ た 部屋も^ ^し 九 

(3) つ ひちょつ とした 知合 ひで さへ も 


(4) もら これ かざりと 


(5) 親類 緣者 


(6) ほどよくと. ^なすこと 

(7) 人情の かるがるし きこと 


ねて 三度まで こそ 立てられ けれ。 祇王 もとより おも ひ 設けた る 道 なれ ども、 さすがに 

fl/ き C ふけ ふ  おも ひ  よしし キ. J9  (Co  "  -  ち り  み 

昨日 今日と は 思 よらす。 いそ <ぎ 出べき 由頻 にの たま ふ 間、 はき 拭 ひ、 塵 ひろ はせ、 見 

ぐる  い  (3) いち^ゅ ^げや ど 

苦しき 物 共と りした ためて 出づ べきに こそ 定まり けれ。 一樹の 陰に 宿り 合 ひ、 同じ 流 

わかれ  なら ひ  とせ 

をむ すぶ だに 別 はかなし き習ぞ かし。 まして 此 三年が 間 住 なれし 處 なれば、 名 殘もを 

しう 悲しくて、 かひな き淚ぞ こぼれけ る。 さても あるべき 事なら ねば、 祇王 すでに、 

S  あと  かたみ  しゃ 5 じ 

今 はかう とて、 出け るが、 なからん 跡の 忘れ形見 にもと や 思 ひけむ。 障子に なくく 

一 首の 歌をぞ かきつけ ける。 

萠 出る も枯る \ も 同じ 野邊の 草、 何れ か 秋に あはで はつべき。 

さて 車に 乘て 宿所に 歸り 障子の 內に 倒れ 臥し 唯 泣く より 外の 事ぞ なき。 母 ゃ妹是 をみ 

て 「如何に やい かに。」 とと ひけれ ども、 とかくの 返事に も 及ばす。 具した る 女に 尋ね 

-  一く  くわん 

て ど さる 事 ありと もしり てけ る。 さる 程に 毎月に 送られ つ る 百 石 百 貰 を も 今 はと V め 

r5)  まじ  たのし さか 

られ て、 佛 御前が ゆかりの 者 共ぞ、 始めて、 樂み榮 えけ る。 京 中の 上下 T 祇王 こそ 入 

道 殿より いとま 給 はって 出で たん なれ。 いざ 見參 して、 遊ばむ。」 とて、 或は 文 をつ か 

いまさら  たいめん 

はす 人 も あり、 或は 使 を 立つ る 者 も あり。 祇 王され ばと て 今更 人に 對 面して あそびた 

とりい  つ. A ひ (6)  ^ 

はぶるべき にも あらねば 文 を 取 入る、 事 もな く、 まして 使に あ ひしら ふ 迄 もな 方り け 

り。 是 につけても 悲しくて いと^ 淚 にの みぞ しづみ にけ る。 
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(1)^ 由に よって は考 へが ある 


〔2) すクさ 4 


男女 の •  E 緣の はかな ：. 事 は 

何も 今に 始まった： * ではたい 


-寵愛 された の はたぐ ひまれ な こと 


篇  ニニ" 

かくて 今年 も 暮れぬ。 あくる 舂の 比、 入道 相國、 祇 王が 許へ 使者 を 立てて、 「いかに 其 

後 何事 か ある。 佛 御前が あまりに つれ/ \げ に 見 ゆるに、 ^ゐ つて 今樣 をもう た ひ、 

舞な ど を も 舞て 佛 なぐさめよ。」 とぞ宣 ひける。 祇王 とかう の 御 返事に も 及ばす、 入道 

ま. Q  そつ わう  t ゃラ. A い へ 10 

「たど 祇王は 返事 はせ ぬぞ。 參る まじい か。 參る まじく ば、 其樣に 申せ。 淨海も はか 

らふ 旨 あり。」 とぞ宣 ひける。 母と ぢ是を 聞く にかたし くて、 いかなるべ しと^お ぼえ 

す、 なく/ \ 敎訓 しける は T いかに 祇王 御前 ともかくも 御 返事 を 申せ かし。 さやう に 

しかられ 參 らせんより は。」 とい へ ば、 祇王 r 參 らんと おも ふ 道なら ば こそ やがて 參る 

とも 申さめ。 參ら ざらん もの 故に 何と 御 返事 を 申すべし とも おぼえす。 此 度め さんに 

むね  ほか  いっち め 

參ら すば はから^ 旨 ありと 仰せら る、 は、 都の 外へ 出さる、 か、 さらす は 命 を 召さる 

たと ひ  たげ 

るか、 是 二つに よも 過ぎ じ。 縱都を 出さる、 とも、 歎くべき にあら す。 たと ひ 命 を 召 

をし  どう  ど おもて 

さる、 とも 惜 かるべき 又 わが 身 か は。 一度 憂き ものに 思 はれ 參ら せて、 二度. 面 をむ か 

ふべき にも あらす。」 とて、 なほ 御 返事 を も 申さ^り ける を、 母と ぢ 重ねて 敎訓 しける 

あめ しヒ  (： 八なん によ えん 

は 「夭 が 下に 住ん 程 はと も かう も 入道 殿の 仰 をば 背く まじき 事に て ある ぞ。 男女の 緣 

しゅくせ， ま  やが はな  あからさま . 

宿世 ゲに はじめぬ 事ぞ かし。 千年 萬 年と 契れ ども、 纏て 離る k 中 も あり。 白地と は 思 

よつ  さだめ  をと こ なら ひ  わ 2 ぜ 

へど も、 ながらへ 果る事 も あり。 世に 定 たきもの は 男女の 習な り。 それに 我 御前 は此 

三年まで 思 はれま いらせ たれば、 ありがたき 御 情で こそ あれ。 めさん に參ら ねばと て 


(1) どの やうに^ 解な 所で も 

(2) あらかじめ 考へ る だけで 


(3) 以前に 

(4) 座听 もつ くって 


(5) 今 ま で 召 された ことのない 家た 


(R0 召されて 来たから に は 


命 をう しな はる、 まで はよ も あら じ。 唯 都の 外へ ぞ 出されん すらん。 縱ひ都 を 出さる 

わ - ぜ  <.1) い か  いはき  す fJ  こと やす  とレ 

とも 我 御前た ち は 年若ければ 如何な らん 岩 木の はざま にても 過さん 事 安 かるべし。 年 

お おとろ  みやこ ほか  ナ まひ  f2)  おも 

老い 衰 へたる 母 都の 外へ ぞ 出されん すらん。 習 はぬ 旅の 住居 こそ かねて 思 ふ も 悲しけ 

それ こんじ やう fj しゃう けう やう 

れ。 唯 我 を 都の^ にて 住果 させよ。 其ぞ 今生 後生の 孝養と 思 はむ する。」 といへば 祇王 

おも ひ  めい そむ  む ざん 

うしと 思し 道 なれ ども 親の 命 を 背か じと、 なく/ \ 又 出立け る 心の中 こそ 無慚 なれ。 

一人 參ら むは あまりに ものうし とて 妹の 祇女を も 相 具し けり。 其 外 白拍子 二人、 惣じ 

ひ A- つくる ま と 9e つ  でう  (3)  め，  . 

て 四 人 一 車に 取乘 て、 西八條 へぞ參 たる。 さき/ \ 召されけ る 處へは いれられ すして、 

はるか さが  ところ ざ しき (10  お  ： •  ，► ゆに 2 で，  ： ， 

遙に 下りた る處に 座敷し つらうて 置かれたり。 祇王 「こ は、 されば、 何事 ぞゃ、 我 身 

あ ま  ざ しき  さ 

に 過つ 事 は^けれ ども、 すてられ たてまつる だに あるに、 座敷 を さへ 下げら る、 事の 

おさ  そで 

心う さよ。 いかにせ む。」 と 思 ふに、 知らせ じと 押 ふる 袖の ひまよりも 餘 りて 淚ぞ こぼ 

れ ける。 佛 御前 是を 見て、 あまりに あはれ に 思ければ 「あれ はいかに、 日頃 召されぬ 

ところ  >_v ふら  め  いと^  ^  •  ■ ) ， げふダ ん 

所 にても 候 はば こそ。 是へ 召され 候へ かし。 さらす ば わら はに 暇 を 給べ。 出で て見參 

せん。」 と 申ければ、 入道 「すべて 其 儀 ある まじ。」 と宣ふ 間、 力 及ばで 出で ざり けり。 

そ ちな に/. J と 

其 後 入道 は祇 王が 心の 內をも 知た ま はす 「いかに 其 後 何事 か ある。 さて は佛 御前が あ 

いまやう  广65 

まりに つれ/ \げ に 見 ゆるに。 今様 一 つ 歌へ かし。」 とのた まへば、 祇王參 る 程で は、 

とも かう も 入道 殿の 仰 をば 背く まじと 思 ひければ、 落る 淚を おさへ て、 今樣ー っぞ歌 
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本 文 


(1) 粱 塵が 抄に 「佛も 昔 は 人な りき 

我等 もつ ひに は佛 なり 三 身佛性 具せ 

る 身 を 知ら ざり ける こそ あはれ なれ」 

i ある。 凡夫 は 一 殺の 人 をい ひ、 佛性 

は佛 になり 5 る 性質。 佛- を佛 御前に か 

け、 わけ 隔てられた 恨み を こめて ゐる 


(2) 當 である ぞ 


<-3) 行きに くいと ころ 


(4) 壽 命で 自然に 死ねべき 時 

(6) 害 父 • 害 母 • 出佛身 血 • 害 阿羅 

和合 僧 の 五つの 罪 


, てん J 


篇  二 四 

うたる。 

(1) ほ- け  ぼんぷ  つ ひ  ほてけ  • 

佛も昔 は 凡夫たり、 我等 も 遂に は佛 なり、 

いづれ ぶっしゃ ラぐ 

何も 佛性 具せ る 身 を-. 隔 つるの みこ そ 悲し けれ。 

なみ わ 

と 泣く/ ヽニ 返歌うた りければ、 其 座に いくら も 並居た まへ る 平家 一門の 公卿、 殿上 

びと しょだいぶ ざ ふら ひ  (2) とき 

人、 諸大夫 侍 に 至る まで 皆感 淚をぞ 流されけ る。 入道 も 面白げ にお も ひ 給て 「時に 

しんべ う  け ふ  まぎ 

とって は 神妙に 申したり。 さて は 舞 も 見た けれども、 今日は 紛る、 事いで きたり。 此 

後 は 召さす とも、 常に 參 つて 今 樣をも 歌 ひ、 舞な ど を も 舞て 佛 なぐさめよ。」 と ぞ宣ひ 

ける。 祇王 とかくの 返事に も 及ばす、 淚を 押へ て 出で にけ り。 

ぷ めい そむ  (3)  • たび 

-r 親の 命 を 背か じと つらき 道に おもむいて、 二度、 うき 目 を 見つ る 事の 心う さよ。 か 

-  なげ 

くて 此世 にあるならば、 又 憂き目 を も 見む すらん。 今 は 只 身 を投ん とお も ふなり。」 と 

いへば 妹の 祇女も 「姉 身 を 投げば、 われ もと もに 身を投 ん。」 とい ふ a 母と ぢ、 是 をき 

わ w ぜ うら 

くに 悲しくて いかなる べしと も おぼえす。 泣々 叉 教訓し ける は 「誠に 我 御前の 恨む る 

もこと わりな り。 さやう の 事 あるべ しと も 知らす して 教訓して 參ら せつ る 事の 心う さ 

よ。 伹し我 御前 身 を 投げば、 妹 もと もに 身 を 投げん とい ふ。 二人の 娘 共に 後れなん 後、 

としおい おとろ 

年 老衰へ たる 母 命い きても なに k か はせ む なれば、 我 もと もに 身 を 投げむ とお も ふな 


？) ぎャ 


いまだ 死期 も 來らぬ 親に 身 を 投げさせん 事 五 逆 罪 にゃあらん すらむ „ 


は假の 


(2) 畜生道. 鈣鬼道 • 地^道な ど を さす 


へ 3) 京都の 西 北郊。 葛 野 郡。 盛衰 記に 

「柱 生 院と云 所」 i ある 


(4) ひたすら 念 佛の正 行 も 修めた。 淨 

土敎は 特に 锊名 念佛を 重んじ、 南無 阿 

. 顔 陀佛を 口誦 すれば^ 罪. 性 生. 見佛 を 

得る と 

(5) 七 nr 七 U1 の 夜の 空。 この 夜东 牛. 

琮 女の 二 星が 合 ふので、 かう いふ 

(6) 天の河の 漪戶 

(7) 天の河 を 渡る 船の 梶 にかけ た。 梶 

は楮と 同じ！ S で找に 製す る 。七夕の 夜、 

こ の 葉に 顧 ひ 事 も 書いて 玆 女神に 手 向 

ける と必 すかな ふとい はれて ゐ る 。「天 

の 河と わたる 船の 椿の 葉に 思 ふこと を 

も かき つくる かな- 

(8) 娑婆の 西方の 疡樂淨 土 


ゆ ど 9  ほ ち  r) た *  やみ  こ、 ろ  こん = 

宿な り。 慚ても 慚ても 何なら す。 唯 長き 世の 閱 こそ 心う けれ。 今生で こそ あらめ。 後 

しゃ 5  (2) あ，、 だう おもむ  く どき 

生で だに 惡 道へ 趣かん する 事の 悲し さよ。」 とさ めざめと かき ロ說 ければ、 祇王 なみだ 

をお さへ て 「げ にも さやう にさ ぶら はぐ 五 逆 罪 疑な し。 さらば 自害 は 思 ひ 止まり 候 ひ 

ぬ。 かくて 都に あるならば、 叉う き 目 を も 見む すらん。 今 は 都の 外へ 出 でん。」 とて 紙 

あま  (3〕 さ が  しば いま o-  ねんぶつ 

王 二十 一 にて 尼に なり、 嵯蛾 野の 奥なる 山里に 柴の庵 を ひきむ すび 念佛 して こそ 居た 

り けれ。 妹の 祇女も 「姉 身 を 投げば、 我 も 共に 身 を 投げん とこ そ 契りし か、 まして 世 

いと は  おと  あね  しょ こもり ゐ n せ tat が 

を 厭 はむ に 誰か は 劣るべき。」 とて 十九に て 樣をか へ、 姉と 一 所に 籠居て 後世 を 願ふぞ 

これ  かふ よ c なか  しら お 

あはれ なる。 母と ぢ是 をみ て 若き 娘 ども だに 樣を替 る 世 中に 年老い 衰 へたる 母 白髮を 

I  なに  そ  もろとも (4) かう せんじ ゆ ねんぶつ 

つけても 何に か はせ むと て 四十 五に て髮を 剃り、 二人の 娘 諸共に 一 向專修 に念怫 して、 

ひと へ に 後世 をぞ願 ひける。 

はるす  なった け  (5) ほし あ ひ そら  ？ 0 あま  わ だ (7)か5 

かくて 舂 過ぎ 夏 闌ぬ、 秋の 初 風 吹き ぬれば、 星 合の 筌を ながめつ \、 天のと 渡る 梶の 

は  ころ  め ふ ひ  は 

葉に 思 ふ 事 かく 比 なれ や。 夕日の 影の 西の 山の端に 隱る X を 見ても、 日の 入 給 ふ 所 は 

(0T0 さい はう じ やう ど  かレこ 

西方 淨土 にて あんなり。 いっか 我等 も 彼處に 生れて 物 を 思 はです ぐさん すらん と、 か 

かお  つ f  づき  たそがれ どき 

かるに つけても 過ぎに し 方の 憂き 事 ども 思ひ鑌 けて、 た ぐ赛 せぬ 物は误 なり。 黄昏 時 

あみど  と  ふさ  ともしび  お to-  ねんぶつ  ！0 

も 過ぎ ぬれば、 竹の 編戶 を閉ぢ 塞ぎ、 燈 かすかに かきたてて、 親子 三人 念佛 して 居た 

あみど  あま  f 

る處 に、 竹の 編戶 を， ほと/ \ と 打ちた く 者 出で きたり。 その 時 尼 ども 镥を けし、 

1  二 五 


本 文 


(r) 簾の 5 もな t の 


(2) 却って こちらで 迎へ 入れよう 

へ 3) 河 fasll. の 念佛- する もの を^ 突 に 

a 生 させよ-つと いふ の 誓 

(4) 南無 阿 佛の こと 

(5  ) 鹿^のと き 菩 闥 が 念 $ の St も蓴ね 

て迎 へに 来る とい ふ 

. (*o)g 聞 .緣覺. 菩薩 等が 念佛 行者 も こ 

の 世から 淨 土へ 迎へ とる こと 

(7) 引攝 とも。 a-SK^ 土へ 迎へ 人れ る 


(00) わざとら し い 

(9) 人情の わからたい 者 


(W) 意氣 地た さ 

(JZ).RI 分の S ふと ほりに できないで 


篇  二 六 

「あはれ 是は、 い ，ひ かひた き 我等が 念佛 して ゐ たる を 妨げん とて、 魔緣 のきた るに て 

しぼ いほ ふけ 

ぞ あるらん。 晝だ にも 人 も 問 ひ 来ぬ 山里の 柴の 庵の. s: なれば、 夜 深て 誰か は 尊ぬべき。 

わづか  やぶら  (2) 

僅の 竹の 編戶 なれば、 あけす とも 推 破ん こと 安 かるべし。 なか/  \ た^あけ ていれん 

5 しな  とし S ろ  (35* だ 

と 思 ふなり。 それに 情 を かけすして、 命 を 失 ふ ものなら ば、 年 比 頼 たてまつる 彌陀の 


(J0 みやう がう  f5)  C6) レ や- r じ & ら *- 

本願 を强く 信じて、 ひまな く 名 號を唱 へ 奉るべし。 聲を 尊ね て 迎へ給 ふなる 聖 衆の 來 

かう  (7.;! いん ぜ 5  かま 

迎に てまし ませば、 など か 引接な かるべき、 相 構へ て念佛 怠り 給 ふな。」 と、 互に 心 を 

ま えん 

いましめて、 竹の 編戶を あけ たれば、 魔緣 にて はな かりけ り、 佛 御前 ぞ 出で きたる。 

祇王 、「あれ はいかに。 佛 御前と 見 奉る は 夢 かや、 うつ、 か。」 とい ひければ、 佛 御前 淚 

をお さ へ て T か 樣の事 申せば、 事 あたらしう 候へ ども、 申さす ば、 叉 思 ひ 知らぬ 身と 

すゐ さん 

もな りぬ ベければ、 始 よりして 申すな り。 もとより わら は 推參の 者に て、 出され 參ら 

せ 候 ひし を、 祇王 御前の 申狀 によって こそ、 召し 返されても 候 ふに、 女の かひな きこ 

と、 我 身 を g に 任せす して、 おしとどめられ まゐら せし 事 心う、 さ ぶら ひしが、 いつ 

ぞゃ 叉め され まゐら せて いまやう うた ひ 給 ひしに も 思 しられて こそ さ ふら へ。 いっか 

我 身の上な らんと 思へば、 嬉しと は 更にお も はす。 子に また、 『いづれ か 秋に あはで 

はつべき。』 と 書 置 給 ひし 筆の 跡、 げ にもと 思 ひさ ぶら ひし ぞゃ。 その後 は 在所 を いづ 

.  ひ こ ところ 

くと も 知り ま ゐらせ ざり つるに、 かやう にさ まを替 て、 ー處 にと 承 はって 後 は、 あま 


(1) 梵語。 苦お の處。 現世 

(2) 人界に 生を享 ける こ とも、 佛敎を 

信す る 機 省 を 得る こと もむ つかしい 

(3) 梵語。 地獄の 意 

(4-) どれほど 永い 時 を 過しても 

(5) 地獄から^ び 上る 

(R0 老若に 關係 なく 命数の 定ら ない 境 

界、 卽ち 人間 世界 

(7) 無常. 3 速で 人 はいつ 死ぬ かわから 

4 義 

(8S 光 

(9) 頭上から 被って ゐた^ 

(S3」 今まで を かしてき た 


りに 羨し くて 常 は 暇 を 申し かど も、 入道 殿 さらに 御用 ゐま しま さす。 つくん.、 物 を 寒 

する に， 娑婆の 榮花は 夢の 夢、 樂み榮 えて 何 かせん。 人身 は 受け 難く、 佛敎に は 遇 ひ 

このたび (3〕 ない り  (Jofc しゃう くわう、 J ふ  (5) うか あ^ 

難し。 此度 泥 梨に 沈みて は、 多生 曠劫 をば 隔っ とも、 浮み 上らん こと 難し。 年の 若 

(6) らうせ う ふ K\ やう  (7)  へ S) 

きを 憑むべき にあら す。 老少不定の さかい、 出 づる息 の 入る を も 待つ ベから す、 かげ 

ものし み ほ-一  3 しゃう 

ろふ稻 妻よりも 猞 はかなし。 一 旦の樂 に 誇りて、 後生 を 知ら ざらん ことの 悲し さに、 

け さ  (Co  t 

今朝 まぎれ 出で て、 かくな りて こそ 參り たれ。」 とて、 かっきた る 衣 を 打ちの けたる を 

見れば、 尼に なって ぞ 出で きたる。 「かやう に樣を かへ て參 りたれば、 日 比の 科 をば 許 

ひとつ. H ちナ 

し 給へ、 許さん と 仰せられば、 諸共に 念佛 して、 一蓮の 身と ならん。 それに 猞 心行か 

二け む しろ まつ  ュ 

すば、 是 より いづち へ も 迷 ひ 行き、 如何な らん 苔の 席、 松が 根に も 倒れ 臥し、 命 あら 

わう じ やう そく わい 

ん かぎり 念佛 して、 往生の 素懐 を 遂げん とお も ふなり。」 とさ めざめと かきくどき けれ 

： なみだ  -  5 

は、 祇王淚 をお さへ て 、「誠に わ ごぜの 是 ほどに 思 ひ 給け ると は、 夢に だに 知らす、 憂 

ラさ 

き 世の中の さが なれば、 身の 憂と こそお も ふべき に、 とも すれば、 わ ごぜの 事の みう 

そく わい とげ  こんじ やう さ しゃう 

ら めしくて、 往生の 素懷を 遂ん事 かな ふべ しと も おぼえす、 今生 も 後生 も、 なまじ ひ 

に 仕損じた る こ、 ちに て ありつる に、 かやう にさ ま を かへ てお はし たれば、 B 比の 咎 

つ： s ちり 

は 露 塵 ほど も殘ら す、 今 は 往生 疑 ひなし。 此度 素懷を 遂げん こそ、 何よりも 叉 嬉しけ 

れ。 我等が 尼に なりし を こそ. 世に ためしな きことの やうに、 人 もい ひ 我 身に も乂思 

二 七 


本文 篇 


二八 


(1) 大 いなる 求道 心 

(2  ) 裤 道に 導き いれる 缘 となる 人 また 

は 事。 ここ は 1£ 御前 もさす 


(3) 法 華長讒 s«sg 三 asm の IT 後 白 

河院の 六條內 裏にあった。 火災に か、 

KV, 今 は 京 ^ 五條 寺 町更？ s にある 

(4) 寺で k 徒の 法名 • 俗名. を 記入す る 


ひしが、 それ は 世 を 恨み 身 を 恨みて 成し かば、 樣を替 るも理 なり。 今 わ ごぜの 出家に 

ゎづか 

くらぶれば 事の 數 にも あら ざり けり。 わ ごぜ は 恨 もな し 歎 もな し。 今年 は^に 十七に 

ゑ ど  いと  b やう ど 

こそなる 人の、 かやう に 穢土 を 厭 ひ、 淨土を 願 はんと、 深く 思 ひいれ 給 ふこ そ、 まこ 

(1)  (2) ぜんち しき 

との 大道 心と はお ぼえ たれ。 嬉し かりけ る 善知識 かな。 いざ 諸共に 願 はん。」 とて、 四 

あ V ゆ ふ ぶつぜん はな. A  5  よ ねん  ち そく 

人 一所に 籠り 居て、 朝夕 佛 前に 花香 を 供へ、 餘念 なく 願 ひければ、 遲速 こそ あり けれ、 

わ 5b や 5 そく * い A げ  3 しら A よ ほふ わう (： つ) ちゃう. A5 ど 5,10 くわ 

四 人の 尼 共 皆 往生の 素 懷を遂 ける とぞ 聞え し。 されば、 後白河の 法皇の、 長講 堂の 過 

こちゃ 5  (5) そんり やう 

去 帳に も、 祇王、 祇女、 锊、 とぢ 等が 尊 靈と四 人 一 所に 入れられ けり。 あはれ なりし 

事 どもな り。 


(評) 祇王祇 女の 說話 は、 「平家物語」 の 中で も 名高い もの だし、 誰でも 思 ひ W す 物語で ある 

が、 元来 この 章 は 原典に なかった ものら しい。 卽ち 古い 形の、 恐らく 承久 以前の 「平家物語」 

に は、 「祅 王」 ばかりでなく、， 「小， 宰相 身投」 とか 著名な 「小 督」 の說 話まで、 女性 を 中心とし 

た 話 は殆ん どな. かった とい ふので ある。 例へば 琵琶 法師 覺 一 の 一派に よって 傳 へられた 系統の 

諸傳 本に は、 一般に 「妓 王」 「小 宰相 身投」 の 段 を 載せて ゐ ない。 その上、 覺 一本の 別 本と 稱せ 

られ る、 大村 伯爵 家舊 蔵本 (高 野 辰 之 博士 蔵) にに、 特に 「小 宰相 身投」 の 章に は 「他 本を以 

て 書 入」 と 記されて ゐる やうで あるから、 山 田孝椎 博士の 說 かれる やうに、 「元々 平家物語に は 

女性的の 話がなかった のに、 興味本位に 後から 書 入れた とい ふこと が はっきり わかる」 ので あ 


る c 

今、 暫く この 一段 だけ を獨 立に 考 へて みると、 祇王 及び 佛と いふ 二人の 女性の はげしい 轉變 

の 生活に、 人間 癸 華の ほろび ゆく 速さと、 因果 應 報の 理を 鮮やかに 語って ゐ るので あり、 舐 王 

を 始めと して 總 ての 女性が、 「朝夕 佛 前に 花香 を 供へ、 餘念 なく」 佛を 願った 爲 「皆 性 生の 素懷 

を遂」 げた 事に よっても、 この 段が 性 生 思想 を 中心に 持つ 事 は 明瞭で ある。 主人公た る 女性 達 

は、 全て さう いふ 宗敎 的な もの を擔 つて ゐて、 平安時代の 女性が、 主情的な 精神 を 主調と して 

ゐ るのと 著しい 對照 をな して ゐる。 

又、 祇 王の 母と ぢの 子に 對 する 氣持 も、 • 佛敎 的な ものが 中心 を 占めて ゐ るから、 最初から こ 

の 一段 はあって もさし つかへ ないかの やうで あるが、 一方、 祇 王に 對 する 母親の 敎訓の 言葉に 

見える 儒敎 的な、 而も 同じ 鎌倉時代の 教訓 文學 「十 訓抄」 などに 見える 消極的な 思想の 表白が 

こ 》 に 法 目され ねばならぬ。 あの 退嬰的な 處世觀 が、 祇王 姉妹の 行動 を 決定させる 程强く 押し 

出されて ゐ る點、 その 妥協 的な 考へ 方の 强調 など、 承久 以後の 文學に 共通な 否定的 精神 を 暗示 

し、 正確に いへば、 この 一 段の 內容は 必ずしも 平家 的で ない とさへ 考 へられる。 

更に r 祅王」 にしろ 「小 督」 にしろ、. 淸 盛の 惡 業の 一 つと して、 その 熒 華の 一 挿話と して 語 

られ たものと すると、 あまりに 獨立 性に 富んで はゐ ないだら うか。 若し かう いふ 說 話が 艇 ょ揷 

入され る 時 は、 平家の 盛衰 を 中心とする 緊密な 構成が 中斷 され、 作者の 第一 に 語りたい 强烈な 

意圖 が、 散漫な 印象 をし か與 へえない 結果に たちいたる であらう。 例へば、 「源平 盛衰 記」 の 如 

き、 「平家」 の 一 異本で ありながら、 その 多數の 揷入說 話の ために、 本質的に は、 最早、 初期 平 
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曲の 世界から 逸脫 し、 個々 の， 說話 そのものの 興味へ うつらう とさへ して ゐる。 承久 以前の 「平 

家」 に、 この種 類の 揷入說 話の 少なかった であらう 事 は、 この 物語が、 統一的な 構 造の もとに、 

矛盾 *對 立 を 孕む 緊迫した 氣持、 を 一 氣に 吐露しょう とした 證據 であり、 初期 平 曲の 本質が、 强 

く 緊張した 文化の 產物 たる 點 にある 事 を 物語る ものである。 

「平家」 の 生れた 時代と、 それが 增 補され た 時代との 性格の 相違 を、 吾々 は 十分 顧慮すべき 

である。 

尙、 「平家」 の. 場合、 特に 「女性的な 說 話を缺 く」 とい ふ 事 は、 平安時代 ど 封^的な 初期 鎌 食 

文化の 一 性格が、 「平家」 の 構想にまで 滲透して ゐる事 を 示す もの だ。 例へば、 「木 曾 最後」 (卷 

九) に 見える 「巴」 の 如き 姿 T ありがたき 强弓、 精兵、 馬の 上、 步立、 打 物 持て は 鬼に も 神に 

も 逢う と 云 ふ 一人 當 千の 兵 也。 究竟の 荒馬 乘り、 惡所 落し、 軍と いへば …… 先づ 一方の 大將に 

向けられ」 たとい ふ 最早、 所謂 「女性的」 な 性質 を乘り 越えて 了った 「女性」 を さへ 創り 上げ 

たこの 物語の ダイナミックな 精神 は、 平安時代の 文學に K 倒 的な 勢力と して 登場した、 あの 镍 

弒な、 主情的な、 私の 愛情の 對象 としての み 立 現 はれる 「女性」 たち を當然 拒否す る もので あ 

り、 かの 宗敎 的な 思想と、 平家の 哀憐すべき 末路との 象徵 として 描かれた 「建 禮 門院」 以外に、 

女性 を 中心とした 說 話を殆 んど缺 くと いふ 事 は、 まことに 「平家」 の讀 者に とって 示 咬 的な も 

のと 云 はなければ ならない。 

註 12 山 田 孝 雄 博士 の 「平家物語 槪說」 による。 「『小 籽 は あちこちして、 本に よって あつ 

たリ なかった リ、 あっても 場所が 違って ゐて、 女性に 關 する 話で 動かな いのは 『^^門^』 


の 話 だけで ある。」 と 記されて ゐる。 吾々 の テキスト も 山 £ 博士の 校^になる 「覺 一本」 の 

一類 中、 前記 大村 家膂藏 本で あるかち、 女性に 關 する 說話は 追記され てゐ る。 私 は 「平家」 

の 本質 を考 へる 上に 一 つの 鍵と もなる ので、 女性的な 說 話の 代表者と して、 「祗 H-J の 段 を 

特に 抄錄 してお いた。 

〔梗概〕 さて、 鳥羽院 崩御の 後 は 世の中が 靜 かで なく、 院と內 との 御爭 ひに 世 は 薄氷 を 踏む 

思 ひであった ときに、 二 條院は 故 近 衞院の 后 を 御迎へ 遊ばされ たが、 まもなく 崩御 遊ばされ、 

二 歳の K 帝が 御卽位 遊ばされた ( ニ代后)。 


s 七 S 二十 八日 新院 (ニ條 天皇) 崩。 

燹算廿 三 (百 鍊抄) 

(2) 第 七 八 代ニ條 天皇 

(3) 宮中 を擧げ て 

(4) 東北 

(5) 山城 愛宕 郡 火^: 村 紫 野の 西より 

の 小 丘 

(6) 比 叙 山上に あり、 傳敎 大師の 創建 

(7) 奈ぉ にあり、 藤 原 氏の 氏寺 

(00) 額 も 揭げる 位 S につ いての 爭ひ 

(9) 南都 卽ち奈 良で は 興 一 g 寺 東大寺の 

大衆。 北京 卽ち 平安京で は延曆 寺の 大 

(W) 御陵 墓の II 方の 門に. n 寺の 額. を か 

け る 

(川) 東大寺 は聖武 天皇の 御 願 寺で ある 

から 

(W) 興 福 寺 は 薛原不 比 等の 建立の 寺で 


額 打 論 

rl)  (2 ン  ほうぎょ  とし  っぽ  ， ュ r  、ン ->  ゝ TT 

さる 程に、 同 七月 廿 七日、 上皇 竟に 崩御な りぬ。 御歲 二十 三。 蕾め る 花の 散れる 力.^ 

し。 si~M、  C の 鶴う のうち、 皆 御淚に 咽ば せ 給 ふ。 やがて、 その 夜， 香隆 寺の 炅、 

n  (5, ふ .X を かや ま  n さう そう  (6) えんり やくじ (7) 二」 ラぶ くじ ， . . ，(.，s)&J"r ち,? i  、 

i5s 野の 奥、， 船 岡 山に を さめ 奉る。 御 葬送の 時、 延曆 寺、 興 福 寺の 大衆 額 打 論と い 

ふ 事し いだして、 互に 狼藉に 及ぶ。 一 天の 君 崩御な て 後、 御 墓所へ わたし 奉る 時の 作 

t ふ rc.. ゾなん K  くに. う だ ひしゅ  ぐぶ  ，む しょ わぐ り  ：  >  )  >  o 

Si は，、 甫北ニ 京の 大衆 悉く 供奉して、 御 墓所の 廻に、 わが 寺々 の 額 をう つ こと あり 

先づ， fe&1<si の 辦聽、 IV、 へき 寺なければ、 東大寺の 額 をう つ。 次に &海 公の 御 願と 
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本文 篇 

(1) 姓氏 未詳。 BB 城 寺に 住お こと 百餘 

歲 とい はれる 

(2) 延靨寺 第五 世の 天台 座主。 佾圓 珍 

の 塞 

(3) 三 井寺と もい ふ。 もと 延唇 寺の 別 

院で、 後 S 立 を 謀. 9, 白 河 天皇 以来、 

<5ダ«3ぇ ない 

(4) 園 城 寺 を 寺 門と いふに 對し、 延唇 

寺 もい ふ 

(5) こ  >  ほ 興 福 寺の 大衆 

(6) 舆福 寺に は 東 S 中の 三 金堂が あつ 

た。 金堂 は佛 校の 名。 ^衰記 に は 東門 

£w と ある 

(7) 勇猛 で 名高い 僧 

(80 柄の 中程よ. 9 匁の 方へ よつ おとこ 

ろ も-持つ。 莖 ながの 對 

(9) 當 時の 僧が 大食に 舞った 延年 舞の 

歌詞の 1 節。 梁 鎮^ 抄に 「篛は 多 かれ 

ど 嬉し やと ぞ^ふ 鳴 篛の水 * 日 は 照る 

ともた へて とふお へ、 やれ ことつ とう」 

(W) 山城 國葛野 郡 宇多川の 上流？ の 

こ と 

(") 一本とう ^り。 蕩 たりの 意と いふ 


て、 の 額 をう つ。 北京に は、 興 福 寺に 向へ て延曆 寺の 額 をう つ。 次に 天 武夭皇 


(lot;- つ，， 二-. くわし £ う C1 ソち し- * うだ ノし きラ / ヽ  广 をん t やう  _  I  )  c  t  * ヽ 

の 御 願 、敎铮 和尙、 智證 大師の 草創と て、 園 城 寺の 額 をう つ 然る を 山門の 大#  V 

かがお も ひけん、 先例 を 背て、 東大寺の 次ぎ、 與福 寺のう へに、 延曆 寺の 額 を 打つ 間、 

新 都 Q?^l、 とやせ まし、 かう やせ ましと 僉議 すると ころに、 興 福 寺の 西 金堂の 衆、 

プ ユー、 ^ ミフ  (7ゾ だ 、そう  くろい とお どし 丄ら *t き  しらえ 

0M, ぎ. 至ぎ とて 聞え たる 大惡僧 二人 ありけ り。 觀音房 は黑絲 威の 腹卷 に、 白 柄の 

£ ，化き みじかに 取り、 勢 至 房 は、 萠黃 威の 腹卷 に、 黑 漆の 大 太刀 もて、 二人つ と 走 

出で、 延曆 寺の 額 をき て 落し、 散々、 に 打 わり 、「うれし や 水、 なる は 瀧の 水、 日 は 照る 

ヽ 1 ノ  しおと な. A  3 

とも、 絡え すとう たへ。」 と はやしつ 、、 南都の 衆徒の 中へ ぞ人 りに ける 

(評) 鎌倉時代に は 公家 對 武家の 激しい 對立 があった ばかりでなく、 平安時代 以来の 都 を 中 

心と する 舊 貴族の 間に も 公家 對 寺院の 對 立が 激化した 時代で ある。 而も その 寺院が 又 他の 貴族 

諸 勢力と 結 托しながら 內部 的な 抗爭に 日 も 足らぬ 有樣 であつ，^。 額 打 論 は その やうな 事 實を物 

語る 一 挿話に は 相違ない が、 われわれ は 特に、 か、 る 事實が 如何に 描かれて ゐ るか を 問題と し 

なければ ならぬ。 

云 ふまで もな く 額 打の 作法 は、 嚴 かな 宗敎的 行事であって、 か、 る 先例 は 現代人の 想像 以上 

の、 絕對 的な 櫂 威 を 持って ゐた。 山門の 大衆 は それ を 破った ので ある。 而も それへの 復讎と し 

て 與福寺 0 惡僧 二人 は、 多數の 相手 を 尻目に、 山門の 額 をた.." きわって 了った。 最早 こ k に は 


舊 ぃ傳統 とか 形式と かが、 實カの 前に は その 權威を 保ちえない 事が 端的に 語られる。 のみなら 

ず 作者 は、 その 傳統 をた ちゃぶ つ た 選手と し て の觀音 房 . 勢 至 房 二人 を その 場の 誰よりも 大き 

. く はっきりと 描き W し、 その 實カ 者の 勝利 を 高らかに 歌 ひ 上げて ゐ るので はない か。 「うれし や 

水、 なる は 瀧の 水、 日 は 照る とも、 絕 えずとう たへ。」 と はやしながら- 勝 誇る ニ惡 僧の 姿が、 

讀 者の 前に 生き生きと 大きく うつれば それだけ、 作者の か.^ る 行動への 同感、 卽ち舊 い 形式と 

傳統 とに 對抗 し、 新しい 秩序への 積極的な 支持と 同感と が 成功 的に 描かれた ことになるの であ 

る。 さう して この 短い 一章 は、 それに 十分 成功して ゐる。 

かう いふ 新しい 人物 は、 この 物語の 中の あちらこちらに 幾つ も 創ら れてゐ る。 これ は 一見 * 

卷 頭に 述べ た 作者の 構圖、 極め て宗敎 的な アイデア リス ティ クな 意阖と 矛盾す る やうで ある。 

けれども その 際に も ひそかに 注意して おいた やうに、 作者が、 明瞭に 意識して ゐ たか どうかに 

關 はらず、 彼の 意 を 語る ために、 この 時代に さかえた 性 生 說話等 を 素材と せず、 この 時代の 最 

も 典型的な 事實、 生ま 生まし ぃ合戰 譚を經 とした 平家 興亡 史を 把へ たとい ふその 事の 中に、 作 

家の 世界に 對 する 現 實 的な 態度 は、 おの づ から 語られて ゐる。 かう いふ 現實 的な 態度から 生れ 

た リア リス テイクな 手法が、 「平家物語」 に 眞實を 語らせ、 從 つて 新しい 形象 を も 生ませた とい 

ふ 事 を、 最早、 われわれ は 語っても い k であらう か。 短 章 「額 打 論」 を 特に 採り上げた 所以で 

ある。 

〔梗概〕 興 福 寺 側の 狼藉に 沈默 して ゐた 延曆 寺の 大衆 は 翌日 大擧 下山して、 與福 寺の 末寺た 
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本文 篇  三 四 

る 淸水寺 を燒拂 つた。 淸盛 はこれ を 後白河 院の 命に よる 平氏 追討の 軍と 誤聞した (清水寺 k 

上)。 か.^ る^に 高 倉 天皇が 御卽位 遊ばされ、 平氏 は 外戚と していよ く^えた (東宮 立： 


殿下 乘合 


〔1) 六 g 十七 日の 誤 

<2) 院と內 裏と Is! 別が つかない。 院方 

の剁 勢力の 强 いのもい ふ 

(3) 「院 中二 伺候 ノ待 也。 北面 ハ詰所 

ノ名 也。 上 北面 ハ 多分 ハ ra 位 二進 ム、 

下 北面 ハ 五位 六 位 也。」 (故實 拾耍) 


(4) 氣の 合った 仲間同士 では 

(5) 平氏の 榮華を さす 

(6) 將門 記に よれば 秀羝 は從四 位下 * 

桌 盛 は 正 五位 上に 叙せられ た 

(7) 陸奧話 記に よれば 頼； は 正 四 位下 

伊 守、 義^ は從 五位 下 出|^ 守に 叙せ 

られた 

(00) 奥州 後三年 記に 見える。 このと き 

勸賞 はな かつ お 

(O0U 司。 祇阛 精舍の 段參照 

(W) 末法の 世 

(") 響 

(は) 特別に 

(S2) 住に しの 音便。 去る 

(M) 七 B 三 B の 誤。 補註 1* 照 

(巧) 平 S 盛。 その 家が 小 松 谷に あっ^ 


さる 程に、 嘉應 元年 七月 十六 日、 一 院御 出家 あり。 御 出家の 後 も 、-萬 機の 政 をき 


しめされし 間、 院內 わく 方な し。 院 中に ちかくめ しっか はる、 公卿 殿上人、 上下の 


ほく 

匕 


面に 至る まで、 官位！： 祿、 皆 身に 餘 るば かりなり。 され ども 人の 心の 習 なれば、 獍 


飽きたら で、 「あはれ その 人の 亡びたら ば、 その 國は あきなむ、 その 人 失せたら ば、 そ 

f40 ラと 

の官に はなり なん。」 など、 疎からぬ どち は、 寄り合 ひ 寄り合 ひさ、 やき あへ り。 法皇 

も內々 仰たり ける は T 昔より 代々 の 朝敵 を 平ぐ る もの 多し とい へ ども、 いま. だ 加 様の 

(6〕 さ だち 9 ひで さと  まさか ど  {-7-,、 よ  >  よし ざ だた ふ むねた ふ  (8) よしいへ たけ ひら いへ ひら 

事な し。 貞盛、 秀鄕 が、 將門を 討ち、 頼 義が貞 任、 宗任を 亡し、 義 家が 武平、 家 平 を 

攻めたり しも、 勸賞行 はれし こと、 受領に は 過ぎ ざり き。 淸盛 がかく 心の ま、 に ふる 

(W)  わう ば ふ  . 

まふ こそ 然るべ からね。 これ も 世 末にな りて、 王法の 盡 きぬる 故な り。」 と 仰な り けれ 

(U) つい  (に)  て 5 か 

ども、 次で なければ 御い ましめ もな し。 平家 も 又 別して、 朝家 を 恨み 奉る ことな かり 


こん ぼん OS) いん か おう  (3)  (は〕 

しほ どに、 世の 亂れ そめけ る 根本 は、 去 じ 嘉應ニ 年 十月 十六 日に、 小 松 殿の 次男 新 三 
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〔梗概〕 壽永ニ 年 三月、 賴朝は 義仲を 追討の ため 信 濃に 發 向した が、 義仲は 嫡子 義重を 人質 

として 意趣な きを 誓った ので、 鎌 倉に 戾 つた (清水 冠者)。 義仲は 東 山 • 北陸 を從 へて 上洛す る 

とい ふので 平氏 は 西 國の兵 を 催し、 锥盛 以下 大軍を 率 ゐて北 i へ 向った が (北國 下向)、 大將軍 

維 盛 は 途中、 竹 生 島に 渡り、 琵琶に 興じ、 凶徒 潰滅 をい のった (竹 生島詣 )。 一方、 義仲 軍の 先 

手 は 越 前 國にゐ たが 敗れ、 平氏 は 加 賀國横 原で 勢 揃 ひし、 二手に わけ、 維 盛 等 は砥浪 山へ、 忠 

度 • 知 盛 等 は 志 保 山へ 向った。 義仲 は自軍 を七陣 にわけ (火 打 合 戰)、 自分 は砥浪 山へ 向 ふと 

て、 山中の 八幡 神社に 戰勝を 祈誓し (願書)、 奇計 を 用 ひて 平氏の 大 軍を俱 利迦羅 谷に みな 殺し 

にし、 志 保 山の 平氏 を も 敗走 させて 前進した (俱 利迦羅 落)。 平氏 は篠 原に 退き、 義 仲の 軍 を 喰 

止めよう としたが、 再び 大敗し、 京 を 指して 落ちて 行った (镲原 合 戰)。 

實 盛 

ひ  のさい と 5 べつ たうき ね も， (|〕み かた  かへ し. あは ほ，^.  $ 13 

(ー) 卒 氏の を さす  叉 武藏國 の 住人 長 井 齋藤別 當實盛 御 方 は 皆 落 行け ども、 只 一騎 返 合 返 合 防ぎ 戰ふ 
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本 篇 

て 決心して ゐ たので 


(2)ss 伸 

(3)《 濃 ^防 郡^ 訪， S お 下 钍の祝 部、 

金剌 氏の 一 族 

(4) あ 、けなげな こと だ 

(5) おくゆかしい。 g を 知りたい 

(6) さ 5 いふお 前 は 誰か 


(8) あつ ばれと ほめた 語 

(9) 組み てんとすな、 おれの 訛。 si 

5 とする よ。 「な」 は 感動詞、 「おれ」 

ほお のれと 呼びかけた 語 

(W) 左手。 馬 手 (メテ ) の對 

(") 度々 の 合 S で 疲れても h- 


(は) 異^な 變り者 

§ 一般の 武士 

(M) 附き從 つて ゐる手 势 

(巧) 閼 東な まり 

あ、。 なげく 感動詞 

(U) 義 仲の 父 義 g が 源 太 義手に 討 たれ 

S. 義仲ニ 歲、 實 盛の 許に 七日 程ゐ 

て 木 曾に 落ち. fi 

〈ss) 子供の 時に 見お ところが 

〈ss) 糟生。 r- ま^ K だった 


文 


四 八 


存 する 旨 有ければ、 赤地の 錦の 直垂 に、 萠黄 威の？ S 著て、 鍬 形 打た る 甲の 緖を しめ 

二お ね-つく^  i  きり ふ  わ- お  しげとう  も  れん ぜん あしげ  タん 3 ノ" k  > 

金 作 の 太刀 を帶 き、 切 斑の 矢 負 ひ、 滋籐の 弓 持て、 連錢 葦毛なる 馬に 金 覆輪の 鞍 置 

0  へ r,  ノ  ヽ i ノ つ  みつ WQ>t  V.  J -、  I 

て ぞ^たり ける。 木 曾 殿の 方より、 手 嫁太郞 光盛 好い 敵と 目 を かけ、 「あな やさし。 如 

z  A  A*w  おんせ、  (5) 

何なる 人に てまし ませば、 御 方の 御 勢 は 皆 落 候に、 唯 一騎 錢らせ 給 ひたる こそ ゆかし 

けれ。 ^乘ら せ 給へ。」 と詞を 懸ければ 、「かう 言 ふわ 殿 は 誰 ぞ。」 「信 濃國の 住人 手 塚 太 

かたさし C みつもり  たが ひ ■ かたき , た バレ (7)  -  、一，.  -,  ,  ^rr  7 

郞金刺 光盛。」 とこ そ名乘 たれ。 「さて は 互に 好い 敵ぞ。 但ゎ殿 を さぐ-るに は 非- r 存す 

る 旨が あれば、 名乘る まじい ぞ。 よれ 組う 手 嫁。」 とて、 押 竝る處 に、 手 塚が 郞凝 ^ 

まず 一 よせ  へだ X  く  (S)  れ  こ- ヽ 

馳に馳 来て、 主 を 討せ じと 中に 隔たり、 齋 藤別當 にむ すと 組む。 「あはれ 己 は 日本一 の 

お 5  (Co  と  くら まへ わ おしつ  くび かきき す-て • 

剛の者に くんで うすな うれ。」 とて、 取て 引 寄せ 鞍の 前輪に 押附 け、 頸搔 切て 捨てけ 

の  (川) ゆんで  まよ  よろ ひ くタチ りひき ちげ  tLJ  f 

り。 手瘃 太郞、 郎等が 討る k を兑 て、， 弓手に 廻り あ ひ、 鎧の 草摺 引擧 て. 二 刀 刺し 

よ つ  くん  け  いくさ (； ：)  そ 0 おいむ 丄ゃ 

弱る 所に 組で 落つ。 齋藤 別當心 は猛く 思へ ども、 軍に はしつ かれぬ、 其上老 武者で は 

有り、 手 塚が 下に 成に けり。 叉 手 塚が 郞等 後れ 馳に 出き たるに 首 取せ、 木货 殿の 御前 

に馳 ありて、 r^i こ" そ 奇異の 曲者 組で 討て 候 へ 。 侍 かと 見 候 へ ば、 錦の 直垂を 著て 候。 

(4) つ f  t  .  なのれ  せ b  つ ひた Co- 

又 大將軍 かと 見 候へば、 转く勢 も 候 はす、 名乘々 々と责 候 つれ ども、 遂に 名乘候 はす 

(5) ばん どう 3.05  (W)  これ  ある  I そ A 

聲は 坂東聲 にて 候つ る。」 と 申せば、 木會 殿、 「あはれ 是は齋 藤 別 常で 有 ごさん なれ 其 

(e£〕 を さなめ  しらが (2). &すを  ' 5  . , - 

ならば、 義 仲が 上野へ こえたり し 時、 少 目に 見し かば、 白 髮の糟 尾な りし ぞ 今は定 


(1) 兼 光。 中原 兼 遠の 子。 今 井 E 郎兼 

平の 兄 


2) 流しての 音便 

3) その わけ を 

4) 思 はす 未練で 泣けた 

5) 武士た る もの は 

6) 長 門 本 r 聊の 事」 と ある 

7) 記念になる ベ き 言葉 


一) 若. 


みせたい 


(3) 卒宗盛 

(5〕 自分 一人の 事 ではな かつお けれど 

も 

(？：) 治 求 BI 年 九 H- 廿ニ  U3 

(W0 富士川の をい ぷ 


さ， フ いふ わけ である 以上 は 

(M) 武^ ai 長 井 莊は宗 盛の 莊 園なる ベ 

一 補せ 


(は) 世の 諺に、 と 同じ 


t  く. I つ  £り  ヷん ひげ くろ  あや  の  >  なれ メモ 

めて、 ，^JIK にこ そ 成ぬ らんに、 S 鬚の 黑ぃ こそ 怪し けれ。 樋 口 次郎 は、 馴 遊で 見知 

たるらん 樋 口 召せ。」 とて 召されけ り。 樋 口 次郞唯 一 目 見て、 「あな 無慚 や、 齋藤 別當で 

そ I  ばくはつ  びん ひげ くろ 

候け り。」 木 曾 殿、 「其なら ば、 今 は 七十に も餘 り、 白髮 にこ そ 成ぬ らんに、 髮鬚 の黑ぃ 

は 如 可に。」 と宣 へ ば、 樋 口 次 郞淚を はら/ \ と 流いて、 「さ 候 へ ば 其 樣を申 上う と 仕 候 

あ まり ちょれ (40»* か，、 t み £  ざぶ らふ  ("o  0C) い？、 か  (ー丄 おも^で :> y  、 

が、 餘 に^で、、 不覺 の^のこ ぼれ 候ぞ や。 弓矢と り は、 聊の 所で も、 ^出の 詞 をば 兼 

てつ ifii! くべき で 候け る 者 哉。 齋藤 別當、 兼 光に 逢て、 常 は 物語に 仕 候し、 『六十に 餘 

*  くさ  5ん>げ ， 、ろ _e.o  (<s) わか  そつ s ゑ わかと c ばら ぁ&そ 

て\ 軍の 陣へ向 はん 時 は、 St 鬚 を 黑ぅ染 て、 若 やが うと 思 ふ 也。 其 故 は 若殿原に 爭ひ 

さき  おとな  おい しゃ  あぶ ど  /、ち- ^し 、  ， o コ 3-  Jty  \  ；、 

て、 先 を 懸んも 長げ なし。 叉老 武者と て 人の 侮らん もロ惜 かる へ し 』 と 申 候し 力 0 

そめ さ ぶら ひ  あら  2. らん  ： 、  ^るノ  --、 ぁ^ト 二- rl.Mn 

に 染て矣 ける ぞゃ。 洗 はせ て 御覽じ 候へ。』 と 申ければ さも^らん とて 洗せ て 見 給 

はくはつ 

/ば、 白髮 にこ そ 成に けれ。 

ひた、 *  いとま ま をし (09 お ほい ビの まも  »  Tt  £  -  i  ^ 

錦の 直垂を 著たり ける 事 は、 齋 藤別當 最後 の 暇 申に 大臣 殿へ 參て 申け る は 「實盛 力 肩 

(》i と 5  (K)  よ おと ^どろ 

一 つの 事で は 候 はね ども、 一年 東 國へ向 ひ 候し 時、 水鳥の 羽音に 驚いて 矢 一 つ だに も 

i すして、 駿河國 の より て 候し 事、 老後の 恥辱、 唯此事 候。 今度 北 國へ向 ひ 

て は、 討死 仕 候べ し。 (むらん にと て は、 實盛、 本、 越 前國の 者で 候し かど も、 近年 御 

i うに ■ て、 武藏の 長 井に 居住せ しめ 候き。 事の 譬候ぞ かし。 故^へ は 錦 を 着て 歸れと 

一 |  ) き K に.. - F-  や S し 

云 ふ 事の 候。 錦の 直垂御 許し 候 へ 。」 と 申ければ、 大臣 殿、 「優う も 申た る 物 哉。」 とて 

一 四 九 


本 文 

(1) 漢の武 帝 代の 人。 家が 莨し かった 

が 年 五十の 時、 故 會榨 の. K 守と なつ 


(2) 朽ち もせね その 名ば かり もと r, め 

おきて 枯 野の 薄 かたみ とぞ みる (新 古 

今 集、 西 行) 

(3) 北^の 果ての 土 

？) 有樣 

(5〕 何者 も 敵 ふ まいと 

(6) 呂氏 春秋義 賞 編に ある 語。 貞親政 

耍の の 語から 探ったら う (山 田 博 

士)。 一 度に つくさす 少々 ほ If すべき も 

のの 意 


篇  一 五 〇 

に-しき ひた、 れ  (I  ノし； gi  、じ，"  た』 と く タ 、け、 

錦の 直垂を 御免 有け ると ぞ聞 えし。 昔の 朱 買臣 は、 錦の 袂を 會稽 がに— 覼し、 今の 齋藤 

] , 、 4 つな  J ち" た あぐ  (2) くち  むなし  と *  .A ばね (3) こし S ナ A 

別當は 其 名 を 北國の 巷に 揚と かや。 朽 もせぬ { 仝き 名のみ 留め置き、 骸は 趑路の 末の 

塵と 成る こそ 悲し せれ。 

*VJ  I  (Jo 二と がら (5) な - おもて 

去ぬ る 四月 1> 七日、 十 萬餘騎 にて 都 を 立し 事柄 は、 何に 面 を 向 ふべ しと も兑ぇ ざり し 

.  かへ CK  その ゎづか  (.h) つく すな ど 

に、 今、 五月 下旬に 歸り 上る に は、 其 勢 僅に 二 萬餘騎 。「流 を盡 して 漁る 時 は、 多くの 

、 5  みやう ねん  やい か  けだもの 5 

角 を 得と 云へ ども、 明年に 魚な し。 林 を 燒て獵 る 時 は、 多くの 獸を 得と 云へ ども、 明 

けだもの  のち  . 

年に 獸 なし。 後 を 存じて、 少々 は殘 さるべ かりけ る 者 を。」 と、 申す 人々 も 有け ると か 

や。 


〔梗概〕 壽永ニ 年 六月、 兵 锐の御 祈の ため 大神宮へ 行幸の 由 仰 出さる (還 亡)。 義仲は 比敦山 

を 身方に しょうと 牍狀を 送り (木 曾 山門 牒狀 )、 毂山 衆徒の 同意 を 得て 意氣揚 つた (返 牒)。 これ 

を 知らぬ 平氏 は 一門 連署で、 山門 を 身方に 語らった が、 大衆 は反對 した (平家 山門 連署)。 平氏 

は 鎭西を 平定した が、 義 仲が 比 叙 山麓にまで 迫った と 聞き、 七月 廿五 曰、 安德 天皇 を 奉じて 西 

に 都 落した。 後白河 法皇 は豫め 人知れず 鞍馬へ 御幸され て殘ら せられた (主上 都 落)。 維 盛 は 六 

代 御前 を 齋藤實 盛の 遺兒に 托し、 妻子 を殘 し、 一 門の 邸宅 を 燒き拂 ひ (維 盛 都 落)、 行幸の 御供 

に 列な つた。 尙、 大番 のた め 在京して ゐた畠 山 等の 東國 武士 を 斬らずに 闢 東へ 歸 した (聖主 B 

幸)。 


(1) 清 盛の 異母 弟 

(2) 長 門 本に S 塚^、 盛衰 記に 淀の 川 

尻から と ある 

(3) 五條 京 極に 邸が あった 

(40 定^の 父。 元久 元年 歿、 年 九 I 。 

當時第 一等の 歌人 

(5) 邸宅 

(6) 盛衰 記に ra の 世なる 上、 いぶせ 

き 夜半の 事 なれば * 致け ども」 と ある 

(7) 特別の わけ 

(8) こ の 門の き は 

(QS) さ-つい ふ 事 も ある だら う 

(W) さしつ かへ ない 

(") こ の 際 訪問した 忠 度の 樣子 

(M) 多年 歌 迄の 御 教示 をいた だき まし 

て 以 来 は 

一  方なら. d 菊 恩と 

(M) 大火、 大^震、 稳原 遷都、 賴政謀 

反、 重 盛ゃ淸 盛の 死歿 

(巧) 賴朝 追討、 義仲 追^に 從箪 し、. 九 

州 raa 近畿の a れ 

(Je) おろそかに 存じて ゐ ない 

(ひ) 頻繁に 御 伺 ひする こと 

(5S) 安德 天皇 

(W ) 業 二 年  一一 盛が 俊 成に 勅 接 

和歌 集 撰に^ する 後白河. 法皇の 院直を 

傳へ たこ と を さす 

(a) 一  生の/名 眷 に 

(K) 俊 成の 選定で^^ に 入れ て い ただ 


忠度都 落 


き 

(S3) 揮 集が 中止され たの は 

(S) 全く 我 身に とっての 

05)勒续粲 に 入る 價値 の ある 

(M) 自分の 死後 あの世からで 

(S3) あの世から 俊 成 を 守る 意 


薩摩 守忠度 は、 いづく よりか 歸られ たり けん、 侍 五騎- 童. 一人、 我 身共に 七騎 取て 返 

C3)  (4) し ゆんぜい 0  (--0  (6) もんこ  fcf の， I ^9 

し、 五條の 三位 俊 成 卿の 宿所に おはして 見 給へば 門戸 をと ぢて 開かす。 忠 度と 名乘 

おちうど かへ き  そのうち さわ  CJ  お  みジ から 

給へば、 落人 歸り來 たりと て、 其 內噪ぎ あへ り。 薩摩守 馬より 下り、 自 高らかに 宣ひ 

1(7)  こと あ  た*- の-'  まゐ  かど ひらか 

ける は 「別の 子細 候 はす、 三位 殿に 申べき 事 有て、 忠 度が 歸り參 て 候。 門 を 開れ す 共、 

05) 二  0 き は •  んぜ いの (")  ハ S) ビ /0 し 

此際迄 立 寄ら せ 給 へ 。」 と宣 へ ば、 俊 成 卿、 「さ る 事 あ るらん。 其 人なら ば 苦 か る まじ。 

い  もん  たいめん  (=) ていな に  Q 

入れ 申せ。」 とて、 門 を あけて 對面 有り。 事の 體 何とな う あはれ なり。 薩 摩守宣 ひける 

(y) ま をし  C ち (化) おろか  fH)  さわぎ c£) 

は、 「年 來申承 はて 後、 愚なら ぬ 御 事に 思 ひ 參らせ 候へ 共、 この 二三 年 は 京都の 噪、 國 

みだれ  S  よ 

國の 亂併當 家の 身の上の 事に 候 間 疎略 を存 せす とい へ ども、 常に 參り 寄る 事 も 候 はす。 

(は)  A ま  5 ん めい  つき  (£) せん. C ふ  しゃ. 5 

君 旣に都 を 出 させ 給 ひぬ。 一門の 運命 はや 盡 候ぬ。 撰 集の 有るべき 由 承りし かば、 生 

ぞ- ん K く  し s-  おん か5ぷ  (め 一)  みだれ  き  03) 

涯の 面目に、. 一 首な り： ^ 御 恩 を 蒙らう と 存じて 候し に、 やがて 世の 亂 出で 來て、 其沙 

c?-)  なげ  ぞんチ V, ぶら ふ し-つ  ちょくせん  これ 

汰 なく 候 條、 唯一 身の 歎きと 存る 候。 世靜 まり 候な ば 勅撰の 御沙汰 候 はんすらん。 是 

or-)  n おん  (ぉゾ 

、一 


にき ふ卷 物の 中に、 さりぬべき もの 候 はヾ、 一 首な りと も 御 恩 を 蒙て、 草の 蔭 にても 

5n  0?1) おんま も  な 9 まゐら  ひ 、J ろよ みヌか 

嬉しと 存候 はば、 遠き 御守りと こそ 成參せ 候ん すれ。」 とて、 日來詠 置れ たる 歌 共の 中 
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本 


文 


(1) すぐれた 歌 

(2) 今 を 最後と 京 も 出 S の 時 

(3)sa の 右 で 網 の 前後 を 引合せ る と 

ころ。 6|栀 の 上 

(4) こんな 危急の S- に 歌道の ため 裤出 

でに なった の は 


(5) 海に 沈んでも かま ほない 

(Co) 後江 « 公作、 和漢 朋詠集 

(7) 第 七 次 勅 接 集。 文治 四 年 成 

(8) いくつ も 

(00 勅命の 勘當を 5 けお 人 

(W) 名前と いふ ほどの 意 

(r) 作者 は 分らない の 意。 作者未詳. 

し て 

(W) お SPC の枕讕 

(US) 昔の ままに と 長. 乂.^ の挖 とに か：； 


篇  一 五 二 

(《0 しラか お ぼし  かきあつめ  (2)  5 た X  とも. /| 

に、 秀歌と 覺 きを 百餘首 書 集られた る卷物 を、 今 はとて 打 立れ ける 時、 是を 取て 持れ 

(3) よろ ひ ひきあ は  と 9 い  し ゆんぜいの .  わす 

たりし が、 鎧の 引合せより 取 出で 、、 俊 成 卿に 奉る。 三位 是を あけて 兑て 、「か、 る 忘 

がた み  へ  ゆめ/. ゝそ ，やく 

れ 形見 を 給り 置 候ぬ る 上 は、 努々 疎略 を存 すま じう 候。 御 疑 あるべ からす。 さても 只 

わ.^  ^さけ すぐ  ふか  あは  おさ がた  の fcs 

今の 御渡リ こ そ 情 も 勝れて 深う、 哀れ も 殊に 思 ひ しられて 感淚抑 へ 難う 候 へ 。し と宣 へ 

つ  (5)  かばね 

ば、 薩摩 守悅で 、「今 は 西 海の 浪の 底に 沈まば 沈め、 山野に 尸 を さらさば さらせ、 浮世 

おも ひお  いとま  うち^  かぶと を  さ 

に 思 置く 事 候 はす。 さらば 暇 申て。」 とて、 馬に 打乘 り、 甲の 緖を しめ、 西 を 指いて ぞ 

おゆ i  うしろ ^るか み おく  fercB-  お ぼ  fG) ぜらど ほど ，\ ほ  おも ひ 

步せ給 ふ。 三位 後 を遙に 見送て 立 たれ たれば、 忠 度の 聲と 1 しくて、 「前途 程遠し、 思 


(M) 1 首の みで 名前 を 明記 しないの. 

やむをえないが 


を 雁 山の 夕の 雲に 馳。」 と、 高らかに 口す さみ 給へば、 俊 成 卿、 いと ^名殘 惜しう 覺ぇ 

なみだ おさへ  いりた ま  そ ひ  し-つま  (7) ざいし ふ せん  た f の ， 

て、 淚を 抑て ぞ入給 ふ。 其 後世 靜て、 千載 集 を 撰せられ ける に、 忠 度の ありし 有様、 

こと は  おも ひいで あはれ  まきもの なか  (00) いく 

言 置し 言の葉、 今更 思 出て 哀な りければ、 彼の 卷 物の 中に、 さりぬべき 歌 幾ら も あり 

(=0 ちょくかん  (2)  こき やう 0  だい  よ 

けれども、 勅勘の 人 なれば、 名字 をば 顯 されす 、「故 鄉花」 とい ふ 題に て 詠まれた りけ 

る 歌 一 首ぞ、 讀人 しらすと 入られけ る。 

(に) なみ し が  .  (！2)  やまざくら 

さぐ 浪ゃ志 賀の都 は あれ. にし を、 昔ながら の山樱 かな。 

てうて き  (U)  いひ  うら 

其 身 朝敵と 成に し 上 は、 仔細に 及ばす と 云ながら、 恨めし かりし 事共な り。 . 


〔梗 槪」 平 經正も 幼少より お 仕へ 申して ゐた仁 和 寺の 御室に 和歌 を 贈答して 名 殘りを 惜しみ 


(經正 都 落)、 嘗て 下し 賜 はった 希代の^ 器、 靑 山と いふ 琵琶 を獻 上した (青山 之 沙汰 )。 かくて 

平氏 は、 賴 朝が 昔 捕 へられた とき 淸 盛に 命乞 ひした 池 殿の 子 頼 盛が 賴 朝の 報恩 を 恃んで 京に 留 

つた ほか は、 一族 悉く 行幸に 供奉して 都 を 後に した (一門 都 落)。 


T 達 S 子 

(2) 平宗 盛。 淸 盛の 子 

(3) それ 以下， 

(4) ひきつれて ゆ- 

15) 再び のちに あ ふ 時 も 分らない で 

(6) 萬 治 版に 「別れ は 悲しき なら ひぞ 

か し」 と ある 

(7) 父子 代々 主從 であった 誼 

(8) どうして 知らね 顔が できようかと 


(9) 一  門に 從 つて 西へ 向つ 九が 妻子が 

11* か 力り で 

(^J 果てしない ：！ ほの 上に 

(n) け はしい 山々 を 登って 

(は) てんでん ばら/ \ に 

(is) 诒承四 年 六 RC 都と し 十二月 京へ 逮 

つ たので とい ふ 

(M) 相當 重要な 役目の 武士 達 

(SS) 易の 文 言傳の 翳に よる。 簾 傾き 

果て 


(^) 說 法明胆 論 にある 語 


福 原 


落 


平 家 物 語 卷 第 七 


平家 は^ 松 一一 一位 中 將維盛 卿の 外 は (リ〕 ぉに^ ずげ 下 » し 子 を^せられ けれ 共つ) ぉ« の 

ほ  およ  *? 一う くわい そ e、J し  す C 

さの み き しろ ふに 及ばねば、 後 會其期 を 知らす、 皆 打 撿てぞ 落 行ける。 人 はきれ のョ、 

^  ^  )  -r  P  たち かへ る  その S さ^ 6 おく  i-ci  、：- 

何れの 時 必す 立歸 べしと 其 期 を 定置 だに も、 久しき ぞ かし。 がん や 是はゲ ふ 日 を^^、 

d ぎ o-  とぐ  y  ，： 

唯今 限の 事 なれば、 行く も 止まる も、 おひに 袖 をぞ濕 しける^ 栖愿^ のよ fcv お 日お の 

卞 り ""ノ(、，- に |«》 で わ る  ftp  ^-  ^  ノ 

重 因 r 爭か 忘べき なれば、 老 たる も I きもつ) 後ろの み歸り 見て、 g」 へ は ^ み もやら ざり 

,  いそべ ^みま くら へ しほ 5  くら 

けり 或は 饯邊の 波枕、 八重の 潮， 路に 日を暮 し、 或は 遠き を 分け (、け) i しき を嫩 ぎつ &、 

む, ゾ つ  (2,  5  V 

^に 鞭打 スも あり^に さ を さす 者 も あり、 思々 心々 に 落 行けり。 平家 は I) 原の g ぎに 

著て、 大臣 殿 然るべき 侍 共 老少 數百人 ザして 仰ら れ ける は、 「1) 善 の^けき 家 に^き、 積 

惡 の餘殃 身に 及ぶ 故に、 神明に も^たれ 奉り、 i) にも 擀られ i ら せて、 帝都 を 出て 紀 

はくた-ようへ £ ん fc3  ？  •  I  -  i 

泊に 漂 ふ 上 は、 何 sj みか 有るべき なれ 共、 (fi の §に磁 る も、 gri ぎら す、 


五三 


本 文 


^. 多くの 世 を か へ る 間】 

結ばれた Ess 

(2) 臨時に 服從 する 食客 

(3: 先； g 代々 主從 となって き +M« 来" 

S 人 は宗の 子と も い ふ 

(4) お前 達 ほ 人の 生活 もも 

(5) 十 善の 功力で 天子の 杲報を 受け * 

せられた 方 

(Co) 何も わき ま へ .SJ 


(7) しかたがら C こと <1 --く 

(8) 武士の S として 

(9) 契 丹 以外 は 古代 朝鮮の 王國の 名。 

キッ タンけ 鮮^の 別 族 


永 二 年 七 H; 廿五 日夜 

(n) 谋月 と.^ 月の 問の 月 

(K) ただもう 物悲しい ば.^ 


(S3) 藤 原 邦 «。 盛 ^ の 子 

の 棟に 雄 瓦： K 瓦と 並ぺ葺 いた も 

の 

(は) 高殿 も 傾いて 


篇 


1 五 四 


ながれむ す  (1)  えん ふ A  い .k いはん  なんちら (2) たんした が  もん. *, ゝ 

同じ 流 を貌ぶ も、 他生の 緣尙 深し。 如何に 況ゃ、 汝等は 一 且隨ひ 付く 門 客に あらす、 


(X0 ぜん 


よしみた こと  はう A んこれ ふ. * 

累 祖相傳 の 家人 也。 或は 近親の 好 他に 異なる も 有り、 或は 重代 芳恩是 深き も 有. 

か もん t ん じ やういに し  おんば  よ  かへ，  <M ん 丄ぅ おん むく  ( 

家門 繁昌の 古へ は、 恩 波に 依て、 私 を 顧みき。 今 何ぞ芳 恩を酬 ひざらん や。 且は十 善 

しゅ 0 しんき ^い  わた  い ^  ナゑ  おく 

帝王、 三種 神器 を帶 して 渡らせ 給へば、 如何な らん 野の 末 山の 奧迄 も、 行幸の 御供 仕 

なみだ  (6〕 あや  と0. けだ も Q  おん 

らんと は 思 はす や。」 と 仰ら れ ければ 老少 皆淚を 流いて 申け る は 、「怪しの 鳥 獸 も、 恩 

^う とく むく  いはん  じん 9 ん  そのこと わ 9 

を 報じ 德を酬 ふ 心 は 候な り。 況ゃ、 人倫の 身と して、 いかが 其 理. を 存知 仕らで は 候 

ざい レ しょじう かへ り  (7) しかし, U が 

べき。 计餘 年の 間、 妻子 を 育み、 所從を 顧み 候 事、 併 ら 君の 御 恩なら すと いふ 事な 

(3) きう せんば じ やう お-つ さは なら  ふた  も  はぢ  (9) しんら 

し。 就レ中 弓箭 馬上に 携る習 ひ、 二心 ある を 以て 恥と す。 然ば 則ち 日本の 外、 新羅、 

ざい  らい けいたん  ， はて  はて  い. A  な 9  い 

百濟、 高麗、 契 丹、 雲の 果 海の 果迄 も、 行幸の 御供 仕て、 如何にも 成 候 はん。」 と、 異 

く ちん  fc の もしげ 

口 同音に 申ければ、 人々 皆 憑 氣 にぞ兑 えられけ る。 

ふく はら 今-う 9  あか  を 9 ふし 一 はじめ (=) しも £ み *1り  しんか 5,、5 や しづか 

輻 原の 舊 里に、 一夜 を こそ 明され けれ。 折節 秋の 初の 月 は 下の 弦な り。 深更^ 夜 閑に 

だび 4  くさまくら  なみだ あらそ  (ほ)  かなし  いつ  おば 

して、 旅&の 床の 草枕、 露 も 淚も爭 ひて、 唯 物の みぞ 悲き。 何歸 るべ し共覺 えねば、 

こ  つくお  を か  はま 

故 入道 相國の 造り 置き 給 ひし 所々 を 見 給 ふに、 春 は 花見の 岡の 御所、 秋 は 月見の. おの 

いづみ どの まっかげ ゴ 0  に か い さ t きビ Q ゆ^み  2 しぶ かや  ^ち 

御所、 枭殿、 松 蔭 殿、 馬場 殿、 二階の 桟敷 殿、 雪見の 御所、 萱の 御所、 人々 の 館 ども 

の  (32) く- - つ-二つ  ざう しん  ざと だい 9  (u) をし か はら  いし いづ  とせ 

五條 大納言 國綱 卿の 承て 造 進せられ し里內 裏、 鴦の 瓦、 玉の ^  、 何れも/ \ 三年が 

あれ  いみち ふさ  かど i  かよら  お かき つ おしげ (は) だい. * & ぶい 

程に 荒果て ゝ、 舊苔徑 を 塞ぎ、 秋の 草 門 を 閉づ。 瓦に 松 生 ひお 一に B 茂れり。 臺 傾て 


(1) 簾が 破れて 奥の 部 si でよ くみえ 

る 

(2) 七 0T 廿六 日朝 

(3) 京 ほど 名殘 借し く はない が 

(4) 漁師が S をと るた めに 海藻 を燒く 

その 煙が タ方 みえる 

(5) 漢音 は 昔、 漢铬 をよ むのに 漢字の 

音 を 併せ 讀んだ 習慣で ある。 例へば、 

精神 もせ いしんの ^ましい と 讀んだ 類。 

きりぎりす 10 こ ほろ. き は 昔と 今と 逆 で 

あり、 こ -- はこ ほろ ぎ 

(6) 逢坂の 關 の S 


(oo)lji いはての 海。 

(9) 潮の ひく  ii に 行けば 水 天 nuy. 

して 中天に 昇る 心地 

(^) 幾 山川が 問 を 隔て、 とほい とほ 

餘所 にきた 

(^； ) 唐衣 若つ 、なれに し 棲し あれば.. 


業 平) 

(W) 業 平。 阿保 親王の 子。 六欧 仙の 一 。 

元薆四 年歿， 年 五六 

(52) 武藏 と下崧 の 境の 川 

(M) たづね 問うた 

(«8) 業 平 その 時の は 「名に し 負 はに 

いざ 言 問 はん 都鳥、 わが 思 ふ 人 はあり 

やなし やと」 


一-け， -,  . I,  か よ  (.0 すだれた ね や あら  かげ  >ec  .,， 

苔む せり 松風 はかり や 通 ふらん。 簾 絕ぇ閨 露 は 也、 月影の みぞ 差 入け る。 

(2) あけ  一く はら だい 9  かけ  はじめ  S 

明 ぬれ は 福 原の 內 裏に 火を懸 て、 主上 を始 奉て 人々 皆 御船に 召す。 都 を 立し 程 こそ 

^  .  二  A し ，-  (J0 あ： ま たく も- はふけ ぶり をのへ あかつ ま  なぎさく 

無れ ども 是も名 殘は惜 かりけ り。 海 士の燒 藻の 夕 煙、 尾 上の 鹿の 曉の 聲、 渚々 に 寄す 

、ぷと  かげち ぐ さ  (r.0 しっそつ  す，、  み  ふる 

る 浪の音 袖に 宿 かる 月の 影、 千草に すだく 蟋蟀の きり/ \ す、 惣て 目に 見 耳に^る 

ト、 ひ • とつ  あは もよ ほ  いたま  (6) とうくわん ふもとく つばみ なら 

事 一 として 哀れ を 催し、 心 を 痛し めすと いふ 事な し。 昨日 は 東關の 麓に 轡を竑 ベて 

なみ とも づ な とい  (7) うんかいち^/、  せ，. -て G すで くれ 

十 萬 餘騎、 今日は 西 海の 浪に纜 を 解て 七千餘 人、 雲海 沈， ^として、 靑天 旣に暮 なんと 

こ たう せきぶ へだて  おいし やう うか  (8) きょくほ なみ  (O0 しま 

す。 孤島に 夕霧 隔て、 月 海上に 浮べり。 極 浦の 浪を 分け、 鹽に 引かれて 行 船 は、 半 夭 

： ざ >5;K  —  >  ：  (S) さんせん  へだて  よ そ  (=:) はる， *\ き 

の 雲に 泝る。 日 數歷れ ば、 都 は旣に 山川 程 を 隔て、 雲井の 餘 所に ぞ 成に ける。 遙々 來 

つきせ  なみだ  うへ  みたま  か 1 

ぬと 思 ふに も、 唯盡ぬ 者は淚 なり。 浪の 上. に 白き 鳥の む れゐる を 見 給 ひて は、 彼なら 

(C)  (化) すみ だ  (S) ことと  (に) むつまじ  あ ±15  じゅ 

ん、 在 原の なにがしの 隅 田 川に て 言 問 ひけん、 名も睦 敷き 都 梟に やと 哀也。 壽永ニ 年 

おち はて 

七月 二十 五日に、 平家 都 を落果 ぬ。 


1 五 五 


本文 篇  一 五六 

ぶ， ft 

平家物語 卷， 第 八  お . 

〔梗概〕 後白河 法皇 は 鞍馬から 比钗 山に 御幸 なられ、 義仲 守護し 奉って、 萎 和 元年 七 パ、 京 

へ 還 御、 四宫 のちの 後鳥羽 天皇 を 儲の 君と なし 奉った (山門 御幸^ 八月の-除 H に 義仲は 院宣に 

よって 朝日の 將軍 となり、 平氏の 一 門 悉く 官職 を 停められた。 同月 廿日、 四 宮御卽 位。 これ を 

聞いた 平氏 はいよ く落膽 した (名 虎) が、 とにかく 九州に 落つ き、 宇佐 宮に 行幸、 內裏 造る 

べしと 緒 方 維義に 下知した ところ (緖 環)、 從 はない ばかり か大 軍で 押 寄せた ので、 平氏 はやむ 

なく 太宰府 を 落ち、 轉々 して 讚 岐の八 島に 漸く 落着いた (太 箜府 落)。 さて 賴朝は 鎌 食に ゐ なが 

ら 征夷 將 軍の 院宣 をう けたが 義 仲の 增長ゃ 陸 奥の 藤 原 秀衡、 常 陸の 佐竹隆 義が賴 朝の 命に 股 さ 

ない の を 不快と して 上洛 を 延引した (征夷 將軍 院宣)。 

T¥ 原 康定、 後白河 法皇と i の 問 g?g 都/おり、 驟鬆 して、 御 坪の 5： にして、 關 東の 様 具に 奏聞し ければ、 法皇 も 

も 往復した 廳官  ？  >|  ^  _  の 

^Ipfi お sfs つた 暴 御^ 有け り、 お «靼ぉ おい 皆 表つ ぼに いり 給へ り。 兵衞佐 はかう こそ ゆ-しく おはし 


(1) 言 紫の け 具合が 田舍 くさくて 野 

as な こ と 

(2) それ も 道理お 

(3) 光隆。 堤 中納言 兼輔 の裔。 父淸隆 

在所に よって 猫 問 を名乘 つた。 七條坊 

城 壬 生^の 地名。 

(4)||問は||の古|:ー11。 義仲は そこで 猫 

の 事と & つ た 

(5) たまに 来たの だから 食事 も 出せ。 

おわした るに の 意 

(R0 只今 貪 事な ど とんでもない 

(70 貪 時。 • 食事時 分 

(8) 鹽氣 のない 新鮮な^。 轉 じて at 鳥 

肉の 食物 卽ち SS 進物の 對。 ところが 平 

茸 は 精進 物 であるの に無鹽 と いつ^ 

(9) 木 曾 山中に 多い 

(^) ゐなか 虱の 蓋の ある 漆 塗の 琬 

(； r) 椀の 底が 深い 

(K) 捥が きたない ので 

(52) 糈 進の 時に 使 ふ 清潔な 


(お食べ た ふ 

(J2) 人が よくい ふ 猫の 食殘 しもた- 

た。 おろし は 食殘す 

(5£) 搔込ん で 食べなさい 


(U) 官位に つ いた もの _ 


ける に、 木會左 馬頭 都の 守護して 在け る 立 居の 振舞の 無骨 さ、 もの 云詞 核の 頑 なる 

かぎり  (2 ソ ことわり. A な  ざい  c きそ  t れ  いかで 

事 限な し。 理 哉、 ニ歲 より 信 濃國木 曾と いふ 山里に 三十 迄住馴 たりし かば 爭か よか 

らう 


るべき。 或 時 猫 間中 納言 光高 卿と いふ 人、 木 曾に 宣ひ 合すべき 事 有て 坐たり け • 

どう  ねこま どの げ ざ^ い  たま  お ほ 3 わら 

等 共、 「縦 間 殿の 見參に 入り 申べ き 事 ありと て 入せ 給 ひて 候。」 と 申ければ、 木 曾 犬に 笑 

ねこ  サんさ o  おこまの  くぎ やう わたら 

て、 「猫 は 人に 見參 する か。」 「是 は^ 間中 納言 殿と 申 公卿で 渡せ 給 ふ。 御宿 所の 名と 覺 

たいめん  力 こま どの  ff こ"^  (5) 

え 候。」 と 申ければ、 木 曾 「さらば」 とて 對 面す。 猜も猫 間 殿と はえい はで、 「猫 殿の ま 

れ まれ わいた るに 物よ そへ 。」 とぞ宣 ひける。 中 納言是 を 聞て、 一 只今 あるべ う もな し。」 

のた ま  (7)  なに あたらし (S) ぶ えん 

と宣 /だ、 「いかぐ けと きに わいた るに、 さて は あるべき。」 何も 新き 物 を無鹽 とい ュと 


心得て、 「こ-に 無， M の 平 茸 有り、 とう/ ヽ。」 と 急がす。 根 井 小 彌太陪 膳す。 田 舍合子 

きまめ おまい (=)  ほん うづた か  3 さいさん じ S  » ひ _ら たけ 丄る まれ ら- ： — 

の 極て 大に くぼ かりけ るに、 釵 堆 くよ そ ひ、 御菜 三種して 平 茸の 汁で 參 せたり。 

ま/  て、  f  ^  はしと  しょく  ^ふし (は)  9 

木 食が 前に も 同じ 體 にて 居たり けり。 木 曾 箸 取て 食す。 猫 間 殿 は、 合 子の いぶせ さに 

めさ  それ よしな か (^) 丄 や-つじん/かふし „ 1, めさ  St  :t »  ^ 

召 ざり ければ、 「其 は義 仲が 精進 合 子ぞ」 中納言 召で もさす か あし 力る へ けれ は 箸 

と (J- ノめ すよ し  ねこ ビの せう じ (r)  ^  •  ^1 

取で t 由し けり。 木 曾是を 見て、 「猫 殿 は 小食に おはしけ る や。 きこ ゆる ％ぁ ろしし 給 

(6)  せめ  きょうざめ のた i あは、 • 

ひたり。 ^い 給へ。」 とぞ責 たりけ る。 中納言 殿、 か 様の 事に 與醒 て宣ひ 合すべき 事 も 

ことば いだ  やが 

一 言 も 出さす、 纏て 急ぎ 歸られ けり。 

木 曾 は、 官 加^した る 者の、 直垂で 出仕 せん 事 有べ う もなかり けりと て、 始て布 衣み 

一 五 七 


本 文 


(1) 全く 不恰好お 


(90 まるで 別人の やうに 

(3) 宗盛" tsK 八 島に ゐた 

(4) 牛 飼 達が 義 神に 

(5  ) 目にあ まる 舞. 樣 さ に 

(6) 使 はすに 8K いて 力の あ まつ てゐる 

牛 

(7)  一  ^あてた からた まら ね 


(8) 年若の 牛 飼。 续兒は コ ン ディのお。 

もと 地方 ^園の 兵士 をい ひ、 j_r して 锥 

役 をす る 者。 義仲は 「や あ」 (感動詞) 

のつ もりで 「やれ」 も 使った. か 牛 飼 は 

車 s  c と 聞 ... た 

(9) 中 ま 兼 遠の 子。 a  口 次お 兼 光の 弟。 

義冲の 乳母 子 

(wxit 牛が 勢が 、• いのです 

(m) 手 彩。 車の 前後の 入口の 左右の 木 

にある 孔 

(？ ：！) これ は 5 まい 仕掸ぉ 

(53) この 手形 はお 前 達が 工夫した のか， 

祭 盛の 考案し おのか 

(M) 牛 を 車から はづ させ 

(は) 牛車の 

(55) 牛車に お乗りになる^ 


(n) 通 b 拔け 


(は； 義 仲の 怒り を 


篇  一 五八 

しゃう ぞく  ざし 力き  (，) かちくな  よろ ひ 

り、 装束 烏帽子き はより 指》 貝の すそまで、 誠に 頑な り。 され 共 車に このみ のん ぬ。 鏜 

と  き  か きお  %  Q  (2) に  わる  5 しくる やし ♦<  *- ほ.. 

取て 著、 矢搔負 ひ、 弓 持て、 馬に 乘 たるに は 似 もに す惡 かりけ り。 牛車 は 八 島の 大臣 

どの  5 し A ひ  なら  (4) 

殿の 牛車 也。 牛 飼 も それなり けり。 世に したが ふ 習 ひなれば、 とら はれて つか はれけ 

s  (K)  ^  いちも^  かど  (-,) ひと *- ばえ あて 

れ ども、 あまりの めざまし さに、 すゑ 飼うた る 牛の 逸物なる が、 門出る 時、 一 檩當た 

とん いづ  き そ  5S  た ふ  て ふ 

らうに、 なじ か はよ かるべき。 飛で 出る に木會 車の 內 にて、 あ ふの けに 倒れぬ。 蝶の 

はね ひろ  や う  ざ う  おき  • 

羽を廣 げたる 樣に、 左右の 袖 を ひろげて、 起む/ \ とすれ ども、 なじ か は 起きら るべ 

き そ  かひ  いは  (3〕 こ うし こで い  こ 5 しこで い 

き。 木 曾 牛 飼と はえ 言で、 「やれ 小牛 健兒、 やれ 小牛 修 兒。」 とい ひければ、 車 を やれと 


いふと 心得て、 五六 町 こそ あがかせ たれ。 今 井 四 郞兼平 鞭燈を 合て、 追附て 、「如何に 

(S) はな 


御 車 をば かう は 仕る ぞ。」 と呵 りければ 、「御 牛の 鼻が 强ぅ 候。」 とぞ のべ たりけ る。 牛 飼 

な. IU 、ほ 9  おも  それ (=) て  つ. A  む- ャ， 

中 直せん とや 思 ひけん、 「其に 候 手が たに 取 着せ 給へ。」 と 申ければ、 木 曾 手が たに 無手 

つ..，  (ほ)  し あく  (52〉 うし 二で い  と 0 や 5  と 

と 取 着て 、「あはれ 支度 や、 是は牛 健兒が はから ひか、 殿の 樣 か。」 とぞ 問うたり ける。 

Q  まも 9 つ  (！：)  cs)5 しろ  お 9  ざ ふしき 

さて 院 御所に 參 着き、 車 かけ はづ させ、 後より 下ん としければ、 京の 者の 雜 色に 使 は 

CS)  5 しろ  おり  お o- 

れけ るが 、「車 は、 召され 候 時 こそ 後より 召され 候へ 、 下させ 給 ふに は 前より こそ 下さ 

いか  Co  つ ひ 5 しろ 

せ 給 へ 。」 と 申 けれども、 「争で 車な らんから に、 す ど ほり をば すべ き。」 とて、 終に 後よ 

^9  (は)^ それ 

り 下て けり。 其 外 を かしき 事共 多 かり けれども、 恐て 是を 申さす。 


〔梗概〕 讚岐八 島の 平氏 は中國 國を 身方に つけたので 義仲は 討 手 を 下した が、 水 島で 大 

敗した から (水 島 合 戰)、 先に 北國で 捕へ た瀨 尾兼康 を案內 者と して 自ら 馳 下った。 然し 兼康は 

平氏への 忠を たて、 義 仲の 先手 を 敗った が、 遂に 敗 死した (潮 尾 {珉 期)。 義仲は 進んで 八 島 を 討 

たうと したが、 行 家の 擧 動に 不安 を覺 えて 京に かへ つた。 行 家は義 仲と 仲直りし ようと 平氏 を 

攻めた が、 室 山で 大敗した (室 山)。 義 仲の 大軍は 京に あって 兵粮が 足らず、 次第に 暴狀 がつ の 

ゾ - , ■;■■、  み；^ 

るので、 後白河 法皇 も 僧兵 *雜 兵を警 固に 集めさせられた。 義仲は 怒って 院方を 討ち、 圓慶法 

親王 • 明 雲 大僧正 等 も 殺された (鼓 判官)。 戰 勝った 義仲 は關白 以下の 公卿 多數の 官職 を 停め 

た。 院宣に よって 關 東から 範賴 • 義經が 上る と 聞き、 義仲は 平氏と 和睦しょう としたが、 刎ね 

られ、 平氏 は 西に、 賴朝は 東に、 義仲は 京都に、 互に 風雲 を 孕んで、 壽永ニ 年 も 暮れて 行った 

(法 住 寺 合 戰)。 


平家物語 卷第八  一 五 九 
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篇 


1 六 0 


平家物語 卷第九 


〔梗概〕 壽永 三年 正月の 宮中 行事 はなく、 平氏 は 八 島に 旅 泊 を 歎く。 義仲は 平氏 追討に 赴か 

うとす る 矢先、 關 東から 義仲 追討の 軍 迫る と 聞き、 宇治 勢 多の 橋 を破壞 しで 待 受ける。 賴 朝の 

士捤原 景季は 名馬 生 食 を 乞うて 許されず、 摺墨を 賜 ひ、 佐 佐 木 高 綱 は 宇治川 先陣 を睹 けて、 生 

食を拜 額した (生 食の 沙汰 )o 

宇 治 川 先^1 


(1) 高 綱。 お 江 SS 氏 •  ！? S 三 秀義の 第 EI 

子。 盛 稱の弟 


佐々 木 四 郞が給 はたる 御馬 は、 黑 栗毛なる 馬の、 究めて 太う 逞 いが、 馬 を も 人 


") あたりの- 

，) 馬の たけ EI 尺八 寸 

(5) 源 太 景季。 景 時の 婊子 

(6) 賴 朝の 弟。 義經の 兄 

.) 信義。 甲斐 源氏 

(8) 遠 光 

") 忠親 

？〕 兼.信 

：) 重 成 

(は) a 朝。 重 成の 弟 


を はらて 食ければ、 生 食と 附られ たり。 八寸の 馬と ぞ聞 えし。 梶 原が 給た る摺腐 も、 

き は  ふこ たくまし  * づ  5  ^ 

究めて 太う 逞 きが、 誠に 黑 かりければ、 する すみと は附 けられたり。 何れも 劣らぬ 名 

馬な り。 

尾張國 より 大手 搦手 二手に わかてせ め 上る。 大手の 大將軍 まぎ き^ 司範 船、 相!： な ふ 人 

(7)  0：  (8) か f みの  (QO の  (S) いた^ キ-の (ー ノ、. e»bc  f2 ゾ ヽ c  へ 3 ン 、ゥ 

人、 武田 太郞、 加賀見 次郞、 一條 次郞、 板ぎ 一 一郎、 ま^ n 郞 (、- ぎ^^ 郞て ii^ 郞、. 


(1)抑綱 

(2) 近 江 罔 栗 太郡老 上衬 

(3) 同 野 洲郡筏 原 村 

(4) 義定 

(5) 惟義 

(R0 重忠 

(7) 重 助 

(8) 季重。 院 武者 所の 略。 院 もお J 護す 

る 武士 

(9) 橋の き は 

(2〕 不規則に 澤山 打った 杭 

(！=) 鹿の角の やうない ばら の 枝 も 立て 

S に 結んだ 防锲物 

(は) 流れの ii に靠 かした 

(S2) 陰 «  一  CT の異稱  • 

(M) 比 叙の 北に 峙っ 高峰 

(巧〕 北 は 比^に 南 は 長 等 • 逯 坂の 諸 山 

に 至る 山の^ 稱 

河の 早淞の 波が 激して 水面よ b 丸 

. く 一  段 高ま つて 見える もの 

(U) 瀧の やうに 音 をた てる 

(S9) おどし 毛 

(S3) 意向 もた めさう として 

(5〕 淀の 湾瀕は 數ケ所 あり、 芊洗 *大 

渡 • 封 戶も三 渡 口と した 

(S) 流の 水蒿の へる こと 

§c の 河 もどう 渡る かの 御 指 B 


(83〕 接合 載！ ^照 


(お) 丹 治黨を 中心に。 タ ギヒ鬵 は武藏 

七黨の 一 

(K〕R。 東北で ある。 鬼門 


猪 俣 小 平 六 を 先と して、 都合 其 勢 三 萬 五 千 餘騎、 近 江國、 野路、 篠 原に ぞっきに け 

からめて  おんぞうし よしつ ね  ともな  (J0 やすだ n  (5) お ほうち o  (K) はたけ やまの 

る。 搦手の 大將軍 は、 九郞御 WI 司 義經、 同く 伴 ふ 人々、 安田 三郞、 大內 太郞、 畠 山 

しゃ 5t  かぢ はら  かす や C  (7) しぶ やの のじ ゃラ (8) ひらやま^ むしゃ どころ 

庄司 次郞、 梶原源 太、 佐. <  木 四郞、 糟屋藤 太、 ^谷 右馬允、 平 山 武者 所を始 として、 

の  へ  5 ぢ ぼし (9)  おし  5 ぢ  せお 

都合 其 勢 二 萬 五 千 餘騎、 伊賀 國を經 て、 宇治橋の つめに ぞ押 寄せた る。 宇治 も 勢 田 も 

(S) らんぐ ひう  つな は  (H) さか も ぎ  (に)  (52) む つき 

撟を 引き、 水の 底に は亂杭 打て 大綱 張り、 逆茂木つ ないで 流し 懸 たり。 比 は 陸 月 廿日 


餘の事 なれば、 比 良の 高 祟、 志 賢 の 山、 昔ながら の 雪 も 消え、 谷々 の 氷 打 解て、 水 は 


折節 增 りたり。 白浪お びた V しう 漲り 落ち、 瀨枕 大きに 瀧 鳴て、 逆卷く 水も疾 かりけ 

すで  あけ ゆ  か はぎり  たちこめ  よろ ひ 

り。 夜 は 旣にほ のん \ と 明 行け ど、 河 霧 深く 立籠て、 馬の 毛 も、 鎧の 毛 もさ だかなら 

おんぞうし  はた  い  おもて み わた  (£) み - 

す。 爱 に大將 軍九郞 御曹司、 河の 端に 進み出で、 水の面 を 見渡して、 人々 の 心 を 見ん 

いか c?n よどい も あら ひ ま-ほ  (ぶ) おちあし  まつ  のた ま  はたけ 

とや 思 はれ けん、 「如何せん 淀 芋洗へ ゃ囘 るべき、 水の 落 足 を や 待べき。」 と宣 へば、 島 

やま  たり  す、 み  かま くら  よくく (？ 一) この  ] 、 

山 其 比 はい まだ 生年 廿 一 に 成け るが、 進出で て 申け る は、 「鎌 倉に て 能々 此 河の 御沙 


さぷら  しろしめ  で き  みつう み 

汰は： i ひし ぞ かし。 知 召さぬ 海 河の 俄に 出来ても 候 はば こそ。 此河は 近 江の 水 海の 末 


なれば、 待と も/ \ 水 ひま じ。 撟 をば 叉 誰か 渡いて 參ら すべき。 治 承の 合戰 に、 足 利 

fcv- つな  しげた f(？s:5 ぶみ  (vd た. ん たう むね 

又 太 郞忠綱 は、 鬼神で わたしけ るか。 重忠 瀨蹈 仕らん。」 とて、 丹の 黨を宗 として 

くつば み なら  び や 5 どう (¥5〕 うし とら たちばな  r ひ 

五 百餘騎 ひし/ \ と 轡を竝 ぶる 處に、 平等 院の丑 寅、 橘の 小島が 崎より、 武者 ニ騎引 

いでき  かち はら  かげす ゑ  0  ひとめ  ^-に 

かけ 引かけ 出來 たり。 一騎 は 捤原源 太 景季、 一騎 は 佐々 木 四 郞高綱 也。 人目に は 何と 


本 文 

(1) 心の 内で は W に 一 番乗を 決心して 


(2) 六 間 

(3) 馬の 腹帶が ゆるんで 

(4) 見え 候 ふ ぞの略 

(5) 鎧 ％ 踏 張って 尻 も 浮かす 

(6) 結 ひ髮の 1f。 馬の 髮も 束ね 結んだ 

もの 


(7) 手 W もた てよ 5,0 して 却って 失敗 


(8) 天下 第一 の 馬 


(9) 篾檠 形。 すぢ かひ。 の だめ は 木に 

すぢ かひに 溝 を ほり を 人れ て 曲り も 

おめる 具 


(W) わめいて 麋 ける 

(") 矢の 軸 ふかく 射 込まれて 

(W) 岩に 激した 篏 

物の 端の 義。 吹 返しの 端 


(M) ひっぱった 

(te) 武士の 元服の 時 烏帽子 を 冠せ 名乘 

もっける も 烏 子 親。 ■ 冠せられ 附 けら 

れ るち 烏 帏 子 子 


篇  ニハニ 

(-0 きき  がち  (C 

も 見え ざり けれども、 內々 先に 心 を かけたり ければ、 梶原は 佐々 木に 一 段 許ぞ進 だる- 

-一  c  (3) はるび のび (4) み 

佐々 木 四郞、 r 此河は 西國ー の 大河 ぞゃ。 腹 帶の延 て 見えさう ぞ。 しめ 給へ。」 と 言 はれ 

(-"  た づな  00)  ナ 

て捤原 さも あるらん とや 思 ひけん、 左右の 镫を 踏す かし、 手綱 を 馬の ゆがみに 捨て、 

はるび  とい  し  ま  は 4*  5 ちいれ 

腹帶を 解て ぞ 縮めたり ける。 その 間に 佐々 木 は、 つと 馳 ぬいて、 河へ さと ぞ打 入た る。 

はから  つ い  いれ  C7) 

梶原 謀れぬ とや 思 ひけん、 やがて 綾て 打 入たり。 「いかに 佐々 木 殿、 高名せ うとて 不覺 

し 給 ふな。 水の 底に は 大綱 あるらん。」 とい ひければ、 佐々 木、 太刀. を拔 き、 馬の足に 

か- 4  うち^ 9  (S) よ いち  の 

懸り ける 大綱 共 を ふつく と 打 切 打 切、 いけすき とい ふ 世 一 の 馬に は乘 たりけ り、 宇 

わた  むか  ^し うちあが  の  す も 

治 川 はやしと い へど も 一 文字に さと 渡いて、 向への 岸に 打 上る。 梶^が 乘 たりけ る摺 

すみ  か はな. *  (9)  かた  はるか しも  あ 

墨 は、 河 中よりの だめ 形に 押 流されて 遙の 下より 打 上げた • 


あぶみ ふば 9 あが 

佐々 木 鋭^ 張 立 上. 


あげ  の  5 だの  こういん さ-き  ひで よし 

大昔 聲を揚 て名乘 りけ る は、 「宇多 天皇より 九 代の 後胤、 佐々 木 三 郞秀義 が 四 男、 佐々 


木 四郞高 綱、 宇治川の 先陣 ぞゃ。 吾と 思 はん 人々 は 高 綱に 組め や。」 とてお めいて か 


く。 畠 山 五 百 餘騎で 纏て 渡す。 向への 俸より、 山 田 次 郞が 放つ 矢に、 畠 山 馬の 額を篦 

よわ  なか  つい おりた  (^) いはな みかぶ と て ざき さ  あげ 

ぶかに 射させて 弱れば、 河 中より 弓 杖 を 突て 下 立たり。 岩浪 甲の 手先へ 颯と 柙上 けれ 

そ 二  く  r  きし  つき  あが  うしろ 

ども 事と もせす、 水の 底 を 潜て、 向の 岸 へ ぞ 著に ける。 上らむ とすれば 後に 物 こそむ す 

(2〕 ひ. A  fc  しげち か  こた  お ほくし  さぶ らふ . . 

と 引 へ たれ。 「誰 そ。」 と 問 へ ば、 「重 親。」 と 答 ふ。 「いか に大串 か。」 「さ 候。」 大 串の 次郞 

はたけ やま (は) ゑ ぼし r 一  あま，  ^や 

は、 畠 山に は 烏 隋 子 子に てぞ ありけ る。 「餘に 水が 疾 うて、 馬 は 押 流され 候ぬ。 力 及ば 


<1) お前 達。 殿原 は 若 K 者た ち 

<2〕 すぐに 形 も 直して 

(3〕 萬 治 版本に 「歩 立 (カチ ダチ) の 

先陣」 t ある 

(4) 乘替に 用意して あった 馬 

-(5) 魚 龍と も かく。 平 治 物語に も揀色 

め 魚 陵と あり、 綾！ i 杓ら しいが どんな 

柃 S£e 綠物か はっきり しない 

<6) 家臣。 簾 

(7) 血 祭に 上 Ih- よう と 

(8) 铵の 前後 輪の 左右に つき^^, y と 

める 紐。 レ ほで。 後輪の 左の 紐に つけ 


r9)！ ^破られて 

(W) 勢 多 川 左岸 山 谷のお の 名 

(；=) 近 江國栗 太 郡 下田 上 £ から 兹賀郡 

j この 


^代で とった 氷 魚 を 供^に 上 す- 


で 著參ら せて 候。」 と 言 ひければ、  「いつも 和 殿原 は、 重 忠が樣 なる 者に こそ 助ら れ むす 

4C ほくし ひさげ きし うへ  t げ あげ  あげ  (Co なほ 

れ。」 と 云 ふま、 に、 大串 を提て 岸の 上へ ぞ投 上た る。 投 上られて、 たぐ 直て、 「武 藏國 

の  しげち か 5 ぢ が は (3)  の  かたき み かた  き 

の 住人 犬 串 次郞重 親、 ，： 于治 河の 先陣 ぞ や。」 と ぞ名乘 たる。 敵 も 御 方 も是を 聞いて 一度 


.-ぅ ひた. -れ ひ おどし 

にどと ぞ笑 ける。 其 後畠 山 乘替に 乘て打 上る。 魚 綾の 直 垂に緋 威の 鎧 着て、 連錢葦 

げ  きんぶ く りん くらおい の  ま さき  す、 ん 

毛なる 馬に、 金 覆輪の 鞍 置て 乘 たる 敵の 眞 先に ぞ進 だる を、 「爱 にかくる は 如何なる 人 


ぞ、 名乘れ や。」 と 言 ひければ、 「木 曾 殿の 家の 子に、 長 瀬 判官 代 重 綱。」 と名乘 る。 富 山 

(7) いくさが みい は  おしなら ベ  と . おと  くび  き  の  くら (CC) 

今 HI の 軍神 祝 はんとて、 柙竝 てむ すと 捕て 引落し、 頸ね ぢ 切て、 本 田. 次郞が 鞍のと つ 

つけ  はじめ  う ぢ ぼし A ため せい  しばし 

けに こそ 附 させ けれ。 是を始 て、 木 曾 殿の 方より 宇治 撟固 たる 勢 も、 暫さ 、へて ふせ 

わた  せめ  3  こ はた  ふしみ さ 

ぎ けれども、 東國の 大勢 波いて 攻 ければ、 散散に 懸 成され、 木幡 山、 伏 見 を 指いて ぞ 

せ fc  いたげ の  しげな り .は か  (S) たな かみ (J;) ぐ 0 のせ  わた 

落 行ける。 勢 田 をば 稻毛 三郞重 成が 計ら ひに て、 田 上 供御 瀨を こそ 渡し けれ。 

〔梗槪 ： 一 宇治. 勢 多に 敗れた 義仲は 後白河 法皇に 最後の 御 暇 申しに 門前まで 赴いた が、 義經 

旣 に六條 河原に 來 ると 聞いて 引返した。 その 間に 義經は 院に參 上、 教 覽に 預かった。 義仲は 小 

勢 を 以て 大 軍に 當り、 ゎづ か七騎 になって、 粟田口 松 坂へ 落ちて 行った (河原 合 戟)。 


六 三 


本文 篇 


六 四 


木 曾 最後 


(1) 源義仲 

(2) 義 仲の 傅、 中原 權頭兼 遠の 女。 今 

井 • 樋 口と 兄妹 

(3) 延 SK 本 • 流布本- V- の 他、 美女と あ 

る 

(4) 勞り。 病氣 

(5) 世に 稀な 强弓で £|f 上手 

(R0 荒 爯 を乘 りこ なすこと も 足場の 惡 

いも 驅下 るの も大變 上手 

(7) 質の いい 札で 作つ ^鎧。 サ ネは鐵 

父 は 革で 作った お 


(8) 山城 國 愛お 郡 《 ^村^ 北 

(9) 同大 原 村から 近 江阈^ 賀郡龍 華 村 

へ の 出路。 北陸 街道 筋 

(P) 義 仲の 乳母 子 兼 平 


(1) 


(") 主君 義 仲が 氣懸 L 


(U) どうと もなる。 死. d こと 


木 曾 殿 は 信 濃より、 巴、 山吹と て、 二人の 便 女 を 具せられ たり 

とま  ともゑ  しろ かみな が  ょラ がん  ナぐ 

都に 留 りぬ。 中に も 巴 は 色白く 髮 長く、 容額 誠に 勝れたり。 あ 


山吹 は 痛 はり 有て、 

つよ  せいび や. 5 

がた き强 弓、 精兵、 


馬の 上、 步立、 打 物 持て は 鬼に も 神に も 逢う と 云 ふ 一人 當 千の 兵 也。 究竟の 荒馬 乘 

(7) さね 


り、 惡所 落し、 軍と 云へば、 實 よき^ 著せ、 大 太刀 强弓持 せて、 先づ 一方の 大將に は 

かた なら  おち 

向けられ けり。 度々 の 高名 肩を竝 ぶる 者な し。 されば 今度 も 多くの 者 ども 落 行 討れ け 

5 ち  ともゑ 

る 中に、 七騎が 中まで、 巴 は 討れ ざり けり。 

(00 ながさ. a へ  たん « ち  (00 りうげ 2 え >x 

木 曾 は 長 坂を經 て、 丹 波路へ 趣く とも 聞え けり。 又 龍 華 越に 懸て、 北國 へと も 聞え け 

»  ,  (2〕 ， ，  せた 1 かた おちゆく  の .4 ね 

り。 かト りし かど も、 「今 井が 行へ を 聞ば や。」 とて、 勢 田の 方へ 落 行程に、 今 井 四郞兼 

ひら  せ fc  4> た  ばかり  はた  まか (；； ：) しゃ 

平 も、 八 百 餘騎で 勢 田 を 固めたり ける が 僅に 五十 騎 許に 打な され、 旗 をば 卷 せて 主の 

お ぼっか  かへ  お ほつ 5 ちでの はま  き そ  ゆき あ ひたて まつ  なか 

覺束 なきに、 都へ とて 歸す 程に、 大津の 打出濱 にて、 木 曾 殿に 行 合 奉 る。 互に 中 一 

. ぼか り  それ みし  しう. <\ こま - はや  H  あう  きそ  と  のた まひ 

町 許より、 其と 見知て、 主從 駒を疾 めて 寄り合たり。 木 曾 殿 今 井が 手 を 取て 宣 ける 

よしな. A  (は )ぃ か  なる  なんち ゆく へ  かたき  ， 

は、 r 義 仲六條 河原で 如何にも 成べ かり つれ 共、 汝が 行末の 戀 しさに、 多くの 敵の 中 を 

か わ  これ  のがれ  、J ぢゃ 5  かね ひら せ た 

懸け 破て、 是迄は 逃た る 也。」 今 井 四郞、 「御 詫 誠に 忝な う 候。 兼 平 も 勢 田で 討死 化る ベ 

^くへ  まゐ  ちぎ り いま くち 

う 候 つれ 共、 御行 末の 覺束 なさに、 是迄 参て 候。」 とぞ 申け る。 木 付 殿、 「契 は 未だ 朽せ 


(1) 密集して 

(2) 誰の 簞勢 かな 

(3) 武 田太郎 信義の 子忠頼 


(4) 唐から 渡來 し^ 接の 铰 

(5)s3g しく 丈夫に 作った 太刀 

(6) 鴛の 尾羽の 一 番 下に 重る^ を 石 打 

i いふ。 それで 矧ぐ矢 

(7) 穎 上 高く 資 つて 

(8) 名馬と して 有名な 


(W) みなごろし にせよ 

(； =) 掬 « の 手の やうに。 踨橫 無盡に 


,ざ り けり。 義 仲が 勢 は 敵に 押 隔てられ 林に 馳 散て、 此激 にも あるらん ぞ。^ が 鋭せ て 

もた  はたあげ  のた ま  ，H こ さ  も，  ；っ 

持せ たる 旗 上させよ。」 と宣 へば、 今 井が 旗 を 差し 上たり。 京より 落る 勢 ともなく、 勢 

田より 落る 者 ともなく、 今 井が 旗 を 見附けて、 三百 餘騎 ぞ馳 集る。 木 曾 殿 大に悅 で、 

-J^v  きい 2  いくさ  (10  k  7  二 こ  C 

「此勢 あらば、 など か 最後の 軍せ ざるべき。 爱 にしぐ らうて ^ ゆる IV 誰が f やらん。 一 

か ひ  (3)  0  *i 1 、 くら  ある 

1 甲斐の 一條 次郞 殿と こそ 承 候へ。」 「勢 は 幾 等 程 有 やらん」 「六 千餘騎 とこ そ 聞え 候 

〈 」 「さらばよ い 敵 ごさん なれ。 同う 死なば、 よから う 敵に 懸 合て 大勢の 中で こそ 討 

-  ま さき  ナ> - 

死 を もせめ。」 とて 眞 先に こそ 進み けれ。 

木 曾 左 馬頭 其 日の は、 赤地の .1 きの ひあ^に (、Ami§ しのよ 鎧^て、 11^ たる  1, との！ 5 

しめ、 いか 物 作の 大 太刀 帶き、 石 打の 矢の、 其 日の 軍に 射て、 少々 おた る を (リ^ tale 

負な し、 滋籐の 弓 持て、 聞る 木 曾の 鬼 葦毛と 云 ふ 馬の 究て大 うた^し Ife^K の 概^て 

乘 たりけ る。 I！ 蹈張 。立上り 、大昔 聲を I て 名^ける は、 「日お は^けん 物 を、 お ^^都。 

j  '  ^  ^  のかみ けん  r あさひ 0  みなもと c よしな. f  か >  y 

今 は 見る らん 左 馬頭 兼 伊豫 守 朝日 將軍 源 義仲ぞ や。 甲斐の 一 條次郞 とこ そき け。 

互に 好い 敵ぞ。 義仲 討て 兵衞 佐に 見せよ や。」 とてき めいて ぎく。 It 次郞、 「唯今^ i 

は、 大將 軍ぞ。 餘 すな、 饨 すな、 若黨、 や。」 とて 大^の 中に て、 我, おんと ぞ 

d ける。 木會 三百 餘騎、 六 千 餘騎が 中を竪 ざま 横 ざま 蜘蛛 手 十文字に 懸^て、 後へ つ 

と 出 たれば、 五十 騎 許に 成に けり。 そこ を 破て 行く 程に、 ど 土 肥 次^ ■#、  二 千 餘騎で 

平家物語 卷第九  一. |ハ£ 


本 文 

(1) 「何 地へ も」 に褂 る。 急いで 

(90 自分 (義 仲) が 

(3〕 あ 、强ぃ 敵に 出會 ひ^い 

(4) 盛衰 記に 遠 江國の 住人 內田 三郎寂 

吉。 八； e 本， に 恩 田 « 重 


(5) 少しも 抵抗 させす に 

(6〕 長 門 本に 「のちに 聞え ける は玆後 

國友捃 とい ふ 所に 落留 りて 尼に な hs て 

ける.. 0 かや」 

(7) 光盛。 信 濃國の 住人。 「 實盛」 參照 

(8) 長 門 本に 「手 塚 別當、 同 甥 手 塚 太 

郎」 i ある 


(ffo 锾を かお へ ると きに _ 

大將の 鎧の 美稱 

(； ：〕 氣 おくれされ たから 


:^) まだ 戰 はす 疲れて ゐ ない 


一 着の 


篇  一六 六 

さ、 へ  やぶ 

またり。 そこ を も 破て 行く 程に、 あそこで は 四 五 百 騎、 こ、 では "ニニ 百騎、 百 四 五十 

か  わ  しう うち 

騎、 百騎 ばかりが 中 を、 懸け 破り々々 行く 程に、 主從五 騎にぞ 成に ける。 五 騎が中 迄、 

ともゑ  き そ  (1)  いづち  おち 

巴 は 討れ ざり けり。 木 曾 殿、 「おのれ は、 とうく、 女 なれば、 何 地へ も^ゅけ。 義仲 

じに  も  (2)  じ おい  さい 2  いくさ 

は 討死 せんと 思 ふ 也。 若し 人手に 懸 らば、 自害 を せんすれば、 木 曾 殿の 最後の 軍に、 

,  いは  .ぉち 

女 を 具せられ たりけ りな ど 言 れん 事 も、 然るべ からす。」 と宣 ひけれ ども、 猶落も 行 ざ 

(3)  よか  かたき  さい W  いくさ 

りけ るが、 餘 りに 言 はれ 奉て、 「あはれ 好ら う 敵が な。 最後の 軍して 見せ 奉らん。」 と 

ひか  お いぢから (4) おんだつ  もろ しげ  ばかり いでき  ともゑ 

て、 引へ たる 處に武 藏國に 聞え たる 大力、 御田 八郞師 重、 三十 騎 許で 出来たり。 巴 其 


中へ 懸入、 御田 八 郞に柙 ならべ、 むすと 取て 引き落し、 我が 乘 たる 鞍の 前輪に 押つ け 


on)  おち  (7) て 

て、 ちと も 働か さす 頸ね ぢ 切て 捨てけ り。 其 後 物 具脫槳 て、 東 園の 方へ 落ぞ 行く。 手 

嫁太郞 討死す。 ^ 嫁の 別當 落に けり。 

. の I  -'.  ！ しう じ. I;-  な のた まひ  ひ S ろ ^に  よろ ひ  け ふ Mb 

今 井 四郞、 木 曾 殿、 主 從ニ騎 に 成て 宣 ける は、 「日 來は 何とも 覺 えぬ？ ねが、 今ぶ は 重う 

な  いまだつ か  よわ  なに 

成た るぞ や。」 今 井四郞 申け る は、 御身 も 未 疲れさせ 給 はす、 御馬 も 弱り 候 はす。 何に 

よ  (9)  (m) き せ なが おも  それみ かたせい  (；： ) おくび やう 

依て か 一 領の御 著 背 長 を 重う は 思 食 候べき。 其 は 御 方に 御 勢が 候 はねば、 臆病で こそ、 

めし  かね ひら  お R しめ  しばら *4 せ や 

さは 思 召 候へ。 兼 平 一 人 候と も、 餘の 武者 千 騎と思 召せ。 矢 七 八 候へば、 暫く 防ぎ 矢 

仕らん。 あれに 見え 候 は、 粟津の 松原と 申。 あの 松の 中で、 御自^ 候へ。」 とて、 打て 

(c〕 あらて  ばかり  いら  かね ひら こ C か ^今-ふせ 

行く 程に、 又 荒 手の 武者 五十 騎許 出來 たり。 「君 は あの 松原へ 入せ 給へ。 兼 平 は 此敵防 


(1) 武士た る もの は 

(2) 平生に おいて は 

(3) 死にぎ はが 不手^. だと 


(4) とる にも 足らね 雜兵に 

(5〕 あれほどに 有名. おっ^ 


さう い ふ 者が ゐ ると は 


(7) 矢つ ぎ 早 i 

(00) 射 落された 者の 生死 はよ くわから 

ない が . 

(00 太刀 も拔 いて 

(fu) 正面から 斬. C- 向って 來る 者が 一 人 

もない 

(；： ：)SK 裏 に とほら たい 

(は)^ の あはせ 目な ど の 隙間 

玉 葉 . 愚暂 抄に廿 B 

(：！〕 日 S 頃。 タ 暮れ 


ぎ 候 はん。」 と 申け. れば、 木 曾 殿の たま ひける は、 都に てま!： にも 戲べ かりつ る 

が、 是迄 逃れ 来る は汝と 一 所で 死なん と 思ふ爲 也。 ときろ 乍で g れんより  一！^ で こそ 討死 

を もせめ。」 とて、 馬の 鼻を竝 て、 懸ん とし 給へば、 今 井四郞 馬より ip、 おの 馬の 口 

- - ： 1 , ： マレ ゆき： と  ？) とし、 J ろ ひ 3/  (iwj 

に 取附て 申け る は 一 弓矢 取り は、 年 比日 比 如何なる 高名 候へ ども、： t 後の 時不覺 しつ 

きチ  つか. Mi 

れは 永き 瑕に て 候 也。 御身 は疲 させ 給 ひて 候。 績く勢 は 候 はす。 敵に 押 隔てられ、 

いふか ひなき 人の 郎等に 組まされ させ 給て 討れ させ 給な ば、 おば かり 日本 國に 聞え さ 

せ 給 ひつる 木 曾 殿 をば、 何某が 郎等の 討 奉た るな ど 申さん 事 こそ う 候へ。 唯 あの 

松原へ 入せ 給へ。」 と 申ければ、 木 曾 「さらば」 とて、 粟津の 松原へ ぞ馳 け^ふ。 

今 井 四郞唯 一騎、 五十 騎 許が 中へ かけ 入り、 镫蹈張 立上り、 大 音聲撝 て、 名乘 ける は、 

「日 比 は 音に も 聞きつ らん、 今 は 目に も 見 給へ。 木 曾 殿の ^ぎ デ今 井の 四郞 «¥、 生 


年 三十 三に 罷 成る。 さる 者 ありと は、 鎌 倉 殿まで も 知 召された るらん ぞ。 兼 平, て 


見參に 入よ。」 とて、 射殘 たる 八 筋の 矢 を、 指つ め 引 詰 散 々に^る。 I) 生 は 知らす、 ^ 

庭に 敵 八 騎射^す。 其 後 打 物ぬ いで あれに 馳ぁ ひ、 是に馳 合 ひ、 I； て 隨 るに、 11 を 合 

と 9 ち i  m と、  ノ 

する 者ぞ なき。 分捕^た したりけ り。 「唯 射 取 や。」 とて、 中に 取 籠め 雨の^; g こ 射ナれ 


ども、 鎧 ¥れ ば  1 


(13) あきま 

一す、 明 間 を 射ねば 手 も 負 はす- 


木 曾 殿 は 唯 一騎、 粟津の 松原へ^ 給 ふが、 ぉ月廿 一日、，) Milr の 事なる 


うす n ほ o- は 

薄氷 は 張 


六 七 


(1 ) タ 方で はあり 田の S に は-つす 氷 V- 

ほって & るので、 深い 泥 H とも 知らす 

に 

(2  ) 馬の 首まで も 泥に 埋 つた 

(3) 鎧で 鞍の 下の 泥 を挢ふ 

(4)SK でう つ て も 馬 は 動かね 

(5) 眞向。 兜の 鉢の^ 面 


たりけ り。 深 田 有と も^らす して、 馬を飆 とうち 入 たれば、 馬の かしら も兑ぇ ざり け 

(3)  (4) うて  はだら  ゆく へ J<-_d つ. A  *9 

り。 あふれ ども/ \、 打 ども/ \ 動かす。 今 井が 行末の 覺束 なさに、 振 あ ふぎ 給へ る 

ひい 


內甲 を、 三 浦の 石 田 次， 郞爲 久追懸 て、 よ 引て ひやう と 射る。 痛手 なれば、 まか ふ を 馬 

かしら あて 5 つぶ  ； i しだ  おちあう  、  >  • , 

の 首に 當て 俯し 給へ る處 に、 石 田が 郎等 二人 落 合て、 終に 木 曾 殿の 頸 をと て. to 太 

さき つら  さし あ  あげ  こ Q ひ ろ  k  f 

刀の 鋒に 貫ぬ き、 高く 指 上げ、 大音 聲を撝 て、 r 此日 比日 本國に 聞え させ 給 ひつる 木 曾 

うらの いしだの  ためひさ  -  >  いく *さ  ： 

殿 をば、 三 浦 石 田 次 郞爲久 が 討 奉た るぞ や。」 と 名のりければ、 今 井四郞 軍し ける 力、 

ちれ  いくさ  これ  - と C ばら 

是を 聞き、 「今 は 誰 を かば はむ とて 軍 を もす ベ き。 是を見 給 へ 、 東阈の 殿原、 日本 一 の 

がう  t おい  さき  ふく  かさま とび  つらぬ  5 せ 

剛の者の 自害す る 手本。」 とて、 太刀の 鋒 を 口に 含み、 馬より 倒に 飛 落ち、 貰 かて ぞ失 

にけ る。 去て こそ 粟津の 軍 は 無り けれ。 


〔梗概」 甞 ての 僚將 にして 遂に 背いた 源 行 家 を 討伐の ため 河內、 紀 伊に 轉戰 中の 樋 口 兼 光 も 

京に 引返して 羲經の 軍に 捕 はれて 殺された。 この まぎれに 平氏に 八 島から 攝津に 前進し、 一の 

谷に 城 を かま. へ、 福 原まで 進んだ (aa 誅罰) ところが、 s: 國ゃ淡 路の土 豪が 平氏に 背いた の 

で 能 登 守 敎經は 悉く これら をけ ちらした (六 富 度 軍)。 さて 範賴 • 義經は 院參の 上、 平氏 追討の 

院宣 を 蒙って 發 向した。 二月 四日、 福 原の 平氏 は故淸 盛の 佛事を 行 ひ、 七日に いよく 源平 兩 

軍の 開 戰と定 つた (三 草 勢 揃 )o 平氏 方 は資盛 を大將 軍と したが、 夜 討の 奇襲に あ ひ 敗れ、 資盛 

は 八 島に 逃れた (一一 一草 合戰) ので、 平氏 は 能 登 守敎經 を大將 軍と した。 義經は 一 の 谷 城の 丙に 


ト£まり％麦0 暢逮 二お ようとし、 老馬を 先に 立て 深山に 

向 ひ、 ill  一  a その子 直 家 

人り、 i 久 とい ふ纖 p)  rhriii な 

と 平 山 季重 が 一 番乘の 功名 $ うて 霞し ( 一 ニ囊き ？ 

戰 死につ , いて 梶原景 時が 死闘して、 戰は始 つた (二度 之懸) 


坂 


落 


r1«) 梶^ 景 S- の菅 S  . 

おめに 相 結んだ 集國 ， 

(4) みな 武^. V 篱 中の もの 


(5) 改 身方と も 乗 チぺ き 隙が みえね ほ 

ど i おひ. は 2 角であっ^ 

(R0 生 田の 森。 ^は g 镇 


(7) 坂 を かけおり よらと 

(00) その 第 勢に 

(3) 人呈 近くに 住む 鹿で 


筑 

れー 


：  C  二  にした う MP 

X  (2 ま、 f  $  0  n、 舉 f  、 横 5  i ひ-都 

(是を 初めて！ 足禾 三- ま" ふれ f\ ふ S く、 靖ぶ聲 山 を, か 

： 一 鍵の 兵 ども、 忽 じて 源平^ あ ひ 負 |?懸ぉ 

、 馬 の醒 き， 如し。 きる 霊 li ら す、"〕 ひ；： 押 双べ 

irt  て まふ も 有り。 痛 t て 討死す る もの も 有り ず 押お 

退く も 在り 1 と I ふ は J ゥ） '。 蚤^-る 、も あり。 何 

丄 きっさ^ S へて あねる も 有り。 或は 取て 押へ て 頸 を搔ぁ 

組で 落ち 1 て 死ぬ る I  -、？ ^VH わりで は 叶 ふべ し 共 見え ざ 

とも 見え ざり けり。 か、 りし かど も 1$^.^  ^ 

り 1、 九郞 きし 司攀』 て 七 曰の 曰の^ のに： じ 一谷の 後 U おへお 

f ん とし 給 ふに、 まに きり けん、 £  一一  ■ 一  わつ： rt^^u 

。域の 中の II てま f らんぎ も、 毒 i 九 i 


本 文 


(2) 何 にても あれ" 何で あら 5 と 


(3) 盛佼 

盆な^ 生 を 犯した 上に 矢 をむ だ 

にした こと だ 


( 5  ) ちゃ レ と。 ぶじ！ 


(7) さあ。 それ。 ー禺 治 版本に 「ぉゾ 落 

せ」 


(00) 川の 流れ 落ちる やうに 

(9) 中途で 平らに 埕 にな つて ゐると 一 

ろ 

(^) 大きい 平お い 石 

(U) 釣瓶 を 菘すキ うに 垂直に 


(は) 三 浦 S の 武士 

(S3) 鳥  一 ^飛 立った 位で さへ 

(M) 三渖 地方の 馬場の やうな ものにす 

ぎない- 

(J2) えいく のゎ聲 さへ 低く して 

(55) あまりに も 危^^まる 怖ろ しさに 


篇  一 七 〇 

なか し、 おちあ  あや  (1) い .A  5 へ 

べきに、 是 程の 大勢の 中へ 鹿の 落 合 ふこ そ 怪し けれ。 如何様に も、 上の 山より^ 氏 落 

さわ  C  ん- けち  どころ きょ す、 い  (O0 な 

すに こそ。」 と 騷ぐ處 に、 伊豫 國の 住人、 武 知の 武者 所 淸敎、 進み出で、 「何んで まれ、 

かたき  いでき  乃が  やう  を じ A  いと fto  めじ A  •  卜 

敵の 方より 出來 たらん 者 を、 遁 すべき 樣 なし。」 とて、 男 鹿 二つ 射留 て、 妻 鹿 をば 射で 

とほし  (：ふ  せん  し. -ぃ やう  > たき  ふそが 

ぞ通 ける。 越 中の 前 司、 「詮ない 殿原の 鹿の 射樣 哉。 唯今の 矢 一 つで は、 敵 十 人 は 防ん 

(4 ン つみ  せい  おん ざ うし  じ やうく わく はるか み 

する 物 を、 罪作りに 矢 だうな に。」 とぞ 制しけ る。 御曹司、 狨 廓 遙に 見渡いて おはし 

おと  お 含  おと  を  -"! 

ける が、 「馬 ども 落いて 見ん。」 とて、 鞍 置 馬 を 追 落す。 或は 足 を 打 折て ころんで 落つ 

1.5)  /、らおき  びき  の  や. a-fc  5 へ  >  つい みぶ る ひ  >  . 

或は 相違な く 落て 行 も あり。 鞍 置 馬 三 匹、 越 中前 司が 屋 形の 上に 落着て 身 振して そ 立 

._< ：ん し  (.r) ぬしく  そん  >  (7) 

たりけ る。 御曹司 是を 見て、 「馬 共 は 主力が 心得て 落さう に は、 損す まじい ぞ く は 落 

よしつ ね  ま-つ  ま さき かけ  つ f  おな 

せ。 義經を 手本に せよ。」 とて、 先 三十 騎 ばかり 眞先懸 て 落されけ り。 大勢 ^核いて 落 

さじ  すな  (8) なが 

す。 後陣に 落す 人人の 鎧の 鼻 は 先陣の ^甲に 當る 程な り。 小石 交りの 砂 なれば、 流れ 

おと  ばかり おと  (Co だん  しも み  . (^ほ、^；..  く 

落しに、 二 町 許さと 落いて、 壇なる 所に 引へ たり。 夫より 下を兑 くだせ は、 大 磐石の 

苔む したる が、 釣瓶 落しに、 十四 五丈ぞ 下た る。 兵 どもう しろへ とて かべすべき やう 

こ、 ，い 、ー  ひか 

もな し、 又 さき へ おとす ベ しと も 見えす。 r 爱ぞ 最後。」 と 申て、 あきれて 15 へ たる^ 

1-) さよら D  よし つら す、 取いで  (^)  たて  s ふ 

に、 佐 原 十郞義 連、 進出て 申け る は、 「三 浦の 方で 我等 は 烏 一 つ 立ても、 朝夕 か « の 所 

(4)  ば f  ま * きかけ  つ 

を こそ は馳 ありけ。 三 浦の 方の 馬場 や。」 とて、 眞先懸 て 落しければ、 兵 者み な较 いて 

^す。 えいく 聲を 忍びに して、 馬に 力 を附て 落す。 餘 りの いぶせ さに HI を 塞いで ぞ 


(1) 大體、 人間業で はたい 

(2) 山 g が 反 饗して 大きく 聞え たので 


(3) かねて 用 怠して あった 船 

(4) 群がり 乘 つたので は 

(K0 身分の高い人 

(6) 薙ぐ やうに 斬り 拂 つた 

(7) 船に つかまれば 斬り 捞 はれる と は 

十分 知って ゐ ながら 


(00) 血 だらけに な つ て 

(9)K けた ことのな いのに 


>  ,1)  し.' わ ざ  しょ &  おと  よて 

落しけ る。 お ほかた 人の 爲 態と は 見えす、 唯 鬼神の 所 爲とぞ 見えたり ける。 落しも^ 

. とき  つく  (2) び こ こた 

ねば、 閧を どと 作る。 三千 餘騎 が聲 なれ ど、 山彥に 答へ て、 十萬餘 騎とぞ 聞え ける。 

むら. A み G+5 んぐ わんだ いやす くに  いだ  や か たか 9 や  やきはら 

村 上 ^官 代 康國が 手より 火 を 出し、 平家の 屋形 假屋を 皆燒拂 ふ。 折節 風 は 烈し ゝ、 

くろけ ぶり  もし だす 

黑煙 おしかくれば、 平氏の 軍兵 共、 餘に 遽て噪 いで、 「若 や 助かる。」 と- 前の 海へ ぞ多 

はせい  みぎ は  (3)  あり 

く馳 入りけ る 。汀に はまう け 舟 どもい くら も 有 けれども 、「我れ 先に 乘 らう。」 と 船 一 艘 

に は 物 具した る 者 共が、 四 五 百 人ば かりこみ 乘 らうに なじ か はよ かるべき。 汀より 僅 

め  まへ  そう しづ  (5) よ  C 

に 三 町ば かり 推 出いて、 目の前に 大船 三艘 沈みに けり。 其 後 は、 好き 人 をば 乘す とも 

ざ ふにん  (《0  (7)  しり  のせ 

雜人共 をば のす ベから すと て、 太刀 長刀で ながせけ り。 かくする 事と は 知ながら、 乘 

うちきら  の  みぎ は 

じと する 船に は 取 付きつ かみ 附き、 或はう で 打 切れ、 或は ひぢ打 落されて 一 谷の 汀に、 

(S) あけ  なみ ふし  いくさ  (Co  、，か V- 

朱 になて ぞ並 臥た る。 能 登 守 敎經は 度々 の 軍に、 一度 も不覺 せぬ 人の、 今度 は 如何 


思 はれ けん、 薄墨と 云 馬に 乘」 

岐の八 島へ 渡り 給 ひぬ。 


、 西 を 指て ぞ落給 ふ。 播磨國 明 石 浦より 船に のて、 讚 


Ife 槪〕 大手で は、 濱の手 も 山の手 も 搦手の 總 崩れに 浮 足 立ち、 ここに 平氏 は 完全に 敗れた。 

山の手の 侍 大將越 中前 司 盛 俊 は 猪 俣 則 綱に 謀られて 戰 死した (越 中前 司 最期)。 


本文 篇 


忠度 最期 


(2) 鎧 若 用のと きの 鎧 直垂 

(3) 金粉 を ふりかけた 梨 地 模樣 

(4) 武^ 七篱の 一 つ 

(5) 吾妻 錢に阒 部 六 野太 忠 S 

tce) 馬に 鞭 5 ち g も あ ふ つて 一 散に 

(7) 忠 度の 言。 S は 源氏 方お 

(8)鑤 も 酢に つけたの で » も- 禺 く 塗 つ 

てゐ る。 おはぐろ a め 

(9) 貴公子 

(W) 諸國 から 徵發 した 武士 達 

(H) 一  人 も 助けよう とせす 

(W) 紀 伊の 熊 野 山中で 荒々 しく 育 つお 

から 


(53) おくれたがら も a つけて 

(M) もはや 最後の 死に時と 

(巧) 臨^の とき 念 佛を十 g となへ ると 

往生す ると い ふ 

(W)MSS!S21 眞身 観の 文 • 念 怫のぁ 

ふ-の SS 向 文。 佛の 慈悲 は 遍く念 佛の行 

^は 必す淨 土に 迎 へて 捨てさせ 給 はね 

の 意 


薩 


くろい とお どし よろ ひき 

黑絲 威の 鎧 著 


1 谷の 西 手の 大將 軍に て 坐け るが、 紺地の 錦の 直垂 

たくまし  (3) い かけ ぢ  くらおい  なか うち. ^こま 

. 逞 きに、 沃懸 地の 鞍 置て 乘り 給へ り。 其 勢百騎 ばかりが 中に 打圍れ 

さわ  ひ. A  お ち  (to  (5) を かべ Q  *lf すみ  (6) むち 

て、 いと 噪 がす 引へ 引へ 落 給 ふ を、 猪 俣 黨に岡 部 六彌太 忠純、 大將 軍と 目 を 懸け、 鞭 

あぶみ あは  おいか  .  (7) 

葭を 合せて 追 付 奉り、 「抑 如何なる 人で まし まし 候ぞ、 名 乘らせ 給へ.。」 と 申ければ T 是 

A かた  あ ふ  か ぶと  ， いれ  0/O.A ねぐ ろ  かねつけ 

は 御 方 ぞ。」 とて ふり 仰ぎ 給 へ る內 甲より 見入 たれば、 鋏黑 也。 「あはれ 御 方に は 魏附た 


る 人 はない 者 を、 平家の 君達で おはす るに こそ。」 と 思 ひ、 押竝 てむ すと 組む。 是を見 

(S)  か9  (=0  われさき 

て百騎 ばかり ある 兵 共、 國々 の假 武者 なれば 一 騎も落 合 はす、 我先にと ぞ落 ゆきけ る。 

やつ  (y)  くま^ おひた ち だ いぢから ほや わざ 

薩摩守 「惡ぃ 奴 かな。 御 方 ぞと云 はゾ云 はせ よかし。」 とて 熊 野生 立 大力の 疾 態に てお 

はしければ、 やがて 刀 を 拔き六 彌太を 馬の 上で 二 刀、 おちつく 處で 一 刀、 三 刀 迄ぞ突 

よろ ひ  とほ  5 ち. A ぶと つき いれ  うすで 

かれけ る。 二 刀 は 鎧の 上 なれば、 透ら す。 一 刀 は、 內 甲へ 突 入られ たれ ども、 薄手な 

し  とおさ. わら rt(£〕 おくれ はせ は * 

れば 死な ざり ける を、 捕て 押へ 頸 を搔ん とし 給ふ處 を、 六彌 太が 童、 後馳 に馳來 て、 

うちが たな ぬ  まつ  CS) かう  、 ，  に 

討 刀を拔 き、 薩摩 守の かひな を ひぢの 本より ふと 切り落す。 今 は 角と や^ はれ けん 

しばし の  0 となへ  つかう  おけ  たげ つけ  そ c うち 

r 暫 退け、 十念唱 ん。」 とて、 六 彌太を 腱で、 弓 長ば かり 投 除ら る。 其 後西に 向 ひ高聲 

S へんぜう  せっし しゃ  のた ま  はて  i 'しろ 

に 十念唱 へて、 「光明 遍照十 方 世界 念佛 衆生 攝取不 捨。」 と宣 ひも 果 ねば， 六彌太 後よ 


y  t? 具 


(2) 族に 日 も-くら し 宿の ない 時 木の 下 

に 野宿 すれば 花に その 夜の 主人で ある 


〔3) あ 哀 相に 

(4) 欹を俊 K に © んだ。 「お 菘」 ^ 


9  くび 5 つよ  5  1 

りよて、 薩摩 守の 頸 を 討。 好い 大將 討たり と 思 ひけれ ども、 名 をば , とも 知ら ざり け 

ふみ 


るに， 旅に 結び 附られ たる 文 を 解て 見れば、 「旅 宿 花」 とい ふ 題に て 一 首の 欹を ぞ讀ま 

れ ける。 

(2)  こ  した かげ やど  あるじ 

ゆきくれて 木の 下 陰 を 宿と せば、 花や こよ ひの 主なら まし。 

た^- ：  p  し，  さき つら  *v しあ 

中ん 度と 書かれた りけ るに こそ、 薩摩 守と は 知て けれ。 太刀の 先に 貰ぬ き 、高く 差 上げ、 

^  ひ W ろ  み .？！  n  を. A*、  た す 

大音 聲を揚 て、 r 此日來 平家の 御 方に 聞え させ 給つ る 薩摩守 殿 をば、 岡 部の 六彌太 忠純 

かたき み M  (3)  ぶ げぃ 

討 奉た るぞ や。」 と名乘 ければ、 敵 も 御 方 も是を 聞いて、 「あないと ほし、 武藝 にも 歌道 

にも 達者に てお はしつ る 人 を。 あたら 大將軍 を。」 とて、 ^を 流し 袖 を ぬらさぬ は 無り 

子り。 


r 梗概. 一 生 田の 森の 副將軍 平重衡 は 後 糜 盛 長と 主 從ニ騎 で 落延びる ところ を梶 原景季 その 乘 

馬 を 射、 叶 はず 腹切ら うとす ると ころ を 捕 へられた。 知らぬ顔で；^ げた 盛 長 は. 後に 爪彈 きされ 

たとい ふこと である (重衡 生 捕)。 


,1 七三 


本文 篇 


七 四 


软盛 S 期 


(1) 武 ss^si 谷の 住人。 運 生坊と 改め 

出家し、 承 元 二 年 寂 

f2) 生絲 も^。 探 絲も镎 として 檨 つた 

箱 

(3) 效ぉ なつけた。 兜の 前 立 物の 一 。 

備中銥 の 形と も 或は 慈姑 形の義 ともい 


(4) 塚 の^の §3 一白の はっきり 

矧 いだ 矢 

(5)™sf をぎ つ し h 'ま い た 弓 

(6) 葦毛に 灰色の 粲 形の ある 

(7) めがけて。 さして 

(00) 一  段 は 一 町の 十分の 一 

(9)忠.怯にも 


(：=) 哀れで 斬れたかった 


(は) 人^に 入る ほど の 者で はない- 

先祖 代々 住みつ いて ゐる 

高名 手柄になる りつば な 

(は) 知つ てゐ る^が あらう 

(S5) あ 、りつば な 大將： 庫 だ 


軍 破れに ければ、 熊 谷 次郞 直實、 「平家の 君達 助け船に 乘 らんと、 汀の 方へ ぞ^ち 給 ふ 

あ^ よ. A  くま  あゆ  (2) ねりぬ き つるぬ， n  ひた 

らん。 哀れ 好ら ぅ大將 軍に 組ば や。」 とて、 磯の 方へ 步 まする 處に、 練 貰に 鶴鏠 たる 直 

たれ  もえぎに ほひ t ろ ひき (3) く はがたう  を  こがねつ，、 D-  X,  (4)*. り ふ  お 

垂に、 萠黄 匂の 鎧 著て、 鍬 形 打た る 甲の 緖を しめ、 金 作の 太刀 を帶 き、 切 班の 矢 食 ひ、 

しげ. M う . も (K) れん ぜん あしげ  き ふくりん くらおい の  • おき  (7) 

滋 籐の弓 持て、 連錢蘆 毛なる 馬に、 黄 覆輪の 鞍 置て 乘 たる 武者 一騎、 沖なる 船に 目 

かけ  い  ん ばかり  くまが へ  み i& ら 

を懸 て、 海へ さと 打 入れ、 五六 段 計 泳がせた る を 熊 谷、 「あれ は、 大將 軍と こそ 見參せ 

(Co まさ  かたき うしろ  かへ  あ ふぎ おげ まね 

候へ。 正な う も 敵に 後 を 見せさせ 給 ふ 者 哉。 返させ 給へ。」 と、 扇 を揚て 招きければ、 

5 ち あが  おしなら ぺ  くん  と 

招かれて 取て 返す。 汀に 打 上らん とする 所に、 押竝 て、 むすと 組で、 どうと^ち、 取 

おさ  くび t  かぶと おしあ ふの  うすげ しゃ 5 

て 押へ て 頸 を搔ん とて、 甲 を 押 仰け て 見ければ、 年 十六 七ば かりなる が、 薄假粧 して 

か ねぐ ろ  (S)  ようがん  ぴ れい  (=) 

鐵醬黑 也。 我 子の 小 次 郞が齢 程に て、 容額 誠に 美麗な りければ、 何く に 刀 を 立べ しと 

^  c ら  まゐら 

も覺 えす。 「抑 如何な る 人 にて まし まし 候 ぞひ名 乘せ給 へ 。 扶け參 せん。」 と 申せば、 r 汝 

fc  (は) そ s  e  02)  くまが への なほ ざ ね  な 

は 誰 そ。」 と 問 給 ふ。 「物 其 者で は 候 はね ども、 武藏國 の 住人 熊 谷 次郞直 實。」 と 名乘冲 

なん ぢ  (3) よ かたき  な の  /、び と 

す。 「さて は汝に 逢うて は名乘 まじい ぞ。 汝が爲 に は 好い 敵ぞ。 名乘ら すと も 頸 を 取て 

(>ぃ) み しら  のた ま  (•£)  この ひと 

人に とへ。 見知う する ぞ。」 とぞ宣 ひける。 「あはれ 大將軍 や。 此人 一人 討 奉たり とも、 

いくさ  かつ  いくさ まく  あら 

食く ベ き 軍に 勝べ き^もな し。 又 討 たてまつらす とも、 勝べ き窜に 負る 事 もよ も 有 じ。 


(2) 景 時か景 季か景 家 か 不詳。 おそ 

くは景 時で あ. らう 


(3) 御 冥禧も 弔ら ひませ 5 


(4) 喪心し +； さま 

(5) そのまま， では ゐられ ない ので 

(R0 武士と いふ 身分 ほど 


ぐる  5 た  « か 

小 次郞が 薄手 負た る を だに 直實は 心苦しう 思 ふに、 此 殿の 父、 討れ ぬと 聞いて、 如何 

なげ  うしろ  (ー) ど ひ 

-) 實平。 58 手の 待大將  計 か 歎き 給 はんすらん。 あはれ 抉け 奉らば や。」 と 思 ひて、 後 をき と 見ければ、 土 肥、 

(2) かち  くまが へ^み だ  たす ま ゐら  み 

梶 原 五十 騎 計で 綾いたり。 熊 谷淚を 押て 申け る は、 「助け 參 せんと は存 候へ ども、 御 

かた . うん. A  のがれ  なほ ざ ね 

方の 軍兵 雲霞の如く 候。 よも 逃させ 給 はじ。 人手に かけ 參 せんより、 同く は、 疸赏が 

かけ  のち (3) け 5 やう  くび と 

手に 懸參 せて、 後の 御 孝 IS を こそ 仕 候 はめ。」 と 申ければ、 「唯とう く 頸 を 取れ。」 とぞ 

のた ま  あまり  いづく  たつ  きえ 丈 

宣 ひける。 熊谷餘 にいと ほしくて、 何に 刀 を 立べ しと も覺 えす、 目 も くれ 心 も 消 果て 

(J0 ザん W ふ かく お K  (5)  なく/ ヽ くび  か  、 

て、 前後 不覺に 思え けれども、 さてし も 有るべき 事なら ねば、 泣々 頸 をぞ搔 いてけ る。 

(6) ゆみや  くち をし  ぶげい  うま  なに  うき 

「あはれ 弓矢 取る 身 程ロ惜 かりけ る 者 はなし。 武藝の 家に 生れす ば、 何とて か k る 憂 

め  なさけ  うち  かきく ど  かほ JC しあ 

目 をば 見るべき。 情なう も 討 奉る 者 哉。」 と 搔ロ說 き 袖 を 額に 柙當 て、、 さめ， <\ とぞ 

た きゐ  よろ ひひた、 れ と  つつ 

泣 居た る。 や \久 う あて、 さても 在るべき ならねば、 鎧 直垂を 取て、 頸を裹 まんと し 

にしき ふくろ いれ  ふえ  この あかつき じ やう 5 ち 

ける に、 錦の 袋に 入た る 笛をぞ 腰に 差された る。 「あないと ほし、 此 嘵 城の 內 にて、 

(7〕 くわん げん お ま  み かた  なんまん ぎ  ある 

管 絃し給 ひつる は、 此人々 にて おはしけ り。 當時御 方に 東 國の勢 何 萬騎か 有らめ ど 

いくさ  ふえ も  あら (00〕 じ やうら ふ  おさ 

も、 軍の 陣へ笛 持つ 人 はよ も 有 じ。 上 藤 は猶も 優し かりけ り。」 とて、 九郞御 宵 司の 見 

： いれ  なみだ  C ち  (9) しゅり だいぶ つお も， 

參に 入たり ければ、 是を 見る 人淚を 流さす とい ふ 事な し。 後に 聞けば、 修理 大夫^ 盛 

だいふ あつ もり  なら  それ  (S) ほっしん 

の 子息に 太夫 敦盛 とて、 生年 十七に ぞ 成れけ る。 其より して こそ、 熊 谷が 發 心の 思 ひ 

くおん ふえ  お ほち た f も B-  じ やう や  と ば Q  たま  ， 

はす、 みけれ。 件の 笛 は、 祖父 忠盛、 笛の 上手に て、 鳥羽院 より 給 はられた りけ ると 

平 家 物語 卷第九  一七 五 


(7〕 樂器も 奏して ゐ たの は 

(8) やはり 貴人 は 

(9) 忠 盛の 子。 渚 盛の 弟 

(^) 出家の 心 も 起す こと。 吾妻 鏡建久 

I 二 年 十  一 Er 廿 五日の 條 によれば 久下權 

守 度 光と 莊 BS 境 界 C  0 から 御前の 裁 

决を 仰いだ が 直實に 不利で 怒って 除髮 

逐電し た とい ふこと である 


本 文 

(1)$a の 技に すぐれて ゐ たので 

(2) 婆 衰 記に 「さえ だ」 i 

(3) 「顧 以，, 今生 世俗 文字 之菓狂 曾 綺語 

之 誘 >asp, 當 来世々 f ^乗 之 SISS 

之緣 ？」 (白 氏 文集) によつ おもの。 「助 

H に 集」 にも 見える 

( 4  〕  も-: !e し 成^す る の 原因と な つ 


索 


ぞ 聞え し- 


1 七 六 

r-s^rirw'-  x  あつ も_»(1)き ，や 5.  よ 

^盛 相傳 せられた りし を、 敦盛 器量た るに 依て 、持た.^ たりけ ると かや- 


t  (2) こ 、そ^  (3) き やう げんき ぎ よ ことわ 9 いひ  つ ひ (i さしぶ ゥ う 、c 

名 をば.^ 枝 とぞ 申け る。 狂言 綺語 の 理 と ゃ1 ながら、 遂 に 讚 佛乘の g とな る こ そ あ 菸れた 比 


L 梗槪〕 平敎 盛の 子 成 盛、 轾 盛の 子 經正も 討 たれた。 知 盛の 子 知 明 も 父 を 助けん として 討た 

れ、 知 盛の 悲傷は^かった (知 章 期)。 重 盛の 末子 師盛、 この 日の 山の手の 大將軍 通 盛 も 討た 

れ、 宗徒で は 以上の 人々 の ほか 十 人、 その他で ニ千餘 人が 討 たれ、 八 島に 落ちた 平氏の 心 はさ 

む ざむ とした ものが あった (落 足)。 中に、 通 盛の 妻 小 宰相 は 悲嘆の あまり、 八 島への 船中から 

^に 投じて 夫 の^を 追 ふ 悲劇 もあった (小 蓥相身 


平家物語 卷第十 


〔梗 槪〕 壽永 三年 二月 七 曰、 一の 谷で 討 たれた 平氏 一門の 入々 の 首 渡しが あった。 都に のこ 

つて ゐた維 盛の 北の方 は、 その 中に 維 盛の 首な きに よって 八 島に 文 を やり、 維 盛 ももう 一度、 

)  北の方と あはう と 決心した (首 渡 )。 生 捕られた 重衡 は、 土 肥 次郞の 情で 北の方に あった (內裏 

女房)。 さて 八 島へ は、 重衡の 身柄 を條 件と して 三種の神器 を 還し 奉るべき 旨の 院宣 を 遣され た 

(< 島 院宣) が、 平氏 は 一 門 合議の 上 拒 絕の請 文 を 奉り (請 文)、 從 つて、 重衡の 身柄 は、 鎌 倉 

. に護笾 される ことにな り、 出發 前、 法 然房を 招いて、 往生の 心得 を 悟る ところがあった (戒 文)。 

海道 下 

s^s^ さる 程に、 お 三位つ 中將 をば、 佐 SJli 申されければ、 さらば 下さる ベ 

(2) 重 衡を濂 倉へ よこせよ と  ノ， ひ".、 5 ベね ひ. ら  おん ざ うし  、ノ 

す) i 元年  しとて 土 肥 次郞實 平が 手より、 先 九郞御 jez 司の 宿所へ 渡し 奉る。 &) 三月 十 曰、 

かげ， 二き ぐ  t  J- 

平 三景 時に 具せられ て、 鎌 倉へ こそ 下られ けれ。 西國 より 生 捕に せられ、 都へ^ るピ 

(4) 山城 S 宇治 郡 山 科 村四 宮  こ 口  *« き こ ， ^  ^  lh  ノ、/ '3--U3:  r  "1 ヌれ ，(，7〕 し のみやが はら 

•fLI^I きに  <. 「ヌ關 の 東へ 趣 力れ けん、 もの 中、 推 量られて 哀也。 四宮河 京に^ ぬ 1 ば、 

平家物語 卷第十  ニニ， 


本 文 

(1) 第 六 〇 代 醒» 天皇 

(2) 今 #T 物語 集に 宇多 天皇 第 八 皇子 敦 

實 親王の 雜 色と ある 

(3) 逢坂の^ の 嵐の ほ lb しきに しひて 

ぞゐ たる 世 をす ごすと て (SS 古今 集、 

揮 丸) 

大皇 皇子 兵 部^ 克明 親王の 子， 

源 博雅。 天 元三 年 薨。 この 傳說は 今昔 

物語 集 等に 見える 

(5) 琵琶の 秘曲の 流 泉 • 啄木 ，揚 眞^。 

今昔 物語 集に は 流 泉 啄木の み 

(R0 世の中 ほ i て も かくても 同じ こと 

宫 も ゎら屋 も はてしなければ (新 古今 

集， 03 

(7) 勢 田の 長 撟と もい ふ 


篇 


七 < 


一 9  -ー.：：？-:;:ー-¥テー丄；-1^ぉぉ么：を 


山の 鏟の緣 語 

(；： ) 伊 吠 山。 近 江と 美 濃の 境 

(5a) とく 仁心に かける 

(S3〕 あれて 却って g 雅 なの は 

(W) 美 濃 國不破 郡。 昔の 三 開の 1 。 人 

す もね 不 破の 開 屋の板 庇 あれに しあと 

はた ゾ 秋の 風 (新 古今 集、 蒔 原 良 S) 

(は) いかになる 身と かけた。 鳴 海は屋 

^愛知 郡に ある 

(55) 在 原 業 平 

〈u). お 衣き つ つなれ にしつ i しあれば 

ほる ばる 来 &る旅 をし. モ 思 ふ (伊勢^ 

0. 業 平) 

今、 碧 海 郡 知 立 町の 西 

(W) 戀せ よと なれる 三 河の 八つ 撟 のく 

も 手に 物 を 思 ふころ かな (耪 古今 集 j 

で 3§ ひ みだれる 

(^) &風ゃ 彼の 音の ために 一 層 心 をな 


わ-つじ (T-) せみ まる (3) せき あらし  すま  ぴ わ 

爱に晋 延喜第 四の 王子、 蟫 丸の、 關の 嵐に 心を淸 し、 琵琶 を ひき 給 ひしに、， 博雅の 三 

ふく  ふ A  ふら  とせ  あゆみ は-一  た *p ぎき 

位と いひし 人、 風の 吹 日 も 吹ぬ 日 も、 雨の 降る 夜 も 降ぬ 夜 も 三年が 問步を 運び、 立 聞 

が  (5〕今ょ く つた  (《0 わら や とこ いにし  ち.ュ れ  あ. v<>  (7) せ 

て、 彼の 三曲 を傳へ けん 藁屋の 床の 古へ も、 思 遣られて 哀也。 逢坂 山 を 打 越えて、 勢 

た  から t しこま (s)  (Q0 ひば 9  ぢ  さと し が  5 ら なみ  (S) かすみ 

多の 唐 橋 駒 もと y ろに 蹈 ならし、 雲雀 あがれる 野路の 里、 志賀の 浦浪春 かけて 霞に 曇 


.Af み  ひら たかね  (=〕 い ぶき たけ 

る 鏡 山、 比 良の 高 峯をも 北に して、 伊吹の 嵩 も近附 ぬ。 心 をと むとしな けれども、 荒 


て 中中 優しき は、 不 破の 關屋の 板び さし、 如何に 鳴 海の 鹽 干潟、 误に袖 はし をれ つ 

1 f 


彼 在 原の なにがしの、 唐 ころもき つ 、なれに しとな がめ けん、 參河國 八橋に も 成ぬ 

(W) くもで  あはれ  ほ まな  ^し  こャゑ  さえ  い 9 え  さわ 

れば、 姝 手に 物 をと 哀也。 濱 名の 橋 を 渡り 給へば、 松の梢に 風亮 て、 入江に 噪ぐ浪 の 

おと  たび  う  (a) つく ゆ ふ i ぐれ OS) いけ だ しゅく つき  か^しゅく 2) 

音、 さらで も 旅 は 物憂き に、 心 を 盡す夕 間暮、 池 田の 宿に も 著 給 ひぬ。 彼 宿の 長者の 

ゆ や むすめ  もと ，  しゅく  P  S) つて 

湯屋が 娘、 侍從が 許に、 其 夜 は 宿せられ けり。 侍從、 三位 中 將を見 奉て 、「昔 は傳 にだ 

おぼしめしよ  け ふ-  しゅ 

に 思 召 寄ら ざり しに、 今日は か X る 所に いらせ 給 ふ 不思議 さよ。」 とて、 一首. の 歌 をた 

てま つ る。 

たび そら (？： 〕 はに ふ こ や  ふる 5:上  ： ひ 

旅の空 埴生の 小屋の いぶせ さに、 故鄕 いかに 戀 しかるらん。 

三位 中將 返事に は 


〔5) 遠 江天蒱 W の 西岸の 宿 ES 


たび そら みやこ 0 

故鄕 もこ ひし くもなし 旅の空、 都 もつ ひの すみか ならねば。 

,  うた A し いか 

中將 「やさしう もっか まった る もの かな。 此 歌の 主 は 如何なる 者 やらん。」 と御尋 在け 


遊女の 長者 (頭の 意 か) の 意。 中 

古 街道の 宿驛に 遊女 をお いて 貴人の 宿 

とした 者 

(S3) 人づ てに ぉ考 へよりに もなら なか 

つお のに 

(SJ) 旅 宿が あま. 9 にむ さくる しいから、 

さぞ 京が 戀 しからう 

(a〕 永住の 土地で はない から 

(1) 宗盛は 平 治 元年 遠 江 守、 當時十 HI 

歲 T 當國の 守た る こと 僅に 二十 餘 日な 

り、 物語 の 說信 じ 難し」 (平家物語 考證) 

(2  ) 老母 能：： 野も^ 江國に とどめて おい 


れば、 景時 長 て 申け る は 、「君 はい まに 知 召され 候 はす や。 あれ こそ 八 島. の 大臣 殿の 

かみ  さいあい  (Co  と f めお き 

當國の 守で 渡らせ 給 候し 時、 めされ 參 せて、 御 最愛に て 候し が， 老母 を是に 留置、 頻 

いとま ま を  ころ やよひ .H じ 

に 暇 を 申せ ども、 給 はら ざり ければ、 比 は 三月の 始めな りけ るに、 

い か  みやこ  なれ (3)  ちる 

如何に せん 都の 春 も をし けれど、 馴し あづまの 花や 散らん。 

いとま  さ ぶら (JO.A いだう  めいじん 

と 仕て、 暇 を 給て 下りて 候 ひし、 海道 一 の 名人に て 候へ。」 とぞ 申け る。 

みやこ 


(3) 老母に かけて いふ 

(4) 東海道 第 一 の 歌の 上手 

(5) 陰暦 三月 

(6〕® 衡に 


(7) 重衡の 母、 時 子 

〈8〕 子がなくて よか つ ^ 

<9) せめても のな ぐ さめ 

<w) 遠 江 國小笠 郡 日 坂から 捺原郡 菊 川 

に 至る ^路 

(5=) 年た けて 又 越 ゆべ しと 田 5 ひき や 命 

な hs けり 小夜の 中 山 (新 .*4, 集、 西 行 

法師) 

(は) 駿河 W 安倍 郡長 £ 村の 山。 ^勢 物 

.: 語に こ の 山道 を 「蔦 かづ ら 茂り て 物心 

. 細く」 と ある 

(52) 白 K 山。 南 E 摩 郡に ある 

ぶじに^き のびた かひに 


都 を 出て 日 數歷れ ば、 彌生も 半 過ぎ、 舂も 旣に暮 なんとす。 遠山の 花 は 殘の雪 かと 見 

,  か た ゆく すゑ  おも ひつ f  い か  しゅく 

え て、 浦々 島 々かすみ 渡り、 こし 方 行末の 事共 思 綾け 給 ふに、 「されば 是は 如何なる 宿 

のた ま  つき  なみだ  (6) 

業のう たて さぞ。」 と宣 ひて、 唯盡 せぬ もの は淚 也。 御子の 一人 もお はせ ぬ 事 を、 母の 

(7)  たげ  のす け  ほ い  よろ づ 

1 一位 殿 も 歎き、 北の方 大納言 佐 殿 も 本意な き 事に して、 萬の 神 佛に祈 申され けれども、 

. し 、るし  (80 かしこ  あら  いか  のた ま 

其驗 なし。 「賢う ぞ 無り ける。 子 だに 有 まし かば、 如何に 心苦し かるらん。」 と {.且 ひける 

(9) せめ  (S) さ やの なか やま  (U) 二 ゆ  お ぼ  あは 

こそ 貴ての 事 なれ。 佐 夜中 山に かかり 給 ふに も、 又 越べ しと も覺 えねば、 いと ど 哀れ 

か f- そ ひ  たもと  ぬれ  (ほ〕 う つ  お ま */  つた みち  K そ  て W し すぎ 

の數 添て、 袂 ぞいた く濕 まさる。 宇都の 山邊 の^の 道； 心細く も 打 越えて、 手 越 を 過 

ゆ  .V ほざ. A  (は) か ひ しらね  の  おつ 

て 行けば、 北に 遠 去て、 雪白き 山 あり。 問へば 甲斐の 白 根と いふ。 其 時 三位 中將、 落 

なみだ おさへ 

る淚を 押て かう ぞ思ひ 綾け 給 ふ。 

A し  け ふ  (3〕 つれな き  しらね 

惜 からぬ 命 なれ ども 今日までに、 强顏 かひの 白 根 を も 見つ。 

きょみ  せき  ふ じ  せいざんが f  ふ  さく/ \ 

淸 見が 關打 過ぎて、 富士 のす そ 野に 成 ぬれば、 北に は 靑山峨 々として、 松 吹く 風 索々 
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本 文 

<1) 足 枘明， II の^ 說 によった。 補註^ 

照 

(2) 長 門 本に 「こよろ ぎ」 と ある。 相 


篇 


八 〇 


(30 酒 匂 川の 古名 

(4) 大^の 西。 今 併せて 相椟 S 中郡大 

ほ 町に 入る 

(5) 海道 記に-八つ ほと ある 

(6) 高座 郡 鵠招村 町の 迻 

(7)簾 倉 郡 ケ笮の 古名 か 

(8) 三月せ 七日 伊豆の 圉府に 到着。 親 

胡 は 鹿 狩で 北條 にあり、 翌廿 八日 そこ 

で 引見した. 


(1)- 

o  5 


たり。 南に は 蒼海 漫々 として、 岸う つ 浪も茫 々たり。 戀 せば やせぬ ベ し、 1 こ ひせす と 

うた  あし がら  (Co  も B<3)* りこ おは 

も 有け りと、 明 神の 歌 はしめ 給 ひける 足 柄の 山 を も 打 越て、 こ ゆるぎの 森、 鞠 子 河、 

(4) こ いそ  (5)  (6) と がみ はら C70 み 二し ？ き  すぎ いそ 

小 磯、 大 磯の 浦、 やつ まと、 砥 上が 原、 御輿が 崎 を も 打 過て、 急がぬ 旅と 思へ ども、 

.A さ  (0T0.A まくら  い 9 

日數 やう/ \ 重なれば、 鎌 倉へ こそ 入 給へ。 

1 本朝 神社 考に、 「足枘 明 神、 昔赴レ 唐、 其 妻祌獨 留守 三歲、 明神歸 朝、 -妻祌 色白 肥 美、 明 神 

曰、 思慕 之^、 待 レ歸之 心、 必可ニ 痩衰？ 今 何 肥而魔 哉、 不レ 思レ我 也、 遂去ニ 妻 神？」 と ある 傳 

說に據 つて ゐる。 


〔梗概〕 頼 朝 は 重衡を 引見し、 私の 敵に あらず 朝敵で ある 上に、 南都の 燒 打のと きの 將 軍で 

も あるので、 狩 野 介に あ づけ、 千 手前に 命じて 風流に なぐさめた。 千 手前 は 重衡の やさし さが 

物 思 ひの 種と なり、 重 衡が奈 良で 殺された とき、 33 家した とい ふ (千 手前)。 維 盛 は 八 島 を脫出 

して 高 野に 瀧 口 入道 を 訪れた。 瀧 口 入道 はもと 重 盛の 家来であった が、 撗 笛との 悲戀 に發 心し 

て聖 として 高 野に 行 ひ 澄して ゐた 者で ある (横笛) が、 北の方 故に 八 島を脫 出した 維 盛 を案內 

して、 熊 野の 堂塔 巡禮 をし (高 野 之 卷)、 遂に 瀧 口の 手で 出家し (雄 盛 出家)、 熊 野に 到って あり 

し 昔の 榮 華に 淚 しながら も 後世の 祈念 を果し (熊 野參詣 )、 遂に 濱の宮 から 舟 を 漕ぎいだ して 入 

水した (維 盛 入水)。 


賴 朝に 義仲 追討の 賞に 正 下の 四 位に 叙せられ た。 池 大納言 賴盛 は、 昔賴 朝の 一命 を 救った IS 

尼の 子で、 賴 朝の 報恩 を恃ん で、 一門の 都 落に も 行かず 京に ゐ たが、 四月、 關 東に 下り、 もと 

■ の 大納言に 返り咲いた。 伊賀 伊勢の 平氏 重恩の 侍 達の 蜂起 も 忽ち 平定され た。 維 盛の 北の方 は 

その 入水 を 聞いて、 出家して 後世 を 弔った (三日 平氏)。 それ を 聞いた 賴朝 は、 重 盛の 子息 等の 

悲運に 淚 した。 さて、 後鳥羽 天皇の 御 卽位式 あり、 範賴、 義經 も 官位 を 賜 はり、 九月、 再び 平 

氏 追討に 西へ 發向、 備前國 藤 戸に 合 戥が戥 はれ、 平氏 は 八 島に 退いた (藤 戸)。 その ま k 戰局は 

膠着し、 壽永 三年 も 暮れて 行った (大 嘗會 沙汰)。 


平家物語 卷第十 一 

〔梗概〕 01  (元暦ー 一年) 二月、 鬵の 膠着に いらだった 義經 は、 101.  ^ か 

ら 暴風の 夜、 梶原景 時の 1 の轰を しりぞけて I、 十七 I、 阿波に 雀 (1)、 

平氏 軍 を 一蹴して、 li、 十八 曰に 霞の 高 松に おしせ よ、 民家に 火 を 放って、 寡 I 隱 

蔽 した。 意外の 方面より 攻められた 平氏 は、 これ を大 軍と I り、 

fi が、 小勢と みて、 能 零 敎 經は賃 つて 一戰を いどみ、 B を 力 はつ ナ佐 

if  、 敎經の 矢 i れた。 戰陣の 際であった が、 義經 は 籠し、 ？ まめて 手厚く 冥福 

をい のった (嗣 信， A 期)。  . 

那須與 一 

_  みね  ほら， 

さ る呈 こ、 S 波 f に 平家き、 源氏 あける 者 共、 あそこ S リ： の 洞よ， - 

千豐騎 廿騎、 うちつれく 參 りければ、 ず 程け 一一 一 百蹭：^ ける：^^ 

Mi から？ て、 謹く 處に、 1 の 方より 尋常に 飾た る 小船 一 き 


(1〕 I 段 は 一町の 十分の一 

(2) あれ は ど-つした わけ かと 

(3) 柳 襲の^。 表 は &、 裏 は 靑で冬 

ら 春までの 着物 

(4) 五茧 ともい ふ。 上流^ 人の 衣裳の 


みぎ は む. A  --ぎ  (ー) たん  よこさま  (2)  ， ,, 

汀へ 向 ひて 漕よ せけ り。 磯へ 七八玟 ばかりに 成し かば、 船 を 横様に なす。 あれは^ 何 

う ち  よよ ひ  うつく  ({) や. 

にと 見る 程に、 船の 中より、 年の 齢 十八 九ば かりなる 女房の 誠に 優に 美しき が、 ％ の 


lolf-ffl ともい ふ。， HS5f 人の 衣甚の (4〕 いつ くれな &  iAtlt き (-■>〕 みな くれな ゐ 主 ふぎ (") いだ 

で 表 著の 下に 同色の 衣 を 五 枚 重ねき 五 衣に， 紅 の 袴 著て 皆 紅 の 扇の 日出 


(r 

(6) 金箔の 日の丸 を 描いた 

(7) 舟 の ふんで 棹 さすと ころの 兩 舷 

に 渡しお 杈。 ふな だな 

(8) 接 原秀鄉 の 苗裔。 父實遠 は 平 治の 

^ に 功が あ つ た 

(9) 義^が-おの 矢のと ゾく眞 正面に 出 

ていって 

(2) 矢^に 敏の 正面の 先頌に 立つ こと 

美女 を御覽 になる 所 を 

弓の 上手な 者。 手き き 

そんな 計で あっても 

(M) お射させ なさる べきで せう 

(巧) いま、 栃木 縣 

(SB) 戰 功で 邠須の 總鎮 となり、 のち. 剃 

髮 入道した。 歿年 不詳 

(：：：) 身長の 短 かいもの  • 

(SS) 空 も かけて みる 鳥 

(sb かちい ろ。 黑 味の 褐色 

(M) 直 衣な どのく びかみ の 前 襟で、 お 

くみと 約す 

(S) 端 袖。 n  ( 一  幅 半) の 袖口の 方の 

半 幅 

美しく いろどった 

刀の 足佥 だけ 銀で かざつ. たもの- 

他. は 金 銅で かざる 

の^の 黑 色の はっきりした^ で 

ほ い ぶ 矢 

(K) 『から 高く つきでる 體に 

(^) 鹿の角の 波の やう な^の ある^も 

つけた 矢 


出した る を、 船の せが ひに 挾み 立て、 陸へ 向 

まね  (《on  >-5  v ねもと めし—  いか  のた ま • い 

てぞ 招いた る。 判官 後藤 兵 衞實基 を 召て、 「あれ は 如何に。」 と 宜 へば、 「射よ とに こ そ 候 

た f  (no  (=om もて す、  (：=) けいせい fl らん て  い おと  i^o 

めれ。 但し 大將 軍の 矢面に 進んで、 傾 铖を御 覽ぜば 手 だれに ねらうて、 射 落せ とれ， 計 

(は)  あ ふぎ (3:) や  * 

ごとと 覺ぇ 候。 左 も 候へ。 扇 をば 射させら るべ うや 候らん。」 と 申。 「射つべき」 一は 御 方 

なか  の  なす 0  すナ たか 

に 誰か ある。」 と宣 へば、 「上手 ども 幾 等 も 候 中に、 下野 國の 住人、 那 須太郎 資 高が 子に 


與 一 宗高 こそ、  1 小兵で 候 へ ども、 手き きて 候 へ 。」「 證據 はいかに。」 と宣 へ ば、 「1 け 鳥 

かなら す ： 


など を爭 うて、 三に 二 は 必射 落す 者で 候。」 「さらば 召せ。」 とて 召された 


與ー其 

比 は 二十 許の 男士 也。 がちに、 赤地の 錦 を 以て、 お ほくび • ば た祯： 色： へたる "直垂れに、 

もえぎ 3 どし よろ > き (お) あし  >- ろ  丄 (？ 1) きり ふ  いくさ い  p こ  (お) かしら 

萌黄 威の 鎧 著て、 足 白の 太刀 を帶 き、 切 斑の 矢の 其 日の 軍に 射て 少々. 1 たりけ る. を 首 

た. A お な T すゴり ふ たか  はぎえ ぜ  0  かぶら しそへ  しげと 5  b き ± さ 

高に 負 ひ 成し 薄 切 斑に 鷹の 羽 作 交た るぬ た 目の 鏑をぞ 指 副た る。 滋籐の 弓 脇に 抉み、 

かぶと  ぬ  (VJ)  か  か し 二 ま  い か  あ ふぎ ま なか 

甲 をば 脫ぎ髙 紐に 懸け、 判官の 前に 長る。 「如何に 宗高、 あの 扇の 眞中 射て 平家に 見物 

. せ させよ かし。」 與 一 長て 申け る は 、「射お ほせ 候 はん 事 不定に 候。 射 損じ 候な ば、 なが 

み き や  (3)  つけ 

き 御 方の 御 瑕に て 候べ し。 一定 仕らん する 仁に 仰附ら るべ うや 候らん。」 と 申。 判官 大 

いか  .A まくら  よしつ ね めい そむ，、  <.50 

に 怒て、 「鎌 倉 を 立て、 西國へ 趣かん 殿原 は、 義經が 命 を 背べ からす。 少も 仔細 を存ぜ 

平家物語 卷第 十一  一八 三 


本 文 

(EJJ) 左右の se 上の 上に あり 胸 の 相 引 

の 緒と 結んで 前後 をつな ぎ 兜 を かける 

(？ 3) おそれ 入って 

(§3) 必す射 落せる かどう かわかり 4 せ 

ん 

(M) 必す射 落しうる 人に 

すこしで vaKis ある 入 は 

(1) 短い 房で 馬の 尻尾から 鞍に かける 

(2) まろ ほや. は海锊 (ほや) の S を 51 

形に 意匠した 紋章。 まろ ほやの 紋童一 *~ 

青貝 摺り にした 

(3) 矢 を あてる に ほどよい 所 

(4) 扇との 距 S 

(t 


(6) 的 串 0略。 扇 を if: んだ竿 

(7) ひらひらして ゐる 

(。 


(9  ) 梵語の 音譯。 斫る 時の 語。 

(W) 武人 の^んだ 神。 大 菩薩 は 佛の尊 

转で 神お？ |ち£ の 結果 

(U) 生！； 下野 國 もさす 

(？！ 1) 今の 二 荒 山 神 廷 

(S3) 今の S 呆 (ュ ゼン) ，禪 . 

(M)ss 卽ち與 一 を 下野^に 


(は) よく ひきしぼ つ て 

と は いふ ものの 

(5::) 矢の 長さ。 束 は EI 指 を 並べ た 長さ。 

伏 は 指 一 本の 幅 

(SS) 餘？ B をた がくひび かせて 


篇  一 八 四 

か へら  0 たま  か2 ね じ  ちし 

ん人 は、 とう/ \是 より 歸る べし。」 とぞ宣 ひける。 與 一重て 辭 せば 惡 かりなん とや 思 

は  しり  ぢゃラ  さへ ま >p おち 

ひけん、 「外づ れん は 知 候 はす、 御 詫で 候へば 仕て こそ 見 候 はめ。」 とて、 御前 を罷 立、 

ふ. \| たくまし さ (Jo  しりが ひ  OM)  す  くら 3 い  C  .--0- た ほ 

黑き 馬の 太う 逞 に、 小 房の 鞦 かけ、 まろ ほや 摺 たる 鞍 置て ぞ乘 たりけ る。 弓取逭 し、 

ち づ な  みぎば む  ちゆ  み  うしろ はるか み お く  こ c わかもの 

手綱 かいくり、 汀へ 向いて 步 ませければ、 御 方の 兵 共 後 を遙に 見送て、 r 此 若者 一定 

つ. A まつ  た P も げ  (3〉  >-« 

仕 り 候ぬ と覺 候。」 と 申ければ、 判官 も 憑し 氣にぞ ぶ 給 ひける。 矢 比 少し 遠 かり けれ 

たん  うちいれ  (JO あ ふぎ あよ  たん 

ば、 海へ 一段ば かり 打 入 たれ ども、 猶 扇の 交 ひ、 七 段ば かり は 有る. らんと こそ 見えた 

(5)  t, 、げし  いそ 5 つなみ 

り けれ。 比 は 二月 十八 日の 酉の 刻ば かりの 事なる に、 折節 北風 烈 くて、 磯 打 浪も髙 か 

す  あ ふぎ (6) くし * だま  (7)  おき 

りけ り。 船 は ゆり あげ ゆり 罟 ゑた ぐよ へ ば、 扇 も 串に 定らす ひらめいたり。 沖に は 平 


家 船 を 一 面に 竝べ て 見物す。 陸に は 源氏 轡を竝 ベ て、 是を 見る。 何れもく 喑 ならす 

ふさ  woo  (s;>  べつ  (S)  (に) んげん 

と 云 ふ事ぞ なき。 與 一目 を 塞いで 、「南無 八幡 大 菩薩、 別して は 我國の 神明、 日光 權現 

5 つ 0  §^ すの ゆ ぜん  ねが はく  ま 4-  A ば- ：  41 そん 

字 都宮、 那須湯 泉大 明祌、 願 は、 あの 扇の 眞中 射させて 給せ 給へ。 是を射 損する 物な 


らば、 弓 伐 折 自害して、 人に 二度 面 を 向 ふべ からす。 今一度 本國 へむ かへんと 思 召さ 

うち き ねん  み ひら  ふきよ わ 

ば、 此 矢はづ させ 給 ふな。」 と、 心の中に 祈念して、 目 を 見開い たれば、 周 も 少し 吹 弱 

な  かぶら と つが (ほ)  はな  一 一 ひやう 

り、 扇 もい よげ にぞ 成たり ける。 與ー鏑 を 取て 番ひ、 よ 引いて ひやう と 放つ。 小兵 ど 

c£)  (に)  ふせ  つよ  うら ひ *  ながな り  かなめぎ は . 

云 ふぢ やう 十二 束 三 伏、 弓は强 し、 浦 響く 程 長 鳴して、 あやまた す 扇の 耍際 一寸 許 置 

*, き  かぶら  そら  あが  しばし こ くう ひら 

いて. ひふつ とぞ射 切た る。 銃 は 海へ 入ければ、 扇 は 空へ ぞ擧リ ける。 暫は 虚空に 閃 


(1) 矢 息つ て 背に 負 ふ sa 


めきけ るが、 春風に 一 もみ 二 もみ もまれて、 海へ さと ぞ 散たり ける。 夕日の 輝いた る 

みよ くれな ゐ あ ふぎ  いだ  うへ た f よ  5 き しづみ  おき 

に 皆 紅 の 扇の 日出した るが 白波の 上に 漂 ひ、 浮ぬ 沈ぬ ゆられければ、 沖に は 平家^ 

た.- い か ん  くが  (1) えびら た-い 

なば た を扣て 感じたり。 陸に は 源氏^ を扣て どよめき けり。 


弓 


(2) 興 一 が 見事に 扇 を 射^した あざ や 

力 さ. S 

(3) しきりに 舞 ひお どった 

(4) 義择の K 肱の 臣 

(5) 義經の 命令 だ。 射よ 

(6) 菔 にさ L た 尖 矢。 上 差の 次に さし 

てゐる もの 

(7) むすと つ ヅ ひ 


(8) あ 


-射ぁ 一 


(-9) 矢 漆で 茶 J® 色に ね 

(W) 黑ぃ H の^の 矢 

(； =) 馬の 胸から 鞍に かけた 鐯 の 胸 

おる 所 

(U) づ はりと 

(53) 矢の 弦 をう ける ところ 


广っニま！！ー  i X  *"  ^  お S  51  くる 

餘 りの 面白さに、 感に堪 ざるに やと 覺 しくて 船の 中より、 年 五十 許なる 男の、 黑革 

おどし よろ ひき しらえ  も  たて  お  03)  (4) の  よし. 

威の 鏜 著て 白 柄の 長刀 持た るが、 扇 立たり ける 所に 立て まひす ましたり。 伊勢三 郞義. 

うしろ あゆま よ  (5) ぢ やう  (fio なか ざし と (7) うち 

盛、 與 一 が 後へ 步せ 寄て 、「御 詫 ぞ、 仕れ。」 と 云 ひければ、 今度 は 中 差 取て 打く はせ、 

ひ  い ふなぞこ  い た ふ  かた 

よ 引いて しゃ 頸の 骨 を ひやう ふっと 射て 船底へ まさかさまに 射 倒す。 平家の 方に は 音 一 

かた  えびら た- *  (《0 い 

もせす、 源氏の 方に は 又 菔を扣 いて、 どよめきけ. り 。「あ 射たり。」 とい ふ 人 も 有り、 义 

け  まに  たて  も 

「情なし。」 と 云 ふ 者 も あり。 平家 是を 本意な しと や 思 ひけん、 楣 ついて 一人、 弓 持て. 

も  つい  かたき  まね 

一人、 長刀 持て 一人、 武者 三人た ぎ さに あがり、 楣を衝 て、 「敵 寄せよ。」 とぞ 招いた 

づょ  わかた うど も は 41! よ  のた ま  C  み 

る。 判官、 「あれ、 馬强 ならん 若黨 共、 馳 寄せて 獄 散せ。」 と 直へば、 武藏國 の 住人、 三 

穗屋 四郞、 同 藤 七、 同 十郞、 上野 國の 住人、 丹 生の 四郞、 信 濃國の 住人、 木 曾の 中次、 

^  たて お げ  (U0 ぬ 9 の (S) くろ  はい  だ： "や  ま さき 

五騎 つれて、 をめ いて^く。 楣の 影より、 塗篦 に、 里 一 ほろ 作 だる 犬の 矢 を もて、 眞先 

す. -ん み ほ C" や  (=) む & がい  ， (は) は， ャ , い r 

に 進 だる 三 穗屋の 十郞が 馬の 左の |E 懸づ くし を、 ひや うづば と 射て 箸の 隱る 程ぞ、 射 

1 八 五 


本 文 

(1) 右足 を あ lb 馬の 背 を 越えさせれば 

自然 左に おひる 


(2) かき ふしての 音便。 身 も 屈して 一 

散に 逃 lb る 

(3) 薙； 


八 六 


f4)K0 左右 後方に 垂れて 首 もお ほふ 

もの 

(5) 支 へ て 


(S) すこし づ つ a なり あ ふや， r になら 

ぺ £ 榨 にした もの 

(7) 十郎家 忠と與 一 親 

(8)s 信の 弟 忠信 

sis 


！) 卜筮に 用 ひる 長方形の 小 木片。 算 


二-つ  プゃ ラぷ へ  だ ふ  ぬし T)<! て  ， めんで  r.D- た 

篛 だる。 ^風 を 返す 樣に、 馬 はどうと 倒 るれば、 主 は 馬 手の 足 を こえ 弓手の 方へ 下 立 

やお  ぬい  たて .f げ  ， - aMf ふ み ほ <； や 

て、 軀て 太刀 をぞ拔 だり ける。 楣の 陰より、 大 長刀 打 振て 懸 りければ、 三 穗屋の 十郞、 

二  かな  (2)  にげ  x> がつ f いお. f け 

小 太刀 大 長刀に 叶 はじと や 思け む、 かいふいて^ ければ、 鵜て 镜て 追懸 たり。 長刀で 

C3)  わき  ^さ  *l し c< 

ながん する かと 見る 處に、 さはな くして、 長刀 をば 左の 脇に かい 挾み、 右の 手 を差延 

み 5  0  "  0  ケぶ と (4) 

て， 三穗屋 十郞が 甲の しころ をつ かまむ とす。 つかまれ じと はしる。 三度つ かみ はづ 

L どもび  しば はちつ け  ひき  .1^ 

いて、 四 度の 度む すと つかむ。 暫し たまて 見えし。 鉢附の 板より、 ふっと 引 切て ぞ^ 

C こ り  をし  チ まひ や G 

たりけ る。 殘四騎 は、 馬を惜 うで かけす、 見物して こそ 居たり けれ。 三^ 屋十郎 は、 

み かた  かげ にげ  いきつぎ  かたき おう  こ  *  かぶと  さし あ 

御 方の 馬の 陰に 逃 入て、 息 綾 居たり。 敵 は 追ても 来で 長刀 杖に つき、 甲の しころ を 指 

あげ  おと  き、  き やう わらみ ベ よぶ 

上げ、 大音聲 を 上て 、「日 比 は 音に も 聞つ らん。 今 は 目に も 見 給へ。 是 こそ 京 童 部の 喚 

かづ さ c  かげ キーよ  ， n_9 すて 

た る 上總惡 七 兵 衞景淸 よ 。」 と 名乘棄 て ぞ歸 りけ る 。 

二、 ち  5 た  つ *  .  あ； &. 

平家 是に 心地な ほして、 r 惡 七兵衞 討すな。 繽けゃ 者 共。」 とて 又 二百 餘人 なぎさに 上 

たて (6) めん ど ，は  なら  .  > たきよ せ  まね 

り、 橱を 雌 羽に つき 竝 ベて、 「敵 寄よ。」 とぞ 招いた る。 判官 是を 見て 、「安から ぬ 事な 


り。」 とて、 後藤 兵衞 父子、 金子 兄弟 を 先に 立て、 奥州の 佐 藤四郞 兵銜、 伊勢三 郞を弓 

たて (9Y た しろの くわん じ や  • 

手 馬 手に 立、 田 代 冠 者 を 後に 立て、、 八十 飴騎 をめ いて かけ 給へば、 平家の 兵 ども、 

たい り やく かちむ しゃ  P  あて  し， さ 

馬に は乘ら す、 大略 步 武者に て ありければ、 馬に 當られ じと 引退いて、 皆 船へ ぞ乘り 

もて (S) さん ちら  さんぐ け^ら  かつ 0  ふ つばら 

にけ る。 楣は算 を 散した る樣 に、 散々 に 蹴 散 さる。 源氏の 兵 共 勝に 乘て、 馬の 太 腹 ひ 


(1) 老 武者お ち はま 難して 

(2) 一  疋 は狻廿 五 文 

(3) 弓が 惜 くて 取つ たので はない 


(40 弓 張の よわい 弓 


(6) 大^山の 別稱 


(7 囊 


たる 程に、 打 入々 々責戰 ふ。 判官 深 入して 戰ふ 程に 船の 中より 熊手 を 持て、 判官の 甲 

しころ  かけ  み かた 

の鏺 に、 からり/ \ と 二三 度 迄 打 懸ける を、 御 方の 兵 共、 太刀 長刀で 打の け/ ヽ しけ 

, vtf  むち  かきょせ  とら 

る 程に、 如何した りけん、 判官 弓 を かけ 落されぬ。 うつぶして 鞭 を もて 搔 寄て、 取う 

すて  つ ひ  わら  ..，1  , 

取う とし 給へば、 兵 共、 「唯捨 させ 給へ。」 と 申 けれども、 終に 取て、 笑うて ぞ歸 られけ 

(1)  ども つまはじき  た A- ひ (2〕 びき  J ァへ -,、 1 t 

る。 おとな 共、 爪彈 をして 、「口 惜き御 事 候 かな。 縱千疋 萬 疋に替 させ 給べき 御寳 なり 

いかで  かへ  たま  (3) をし  ，•  > 

とも、， 爭か御 命に 替 させ 給 ふべき。」 と 申せば、 判官、 「弓の 惜 さに 取ら はこ そ。 義經カ 

i  もし  i  をぢ  ためこ も  わざと 

弓と いは ゾ、 二人して も^り、 若 は 三人しても 張り、 伯父の 爲 朝が 弓の 樣 ならば、 態 


も& して 取す ベ し。 厄 弱た る 弓 を、， s 取 持て、 『是 こそ 源氏の 大將九 郞義經 が 弓よ。』 

て 嘲^せん する がロ惜 け^ば 1 命に^ て 取る ぞ や。」 と宣 へば、 皆 人 是をぞ 感じけ る。 

くれ  おき 5 か  くが  (-.0 た. Ai つ たか 

さる 程に 日暮 ければ、 平家の 船 は 沖に 浮めば 源氏 は 陸に 引退いて、 むれ 高 松の 中なる 

ふさ  をと-ひ わたな ベ ふくし ま 

野 山に、 陣をぞ 取たり ける。 源氏の 兵 共、 此 三日が 間 は 臥 ざり けり。 一昨日 渡 邊福島 

-づ  まどろ  の か っラら  いくさ よもすがら (《0 なか やま r 一 广 

を 出る とて、 其 夜 大浪に ゆられて 目陲 ます、 昨日 阿波 國勝 浦に て 軍して 終夜 中 山 越 

け ふ  ヒ、>  ひ  つかれ  かぶと まくら  よろ ひ  えびら 

え、 今日 又 一 日戰 くらした りければ、 皆疲 果て k 或は 甲 を 枕に し、 或は 鎧の 袖、 節な 

ど 枕に して、 前後 も 知らす 臥たり けり。 其 中に、 判官と 伊勢三 郞は ぎ ざり けり。 判官. 

ぼり あが かヒき ょャ  とほみ  C  かく ゐ  かたきよ 

ま. 高き 听に登 上て、 敵 や 寄る と 遠見し 給へば、 伊勢三 郞 はくぼき 所に 隱れ 居て 弒寄 


ま  ふ ばら 4  かけ 

せば、 先づ 馬の 太 腹 射ん とて 待懸 た- 


平家物語 卷第十 


平家の 方に は、 能 登 守 を大將 にて、 其 勢 五 百 

一 八 七 


(1) よく 

であらら 


本文 篇  一八 八 

よ うち  し t  え AO  あらそ 

餘騎夜 討に せんと 支度し けれども、 越 中次 郞兵衞 盛 次と、 海老 次郞守 方と 先陣 を爭ふ 

程に、 其 夜 も 空しく あけに けり。 夜 討に だに もしたら ば 源氏た じか はた まるべき。 寄 

よく 平氏の 運が つきて ゐ たの せ ざり ける こそ、 责 ての 運の 究め なれ。 


〔梗概〕 翌日、 平氏 は 舟の ま k 志 度 浦へ 返き、 義絰 はこれ を 追 ひ、 また 義盛 はわ づか 十六 騎 

で 四國の 平氏 軍 阿波 重 能の 子 田 內左衞 門 以下 三千 を 身方に し、 やう やく 梶^が かけつけた とき 

は、 四國は 全く 源氏に ついて ゐた (志 度合 戰)。 


鷄合 壇 浦合戰 


(2) 塁 

(3) 引 島 また 彥島 ともい ふ。 下 関 港の 

西 をお ほふ 島。 今 下 SW 市。 

(4)s 渖 郡長 府 町の 沖に ある 谋珠 島の 

別名 

(5) 平氏 は ひく、 源氏 は 迢 ふから 

(6) 卷 四 「源氏 揃」 參照 

(7) 紀伊國 百 牟袅 ^田^ 打の 東南 湊村 

の 鳥 合宮の 王子の 钍 

(00) 源氏 は 白旗、 平氏 は 赤旗 


す な う  おし わ あに (2)  C"  ひとつ 

さる 程に、 九 郞大夫 判官 義經周 防の 地に 柙 渡て、 兄の 參河 守と 一 に 成る。 平家 は 長 門 

(3)  ひくし ま つく 

國 ひく 島に ぞっきに ける。 源氏 阿波 國 勝^に 着て 八 島の 軍に 打 勝ぬ。 平家 引 島に 着と 


聞え しかば、 源氏 は同國 の內、 追 津に着 こそ 不思議 なれ.。 熊 野別當 湛增 は、 平家 重恩 

たちまち  ま. Q  (7) た， 

の 身なりし が、 忽に其 恩 を 忘れて、 「平家へ ゃ參 るべき。 源氏へ ゃ參 るべき。」 とて、 田 


邊の新 熊 野に て 御神樂 奏して、 權 現に 祈誓し 奉る。 「唯 白旗に つけ。」 と 御 託宣 有け る 

うたが ひ  に^と，  に はと o-  も  さんげん  まへ  しょ ラぶ 

を、 猞疑 をな して 白い 鷄七、 赤き 鷄七， 是を 以て 權 現の 御前に て勝负 をせ さす。 赤き 


(1) 熊 野赏の もの ども 

(2) 長 門 本に 若宮 王子。 新 能； 野權 現の 

御 _ 紳體， 祭神 未詳 

(3) 旗の 幅 をつ ける 橫木 

(4) 所望 息お 調伏の 時の 本尊 

(5) 不快に おも ふ 


(R0 支那-製の^ 

(7) 源氏に 雨 勢が 加 はれ ば それだけ 平 

氏の 身方 は へ る わけ 

(8 豪 四 年 

(9) 午前 六^ 前後 

(^) 閛戰の 時 鏑矢 を 射て 合 0 とする 


(") 親 朝 

(K) 望む わけに も ゆかす 

(S3) 馬鹿者 


幾 一 つも 勝た す 皆 負て けり。 さて こそ 源氏へ 參 らんと 思 定め けれ。 一 I： の 者 共 相 催し、 

つが ふ  の  つれ つ 2) にやく わう じ おんしゃうたい  r せ  は た(：0 よこ 

都合 其 勢 ニ千餘 人、 二百 餘艘の 船に 乘り 連て、 若 王子の 御正 體を 船に 乘參 せ、 旗の 横 

がみ  (4) こんおう  かき  だんの うら 

上に は、 金剛 童子 を 書 奉て、 壇 浦へ 寄す る を 見て、 源氏 も 平家 も 共に をが む。 され ど 

つき  (WO きょうさめ 

も 源氏の 方へ 樹 ければ、 平家 輿 覺てぞ 思 はれけ る。 

C  f  >i の- *  みち つぶ  そう  のりつれ こぎ  たり 

又 伊豫 國 の 住人、 河 野四郞 通信、 百 五十 艘の 兵船に 乘 連て 漕 來り、 源氏と 一 つに 成に 

けり。 刺官旁 憑し う 力つ いて ぞ思 はれけ る。 源氏の 船 は 三千 艘、 平家. の 船 は 千 餘艘、 

0C) たう せん  キじ  (7) かさな ，  おち  (<») 

唐 船少々 相 交れり。 源氏の 勢 は 重れば、 平家の 勢 は落ぞ 行く。 元 曆ニ年 三月 卄 四日 

0S05 のこく  も じ あか まがせ き  (W) や あはせ  * だ  I  すで 

卯 刻に、 璺 前の 國の門 司 赤間關 にて、 源平 矢 合と ぞ 定めけ る。 其 日 判官と 梶 原と 旣 

ど しいく さ  .* 

に 同志 軍 せんとす る 事 あり。 梶原 、判官に 申け る は 、「今日の 先陣 をば、 景時 にたび 候 

まし まし 

へ 。」 判官、 「義經 がな くば こそ。」 と宣 へ ば、 r 大將軍 にて こそ 在々 候へ。」 と 申ければ、 

(：=)  と のばら 

I： 官 T 思 ひも 寄らす、. 鎌 倉 殿 こそ 大將 軍よ。 義經は 奉行 を 承た る 身 なれば、 唯 殿原と 

おなじ  の. &ま  (ほ) しょ まう  てんせい  しう 

同事 ぞ。」 と宣 へば、 梶原、 先陣 を 所望し かねて 、「夭 性 此殿は 侍の 主に は 成り 難し。」 

(は) を こ  つか 

とぞ つぶやき ける。 判官、 是を 聞き、 「日本一 の 嗚呼の 者 哉。」 とて、 太刀の 柄に 手 を か 

け 給 ふ。 梶原 「鎌 倉 殿より 外に 主 を 持ぬ 者 を。」 とて、 是も 太刀の 柄に 手 を 懸けり。 さ 

ちゃく  かげす ゑ  かげた か  かげい へ  よりあ 

る 程に 嫡子の 源 太 景季、 次男 平次景 高、 同 三郞景 家、 父と 一所に 寄 合うたり。 判官の 

け しき  c さ 七 う  fc* のぶ  え たの  く まゐ の 

氣色を 兌て、 奥州 佐 藤 四 郞兵衞 忠信、 伊勢三 郞義 盛、 源八廣 綱、 江 田 源 三、 熊 井 太郞、 

一  一 八 九 


本 文 


(1) 三 滞 鬼 次. SS 


(3) 謊の やうた 勢で 流れ 落ちる 

(4) 潮流に 逆らって 舟 を 進める ので 下 

手に お L たがされ る 


？) 第 一 等の >| 名手 柄 

(6" 凡： 大王。 欲 界の六 欲： 大の 上に 位す 

る 最高 神の 一 

へ 7) 龍王。 龍 族の 王。 古来 早^の 時、 


08) 淸 盛の 子、 宗 盛の 弟 

(9)天 ^は 印度、 震且は 支那 


(w)rT 氣をみ せるな 

or) 知 盛の 下知 をよ く 聞け 

(WS 谙 


篇  一 九 〇 

べんけい  かぢ  なか と 9- 一め  われ ラ  す., み 

武藏 坊辨慶 など 云 ふ 一 人當 千の 兵 共、 梶原を 中に 取 籠て、 我 討と らんと ぞ進 ける。 さ 

(1) み ラらの  どひ CI  す 

れ ども 判官に は 三 浦 介 取附き 奉り、 梶 原に は 土 肥次郞 つかみつ き、 兩 人手 を摺て 申け 

二れ  まへ  ど しいく さ  つき 

る は、 「是 程の 大事 を 前に かゝ へながら、 同士 軍 候はゾ 平家 カ附 候なん す。 就中、 鎌 倉 

かへ き. A  をん びん  しづ  .AM-i らす、 む 

殿の 還り 聞せ 給 はん 處 こそ 穩便 ならす 候へ。」 と 申せば、 判官 靜 まり 給 ひぬ。 捤原 進に 

それ  ざんげん  5 しな 

及ばす。 其より して、 梶原、 判官 を 憎み そめて 終に 讒言して 失 ひける とぞ、 後に は 聞 

えし。  - 

(2)  あは  おもて  へだて  も じ おかま だん  (3) 

さる 程に 源平 兩陣の 交 ひ 海の 面卅餘 町をぞ 隔たる。 門 司、 赤 間、 壇の 浦 は、 たぎり て 

おつ しほ  (4)  JI- しおと  しほ おう  、で 

落る 潮 なれば、 源氏の 船 は 潮に 向うて 心なら す 押 落さる。 平家の 船 は 潮に 追て ぞ出來 

はや  みぎ は つい  か ぢ はら かたき  S きちが ふ  くまで  .f け  おやこ し 5 

たる。 沖 は 潮の 早ければ、 汀に 附て、 梶原 敵の 船の 行違處 に、 熊手 を打懸 て、 親子 主 

從 十四 五 人、 乘り 移り、 打 物拔で 艫舳に 散々 にないで 廻り、 分捕 數 多して、 其 日の 髙 

(5)  つき  あ- i せ とき  かみ (fios ん てん  •  しも 

名の 一 の 筆に ぞ附 にけ る。 旣に、 源平 兩 方陣 を 合て 閧を 作る。 上 は 梵天 迄 も 聞え、 下 

(7)  ぉビ ろく  え  0:0) の  い  あげ 

は 海 龍神 も 驚らん とぞ覺 ける。 新 中 納言知 盛 卿、 船の 屋 形に 立 出で、 大昔 聲を 上て、 


宣 ひける は、 「軍 は 今日 ぞ 限る。 者共少 もしり ぞく 心 あるべ からす。 天竺 震 n; にも、 日 


ん めいつ き 


本 吾 朝に も、 雙 なき 名將 勇士と 云へ ども、 運命 盡 ぬれば 力 及ばす。 され ども 名 こそ 惜 


けれ。 東 國の者 共に 弱氣見 ゆな。 いつの 爲に命 をば 惜 むべき。 唯是の みぞ 思 ふ 事。」 と 

のた ま  ひ， だ？：  かげつね まへ  (=) 二れ  (10 かづ さ 

宣へ は， 飛騍三 郞左衞 門景經 御前に 候け るが、 「是 承れ、 侍 共。」 とぞ 下知し ける。 上總 


〔1)高言をはくが 

(2) 今まで 訓練され てゐ ない 

:3) 魚が 木に 上った やうに^ 能 

〔4) 海の 中へ 漬けて やらう 


(5) 前齒の 上部。 出 g だからよ く 見 わ 

けがつ くぞ。 

(6) 小さな 奴 


(9) 源氏に 內^ する 意志ら しくお も は 

れる 

の證據 が 明瞭で ない のに、 ど 5 

して 斬る 事が 出来よう 

今まで は あの やうに 忠勤の 者で 

(は) 緋 色の 革 を 洗 ひ はがし 薄紅に 染め 

お 革 (伊勢^ 丈) i もい ひ、 あら か は 

とよみ 白い 滑 革で ある (春 田 永年) と 


惡 七兵衞 進出て 申け る は、 「坂 東 武者 は、 馬の 上で こそ 口 はき 、候と も、 船 軍に はいつ 

てう れん  たと へ (3)  と (4) 

調練し 候べき。 縱ば 魚の 木に 上た るで こそ 候 はんすれ。 一 々に 取て^ につけ 候 はん。」 

とぞ 申た る。 越 中の 次 郞兵衞 申け る は、 「同く は大將 軍の 源 九 郞に組 給へ。 九郞は 色白 

- ちか さ 、.-(5) むか ゼ  さしいで  た r ひた、 れ.  きかへ 

うせい 小き が、 向齒. の 殊に 差 出て しるかん なる ぞ。 但し 直 垂と鎧 を 常に 著替 なれば、 

み わけが た  たけく  (6) 

きと 見 分 難かん 也。」 とぞ 申け る。 上總惡 七兵衞 申け る は 、「心 こそ 猛 とも 其 小 冠者 何程 

かたわき は  . 

の 事 か あるべき。 片 脇に 挾さん で、 诲へ 入れなん 物 を。」 とぞ 申た る 。新 中納言 はか 樣 

(7〕 お ほい  ま &  け ふ  (00) け しき  た V- し  しすよ し 

に 下知し 給 ひ、 大臣 殿の 御 まへ に參 て、 「今日は 侍共氣 色よう 見え 候。 伹 阿波 民 部 重 能 

(9〕 こ \ ろが は J5  か 5 ベ  ぉミ*  (o ノ 

は、 心變 したる と覺ぇ 候。 首 を はね 候 はば や。」 と 申されければ、 大臣 殿、 「見えた る 事 

い か-  (=)  しげよ し  め 

もな うて 如何 頸 をば 切るべ^。 指し も 奉公の 者で ある もの を。」 「重 能參 れ。」 とて 召し 

むくらん ぢ  ひた、 れ (に) あら ひが は よろ ひき  まへ かしこま  い か  * が ip 

ければ 木 蘭 地の 直垂 に、 洗 革の 鎧 著て、 御前に 長て 候。 「如何に 重 能 は 心 瞽 したる か。 


(52) け ふ は元氣 がない やう だ 

(M) あ ゝと勢 込んだ 感 W 詞 


今日 こそ 惡ぅ見 ゆる ぞ。 四 國の者 共に、 軍 好う せよ と 下知せ よかし。 臆した るな。」 と 

のた ま  まか 9  3 

宣 へば、 「なじ か は 臆し 候 ふべき。」 とて 御前 を罷 立つ。 新 中納言 「あはれ き やつが 頸 を 

, ^  め  CS)  くだけ  にぎ お ほい  かた しきり •  m 

化る りで 太刀の 柄 をぎ ゆうつ とに ざ 打 落さ ぱ や。」 と 思 食し、 太刀の つか も碎 よと 握て 大臣 殿の 御 方 を 頻に兒 給 ひけれ ども、 

b し 一て 

ゆる 

御 許され 無れば、 力 及ばす。 

(Je)ro 前 a 松谏 郡の 黨の もの。 黨は中 

小 武士の.；：： J^s 矮 


,   ：> ひでん ほ  こぎ  CE) まつら たう 

平家 は 千 餘艘を 三 手に 作る。 山 賀の兵 藤 次 秀遠五 百 餘艘で 先陣に 漕 向 ふ。 松浦黨 三百 


餘艘 でニ陣 に繽. 


平家の 君達 二百 餘艘 にて 三陣に 綾き 給 ふ。 兵 藤 次秀遠 は、 九國 

.  一 九 I 


本 文 

(1) 自分 ほビ痏 兵で はな 4 が、 世 SW 益 

に 狺 兵と いふ 武士 を 


(2) 射 すくめられお 


篇 


九 二 


番の 精兵に て 有け るが 我 程 こそな けれ 共、 普通 ざまの 精兵 共 五 百 人 をす ぐて、 舟々 の 

ともへ た  かお  ならべ  や  はな 

爐舳に 立て、 肩 を 一 面に 比て、 五 百の 矢 を 一度に 放つ。 源氏 は 三千 餘艘の 船 なれば 勢 

の數、 さ こそ 多 かりけ めど も、 處々 より 射ければ 伺く に 精兵 有と も 見えす。 大將軍 九 

ま さき す、 もんか  たて よろ ひ  きん .<\(2).、.  み 

郞大夫 判官 眞 先に 進で 戰ふ。 楣も鷇 もこら へす して、 散散に 射しら まさる。 平家 御 方 

か ち  しきり * めつ みう 

^ぬと て、 頻 に攻鈹 打て^の 閧をぞ 作りけ る。 


〔梗概.〕 戰 たけな はに 遠矢の 應酬が あり、 阿波 重 能の 返 忠に四 國* 九州の 軍 も 平氏に 矢 をむ 

け、 平氏の 蓮 も 今日が 最後と みえた (遠矢)。 二位 殿 は 主上 を 抱き 奉り、 海に 投じた (先帝 身 投)。 


(3) 建^ 門院 

〔4)s 石と もい ふ， 石も燒 いて 懐 a 0 


(Co) 主上 乘 御の 御 船 

(7) 平 重 衡の妻 

(8) 神鏡 ％牧 め 奉った 唐 眩 

(9〕 矢で 射 付けられ 


熊 登 殿 最期 


女 院は此 御 有様 を 御覧 じて、 御燒 石、 御硯 左右の 御懷に 入て、 海へ 入せ 給 ひたりけ る 

わた. M ベの  のじ や 5 むつる たれ  おんく し くまで  かけ  ひきあげ 

を、 渡 邊黨に 源 五 馬 允 眤 i と は 知り 奉らね ども、 御髮を 熊手に 懸て、 引 上 奉る。 女 

あさ  (5) 

房 達、 「あな 淺 まし、 あれ は女院 にて 渡らせ 給 ぞ。」 と聲々 口 々 に 申されければ、 に 

i をし 、，そ (s)  クし  の の  0«) ないし どころ  からう こ 

申て 急ぎ 御所の 御舟へ わたし 奉る。 大納言 佐 殿 は、 內侍 所の 御 唐櫃 を もて、 海へ 入ら 

はかま .re ぷな ばた "00  け まと 

ん とし 給 ひける が、 袴の 裾 を 舟 端に いつ けられ、 弒纏 ひて 倒れ 給たり ける を、 兵 ども 


(2) 臣下の- % の ど も 

(3〕 紐 を 結び 中へ 牧め. 奉った 

(4) ともに 淸 盛の 弟" 敎盛は 敎择の 父。 

P 盛は敦 盛の 父。 

(5)資盛*有盛は蜇盛の子 

(R0 宗 盛と 子 右衛門 sjs 宗 


.) 水泳に 達者な ので 


取 留め 奉る。 さて 武士 共- S 侍 所の 御 唐櫃の 鎖を揑 切て、 旣に御 蓋 を 開かん とすれば 

だ ちまち  (1)  いけどり  な，， しど ころ 

忽 に 目 くれ 鼻血 垂る。 平 大納言、 生 捕に せられて おはしけ るが、 「あれは^ 侍 所の 渡 

,  (01) ぼんぶ  の たま 

らせ給 ふぞ。 凡夫 は 見 奉らぬ 事 ぞ。」 と宣 へば、 兵 共み なのき にけ り。 其 後 判官 平大納 

ま をし あは  (3) から を さ 

言に 申合せて、 本の 如く 絨げ 納め 奉る。 

fitDty  py よろ jS  5 へ いかり お 

の 上に 碇を負 ひ、 手に 手 を 取組 


さる 程に 門 脇 平 中 納言敎 盛 卿、 修ー 

んで 海へ ぞ人給 ひける。 小 松の 新 三位 中將 *； 盛、 同 少將有 盛、 從弟左 馬頭 行 盛、 手に 

,  、く,  (6) お ほい どの おやこ - 

手 を 取組んで 一所に 沈み 給 ひけり。 人々 はか 樣 にし 給へ ども、 大臣 殿 父子 は 海に 人ん 

- け， しほ  ふ^ばた  い  A めぐら  きま 

する 蒙 色 もお はせ す、 ^端に 立 出で て 四方 見囘 し、 あきれた る樣 にて おはしけ る を、 

二、 ろう  七 ほ やう  お ほい ど Q  いれ  かみ 

侍 共 あまりの 心 憂さに、 そば を 通る 樣 にて、 大臣 殿 を 海へ つき 入 奉る。 右衛門 督是を 

と o いり  よろ; S うへ おも  お  、， だ 

見て やがて 飛 入 給け り。 皆 人 は、 重き 鎧の 上に 重き 物 を 負うたり 抱いたり して 入れば 

. 7^  ) に W  こ-  .  な S じひ (7〕 くき やう ナ ね？：- ん  し. 0 

こそ 沈め。 此人 親子 はさ もし 給 はぬ 上愁に 究竟の 水練に てお はしければ、 沉み もやり 

>  ほい  の し-つ  し-つ  たす  たす. A 

給 はす。 大臣 殿 は、 「右衛門 督 沈まば 我 も 沈まむ、 助かり 給 は^ 我 も 助ら む。」 と 思 ひ 給 

ふ 。右衛門 督も、 「父 沉み給 は^ 吾も沉 まむ、 助かり 給 は V 我 もた すから む。」 と 思 ひて、 

.  み  およ  の  よし もず  こ ぎ よ  ま 

互に 目 を 見 か はし 游ぎ ありき 給 ふ 程に、 伊勢三 郞義 盛、 小船 をつ と 漕 寄せ、 先 づ右衞 

G  くまで  かけ ひきあ  お ほい  しづ 

門督 を、 熊手に 懸て 引上げ 奉る。 大臣 殿、 是を 見て いよ/ \ 沈み もやり 給 はねば 同う 

取 奉て けり。 

平家物語 卷第 十一  一九 三 


本 文 


(1) 二度目の 太刀で 

(2) くじけよ わる 


(3) 吾 荽錢に は 生 慮と ある 

(4) どんな 心地で あつ たら， T- 

(5) 身に 添へ て ゐる矢 

(ROES 重 I 方に こしら へた 

(7) 立 向つ てらち あ ふ 

(00) あまり つ まらね お 生 もな さるな- 

b つ ばな 敵で ない のに 

(9)«界- に 組めと いふ こと だな 

<w〕 お. vy 刀身. せく 握る こと 


(；=) 敎^ の篛^ を 知つ て： 止 面 街 突し よ 

ろと し +1 け ども 


篇  一九 四 

めのと 、JC ひ だの  かげつ 4  CJ  Vr.c9  ゥ 攀5 つ 

大臣 殿の 御 乳母 子 飛 篛三郞 左衞門 景經、 小船に 乘て、 義 盛が 船に 乘 移り、 「吾 君 取 奉る 

は 何者 ぞ。」 とて 太刀 を拔で 走り か、 る。 義盛旣 にあぶな う 見えけ る を、 義 盛が.^ f、 お 

を 討せ じと 中に 隔たり、 景經に 打て か、 る。 景經が 打つ 太刀に、 義 盛が 童，、 の 5ks^ 

わら  (ー)  くび  よし も り  •  i らび 

打破れ て、 二の 太刀に 頸 打 落されぬ。 義盛猞 あぶなう 見えけ る を、 並の 船より、 

ち. A つね  ひ  ひやう  うちかぶと い  (2)  まり 

太郞 親經、 よ 引いて 兵と 射る。 景經^ 甲 を 射させ-て ひるむ 處を、 ^彌 太郞、 義 盛が 船 

つ！ うつ  くん  ほ 9  つ V  f**- うつ  よろ ひ く セ *> 今ち ナ 

に乘 移て、 三 郞左衞 門に 組で 伏す。 堀が 郞等 主に 綾いて 乘 移り、 景經が 鎧の 草摺 引 上 

たな さ  >  C  ちから おう  つき 

て、 二刀^す。 飛騷三 郞左衞 門 景經聞 ゆる 大力の 剛の者 なれ ども 運 ゃ盡に けん。 痛手 

お 5  (：0 

は^つ、 敵 は あまた あり、 そこにて 終に 討 たれ 

れ 目の前で 乳 子が うたる る を 見 給 ふに、 いかなる、 いちかせられ ナん 


けり。 大臣 殿 は 生ながら 取り あげら 


凡そ 能 登 守 敎經の 矢先に 廻る 者 こそ 無り けれ。 矢 HI の 有る 程射盡 して 今日 をき ^ とや 

, ,  ぷか si にしき ひたたれ  から あやお どし よろ ひき  (6)  A き 

はれ けん、 赤地の 錦の 直垂 に、 唐 綾 威の 鎧 著て、 いか 物作りの 大太 刀拔、 白 柄の 大 

も  まよ  (7) 

長刀の 鞘 をはづ し、 左右に 持て、 なぎ 廻り 給 ふに 面 を 合する 者ぞ なき。 多の 者 ども 討 

(8)、，  つみ  よ  J とき 

たれに けり。 新 中納言 使者 を 立て \、 「能 登 殿 痛う 罪な 作り 給 ひそ。 さりと て 好き^ 

f た £  (uo  、o ノく 今み 13、 と  • 

か。」 と宣 ひければ、 「さて は大將 軍に 組め ごさん なれ。」 と 心得て、 打物莖 短に 取て、 源 

氏の 船に 乘り 移り、 をめ き 叫んで 實戰 ふ。 され ども 剁官 を兑知 給 はねば、 物 具の 好き 

かけ  はせ ii  (I)  おもて 

武者 をば 一 率{吕 か。」 と 目を懸 て、 馳囘， り 給 ふ。 剁官も 先に 心得て 面に 立つ 樣 にし 寸れ 


(1) へだ^って ゐる 船に 


(2) 頭髮の もと どり が とけてば らばら 

g になって 


(3) 昔、 郡 内の 一 行政 域。 數村菘 を 

あはせ^ もの 

(4) 代々 土佐國 安藝 郡の 大領 として 地 

名 を 姓と した。 大飭は 郡 司の 長官 をい 

ふ 

へ 5) すこしも。 いささか 7S" 


(6) ならんで いっしょに 

(7) 傍に より 並んで 立つ 義 


と  ちが  くま  い. A*  あち 

ども、 兎 かく 違 ひて、 能 登 殿に は 組れ す。 され ども 如何した りけん、 剁官の 船に 乘當 

かけ とん  b き  よさ 

て、 一 あは や」 と 目 を懸て 飛で か \ るに、 判官 叶 はじと や 思 はれ けん、 長刀 脇に かい 挾 

み かた  (ー)  とびの  わざ 

み、 御 方の 船の 二 丈ば かりの いたりけ るに、 ゆらり と 飛 乘り給 ひぬ。 能 登 殿 は^ 態 や 

おと  つ f  と  ，げ 

劣られ けん、 やがて 繽 いても 飛び 給 はす。 今 はかう と 思 はれければ 太刀 長刀 海へ 投入 

かぶと ぬい すて  よろ ひ くさ チ り  す  どう  き  (2) お ほ わら は 

れ、 甲 も 脫で棄 られ けり。 鎧の 草摺 かなぐり 棄て、 胴ば かり 著て、 大童に なり、 大手 

ひろ  あたり はら  おそろ 

を 廣げて 立 たれたり。 凡當を 撥て ぞ 見えたり ける。 怖し など も 愚 也。 能 登 殿 大音聲 を 

あ ザ  1  よ のりつ. くん いけど，  かま くら くだ  あう  ひとことば 

上て 「我と 思 はん 者 共 は 寄て 敎經に 組で 生 捕に せよ。 鎌 倉へ 下て 賴 朝に 逢て 物 一 詞云 

C たま  なか  0 

はん と^ふ ぞ。 よれ や よれ。」 と宣 へど も 寄る 者 一人 も 無り けり。 こ、 に 土 佐 國の住 

あ き (S) がう  (4) あ きの りゃう さね やす  の  きね みつ  も 

人、 安藝の 鄕を 知行し ける 安藝 大領 實康が 子に、. 安藝 太郞實 光と て、 三十 人が 力 持た 

だ いぢから ，がう  (5)  おと  おと ふ  ふ つう 

る 大力の 剛の者 あり。 我に ちと も 劣らぬ 郎等 一 人、 弟の 次郞 も、 普通に は すぐれたる 

した \ か 者 也。 安藝 太 郞能登 殿 を 見 奉て 申け る は 、「^何に 心猛 くまし ますと も 我等 三 

. 、力い  たと ひたけ  おに  したが  c 

人 取 付た らんに 縦長 十 丈の 鬼な りと も、 など か從 へざる べき。」 とて 主從 三人 小船に 乘 

おしなら  のりうつ *  かたぶ  ぬい (G)  5 

て、 能 登 殿の 船に 柙竝べ えいと いひて 乘 移り 甲の しころ を 傾け 太刀 を拔て 一 面に 打て 

かに  -'.  ま さき す. -ん  あ き 0  (7)  あは 

^る。 能 登 殿ち とも 噪ぎ給 はす、 眞 先に 進 だる 安藝 太 郞が郞 等 をす そ を 合せて、 海へ 

けいれ  つ f  の  ゆんで わき と はさ  めて 

どうと 蹴 入 給 ふ。 鑌 いてよ る 安藝 太郞 を、 弓手の 脇に 取て 挾み、 弟の 次郞 をば、 馬 手 

わき  よさ  ひと  おのれら し で  とも 

の 脇に かい 挾み、 一 しめしめ て、 「いざ うれ、 さらば 已等死 出の 山の 供せ よ。」 とて、 生 

一 九 五 


本 文 

妻 U キ玉 葉に よれば 二  S 十三 日 

】 の 谷に 該 死した 手 氏 1 門の 人 * の 首 

も したたかに 敎經の 首級 もあった。 

又、 醒«8 ネ お！ * 記に 埴谅 で 自害の 記載 

が ある 


篇 


1 九 六 


年廿 六に て、 海へ つと ぞ入給 ふ 


i 梗 an 平氏 一門 は 或は 海に 投じ 或は 捕虜に されて 戰は 源氏の 終局 的 勝利と なり、 神鏡 • 祌 

S は 無事 收め えたが 神劍は 遂に 失 はれた (內恃 所 都 入)。 祌劍 の傳來 と俘德 とが 惜しまれる (翻)。 

建禮 門院 はじめ 生 捕の 人々 は 京の 大路 を わたされ、 人々 は 盛衰の 理に淚 した (一門 大路 渡)。 一 

方、 頼 朝 は趑 暗して 從 二位 を 賜り、 神鏡 は宫 中に 收 めら れた (鏡)。 平時 忠は女 を 義絰に 配して 

重耍 文書 をと りかへ し燒 却した。 天下 は 太平に なった やうで あるが、 はやく も義 g の 振舞 を 頼 

朝が 不快と するな どの f-が とんだ (文 之 沙汰 )0 宗 盛の 子 副將も 斬られ (副 將被斬 V 義絰は 生 捕 

の宗盛 以下 を 率 ゐて籙 倉に 下った が、 腰 越に とどめられ、 生 捕の み 鎌盒へ 護送され たので、 大 

江廣 元に あて 腰 越 狀を書 いて、 頼 朝の 怒 を 宥めよう とした (腰 越) が、 捤原景 時の 9 口で 雲 行 

は あやしかった。 宗盛 • 淸宗 父子 も 斬^れ (大臣 殿 被 斬)、 さきに 鎌 倉に 捕 へられて ゐた 重衡も 

祭 良の 衆徒に 請 渡され、 十津 川で 靳られ 六 (重衡 被 斬)。  . 


平家物語 卷第 十二 

〔梗概〕 天下の 爭亂も しづ まった と 思 ふところ、 三月 もた たぬ 壽永四 年 七月 九日、 京都 附近 

は 激震に 生きた 心 もなかった (大地震)。 さて 文治 元年 八月 I この 月 十四日に 改元 ，11 文覺上 

人は義 朝の 眞の 髑髏 を 頼 朝に わたし、 賴朝 はねん ごろに 弔った (紺搔 沙汰)。 平時 忠も 遂に 配流 

になった (平 大納言 被 流)。 腰 越から むなしく 京に のぼった 義經 をう つため 土 佐 房が 喑討を 命ぜ 

られ、 不意 討した が 逆に 捕 へられて 斬られた (土 佐 一房 被 斬)。 義經は 京に ゐ たたまれず、 九州 を 

請うて 都落ちし たが、 攝津 源氏に 攻められて 敗れ、 吉野 *奈 良へ 轉轉 し、 北 國へ向 ひ、 遂に 陸 

奥 へ 行った。 この 追 捕 を 契機に 賴朝は 藤 原 經房を もって 日本の 總追捕 使と 段別 兵粮 米 を 請願し 

た (判官 都 落)。 さて、 平氏 一門の 血 を ひく 者 は 悉く 殺された。 嫡々 の 維 盛の 子 六 代 御前 も、 北 

條時 政の 手に 採し だされた が、 文覺の 奔走で 危ぃ命 を 救 はれ (六 代)、 出家し ようと： f ふの を 文 

覺 はとめて 高 雄に かくまった。 義 仲に 身方して ゐた行 家 • 義敎 もまた 殺された (長 谷 六 代)。 

？  六 代 被 斬 

卒 家 物語 卷笫 十二  一九 七 


本 文 

(1) 維 盛の 子 

(2) 平氏が 榮 えて ゐ た ら。 世が 世なら 

(3) 父 維 盛 は 十一 の 時、 右近^ 權 少將、 

廿 一 歲樣 中将 

(4)44 こ と に 情な い こと だ 

(5) 賴朝ほ 常に 不安に 思 ひ 

(Co) 文 登 上人 

(7) つ いで ある ごとに 

(00〕 人相 もみて 钊斷 する 

(9) 物の Is- にもた  >  ねつ. &ら& 人 問 

(w〕 すぐに 身方 をし かねない 

朝の 生きて ゐる問 は 


(は) 肩の あた. 9 の 所で 切り 

(は) IS 色の &。 山伏の 着衣 

(M) 齋 ^寅 盛の 二子 

(12) 父 維^も 人道し 往生せ レ めて. 

た^ 頼 を 訪ねて 會ひ 


(se) 向 ひ 風で わたれす 


篇  一 九 八 

(ー)  かたち 

さる 程に、 六 代 御前 はやう く 十四 五に も 成 給へば、 みめ 容 いよ/ \ うつくしく、 あ 

-て. や  は へ  0M) 

たり も 照り 耀く ばかりな り。 母上 是を 御覽 じて、 「哀れ 世の 世に てあら まし かば、 當時 

(3) 二ん ゑづ. A さ  のた ま  (-？ 0 あま  (5) 

は近衞 司に てあらん する もの を。」 と、 宣 ひける こそ 餘 りの 事 なれ。 鎌 倉 殿 常は覺 束な 

oe)  もと (7〕 びんぎ W と  C 

げに おぼして 高 雄の 聖の 許へ 便宜 毎に、 「さても 維 盛 卿の 子息、 何と 候 やらむ。 昔 頼 朝 

CV5) さう お まひ やう  てう をん てき  ほろ- H  はぢ  きょ 

を 相し 給し 樣に、 朝の 怨敵 を も 滅し會 稽の恥 を も 雪む ベ き 仁に て 候 か。」 と 尋ね 申され 

(Co そこ  ふ .*-,、 じん  みこ-ろ やす 

ければ、 聖の御 返事に は、 「是は 底 もな き不覺 仁に て 候ぞ。 御 心安う 思しめ し 候へ。」 と 

む ほん  お- 1  (S)  かた うど 

申され けれども、 鎌 食 殿 蕕も御 心 ゆか すげ にて、 「謀反 を だに 起さば、 やがて 方 人せ う 

する 聖の御 房 也。 伹賴朝 一期の 程 は 誰か 傾くべき、 子.， 孫の 末ぞ 知らぬ。」 と宣 ひける こ 

そ 怖し けれ。 母上 是を 聞き 給 ひて、 「如何にも 叶 まじ。 はや/ \ 出家し 給へ。」 と 仰 けれ 

ま をし ぶん ぢ  (に) へ ニニ  t-r おる 

ば、 六 代 御前 十六と 申し 文治 五 年の 春の 比、 うつく しげなる 髮を 肩の ま はりに 鋏み 落 

(は)か き i かま おひ  こしら  しゅぎ やう  (re)  さま 

し 柿の 衣 袴に 笈 など 椿へ 聖に暇 乞うて 修行に 出 でられけ り。 齋藤 五、 齋藤六 も 同じ 樣 

ま  0 ザん ち しき  た チ ぐち だ づねぁ 

に 出立て、 御供 申け り。 先づ髙 野へ 參り 父の 善知識したり ける 瀧 口 入道に 尊 合 ひ 御 出 

り んじぅ ありさま く はし  かつ  そ0  あと  くまの  まゐ， 

家の 次第 臨終の 有様、 委 敷う 聞 給 ひて、 且 うは 其 御 跡 も ゆかしと て、 熊 野へ 參給 ひけ 

i.t. みや  わた  やま  » 

り。 濱の宫 の 御前に て 父の 渡り 給 ひける 山な りの 島 を 見渡して、 渡ら まほし くお ぼし 

(JEU^ かぜ  たが  い しづ 

けれ 共、 波風 向うて 叶 はねば、 力 及ばで、 詠め やり 給 ふに も 我 父 は 何く に 沈み 給 ひけ 

おき  よ  と は  2 こつ 

んと、 沖より 寄す る 白波に も、 問 まほし くぞ田 ひ^れけ る。 汀の 沙も 父の 御 骨 やらん と 


(l)a!~ をと るた めに！ sg 水 を 汲む 漁師の 

衣 もい ふ 

(2) かう する の も 成^の 嫁と いはれ る 

(法 華 《 方便 品) 

(3) 善根 を修 して 得る 功德 

(40 その., 1 


(5)平宽盛 

(6) この 人々 は ® ノ浦 から 猪ち のびお 


(7)ss 


(8) 二三 ケ圉の 第 SB" を 加勢に いただい 


，-に  3  今七  ま 

なつかしう おぼしければ、 淚に袖 はし をれ つ、 鹽 くむ 海 士の 衣なら ね 共、 乾く 間な く 

なぎさ  とうりう  (り 0 ゆび *  二. j  *<-v け すが t  あら. H  あげ 

ぞ 見え 給 ふ。 渚に 一夜 逗留して 念怫申 經讀み 指の 先にて 沙に i 佛の形 を かき 現して、 明 

.  し， やう  (3) さ ぜん く どく (40  しゃう りゃう ゑ かう 

ければ 貴き 僧 を 請 じて 父の 御爲と 供養して、. 作 善の 功德 さながら 聖靈に 廻向して 亡者 

いとま  みやこ CK  • 

に 暇 申つ \ 泣 々都へ 上られけ り。 

(5) こまつ ど 0  だんさの じ じった v ふさ や しま いくさ  ゆく へ  き の 

小 松 殿の 御子 丹 後 侍 從忠房 は 八 島の 軍より 落て 行末 も 知らす おはせ しが、 紀伊國 の 

ゆ あさ n ん のかみ むね しげ た の  じ やう  こも  (6)fr- つ 

住人 湯 淺權守 宗重を 憑んで 湯淺の 城に ぞ 籠られけ る。 是を 聞いて 平家に 志 思 ひける 越 

ちう の  か-つ さ q  あく  ひだの  "いげ 

中次 郞兵 衞、 上總 五郎兵衛、 惡七 兵衞、 飛騍四 郞兵衞 以下の 兵 共 着き 奉 由 聞え しかば、 

伊賀、 伊勢 兩國の 住人 等、 我も我もと 馳 集る。 究竟の 者 共 數百騎 たてこも たる 由 聞え 

(7 ブ、 ま P  > ベ つたう か まくら どの 

しかば、 熊 野 別當、 鎌 倉 殿より 仰 を 蒙て 兩 三月が 間、 八箇度 寄せて 實戰 ふ。 狨の內 の 

くまの ほふし  ラた 

兵 共 命 を惜ま す ， 防ぎけ れ ば 毎度 に 御 方 追 散 さ れ 、熊 野 法師 數 をつ くいて 討れ にけ り。 

ひきゃく  たう さくゆ あさ 

熊 野 別當， 鎌 倉 殿 へ 飛脚 を 奉て 當 國湯淺 の 合戰の 事兩三 ヶ月が 間に 八箇度 寄て 責戰 

ふ。 され ども 城の 內の兵 共 命を惜 ます、 防ぐ 間 毎度に 味方お ひ 落されて、 敵 をし へた 

ぐるに 及ばす。 近國 二三 ケ國を も 給 はて 攻め 落すべき 由 申たり ければ、 鎌 倉 殿 「其 條、 

たてこもる ところ きょうと  5 みやま & すび と  さんぞく. A いぞく 

國の 費、 人の 煩なる べし。 楣籠 所の 凶徒 は 定めて 海山の 盜人 にて ぞ あらん。 山賊 海賊 

しゅ 2  しろ くち  まば 

きびしう 守護して 城の ロを阖 めて 守るべし。」 とぞ宣 ひける。 其定 にしたり ければ、 げ 

はかり 0 と 

にも 後に は 人 一 人 もなかり けり。 鎌 倉 殿 謀 に、 「小 松 殿の 君達の 一 人 も 二人 も 生殘り 

二  一 九九 


本 文 


の囊毋 


(2).sgt な琮 だが 知行 を さしあげ ると 

ころ. か あ る 

(3) 追 ひかけ て 

(4) 平 姓 を かへ 平氏と は 他人に たって 

(5) 左大臣 家が S 氏 を お それて 宗實を 

逭 出した ので 

(6) 東大 の伢重 K 


C7) 全く 飮食 もた つて 

(8) ど 5 しても 生き のびられない 運命 

にある のた 力ら 


篇  二 00 

(11 い け ぜん C  よ， とも る ざい 

給 ひたらん をば 抉け 奉るべし。 其 故 は 池の 禪 尼の 使と して 頼 朝 を 流罪に 申 宥られ し は 

ひとへ か G だ.. ふ  はう おん  たん 2? じ .C うろく は ら  やお くわん とう 

偏に 彼內府 の芳恩 也。」 と宣 ひければ、 丹 後 侍從六 波羅へ 出て なのられ けり。 轆て關 東 

か まくら ど c たいめん  0:-)  あ 

へ 下 奉る。 鎌 倉殿對 面して、 「都へ 御上り 候へ。 片 ほとりに 思ひ當 て參ら する 事 候。」 と 

00  ^ さま  のば  せ た 

てす かし 上せ 奉り 追 様に 人 を 上せて 勢 多の 撟の邊 にて 切て けり。 

きんだち  と さ d かみむ ねざね  .Ksi ひ * かど  だいじんつ ぷ むね 

小 松 殿の 君達 六 人の 外に 土 佐 守宗實 とてお はしけり。 三 歳より 大炊 御門の 左大臣^ 宗 

き やう やうし  (Jo  ぶげい  す  ぶん ひつ  たしな 

卿の 養子に て 異姓 他人に なり、 武藝の 道 をば 打棄 てて 文筆 をのみ 嗜て 今年 は 十八に 成 

り 給 ふ を錄倉 殿より 尋 はな かり けれども、 世に 憚て 追 出された りければ、 先途 を 失 ひ 

(6)  ひじ 9 

大佛の 聖俊乘 房の もとにお はして 、「我 は是小 松の 內府の 末の 子に 土 佐 守 宗實と 申 者に 

て 候。 三歲 より 大炊 御門 左大臣 經宗公 養子に して 異姓 他人に なり、 武藝 のみち をう ち 

捨て、 文筆 をのみ たしなん で 生年 十八 歳に 罷成。 鎌 倉 殿より 尊ら るる 事 は 候 はね ども、 

ひ to-  n ばう おんで し  もと *-り おし 今- 9 

世に おそれて おひ 出されて 候。 聖の御 房 御 弟子 にせさせ 給へ。」 とて 髻 推 切 給 ひぬ。 

ぉぽ しめ  . 

「それ も猞 怖し う 思 食 さば 鎌 倉へ 申て、 げ にも 罪深 かるべ く は 何く へ も 遣せ。」 と宣ひ 

ひじ D- いと ほしく  と 5 だいじ 

ければ、 聖 最 愛 思 ひ 奉て 出家せ させ 奉り、 東大寺の 油 倉と 云 所に 暫く 置 奉て 關 東へ 

なにさま  けんざん 

此由 申させけ り。 「何様に も兒參 して こそと も かう も はから はめ。 先づ 下し 奉れ。」 と 

宣 ひければ、 聖カ 及ばで 關 東へ 下し 奉る。 此人奈 良 を 立 給 ひし H よりして 飮 食の 名字 

た  のど  あし がら こえ せき もと  うせ  (8) い か 

を 絶て 湯水 を も 喉へ いれす、 足 柄 越て 關 本と 云 所に て 遂に 失 給ぬ。 「如何にも 叶 まじき 


(1) 文治 六 年 SI 巧 十 一 日 改元 


道 なれば。」 とて 思 切られけ る こそ 怖ろ しけれ。 

(1) けんきう  じ やうら く 

さる 程に 建久 元年 十 一 月 七 H 錄倉殿 上洛して、 同 九日 正 二位 大納言に 成り 給 ふ。 同 十 


けん 


やがて 兩職 を辭て 十二月 四日 關 東へ 下向 < 


(2) 後白河 法皇 


める 時 鈴 を ふるので、 つまり 眞言の 

ぁ2 行 を さす 

(4) 法華^ を 請 誦する こと 

(5) 大栲を 安置した 投 堂 


けり。 御歲 六十 六。 瑜珈 振鈴の 響 は 其 夜 を 限 


(7) けしば みたる の 音便。 怪しい、 異 

樣な 


(0O ン 3 


一 日 大納言の 右 大將を 兼 じ 給へ. 

•  (2) ほふ わう ほうぎょ 

建久 三年 三月 十三 日 法皇 崩御な. 

(4) いちじょう あんじ. a み ： ゑ あ. a つき 

1 乘案誦 の 御聲は 其曉に 終ぬ。 

だ ノ ぶつく ゃラ  ？ o だ ノ ぶつ 

同 六 年 三月 十三 日大佛 供養 有るべし とて 二月 中に 鎌 倉 殿 又 御 上洛 あり。 同 十二 日大佛 

でん  ，  (6) か S はら  かた  /ち * 

殿へ 參せ給 ひたりけ るが、 梶原を 召て、 「手 かいの 門の 南の 方に 大衆なん 十 人 を 隔て 、 

0. つ)  めしと 

怪し はう だる 者の 見えつ る。 召 捕て 參ら せよ。」 と宣 ひければ • 梶原 承て やがて 召 具し 

ひげ  そ もと ど B-  5V>.Q  、つき 丈 て 

て參 りたり。 鬚 をば 剃て 眷 をば 切ら ぬ 男 也。 「何者 ぞ。」 とと ひ 給 へ ば、 「是程 運 < 叩盡果 

'  ：  さむら ひさつま^ かつ. A さいへ すけ 

て 候ぬ る 上 はと かう 申す に 及ばす。 是は 平家の 侍 薩摩中 務家資 と 申 者に て 候。」 「そ 

れは 何と 思 ひて かくは 成りた る ぞ。」 「もしゃと ねら ひ 申 候つ る 也。」 「志の 程 は ゆ 、し 

k  < や 5 は  ろくで う W はら 

かりけ り。」 とて 供養 果てて 都へ 入せ 給 ひて、 六條 河原に て 切られに けり。 

.  .H ら  5 ち 

平家の 子孫 は 去 文治 元年 冬の 比 一 つ 子 二つ 子 をの こさす 腹の 內を あけて 見す と 云ば か 

(OC) しん  \ が ひふ とも 

りに 尋 取て 失 ひて き。 今 は 一人 も あら じと 思 ひしに、 新 中納！ 百の 末の 子に 伊賀 大夫知 

fei-  »0 と  きい  ため^， 

中ん とてお はしき。 平家 都 を 落し 時三歲 にて 棄 置かれたり しを^ 母の 紀 伊次 郞兵 衞爲敎 

びん rj  .«-sy た  &  • 

養 ひ 奉て こ X かしこ に隱れ ありき ける が、 備 後國大 田と いふ 所に 忍びつ 、居たり けり。 
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は租 おの 镊妆、 Is おの 逮捎- な 

ど CSS 事務 も 司. 9、 守續の 命で 軍役 

を も &i める。 守 寒 は S 司に 副 屡し 治安 

S- 察 を 司る 

(2) 今、 東 福 寺 Esiw の 大和 大路に ある 

(4) 萬 一 の あつたと き 

(5)e を^ぐ 茨の ^寨 

(6) 立お な 人 4< 

(7) 實 基の 子 


(00) 午前 八 時に 


篇  二 〇 二 

せい t ん  ぐん^ ラ (I) ち とうし Hi あや  CS ほふし や 5 じ (2) 

やう やう 成人し 給へば、 郡鄕の 地頭 守護 依し みける 程に 都へ 上り 法 性 寺の 一 の撟 なる 

こ X に そふ (3) に ふおう しゃう こく (Jo  t や 5 くわく 

所に 忍んで おはしけ り。 爱 祖父 入道 相國 自然の 事の あらん 時 城廓に もせん とて 堀 を 

ふたへ  ほ  う ゑ  (5)* かち ぎ ひい  ハ 6ゾ じん. C やう 

二直に 堀て 四方に 竹 を 栽ら れ たり。 逆茂木 引て 晝は人 音 もせす、 夜に なれば 尋常なる 


(9) 十 Is ハ 字の 名 SS も 念ずる 


共み 肩脫 に祖， いで 竹の 陰よ 

1," 


輩 多く 集て 詩作り 歌を讀 み管絃 たどして 遊びけ る 程に 何として か 漏れ聞え たり けん、 

其 比 人のお ぢ 怖れけ る は 一條の 二位 入道 義泰 とい ふ 人 也。 其 侍に 後藤 兵 衞基淸 が 子に 

しん  も \ 一った  ゐ ちょく  けん キぅ  (3》 

新兵 衞基 綱、 「一 の 橋に 違 勅の 者 あり。」 と 聞 出して、 建 久七年 十月 七. 日艮の 一 點に其 勢 

百 四 五十 騎 一 の 橋へ 馳せ向 ひ、 をめ き 叫んで 攻め 戰ふ。 狨の內 にも 三十 餘人 有け る 者 

ぶ もて む A 

差 詰 引 詰 さんざんに 射れば、 馬 人 多く 射殺されて 面 を 向 

ゐ ちょく  き- * つた 

ふべき 樣も なし。 「さる 程に 一 の 橋に 違 勅の 者 あり。」 と 聞傳へ 在京の 武士 共 我 も/ \ 

と馳 つど ふ。， 程なく  一  二 千騎に 成りし かば、 近 邊の小 家 を 壌ち 寄 せ^を 填め をめ き 叫 

ラち  うち も r 'ぬ ；  いたで 

んで攻 入け り。 城の 內の兵 共 打 物 拔で走 出で、 或は 討死す る 者 も あり、 或は 痛手 負て 

b がい  い が C 仝い ふ と trfc* しゃう ねん  f 

自害す る 者 も あり。 伊賀 大夫 知忠は 生年 十六 歳に 成られけ るが、 痛手 负て 自害し 給 ひ 

めのと き い  に ふ * たう  かきの  (Co 

たる を 乳母の 紀 伊次 郞兵衞 入道 膝の 上に 舁乘 せ、 瘐を はら/ ヽと 流いて 高聲に 十念唱 

はら. A き^ 

へつつ 腹搔 切て ぞ 死にけ る。 其 子の 兵衞 太郞、 兵 衞次郞 共に 討死し てんげ り。 城の 5： 

fc レ, や/、  たち 

に 三十 餘人 有け る 者 共 大略 討死 自害して 館に は 火 を 懸けたり ける を 武士 共馳 入て 手々 

た ち たぎな た  つら  でう 4C ほ 5  くるまや B- い^ 

に 討け る 頸 共 太刀 長刀の 先に 貫ぬ き 二位 入道 殿へ 馳參 る。 一條の 大路へ 車 遣 出して 頸 


(1) 度ノ 滞で 生 捕に された 

(2) 鳥羽院 第三の 皇女 曜子。 二 條院准 

母と して 院號を 上らる 

(3i 


(4) 锆は袋 の 中で も 貫いて 種 を だす. 

いふので 俊秀のお のづ から 群 を .S3  く 一 

i にたと へる (史 記に 出づ) 

(5) 勇 卽ち氣 比 ras- 道弘 . 

(6) 昔、 三位 以上の 公卿 または 將簞， 

.9 下された 文書 


(7) いっしょに 湯殿へ いれて 


(8) し つかりつ か i へられね 

(9〕 刃の ついて ゐたぃ 背 


(2) 古くからの 親しい 宗來 


共實檢 せらる。 紀 伊次 郞兵衞 入道の 頸 をば 見知た る 者 も少々 在り。 伊賀 大 夫の 頸、 人 

いかで  うへ (1) ち ぶき やうの つばね  でう c; にょう ねん 

爭か 見知り 奉べき。 此 人の 母上 は 治 部 卿 局と て 八 條女院 に 候 はれけ る を迎へ 寄せ 奉 

(3) こ ち 5 な 2 ん  いき  しに 

て 見せ 奉り 給 ふ。 「三 歳と 申し 時、 故中納 言に 具せられ て 西國へ 下りし 後 は 生たり 共 死 

たりと も 其 行へ を 知らす。 但 故中納 言の 思 出る 所々 の ある はさに こそ。」 とて 被レ 泣け 

る に こ そ 伊賀 大夫 の 頸と も 人知て げれ。 

ゑつち うの  もりつ ぐ たぢ まの  け ひ  みちひろ むこ な  ゐ 

平家の 侍 越 中次 郞兵衞 盛 嗣は伹 馬 國へ落 行て 氣比四 郞道弘 が聱に 成て ぞ 居たり ける。 

の  (4〕 きり ふ 二ろ  ふ ぜぃ  よる 

道弘越 中次 郞兵衞 と は 知ら ざり けり。 され ども 錐 裏にた まらぬ 風情に て 夜に なれば、 

(5)  はせ  く * とラし あや 

しう とが 馬 引出いて 馳 引したり。 海の 底 十四 五町 二十 町潛 などし ければ、 地頭 守護 侬 

かま くら どの (，£) みけう しょ 

しみけ る 程に 何として か 漏 聞え たり けん。 鎌 倉 殿御 敎書を 下されけ り。 r 但馬國 の 住 

あ さくら  だか タ-ょ  まゐら 

人 朝 倉 太 郞大夫 高淸、 平家の 侍 越 中次 郞兵衞 盛 嗣當國 に 居住の 由 聞 食す。 めし 進せ 

け ひ  あさ くら 

よ。」 と 仰 下さる。 氣比四 郞は朝 倉の 大 夫が 聱 なりければ、 呼び寄せて、 「いかどして 搦 

めんする。」 と議 する に、 ？ II 屋 にてから むべ しとて 湯に 入れて した、 かなる 者 五六 人お) 

あよ  あが  ぬれ 

ろし 合せてから めんと する に、 取つ けば 投 倒され、 起 上れば 鋭 倒さる。 互に 身 は？ f た 

(S)  し » りき がう， き  よ  (ひ) 

り、 取 もた めす。 され ども 衆 力に 强カ叶 はぬ 事 なれば、 二三 十 人 はと 寄て 太刀の みね 

なぎなた え - うちな やま からめとり  くわん とう  まへ ひす ゑ 

長刀の 柄に て打惱 して 搦捕、 やがて 關 東へ 參 せたり ければ、 御前に 引 居させて 事の 子 

細 を 召 問 はる。 「^何に 汝は同 平家の 侍と 云な から 故 親に て あんなる に、 何とて しな ざ 

二  ，  二 〇 三 


本 文 


(1) 刀身の きたへ よき 刀 


(2) 後^羽 天皇 

(3) 第 一 とする。 專ら とする 

(4) 藤 原 K 子。 天皇の 御 乳母。 皇后 承 


(5) 後 ^書の 故事。 上の 好む ところ 下 

これも^ ふの 意 . 

(6) 食事 をへ らして 細く する ので 


(7) かかりあ- 

(8) 高 倉 天皇 第二 皇子、 守貞 親王。 後 


？) 年 五十 三 

(W) 接 非違 使 磨の 役人 

(n) 八十 歲を すぎた $| で 

(は) 百 練 抄建久 十 年 三月 十九 日の^に 


篇  二 〇 四 

ほろび まし X 

りけ る ぞ。」 「其れ は あまりに 平家の 脆く 滅て 在し 候 間、 若 やと ねら ひ 参らせ 候つ るな 

, .  (1) よき  そ や し 9 かねよ き  か まくら どの  こ しら も 

り。 太刀の みの 好 を も 征矢の 尻の 鐵好を も 鎌 倉 殿の 御爲 とこ そ斿へ 持て 候 つれ ども、 

つ さはて  うへ 

是 程に 運命 盡果 候ぬ る 上 はと かう 申に および 候 はす。」 「志の 程 は ゆゆし かりけ り。 賴 

朝 を 憑 まば 助けて 仕 はん はいかに。」 と 仰ければ、 「勇士  二 主に 仕へ す 。盛嗣 程の 者に 御 

おんこうく. ^ い  2 おん  とくく  くび 

心 許し 給 ひて は 必す御 後悔 候べ し。 只 御 恩に は疾々 頸 を 召され 候へ。」 と 申ければ、 「さ 

ゆ .Q  ^よ  も G 

らば 切れ。」 とて 由 井の 濱に 引出いて 切て げり。 ぼめ ぬ 者 こそな かり けれ。 


そのころ ハ 2)  ？ よいう (3)  せいだう  き やう つ ばね 

其 比の 主上 は 御遊 をむ ねとせ させ 給 ひて、 政道 は 一 向 卿の 局の ま、 なりければ、 人の 

5、 れへ ほせき  (5)2 けん. A  く  l-G:  s  to  そ さいえ- リ あい 

愁 歎 もやます。 吳王劍 客 を 好ん じかば、 天下に 疵を 蒙る 者た えす。 楚王 細腰 を 愛せ 

•  (6)  う ゑ  かみ このみ  あや ふ 

しかば、 i 呂 中に 飢て 死す る 女 多 かりき。 上の 好に 下 は 隨ふ間 世の 危き事 を 悲んで 有レ心 

人々 は 歎き あ へり。 

おそろし ひじ S  (7)  (00)  • 

こ k に文覺 本より 怖き 聖 にて、 いろ ふま じき 事に いろ ひけり。 二の 宮は、 御學問 怠ら 

っサ 

せ 給 はす、 正理を 先と せ させ 給 ひし かば、 如何にもして、 此宫を 位に 卽 奉らん と はか 

けんきう 

ら ひけれ ども、 前 右 大將賴 朝 卿のお はせ し 程 は 叶 は ざり ける が、 建 久十年 正月 十三 日、 

In う，  むほん  たちまち もれき こ  ゐ c くま . 

賴朝卿 失せ 給 ひし かば、 やがて 謀反 を 起さん としけ. る 程に 忽に^ 聞え て、 ニ條猪 熊の 

宿所に 官人 共つ けられ 召 捕て 八十に 餘て 後隱岐 國へぞ 流されけ る。 文覺京 を 出る とて、 

1 二， A  - .  しら， たと ひちょく かん  .A た ほとり 

1 是程老 の 波に 望て、 今日明日 とも 知ぬ 身 を、 縱 勅勘な りと も 都の 片邊に は 置 給 はで 


(1) 毬杖。 五色の 糸で かざった 槌の形 

の 杖で、 木製の 球 をら つて あそんだ 


(3) 承久 三年。 建久 元年から 十 年の の 


:4) 御 遷幸の 場所と いつ て もお ほく あ 

るのに 


(5) 父 維 盛が 三位 中将であっ^ のに 因 

むか 

(6) 高 尾 山； § 護 寺 

(7) 平氏の 娘 流で はあり 文覺の 弟+で 

あるから^ 斷 できない 


(00 相榫围 三 滞 郡 田 越 村 も 流れ 逗子附 

S で 海に 注ぐ S- 

(^) 長 門 本 廿六八 坂 本 南都 本廿 九。 參 

考 源平 盛衰 記に 按椟寢 氏 家譜の 世 を ひ 

き實玆 に徵 すべきな し t ある 

(U) 養老 五 年 僧 道 明の 開基。 大和 國錢 


隱岐國 まで 流さる る 及 丁 冠者 こそ 安から ね。 終 ひに は 文覺が 流さる、 國へ迎 へ 申さん 

(2)  あまり ぎち やう  あい 

する もの を。」 と、 申け る こそ 怖し けれ。 此君は 餘に毬 杖の 玉 を 愛せ させ 給 ひければ 文 

あくこう  じぶ うきう n む ほんお 二  (4)  の 

覺 かやう に惡ロ 申け る 也。 されば 承 久に御 謀反 起させ 給 ひて、 國 こそ 多 けれ、 隱岐阈 

ふしぎ  ば 5 れい あれ 

へう つされ 給 ひける こ. そ 不思議 なれ。 彼國 にても 文覺 が亡靈 荒て、 常 は 御物 語 申け る 

とぞ 聞え し。 

(3)  0： ぜんじ  (6) たかを  (7) 

さる 程に 六 代 御前 は、 三位 禪師 とて、 高 雄に 行 ひすまして おはしけ る を、 「さる 人の子 

かしら  そ  そら 

也、 さる 人の 弟子な り。 首 をば 剃たり とも、 心 をば よも 剃 じ。」 とて、 鎌 倉 殿より 頻に 

(S) あん  十け かね 4 ほ  めしと  の  を かべ C 

申されければ、 安 判官 资 兼に 仰せて 召 捕て、 關 東へ ぞ 下されけ る。 駿河國 の 住人 岡邊 

の やすつな お ほ  (9) た 2 え  今ら  (W)  あまる  たも 

權守泰 綱に 仰せて、 田 越 河に て、 切れて けり。 十二の 歳より 三十に 餘 まで 保ちけ る は、 

偏に 長 谷の 觀 音の 御 利 生と ぞ聞 えし。 それより して こそ 平家の 子孫 は 永く 結に けれ。 


1 「平家物語」 諸 本の 中で、 その 章 段の 順序 ゃ組綠 において 最も 原型に 近いと 考 へられる 八 坂 

本に よると、 この 物語 は、 「十二よ リ 十九まで たすかり 給 ふ 事 は、 偏に畏 谷の 槻 昔の 御 利 生と 

ぞ聞 えし。 一一 一位の 禪師 きられて、 平家の 子孫 はたえに けり。」 (法 住 寺 合^) と あると ころで 

終って ゐる。 卽ち 別卷灌 W 卷の諸 段 は、 夫々 事件 年代の 順に 配^されて ゐる。 卽ち 、「^<K 出 

家」 は、 卷卞 一 「廻し 文」 (この 本卽ち 一 方 本で は 「文の 沙汰」) の 次に ぁリ、 「大^ 入」 は、 

二  二 〇 五 


本 


文 篇  二 〇 六 

「小 原 入」 の 名で 「平 大納言の 流」 の 次に、 r 大原 御幸」 は、 初瀨 (長 谷) 六 代に 铰き、 「六 

逍之 沙汰」 「女院 御 往生」 の 二 段 は、 「六道」 の 名で、 大 (小) 原 御幸の 次に^ かれて ゐる。 

かう して、 卷頭 「祇園 精舍」 の 段に 見える 作 # の 思想 は、 おごれる 平家の 全き ほろび を述 

ベた 「六 代 被 斬」 で 物語 を 終へ る 事に よって、 完結す る わけで ある。 それ 故、 「平家物語」 の 

^想な ど を 論ずる とき は、 どうしても、 八 坂 本の 組^に よらねば ならず、 流布本 だけで 論^ 

する こと は出來 ない ことになるの である。 


平家 物 語 灌頂卷 


(1) 後白河 法皇 

(90 淸 盛の 女。 高 倉 天皇の 中宮に て 安 


(3) 山城 S 愛宕 郡 八漪村 

( 4- ) 大原 山の 奧 にある 寂 を 指す 

(5) 如 nr。 陰 «1  二  e: つ 異^ 

(6) 賀茂祭 。 raw の 中 酉 J! に 行 はる 

石淸 水の 臨時 祭が 南 祭 

(7) 夜の あけない， つちから 

(8) 內 大臣 左大^ 實定 

(3) 前 權大鈉 言 兼雅。 北の方. は 建禮 門 


(：！) 公 は S 政 紫： 白 大臣、 ^は 大中 151a 

と 三位 以上。 BT 鹅と もい ふ 

(？ i)s 位 五位 及び 六 位の 恵 人 もい ふ。 

雲 客、 S 上人と もい ふ 

(S3) 北面の 武士の 略。 上皇 法皇の 御 *： 

も警 第す る 武士 

(M) 鞍^ 街道。 京から 玆 馬へ 

(ほ) 元？ おの 祖父。 三十 六 歌仙の 1 人。 

元 Ms ほ 清少！ i 言の 父 

(is) 天德 三年^ 養父の 建立 

(丌)後冷泉院の皇后»1子。 その tsw は 

愛宕 郡 小 野 山 附近 

平家物語 灌 


〔梗概〕 文治 元年 五月、 御 落飾 遊ばされた 建禮 門院 は 東 山の 麓吉 田の 邊に 住ま はせられ たが、 

七月 末の 大地 f 御所 も 荒れた？ (女院 出家)、 大原 山の 寂 光院 に 移られ、 大納言 佐 殿と 阿波 

內侍 ばかりで、 幽かな 御 生活に 先帝 を傯 ばれつつ 過され た (大原 入)。 


大原 御幸 

か-りし 程に、 おぎ 年の 春の 比、 議囊門 (iss の 御 g ひ 御覧 ぜま ほしう 

思 食され けれども、 きさらぎ 程 は 、きき ひ せす。 ，白雪 g やら 

^ 谷の つ まも 打 解す。 111 てま ar も 過し かば、 法 fe をぎ めて、 ,0 

奧へぞ 御幸なる。 忍びの 御幸な り けれども、 ぎぎの 人々 は (リ) お^、^; ぎ^ 

か、 J>  (，=:) くぎ タフ (S) てん fc や 5び と (は )4  くめん  r4  ノゝ 3£  二，？. 1 

ゝ, 、，^ち レ、- -  (，w) く. らま  (ほ) か c きょはら e 


-、 p  くき やう (に) てんじゃ. 5 びと ( 

^下、 公卿 六 人、 殿上人 八 人、.^ 面少々 候 ひけり.。，、 ii! ど ほりの 御幸な れ^な 

)^L だ， ちくじ (S をヽ 。くわ さい t ぐう き：， き えいらん あ そ L  こ  ； r 

パ 野の 皇太后 1吕 の舊跡 を^ 覧 有て、 其より 御^に 召されけ り。 g 

二 〇 七 


本 文 


(t 


ク3) 一棟。 一軒 

磨 寺 系の 尼 寺 

(5) 古めかしく つくって ある 

(6) 築山 • 池 水 •  W え 込み 

(7) 由緒 ありげ なお も かき 

(8) 瓦葺の 屋根が こ はれて 霹 がいつ も 

香煙の たちこめて ゐるゃ 5 に 入り、 S 

が 破れて ゐる ので H: 光が 入り 常に 燈明 

も 一 sslh- て もる や 5 である。 欺 詠ら しい 

が 出 所 不明の 句 

(9ュひ。 ほか に 吠 かれて みだれう ご 


篇  二 〇 八 

ざ^  ^ >  ち 9  こャ&  な 39  J 

山に 懸る 白雲 は、 散に し 花の 形見な り。 靑 葉に 見 ゆる 梢に は 、春の 名 殘ぞ をし まる、 

r)  あ 》<，  しげ  すゑ  いら  (2) は t  I：  ：  ：  1_ 

比 は 卯月 廿日 餘の事 なれば、 夏草の 茂みが 末 を 分 入せ 給に、 始めた る 御幸 なれ は 御 

t  a  じんそき たえ 

覽じ馴 たる 方 もな く、 人跡 絡た る 程 も 思 召 しられて 哀 なり。 

ふちと  C3) う み だう  す なは ち (Jot やくく わ C- ゐん これ  (5) ふる  OC) せんす. C 二  ■  «4 

西の 山の 麓に、 一宇の 御堂 有り、 卽 寂 光院是 なり。 古う 作りな せる 山水 木立、 

(7〕 よし  さま  (S) いら かやぶ  ふ だん t  fc  おち  ， .4  , ふ A 

由 ある 様の 所な り。 「甍 破れて は 霧 不斷の 香を燒 き、 とぼ そ 落て は 月 常住の 燈を挑 


蘸の花 も 篏レ 

(K) うら ほ 未。 桀 とおな じ 

(は) 夏山の 青葉 is の お そ樓 初花よ 

しき 力な (金 葉 集、 菌原盛 


(；s)tt ありさ-つな。 S の ある 

(i2) 蔦^ の靑々 t 茂った 垣 

(55〕 翠色の！ S 墨の やうな 山 * 

(n) 惹。 草葺の 軒に 生 チる苔 

(は) 食事 も 乏しい の 意。 和漢 朗 « 集の 

痛 直 幹の 作に よる。 rejsfa- 々空 、で！ 一 

顏淵之 巷 I 藜お. タ鎮、 雨？ JL 原憲 之柩！"」 

(2) 孔子の 高弟。 清貧の 人 

(S) あかざが ふかく 茂り 

(S) 孔子の 門人。 淸贫の 人 

(S) いざ 、も 細 小の^。 さ、 やかな 凝 

原 

(K) 世間と S 交涉の 人の 常で 


ぐ。」 とも、 か 樣の處 を や 申すべき。 庭の 夏草 茂り 合 ひ、 靑柳 糸を亂 りつ \、 池の 浮 草 

た た f よ にしき  (S)  (=)  (は) むら S き け - 

浪に漂 ひ、 錦 を さらす かと あやまた る。 中島の 松に 懸れる 藤 波の、 うら 紫に 哚る 色、 

3 ま t  おそ ざ くら ヒっ はな  めづら  きし やまぶき  みだ  や』 へ たつ  たえよ  や？ ほ^- - 

靑葉 交りの 晚搂、 初花よりも 珍しく、 岸の 山吹^き 亂れ、 八重 立 S の絕 間より、 山郭 

ぎす  ゆ^ まち  えいらん あ 

公の ー聲 も、 君の 御幸 を 待が ほな り。 法皇 是 を敏覽 有て、 かう ぞ思 召しつ y けけ み。 

けみ-つ  さくらち  なみ  さかり  1 

池 水に みぎ はの 櫻 散りし きて、 浪の花 こそ 盛な り けれ。 

たえ £  ち  み-つ おと  (M)  よし  (に： In- よくら か 今- (£) す. « たい 

ふりに ける 岩の 斷 間より、 落く る 水の 音 さへ、 ゆ ゑび 由 ある 處 なり。 綠蘿の 垣、 翠黛 

やま ゑ  おん あんじつ  らん  0 き  つた あさ は 

の 山、 繪 にかくと も 筆 も 及びが たし。 女 院の御 庵室 を御覽 すれば、 軒に は^ 植 は ひ 

£  キ じ わすれぐ- (は) ヘラたん しばく むな  (£) がんもん ちよた  OR) れいで ラ ふかくと V；  あめ 

か \ り、 しのぶ 交りの 萱草、 HI 簞 S 空し、 草 額 淵 之 巷に しげし。 藜.； 翟深 鎖せ り、 雨 

c^) げんけん ヒ K そ  い  すぎ ふきめ  しぐれ ， ゆ - , r 

原 憲之樞 をうる ほす とも 謂つべし。 杉の 葺目 もま ばらにて、 時雨 も霖も 置く 露 も 

も  かげ あらそ  5 しろ  •  ベ- (2)，  . 

漏る 月影に 爭 ひて、 たまるべし とも 見え ざり けり。 後 は 山、 前 は 野邊、 いざ、 を ざ X 

さわ  05  なら  しげ だけば しら みやこ  ことづて  ま  >  ほ £ へ 

に風噪 ぎ、 世に たえぬ 身の 習 ひとて、 うき ふし 繁き竹 柱、 都の 方の 言傳 は、 間遠に 結 


) 爪 折つ 九 枝の 意。 たき ざ 


(2) いくら 世 を 捨てた 人と して は 常の 

事 i は. &せ 

(3) 五 残の 杲 報で 人間に 生れ、 十 善の 

功力で 王者に 生れる 


！。 但し この 文 は 見 

えね。 延薆 本、 心地 觀 g 

(5) 過去 世の 因 は 現世の 杲で 分り 未来 


(6) 決して。 すこしも 

(7) 莓 *~ の 俗の ときの 名 

(so 力 ビラ ェ 國の^ 城。 出生の 地 

(ハ 


(？？) 箱キら 布 やら 分らね もの 


C:) 由 上ぐ る は 畏 多い が 

(S) 藤 原 速 憲。 芊治亂 に 死す 

(は) 延憂本 長 門 本 1® 袞記 に は 信 西の 子 

^憲の 女と なって ゐる - 

(w〕 信 西 妻 朝 子。 法苠御 乳母 


平 


ゎづ. & ことと  みね こづ * る  しづ (1) ぎ を C 

る ませ 垣 や、 僅に 事 問 ふ 物と て は、 嶺に 木傳ふ 猿の 聲、 賤士 がつ ま 木の 斧の 音、 是等 

お とづれ  まさき  かづら あ をつ f ら くる まれ 

が 音信なら では、 正木の 葛 靑 葛、 來人 稀なる 所な り。 

あ  おいおとろ  あま 

法皇 「人 や 在る。」 と 召され けれども、 御 いらへ 申 者 もな し。 遙に 有て、 老衰へ たる 足 一 

まゐ  さ か うな， *  お ほ f  このうへ  ± なつ； f  ノら 

人參 りたり。 「女院 は いづく へ 御幸 成ぬ る ぞ。」 と 仰ければ、 「此 上の 山へ^ 銜に 入せ 給 

ひて 候。」 と 申。 「左様の 事に 仕へ 奉る ベ き 人 も 無き にや。 さ こそ 世 を捨る 御身と いひな 

>  いた は  te- ほせ  こ^あ ま  (3) かい ぜん おんく わほうつ き  よ 

がら、 御 痛し うこ そ。」 と 仰ければ、 此尼 申け る は、 「五戒 十 善の 御 果報 盡 させ 給 ふに 依 

*J ら  しゃしん ぎ や， 5  をし 

て、 今 か \ る 御 目 を御覽 する にこ そ 候へ。 捨身の 行に、 なじ か は 御身 を惜 ませ 給 ふべ 

(JO いんぐ わき や 5  (55 よくち くわ こ いん げ ん 2 げん ギぃ くわ よくち み らいく わ けん ュ げんざい いん 

き。 因果 經には 『欲 知 過去 因、 見 其 現在 果、 欲 知 未 來果、 見 其 現在 因。』 と說 かれた 

くわ こ み らい いんぐ わ  さと  (6)  "なげき  (7) しつ t 

り。 過去 未来の 因果 を、 悟らせ 給 ひなば、 つや/ \ 御 歎 あるべ からす。 悉達 太子 は 十 

(S) が 4k ゎラ い  だん どくせん ふちと  このは  つら  はだへ  みね の KB- ちきぎ 

九に て、 伽 耶城を 出で、 檀特 山の 麓に て、 木 葉 を 連ねて は 肌 を かくし、 嶺に 上て 薪 を 

と  くだり  ^んぎ ゃラ くぎ やう 二う よ  つ ひ (oob やうとう しゃう がく 

狞り、 谷に 下て 水 を 結ぶ。 難行苦行の 功に 依て、 遂に 成 等 正 覺し給 ひき。」 とぞ 申け 

, - 一の あよ ちり  (£) きぬね の .  むす あつ  き 

る。 此 尼の 有様 を御覽 すれば、 絹布の わき も 見えぬ 物 を 結び 集めて ぞ 着たり ける。 「あ 

- ： .  ふしぎ  なんち  .W ほせ 

の 有様 にても、 か 樣の事 申す 不思議 さよ。」 と 思 食して、 「抑 汝は 如何なる 者 ぞ。」 と 仰け 

： .  £  •  しば  や is  たみ だ おさへ 

れぱ、 さめ/ \ と 泣いて、 暫しは 御 返事に も 及ばす。 稍 有て、 淚を 押て、 申け る は、 

15  ハは) しんぜい むすめ (は) 

「申に 付けても 憚お ぼえ 候へ 共、 故 少納言 入道 信 西が 娘、 阿波の 內 侍と 申し 者に て 候 

(W) き  ふ A  わすれ 

ふなり。 母は紀 伊の 二位、 さし も 御い とほし み 深う こそ 候 ひしに、 御覽じ 忘 させ 給 ふ 

二 〇 九 


本 文 


(10 御. E 身の 御 言^ にも 敬語 を 用 ふ 

(2) それなら 言 ふの も 尤も だ 

(3) まがき の 外の 田に も 水が あふれ 立 

つ てゐ る^と 水との 問 も すれ. （-な 位 

(4)»r 陀釵音 普賢の 来迎の 像 

(5) 阿彌陀 如来 

(6) 宵黃 赤白黑 の瑀。 この 絲の 一 端 を 

S3 終の 人に 握らせ 引接の ことに 擬 し^ 

(7) 行德を 司る。 文殊 は 智德 

(8)  ^代の 高僧。 浮 土 敎の祖 

(9) 安德 天皇 

(^〕 法 華 g 八卷 

(m) 善 f? の 著書 五部 九卷 

(U) 高貴の 婦人の 香料 

(は) 天竺の 長^ 維摩 詰。 かれは 方丈の 

室 も 居と して ゐた。 居士 は 在家の ま » 

裤道に 志す 者 

(M) 維摩 經 にある 句 

(は) 肝要な 法文 


(^) 貼りつ けて ある 

(S3) 齊 光の 子。 出家して 袞昭。 入宋し 

て 大師。 長 元 七 年、 杭 州靑涼 山麓 

で 遷化 

(M) 山 西 省 五 臺縣 北東の 名山 

(ra) 十訓抄 にある。 タ 陽に 樂の 音が 聞 


(幻) 昔 宮中で みた 月 もこん な 山^い 住 

居で 眺める と は 思 ひも かけなかった 悲 

しさで ある 

でつくった ふとん 


篇  ニー  〇 

につけて 身の 衰へ ぬる 程 も 思 ひ しられて 今更 せんかた なう こそお ぼえ 候へ。」 とて 袖 を 

かほ おしあて  しの  さま  •  なんち  o 

顏 に押當 て、 忍び あへ ぬ樣、 目 も あてられす。 法皇 も、 「されば 汝は 阿波 內 侍に こそ あ 

(1)  わす  なみだ 

ん なれ。 今更 铕覽じ 忘れけ る、 唯 夢との みこ そ 思 食せ。」 とて 御淚 せき あへ させ 給 は 

くぶ  ふしぎ  あま かな  03) ことわ， 

す。 供奉の 公卿 殿上人 も、 「不思議の 尼 哉と 思 ひたれば、 理 にて 有け る ぞ。」 と ぞ各申 

あはれ ける。 

えいらん  くさ  まがき V- ふ  (li  を だ 

あなた こなた を數覽 あれば、 庭の 千草 露お もく、 籬に 倒れ か、 りつ-、、 そと もの 小 田 

二  しぎお つ ひま  わ  おん あんじつ いら  しゃ， r じ  あけ  SS と 

も 水 越えて、 鷓立隙 も 見え 分かす。 御 庵室に 入せ 給 ひて、 障子 を 引 明て 御覽 すれば 一 

ま  (4) らい  >  う  そん  (5) ちう そん み て  (6) しき いと  ひ ea-  (7)ふ 

間に は 來迎の 三 尊お はします。 中尊の 御手に は、 五色の 絲を かけられたり。 左に は 普 

げん ゑ f  (00) ぜん だう くわし やう  (00  ， えい  (S) ぢく めう もん (は ノでふ 3 しょ 

賢の 畫像、 右に は 善導 和尙、 竝に 先帝の 御影 を 掛け、 八 軸の 妙 文、 九帖の 御な； 曰 も 置か 

らん じ や に ほひ ひき  かう けぶ 9 たち S  (33) か C じ やうみ やう こ じ ^うぢ やう しつ うち 

れ たり。 蘭麝の 匂に 引か へ て、 香の 煙ぞ立 上る。 彼淨 名 罟 士 の， 方丈の 室の 中には、 


三 萬 二 千の 床を竝 ベ、 十 方の 諸 佛を請 じ 奉り 給 ひけん も かく やと ぞ おぼえけ る。 障子 


0£) し^し 


に は 諸 經の要 文 ども、 色紙に かいて 所々 におされ た. 


な. A(W?.K ほえの * だ も. *- ほふし せいり やう 

其 中に 大江定 基 法師が、 淸涼 


ぜん  (？^ せいが はるか きこ  二 うん 5< 

山に し. て 詠 じたり けん、 「笙歌 遙に聞 ゆ、 孤雲の 上、 聖衆 来迎す、 落日の 前。」 とも 書れ 

ひき  ぎょせい 

たり。 少し 引の けて、 女院の 御製と おぼしくて、 

思 ひき や 深山の 奥に すま ひして、 雲井の 月 をよ そに 見ん と は 

かたはら  ぎょしん じょ  おんさ を  あさ おんころ も r 

さて 側 を 御覧 すれば 御寢 所と おぼしくて、 竹の 御 竿に、 舔 の 御衣" 


の 御 衾な ど懸ら 


(1〕 すっかり。 全く 

(2) 中せ；： の 御 頃 を 兌て ゐた 

(3〕 岩の 多い けわしい 路 

？ io 花 を いれる かご 

(5) 賴原 伊通の 子 

(6:1 賴原邦 綱。 治 承 五年歿 

(7) 平 ffi 衡の 妻。 實子 である 

(00〕 御 IE にかけ るはづ かし さ 

(oo^f に 手 向ける 水。 清淨水 

(^〕 水 をく むさへ ねれる のに 


れ たり。 さし も 木 朝^ 土の 妙なる 類 ひ 數を盡 して 綾羅 綿繍 のよ そ ほひ も、 さながら 夢 

なり  なみだ  く ぶ  (2) 

に 成に けり。 法皇 御淚を 流させ 給へば、 供奉の 公卿 殿上人 も 各 見参ら せし 事 なれば、 

やう 4SS 

今の 樣に覺 えて、 皆 袖をぞ しぼられ ける。 

うへ  こ キ-ナ みぞめ ころも  あま  (3)  つた  b づら 

さる 程に 上の 山より、. 濃 墨 染の衣 著た る 尼 二人、 岩の かけ ぢを傳 ひつ、、 おり 煩 ひ 給 

ひけり。 法皇 是を 御覽 じて、 「あれ は 何も のぞ。」 と御尋 あれば、 老尼 淚を柙 へて、 申け 

な  ひぢ  いはつ、 じ 

る は、 「花が たみ 肱に かけ、 岩 躑躅 取 具して 持せ 給 ひたる は、 女院 にて 渡らせ 給 ひ 候 也。 

つ わ ふび を B. ぐ  と 9 かひの  (_<0  二れ ざね むすめ  の  つ. O くにつな やうし  6 の 

爪 木に 蕨 折 具して 候 ふ は、 鳥 飼 中納言 維實の 娘、 五條 大納言 國 綱の 養子、 先帝の 御^ 


と  c,)  C すけ  なき 

人、 大納： 百 佐。」 と 申 も あへ す 泣けり。 法皇 も 世に 哀氣に 忍 食して 御淚 せき あへ させ 給 

はす。 女院 は、 「さ こそ 世を捨 つる 御身と いひながら 今 か k る 御 有様 を 見え 參 せんすら 

_ は 2, が  ォぇ うせ、  よ ひく 3 と O0 あ か  (^) たちと 

ん恂 しさよ、 消 も 失ば や。」 と 思しめ せど も かひ ぞ なき。 宵々 每の閼 伽の 水、 むすぶ 袂 

あかつき おき  うへ やま ぢ  つゆ しチく  しぽ  vii 

もし をる るに、 曉 起の 袖の 上、 山路の 露も滋 して、 絞り やかね させ 給 ひけん、 山へ 

t  ,  ^  おん あんじつ  いら  た- 

も 歸らせ 給 はす、 御 庵室へ も 入せ 給 はす、 御淚に 咽ば せ 給 ひ、 あきれて 立せ まし、 

あま まゐ  はな  たま 

たると ころに、 內侍 の尼參 り つ \、 花が たみをば 給 まり ナ 


平 家 物 0 灌^ 卷 


これ は 千^ 集の 二に 「みこに おはし ましけ る 時、 鳥 羽 殿に 渡らせ；^ ひける^、 池 上 花と い 

へる 心 をよ ませ；^ うける 院 御製」 と訶 書して ある ものである。 ー體、 この 物語に その 人の、 

.  二 一  一 


本文 篇  ニー  二 

その 5! 合の^と して 採られて ゐる もので、 事實 でない ものが 甚だ 多 い 事 は 注目すべき である。 

〔梗概〕 法皇 は 女 院に御 法談 あり、 女院は 御自身の 御 一生 を 六道 輪廻に 觀 じて 御物 語り 遊ば 

すので あった (六道の 沙汰)。 


女院御 往生 


(1) 山寺の 入相の ©の 聲ご とに 4,H も 

暮れね ときく ぞ かなしき (拾 遣 集、 0 

人 しらす) 

(2; 


(3-,w はおれ をと める もの。 铀も淚 を 

i どめえ す 

御の 行列が だんく 遠ざかって 

ゆく 


:6) 一門 一 族み な淨 土へ 生れる やらに 

と 祈られた 


.〕 公卿お 上人 もい- 


さる 程に 寂 光院の 鐘の 聲、 今日 も暮 ぬと 打 しられ、 夕陽 西に 傾けば、 御名 殘^ うはお 

(2〕 なみだお さへ くわん ぎよ  いにしへ 

ぼし けれども、 御淚を 押て 還 御なら せ 給 ひけり。 女院は 今更 古 を 思 食し 出させ 給 ひ 

しのび  おんなみ だ  (3) しがら みせき  はるか  くわん ぎよ 

て、 忍 あへ ぬ御淚 に、 袖の 柵 塞 あへ させ 給 はす。 遙に 御覽じ 送らせ 給 ひて、 還 御 も 

(4)  のび  n ほんぞん  せんてい しゃ 59 やう いちもんば うこん じ やうと ラ しゃう かく 

やうく 延 させ 給 ひければ、 御本尊に 向 ひ 奉り、 「先帝 聖 靈、 一 門 亡魂、 成 等 正覺、 

とんしゃう ぼだい 

頓證 菩提。」 と 泣々 祈らせ 給 ひけり。 昔 は 東に 向 はせ 給 ひて、 「伊勢大神宮、 正 八幡 大菩 

てんし ク. 0 ほうさん せんしう ばん ぜぃ  ひき 

薩、 天子 賓算、 千秋 萬 歲。」 と 申させ 給 ひしに、 今 は 引かへ て、 西に 向 ひ 手 を 合せ、 

(B) くわ こしゃう りゃう  ぶつ  たま  かな  ぎ H しんしょ 

「過去 聖靈， ー佛淨 土へ。」 と 祈らせ 給 ふこ そ 悲し けれ。 御寢 所の 障子に かう ぞ 遊され 

ける。 

*,<ら  (7) お ほみ や 

このごろ はい つ 習 ひて かわが 心、 大宮人の 戀 しかるらん。 


(2)» 鱧 門院 を さす 

(3) とんで 來て啼 いたので 


(4) 賴盛。 池^ 尼が 頼 朝 を 救った ので 

尼の 子賴 盛. は 助かつ. *d 


(5) 貴人の 住 ひの 中まで. 

(6) 不安で おちつかない 

(70 夫疃 


(00) 昔 をした ふ 心 は つきない 

(3〕 平清盛。 女 院の父 


下。 上 御 一 人 


("〕 钧病氣 になら せられ 


し へ も 夢に なりに し 事 なれば、 柴の 編戶も ひさしから じな。 

CL ふ-う }  とくだい じの  おん あんじつ ± しら かきつ ナ 

御幸の 御供に 候 はれけ る 德大寺 左大臣 實定 公、 御 庵室の 1! に 書 附られ ける とか や 

-»  '  .  •  (2)  ひか 9 み やまべ 

いにしへ は 月に たと へし 君 なれ ど、 其の 光な き 深山 邊の 里。 

£>、 すゑ 


こし 方 行末の 事共 覺 しめし 繽 けて、 御淚ビ 咽ば せ 給 ふ^し も、 や ければ、 

女院、 

♦  、 なみだ  ほ VJ  、ぎす われ 5 きょ  な 

いざさら ぱ淚 くらべん 郭公、 我 も 憂世に ね をの みぞ 泣く。 

だん うら  お S* ち  C-  •  j  &  ' 

抑 壇の 浦に て 生ながら 捕られし 人々 は 大路 を 渡して 首 を はねられ、 ^子に 離れて 1 流 

せらる。 池 大納言の 外 は 一 人 も 命 を 生けられす、 都に 置かれす。 され ども 四十 餘 人の 

女房 達の 御 事 は、 沙汰に も 及ば ざり しかば、 親類に 從ひ 1 に 就いて ぞ おはしけ る。 お 

つ ひ) T だれ うち  しづ. A  と ぽで  (6) ぶり を さ ま  やど 

は 玉の 簾の 中まで も、 風靜. なる 家 もな く、 下 は 柴の扃 の もとまで も 塵 牧れる 宿 もな し。 

^ノ、 ら でら (7〕 い^せ  よ そ  な 9 はつ  ゆき^  A-  ,A 

枕を雙 べし 妹 背 も、 雲井の 餘 所に ぞ 成果る。 養 ひ 立し 親子 も、 行方 知らす 別れけ り。 

あぶ 思 ひは盡 せね ども、 嘆ながら もさて こそ 過され けれ。 是は只 入道 相國、 一 天 四海 

にき  かみ  (S)  しも  か へ り  る け *  さま 

を 掌に 握て 上 は 一 人 を も 恐れす、 下 は 萬 民 を も 顧みす、 死罪 流刑、 思 ふ 様に 行 ひ、 世 

、^パ -  ，  ふそ  ざい W ふ 

を も 人 を も 憚 かられ ざり しが 致す 所な り。 父祖の 罪業 は 子孫に 報 ふと 云 ふ 事 疑な しと 

ぞ 見えたり ける。 

す、 J  (r:) こ.. -ち  ぞん み て 

力くて 年月 を 過 させ 給 ふ 程に、 女院御 心地 例なら す 渡らせ 給 ひし かば、 中尊の 御手の 
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Ti  五色の 絲を 化へ つ、 T 南無 西方 極樂 世界 敎主 彌陀如 來必す 引攝し 給へ。」 とて 御念 佛有 

樂淨 土に ほき 往生 を 遂げさせる こと. *-  C- すけ c つ？ f! ないし さ 5  ん k  、  ヒ， ヒ -. r-  tLr^o 

^  しか tH、 大納 一一 一一 慰 局 阿波^ 侍 左右に 候て、 今 を 限り の 悲し さに 聲も惜 ます^き 叫 ふ 

(2ソ し うん、 たび •  いき や 5 しつ  .5 ん^ に%- ？ 

？ 来迎の 光 iss  御念 佛の聲 やう/ \ よわらせ まし ましければ 西に 紫雲 续靆 き、 異香窒 にみ ち "音 樂空 

？) 長 2： 本 貞應！ 一年 春 K  一  lli  U 聞 ゆ。，^ ある 御 事 なれば、 建 久ニ年 きさらぎの 中旬に 一期 遂に 終らせ^ きさ 

三年 春 六 八！ T 参考 ® 平 iss 記に 建 保 ,  I とき  」，、 ： ： ：、 フ チ、 はお こ 

元年 士ー  n.H  一一  ss、  と。 諸 八の 宮 の御ケ 一より が 時 も 離れ まねら せす して 候 はれね しかば 可お 終の 御 時 に 

？) いささか 緣 ある 人 もた く。 「草」 迷 ひしも^^ なく ぞ おぼえけ る。 此 女房 達 は、 昔の 草の ゆかり も枯 果て、 よる 方 もな 

もビ1？ <歲 で 說敎に 悟り、 女人の 身 ききなれ ども、 冴々 の 御附事 黉み給 ふぞ哀 なる。 終に 彼 人々 は、 寵女が 正覺 のお をお 

で 佛果も 得た こと  - ォ  J1  . 

ひ^ 鎖 S の、 塒に、 皆 往生き I を i ける とぞ 聞え し。 
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1 -參考 書 m 解題  


「本文 • 評 釋篇」 を讀み 終へ た われわれ は、 こ、 で 以上の 概括 を 行 ひ、 同時に 「平家物語」 の 本 

質に 關 する われわれ 自身の 結論 をな すべきで あらう。 

併し， この 「概論」 は、 旣に 述べ 來 つた 抄出 各 段の 「評」 に 直接. 間接つな がって ゐ るので あ 

るから、 出來る だけ 「評」 と 重複し ないやう にしたい し、 叉 折々 提出した ま、 になって ゐる 問題 

へ の 解答 を與 へ、 それらの 基礎 づけ をな す 事に 重點 をお かねば ならない。 

いはぐ、 この 概論 は獨 立した ものと してより は 寧ろ 「評 釋篇」 を讀み 終へ た 人々 への 「概論」 

であるから >  讀者 諸氏が 「評 釋篇」 の 「評」 を、 この 「概論」 の 前編と して、 先 づ必す 吟味され 

る 事 を 希望したい。 
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尙、 「平家物語」 は 日本の 古典 文學の 中で も、 最も その 成立 や 著者の 決定に 異論が あり、 その テ 

キ ストと しての 諸傳本 も、 おそろしく 異同が あって、 この 問題 を顧盧 する 事な しに は、 その 論に 

多くの 誤差 を 生す るお それが 少 くないと いふ 特別な 事情が あるから、 われわれの 「概論」 も 必要 

た 限り この 問題 を 取扱 はねば ならない。 

勿論 この やうな 書誌 的な 文獻學 的な 作業 そのもの は、 この 「概論」 の 目的と すると ころで はな 

く、 從來の 研究 成果 を われわれの 手に よって 整理し、 特に その 本質的な 意味 を 見 究める 事に 重點 

をお く 事 は 申す まで もない。 併し、 われわれの 簡單な 文獻學 的な 操作の 結果に 對 して は、 文獻學 

者の 批判に もた えうる ものである 事 を 期したい。 

山 田 孝 雄 博士の 「平家物語に つきての 研究」 •「 平家物語 概說」 が、 かう いふ 作業で は 最も 確實 

且 組織的で あり、 この 稿の 文 獻學的 操作の 基石と なり 出發點 であった 事 を 記して、 感謝の 意 を 表 

しつ \ 本論に 入らう。 


第一章 文獻學 的な 諸問題の 概括 

ひ その 傳來 

「平家物語」 の 原著者が 誰で あるか は 暫く 措いて、 その 著 はした きの 「平家」 は 今何處 こもな 

V のみなら す、 われわれが 「 平家物語」 と 呼んで ゐる もの は、 その 文章に 於いて、 その 霧の 

數に 於いて 又 順序に 於いて、 各種 各樣 であるから、 鎌倉時代の 文 f しての 「平家物語」 を 論す 

るに は 一體 どの 本 を テキストと して 採用すべき かとい ふ 問題が おこる。 

山 E 博士の 研究 以来、 「平家」 の傳本 は旣に I 十本に わたって 調査され て來 たが、 結局、 

ひミ靂 門院の 御 崖から 御 I にいた る ー聯の 物語 を 分立して 特に 灌頂 f 立てる 諸本ュ 

方 系統)。 

S 灌項卷 を 分立せ す大體 時代 順に 配置して ある 諸 本 (八 坂 方 系統)。 

S 護 卷に當 る 部分 を 一括しながら 尙八坂 本の 如き 形に して ゐる本 (械 一本の み)。 
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S 其 他の 諸 本。  .  . 

以上の やう に 整理され てゐ る。 

近世 以来 一般に 用 ゐられ て 来た 流布本 は S に屬 する ものの 一 つであった から、 「平家」 とい へ 

ば、 灌頂卷 は 本来 分立した もので あり、 鎌倉時代の 「平家」 も その やうな ものと して 取扱 はれ 論 

議 されて 來 たので ある。 ところが、 近來、 城 一本の 發見 等に より、 灌頂卷 の 分立 は、 平家 琵琶 法 

師の 一 流派た る 一 方 系統に おいて、 密敎 でい ふ 授職灌 頂に 倣 ひ、 獨 立した 琵琶 法師 *撿 校た る资 

格と して この 卷を 授け 始めた のに 由來 する もので、 文學 としての 分立で はなく、 音樂 上、 而も 中 

世 的な 傳授の 必要から おこった ものであって、 本来 「平家」 の 組 緩 は、 s 八 坂 方の 諸 本の 如く、 

「祇園 精舍」 の 序に 始まり、 「それより して こそ 平家の 子孫 は 永く 絶えに けれ。」 (六 代 被 斬) に 終 

る ものであった 事が 實證 され、 こ の 事 は 最早 動かしが たい 論據 をえ たので ある。 

卽ち 鎌倉時代の 文學 として 「平家物語」 を 論評す るに は、 その 組織に おいて は 八 坂 本の 如き も 

の を 採用す る 事が 必要な ので ある。 

この種の 本 は、 彰考 館. 內閤 文庫 其 他に 多數寫 本の ま k 藏 されて ゐて、 延慶 年間 書 寫の奥 書 を 

もつ 所謂 「延慶 本」 や、 現在 平家 古 寫本中 最も 古く、 鎌倉時代の ものと さ へ いはれ る 屋代本 (京 


都 府立 圜書館 及び 高 野 辰 之 博士 分 蔵) が あるが、 內閣 文庫の 藏 本が 國民 文庫 刊行 會 から 出版され たの 

で 手 輕に參 照す る 事が 出來 る。 ， 

併しながら、 組織の 點で 鎌倉時代の 形 を大體 その ま-に 傳 へて ゐる八 坂 本 も、 その 文章と なる 

と必 しも 古い ものと はい へない。 卽ち 「一 方 本よりも 訛 や 飾った 點が 多く ある」 (山 田 博士の 「槪 

說」) のであって、 その 點 では 寧ろ 素樸な 形の 一 方 系統に よらざる をえない。 

ところが、 一方 系統に もお びた f しい 諸 異本が あり、 二十 卷の 「長 門 本 平家物語」 の. 如き、 乂 

旣に 名稱を さへ 異にして ゐる 「源平 盛衰 記」 (四十 八卷) の 如き もこの 系統に 屬し、 所謂 流布本 も 

亦 こ の 類に 入る の である。 

けれども 「源平 盛衰 記」 の 如き は、 或は 足利時代に 編纂され たと する 說も ある 位であって、 そ 

の 名の 示す 如く、 增補 追加の 著しい この 本 は、 最早 「平家物語」 の 名に 於いて 論ぜら るべき 容 

の もので なく、 長 門 本 も 亦、 程度の 差 こそ あれ、 賴朝を 始め 源氏 方に 追從 する 記事の 著しい 竄入 

によって、 本來の 「平家」 に 遠い ものと して、 別に 考 へられねば ならない。 

かくて、 問題 は 所謂 「流布本」 の 採否 如何に かゝ つて 来る。 

1 體、 「流布本」 は その 奥 書に 「一方 檢校以 吟味 令 開 板 之 者 也」 と ある もの を 主と し、 次々 に 之 
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を 覆刻した もの 及び その 系統の 諸 本で ある。 從 つて これら は 凡て 元 和 以降の 大體 近世 期に 於いて 

出版され たものと いはねば ならぬ。 卽ち 「流布本」 は 近世の 讀 者の 讀 物と して 出現し 义 その 役目 

を果 した. ものと 考 へざる をえない。 

ところが 如是の 「流布本」 は、 「平家」 に 古くから あつたに 相違たい と 推定され る r 劍」 r^l」 

等の 段、 卽ち 所謂 「大祕 事」 を缺 くもので あり、 記事の 脈絡の とれない ところが ある。 而も 「流 

布 本」 は語學 上の 研究から いっても、 まことに 杜撰であって、 鎌倉時代の 姿 を あまりに 隔る もの 

である こと、 誤謬の 少 くない ことが、 山 田 博士の 研究に よって 明らかにされて 來た。 

吾々 が 今 「平家」 を 取扱 ふの は、 近世の 思想 や 藝術を 調査す るので はなく、 鎌倉時代の それと 

して 取扱 ふわけ であるから、 出來る だけ、 原典に 近い ものに よらなければ ならない で-ある。 

かう して 吾々 は 所謂 「覺 一本」 に 到達す る。 

ノ 勿論 この 本 とても 鎌倉時代の もので はない。 併し この 本 は、 應安 三年 窨寫の 奧窨を 持っ窒 町屮 

期 頃 轉寫の 高 良 神社 藏本 などの 系統に 屬し、 一方 流派の 元祖と いはれ る 明 石 檢校覺 一 の傅授 によ 

る もので あり、 「祇 王」 や 「小 宰相 身投」 など 本來 原典に なかった と 推定され る もの を 載せす、 流 

布 本の 杜撰な く、 それと 同 系統で あかながら、 最も 傳來の 古い ものである など、 一 方 系の 「平家」 


諸傳本 中、 最も 信據 する に 足りる ものである。 

卽ち r 覺 一本」 は 多くの 點で、 鎌倉時代の 而も 中期 以前の おもかげ をと V める 系統で あり、 そ 

の 組織 其 他 八 坂 本 系統の 古本と 照らし あはせ るなら ば、 現在に おいて は、 古本 「平家」 をし のぶ 

に 最も 適した 一 類と 言 はなければ ならぬ。 

吾々 の r 讀本」 の テキストが、 かゝる 「覺 一 本」 に 「祇 王」 「小 宰相 身投」 を 追記した 本 「覺 一 

別 木」 を 採用した の も、 如上の 理由に 基く ので ある。 

從 つて、 詳細に 研究す る ものに とって、 この テキストば あくまでも 底本であって、 定本で ない 

事 は 申す まで も あるまい。 

尙、 吾々 は 同じ 一 方 系統の 傳 本に、 所謂 「語り 本」 卽ち譜 本と しての 「平家」 を 見出す ので あ 

り、 これらが、 嚴 格な 傳 承に よって、 種々 な點で 「平家」 の 古い 形を殘 して ゐる 事を考 へる 必要 

が あるが、 この 點 について は、 後の 「平 曲論」 の 項に 一括して 述べようと 思 ふ。 

S その 成立  • 

「平家物語」 が 鎌倉時代に 旣に 成立して ゐた 事に ついては、 「延慶 本」 の 現存の み を 以てしても 異 
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論の ない ところで ある。 問題 は 承 久の亂 以前に 成立した か、 それ 以後に 成立した かに ある。 而も 

この 事 は、 文學 としての 「平家」 を考へ るに あたって、 十分 顧慮に 價 ひする。 

その 成立に 關 して は、 古來數 多の 學者 がさまん \ な說を 立て &ゐ るが、 吾々 は 今い ちいち それ 

らに應 待す る 必要 もない し、 紙數も それ を 許さない。 それ 故、 最も 根據の ある 二三の 優れた 說か 

ら出發 する。  、、 

菅茶 山の 「筆の す さび」 說 がその 第 一 である。 彼に よれば、  • 

平家物語 は 源平 盛衰 記より 前に 出で しもの なり。 (中^) 時代 は 鎌 倉將軍 藤氏 二 代の 中に 作れる 

なるべし。 源 中納言 の靑 侍の 夢に 平家の 方 人した まへ る 嚴島明 神 を 追 ひたて、 八幡 大 菩薩 の 日 

ごろ 平家へ あ づけお きた ま へ る 節 刀 を 賜 はんと 仰せければ、 其の後 は 吾が 孫に たび 候へ と舂日 

明 神の 仰せられし など にても 知る ベ し。 藤 原 頼 經關東 下向な きにい かで かやう の 事 かき も 思 ひ 

もせむ。  - 

とあって、 卷 第五 「物怪 之 沙汰」 の玟、 靑 侍の 夢の 記事が、 藤 原將軍 を豫莒 する 事から、 逆に 「平 

家」 が、 承 久の亂 以後なる 藤 原將軍 時代に 成立した 事 を論證 した ものである。  • - 

第二に 山 田 博士の 說は、 右の 論證の 確か さ を 認める ところから 出發 し、 唯、 飜 つて 八 坂 本 を 見 


ると、 嚴島明 神 • 八幡 大 菩薩の 二 神の みあら はれて、 舂日明 神の 事 をのせ ない とい ふ事赏 から， 

之 を 上の 論法に て 推せば、 この 記事 は卽ち 源氏が、 平家に 代りて 將軍 たるべき を豫； 百せ る もの 

に し て 當時藤 原 氏の 將軍 の 生す ベ き豫 想な かりし もの な る を 兌る ベ く、 —— (中略) か 、 る 見地 

より すれば、 この 物語の 著作 年代 は 略建久 より 建 保まで 約 三十 年の 間に 短縮 せらるべく、 徒然 

草に 後 烏 羽 院の御 時 信 濃 前 司の 作れり といへ る は、 院の御 在位 叉 は 御 院政の 時と 見れば、 少く 

も 年代の 上に て は 事 實を傳 へたり と 認めざる を 得す。 (岩波 文庳本 「平家物語」 の序說 より) 

と * すべての 八 坂 本に 舂日明 神の. 事 を 缺く事 を、 承久 以前 成立の 根據 とされ、 この 說は殆 んど定 

說 化した やうで ある。 

第三の 說を こ、 に 紹介し なければ ならぬ。 卽ちこ の說に 疑問 を 挾む 後藤 丹 治 氏の 說が これで あ 

(註 1) 

る。 氏 は、 八 坂 本に 藤氏 將 軍の 事がない のに は、 二つの 場合が あり、 (1 藤氏 將 X の 置かれない 時代 

に 書かれた 爲、 2 藤氏 將： *f 出現 後に 書かれた が、 それ を 書く 必要の ない 場合) 山 田 博士の 論斷 は、 その 2 の 

場合が 顧慮され てゐ す、 而も この 段 を 詳しく 讀 むと 2 の 場合 は 十分 成立し うるので あるから、 「博 

士. の 所說は 容易に 信 を 措き 難い。」 とい ふ說 である。 實際、 後藤 氏の 說の やうに、 山 田 博士の 「解 

釋も 捨て 難い」 ところが あると われわれ は考 へる が、 それ は百パ —セント 確 實な說 でない 事 は 後 
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藤氏の 說 かれる 如くで あらう。 

それならば、 「平家」 の 成立 は 何 を 以て 說明 出来る であらう か。 こ、 に 吾々 は 第 四の 說を 提出し 

て、 大方の 批判 をえ たいと 思 ふ。 

藤 原 道家の 「玉 蘂」 によると、 承 久ニ年 四月 卄 日と 五月 三日の 條に、 夫々 次の 如く 記して ゐ 

る o 

以 有長爲 使、 平家 記事 仰 遣 光盛 卿 許、 彼 卿 多 持 平家 也、 有 可 借與之 返報、」 (£ 月サ H) …… 平 三 

品 光盛 卿、 借 與基親 入道 雜例抄 三 卷、」 (五月 三 H) 

右に よれば、 藤 原 道家 は 承 久ニ年 四月に、 ほかならぬ 平 頼 盛の 男 光盛の 所へ 使 を や つ て、 「平家 

記」 を 借りようと したので あり、 光盛 は义 其の 時 「多 持 二 平 象 一也。」 と 云 はれて ゐる。 ー體、 「平 

象 物語」 を 「平家」 と略稱 する こと は 極く 自然で あり、 旣に鎌 倉 末期 以後の 中世の 日記 類に これ 

を 「平家」 と 呼んだ こと は、 枚 擧に遑 のない 位で ある。 ：乂 一方、 「保 元 物語」 や 「平 治 物語」 を 

「保 元 記」 「平 治 記」 と 呼ぶ 事 は 知られて ゐ るし、 「源平 盛衰 記」 (卷サ 二) に は、 「保 元 平治ノ 日記 ト 

申 物 …… 」 なる； 百 葉が あり、 承 久記は 叉 一 名 承久軍 物語と 呼ばれ、 義經 記の 又の名が 義經 物語で 

あるな ど 中古 以來、 日記と 物語の 雨 者 は その- s: 容同樣 名目も^ 用され てゐ た事實 を、 吾々 は 思 ひ 


おこす ので ある。 

卽ち ri」 ！一 いふと ころの 「平 籠」 「平家」 の 語 は、 他に かぶ 名 稱の曰 記な どが ある I 

のない かぎり、 蒸 わが 「平家物語」 と考 へて やと 思 ふ。 ほかならぬ 平氏の 一人、 この 物， 

屢々 その 名 を 記されて ゐ る池大 i 阜賴 盛の 子の 光盛が、 「多く (種々 異本が あった 事 か) 平家 を 持」 

つて ゐ たとい ふ 事 も、 この 推定 を 裏 づける ものと 考 へる。 

。^。の 推定が 誤りな しと すれば、 ？ はこの 「画」 の 記錄を 第一の 據り どころ として、 f 

二 年 四月、 f かの 承 久の亂 以前に、 わが 「平家物語」 は 成立して ゐた f 知る ので あり、 而も 

恐らく 备 種の 異本が 旣に行 はれて ゐ たらしい こと も考 へうる ので ある。 

「平家物語」 が 承 久の亂 以前^ か：^ とい ふ 事 は、 この 物語の 研究に とって、 決して 等閑に 付 

し 難い 事 は 後に 述べ る 機 食が あらう。  ， 

かう して、 承 久の亂 以前に 成立した 「平家」 は、 その後 鎌倉時代の 中期 4 期 を 通じ 5 曰 補 さ 

れ 改訂され、 著しい 變貌を 行 ひながら、 琵琶 法師と 讀 者との 手に よって 傳 へられ、 あのお びた „ 

しい 異本 を 生み、 「灌 I」 を 分立し、 「長 門 本」 や 「震 本」 の 如き 養 的な 物語 を 存在せ しめ、 

終に 大量 四十 八 卷を數 へる 「源平 盛衰 記」 を さへ 將來 したので ある。 
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そ， ら VT その 作者 は 誰で あるか  二  r 「，己^ A"c& 究」 

^  $11 「平 塞の 著 直び 著章 代と 裏の ま」 ii 

g) によった。 ！； は：；" rpi、  ill その 時 氏 は、 こ 

，「| のこの 記事 につ ul  hi 甚 しが £i ベ I が、 やがて、 松 井 

の 記事 は 自分 も氣 付いて ゐたカ II,  ^^"i, 氏 も 亦、 この 「I 記」 が 「平 8 

吾一 を 頃す もので あらう と逑 へられた のて あ  り 兌； R まこお いて 十 

f」  J3 ヒ」 ん §g もされない。 山 W 博士の 說カ《 お- キ t  H 

i 一, デ つ If  、 嚯 こも 利用され す ス^ 定 もさ. ^ナ レ 

記事 は 袷ん ど 取り上げられ 一， ず k つ -主目 さ ta してつと 思 ふ。 

3  r  £  §M  D 己 #  i もっと 注目 さわ- =CT 鹳  1 

二分と いへ ない とすれば、 この 「玉 蘂」 の 言^ t 


^その 作者 

II , 附、 「平 曲」 論 1 


ゝ ： m つっき 意味す る。 卽 ちその 著作者と 作曲者と である。 

>M/g る、 ら、 この 含蓄に 富んだ 文章 を 全部 抄出して おかう 

「走然 草」 の 言 ひ傳 へて ある 力ら ごび Z 


後鳥羽院の 御 時、 信 濃 前 司 行 長、 稽古の 譽 ありけ るが、 樂府の 御 論議の 番に めされて、 七德の 

舞 を ふたつ 忘れたり ければ、 五德の 冠者と 異名 をつ きに ける を、 心う き 事に して、 學問 をす て 

て遛 世したり ける を、 慈鎭 和尙、 一 藝 ある もの をば、 下部まで も 召しお きて、 不便 にせさせ 給 

ひければ、 この 信 濃 入道 を 抉 持し 給 ひけり。 この 行 長 入道、 平家物語 を 作りて、 生佛 といい i 

る 盲目に 敎 へて かたらせ けり。 さて 山門の こと を、 ことに ゆ \ しく かけり。 九郞 判官の 事 は、 

く はしく 知りて 書きの せたり。 蒲 冠者の 事 は、 よく 知ら ざり ける にや、 お ほくの 事 ども をし る 

しもら せり。 武士の 事、 弓馬の わざ は、 生佛、 東圃の ものに て、 武士に とひ 聞きて か、 せけ り。 

彼の 生怫が 生れつきの 聲を、 今の 琵琶 法師 は學 びた るな り。. (第二 二 六 段) 

「平家物語」 作者に 關 する この 最も 有力な 說は、 信 濃 守 行 長と いふ 人物 を 史料 的に 實證 出來 ない 

ために、 種々 の 臆說を 生んだ けれども、 山 田 博士 は、 「平家物語 考」 以來、 當 時の 日記 類 「玉 葉」 

「明月 記」 等に 見え、 その 文才 かくれ もない 前 下野 守 行 長 こそ この 人で あらう。 「行 隆の 沙汰」 

(卷 三) の 書き振りが、 如何にも 中 山 行隆の 子と しての 行 長の 筆に 似つ か はしく、 彼 は 又、 關白兼 

實 公の 家 司 をつ とめた 事が あり、 「信 濃 入道 を 扶持し」 たとい ふ 慈 鎭和尙 が、 兼實の 弟であった 事 

など も、 その 說を 支持す る ものと して、 六卷本 或は 三卷 本の 古本 「平家物語」 (承久 以前の もの) は 
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前 下野 守 行 長の 筆に なったら しく、 兼 好 法師 は それ を 「一 寸 間違 へて 書いた ので は あるまい か」 

と 推定され てゐ て、 これ は、 現在 殆ん ど定說 化して ゐる。 

勿論 この 說は、 山 田 博士 自ら も r 斷言は 出来ない が」 (「槪 說」 四 七 頁) と 言 はれて ゐ るし、 「行隆 

の 沙汰」 の 書き振り などから、 却って 行 長說を 否定す る說 さへ 立てうる ので あるから、 尙確證 の 

あがる まで 待機す るより ほかに はな いで あらう。 

併し この 「徒然 草」 の說 は、 兼 好の 筆になる もので あり、 同じ 鎌倉時代に 行 はれた ものである 

から、 大體 において 信賴 しうる であらう し、 又 これ を 否定す る 材料の ない 以上、 現在 これに 賴る 

ほか はない。 

吾々 にと つて 今、 何より 重要な 事 は、 行 長が 信 濃 守で あつたか、 下野 守であった かで はなく、 

原著者た る 彼の地 位で あり、 その 立場 如何で ある。 この 點、 「徒然 草」 の 記事 は、 單に 文獻學 的な 

資料 以上の ものと して、 今 一 度讀 まれる 事が 望ましい。 

信 濃 守に しろ 下野 守に しろ、 彼 行 長 は、 旣に 現職 者ではなかった。 一 地方 官の 退職者が 常^の 

貴族 社會 において 占める 地位の、 決して 上級で も 中級で もなかった 事 は、 一 般 的に 承認され る 苦 

だ。 唯、 彼に は その 地位 を 補 ふ ものと して、 叉保證 する ものと して、 御前に 召される ほどの、 「稽 


古の 譽」 があった。 卽ち當 時の 貴族的 敎養 において、 一 流の もの を 身に つけて ゐ たと 考 へられる。 

御前に おける 失策 さ へ なければ、 彼 は その 高い 敎養 によって、 名 聲も义 ある 程度の 地位 を も 約 

来され 得た に 相違ない。 併し 彼 は、 晴の 場での 失策に よって、 r 學問を 捨て 、遁世し」 慈 鎭和尙 の 

もとへ 走った とい ふので ある。 

この 「學 問」 は、 いふまで もな く 中央の 貴族た ちに よって 護ら れ、 反 對に叉 その 護り のた めの 

「學 問」 であった 事 は 申す まで も あるまい。 作者が、 後に 述べる やうに、 反現實 的な 責族的 r 認 

識」 の 上に 育てられた、 か、 る r 學問を 捨て」 去った とい ふ 事 は、 吾々 にと つて 見遁 しがたい 事 

件な ので ある。 

勿論、 彼が その 庇護 を もとめて 逃げ込んだ 慈 鎭和尙 の 傘下 も 亦、 それ 以前の 世界と 本質的に は 

異る ものでなかった 事 を、 われわれ は 忘れる わけに ゆかない ので あるが、 それに も拘 はらす、 東 

國 から 立ち上った 新 秩序に、 多くの 妥協 を 行 ひ、 その 合理化 を さへ 主張した あの 「愚 管抄」 の 著 

者. 慈鎭の 傘下が、 彼に とって、 今までより もっと 窓の 大きい 世界で あり、 鎌 倉 を 中心とする 新 

しい 建設の 足音が より 高く 響いて 來る 場所であった 事 を、 吾々 は 容易に 想像し うるので ある。 

「山門の 事 を 殊に ゆ、 しく」 書いた 彼 は、 同時に その 山門の 明り 窓から、 新興 社會の 雄た けび を、 

第一 窣 文獻學 的な 諸 門 題 3 槪括  二三 一 


研究 篇  ニー ニニ 

直接 • 間接 手に とる やうに 屢々 覿き見 もし、 聽き 知る 事 も 出 來た苦 である。 

最早 かの 舊ぃ r 學問」 の 上に あぐらをかいて 居る 事の 出来ない、 いは^ それだけ 舊ぃ r 學問」 

から 一 應の 「自由」 を 持ちえ た 苦 の 知識人 行 長、 如是の 地位と 立場との 上に、 轉換 期の 世界 を ま 

ざま ざと 體驗 した 行 長が、 溢れる やうな 熱意 を もって 書き 緣 つたの がわが 「平家物語」 である。 

「徒然 草」 の記錄 が、 單に 文獻學 的な 史料と しての み 取扱 はれて ならない 事 を、 われわれ はこ、 

に 再び 注意して おかねば ならぬ。 • ， 

併し、 「平家」 の 著者に ついては、 尙 幾多の 說が ある。 傳說 によれば、 行 長の ほかに、 民 部權少 

輔時長 (醋1 雜抄所 引) 吉田 入道資 經 (同上) 源 光行 (同上 f ト fs) 菅原爲 長 (臥 ま = 忭錄) 玄會法 

師 (同上) 憲燧法 印 (天地 极元 歴代 圖) 等々 が あり、 夫々 簡單に 否定し がたい ものであるが、 「十二 

卷の 平家 は 資經卿 之 を 書く」 (酷 醐雜抄 • 鵲談 集の 說) との 傳へ の 如く、 又 光行 を 加筆 者と する 說の 

如く、 承久 以後 藤 原將軍 時代 を 始めと して、 ® 々追記 • 加筆の 行 はれた 明徵の ある 「平 荥」 に、 

多くの 異本 作者 • 加筆 者の あった 事 は、 當然 承認 せざるをえない。 

その 結果、 旣に 述べた やうに、 原作者の 意圖と 著しく 異なる r 延慶 本」 だの 「源平 盛袞 記」 だ 

のが 生れて 來 たので あり、 現存の 諸 本に は 加筆 者の、 從 つて 叉承久 以後に 支配的な 精神の 混入が 


豫 想され なければ ならない わけで ある。 r 祇王」 「小 宰相 身投」 が、 恐らく それに 相當 し、 r 筠」 の 

說 話の 如き 又 その 一 群に 入る 可能性に 富む ものである。 

「平家物語」 の 中に 見出す 「賑やか さ」 • 一種の r 溷濁」 に は、 この やうな 事情に よる ものが 少く 

ない の だが、 研究の 進步 は、 或る 程度まで それら を 洗ひ淸 める 事 も出來 るので あるし、 事實 吾々 

は、 か、 る 事情 を 十分 顧慮し つ \、 「平家」 論に 入らう と 思 ふので ある。 

最早、 かう いふ 問題に ついて 論す る 餘白を 持たない が、 今一 つ 「平家」 作曲者の. 「平 曲」 の 問 

題に 觸れ てお く 必要が ある。 

「徒然 草」 によれば、 この 物語 は生佛 によって 語られ 始めた とい ふ。 而も この 生佛 について 語る 

他の 資料 を 全く 持たない ため、 山 田 博士の 如き、 生佛 は正佛 とい ふ 法名 を 持った 源資 時で は ある 

まい か、 郢 曲の 名家た る 綾小路 家に 生れ、 元 暦の 御 祌樂に 失敗して 出家し、 慈 鎭和尙 の坊官 にな 

つた 右 馬 入道 资時 では あるまい かと 述べられて ゐる。 而も こ の說も 亦、 博士 自身、 「斷霄 する わけ 

ではなく 推測 出來る 云々」 と ある 如く、 尙 有力な 一 說 であるに とどまる。 

併し 「徒然 草」 によれば、 「平家」 は 平 曲と して 甚だ 早くから 語られた ものである 事 は 確かで あ 

る。 盲目の 琵琶 法師た ちが、 物語 を 巧みに 語った 事 は、 明衡の 「新 猿 樂記」 以來、 記錄 にあり、 
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f )  、ゝ、 

「保 元. 平 治 物語」 が 夫々 古くから 語られた 事 も明徵 があって、 「平家」 の 原典が そのために 作ら 

れた かどう かに は、 尙 疑問が あるに しても、 少く とも 著作 後間 もた く、 節 づけされ 平 曲と して 採 

用され、 從 つて そのための 改訂 も 行 はれた であらう 事 は 容易に 想像し うるし、 兼虾 の； 百 葉 もこれ 

を 裏書きす るの である。 

われわれに とって、 何より 重要な 點は、 この 物語 は讀 本と して 流布す ると 同時に、 否 それより 

も 耳から 訴 へ る 語り物と して、 より 一 層 多くの 人々 を 把 へ 、その 偉力 を發 揮した とい ふ 事で ある。 

こ \ に 「平家物語」 を 輩なる 讀 まれた 文藝 として 取扱 ふ 事の 危險が 生じて 來る。 

語り もので あつたと いふ 事、 それ は單に 形式 上の 問題に とどまらす、 「平家」 の 本質的な 問題に 

か&る ものであった からだ。 

若し この 物語が、 文字 を 通じて 讀 まれる だけの ものであった ならば、 その 流布の 範圍は 極めて 

限られた、 いは^ 貴族 を 中心とした 一 握りの 少數の 人々 にし か 行き わたる 事が 出來 す、 從 つて 又 

その やうな 限られた 讀 者の 要求に 應 じる 事に よって、 その 獨特な ものの 考へ 方 をう ち 壌され て 了 

つたで あらう 事 は、 容易に 想像し うる 所で ある。 眼に 一 字の 文字 もな く、 當 時の贵 族 的な 「文化」 

におき 去られながら、 而も 新しい 現實の 動きに 身 を 以て 參 加した 人 员 の 役割 は、 鸫換期 鎌 食.^ 代 


にと つて、 まことに 重要で あり、 それら を 除外して、 この 時代の 動き を考 へる 事 は 不可能な ので 

あるが、 この やうな 言葉の 本来の 意味での 「大衆 的」 人員が 享受す るに は、 從來 の文藝 は、 その 

內容 にお いて、 あまりに 緣 遠い 他の 世界の ものであった ばかりでなく、 その 形式に おいて 、「文字」 

の 難關を ひかへ た 近より がたい ものであった。 

彼らに 對 する 「文字」 の 障害 を 取り除き、 その上、 時に 解し 難い 部分 を も、 その 聲 調の 强弱 • 

抑揚と いふ 音樂 的な 手段 を 以て、 その 內容を 感得し うる 所まで 彼らに 近付かし めた 琵琶 法師の 役 

割 は、 叉 極めて 高く 評價 されねば ならない。 

「平家物語」 は 語り ものである 事に よって、 殿上に 召されて 贵 人の 聽聞 をえ たばかりで なく、 地 

下にお いて、 社頭 叉 は佛寺 境^に おいて、 あらゆる 層の 人々 に 語り かける 事が 出來、 又 その やう 

な ものと して 流布した ので もあった。 

われわれ は 勿論、 「平家」 を、 今日の 意味での 大衆 文學 であった とい ふので はない。 後に 述べ る 

やうに、 それ は 結局、 本質的に は 貴族 文學 であった の だが、 それに も拘 はらす、 平安朝 時代の 文 

藝 などの 全く 知らなかった 庶民的な 諸 層の 參加を も 抱擁し、 從 つて 乂從來 の贲族 文學の 全く 知ら 

ない 新鮮な 享受 層 のみ づ /\ しいさ、 へ を # たと 云 ふので あり、 その 廣汎な 新しい 享受者 の 要求 
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が、 時に よつ て 大幅に おり 込まれざる を 得なかった とい ふので ある。 

而も、 この やうな 新鮮な 參加 者への 橋渡し は、 全く 身分の 低い 盲 法師た ちに よった ので あり、 

かの 盲人 特有の 哀傷 をお びた 陰聲 が、 その 聽 者に 對 して、 「盛者 必衰」 のかな しさ を訴 へる にお 適 

(註 2)  (註 3) 

であった 反面に、 東國 なまりの 荒々 しい 語調 ゃ自. y 、つか ひが、 從來の 貴族 文 藝と對 的な 行動 を欹 

ひ 上げ、 かってない 荒々 しい 感情 を かきたて るに、 どれほど 有效 であつ たかを 兌遁 すわけ に は ゆ 

かないの である。  - 

「平家」 が 平 曲と して 流布した とい ふ 事 は、 かくして、 最早 その 形式 を 語る だけの もので なく、 

この 物語に 藝術 的な 偉力 を發 揮せ しめる 重大な 契機で あり、 か &る點 をぬ きにした 純 粹文藝 論で 

は、 最早 「平家」 の 本質 を 十分に 理解し えない わけで ある。 

かう して、 恐らく 「生 佛」 あたりに 始まった 平 曲 は、 城 正. 城 一 と傳 承され、 一 說 に^れば 城 

一の 二 弟子た る城玄 (八 坂 方 始祖) 如 一 (一方 始祖) によって、 ニ大 流派に 分離し、 特に 如 一の^ 

子. 足 利 氏の 緣者 たる 明 石 檢校覺 一 の 出現に よって、 一方の 最盛 時代、 同時に 平家 琵琶の 桢盛呤 

期を來 たし、 反 對に八 坂 方の 衰微 時代に 入った と考 へられる。 

早く 亡びた 八 坂 方の 傳本 • 八 坂 本が、 その 組織に おいて 原形に 近い 事 は旣に 述べた。 併し 不幸 


な 八 坂 方に は、 譜本 を殘す ことなく、 現在 吾々 の 知りうる 限りの 平 曲譜 本 は、 すべて 覺ー の 系統 • 

1 方に 屬 する ものば かりで ある。 所謂 一 方譜 本が これであって 、「平家 正 節」 「平家 聲節」 「平家 語 

り 本」 などの 名 を 以て、 近世 以降の 寫 本の 一 群が 傳 へられ、 嚴 格な 傳 承の ために、 その 特殊な 讀 

み 方 を 書きと どめ、 「平家」 の 語り ものと しての 姿 を大體 想像せ しむる に 足る ので あるが、 その 語 

り 方 を 始め、 傳授の 手 綾き 等の 詳細に ついては、 附錄 •「 研究 手引」 によって、 夫々 の 研究 を參照 

せられた いと 思 ふ。 

吾々 は 最早、 木 論に 入らなければ ならない。 

f 「普通 唱導 集」 (永 仁 五 年 序) に、 「平 治 保 元 平家 之 物語 何 レモ 皆 諳而無 レ^ 昔 聲氣色 容儀 之體 骨^ 

是麗 而有レ 興」 と あり、 「花園お 宸記」 の元應 三年 四月 十六 曰の 倏に、 「召 二 盲目 唯 心 J 令 レ彈ニ 比 巴 I 以 一一 

比 巴1 如 レ箏彈 レ之誠 不可 說殊 勝者 也。 平 治平 家 等 時 之 語 也、 女房 多聽聞 之、 徹夜 還 御。」 又 r 淤苑 連署 

事 書」 (正 和 四 年 成) にも、 「哀傷の 部 は 盲 法邮の 語る 平家の 物語に てぞ ある。」 と ある 事が、 山 高 

野兩 博士に よって 轺 介され たが、 是らは 何れも 錄倉 時代の 記錄 である 點、 特に 注目に 慣 ひする .o 

f 天 德寺了 伯 を 泣かしめ た 話 は 有名で あるが、 註 1 の 「哀傷の 部 は …… 」 の 語 等 を 以て も、 平 曲が 

衮調 をお びた ものと して 受 とられた 事 は 動かしが たい。 

註 3 「徒然 草」 の前揭 記事に、 琵琶 法邮 たち は、 生佛 の東國 なま リを その ま  > -學ん だと ある。 
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第二 章 平家物語と 時代 概念 

文藝 作品 は、 それが どの やうな 作品で あらう と、 何時の 時代の 作品で あらう と、 一定の； ^史的 

時代の、 一 定の 立場から なされた 世界の 「認識」 であると いふ 基本的な 命題から 逸脫 しうる もの 

はない ので あるから、 その 作品の 背後に あって、 而も その 作品の 正しい 意味での 內容 をな すと こ 

ろの、 「認識」 の 基底た る、 時代の 正しい 把握が、 缺 くべ からざる 基礎的な 操作と して 行 はれな け 

れ ばなら ない とい ふ 事 は、 最早、 文學 研究の 常識であって、 今更 こ 、に 述べ る 必要がない^ であ 

る 0 

文藝が 人間の 創造に か、 る もので あり、 その 人間が、 一定の 歷 史的 時代の 制約の 下に あっての 

み 感情し、 思惟し、 認識し うると いふ 嚴 しい 事 實を 反省す る だけで、 文學 研究に おける、 夫々 の 

時代 概念の 分析が、 なくて かな はぬ ものである 事 は、 最早 自明で あるの だが、 今 われわれが、 特 

に 一 章 を 設けて、 こ 、に 時代 概念 を 云々 する の は、 如是の 文學 研究に とっての 一 般 的な 常識に よ 


るば かりで はない。 

後に も 觸れる やうに、 わが 「平家物語」 は 木質 的に 「歷史 文學」 であり、 作者の 採り上げた 素 

材は、 日本の 歷史の 上で も 著しく 且 激しい 轉換 期の、 典型的な 諸相で あり、 而も 物語 は あら はに、 

年代記 的に さへ、 かの 典型的な 中世の 編成 期た る 院政 末期の 諸事 實を 把へ、 かゝる 骨格の 上に 想 

像の 翼を擴 げてゐ るので あるから、 例へば 單に 素材の 採り上げ 方と いふ 一 つの 點 から 言っても、 

素 村と された 時代の 正確な 把^ は 不可 缺な 研究分野 となって 來る 害で ある。 

いはぐ われわれ は 二重の 必要から、 こ の 激しい 轉換 期の 分析 を 要請され るので ある。 

一般的に は、 物語が 成立した 鎌倉時代、 特に その 初期の 分析 を、 r 歷史 文學」 としての 特殊性 か 

ら、 素材た る 時代 卽ち 鎌倉時代の 產 みの 親た る 院政 末期の 把握 を、 卽 ち具體 的に は 源平 交替 期た 

る、 戰亂の 院政 • 鎌倉時代の 歷 史的 規定の ために、 こ \ に 一 章を與 へざる を 得ない わけで ある。 

以下 簡單 ながら その 鳥瞰 を果 したいと 思 ふ。 

日本の 封建制度 卽ち 中世； 會の 根幹が、 何時から 確立され たかに ついては 異論が あり、 尙硏究 

を 要する が、 それが 莊園 制の 成熟と 共に 發展 した 事、 平安時代、 詳細に いへば 延喜朝 以降、 それ 
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は 支配的な ものと して、 日本の 土地 制度の 王座 を 占め、 藤 原 氏 攝關の 基礎 を 形成した こと は 明言 

しう るで あらう。 

平安時代 最大の 貴族と して、 政治的に も經濟 的に も 中央に 覇權を 握った 藤 原 氏 は、 その 當初か 

ら 官僚と しての 地位 を 通じて 進出した。 この 事 は 藤 原 氏が その 巨大な 力に も拘 はらす、 古代 社會 

的 要素 を 完全に 驅逐 する 事が 出来す、 それとの 安 協に よって 自ら を 維持し えた 事 を 示す もので あ 

る。 卽ち 平安時代の 大部分 は、 實 質的に は 封建時代で ありながら、 藤 原 責族は 形式的に は 官僚 貴 

族 的 形態 を とらざる をえなかった 事 を見遁 すわけ に は ゆかない (かう いふ 純粹 でない H 本 的な 封 

建 時代 を 吾々 は ー應、 古典的 封建制度の 時代と 呼ばう)。 こ、 に 藤 原 氏の 成功が あつたと 同時に、 

當 初からの 矛盾が 胎藏 されて ゐる。 卽ち 平安時代 は、 か、 る 形式的な 官僚 制が 次第に その 壓カ を 

失 ひ、 より 分散 的 • 閉鎖 的な 土地 所有 形態の 發展 する 過程に おいて 把 へられねば ならぬ。 

具體 的に いへば、 藤 原 氏 • 寺院 を 始めと する 中央 貴族の 大莊圜 は、 國 司の 重任、 躭北 せる 責族 

の 地方 土着、 地方 豪族の 自主的 獨立 等の 過程 を 通じて、 次第に その 支配 圏外に 逃れ、 中央 責族は 

單 なる 名義 的 所有者に 轉 落し、 莊園 群は實 質的に は 土着の 地方 貴族の 所有に 歸 しょうと する。 當. 

然兩 者の 利害 衝突が 始まり、 こ k に 地方 勢力の 代 辯 者 中の 有力者と しての 源平 二 氏が 登場す る。 


周知の 如く、 藤 原 氏 を 始め 中央の 責族達 は、 自らの 土地 を 防衛し、 現狀を 維持す るた め、 實質 

的に は その 正面の 敵對 者であった 源平 二 氏 を 全く 無計畫 的に、 交互に 利用した。 中央の 貴族 相互 

間の 利害 衝突と 中央. 地方 兩責 族の 軋蠑 とのた めに ー步 返却した 藤 原 貴族の 反擊、 藤 原 氏に とつ 

て 代らう とする 諸 貴族 勢力の 角逐、 か \ る危ぃ 均衡の 上に、 變態 的な 日本の 院政 時代 は 築かれた 

ので あつたが、 この 不安定な 均衡 は、 1 地方 貴族に すぎなかった 被 利用者た る 平氏の 一撃に よつ 

て、 忽ち 瓦 壌して 了 ふ。 

併しながら、 保 元 • 平 治の 亂を 通じて、 東方の 地方 勢力の 代表者た る 源氏 を驅逐 し、 全 國五百 

餘ケ 所の 莊園を 獲得 やる 事に よって、 曾ての 中央 貴族の 地位 を 奪 ひ、 その 經濟 力と 並行した 政治 

力 を 奪取した 平氏 は、 未だ 旺盛な 餘カを 失 はない 他の 責族 • 社寺の 莊園を 徹底的に 支配し えす、 

それらの 古典的な 諸責 族と 妥協す るより 外に、 覇權を 維持す る 方法 を 知らなかった。 

いは ゾ、 最初 は 地方 新 輿 勢力の 代 辯 者と して 立 現 はれた 平氏 は、 その 役割 を 貫徹し えす、 木質 

的に は 藤 原 氏と 同質の 中央 責族 化する 事に よって、 自ら を 維持した と 同時に、 地方 勢力の 支持 を 

失 はざる をえなかった わけで ある。 

こ k に 源氏 再興の 必然性が ある。 
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發展 してやまない 封建 制の 內的 矛盾 は、 當然 それ 自ら を鞟 化する ための 何ら かの 手段 をえ らば 

ざる をえない。 平氏が、 旣 にか \ る發展 の桎株 化した 場合、 東方に 返却し つ、、 今尙 地方 勢力の 

代 辯 者で ありえた 源氏 一族が、 必然的に、 古典的 封建 制 • 舊莊園 制の 對立 者と して、 平氏の 骨て 

の 支持者 を も 獲得した ので ある。 

源氏の 覇樯 は、 この やうに してう ち^ てられた の だが、 この 鎌 倉 政權の 意義 は、 平氏の それと 

甚だ 異る ものである 事 を 理解して おかねば ならぬ。 吾々 は 鎌 倉の 諸 施政に それ を兑る 事が 出來 る。 

文治 元年、 賴朝 は、. 諸國 に、 幕府に よっての み 任免され うる 守護. 地頭 を 補し、 兵粮 米 段別 五 

升 を 課して ゐる。 この 制度 は 部分的に 或は 時に 撒：！ の やむな きにいた つたが、 形式的に はとに か 

く、 赏質 的に は 略 ~ 一 般 的に 施行され たものと 考 へられる。 而も、 この 守護. 地頭 は、 主として 

鎌 倉 方の、 土着の 士に 任命され、 封建 制の 條件 たる 所謂、 條件的 土地 所有 形態 は、 より 一 厣 徹底 

化された ので ある。 それ は、 舊莊園 制が 實 質的に は 條件的 所有の 形態に 進行しながら、 形式的に 

はあくまで その 領有 を 認めない とい ふ 矛盾 を 持って ゐ たに 對し、 新制 度 は、 鎌 倉 幕府の 給付す る 

土地と いふ 立 前に は ある ものの、 極めて 封土 • 知行の 概念に 接近した 制度、 いは ど 典型的な 封^, 

制度 を 樹立し、 少く とも それ へ の 第 一 歩 を 踏み出した 事を證 明す る。 


鎌倉時代 は、 一面 如上の 守護 • 地 頭の、 大名への 獨立 過程と して 把 へられねば ならす、 かくし 

て、 言葉の 正しい 意味での 典型的 封建制度の 時代 は渐 次に 確立され るので あるが、 か \ る 發展こ 

そ は、 賴 朝が 文治 元年に、 古典的 封建 制の 對立 物と しての 自ら を閬 明した 時に その 基石 を据 ゑら 

れた 結果に ほかなら な いので ある。 

等しく 地方 贵族 として 出發 した 平氏と 源氏との 客觀 的な 意義に は、 これ だけの 相違が あった わ 

けだ。 

舊莊園 制 の 矛盾 を 解決す ベ く 送り出された 箬の 平氏 は、 自ら を舊莊 園責族 へ 轉落 する 事に よ つ 

て、 藤 原型 貴族と 同質の ものと なり、 か \ る ものに 對 立した 賴 朝の 出現に よって 始めて v ての 矛盾 

解決の 緖は 引出され たので ある。 

「平家物語」 の 取扱った 源平 二 氏 は、 客觀 的に はこの やうな 意味 を 持つ ものであった。 

沒落 する 平氏への 同情 的 態度と いふ もの は、 それ を大摑 みに 云へば、 旣に 桎梏 化した 舊 秩序に 

對 する 同情で あり、 その 限り 旣に 存在の 意義 を 失った 藤 原型の 中央 貴族 へ の 同情と 同質の もの で 

ある 害 だ。 勿論、 平氏が とにかく 地方 貴族 出身で あり、 藤 原 氏な どに 比較して 或 程度 地方 的な 新 

しい 型 を 代表す る もの であった 事 は當然 であり、 「平 {U の 或る 場面な どで は、 平氏の その やうな 
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側面が 巧みに 把 へられて ゐる事 を 忘れる 事 は 出来ない が、 一般的に は、 如上の 見解 を撒囘 する わ 

けに は ゆかな い。 

これに 反して、 源氏の もつ 意義 は 極めて 積極的で あり、 一般に 源氏 及び 源氏 的な もの への 支持 

と 同情と は、 結局、 舊ぃ 矛盾 を 打破し、 新しい 秩序と 新しい 意識と を 支持す る 所以で あり、 現實 

の 進行 を 直視し、 それ を 認め、 か、 る 進行へ 同感す る ものの 始めて なしうる ところの ものである- 

これ は 勿論、 極く 一鼓 的な 基本的な 言 ひ 方に 相違ない。 けれども 「平家物語」 が敢 へて 素材と 

した 源平 動亂の 意義 は、 源平 二 氏の 主觀 的な 動き 如何に 拘 はらす、 歷史 にと つて この やうな 地位 

を 占める ので あり、 「平家」 作者の 意識 如何に 拘 はらす、 兩 者への 同情 • 共鳴の 輕重 は、 作品 その 

ものの 世界 「認識」 の 度合 を 端的に 表示す る。 そのために は 、「平家物語」 の 成立した 鎌盒 初期の 

狀態を 今 一 度 吟味し なければ ならない。  - 

鎌倉時代 は、 かの 守護. 地頭が 一 署本來 の 封建 制への 道 を 急ぎ、 幕府から 獨 立し、 大名 化しよ 

うとす る 過程に おいて 把 へられねば ならない が、 特に その 初期に あって は、 旣に 存在理由 を 失つ 

た 藤 原型 貴族の 形式的な 壓カを 爆破し、 その 最後 的な 反抗 • 復古 運動に 相對 的な 安 協 を 示しつ & 

も、 あくまで これ を驅逐 する 過程 を、 この 際 重要視し なければ ならぬ。 


守護 • 地 頭の 侵入と、 全國 的な 兵糧米 奪取 法の 定立 は、 旣 に舊責 族の、 形式的. 量的に は 互 大 

なかの 舊莊園 制の、 實 質的な 屈伏 を 意味す る。 併しながら、 舊 貴族た ちが、 年々 に蠶 食され つ、 

も尙、 とにかく 廣大な 莊園を 維持し えた 事と、 傳統 的な 又 精神的な 優越感と は、 彼らの 現 狀嫌惡 

の 念 を 猛烈に 鼓舞し、 現實 的な 幕府の 新制 度. 新 秩序、 從 つて その 政治的 根幹た る 幕府 そのもの 

へ、 强ぃ 反擊を 加へ ようとす る 機運 を 作った。 承 久の亂 は、 かゝる 機運が 最高潮に 達した 時の 表 

現 形態と 見る 事 も出來 よう。 

文治 以降、 旣に兩 者の 勝欧は 決して ゐた 上に、 鎌 倉 幕府 は、 當 時の 土地 制度に とって、 現實的 

な、 條件的 土地 所有 を、 より 滿 足せし める 立場 を 十分に 守り、 曾ての 平氏の 如く、 反現赏 的な 舊 

莊園責 族へ 轉落 する 事がなかった ので、 當然、 より 多數の 支持者 を 保持す る 事に 成功した。 

承 久の亂 の 結果 は、 かくて 周知の ごとく、 幕府 方の 領地の 擴大强 化 を 意味し、 公然と は 行 ひ 難 

かった 地方から も、 兵糧米 は 公式に 徵 集され、 各地に 新 補 地頭 は 派遣され、 錄倉 方の 完全な 優越 

が 確保され る。 

鎌 倉 前期 は、 この 二 大陣營 の對立 • 緊張 時代と して 把 へられ、 承 久の亂 後、 吾々 は、 はじめて 

その 緊張の 崩れ落ちる 音を聽 くので ある。  . 
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從っ てこの 時代に は、 鎌 倉 方 は 地方 勢力の、 卽ち條 件 的 土地 所有者 群た る 新 與社會 層の 現赏的 

な 行動と 秩序と を、 從 つて か k る 意識 を、 極めて 端的に 反映せ ざる をえ す、 京都 方 は 又、 古典的， 

舊莊園 的な 組織の 要求 を聽 き、 旣に 矛盾に みち 腐敗し きった 舊 秩序の 擁護 を 念と し、 從 つて 叉 反 

現實 的な ものの 考へ 方の、 强 力な 代 辯 者 • 主張者と ならざる をえなかった わけで ある。 

この 時代の 意識 形態が、 何れに しろ 相對 立し つ、、 高度の 緊張 感を 示しつ ぐけ た 事、 それ こそ- 

かの 鎌 倉 初期の 文化 形態の 實質 でもあった 事が、 この やうに して 解明され るので ある。 

若し 鎌倉時代が、 所謂 武士 身分 自身の 文學を 持ち 得たならば、 かゝ る現實 的. な 精神 は、 典型的 

な 「武士 文學」 を產ん だで あらう が、 現實に は、 日本の 封建 制と 武士 身分の 特殊性と から、 文化 

的に は、 中央 貴族の 優越と 指導と が 決定的で あり、 所謂 「武士 文學」 なる もの は 生れる 事が 出來 

す、 從 つて 存在せ す、 或る 程度 その 意識 を 反映した ものが あるに すぎない 事 を 顧慮すべき. である 

が、 それに も拘 はらす、 鎌 倉 初期 • 承久 以前の 極めて 短い 時期 は、 その 對立 感情と その 緊張 度に 

おいて、 稀 有な 時代であった。 「新 古今 集」 も 「方丈 記」 もこの やうな 意識の 激し さに 根ざす もの 

であった が、 わが 「平家物語」 も、 か、 る 文化の 一 翼、 而も その 典型的な 様相と して、 現 はれた 

ので ある。 


第一章に 述べた 「平家」 の 成立 事情が • 承久 以前に あつたと いふ 事、 その 作者が、 如上の 舊秩 

序の まもりた る 「 學問」 を 捨てた 人物で あつたと いふ 事 も、 最早 吾々 にと つて、 まことに 意味 深 

い 事と 云 はねば ならぬ。 

「平家物語」 は、 か、 る 時代の、 か \ る 作者に よって 創ら れ たもので あり、 而も その 素 村と して 

えらび 出された の は、 舊莊園 制と 典型的 封建 制との 衝突 丄父替 期に あって、 歷 史上 最も 大きな 役 

割を果 した 源平 一 一氏の 鬪爭 そのものであった 事 を、 吾々 は 銘記す ベ き だ。 

吾々 は 「平家物語」 から 離れす ぎた であらう か。 文學に 無用の 事 を 語りす ぎた であらう か。 第 

三 章 以下が それに 應へ るで あらう。 
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第三 章 平家物語の 根本 問題  . ， 

s 世界観と 方法 

「平家物語」 の 序 節で あり、 この 物語の 作者の ものの 考へ方 を、 あら はに 意識的に 表白した^ も 

端的な 文章た る 「祇園 精舍」 の 段が、 「平家」 作者の 世界 觀を 知る 第一 の 手がかり である 事 は、 最 

早 誰も 否定し ないで あらう。 

吾々 は、 この 「評 釋篇」 の はじめに、 序投の 持つ 意義 を 一 應 分析して おいた ので、 こ、 に乂繰 

返す こと を さけよう。  - 

唯、 結論と して、 「平家」 作者の 世界 觀は、 意識的な 整理され たものと して は、 宗敎 (怫敎 ) 的 

な 主調に 貫かれ、 現實の 進行 過程 を、 特に 消滅 丄装 亡への 側面に おいて 把へ、 生起と 發展の 相に 

眼 を閉ぢ ようとす る ものである 事が 明言 出来る であらう。 

かくして、 その 觀 念の 窮極に は、 現實 そのものの 否定に よっての み 到達し うる 彼 Si の^ 界が輝 


やかし いものと してお かれ、 いは f 極めて 非镍實 的な 態度が、 當然の 結論と して 生れて 來る箬 の 

ものである。 

この 事實を 吾々 は、 「平家」 の 構想に よっても 讀 みとる 事が 出来る。 

「平家物語」 に 取扱 はれた 平氏 は、 その 向上と 榮 達への 過程が 殆んど 省略され (この 事 も 「評 釋篇」 

. で 分析して おいた) 忽ち 榮華を 極めた 淸盛 入道の 舞臺に 入り、 淸 盛の 華やかな 生活の 叙述 そのもの 

や 旣に その 衰亡の 契機と して 語られつ &、 やがて 當然の 結果と しての 平氏 肷 走へ 筆 は 急がれる 

ので ある。 八 坂 本に 見る 如く、 「平家物語」 は、 實質上 平氏の 榮華 生活から 說き はじめられて、 平 

氏の 嫡流た る 六 代 御前が 田 越 河に きられ、 「それより して こそ 平家の 子孫 は 永く 絕 えに けれ。」 に 

終る ので あり、 作者の 旣 定の觀 念た る 「盛者 必衰」 の理 が、 その 構想の 全幅に よって 成就し 完結 

する ので ある。 

物， ネの 平氏 は、 その 全き ほろびに お いて、 作者の 意 圖に添 ふと 同時に、 作者の 世界 觀を 端的 

に 表白す る もので もあった。 

併し 作者の 意圖 は、 全體の 筋道に と y まらす、 その あらゆる 構圖を さへ 規定しょう とする 程^ 

强 いもので あり、 而も そこに は、 同じ 宗敎 的な ものの 考へ 方に 發生 する 因果 應 報の 思想が からみ 

第三 章 平家物語の 根本 問題  二 四 九 


硏究篇  二 五 o 

ついて ゐて、 「盛者 必衰」 の 観念 を 一 層正當 化し、 棂抵 づける 役割 を 果して さ へね る。 

かくて 平氏 は榮 達した が 故に^ 然ほ ろび る 運命に あつたば かりで なく、 淸盛 はじめ 一 門の 矯谩 

と 横暴と によつ て ほろびなければ ならなかった とい ふので ある。 佼寬 僧都の 鬼界 島に おける 慘死 

も、 宗 盛の 敗北 • 重 衡の被 斬 か、 木 曾の 最後 も、 人道の 非業な あっち 死 も、 その他 あらゆる 亡び 

ゆく ものの 攝理 は、 一 つと して この 例に 洩れる ものがない。 そのために は 事實を 押し まげても、 

作者 は 自らの 世界 觀 たる 旣 成の 觀念を 押しと ほさう とする ので あり. か、 る赏 例に ついては、 わ 

れ われが 旣に 「評 釋篇」 の备 所に 語った ところで ある。 

如是の 運命 を撸ふ ものと して 措定され た 人間た ちの 唯一 の 救 ひ は、 旣に 述べた 彼岸の 生活で あ 

り、 灌頂卷 に 編成され た建禮 門院の 御 一 生が、 その 典型的な ものと 考 へられる。 建禮 門院 は、 平 

氏の 一 族と して、 當然、 西 海の 果てまで 習 はぬ 旅路 を迪 りつ ^けられねば ならす、 遂に は 尊き 御 

身の 一 度 は 海に 入られて、 「武士 どもに とら はれ」 給 ひ、 數々 の 辛苦 を 受けられ るので あるが、 文 

治 元年 御髮 をお ろされ， 專 心念佛 奉仕の 生活 をされ る ことによって、 美事に 往生され、 女 院に仕 

へた 女房 達まで 同じく 「龍 女が 正 覺の跡 を 追 ひ、 韋提希 夫人の 如くに、 皆 往生の 素懐 を 遂げけ る 

とぞ 聞え し。」 (「女 院御 往生」) と あり、 平氏の 生き 淺 つた 唯一 の嫡々 • 維 盛の 子 六 代が、 誰よりも 


先に 殺されねば ならない のに、 「十二の 歳より 三十に 餘 るまで」 生き 永ら へたの も、 「偏に 長 谷の 

觀 音の 御 利 生」 (「六 代 被 斬」) であった。 作者に とって、 意識的. 表面的に、 最上の ものと された の 

は、 唯 一 佛敎 たる 宗敎 的な ものの 考へ 方で あり >  そのために、 南都 燒 打に 直接 參 加した 重 衡の如 

き、 平氏の 一門と して 當然受 くべき ほろびの 上に、 佛敵 として 述べられ 、「其の 頸 般若 寺の 大^ 井 

の 前に 釘附 にこ そか けられ けれ。 治 承の 合戰の 時- 爱に打 立て、， 伽藍 を滅し 給へ る 故 也。」 と 記さ 

れて はゐる ものの、 その 最後に あって 入道し、 念佛正 念す る 姿 は r 數千 人の 大衆 も、 守護の 武士 

も、 皆淚を 流し」 たとい ふ 同情 的な 取扱 ひを與 へられて ゐる。 かう いふ 例 は 因果 應 報の それと 共 

に、 「平家」 を 一 讀 する もの の いたるところに 見出す もの である。  . 

尙、 かの 因果 應 報の 思想 は、 作者の 儒敎 的な 考へ 方と 結びついて、 それ を 一種の 敎訓 的な 解釋 

へ 導かう とする 所に も 特徵を 持って ゐる。 作者の 思想の 主調 をな す 「盛者 必衰」 の理 は、 佛敎本 

來の 反現實 的な 思想に 由來 する ばかりでなく、 同時に 同じ 宗敎 的な 因果 思想に 支 へられ、 又儒敎 

的な 思想に 更に 彩られ 强 めら れてゐ る 事 を見遁 すわけ に は ゆかない。 

卷頭序 段に 見える 端的な 儒教的 表白に ついては、 その 「評」 に考 へたし、 重 盛の 人物 创造 が乂 

か k る 思想に 根强 く裏づ けられ、 その 結果、 彼の 言動が、 特別に 硬化した ものと なり、 恰も 儒敎 
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思想の 傳聲 機の 觀を呈 した 場合が あり、 遂に 同一 人物で ありながら 前後 矛盾した ものと さ へな つ 

て ゐる事 は、 彼の 登場す る 各 段の 解說 に、 詳しく述べ たから、 今 こ、 に跺 りかへ さない が、 作老 

の 世界 觀の 大綱と もい ふべき 宗敎 的な 觀 念の 傍に、 折々 現 はれて は 「援助」 を與 へ、 時には その 

構圖ゃ 人物 創造に さまぐな 注文 を 送る 儒教的な 思想の あった 事 は、 蔽 ひがたい ところで ある。 

この やうに、 驕れる 平氏の 悲劇的な 最後と、 彼らの 中の ある ものの 淨土 再生の 構阖 に、. 端的に 

示された 作者の 宗敎 的な 世界 觀は、 誰の 眼に も 明瞭で あり、 ー讀 する ものの 認めざる を ない も 

の、 而も か k る * 界觀 は、 作者の 採り上げた 素材 を 物語と して 構成す る 際、 その 構成 法の 隅々 に 

まで 手 をのば し、 その 方法 を 左右す る 程の 力 を 及ぼした 事 を、 誰も 否定す る 事 は 出来ない であら 

實際、 作者の 意識的な 世界 觀 たる 盛者 必衰. 因果 應報 • 往生 淨 土の 思想 は 、「平家物語」 の 全篇 

を 網の 目の やうに とりかこんで ゐ たわけで ある。 

元來、 作者が 素材と すべき 數 限りない 雜 多な 現象の 中から、 特に 平氏の 沒落 過程 を 把へ 来った 

とい ふ 事 そのもの の 中に、 旣に その やうな 作者の 世界 觀の 至上命令が 讀 みとられなければ ならな 

いので あり、 こ、 に 作家が、 如何なる 手 綾き の 下に、 何 を 素材と して 採用す るかと いふ 根本的な 


問題の 答案 も あるの だが、 とにかく この場合に 見られる 「平家物語」 の 世界 觀は、 決して 屮骨社 

會 において、 質的に 獨自な もので はなく、 寧ろ 當時 ありきたり， の、 極く 1 般 的な ものであった^ 

を 認めざる をえない。 

封建的な 中世の 體制 を、 あらゆる 點で 擁護し、 その 代償と して 最高の 地位 を與 へられた 宗教が- 

當 時の 支配的な 思想 *觀 念と して、 中世 社會に 君臨し、 それ は 又、 中世に 生存す る ものに とって 

第一 の 思想 的な 據り どころ でも あつたの だから、 中世の まった f なかに 创られ た 「平 象」 が、 か 

かる 「世界 觀」 に 浸透され たの は、 全く 當然の 事で あり、 その 限りに おいて、 「平家」 は、 決して 

獨自な もの を 持った わけで なく、 他の あらゆる 中世 文學と 共通な もの を、 まっかう から 人々 へ 示 

して ゐる わけで ある。 

如何なる 天才の 作品 も、 その 時代 を 超越す る 事が 出来す、 その 時代の 制約の 中に のみ 「認識」 

し 「文 學」 しうる とい ふ 意味に おいて、 「平家」 も 亦 完全に 中世 的な 文學に ほかなら なかった ので 

ある。 

だが、 問題 はこれ にと f まらす、 寧ろ こ、 から 出發 する。 

「評 釋篇」 に 再三 繰返した やうに 、「平家」 をー讀 する もの は 誰でも、 旣に 述べた 宗敎 的な 意識の 
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だてい と  よ こや と 

經 のなかに、 まるで 性質の 違った 緯 を 織り 交ぜた かの やうに、 寧ろ それに 反對 する やうな 事 

件の 採り上げ や 叙述 • 描寫の ある 事 を氣づ かない もの はないで あらう。 

「殿上 闇 討」 に 力強く 照らし 出された 忠 盛の 郎等の 姿、 「額 打 論」 や 「一 行 阿^梨 之 沙汰」 に 示さ 

れた惡 僧た ちの 形象、 「信 連」 「競」 を 始めと する 典型的な 武人の 人物 創造、 俊寬 ゃ文覺 における 

獨特な 行動 的な 態度の 强調、 さて は戰 ひの 場に 見られる 武士た ちの 貴族的な 傳統を 無視した 强剛 

な 行動 等々 …… 。 吾々 の 「評」 は 特に これらの 指摘 を 忘れなかった 積り だが、 0 の やうに 作者の 

最初の 意 圖に添 はない ばかりで たく、 却って その 見解に 逆ら ひ、 舊 秩序に 對 する 新 秩序の 撸ひ手 

であり、 作者の 强調 する、 世界の ほろびの 運命 • 否定的 精神 を はね かへ してた ち 上る 生起 • 發展 

の 生ま 生まし い 事件 や 人物へ の 同感 は、 一 體何 によるの であらう か。 

「平家」 がその 全 構想の 大筋に おいて、 叉 例へば、 重 盛 等 を 始めと する 數 多の 人物 創造に おいて. 

極めて アイデア リス テ ィ クな藝 術 方法に 賴 つた 事 は、 最早 說 くまで もな い。 

作者の 旣 成の 見解に 從 つて、 源平 爭亂 とい ふ 事實の 特定の 側面が 採り上げられ、 その 登場人物 

の 行動 も、 極端な までに 改變 され、 作者の 見解 を說 明す る 道具 だてに される 事が 少 くない。 それ. 

にも 拘 はらす、 同じ 「平家」 の 中に 採り上げられ、 而も 特別な 共感の もとに 描かれた 惡 ^たち や 


武者た ちの 姿 は、 この 轉換 期に あって、 最早 矛盾に みちた 制度 ゃ舊 秩序に 反對 し、 新しい 道 を 切 

り拓 かう とする 人々 のとった 現實 肯定の 態度の 認識に 基く もので あり、 その 限りで は 、「平家」 作 

者が リア リス テ イクな 藝術 方法に 輯 つた 事 を 否むべく もない。 

この 矛盾 を 解決す るた めに、 讀者は 今 一 度 第 一 章に 述べた 作者の 立場 を 顧みて いた V きたいと 

思 ふ。 さう して、 あの 舊ぃ 「學 問」 を 捨て \ 慈 鎭和尙 の 傘下に 參じ、 尙純粹 な 僧侶と して 徹底す 

る 事 も 出来す、 物語 を 創る とい ふい は f 俗界の 仕事に 生きた 作者が、 激しい 轉換期 を どの やうに. 

受取った かに 考へ 及んで いた^き たいので ある。 

どの 時代で も 同じ やうに、 學問 はとに かく 現實の 認識に 出發 する ので あるが、 院政 • 鎌 倉の 交 

替 期と いふ 第二 章に 概說 したやうな 時代 は、 人間の 認識の 仕方 を も 大きく 分裂 させ、 新しい 現實 

肯定の 立場と、 舊ぃ 破綻に 滿 ちた 世界 を 擁護しょう とする 懐古 的な 反現實 的な 立場と が眞 正面 か 

ら對 立し、 匁と なって 斬りむ すんだ ので あるが、 かう いふ 對摭 的な 立場に 根ざした 認識. 學 問が 

當然叉 一 一 つ の 陣營に 組織され えた 事 は 申す まで も ある ま い。 

「平家」 の 作者が 捨て去った r 學問」 も 亦 この 例 に^れない のであって、 歷史の 必然の 前に あつ 

て は、 その 主觀 的な 意力 も客觀 的な 現實の 動きに 矛盾 するとい ふ 運命の 下にお かれた 中央の 貴族 
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たちの. I 仝し い 努力の あら はれに すぎない ものであった。 それ は 典 例 • 有職 故 實の學 問で あり、 い 

は t しきたりに 對 する 博識であって、 現行の 政治に 何の 關 はり もない. S 疏な 形式の 「學 問」 であ 

つた。 否、 それ は 形骸に 墮 落した 責族 たちの 存在 を 合理化し 尊嚴視 せしめる に は、 何よりも 好 都 

合な r 學問」 であった とい ふべき であらう。 作者が かう いふ r 學問」 を 捨て去つ たとい ふ 事は少 

くと も、 彼が 新しい 立場と 認識の 仕方と を 獲得す る 可能性 を與 へられた 事に ほかならぬ。 

勿論、 作者 は 出家して 宗敎 的な 敎 養の 深刻な 洗禮を 受けた に 相違ない し、 そ "れ は 作者に とって 

決定的な もので もあった。 ^し、 彼の 出家 は 本來、 宗敎 的な 苦悶に よる もので なく、 舊 世界の 失 

敗 を 遁れる 手段と して、 當 時の 極く 常識的な 行動 をと つたまで であった。 いは f 眞實の 世界 を 意 

識 的に 囘 避し なければ ならない 世界から しめ 出し を 喰った 彼 は、 それと 質的に は 等し い 立場に あ 

る 宗敎的 世界の 「認識」 のし かた をより 一層 學び 始めた と 同時に、 それに 徹底す る 事 も aj 來す、 

第三の 立場へ 足 を 踏み入れよう としたと 考 へられる。 

それに は 敗走 武士の 逃げ込み 場所 ともなり、 關 東方との 交通と 妥協と に 力 を 致し さ へ もした 慈 

鎭和尙 の 傘下 は、 最も 好都合の 場所であった。 作者 はこ、 で、 新 秩序 建設の ひどき を、 今迄と ま 

るで 違った ものと して 受け取つ たに 相違ない し、 叉 さう しなければ ならない 立場に おかれても ゐ 


たので ある。 

けれども、 作者の 長い間に 獲た かの 舊ぃ r 學問 *敎 養」 は、 それが 第一流の ものであった だけ 

に、 容易に ぬぐ ひ 去る 事 は出來 なかった に 相違たい し、 同時に、 新しい 彼の 立場 • 慈鎭 傘下の 生 

活も、 本質的に は 中央の 責 族に 等しく、 必 しも 現實 肯定に 徹底す る 事の 出来ない 條 件の もとにお 

かれて ゐ たので あるから、 作者 自身の 眼が、 遠く 闘 東の 野の 隅々 にまで 届いた と 想像す る 事 は 勿 

論 不可能で ある。 

結局、 作者の 立場 は、 二つの 生活の 間にあって、 何れに も 徹底し きる 事な く、 分裂と 矛盾の 激 

しい 對立を その ま k 我が身の うちに 辛うじて 保った ものである とい へよう。 

勿論、 終局 的に 何れに も屬 しない 立場な ど ありえな いとい ふ 意味から いへば、 彼 は 貴族的な 宗 

敎 的な 世界 認識に ふみと f まり、 その 心のう ち を 占める 反現實 的な 態度の 支配的 • 壓倒 的な 地位 

を どうす る 事 も出來 なかった に 相違ない が、 それに も拘 はらす、 彼 は舊ぃ r 學問」 を 捨て去った 

上、 新しい 現實 肯定の 生活 を 確かに 耳に 聞き、 とにかく それ を 肯定 もした ので ある。 「方丈 記」 の 

作者 や、 「新 古今」 の 歌人た ちと 同日に 論じる 事の 出来ない ものが こ 、にある。 

一 體、 文學 における 世界 觀と いふ もの は、 夫々 の 人間が、 その 生活 や 立場に よって、 發展 する 
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現實の 世界 を、 屈折し つ K 相對 的. 近似 的に 反映した 結果になる もので あり、 それ は 意識的に 組 

織 化 • 體系 化された ものと 限らす、 無意識的な 而も 肉體 化された もの を も、 總括 的に 呼ぶ もので 

あり、 人間の 思惟ば かりで なく 感覺 のし かたまでに 及ぶ ものであって、 單 なる 思想と 區 別され な 

ければ ならない 事 は 申す まで も あるまい が、 「平家物語」 の卷 頭に 見える 意識的な 見解. 宗敎的 思 

想 を、 作者の 持つ 骨 界觀の 手が、 りと し、 その 一 側面と して 見る. の は 正しい が、 それ 以上に 「平 

家」 の 世界 觀 はこれ に盡 き、 こ、 にの み 在りと する 考へ は、 十分 反省され なければ ならぬ。 

かう いふ 見解に よれば、 「平家」 の 世界 觀は 宗敎 的で あり、 反對に その 方法 は 現實的 • リア リス 

テイクで あり、 兩 者の 矛盾に おいて、 リアリズムの 力 は 作者の 固定 的な 世界 觀を 突き破つ たとい 

ふ 風に 圖式 化されざる をえ な いで あらう。 

併しながら、 事實 は、 この やうに 簡單な 圖式を 否定す るので ある。 

旣に 吾々 は 見た。 「平 象」 は 或る時 は リア リス テ イクな 方法 を、 或る時 は アイデア リス テ ィ クな 

方法 を驅 使して ゐる。 卽ち藝 術 方法 そのものに 旣に對 立 的な 矛盾が 存在 するとい ふ 事 を I 。 の 

みならす、 作者の 世界 觀 そのものが、 旣に 動搖と 分裂 • 矛盾の たゾ 中に 浮き沈みして ゐた事 を も 

吾々 は 見た。 世界観と いふ ものが、 可變 的な もので あり、 一般に 刻々 轉 化する ものである 事 は 申 


すまで も あるまい。 「平家」 における 創作 方法 を、 一 概に リア リス テ ィ クだ とか アイデア リス テ ィ 

ク だと か斷定 出來 ない 理由が こ \ にある。 

作者の 生活の 根本 を 規定す る もめ は、 併し 尙、 中央 貴族の 範圍を 出ない 山門の 傘下に あり、 そ 

の 思想 は、 あからさまに 意識的に 宗敎 的. 反現實 的な ものであった から、 作者の 世界 觀の 根幹 を 

なす もの は、 當然 「平家」 卷 頭に 述べられ たやうな 現實 否定の 契機 を 持ち、 その 指圖の もとに 物 

語 構成の 方法 は强 力な アイデア リズム を 受け入れざる をえなかった ので ある。 旣に 見た 全篇の 構 

圖の 大筋 や 特定の 人物の 創造に おいて、 作者の 見解の ために は、 無視し 能 はざる 諸事 實を もお し 

まげた 熊 度 • 方法が 卽ち これで ある。 その 限りに おいて 、「平家」 が 全く 中世の 他の 諸 作品と 相違 

なく、 中世の 薄暗 さと 矛盾に 滿 ちた 傳統 とに 蔽 はれた 矮小な • みぢ めた ものである 事 も旣に 吾々 

は 見た。 

その 反對 に、 意識的に 體系 化された 思想ではなかった が、 彼の 立場 や 生活に とって、 最早ぬ き 

さしの ならない、 いは f 肉體 化された ものと しての 世界 觀の 他の 側面 を、 吾々 は 特に 重要視し な 

ければ ならぬ。 とい ふの は、 問題 は文學 における 世界 觀 である からだ。 單に 論理的な 思惟 過程ば 

かりで なく、 感性 的な 過程 を その 最後まで 守りと ほす ことによって、 始めて その 全 機能と 特性と 
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偉力 を發 揮し うる 藝術 • 文學、 理論的な 說得 ばかりで はなく、 感性 的な 享受の 作用 を 通して 對者 

に 働き かける 文學 にと つて、 理論的な 思想 體系 も、 一度 作者の 肉體に 浸潤し、 完全に 消化され な 

い 以上、 文學 として 直接に は 殆んど 無能力で さへ あると いふ 事 實に考 へ 及ぶならば、 ^界觀 と 思 

想と を^ 用し、 世界 觀の體 系 的 • 意識的 側面の み をと り 上げて 文學を 論じる 事の 如何に 危險 であ 

るか は 自明で あらう。 

「平家物語」 の 世界 觀を考 へる にも、 吾々 は その 未組織の、 倂し旣 に 述べた 作者の 生活の 轉 機に 

はぐ、 まれた 現實 的な ものの 考へ 方に ついて、 それが 肉體 化された ものであった だけ、 十分 注目 

したければ ならす、 この やうな 側面に 導かれた 藝術 方法た る リアリズムの 「平家」 における 地位 

は 、「平家」 を文學 として 論じよう とする 限り、 どれ だけ 大きく 評價 しても い 、^の もの だ。 

「平家」 が 中世の みぢ めさと 矮小 さと を 突き やぶって、 「正しく」 現實を 把握した ばかりでなく、 

詳 やかに 生き生き とか、 る現實 肯定の 精神 を 示し、 享受者の 心 を その 眞實の 姿に ひきつけ、 彼ら 

の 胸に ぢ かに 高鳴る 血潮 を 感ぜし めた 「祕 密」 も、 か k る 作者の 肉體の 直接的な 訴 へに あるので 

あり、 作者の 世界 觀ゃ 方法 を ひと 色に ぬりつぶして 了ふ簡 單な圖 式から は說 明の 出来ない もので 

ある。 


かう して、 吾々 は 「平家」 作者の 世界 觀が、 それ 自身 旣に 矛盾して ゐた 事、 從 つて 又 か、 る 世 

界觀に 導かれ、 その 製作の 具體 的な 過程 をな した 創作 方法 も亦對 立と 矛盾に 滿ち たもので あった 

事 を 知る ので あるが、 この やうな 創作 方法の、 特に その リア リス テイクな 側面が、 反 對に旣 成 世 

界觀の 反 現實的 側面と 衝突し、 形式的に は宗敎 的な 構 圖を實 質的に うち 破る 役目 を さ へ果 した 點 

を 忘れる わけに は ゆかない ので ある。 

いは V 、「平家」 に 見られる リア リス テ イクた 創作 態度が、 その 世界 觀の 固定 的な 側面と 矛盾 • 

衝突し、 かの 反現實 的な ものの 考へ 方に 根ざして 採り上げられた 素材 を 裏返しに して 了 ひ、 別の 

內容を 盛らう とさへ した (勿論 それ は 成功 を 貫徹す る 事 は出來 なかった にしろ) こと は、 文學の 

創造に おける リア リス テ ィ クな 方法の 偉力の 實例 として 示す に 足りる もので あり、 次の 節で 題材 

の 問題に 關聯 して 再び 考 へて みる 害で ある。 

短 かい 紙面で 「評 釋篇」 に 示した やうな 實例 をい ち/ ヽ擧げ る 事が 出来す、 抽象的な もの 言 ひ 

に 終って 了った が、 とにかく、 この 物語の もつ 偉大な 混沌 は、 如上の 轉換 期の もつ 混沌で あり、 

作者の 世界 觀も 方法 も、 激しい 矛盾と 衝突の 上に あり ハ 作品の 偉大 さも 矮小 さも か k る歷 史的 矛 

盾の 夫々 の 契機と して 把 へられねば ならない。 注意し なければ ならな い 事 は 作者に とって 自覺す 
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る 事の 出来なかった 矛盾 も义 作品の 混沌 も、 吾々 にと つて は、 十分 理解し うる 「混沌」 であり、 

「平家」 における 「^ 沌」 が 現代 作家の それの 合理化に はならない とい ふ 事で ある。 

とにかく 「平家物語」 は、 この やうに 激しく 偉大な 混沌 をな しえ た 作品で あり、 その 中 伏 稀に 

見る リア リス テイクな 方法 • 態度 は、 時代の 典型的な 情勢 を 見事に 把へ、 その 全 構想に おいて、 

宗敎 的な 意圖に 屈伏す る 事な く、 その 人物 創造に おいて、 細目に おいて、 全く 新しい もの を 作り 

上げる 事に 成功した ので ある。  • 

作品に おける 世界 觀の 地位、 創作 方法の ありかた、 更に それらの 矛盾の 問題、 最後に 方法に お 

ける リアリズムの 偉力に ついて、 極く 大摑 みに 考へ たので あるが、 吾々 はもつ と 「平家」 に卽 し、 

もっと 具體 的に 考 へる ため、 次の 諸 節へ 進まねば ならぬ。 

s 題材の 問題 

「平家物語」 は 何 を 題材 としたか。 かう いふ 單 純な 問題から 吾々 は 入って 行かう。 

言 ふまで もな く、 それ は 院政 末期から 鎌 倉 期 初頭 へ かけて まきおこ つた 源平 兩氏 を樞 軸と する 

鬪 爭の歷 史的 事實 を、 特に 平氏 を 中心として 探り 上げた ものに 相違ない。 而も か、 る 源平 爭亂. 


交替と いふ 現象 は、 客觀 的に 分析して みれば、 第二 章に 考へ たやうな、 ほぐ 新しい 秩序の 舊ぃ秩 

序へ の 肉迫で あり 勝利で もあった の だが、 この 事實が 「平家」 作者に どの やうに 理解され 感じら 

れ たかが こ 、では 中心 問題と ならねば ならない。 從 つて 何 を 素材 としたかと いふ 事 は、 當然 その 

素材 を 如何なる 見地から 採り上げ たかと いふ 事、 更に どの やうに それ を 配列し 脚色した かとい ふ 

事と 不可分な 間 題と いはねば ならぬ。 

吾々 が旣 に屢述 I、 へた やうに、 作者 は 平氏 一族の 行動 を 採り上げる 時、 その 勃興と 發展の 過程 

について は、 極く 省略 的な 一筆 を用ゐ ただけ で、 殆んど 直に 平氏の 榮華 生活へ 眼 を 向け、 その 生 

活が淸 盛 入道の 行動 を 中心に まことに 詳細に 述べられて ゐる。 藤 原 氏 を 始め 南都 北嶺 を 中心とす 

る 僧院の 傳統 的な 勢力が、 表向きに は 完全に 壓 倒され、 その他の 反 平氏 諸黨も 次々 に 打倒され る 

事に よって、 「この 一 門に あら ざらん 人 は 皆 人非人 たるべし。」 といった 平氏 榮 華の 極みが、 その 

特に 淸 盛の 横暴に 對 する 批難に 貫かれて、 前半の 根幹 をな す もので あり、 治 承 四 年源賴 朝の 擧兵 

以降、 次第に 家運 衰へ、 淸盛は 憤死し、 義仲 • 範賴 • 義經 の追擊 にあって、 周知の 如き 敗北 を 喫 

し、 一門 悉く ほろび 去る とい ふ 平氏 滅亡の 敍述 が、 一門に 對 する 多くの 同情に 彩れて 後半の 框軸 

をな して ゐ る。 
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「平家物語」 は、 その 名の 示す やうに、 あの 源平 交替と いふ 歷 史的な 現象の 中の、 特に 平氏が 問 

題の 中心な ので あり、 平氏の 運命 を、 いは V 平氏と いふ 窓 を 通して 見た 韓換 期の 時代 圖 であった 

わけ だ。 源氏の 行動 は 作者の 意圖 において は 脇役で あつたに 相違な い。 

それで は、 作者 は 何故 多種多様な 現象のう ちから、 特に 平氏 を 中心とす るか、 る 素材 を 撰び 出 

した ので あらう か。 

「平家」 解釋の 根本 間 題の 一 つが こ \ にある。  • 

作者が 所謂 純粹に 欣求淨 土の 思想に 從 つて、 宗敎 的な 見解 を 吐露す る 積り ならば、 當時行 はれ 

た 佛敎說 話 集に 見える やうな 發心談 はいくら も 素材と して 身邊 にあった 寄で あり、 假令、 平氏 を 

その 素材と する にしても、 その 脚色の 法 は 全く 違った ものと なった に 相違ない。 成程、 驕り榮 え 

た 平氏 一 門が 一 瞬のう ちに 西 海の 果てに 浮び T 盛者 必衰」 の 相 を 端的に 示しながら 滅亡して 了つ 

た 事件 は、 而も その 中の 幾人 か は その 苦境 を轉 じて 彼岸の 世界へ 入った とい ふ事實 は、 その 轉落 

過程が 鮮やかで あり、 その 最後が 悲傪 であれば ある 程、 欣求淨 土 思想 をうた ひ 上げる に 好適な 村 

料で ある 事 を、 吾々 は 否定し ようと はしない。  - 

實際、 作者の 見聞した であらう この 鞟換 期の 進行と、 それに まつ はる さま <\ な 犠牲 や 哀話 は、 


時の 人々 の淚 をし ぼった であらう し、 尙 なま/ \ しい 記憶と して 蘇って 來る 最も 著し い 事件で あ 

つたに 相違ない。 さう して かう いふ 素材が、 「盛者 必衰」 • 往生淨 土の 思想の、 有力な 事實 による 

支持者と して 持 出されるならば、 事件の 大きさと なま/ ヽ しさに 比例して 十分 效果 的で ある 事 も 

承認され よう。 

源平 交替と いふ 重大な 現象の 中から、 特に 平氏 を 中心として 採り上げ たとい ふ 事、 さまぐ-な 

平氏の 行動 や 姿の 中で、 特に その 沒落 過程に 焦點を あはせ たとい ふ 事 は、 單に 作者の その 場 かぎ- 

りの 氣 まぐれと 解され て はなら す、  旣 にせ 界觀を 論じた 場合に 規定した やうに、 作者の 意識され 

たものと しての 「I 界觀」 が、 敗北す る ものの 側に あり、 反現實 的な ものに 貫かれて ゐ たが 故に- 

作者の 眼の 向け 方 も その やうな ものと して 規定され、 客觀的 世界の 璺饒 さから、 ほろび 行く もの. 

として は 最も 大きな 鮮やかな ほろびで あり、 その 悲傪な 末路と して は 最もみ ぢ めな 印象 を與 へた 

であらう 平氏 一門の、 特に その 沒落 過程 を 撰び 出した ものと 考 へざる をえない。 さう して こ 、に 

藝術 • 文學の 創作に 立ち働く 作者の 世界 觀の强 い 而も 根本的な 役割 を 見出す 事 は 勿論 正しい 結， it 

に 相違ない。 

けれども、 如是の 事情 は、 いは f 槻の 半面な ので ある。 吾々 は メダルの 裏に 書かれた 文字 を も 
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讀 みとらねば たらぬ。 

作者が、 平氏の 沒落 過程 を あますところなく 描いた とい ふ 事の 中には、 今 一 つの 意味が あった 

苦 だ。 とい ふの は、 とにかく この やうに 周知の 事實を 撰び 出した 以上、 如何なる 虚構 を 凝らした 

にしても、 平氏 を ほろぼした 當 面の 相手が 源氏で あると いふ 事、 源氏の 壓 倒 的な 追擊 とそれ に 伴 

ふ 源氏 的な 諸行 動を對 置す る 事な しに、 平氏 減 亡 を 描く 事 は 出来ない とい ふ、 のつ びきなら ぬ 事 

實がこ 、に 大きく 浮び 上って くる。 源氏が 脇役であった 事 を 吾々 は旣に 指摘し でお いた。 が、 主 

役た る 平氏の 姿を强 調す るた めに は、 當然 脇役た る 源氏の 行動 を詳 やかに しなければ ならない 苦 

だ。 事實 「平家」 はこの 脇役の 姿 を實に 激しく 追及し、 大寫 しに 描き出して ゐる。 義仲 を、 義經 

を、 その 輩 下の 諸 武士の 夫々 の 行動 を I 。 

ところが、 この やうに 源氏 諸將の 行動 を事實 あった やうに 報吿 するとい ふ 事、 まして 生き/ \ 

と 描き出す とい ふ 事 は、 旣に 行った 分析に よれば、 作者の あら はな 兑解 • 反現赏 的な 思想の 命令 

に 反撥し、 その 逆 を 主張す る 事になる 害 だ。 

この 物語の 作者 は、 それ を敢 へて して ゐ るので ある。 

だから 吾々 は 言った の だ。 作者が 純粹に 欣求淨 土の 思想に 從 つて、 宗敎 的な 思想 を 吐露す る 積 


りなら ば、 この やうな 事件に 取材し なかった であらう し、 萬 一 平氏 を 採り上げても その 脚色 は 全 

く 違った ものと なった に 相違ない し、 佛敎說 話 集の やうな ジ ャ ンル がそれ に は 最も 好適な もので 

ある 害 だと —— 。 

文學的 世界 觀 における 第二の 契機、 その 未組織ながら 肉體 化された 側面が、 こゝ にも 亦 重要視 

されざる をえない。 

それ を敢 へて した 「平家」 作者 は、 その 事に 興味 を 持つ 事が 出来た からだ。 自ら 意識して 措定 

した あからさまな 見解に 反する 結果 を 生む にも 拘 はらす、 平氏 衰亡の 要因た る 源氏 勃興の 姿 をと 

にかく 追及し 叙述した の は、 作者が 源氏 的な もの • 現實 肯定の 行動に 與味を 持ち、 或は 同感し 共 

鳴した からに ほかなら ない。 

勿論 それ は 意識的に、 吾々 がな す やうに 源氏の 歷 史的 地位 を評價 してな した もので もな く、 そ 

の現實 肯定の 精神 さ へ、 確かに あからさまに 意識され たもので はなかった に 相違ない。 それに も 

拘 はらす、 旣に 見た 作者の 生活 は、 おの づ から 新しい 秩序 を 肯定 せざるをえない 立場に 近づいて 

ゐ たし、 新しい 日々 の 生活 は、 徐々 に 併し 着 霣に、 現實 肯定の 精神 を 作者の 身に つけつ、 あった 

笞 であり、 頭を以 つてば かりで なく > 肉體を もって 描く 文學 作品た る この 物語に おいて、 この 肉 
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體 化した 世界観の 一 契機が 決定的な 役割 を果 した ものと 考 へざる をえない ので ある。 

かう して、 作者が 數多 いさまん \ な 現象から、 か、 る 特定の 素材 を 撰び 出した 理由に は 二つの 

側面が あった 事になる。 

一 

卽ち 第一 に、 作者 は 彼の 最初の 見解た る 盛者 必衰 • 欣求淨 土の、 從 つて 全く 中世 的な 宗敎 的な 

ものの 考へ 方に 導かれ、 それ を 最大限に うた ひ 上げ 滿 足させるべく、 源平 爭亂の 事實を 撰び、 特 

に 平氏の 沒落 過程に その 焦點を あはせ た。 同時に 彼 は、 日々 壓倒 的に 押 寄せて くる 新 事態の 激浪 

の 下に 培 はれた 現實 的な ものの 考へ 方. 感じ 方 を その 同じ 素材 を 裏が へす ことによって 主張す る 

何よりの 機 會をも 得た の である。 

作者の 持つ 世界 觀の 激しい 矛盾 -對 立 こそ この場合、 作品に とって 一 つの 「幸福」 でさへ あつ 

た。 だから、 作者が 何 を 描く かと 云 ふ 事 は、 やはり 言葉の 正しい 意味での 世界 觀 によって その 根 

幹 を 決定され ると いふの は 正しい 判斷 でなければ ならぬ。 世界 觀で 文學は 描け ない。 その 通り だ- 

併し 作者の 世界 觀に 貫かれない 文學も 亦ない とい ふ 事 を 忘れて はならない ので ある。 「平家」 も 亦 

例外で はなく、 文學 にと つて 最初の 而も 根本的な ものが、 それによ つて 規定され てゐ たので あつ 

た。 


だが こ k に尙 附記して おかねば ならぬ 事が ある。 如上の 手續 きの 結果 採り上げた 題材 は- 作者 

のか、 る 眼に よって 脚色され 配列され たので あるが、 同時に それ は 反對に 作者の 筆に 1 つの 反 作 

用 を 及ぼした であらう とい ふ 事で ある。 

作者が 如何なる 見解の もとに 採り上げようと 源平 鬪爭の 事件 そのもの は、 院政 • 鎌 倉 期に とつ 

て、 時代 推進の 樞軸 となった 事件で あり、 その 現象 は、 第二 章に 解說 したやう に 同時に 時代の 本 

質的な 動き そのものと 考 へねば ならぬ。 いは ヌ 源平 爭亂は 私事で あると 同時に 公事であった。 人 

はこの 現象 を 通して 始めて 眼に 見る やうに 時代の 推移と 轉換の 本質 を 知る ことが 出来た。 だから 

作者が ほかならぬ 源平 交替の 歷史を 筆に したと いふ 事 は、 時代の 典型的な 情勢に 眼 を 向ける とい 

ふ、 文學 にと つて 最も 重大な 手 綾き を ふんだ 事になる わけ だ。 而も 作者の 態度の 現實性 は、 一 面 

極めて 强カ であり、 その やうな 情勢に 基く 新しい 秩序 • 行動 を 肯定しょう とさへ したので あるか 

ら、 平氏の 沒落を 成就させる ための 脇役た る 源氏 方の 積極的な 行動の 描寫 なり 人物の 创造 なり は、 

單 なる 脇役た る 限界 を 越えて、 それ 自身 獨 立した 意義 を 持って くるわけ である。 

歷 史的 轉換 期の 事 實に卽 した r 歷史 文學」 たる 「平家」 にと つて、 源氏の 積極的な 事業 は、 作 

者の 見解 如何に 拘 はらす 蔽ひ 難い 事實 として 登場し、 素材の 取扱 ひ 方 そのものに 大きな 影響 を 及 
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ぼさざる をえなかった。 こ k では 把 へられた 題 村 そのものの 反作用が、 「平家」 作者の リア リス テ 

ィ クな 方法と 結んで、 表向きに は 盛者 必衰の 思想 をうた ひ 上げた 苦の この 物語の 意圖を 裏返しに 

、 、 

したと ころが 少く なく、 その 結果 、「評 釋篇」 に 指摘して おいた やうた、 中， にと つて 全く 新しい 

現實を 把へ る 事に も 成功した のであった。 この 問題 は 後に r 歷史 文學」 の 項目の 下に^ 吟味して 

みる 積り である。 

とにかく、 この やうに 考 へて 來 ると 、「平家」 の 題材と した も， の は、 單に 作者の 氣 まぐれから 來 

た もので ない ばかり か、 當 時に おいて 實に 偉大な 事 實を把 へた ものである 事が わかって くるので 

あ る。 

一 體、 當 時の 他の 文學 形態の 何れもが、 この 重大な、 彼らの 眞近 かに 起り 而も 直接、 生活の 极 

幹 を 大きく 搖り 動かした ばかりでなく、 時に それ を轉 倒せし めた 事件に 取材す る 事 を 得な. かった 

中に、 唯、 「保 元 • 平 治」 「平家」 等 一 系列の 「語り物」 所謂 軍記物語 のみが、 これ を 採り 卜： げ、 

中に も 「平家」 がその 最も 決定的な 大事 件 を 題材と したと いふと ころに、 この 物語が 中^ 文學の 

中に 占める 地位の 高さ を 約お する 最初の 且 最も 基本的な 要因が 潜んで ゐ たわけで ある。 

「平家」 はかう して、 日本に おける 中世の 典型的 成立 期の 歷史を 最も 深刻に 反映す る 事が 出來、 


同時代の 他の あらゆる 文學 形態の 到底 追 付く 事の 出來 ない 高さ へ、 自ら をお く 事 も 出来た ので あ 

る。  、 . 

では 、「平家」 の 如是の 性格 を もっと 具體 的に 知る ため、 何 を 描いた かば かりで なく、 如何に 描 

いたか を、 尙 二つの 側面から 追及して みょう。 

« 新しい 人物 創造と 新しい 文章 

新しい ものと 古い ものと、 「平家物語」 のどの 頁 を あけて 見ても、 われわれ はこの 二つの ものの 

渦 卷く姿 を、 激しい 對立 • 衝突 を 見出さざる をえない。 

われわれ は旣 にこ の事實 を^ 界觀 の內的 矛盾に おいて、 义素 村の 採り上げ 方に お いて 確かめる 

ことが 出来た。 

今や われわれ は、 物語 を 進行させる 上で、 最も 具體 的な ものである 人物の 創造 及び 文章の 問題 

に それ を兒 ようとす る。  • 

「評 釋篇」 でしば/ \ 指摘した 事 を、 今 こ 、に 思 ひお こして いた y きたいの である。 

例へば、 「殿上 闇 討」 に 登場す る忠盛 及び その 郎等 家 貞は、 どの やうに 描かれた か。 「額 打 論」 に 
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大寫 しに 描き出された あの 二人の 大惡 僧、 觀音 房. 勢 至 房の 勢 ひこんだ 姿、 「 一 行 阿 閎梨之 沙汰」 

に 誰よりも 活躍す る阿闍 梨祐慶 が、 さて は 又 「信 連」 「競」 の 如き 典型的な 武人の 形象が、 戰 ひの 

場に おける 行動 を 通して、 いかに 鮮 やに 浮彫り されて ゐ たかを 想起して いた どきたい。 

「平家物語」 に 現 はれる 最も 特徵 的な、 かう いふ 人物の 群像 は、 中世に おいて 軍記物語 以外の 如 

何なる 文學 形態 も 取扱 はう としなかった もので あり、 たと ひ、 取上げる こと は 出来ても、 その 本 

来の 姿に おいて 描く ことの 出來 なかった ものであった。 

再三 述べた やうに 、「平家物語」 は、 中 f の 偉大な 轉形 期の、 最も 典型的な 情勢 を その 题材 とし 

たために、 當 然戰爭 をと り 上げ、 武人 を 描かねば ならなかった ので あり、 この 事 は 「平^」 の 新 

舆文學 としての 勝利 を 示す 何よりの 證據 でもあった の だが、 それ は單に 武人 • 惡僧 たち を 素 村と 

して 採り上げた だけにと f まらす、 當 時の 他の あらゆる 文學 形態の 企て 及ばない ほど 正しく 兌 事 

に 浮彫りす る 事に 成功した ので ある。 

かの 郎等 家 貞は、 重々 しい 傳統を 完全に 無視し、 かの 惡僧 たち は、 旣に實 質的に は權 威の 名に 

價 ひしない 舊 秩序 を 「た、 きわって」 了 ふので ある。 

戰場 における 幾多の 武人の 活動が、 最も 露 はな 力と 力との 現 貧 的な 格闘の 上に 描かれ、 從 つて 


現實 的な 力が 形式的な 空 疏な傳 統ゃ權 威 を 完全に 壓倒 する ものである 以上、 こ の 物語に 描かれた 

武人の 意義 は、 何よりも 大きく 評價 されうる 根據を 持つ ものであるが、 作者の 時代に 對 する 「正 

しい」 認識 は、 單に 武人 • 僧兵の 形象の 上に 生き生きと 具體 化された ばかりでなく、 戰爭に 直接 

參加 しない 人物 を も、 又 女人の 描き 方に さ へ も、 特異な 新しい ものの 姿 を 見せた ので ある。 

「足摺」 の 段 等に 見える 俊寬 僧都の 描き 方が、 從來の 文字に 見る ことの 出来ない 激しい もので あ 

り、 その 動的 描寫の 意義に ついては、 旣に 「評」 に 述べて おいた から、 今 は 他の 二三の 例 を あげ 

る ことにしよう。 

われわれ は、 文覺の 描き 方に その 第一 の 例 を 見る。 「文覺 荒行」 に 修行者と して 描かれた 彼 は、 

ゆる  て 

「六月の 日の 草も颭 がす 光た るに 片 山の 藪の 中に 這いり、 仰のけに 伏し、 虻 ぞ蚊ぞ 蜂 蟻な どい ふ 

つい  はおら 

毒蟲 共が 身に ひしと 取 附て螫 食 ひな どし けれども、 ちと も 身 を も 動かさす」 ま 冬數千 丈の 瀑に打 

たれて は、 「刀の 匁の 如くに さし も嚴 しき 岩角の 中 を、 浮きぬ 沈みぬ 五六 町」 も 流され、 うつくし 

い IK 童子の 援助 さ へ も、 自らの 力 を恃ん で、 「犬の 眼 を 見 怒 かし」 て 担 絶す るので ある。 又 「文覺 

被 流」 に 配流 者と して 描かれた 彼 は、 廳の 役人た ち を 愚弄し、 天 龍灘の 暴風に は、 航海の 無事 を 

祈る ので はなく して、 龍王 を叱咜 して 風波 を牧 めしめ、 途中 三十 一 日が 間、 斷 食して r 氣カ 少し 
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も 劣へ」 ない 超人的な 意力と 體 力との 持主と されて ゐる。 

かう いふ 强 力な 人物が、 單に揷 話と して 把 へられて ゐ るので はなく、 佼寬 ^しろ 文覺 にしろ、 

平氏の 滅亡と 源氏の 蜂起の 只 中に あって、 最も 重要な 役割 を 果す最 重要の 人物と してと り 上げら 

れてゐ る 事が 注目され ねばならぬ。 

あらゆる 權 威に 屈せす、 舊ぃ 「常識」 の 全て を 嘲笑って、 歷 史の步 みとと もに 前進し、 その 激 

しい 氣魄と 意志の 力が、 全ての. 碌害を はじきと ばして 行く やうな 人物の 创造、 その やうな 人物の 

ために は、 ほとんど 超人と しての 行動 カを與 へ、 佛敎の 偉力が 絕對 的であった 時^に、 宗敎 的な 

力の 象徵 でも ある 八 人の 天童と 「散々 に 抓み 合」 つて 負ける こと をし ない ほどの 偉大な 意力の 持 

主の 創造、 それ は現實 的な 秩序の、 ひ^き 高い 足音 を 快く 聞く もので なければ、 是認す る ことの 

出来ない 業で ある。  . 

「平家物語」 の 全篇が、 一面 宗敎 的な 精神に よって 貰 かれて ゐ ると 同時に、 それと 鬪 ひながら、 

その 旣定の 意圖を 裏返しに しょうと する かう いふ 人物の 採り上げ、 描き 方の 意義 は、 もっと/ \ 

高く 評價 されて い、 笞 である。 

京都へ 攻め上る 時の 義 仲の 姿が それで あり、 平氏 を追擊 して 倦む こと を 知らない 義經 及び その 


郎等た ちの 姿が それで ある。 鹎越ゃ 那須與 一の 挿話 も • 一. 面、 か、 る 人物 を 一層 大きく 美しい も 

のとして 眺めたい 作者の 浪漫 精神の あら はれと して 見られなければ ならない。 

この やうな 人物 創造の 仕方 は 、「平家」 前半の 主人公で も ある 淸盛 においても 試みられて ゐる。 

淸 盛の 公卿 社會の 登場 振りが 旣に 異常な もので あり、 極めて 派手な 而も どこまでも 横紙破り を 

押しと ほしうる ものと して 描かれて ゐ * 而も それが 傳記 的事實 と 相違す る ものである 事 は 旣に述 

ベて おいた。 作者 は、 かう いった あれこれの 瓒 末な 傳記的 事實を 美事に 拂ひ淸 めて、 平氏の 興隆 

を雙 肩に 擔 ふに ふさ はしい 强 力な 淸 盛の 形象 を 創造し、 物語の 前面に 鮮やかに 大きく 描き出した。 

有名な 「入道 死去」 の 段の 如き、 最も 痛快に それ を 行った 例で ある。 

ざ ま 

あの 傳說 化された 淸 盛の 激しい 死に様 を、 讀者は 原文に よって 今 一 度 かへ りみ ていたぐ きたい。 

焦熱地獄 その ま、 の 熱病 を 患った 彼 は、 千 手 井の 冷い 水 さへ 湧 上る ほどの 體 熟と、 ほどば しる 

水、 焰を發 する 水の た^ 中に あって、 人に は當然 地獄に 迎 へられる 事 を 思 はれながら、 卽ち 想像 

しうる 限り 大きな 肉體的 苦痛と、 最大の 精神的な 脅迫に 見舞 はれながら、 保 元 • 平 治合戰 以降の 

勳 功と 一 門の 榮 えと を 追想し、 自信 を 以て 「今生の 望、 一 事 も殘る 所な し」 と 云 ひきる ので あつ 

た。 而も 念佛 のか はりに T 我 如何にも 成なん 後 は 堂塔 を も 立て 孝養 を もす ベから す、 やがて 討 手 
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を 遣し、 頼 朝が 頭 を 刎ねて、 我 墓の 前に かくべし。 其ぞ 孝養に て 有ん する」 と 宣言し、 「悶絶^ 地 

して、 遂に あっち 死に」 に仆れ たので ある。 

作者 は、 當 時の 常識に 從 つて、 かう いふ 淸 盛の 後に、 「と 宣 ひける こそ 罪深 けれ。」 と 付け 加へ 

る こと を 忘れて はゐ ない。 それば かりで はない。 淸 盛が この やうな 熱病 をう け、 並々 ならぬ 苦痛 

に 見舞 はれた の も、 彼の 惡 業の 結果と して ゐ るの だ。 いは V 怖るべき 因果の 法の きびしさ を 兌せ 

る 意圖の 下に、 彼 は あの 手痛い 死に 樣を敢 へて 與 へられた： である。 

併し、 作者の 表向きの 意圖 は、 この やうな ものであった にも 關 はらす、 創ら れた淸 盛の 形象 は、 

あらゆる 迫害に みじん も その 自信 を 失 はな い 超人と して 讀 者に はう つるので ある。 その 迫害が 强 

いだけ、 それ を 物と もしない 强ぃ 行動の 持主た る 彼 は、 一層 大きく 讀 者に 迫る ものが ある。 作者 

も 亦 それ を 十分に 知って ゐて、 淸 盛が 「直 人と も覺 えぬ 事共」 を 多くし 殘 した 事 を 追記し、. 終に 

は 「慈慧 僧正の 再誕 也」 とさへ 言って ゐる (「築 嶋」 •「， 慈心 坊」 •「 祇園 女御」 の 段 は、 一而、 作者 

の その 氣持 を 具體化 した ものと しても 镇 まるべき である ) o 

われわれ は、 これ 以上 多 數の例 を あげる^ 白 を 持たない が、 最初に 述べた 「新しい 人物」 と は、 

實は これらの 人物 創造 を 意味した の であった。 


かう いふ 人物の 描寫 において、 作者 は、 あらゆる 想像の 翼 を 擴げ、 いつも 最大の 誇張 を以 つて 

それら を 創り 出して ゐる。 時代の 持つ 激しく 高い 浪漫 精神 を われわれ はこ 、に 見る ので あるが、 

同時に、 彼ら 新しい 人物の 群像が、 現實 的な 秩序の 進行に とって、 いつも 重大な 役割 を 負 はされ 

てゐ て、 あらゆる 碌 害に うち 勝ちながら、 見事に それ を果 さう とし、 叉 果して もゐる 事が 注目 さ 

れ ねばから ぬ。  . 

作者の リア リス ティ クな 方法と その 明るい 浪漫 精神との 美事な 結合 を われわれ はこ 、に 見る。 

これらの 人物像が 正しく 把 へられ 描かれて ゐ ると 同時に、 その 怒濤の やうな まっしぐらな 激しい 

行動が、 その ま丄喫 者の 胸を摑 み、 且壓 倒して 了 ふ 理由 も 全く この美し い 結びつき による もので 

ある。 

われわれ は、 今 特に 「平家」 に 見える 新しい 面 をと り 上げて 来た。 併し 「平家」 の 人物 創造 も 

決して 新しい ものば かりで はたかった。 それば かり か、 作者が 心から ほめ 讚へ ようとした 人物 は、 

全く 舊 いものが 少く なく、 或は、 舊 いもの を も 同時に 身に つけた 人物が、 著しく 目立って 讚美 さ 

れてゐ るので ある。 淸 盛の ごとき も、 あの 激しい 行動 だけで はなく、 旣に 見た やうな 作者の 追記 

によって、 始めて 讚 賞に 價ひ したので あった。 叉忠盛 • 頼 政に 對 する 作者の 同情 も、 彼らが 舊ぃ 
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傳 統と敎 養と を 適當に 身に つけて ゐた 事に よって、 始めて 安心して 傾ける こと も 出來、 全き もの 

とされ もした 事 を 無視す る わけに は ゆかたい。 

平忠度 へ の 限りな い 同情 も T 猫 間」 における 義仲 へ の 完全た 嘲笑 も、 この やうな こ 、ろの はた 

ら きが 寧ろ 中心に おし 出されて ゐ るの を 注目す ベ きで あり、 人物 創造に おけ も舊 いものと 新しい 

ものと いふ 命題 も、 かう して 成り立つ わけで ある。 

卽ち、 わが 「平家物語」 は、 その 人物の 創造に あっても、 二つの 矛盾と 對 立と を その 時代の 他 

の 如何なる 作品よりも 銃く 示して ゐ たので ある。 而も、 特に 人物の 取扱 ひ 方に おいて は、 「平家」 

が 特に 時代の 典型的な 情勢 を 把へ たこと から、 必然的に、 歷 史の步 みは、 結局 新しい 人物と その 

だ t 爲へ道 を ひらき、 少く とも ひらかざる をえない 運命に ある こと を、 自ら 明かに した ォ けで ある- 

新しい ものが、 そこで は、 作者の 思想 如何に 拘 はらす、 成功 を收め 勝利 を 歌 ひ 上げる 事 を 「平 

家」 は そ の 全構圖 の 各所に かくすと こ ろな く 示し てゐ るから だ。 

「平家物語」 に 登場す る 人間像 はま さに この やうな ものと して 位置づけられ 描かれた。 

. そんで は それら は どの やうた 言葉. 文章に よって 語られた かが、 當然 次の 問題と なる であらう- 

「平家物語」 が 中世の かの 和漢 混淆 文 を 完成した ものである 事 は、 旣に 常識 化されて ゐる。 實際 


平安時代から 徐々 に發 達して 来た 和漢 混淆 文 は、 假名 文學全 勢の 時代に あっても 、「今昔 物語 集」 • 

「打 聞 集」 •「 江 談抄」 等 を 生み、 著しい 準 漢文 調と 和文 調と を 巧みに 交へ、 而も 新しい 當 時の 生 

きた 言葉 を 取り入れる ことによって、 獨特 な實際 的な 文體 として 記 錄に用 ゐられ たばかりで なく、 

現實 的な 文體 として 次第に 琢磨され つ \ あつたので あつたが、 あの 「源氏物語」 にも 先が けて 生 

れ、 軍記物語の 先驅者 ともなり、 單 なる 記錄 からぬ け 出ようと さへ した r 將門 記」 の 如き 作品、 

叉 それにつ f いて 綴られた 「陸 奥 話 記」 の 如き ものに は、 合戰の 場の 激しい 息づ かひが、 最早 か 

かる 文體を 不可 缺の條 件と して 寫し 出されよ うとして ゐ るの を見遁 しえない。 

脈々 として 流れる その やうな 傳統 は、 尙、 平安時代に は 主流 を なすこと が 出来なかった。 それ 

はま だ 便利な 併し、 文學の 世界に 大手 を 振って 步 くに は あまりに 混雜 した もので もあった。 否、 

それよりも もっと 根本的に は、 便利な 記 錄文體 として 以上に、 その やうな 文體を 身に つけこな し 

得る だけ の 意識が 自覺 されて ゐな かつ. たので ある。 

成程、 說話 物語 集 は、 ー應 この 文體を 把へ る ことが 出来た。 さう して 、「今昔 物語 集」 の やうな 

獨特 な文學 をつ くる 事 も 出来た ので あるが、 併し、 彼らの 用ゐ方 は、 尙、 記錄 的な 氣持を 十分に 

は拔 けき る ことが 出来す、 平安時代の 記錄 から 本質的な 飛躍 をな す ほどに はいたって ゐ ない。 廣 
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い 世界の、 俗語 を 交へ なければ 記錄 する ことの 出來 ない 世界の 說話を その ま、 把へ たために、 新 

しい 言葉 を 交へ たので あるが、 それ はあくまで 消極的な 私の ものと して 意識され たにす ぎない。 

併しながら 、「平家物語」 を頂點 とする 一 聯の 軍記物語が 用ゐた 和漢 混淆 文の 前に は、 旣 にこれ 

だけの 用意が 出 來てゐ たので ある。 

われわれが 今 平家物語 を讀む 時、 そ の 文體 の 璺穰な 混淆に おどろかざる をえない。 

そこに は 殆んど 純 假名 文 調に 近い 部分が あり、 準 漢文 ともい ふべき ところの-、 當時 の 全くの 口 

語と 考 へられる ものの 多 數に驅 使され てゐ ると ころ、 それらの 夫々 の 比率に よる 混用 等、 行文に 

從 つて 讀む もの は、 絕 えす、 文章の 變 化に 氣 付かない わけに は ゆかない であらう。 

こ、 では、 最早 平安時代の 記 錄に用 ゐられ たやうな 千篇 一 律の 混淆 はなく、 その 內容 によって 

絕ぇ すその 比重が 變 化して ゐ るの を 見る であらう。 

例へば、 木 曾 義仲を 嘲笑した 一章 「猫 間」 において、 義仲は 極端な までに 田舍言 葉 を 使 は せら 

れ、 その 言葉に よって、 彼の 文化的な 貧し さと、 その 態度の 憎むべき 粗暴 さとが、 赏に むきだし 

に 描かれて ゐる。 戰場 における 武士た ちの 名のり あ ひや 對 話が、 彼らの 日常 語 を 用ゐる ことによ 

つて、 如何にも きび/ \ と强く 描かれて ゐる例 は、 いたるところに 求める ことが 出來 よう。 


實際、 平安時代の 貴族 文化 意識の 具體 的な 表現と しての、 あの 假名 文體の 言葉 は、 最早 新しい 

時代の こ 、ろ を 語る に 殆んど 用 をな さなかつ たので ある。 都 だけが f 界 であり、 殿上人 だけが 人 

間であった 狭い 社交 場 裡に囁 やかれた 言葉で は、 關東 武士の 息づ かひ はおろ か、 それに 對立 しょ 

うとす る 平氏の 公達の 姿 を も 描く ことが 出来なかった 害で ある。 それに は旣に 古くから 男性の 文 

體 として 次第に 體を なしつ k あった 準 漢文 風の 文體 が、 その 强剛な 格調 だけで も ふさ はしい もの 

に 相違なかった。 廣ぃ 世界の 物語 を牧 集す るた めに 當 時の 俗語 を 多分に とり 入れた 說話柴 の文體 

がと にかく 役に たつ ものであった。 さう して、 「將 I： 記」. 「陸 奥 話 記」 等 は、 素樸ながら も その 手 

本 を 示して ゐ たので ある。 

平家物語 はこの やうな 傳統を 把へ、 新しい 文章のより どころ とした わけで ある。 

併したがら、 かう いった 傳統を 把へ ただけ では、 混淆 文 は 出来ても 「平家」 の あの 輝かしい 收 

穫は 約束され ない。 

さう いった 傳統 は、 「平家」 において 單に 受けつ がれた だけでなく、 一  たび 十分に 否定され る こ 

とに よつ て 生かされ 磨き上げられた 事 を 思 はねば なら ぬ。 

「東關 紀行」 •「 诲道 記」 等々、 鎌倉時代に はおび た V しい 和漢 混淆 文が 作られた ので あるが、 そ . 
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れらと 「平家」 の文體 との 差別 は 十分に 認識され ねばならない。 

少し つきはなして 言 ふと すれば、 從來の 混淆 文 は、 和文 調と 準 漢文 調と を單 に^ 淆 した だけに 

と^まった。 口語 も 俗語 も それ を 挿入した 以上の 意味 を 持つ 事が 少 かった。 いはぐ それの ^術 は、 

甚だ 消極的で あり 機械的で もあった。 そこに 文學 語と しての 最大の 弱點が ひそんで ゐる。 

「平家物語」 において、 それ はもつ と 積極的であった。 そこで は、 和漢 混痏 文で なければ 語る こ 

との 出來 ない 人物 や 事件が 取扱 はれた。 それが 便利で あるから と 云 ふだけ でな く、 その 一 百 葉で な 

ければ もの 云 ふ 事 さへ 出来ない ので ある。 それが 珍しい から 用ゐ てみ たので なく、 その 言葉 だけ 

に 彼らの 感情 を うつしう ると いふ 最早の つび きなら ぬ 意識 を 「平家」 は 持って ゐた。 それで ある 

から 作者 は、 最早 一 律の 混淆 文に 滿足 する ことが なく、 夫々 の 場合 や 人物に 應 じて、 和 *^ おお 

の 比率 を 自由に 變へ、 かっての 單 調な 記錄體 としての 混淆 文から、 それ を文學 語へまで 荬事に IS 

き 上げる 事 も出來 たので ある。 

そこに は 叉 「語り物」 としての この 物語の 特質が、 同時に 考 へられねば ならぬ。 卽ち 琵琶 法師 

の聲 調が、 この 文章 を 一層 內容 に應ぜ しめ、 調子 を 高めた であらう 事 は、 旣に 述べた 如くで ある。 

それ 故、 和漢 混淆 文が 「平家」 において 美事に 完成され たとい ふ通說 は， 結局 旣に 出來 上って 


ゐ たこの 新しい 文體の 機能が 「平家」 によって 最も 十分に 生かされ たとい ふ 事 を 意味す るので あ 

る。 同じ 文體を 使用しながら、 「東. 關 紀行」 •「 海道 記」 の 如きが、 如何に 調子の 低い もので しか あ 

りえなかった かに 思 ひ 及ぶべき である。 それらの 作品が その 內容 において、 特に 新しい もの を 持 

たない かぎり、 新しい 文 體も亦 その 偉力 を 失 ふとい ふ 好箇の 例で それ はあった の だ。 

文學 にと つて、 文章 は單 なる 形式で なく、 同時に 內容 そのもの でも あるの だが 、「平^」 の 場合 

は、 形式と 內容 との 統 一 が 極めて 必然的な 聯關を 持つ 例で あると 云 へ る。 

かって、 「平家物語 の 文章 は 濁って ゐる」 と 云った 小說家 があった。 この 言葉 は その 限りで は、 

この 文章の 性格 を 射 あてた ものに 相違ない。 「平家」 の 混淆 文 は、 和漢の 混淆で あるば かりで な 

く > 新舊の 混淆で もあった。 それ は 全く 舊 きもの を 目 ざして 「澄みき つた」 統 一 をな しえ た 「新 

古今」 の 如き もので はありえなかった。 叉 全く 新しい ものの みで 成立つ もので もなかった。 舊き 

を傳 統を檐 ひ、 新しき 世界 を 目 ざして、 急坂 を 上る 名のの 息づ かひに も 似た あら/ \ しい 調子 を 

持つ のが 「平家」 の 文章で ある。 

だから 「平家の 文章 は 濁って ゐる」 とい ふ 一 つの 批評 は ー應 正しい もので は あるが、 それ だか 

ら>  源氏物語に は 及ばない とい ふ 比較 論 は 全く 無意味で あるば かりで なく、 甚だ 不當 である 事 を 
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注意し なければ ならぬ。 

新しい 文章 を 以て 澄みき る 事の 出来なかった ところに、 勿論 「平家物語」 の 持つ 限界が 語られ 

るので あるが、 舊 いもの を 以て 澄みき る こと をし なかった ところに 「平家」 の 積極性 も あり、 文 

章の たしか さもあった ので ある。 

舊ぃ 文化に どこまでも 身 を 浸し、 而も 新しい 秩序に 同感 も するとい ふ 作者の 矛盾に みちた 立場 

と 心と を、 この やうな 文章 こそ 始めて 十全に 表現し えた ものである。 

この 「濁った」 文章のう ちに こそ、 われわれ は 激しく 鬪ひ合 ふ 時代の 二つの 對立 する 文化の、 

血み どろた 姿 を 見る 事が 出来る。 時代の 姿は敢 へて 自ら を 「濁らせ」 た 「平家」 によって、 始め 

て 「確かに」 把へ る こと も 出来た ので ある。 

平家物語の 偉大 さも 矮小 さも、 まさに この 「濁った 文章」 のうちに 最も 銳く 最も 端的に 語られ 

てゐ るで はない か。 

われわれ は その 溷 濁と 矛盾の 故に 、「平家」 を 過小に 評價 して はならぬ。 むしろ 反對 に、 その 故 

にこ そ、 「平家」 の 積極性と 高い 藝術性 と を 躊躇す る ことなく 認めなければ ならない の だ。 

歷 史の步 みに つれて まきおこった 新しい 情勢 も、 その 中に 活動した 新しい 人物 も、 この やうな 


新しい 文章 をえ て 始めて 正確に リア リス テ イクに 描き出す ことが 出來 たので あり、 而も それ は對 

立す る轉換 期に あって、 現實を 直視し、 たじろぐ 事の なかった 「平家」 の 作者に のみ 與 へられた 

特權 でもあった こと を、 最早 われわれ は證 言す る ことが 出來 るので ある。 

この 事實は 新しい 文章 • 文 學を 開拓す る ものに とって、 この 上 もない 敎訓 であり、 おくりもの 

であると 思 ふ。 

まことに 文章 こそ は、 文學 にと つて 形式で あると 同時に 內 容 そのもの である。 新しい 文章 を驅 

使した 「平家物語」 が、 同時代の 他の 如何なる ジャンルの 作品よりも 新しくみ づ /\ しい 世界 を 

カ强く 語りえ た 事 を われわれ はこの 物語の 積極性 を 語る ごとに 思 ひお こすべき であらう。 

S 「戰爭 文學」 と 「歴史 文學」 

軍記物語 I— 日本の 中世が 生んだ 一 聯 の文學 を、 われわれ はかう いふ 名 を もって 呼びなら はし 

てゐ る。 さう して わが 「平家物語」 は その 中で も 最も 典型的な 作品で あると いふの が、 旣に 常識 

として 通用して ゐ るの である。 

近代の 言葉で 云へば、 勿論 これ は戰爭 文學と 4- ばれる 笞の ものである。 それ は 日本の 中世 文學 
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の擔 はねば ならなかった 特殊な 「散文」 形式た る 「物語」 の 様式から、 わが 身 を抽き 出す だけの 

すべ を 知らなかった が 故に、 勿論 小說 のかた ち を なすこと は 出来なかった し、 記錄 的な 軍に 關す 

る 實錄性 をも尙 多分に 持って ゐ たので、 軍記の 名に も ふさ はしく、 當然 近代的な 小說 としての 戰 

爭文學 から 區別 さるべき であり、 軍記物語の 名稱 は、 決して 不當 でもな く、 日 木 中世 文學の 特殊 

性の 故に、 寧ろ 當然の 根據を 持つ ものであるが、 同時に 軍記物語が、 戰爭 文學の 一形 態としての 

本質 を 公然と 主張し うる 事 は 云 ふまで もない。 

かう した 「平家物語」 の 本質 を、 今一度く りかへ すなら ば、 それ は戰 爭文學 としての 一般的な 

側面と、 軍記物語の 名 を もって 呼ばれねば ならなかった、 この 作品の 特殊な 性格との 統一 として、 

始めて 全圓 的に 語りつ くされる とい ふので ある。 

われわれの 持つ 文學 的遺產 は、 旣に 古事記の 如く、 その 當 初から 戰爭 又は 戰 場に 關 する 幾多の 

藝術的 創造 を 示して ゐ るので あるが、 戰 爭に關 する 素材が、 その 作物の 中心的な 地位 を 占め、 そ 

の 比重が 壓倒 的な ものと なった の は、 やはり 中世の 所謂 軍記物語に 始まる ので ある。 

戰 爭に關 する 斷片 的な 記 錄ゃ揷 話と いふ 副次的. 第二義 的な 地位 をつ き 破って、 戰爭を その 巾 

心的な 地位へ もたらし たものと して、 中世 初頭の 先驅 的な 作品， r 將門 記」 つぐいて 3 奥 話 記」 


の 存在の 積極的な 意義が、 こ 、にか へり みられねば ならない。 

天慶の 動亂を 把へ、 前 九 年の 役 を 直接 報告した これらの 記錄 が、 その 果 した 大きな 歷 史的 意義 

にも 拘 はらす、 文學 として やはり 素樸で あつたの は， それが 尙、 報告 的文學 としての 域を脫 しえ 

す、 雜 多な 事 實を 再構成す る ことによって、 高い 眞實を 創造す る- かの 藝術的 方法 を 未だ わが も 

のとす る ことなく- 究極に おいて、 事 實にひ きづら れた 「文 學」 であると いふ 點 にある ので ある 

が、 この やうな 先驅的 作品の 擔 つた 短所 (これ は 勿論 同時に その 「長所」 でもあった こと を 注目 

すべ きで あるが) を， わが 「平家物語」 も， 完全に 脫 しきる までに は 到らなかった ので ある。 

「將門 記」 から 「平家」 にいた る 一 系列の 軍記物語 は、 次第に、 より 藝術 的な 手法 を 確立して 來 

たので あつたが、 右の やうな 實錄 的な 性質 は、 遂に 軍記物語の 性格と して、 根强く 守りつ V けら 

れ たやう である。 

わが 「平家物語」 の そな へ 持つ 實錄 性に ついては， 旣に 「評 釋篇」 の卷頭 そのほかに 述べ 来つ 

たので あるが、 而も 「平家」 の こ の やうな 性格 は， 單に事 實にひ きづら れ たの ではなく して， 他 

の文學 形態が 與味を 持つ 事 もな く • 從 つて 素材と する 事な ど 思 ひも よらなかった 輝 やかし い 新 事 

態に 對 し， 積極的な 着眼と 肯定 を 示した もので あり- その かぎりに おいて は. か、 る 作者の 熊 度 
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こそ は 「平家」 の ほかならぬ 藝術性 を 高める ための、 第 一 且 最大の 要因で もあった ので あるが、 

同時に この 物語が， この 長所 を 長所と して のみでた く， 短所と しても 保ちつ V けた 點を 無視す る 

わけに は ゆかな い の である。 

「平家物語」 の 利用した 先行の 記錄 について は、 最近 次第に 研究が 進められ、 所謂 出典 も 漸次 明 

ら かにされ っト あるが、 ー讀 して その 說話 は、 各々 の 主要人物の 行動 を 中心に し. て、 おしす、 め 

られ ながら も、 大局に おいて 編年體 であり、 略々 正しく 事件の 推移に 從 つて 筆 は 進められ、 「平家 

物語」 の 別名が 「治 承 物語」 であった こと をうな づ かせる ほど、 それ は 年代記 的な 構成 を 保って 

ゐるこ とが 明らかで ある。 

例へば 治 承 某 年 某月 某日 云々 に 始まる 記事が、 同 三月 十日、 同 十六 日、 同卄 一 日と いふ 風に 進 

めら れる 個所 は、 いたるところに 見出される。 改元の 記事、 法 食の 記載、 解任 • 加 階. 改名 等々 

の 事件が、 某月 某日に 行 はれた といった 記錄 は、 最早 「平家物語」 の 材料と なった 記錄を 殆んど 

生まの ま \ に 採用した かと 思 はれる もの も少 くな い。 

「平家物語」 がその 據り どころ とした 貴族的な 記錄 が、 あちらこちら にあら はに その 正體を 語つ 

てゐ るので あって、 それ は、 僧侶 や 公卿た ちの 斷片的 • 報告 的な 記錄 から 出發 した 軍記物語の 傳 


% ぼな I 面 を， 實に まざまざと 示す ものである。 

まことに 「平家 物， 語」 は、 この やうな 記錄に 多くの 據り どころ をえ ながら、 而も そ^らの 瑣末 

な 事實の 群に 足 をから ませる ことなく- 俊寬. 文覺の 形象 を 創り、 淸盛. 義仲 • 義經の 姿 をカ强 

く 浮彫り するとい ふ 偉大な 藝術的 創造 を果 しえ たので あるが、 (星 野 博士 は歷 史家と しての 立場 か 

ら-、 「平家」 は 事 實を揑 造して ゐ ると 論じた 事、 叉 前記 諸人 物の 物語 中の 描き 方 は、 確かに 事實に 

反する 點が少 くない 事 は- 旣に屢 よ 述べ ておいた。 さう して- 文學 としての 「平家」 にと つて- こ 

の 事 は當然 のこと である こと も、 最早 云 ふ を 要しない であらう。) それに も拘 はらす、 ^ところ ど 

ころに 露出す るな まな その ま \ の 記錄的 文學の 存在 は、 この 物語の 長所 を 語る と 同時に 又 短所 を 

も 示す？^ のと 云 ふ ベ きで ある。 

こ、 にこ そ 「平家物語」 が 軍 § 語の 名に ふさ はしい 理由 もあった の だ。 . 

事 實* 記錄 との 關係 において- この やうな 傳 統を擔 ひ、 所謂 「軍記 もの」 の圈內 にと,， まら ざ 

る をえなかった 「平家物語」 は、 同時に その 同じ 事實 との 關係 によって、 新しい 時代の 典型 を も 

とにかく 把 へる ことに 成功した ので あつ ヒ。 

きち 「平家物語」 が 保持して ゐ た實錄 的な 性格 は- 源氏物語 以後の 擬古 的な 物語が、 所謂 「つ 
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くり 物語」 の 名の もとに、 その 想像の つばさ を懷 古の 世界への みのば す ことによって、 現 實の進 

行から 眼 を そらし、 文學的 創造に とって 何よりも 大事な 現實 とい ふみ づみづ しい 土壌から >  貧し 

い 幻想の 世界へ 身 も 心 も 浮び 上がらせて しまって、 終に は瘦せ 枯れ 衰へ 果てた 「想像」 のために， 

文學 特有の 創造的な 機能 を果す こ とも 出来な くな つ た 時代 にあって、 まこ とに 意義深 いこと と 云 

はなけ^ば ならぬ。 

藝 術. 文學 にと つて、 「母なる 大地」 たる 豊かな 現實、 それ は、 「平家」 の 場合， 院政 • 鎌 倉 初 

頭の 時代と いふ 分裂と 矛盾と にみ ち/ \ た 偉大な 轉換 期であった 事 は 旣に屢 よ 述べた 如くで ある。 

こ の 時代の 他の 如何なる 文學 形態が、 この 惠み 多い 土壤を 耕した であらう か。 

方丈 記の やうな 作品で さへ も， この 新しい 世界の 豊かな 實 りに ついては 知る ことがなかった。 

當時 盛んに 牧錄 された 一種の 新文學 でも ある 說話文 學も， この 土壤を 遠方から 珍しい もの 1 變っ 

たお かしな ものと して 眺め やった にすぎない。 この 時代の 物語 や 和歌 文學 が、 全く これに 對 して 

無關 心で あるか、 或は 强く 反感 を 持った にす ぎなかった こと も 周知の 如くで ある。 

軍記物語の 作者 は、 かう いふ 事態の たぐ 中に あって， この やうに 搖ら ぎながら も 新しい 姿 を 次 

第に 明らかにした 世界に、 始めて 興味 を 持ち 同感 を もって 臨む ことが 出來 たので ある。 


その 震動 は、 た 、かひの 形 をと つて 何よりも はっきり わが 身を顯 はした ので あるが、 その 故に 

こそ 「平家物語」 は、 旣に 第二 章に 指摘した やうた 治 承 ニ碍 永の 戰亂を 通じて、 まさに 時代の 動 

きの 中核に 迫る こと さ へ出來 たの である。 

「平家物語」 が戰 場のお びた ゾ しい 說話を 挿入し、 おのおのの 戰場說 話 は、 その 中に 行動す る 中 

心的な 人物 を 通して、 生き生きと カ强 くまと め 上げられ、 叉 それが、 あら/ \ しい 戰場 描寫を 通 

して、 鳴動す る 時代の 中に 立ち あがりつ k ある 若く 逞しい 秩序の 勝利 を， 巧みに 語って ゐる こと 

も， 旣 にしば/ \ 述べた 如くで あり、 「平家」 が戰 場文學 とし て も 最上 の もので あつたの は， 單な 

る戰 場の 揷話を 受動的. 消極的に 寫 したからで なく、 鬪ふ 人物の 行動 を 通して、 各 挿話 を 現實的 

な 角度から 再組織した ところに あるので あるが、 叉 同時に この 物語の もつ 優秀 性の 根據は 今一 つ 

の點 から 語られねば ならぬ ものが ある。 

それ を 一言で 要約 すれば、 「平家物語」 は、 單 なる r 戰場 文學」 に 終らなかった とい ふこと であ 

る。 それ は 今 述べた 戰場 描寫の 高い 藝術 性卽ち 積極性に も、 旣に 明瞭に 觀 取され ねばたら ない の 

であるが、 「平家」 がその 全篇に 多 數の戰 場 挿話 を ちりばめながら、 而も それら を單 なる 挿話の 低 

さに と^める ことなく- 物語と して 不可 缺な 要素にまで 高め- か、 る 時代の 表情と も 云 ふべき 戰 
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場と その 行動と を 通じて、 又 それと 闢聯 して、 全圓 的に かの 源平 交替 期. 院政 鎌 倉 期 初頭と いふ 

日本 歷史の 進行に とっても 偉大な 鞟換 期の 木質 を 描かう とし、 描きえ た點 にある の だ。 

だから、 「平家物語」 は單 なる 戰場 文學 ではなかった。 戰場 における 鬪爭と 行動と を、 その 背後 

にあって その やうな 戰場 をして 可能なら しめた 時代との 關聯 において 把へ、 とにかく あの やうに 

描き 上げる 事 さ へ 出来た 文學 である。 

いは ^ 「平家物語」 の 太 質 は， 戰 爭文學 であると 同時に 正しい 意味での 歷 史文學 でも あつたの 

だ。 而も 逆にい へば、 この 歷史 文學 的な 性格の 幅と 力と が、 「平家物語」 を 貧しい 戰場 文學に 終ら 

せる ことなく， 畳 富た 戰爭 文學 へまで 高めた 最も 基本的な 要因で もあった わけで ある。 

「信 連」 の 一 揷話も 「橋 合戰」 の 一 描寫等 々も， かくして 單 なる 戰 場の 消極的 • 受 動的 寫赏 でな 

く、 時代の 典型的な 姿 を全圓 的. 積極的に 描く ために は、 全篇に とって 不可 缺な すぐれた 形象と 

なりえ たので ある。 

現實の 進行に 最も 敏感で あり、 新しい 秩序に 對 していち 早く 同感 を 示しえ た 「平家物語」 が、 

歷史 文學の 本質に 最も 肉迫し えた こと は、 まことに 教訓的で も あるが、 現實の 土壤を 耕す ものの 

文學 が又豐 かな 想像力に も 決して 事 か、 ない 害で ある こと を 「平家」 は その 人物 創造に おいて 見 


事に 示す ことが 出来た ので ある。 

歷 史文學 としての リア リス テイクな 根幹の 根强 さと 畳 かさとの 故に、 ロマンティシズムの 枝葉 

はあくまで I  く 深々 と 管 ものである こと を. わが 「平家物語」 は 身 を 以て 語る ので ある。 

. 日本の 近代 文學 が、 幾多の 戰爭文 學を 育てようと しながら * 殆 んど單 なる ま 文學 から 飛躍し 

えない 時、 われわれの 祖先の 残した この 偉大な 文 學的遣 產は， 十分に 高く 評價 されて い、 害 だ。 

歷史 2 丁戰 霊學 としての 「平家物語」 の 持つ 長所 も 短所 も、 今 こそ 徹底的な 批判の 對 象と 

なるべき であり、 t る 批判 を 通して 始めて • 古典 「平 霧 語」 が 現代人の 心に 生き生きと 蘇る 

事 も出來 るで あらう。 


第三 章 平家物語の 极本 問題  一一 九 三 


研究 篇  二 九 四 

結 語  . 

われわれ は 最早べ ンを擱 かねば ならぬ ところまで 來て しまった。 

併したがら、 このった ない 試論 を 通した だけで も、 われわれの 現 文壇が 創り 又 創らねば ならぬ 

正しい 歷史 文學. 戰 爭文學 が、 まさに どの やうな もので なければ ならない か は、 旣に 自明で あら 

屢" 述べ 来った やうに、 わが 「平家物語」 は， その 世界 觀に おいても、 その 創作 方法に おいて 

も， 從 つて 叉 その 人物 創造から 文章の 隅々 にいた るまで、 激しい 對 立と 矛盾と を^み、 二つの あ 

カオス 

• ひ鬪ふ 精神の 創り 上げた あらあらしい 混沌の 文學 であった。  、 

古き ものと 新しき もの、 それが 二つの^と なつ て 斬りむ すんだ ところに 、「平家物語」 の 輝 やか 

しい 成果 もあった ので あるが、 そこに 叉 この 作品れ 持つ 限界が あり、 同時に 偉大 さもあった。 

われわれ はわれ われの 持つ 文學的 遣產を あますところなく 攝取 しなければ ならぬ。 それ 故、 わ 


れ われ は 「平家物語」 に對 しても" 卑俗な 「政治的」 效用 のために- いささか も 過大に 評價 して 

はなら す， 過小 評價 しても ならない 害で ある。 古典 をして 現代に 蘇らせる に は、 暖ぃ 愛情が なけ 

れ ばなら ぬ。 それと 同時に、 きびしい 批 i の 眼が 失 はれて はならぬ。 

, あの 薄暗い 中世に あって、 尙 この 物語の 歌 ひ 上げた もの は- 火 華の やうに 激しく 又 明るい もの 

があった。 その 明るさ も 美し さも， 畳 かな 併し 未開の 新世界へ わが 身 を 投げ かけよう とした 作者 

の 知らす 識らす 身に 具 へ た現實 精神の 賜物で あり、 その 激しい 氣魄も 湧きお こ る 想像力 も 全て 

「母なる 大地」 から 萠ぇ 出た み づみづ しい 綠の繁 みであった 害 だ。 

だが 「平家物語」 の 作者 も， 旣に 朽ち果てた 「常識」 と 安 協し、 旣 成の 觀 念に 壓 倒された 場 令 

に は、 その 枝葉の 萎え 凋む の を どうす る こと も 出来なかった とい ふ事實 は、 今、 轉換 期の 文學を 

創り 叉 語る ものに とって、 何よりも 敎訓 的で あらう。 

文學 における リアリズムの 勝利 を- これほど 高らかに 美しく うた ひ あげた 「平家物語」 を、 わ 

れ われ は自國 の文學 的遣產 として 持って ゐ たので ある。 

古典 「平家物語」 の 持つ 現代的 意義 も， かくて、 まことに 輝 やかし いものと 云 ふべき では ある 

まい か。 
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〔附 錄〕 平家物語 硏究の 手引 

I 參 考書解 題 I 

この 附錄 は， 特に これから 「平家物語」 を 研究され る 方々 のために^ けました。 

平家物語の 研究 も， やはり 文藝 作品の 研究です から、 何より 先に これ を讀 むこと から 始まる 事 

は 申す まで もありません。 ところが 、「平家」 に は * 研究 篇に 述べた やうに 異本が 多い ので、 どれ 

を讀ん だら い 、 かと 迷 はれる 方 も あるかと 思 ひます。 勿論 かう いふ 疑問 は學問 を發展 させる もの 

に 相違ありません が、 そのために 讀 みおくれ ると， 結果 は反對 になります。 だから 私 は ど， の 本で 

もい、 から 手元に ある もの を 先づ讀 まれる やうに おす、 めします。 有朋堂 文庫で も 日本 文學 大系 

本で も. とにかく ー讀 されて い \ と 思 ひます。 尤も、 田 博士の 校訂になる 岩波 文庫本の やうな • 

立派な 本文 校訂と 正確な 讀み 方の つけられた 優秀な 「平家」 の テキストに 據られ るなら >  これに. 

越した 事はありません。 


かう して 貴方 は大摑 みで は あるが、 「平家」 に對 する まとまった ある 印象 を 得られる。 この 印象 

は 尊い 材料 だし， とにかく ほかならぬ 貴方の ものな のです から 十分 大切に してい >- のです。 けれ 

ども これ はま だ あくまで 材料に すぎな い 事 を 忘れて はならない と 思 ひます。 

若し 貴方が、 單に 「私の」 讀後感 を 述べ、 社交 室で 一場の 喝采 を 博され たいだけ なら、 その 印 

象 だけで 或は さしつ かへ ないか も 知れません。 併し さう いふ 讀後感 がほん ものである かどう か- 

私 は保證 する 勇氣を 持ちません。 . 

貴方の 言說 が、 單 なる 社交 室から 外へ 出て、 而も 大手 を ふって 步 ける ために は、 それ はもつ と 

しらべられ 鎩へ 上げられ たもので なければ なりません。 いは ゾ、 もっと 正確に 精緻に 讀 まれる 事 

が のぞましい わけです。 

尤も 私の 云 ふ 「讀 む」 とい ふ 事 は， 單に 量的な 讀書 百遍を さしません。 何故なら 讀む もの • 主 

體 者の 發展 がなければ、 その 讀書は 決してより 深化され ないから です。 こ- -に 貴方の 敎 養の 問題 

が 出て 来ます。 これ はー應 國文學 以外の 問題になります が、 貴方の 一般的な 廣く 高い 敎養 を埒ふ 

ことなく 「平家」 だけ を 何千 囘 r 精讀」 しても、 決して 「おの づ から 通」 じたり する もので は あ 

りません。 
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特に 、「平家」 の 生れた 時代の 正しい 認識 や， 藝術 • 文學 一 般に關 しての 一 通りの 正しい 兑解を 

學ぶ事 は 、「平家」 を讀 むた めに、 なくて かな はぬ 基礎的な 研究分野と 考 へます。 倂 しかう いふ 事 

につ いて は、 今更 こ、 で 申 述べ る 必要 もない かと 思， ひます ので、 この やうな 豫備の もとに、 作品 

そのもの を 正確に 精緻に ほぐして 行く 上で、 何 を參考 にしたら い \ かにつ いて、 以下 簡單に 記し 

てみ ませう。 

一 テキス 卜 

この 問題に ついては、 「研究 篇」 第一章に 述べました から、 こ \ で は>  その 中で 誰の 手に も 入 

り やすい 本 を 中心に 述べ てお きます。 

先づ 現在 テキストの 中心と なって い k あの 覺ー 本 系統の テキスト では、 山 田 • 高木 雨 博士の 校 

定 平家物語が あり、 前記の 岩波 文庫本、 最近で は 山 田 博士の 解說 付きの 平家物語 lg などが 誰の 

手に も 入る もので、 校訂 も 嚴密に 行 はれて ゐ ます。 特に 最後の もの は、 非常に 詳しい 索引が 附錄 

されて ゐて、 讀 者の 便利 は 一 通りでありません。 研究者の 必携 書と いふべ きです。 

次に 「平家」 の 紅 綏を考 へる に 必要な 八 坂 本 系統の テキスト として は， 國民 文庫本 (同 刊行 會 


第 十六 囘) の 平家物語が、 活版本と して 提供され てゐ ます。 又 有力な 一 異本と しての 長 門 本 系統 

に屬 する ものと して は、 國書 刊行 會本 を參照 すれば い k し、 國語資 料と して、 又 「平家」 の ー轉 

形と しての 延慶本 は、 吉澤義 則 博士の 校註で、 llfl 平家物語の 名の もとに 出版され、 最も 著し 

い 異本の 源平 盛衰 記 は、 國民 文庫本の 第 十五 囘 として 出版され、 その他 通俗 日本 全史 本 以下 數多 

く飜 刻され てゐ ますから、 直に 參照 出来ます。 

さう して、 かう いふ 異本の 類 は 、「平家」 の 本質 を 知る ために は、 とにかく 一通り HI を 通す 必要 

が あると 思 ひます。 尙、 梅 澤和軒 氏の 評釋 平家物語 は、 東京 音樂學 校の 平家 正 節 を 底本に した も 

のです から、 平 曲の 節 づけ 狀態を 或 程度う か f ふ 事が 出來て 便利です。 又、 中世 末から 近世に か 

けて、 一番 廣く行 はれた 所謂 流布本の 平家物語 は、 隨分 杜撰な ところ も 多い のです が、 明治 以降 

の 活版本の 多く はこれ によって ゐて、 やはり 研究 上 度外視す る わけに 行きません が、 野 村 宗朔氏 

の 校訂になる |ー1 流布本 平家物語 は、 その 校訂 も 良心的な ので 第一 におす 、め 出来ます。 今まで 

の 註 釋書も >  多く は 流布本 を 底本に して ゐる やうな 狀 態です から、 註釋書 だけで 「平家」 を讀ま 

れる方 は， その テキストが 唯一 最上の もので た い 事 を 注意して いた^きた いのです。 

活版本で 調査 出来る 異本 は、 大體 これ 位で、 それ 以上 は 直接 古寫 本な り 古版本な りを兒 るより 
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外ありません。 さう して， さう いった 書誌 學 的な 操作の ための 參考書 は 、後の 項に ゅづ り- 讀む 

べき テキストに 見當 をつ けた 以上、 次 は註釋 書に ついて、 一言 述べ ませう。 

二 註釋書 

「平家物語」 の 講義 類 • 評釋類 は， 特に 明治 以降 夥しい 數に 上ります が、 私 は 先づ石 村貞吉 氏の 

新 註 平家物語から 入門され る 事 をお す、 めしたい と 思 ひます。 この 本に は • やはり 流布本 系統の 

底本が 用ゐら れてゐ ますが、 在來の 無責任な 解 釋と違 ひ- 隨分 親切な 註が 施されて ゐ ます。 义前 

にあげた 野 村 氏の 流布本 平家物語 も敎科 用の 頭註 だけです が、 所謂 教科書 ものの 類を拔 き， 獨特 

な 見解 も あり- 傍ら 參考 にされ ると い >- と 思 ひます。 

併し、 尙 進んで 行かれる 方々 は， 御橋 直言 氏の 平家物語 略解が 是非 必要です。 出典、 特に 「平 

家」 の 中に 數 多く 引用され た佛 典の 據り 所に ついて * この 謦は 第一 等の 案 書 だからです。 乂山 

田 博士の 平家物語 醫 の 頭註 は、 極く 僅かです が、 その 正確さに おいて、 藤 村 作 博士の 平家物語 

0 は その 獨自な 註 や 出典 • 引用の 豊富 • 便利な 點で、 共に 座右に おかれて い \ 本です。 

かう いった 註釋 書を參 照され ると、 貴方の 最初の 大摑 みな 印象 は * もっと 精緻な ものと なり， 


深ま つ て來 ざる をえ な い 答です。 

ではつ いでに、 もっと 古い 註釋 *1 を 一 二 附記して、 次に 進み ませう。 

野宫定 基の 平家物語 考證、 伊勢 貞 丈の 平家物語抄 (平家物語 問答 抄) 等が これで、 何れも 同- 乂 

註釋 全書に 牧 めら れ， 特に r 考證」 は 、「平家」 の 史實の 考證に 畳 富で 且 卓見が あり- その 方面の 

研究に は 必携の ものと いふべき です。 

さう い へば 史實の 研究に とって >  忘れる 事の 出来な いのは， 參考 源平 盛衰 記 (四十 八 卷 • 史籍 

集覽 所牧) です。 これ は 水戶光 I! の 命に よって、 同藩の 今 井弘濟 • 內 藤貞顯 が 編纂した もので、 

「盛衰 記」 の 本文 を 「平家」 諸 本で 對 校し、 史書 • 文學書 凡そ 百 四 部を參 照して、 史實の 適否 を 

考へ てゐ ますから、 歷 史文學 である 平家物語の 素材の 採り上げ 方 • まとめ 方 を 研究す るた めに 必 

須 の參考 書と いふべき です。 註釋 書と いふべき ではありません が、 附記して おきます。 

叉、 伊勢 貞 丈に は 問答 抄の 外に、 五 武器 談 ゃ平義 器談が あり、 夫々 軍記 物に 現 はれた 武器に つ 

いて 考證 解義 して ゐ ますから， 山上 八郞 氏の 日本 甲冑の 新 研究な どと 併せ 讀 まれるならば • 武器 

に關 する 詳しい 知識 を 得られる でせ う。 

其 他註釋 書類 は 非常な 多數 にの ぼり ますが、 今 は 私自身 參考 にして、 いはば 試驗 すみの ものの 
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み を列擧 して、 煑任を もってお す、 め 出来る もの だけにと どめました。 從 つて. 次^に 示した 研 

究史 類に よって、 その 遣 漏 を 補って いたぐ きたいと 思 ひます。 

三 硏 究 書 

數 多い 平家物語 研究 書の 中で， 第一 にあげねば ならな いのは， 山 田 孝 雄 博士の 平家物語 にっき 

ての 硏究 (三 册) です。 本書 は 文部省 國語 調査 會の 事業になる もので， その 前編 (一 册) は、 鎌 倉 

時代の 語法 研究の ため 「平家」 を 採用し、 そのために 諸傳 本の 夥しい 異同 を 比較 研究し、 七十 種 

に 上る 傳本を 十七 類 ニニ 十 種と 明快に 整理 分類し、 系統 關係 を考 へ、 鎌倉時代の 語法 研究 上據る 

ベ き は、 かの 延慶本 平家物語 以外に ない 事 を、 始めて 明らに された もので、 その他、 物語の 組織 

や、 成立 • 變遷 • 作者 等に ついて、 精緻な 且 前人未踏の 研究 を 試み、 平家物語 研究の 礎石， を 置い 

た 名著と して 記憶 さるべき ものです が、 叉 後篇 (二 册) は、 前編の 考證に 基いて、 延慶 本を對 象と 

し、 いち/ ヽ その 實 例から 歸納 して- 平家物語の 語法 を閬 明し、 鎌倉時代の 語法 研究に 確 實な見 

とほし を與 へた もので、 何れも 劃期的な 業績と して、 研究者の 必讀 書と いふべき です。 山 田 博士 

は その後 多くの 資料に まって、 この 研究の 增. 補 を 行 はれた のです が、 昭和 八 年に 成る 平家物語 I ぼ 


の卷 頭に は、 平家物語 概說 として、 その 成果 を 平易に 且 詳細に 說 明され てゐ ますから、 先づ この 

概說 によって >  文獻學 的な 研究の 知 Hi を 得られる のが、 最も 便利な 方法で せう。 この 本に よられ 

ると、 平家 研究に 必要な 豫 備的且 一 般的 知識が、 廣く且 容易に 與 へられる 事 を 申し 添へ て、 是， 非 

通讀 される やうに おす 、 めします。 同じ 著者に よる 校定 平家物語 や 岩波 文庫の 序說 も、 これに 比 

ベれば、 まことに 簡單な も の だからです。 

其の 他、 「平家」 に 關す る 文獻學 的な 研究 や 考證の 類と し て は 、 赤 堀 氏 の 平家物語 解題 (文學 叢書 

本) 關根 正直 氏の 平家物語 選錄の 時代 並に 作者の 辯、 野 村 八 良 氏の 鎌倉時代 文學新 論な どが あり 

ますが、 後藤 丹 治 氏の 戰記 物語の 研究に 牧 めら れた諸 論文 は、 山 田 博士の 研究と 併せ 讀 まれる ベ 

きもの と. 考 へ ます。 

又、 史學雜 誌 や 史學叢 說に牧 めら れた 星野恒 博士の 平家物語に 關 する 諸 說は、 歷 史家の 立場 か 

ら 見られた 平家 論と して、 前記の 平家物語 考證 ゃ參考 源平 盛衰 記と ともに、 多くの 示 咬を與 へる 

ものです。 

かう いふ 風に、 平家物語 研究 は、 その 數に おいても 質に おいても 相當な 程度に 進んで ゐ ますが、 

文學 としての 平家 研究 は- 未だ 隨分 若い やうに 思 はれます。 
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勿論、 藤 岡 作太郞 博士の 鎌 倉 室町 時代 文學史 や、 津田左 右吉 博士の g^;^; 我が 國民 思想の 研究 

に 述べ られた 平家 論 (？ yl: は^ 擧) 五十嵐 力 博士 の 平家物語の 新 研究、 高木 武 博士 の 日本 文學 講座 

11 其 他の 解說、 國 語と 國文學 の 特輯 «K£ 軍記物語 號の 諸業鑌 等の 意義 を 忘れる わけに は ゆき 

ません が、 而も 尙硏究 は 黎明期に ある 事 を 言 ひうる と 思 ひます。 

新しい 時代精神に ふれ、 科學 的な 研究方法 を 身に つけた 若々 しい 世代に よって、 平家物語の 本 

質 は 次第に 閬 明され るで せう し、 最早 遠い 祖先の 物語と して、 單に 愛撫され る だけでなく * その 

長所 も缺點 も あますところなく 正しい 愛情の もとに 見 究められ、 現實 目前に 刻々 として 動きつ > - 

ある 現代の 文學 問題と 離れが たい 密接な 關^ において 論ぜられる 日が、 来つ、 あると 思 ひます し、 

叉 さう しなければ ならな い の です。 

併し、 新しい もの は 決して 古い ものと 無緣 ではありません。 古い ものの 單 なる 否定が、 何もの 

を も 生まない 事 は、 今更 申す まで もないで せう。 況んゃ 「平家物語」 に は 先輩の 優れた 研究が 數 

多く 與 へられて ゐ ます。 さう いふ 業鑌を 感謝し つ \、 尙 その上に 立って 前進す る 事 こそ 新 世代 や 

任務です。 從 つて、 先輩の 研究の 優れた 部分 は、 どの やうな 小さい もので も吸牧 しなければ なら 

ないし、 その 缺陷は どんな 偉大な 師の もので あらう と 追及し 拒否す べきです。 そのために は T 平 


象 物語」 の 諸 研究 は 夫々 十分に 見 究められねば なりません。 新しい 研究が 新しく あるた めの、 そ 

れは 必須 條件 だからです。 

さて、 最後に 二三の 研究 を擧げ て、 この 項 を 終ります。 

四 平 曲 關係書 及び 其の 他 

われわれの 「研究 篇」 第一章で、 旣に 述べた やうに、 平家物語 は 語り物と しての 面 を 重要視し 

なければ ならない のです から、 その 方面の 研究 を 調査す る 必要が あります。 

館 山 渐之進 氏の 平家 音樂史 は、 音樂 としての 「平家」 卽ち平 曲に ついて、 最も 詳細に 論じた も 

のです が、 山 田 博士の 前褐 「概 說」 及び 「研究」 によられても 大略の 知識 を えられる： & です。 叉 梅 

澤和軒 氏の 評釋 平家物語の 卷頭 や、 沼 澤寵雄 氏の 平 曲 II は參考 になり、 小 中 村淸矩 博士の 歌舞 

音樂 略史 や 高 野 辰 之 博士の 日本 歌謠史 などの 平 曲に ふれた 部分 を參觀 せられる とい ゝし、 叉 中 山 

太郞 氏の 日本 盲人 史 § は、 平 曲の 擔當 者と しての 盲人に ついて、 詳しい 知識 を與 へる ものです。 

其の 他、 「平家物語」 についての 諸 論文 は、 今い ち/ ヽ 紹介す る 暇が ありま せんし、 以上 あげた 

書物 以外に も、 いくつかの 優れた 研究の 落ちて ゐる事 をお それます。 
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それら は、 例へば 石山 徹郞 氏の 日本 文學 書誌に のせられ、 「平家」 概說 としても 優秀 且 詳細な 

「平家」 「盛衰 記」 の 解題、 高木 武 博士の 戰記 物語 研究 史譆； ：KS ぼ 、 後藤 丹 治 氏の 平家物語 

〇 註釋 及び 研究 醒/; 一議，、 佐々 木八郞 氏の 平家物語 講說卷 頭の 參考 文獻、 さて は 藤 村 作 博士 編 

日本 文學大 辭典の 關係諸 項目の 記事 等に よって、 補って いた^き たいと 思 ひます。 最後に、 月々 

の 研究 雜誌 等に は、 旣に 新しい 研究が 生れ 始めて ゐる事 を、 私 は よろこび を もぺて 附記し つ、、 

この 稿 を 終ります。 


(青木 兄弟 製本) 
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